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乾 


江戸時代の 文學 について、 特に 興味 を 感じた 部分 や、 新たに 發 見した 資料に^ する 怠 

見 を 集成した ものが 此 書で ある。 もどより 文 學史の やうに 系統だった 記述で はない 力 

その 時々 の 大勢 や 主要な 人物 事件 は ほ い 網羅し * 且 その 中には 前人未到の 硏究も 多少 は 

ぁるビ 信す るので ある。 

印刷 後心づ いた こどで、 次の 二 件 を 補足す る。 

假名 草紙の 作者の 條に 引用した 筠庭 雜錄の 文に 「淺井 了 意が 浮世 物語に 井上 小 左衞門 

某 悔草を 作りて 云々」 ど ある。 これ は 浮世 物語 卷ニ 後悔の 事の 條に 出て 居る が、 猶 同じ 

了 意の 可 笑 記 評判 卷 一 物 ご V」 後悔す ベぎ 事の 評に 「中 比な にの 小 左衞門 どか やい d しも 

の悔 草三卷 をつ くりて 現在の 事 はいふに 及ば や 過去 未來を かけて 三世 をく やみし かど も 

まだ 悔 たらす や あり けん 胸 ふくれ 腹の はる 病 をし いだして 身 まかりけ る もく やし」 ど a 

る を 見いだ した。 されば 大坂陣 に 討死した V」 いふ ー說の 誤なる こ VJ は明暸 である。 

芭蕉^ 戀の 文に ついて、 或 人から 寬文 十二 年 正月の 貝お ほひの 中に、 衆 道 やき どい ふ 

芭蕉の 自白が ある こど を吿 げられ た。 よって 同書 を 見る ど 


二 

左 勝 

紅梅の つぼみ や あかい こんぶく ろ  此 男子 

右 

兄 分に 梅 をた のむ ゃ兒ざ くら  蛇 足 

左の 赤い こんぶく ろは大 坂に はやる 丸の 菅笠 ど うた ふ 小哥^ れ ばなる べし 右 梅 を 兄 

分 どた の^ 兒 櫻は尤 たのもしき 氣 ざしに て 侍れ Vj も 打 まかせて は 梅の 發句ど 聞え す 

兒 櫻の 發句ど 聞え 侍る は 今 こそ あれ われ も 昔 は 衆 道す きの ひが 耳に やど かく 左の こ 

ん袋は 趣向 もよ き 分別 袋ビ昆 えたれば 右の 衆 道のう はき 沙汰 は 先 思 ひど まりて 左 を 

以爲勝 

ど ある。 句 合 歌合 等の 判詞は 兎角 文章の あやに 制せられて、 事實に 遠ざかる 弊 も あり 

勝ちで は あるが、 まんざら 心に ない そら 言で もなから う。 寬文 十二 年 は 彼が 二十 九歲の 

時で ある。 

大正 十 年 四月  著  ^ 


江 戶文學 研究 
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戶文學 研究 

■  •  藤 井 乙 男 著 

江戶文 學槪觀 . 

我が 文 學史中 最も 光彩 絢爛たる は 平安朝 ビ江 芦 時代 で、 此 兩 時代に その 

中間に 鎌 倉 室町 四百^ 年の 溪谷を 隔て 、相對 峠す る 高山の 如き 觀を成 

して 居る。 單 に江戶 時代 V」 いふ もの、 三百 年の 間に は 時に 盛衰 隆替 は 

免れ ぬ、 就中 文學 の 盛なる は 前に 元祿 あり 後に 文化 文政 あ り、 其 間相距 る 

こビ約 百年で 互に 相對 立して 居 る、 而 して 元祿の 文學は その 主權 京阪に 

ありて、 國 學漢學 より 小說 戯曲に 至る まで 大家 輩出した に 反 し、 文 化 文政 

に 至りて は、 文 學の 中心 全く 江 に 移 り、 上 流 文學も 俗文 學 もこ 、 に 全盛 


二 

を 極めた o 之 を 要するに 近世 文學は 元祿を 中心 VJ する 慶長 より 寳曆以 

前まで 約 百 五十 年 間 S  、文 化 文政 を 中心 ビ する 寳曆ょ 明治 以前まで 約 

百年 間の 前後 二期に 分つ が 最も 穩當だ ど 信す る。 而 して 前期 を 更に 分 

ちて 慶長 より 寬 文に 至る 間 を 第 一 期 (寬文 時 代 h」 し、 延 寳 より 正德に 至る 

間 を 第二 期 (元 祿 時 代 )ビ し、 後 期 を 分ち て寳曆 より 天明に 至る 間 を 第 一 期 

(明 和 安 永 時 代 h」 し、 寬 政より 慶應に 至る 間 を 第二 期 (文 化 文政 時代 h」 すべ 

きで ある 0  . 

ダ I あが 前期 中の 第 一 期 (寬文 時代) は 古書の 刊行 や 古文 學の 註釋等 現れて 啓蒙の 

資 VJ なり、 歷史文 學、 宗 敎 文 學、 敎 訓 的の 假名 草 紙、 支 那文學 の 翻譯等 漸次 流 

^ ク/r 行して 第二 期の 準備 をな し、 第二 期完 祿 時代) は 浮世 草紙 淨 瑠璃 俳諧 等の 

名匠 輩出して 燦然た る 光輝 を 放ち、 其 後半期 は 西 鶴 を 祖述す る 八文字 屋、 

近 松の 後 繼者竹 田 出 雲、 芭 蕉の 高弟 等が あつ て、 前 半期の 盛大に は 及ば ざ 

る も、 猶 その 餘勢を 保って 繼續 した。 前期の 文學は 後期に 比し て、 す ベ て 


大樣で こせつ か す、 粗 大で 繊巧で ない のが 其顯 著な 特色で ある。 風俗に 

おける 元祿 模樣ビ 小紋 形、 繪 翥 における 師宣淸 信 ビ歌麿 北齋も 同一 の 傾 

向 を 示して 居る。 前期の 作家 は學 問の 素養に 於て は 後期の 人々 に 劣つ 

て 居る が 創意に お いて 勝れて 居 る、 後 期 は 創意 乏しく 襲 踏 を 事 ど し、 鋦 纂 

的 街學的 で、 著 しく 國學 漢學の 影響 をう け て、 材 料に おいても 文體 におい 

て も 却って 古典的で あ る。 

fe^^^ 後期 中の 第 一 期 (明 和 安永 時代) は 田 沼の 惡 政より 士氣 類廢し 風俗 亂れ、 極 

めて 不眞 面目な 時勢の 風潮に 乘じ て、 川柳 狂歌 狂詩 等 の 流行 どな り、 通人 

達が 競うて 黄表紙に 滑稽 を 弄 し、 遊 里の 內慕を 穿った 洒落 本が 行 は れ、 識 

者 をして 眉 _ を 顰めし めた。 第二 期 (文化 文政 時代) は 所謂 大御所 樣 時代で 

松 平定 信 老中 どなって 前代 懦弱の 風俗 を 振^し 學問 を獎勵 したの で、 知 

識が 上下 一 般に 普及す る V」 共に， 一 方に は國學 漢學の 大家 輩出し、 一 方に 

は 江戸 小說の 全盛期 を 見る に 至った。 但し 其 後半 は 慕府の 衰運に 向 ふ 

1 一 1 
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ど 共に 內外 漸く 多事に して 人心に 餘裕な く、 隨 つ て 文學も 次第に 下り坂 

になり、 漸く 前半期の 惰力で 年々 多少の 草双紙 類 ど 浮薄 淫靡な 爲永 一 輩 

の 人情本が あるの みで 多く 言 ふに 足らない。 

之 を 要するに 江 戸 時代の 文學 は、 其 種類 頗る 多く 其 行 はる 、範圓 も 亦 極 

めて 廣ぃ。 平安朝で は 詩歌 小說 日記の 類の みで、 それ も 單に贵 族が 消閑 

の 娛樂に 供す るの みで、 一 般 人民に は 何等の 交涉 もな く 何等の 慰藉 を も 

與 へない。 江 S- 文學は 之に 反し 國學 漢學の 如き 高尙 なる ものより 狂歌 

俳諧 淨 瑠璃 小說 等に 至る まで、 其 品 類 多 く、 太 平年 久しく 敎育 普及し 上下 

一般に 知識 進步 せし より、 上流 者 も 下流 者 も 各ぶ 特殊の 文藝 美術 を玩 び、 

謠 曲に 對 する 淨 瑠璃 長 唄、 狩 野 土 佐の 繪に對 する 浮世 繪、 詩 歌に 對 する 狂 

歌 川柳 ビ いふ 風に、 上下 二流の 文藝行 はれ、 一 は 保守的 傳統的 一 は 進步的 

革新的で、 相對 立して 武家 ど 町人 ビの 好尙を 代表し、 種類に 於ても 分量に 

於ても 到底 平安朝の 比で はない。 


平安朝の 文學は 優美 風流 を 旨 どし 道德的 色彩 頗る 稀薄な りしに 反し、 近 


世に 至りて は 武士道の 發達ビ 儒敎隆 

影響 著しく、 忠孝 節義 を 尙び實 用敎訓 

路 者が 風俗の 取締 を嚴 にし 不健全な 

向 を 助長 し、 馬 琴が 勸懲 生義を 標榜し 

生義を 奉じなければ 小說 にあらざる 

淫靡な 時勢に 媚び、 ひたすら 挑撥 的の 

はた どひ 野合 私奔の 者で も、 皆 一 人 の 

いへ な い、 是 も 亦 勸懲の 一 助な りど の 

彭タ武 士道 は 鎌 倉 以來戰 亂の世 を 經て漸 

容 外形 大に備 はり、 利害 共に 著しくな 

身命 を 顧み す、 然 諾を 重んじて 武士に 

ね v> 高 楊枝 ビぃ ひ、 私 欲の 爲に 自己の 


盛の 結果 は、 戯 作 小說の 上に も その 

を 主意 ど する 傾向 を 生じた る に、 當 

る 出 板 物 を 禁止した 以來、 一 層此傾 

て か ら、 天 下靡然 どして 之に 化 し、 此 

如く 考へ ら れ、 彼 の 爲永春 水の 如き 

筆 を 弄した 者まで も、 我 が寫 せる 女 

男に 言 實を盡 すから 負 操な しど は 

苦しい 言 譯 をな さしめ た。 

次 其 形 を 現 は し、 近 世に 至って 其內 

つた。 忠孝 を 旨 どし 節義の 爲には 

一 一 言 なし どい ひ、 廉 潔 を 尙んで 食 は 

意志 を枉 ぐる を 許す ベ からざる 罪 

五 


六 

惡ビ した。 而 して 其 弊 は 形式に 囚は れ、 矯 钸に過 ぎ、 動 も すれば 殺伐に 流 

れて妄 に 人 を 殺 し" 又 自ら を 殺 し、 言 ふに も 足らぬ 琐 細の 事に 意地 を 立て 

て 命の 取. 9 やり をした。 西 鶴の 武道 傳來 記な ざ を 見る V」 、是 等の 例 は 到 

る 處に發 見せられる。 その 義理 VJ いふ が： 單 に 一 種の 世問體 ゃ名閒 心で、 

生命の 安直 さ や、 變通を 知ら ぬお 鹿 正直 さが 寧ろ 滑稽に 感 せられる。 克 

己 制欲 を 理想 V」 した 武士道に 養 はれた 人物 は、 槪 ね單純 一 徹 で、 人 情の 動 

搖ゃ 钹雜な 性格 を 描いた もの 、な いのも 自然の 勢で ある。 名譽を 尊び 

家系 を 重ん やる 風 は、 階級 制度の 確立した 此 時代に 於て 亦 著しく 現れ、 御 

家 騷 動、 寳 物の 紛 失、 敵 打、 武 者 修行 等が ま 要な 小説の 材料 V- なった。 

佛敎は 室町 時代よりも 威力な く、 人 世 は 無 常 な り、 富 貴 も恃 むに 足ら やな 

ざい ふ 消極的 敎義に は、 さ まで 與味を 成 せ や、 現 世の 利用 厚生に 重き を 措 

く 聖賢の 敎に 多く 耳 を 傾 け、 儒 敎は 武士道 ど 相 並んで 人心 を 支配 し、 平 安 

朝 以来の 囚梁應 報に 代 ふるに 儒敎 生義の 忠孝 節義 を 以て し、 彼 は 成 情 を 


尙び たるに 此は 意 志 を 重ん 

懦弱の 極、 武 士の 風上に 置く 

に し て、 親 夫の 爲には 身を賣 

朝の 男女 關係ビ 比べ るビ非 

自由に 交際し て、 父 母 も相當 

ろ 之 を 獎勵 する 有樣 であ つ 

て 常に 用 ゐられ た ので ある 

い で、 男 女七歲 にして 席 を 同 

女が 交際 を 防ぎ、 旣婚の 夫婦 

よい 事、、」 した。 父母の はか 

めて 互に 顏を 知る ビ い ふ 例 

に 出て 偶 i 1 男子 を瞥 la し 

しも 小說 家の 空想 どのみ は 


じ、 男 子た る 者が 一 婦人に 愛着す るが 如き は、 

ベ からざる 所業 ビ し、 女 子 は 子孫 を 儲け る 川 

りても 仕 ふべき もの ビ せられた。 之 を 平安 

常な 差異で ある。 王朝 時代の 婦人 は 男子 V- 

の 相手 なれば 之に 檢束を 加 へ な い のみ か、 寧 

た。 從 つて 此 間の 關係は 小說の 好材料 どし 

が、 江 戶 時代の 嚴 格な 儒 敎は戀 愛 を 容認し な 

じうせ や、 夫 婦別 ありの 敎を 立て 、妙 齡の士 

も 人前で は 成る ベく よそ /) しく 振舞 ふ を 

ら ひで 見や 知らす-の 男女 が、 夫 婦ビ なって 初 

も 決して 少なから t 深 窓の 處 女が 花見 遊山 

匸 勿- 5 ち戀 ひわ づら ひどなる ど い ふ 類 も、 必 す 

いはれ ない。 されば 奔放 熱烈な 戀愛 を寫し 
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たもの は、 多. く は 町人の 男女に 限り、 こ 

て婚 せし むる が 如き 事な く、 一 家の 體 

つくろ ふ 手段 をめ ぐらす が 普通で あ 

般に 監督 厳重で 、青春の 男女が 自由な 

て 稀であった o され V、J 人間の 性欲 は 

路を 見出さなくて はやまな い、 幾 多 の 

も此に 出入す る を さまで 恥 ど は 思 は 

する 必要 上 多少 趣味 文字 を 解す る 者 

で、 義 理ど 意地 ど を尙ん で、 身 體は賣 つ 

式 階級が やかましかった。 かくて 遊 

くて は殆 V- 1 篇の 小說を 成さ^る の 

女 は 歌舞の 菩薩の 如く 寫 されて 遊廓 

至った。 これ は當時 の 【社 會狀 態の 實 


八 

れ すら 父母 は その子 女の 意に 任せ 

面を疵 つけた もの どし て、 世 間體を 

る。 此の 如く 良家の 女子 は 上下 一 

戀愛 どい ふ樣な 小說の 材料 は 極め 

一 方に 抑 へられる ビ 他方に その 逃 

遊廓 は 公許せられ て、 身 分の ある 者 

ない、 從 つて 遊女 も亦是 等の 客に 接 

あ り、 武 士道の 感化 は 傾城に も 及ん 

て も 心は+ 買らぬ ど 揚 言 し- 兹 にも 格 

女 は 小說の 重要な 人物 ど な り、 之 な 

観を呈 し、 遊 廓 は 極樂淨 土の 如く 遊 

讚美 遊女 崇拜の 文 學が績 出す るに 

際で ある ど 共 に、 良家 の 婦人 は 儒；^ 


主義の 壓迫を 被り 屛惠 萎縮し て、 自由 に 成 情を發 露し 得な か つた 所から、 

小說の 人物 どして は 活動 乏しく 精彩な く 不適 當 であった ので ある？ か 

くて 元祿の 西 鶴 物、 享 保の 八文字 星 本、 天明の 洒落 本、 天 保の 人情本 等、 專， ら 

此 間の 消息 を傳 ふるに 努めた か ら、 自 ら卑野 淫猥な 物 どな つて、 士君子の 

排斥 を 招いた。 伊勢 源氏の. ご W き 古典で すら 誨淫の 書 どして 斥けた 儒 

者 に、 江 戶 時代 小說の 許さるべき 餘地 のな いのは 勿論の こビ である。 西 

鶴が 一 方に は 武家 義理 物語 武道 傳來 記の 如き 堅苦しき 著述 をな し、 一 方 

では 放逸 無慚な 好色本 を 出した の も、 能 く此 矛盾した 世相 を 反映した も 

の VJ いふべ きで あら う。 

以上い ふ 如く 武士道 ど儒敎 VJ は 近世 文學 の哲學 である が、 そ れは 主ビし 

て 士分 以上の 道德律 で、 町 人に 至って は 社會の 上流に 位し 國 民の 模範 を 

以て 任じた 武士 ほ V- 厳格で はない が、 町 人に も 自ら 町人の 道德律 が ある。 

武士の 忠義 を 第 一 義 どす るに 對し 孝行 を主ビ し、 祌 佛を 尊び 家業 を 勵み、 
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身の程 を 知りて 儉約を 勤め 金錢財 K 

此道 德觀が 一 簡 の敎理 ビ なって 現れ 

稱は已 に 慕 初に も 見えて 居る が、 其 宗 

正德享 保の 頃 京都に 其 敎を說 いた 石 

を 本 どし、 之に 祌儒佛 (道) を 交 へて 一家 

道 德を說 いた。 其 弟子 手島堵 庵、 堵 庵 

之に ついで 巧妙 輕 快な 能辯で 四方に 

の 說く所 は 畢竟 一 般 平民の 抱いて 居 

へ て 從來の 道義 觀念を 一 層 明確に 意 

せしめた もの VJ いふべき である。 さ 

の 近 松の 戯曲 や 八文字 屋 の氣賀 物な 

語 氣精祌 が、 心學者 流の 說く所 V- 符節 

社 含の 道德觀 念が 窺 はれ る、！ 一 一馬の ト 
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を 大切に する を 以て 其 主意 V」 した o 

たのが 心學 である。 心學 V- いふ 名 

敎的 形式 を 具備す るに 至った の は. 

田 梅巖に 始ま る、 梅 巖の學 は 王陽叨 

を 立 て、 專 ら 平民の 爲に 簡易 通俗な 

の 門人 中 澤道ニ ビ 受 け、 柴 田 鳩 翁が 

宣傳 して 大に 發展 した。 心 學者流 

た 常識 道德に 組織 を 與へ說 明 を 加 

識 せし め、 そ の 良心 を 一 層强く 刺戟 

れば心 學の求 だ 興らな か つ た 時代 

V- に 見える 老人が 子弟 を 訓戒す る 

を 合せた やうな 所が あるの で、 平 K 

說 にある 敎訓の 如き は 全く 心學の 


影響 ビ いふ ベ きで ある o 

I ち 終 に 臨んで 近世 文學の 特色 を說 かんに、 江 芦 文 學は槪 して 樂天的 現世 的 

で 又娛樂 的で ある。 こ は 慕府が 四民の 階級 を 確立 し、 各 i 其 分に 安んじ 

て 格外の 野心 を 起さし め や、 武 士は 武士の 格式 を 守 り、 町 人 は 町人の 身分 

相應に その 範圍を 出 づるを 許さ す、 新 奇な 說を唱 へた り、 見 馴れぬ 異器を 

造る 者 を 罰 し、 ひ た すら 人民の 向上心 を增 長せ しむべ き 刺戟 を 防 ぎ、 先 祖 

傳來の 位地 職業に 滿 足せし め、 小 仙境の 裡に 泰平の 恵 澤を樂 ましめ た 政 

策の カビ 現世 的樂天 的な 儒敎の 感化に 因る の で、 佛敎の 影響 は淺薄 平凡 

な 因果 應報說 に過ぎない。 偶 t 現世に 不満の 意 を 表した 諷世嘲 俗の 文 

字 もないで はない が、 槪 ね 皮相 膚淺で 深 刻. 骨 を 刺す ものな く、 犟 に 口頭の 

不平不満で 其 內心は 依然 VJ して 現實に 安住 妥協して 居る ので ある。 耍 

する に 口先 筆先の からか ひ 半分で、 世間に はこん な 話せな い 手 合が あり 

やす ビ願を 撫で 、居る ビ い ふ 調子で、 口ぎ たない 風來の 罵倒 も畢寛 一 身 
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上の 不遇 か ら. 宽 政の 政治 を 諷した 蜀 山の 狂歌 も 喜 

倒な 事 をい ふ もの だ 位の 程度に 過. ぎ ない。 で 自己 

茶 かして^る 人 も、 其 實は嬉 々どして 太平 を樂 める 

の 謳歌 者享樂 者で あ る。 

感情 を 抑壓し 道義 を 偏重す る 風 は、 直 接に 世 道 人心 

無用の 文字 ど せら れ、 强 ひて 功利的 道 德に附 會し勉 

んビ する あま b  、淺 薄な 因果 應報說 や 窮屈な 倫理 說 

然な 結構 描 寫に陷 つ た、 馬 琴の 小說は その 代表者で 

個人の 能力 や 個性 を 尊重し な い 時代の 作品 は、 心 理 

件の 變化 複雜に 興味 を も ち、 人 間 個々 の 性格 活動せ 

若 男女の 人情 を 分つ に 過ぎな い、 普 遍性を 描いて 特 

の 世話物で も宗 七の 父ビ 忠兵衞 の 父、 天 の 網 島のお 

如 き、 親 父氣賀 女房 氣質 はよ く 現れて をる が、 個 々 獨 


二の 黄 表 

見識 を 街 

役人 VJ 同 


に效枭 のない 

めて 敎訓の 意 

の奴隸 どなつ 

あ る ◦ 

の描寫 解剖よ 

す、 善 惡忠奸 の 

殊 性を寫 さな 

三ビ重 井筒の 

特の 性格 は殆 


も.. ^面 

世間 を 

く、 現代 

も の A 

を寓せ 

て、 不自 

り も 事 

型ゃ老 

い、 近 松 

お雪の 

》」 出 て 


ゐ な い、 畢覧 八文字 屋の氣 質物ビ 五十 步百 步ビ いふべき であ る、 浮世 繪の 

人物が 只 老若男女の 區 別が あ-るの み で、 V- れ もこれ も 同じ やうな 顏 をし 

て 居る の も 全く 同一 傾向で ある。 馬 琴の 人物に 至って は善惡 正邪の 槪 

念 を具體 化した やう で、 人 情 すら 求め 難き ものが ある。 作者 も 讀者も 階 

釵を 重んじ 個人 を輕視 し、 武 士 はかくの 如 く、 町 人 はかく あるべき もの？」 

大まかに 圑體 的に 観察し て、 そ れぐ其 型に あて は め、 額 型 的 描寫を 以て 

満足した ので ある o 

要するに 江戸 文 學は樂 天 的に して 現世に 満足し、 反抗 革新の 氣 風を缺 き、 

そ の 目的 は 功利的 敎訓 的、 そ の 觀察は 階級 的團體 的に して 個人的 特性 を 

忘却し、 そ の 典 味 は 心理的 描寫 よりも 事件の 複雜 局面の 變化 にあつ た、 今 

日 の 小說 が現實 に觸れ 自然 を尙 ぶに 反し て、 理 想 的に して 技巧 を 重んじ 

傳奇的 遊戯的で ある。 

二 一】 
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江戶 初期 の三敎 一 致 物語 


德川 時代 は 儒 敎が佛 敎に代 

まで もな き 事な が ら、 社 會 の 

に 降る ヾ からざる もの あり- 

に  於て  佛敎が 却て  儒敎 より 

の 三 德鈔、 松 永昌三 の 彝倫鈔 

だはた か 物 語 (明 曆 一 一 年) 妙 正 

文 九 年) 等の 他、 鈴 木 正 三、 淺井 

多き に 比す ベ くも あら す。 

然 らば この 儒敎 ど 佛敎ビ は 

說く點 に 於て 學者 仲間に て 

にて はむしろ 融合 調和せ り. 


りて 勢力 を 得た る 世なる こビ 

大多數 なる 凡俗に 對 する 佛敎 

されば 此多數 の 俗衆 を 相手 ど 

盛なる も 偶然に あら す、 Ei! 窝 の 

等、 懦 敎 本位の 假名 書 もな きに 

物 語 (寬 文 二 年) 戒殺物 g 宽 文 四 

了 意 等、 緇 徒の 手に 成りし 佛敎 

假名 草紙に ていかに 接觸 せし 

は 互に 相反 撥 衝突し たれ ざ も. 

由 來我國 民 は 極端まで 理窟 を 


は 改めてい ふ 

の 勢力 は、 中 々 

する 假名の 書 

假名 性理、 羅山 

あらね V- 、あ み 

年) 夫婦 宗論 (宽 

的 假名 草紙の 

か、 そ の敎義 を 

一 般の國 民間 

推し 通さす し 


てよ い 加減の 所に て 折れ合 


紛爭 葛藤 を 

いへば 老儒 

よ り、 神 を 以 

學は人 或は 

て然ら す、 心 

論、 心 學十界 

三敎 一 致の 

力 ありし を 

話す る體に 

貶 し 「近 き 頃 

に 劣りなる 

文章の よ 


見す し て、 早 く も 

佛を 指す こ ビ勿 

て 之に 代 ふる も 

石 田 梅 i 厳が 正德 

學の名 は屢〜 慕 

圖， 心 學 問答 等 あ 

理を說 き、 一 般社 

淸水 物語 ビ す、 此 

擬し、 道義の 問答 

僧 法師な Vj 師匠 

ベ し」 な V- いへ り 


會に敎 

の 書 は 

を 以 て 

ど して 


ふ を 好む 

三敎 一致 

論なる が 

の 多し、 か 

享 保の 

初の 書 


せ P あ り、 I™ 弗 

を說く 者續出 

• 我國 にて は老 

くして 出來た 

京師に 創設せ 

に 見 え、 心 學 五 

を與 ふる 書に 

水に 參詣 した 

篱を成 し、 道 敎 

に 益な く 人の 


、又 其 序文に 

きを こ のむ 人 は、 三史 文 選 な V- を 見 る ベ 


二 敎の間 

する に 至 

ま &  に 

る もり を 

し 所 V」 な 

倫 書、 心 學 

し て、 就中 

る 順 鱧の- 

儒 敎を揚 

恨の 種 ま 

し、 道 を し 

1 五 


も 著 

り、 三 

カ乏 

學 ヾ」 

ん も- 

0. 13」 


し き 

敎 ビ 

し き 

^9  、し 

. 決 し 

心 學 


名 

し 


ふ S 

ん另 


て 勢 

ど 談 

は、 な き 


^ん どね が 


は 一、 四 書 五 經をま 

氏 物語の たぐ ひ を 

た 記しお きたる 和 

ほし、 今此 物語 は 一 

は、 い づれ もい にし 

ビ あ り、 著 者が 儒 流な 

林 庵の 作 VJ す、 確 證 な 

して 父母 を 失 ひ 、僧 ビ 

言 忠 長に 從 ひて 駭河 

明 天皇 に 進講し、 寬文 

の 御 好 學ど朝 山 意 林 

寬永 十五 年 十月の 出 

ば、 n 三千 部 も 賣れゅ 


ニハ 

なぶべ し、 和 歌 の 言 葉つ 3- きを もて あそばん 人 は、 源 

よむ ベ し、 ひ きご VJ のお もしろ きに は、 昔 よ， 5 この か 

國 草紙 に、 諸 子 百 家の 事、 佛 經な Vj ひきあ はせ たるお 

つ の 、し ざす VJ ころ のり VJ みる ベ し、 しさす-所の ほ 力 

へ のさう しに はお，、」 れ るな らん。 

る 事 を 推測す るに 足 る、 貞 享の 書籍 目録に は 朝 山 意 

し ビ 雖、 必 やし も假託 ごも 認めが た し、 意 林 庵 は 幼に 

なりて 素 心 ど い ふ、 後 還 俗して 儒 VJ な り、 宽 永 中、 大 納 

に 往 き、 幾 くもなく 致仕して 京に 歸 る、 承 應ニ 年後 光 

四 年 七十 六歲 にて 歿せり。 (三 浦 博士の 後光明 天皇 

庵、 史學 雜誌删 I 画 肝 參照) 

版に て廣く 世に 行 は れ、 紙 園 物語の 記す る 所に 據れ 

き て、 書 牵大に 利 を 得たり- V」 い ふ、 さ れば こそつ いで 


績淸 水物 語 出 

淸水 物語に つ 

は 或 人の 淸水 

し て、 而 も 陰に 

當 世の 體を 

佛 法の 上 を 

く し、 先 祖 よ 

うくし て、 な 

はん 道 をば 

ほ し" わ が 還 

こ れ 或は 淸水 

係を說 いて 曰 

佛の三 綱 五 


で、 正 篇も正 保 


で 祇園 物 

語 の 大 意 

を 驳せ り- 

る  に  口  わ 

あまき 物 

の 佛法を 

をが な 便 

て、 世 を わ 

したる ゆ 

語の 著者 


語 

こ 

八 


二 年に 

の いづ 


至りて 再版 

る あ ，5、 淸 水 


語 る を、 僧 の聽 きて 


の 黄な 

らん、 苦 

つる 人 

もどめ 

る媒に 

を 人に 

對する 


る 人、 論 語 な 

きもの やら 

あ り、 或 は わ 

還俗 せん VJ 

四書な ざ を 

しらせん _yj 

人身 攻搫な 


せられた 

執行の 作 

陽に 之 を 

ざ の 文字 

んも しら 

かき 出家 

の 底 ふか 

すこし 學 

て 佛法を 

るな から 


をむ ざ どす てよ ど 敎へ玉 ふ 事、 經 說には 


VJ 稱 せら る、 此 書 

敷演す るが 如く 

よみ をな し、 さ て 

す、 は や 鼻 をた か 

の佛 重に よもの 

く 出家. の 習に 候 

び 候て 物し りが 

そしり 唉 o 

ん や、 又 儒 佛の關 

あ ら す、 (中略) も し 
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三 五の 道な く、 俄 に 出 離を敎 へた まひな ば、 衆 生の 心に およばぬ 道 なれ 

ば 信じが たく あらん、 これによ りて 五常 禮樂 を、 佛 1 法 のき だはし どして 

人天敎 もどき 玉 ふ、 一 經の 中に 我三聖 をクか はし て、 彼 震旦 を 化す ビ い 

へ り、 孔老顏 囘を申 候、 こ の 三聖の もろこし にいで 、鱧 樂の道 を を し へ 

人の 心 を 善に う つ す、 是 を 初 門 VJ し て、 佛 法 を ひろめん VJ のた めな り. 禮 

樂 前に 駆つ て、 眞道 後に 啓く  W 申す はこれ な り、 此三 五 の 道 は、 世 の 輪 王 

も 敎へ玉 ふ 故 に、 佛 の をし へ の 人天敎 なれ V- も、 出 世の 本意 ど は 申さ ぬ 

な り、 右 佛 法の 大旨 をし， 9 わ けば、 何 の 不審 もなかるべし。 

文章 は淸 水の 平易なる に 似 す、 祇 園 は 多く 儒 書佛典 を引證 して 堅 苦 し、 刊 

行年 月 は 不明 なれ >/」 も淸 水物 語 出で、 後一 二 年間の 作^ 見 ゆ。 

ついで 寬永 二十 一 年 (初版 は 十九 年 か夭佛 物語 い づ、 京都の 大佛 へ 參詣し 

たる 行脚の 僧 VJ  、佛祌 儒の 三 德に合 ひたる 人 ど 見 ゆる 一 貫 どい ふ 者 どの 

問答に 託し 儒 道、 佛 道、 風 俗世 敎等 につ いて 說く所 親切な b 、此 書の 著者 は 


佛 敎諸宗 に對 する 態 皮 公平に して、 いづれ にも 

したる 點 より 観察す るに、 恐らく 禪 家の人なる 

一 節 を 抄出すべし。 

客 倌 云、 如 來 禪 祖 師 禪 ビ 云 事 ありげ に 候、 い づ 

よく 候、 一 貫 曰、 さ れば禪 は 直 入 直 指の みなれ 

道の 祖師 一 千 七 百 人 これ あり V」 い へ V- も、 古 

百 六十 三人 也、 も し有緣 信心の 者 ありて 善 知 

1 則叁 しても 悟道 す、 無 緣の 衆生 はた どひ 罷 

はむ がんすな り、 よ し 一 則 にても 大悟 すれば 

相， 合 ふ もの 也、 此事 つがね て 云 ふどき は本來 

して いふ どき は 天地 莴物 本來の 面目に あら 

へ に 祖師の 見所 人々 千 差 萬 別 也、 唯 本 有の 自 

性す ベ し、 これ 正に もど をつ どむ るの 修行な 


ベ 

れ 


0 


せ ざれ V- 特 

し. 今 文例 ヾ 」 

の禪 にも ビ 

左 右 逢， 源 に" 

をの こしお 

にした がへ 

をしても 見 

千 七 百 人の 

物 也、 ひ ろ く 

V」 いふ 事な 

を 直に 見、 直 

力く  L ひお 

一九 


に 禪 を カ說 

して 最後の 


し 


よ 


きたる が 

に 禪 宗 吾 

る ゝは九 

-そ の う ち 

せざる 者 

師の 心に 

におよ ぼ 

力る 力 ゆ 

徹 つて 見 

つて 其 後 


二  o 

みれば われ もな し 又 人 もな し。 

尙 同類の 書に 轧 物語、 海上 物語 あり、 釓物語 は承應 三年 の 刊行に て、 或 人 都 

一見の た め、 田 舍 より 京に 出で 加 茂に 參詣 したる に、 所 々に 慕 打 廻 し、 歌 ふ 

も あ， 5 舞 ふ も あ り， ひ うかれ て、 ど ある 慕の 內を のぞきし に、 う つくしき 上 

藤 あまた 打 集 ひ て、 年 の 頃 十七 八ば かりなる が 三味線^ 直し、 未 生 以前 が 

いや 又 まし よ、 何 の 因 梁に 娑婆に で 、、裟 婆に で >  V」 、迦 陵頻迦 も是に はい 

かで ビ思 はる 、聲 にて 歌 ひ を さめ たれ ば、 そ ばなる 上 藤、 此 小 歌 の 心 に ^1 

動して、 頻に 後世の 心 を 起す を、 今 一 人の 上 藤の 種々 說 得する 體 にて、 一 問 

1 答、 理氣 の說を も. の ベ たれ ざ、 なほ 佛敎 殊に 法 華經を あげ、 「誠にく 末 ゆ 

今時 之煩惱 重病 成 者、 是 好 良 藥、 妙 法 蓮華 經を賴 み 申す 事 肝要なる べし ど 

語り 玉 へ ば、 一 座 同 昔に 扨々 殊勝 有難き 御 事 を 承り 候 物 かな、 ひビ へ に ひ 

VJ へ に 賀茂大 明 祌の御 はから ひ^こ そ 存じ 奉- 5 候、 先 々叨祌 へ參り 申さ 

ん ノレ て、 歌 に、 ち りぐ に 鷲の 高 根 をお りぞ 行く 御 法の 花 を家づ どに して 


VJ あそばさ れ" 座 をた ち 玉 ふ 見れ ば、 夢 は さ め. -た り ど。 書籍 目録に 日 心 

作 ビ あ り、 何 人なる か を 知らね V- 、日 蓮 宗の倌 た る こ y」 疑な し o 

海上 物語 は 寬文六 年の 板に て， こ れの みは 古拙なる 揷盡ぁ り、 恵 中 の 作な 

り ビ い ふ、 書中 正 三の 功業 を 揚げ、 又 「正 三 道 人 は念佛 草紙 二人 比丘尼 ビ い 

ふ 書 を 作し て.. 五 種の 念佛 ビ て、 五 段に 分けて 敎へ玉 ふ、 只 今 二十 四 段 目の 

臨終 正 念の 念佛ど いふ を 巾す ベ し」 な Vj あ り、 惠 中 は 正 三の 弟子に て、 彼の 

驢 鞍橋の 筆記者な り、 この 物語 は 明 暦 二 年 八月 薩 摩へ 赴かん ど て、 長 崎よ 

便船に 乘 りたる に、 船 中に 六十ば かりなる 坂 束 方の 老僧 あ り、 乘 合の 士 

農工 商 を 相手 に、 近 く譬を どり て 道を說 き、 舟 の薩摩 潟に 著く まで に 船中 

の 人々 を 悉く 敎 化しお ほせた る樣に 綴れ り、 此 書 は 前揭數 種の 中 最も 小 

說的 趣味に 富 み、 且 當 時の おもしろき 瑣談 逸話に 乏しから や、 一 人 の、 武 士 

の 追 腹の 可否 を 問 ひたる に 答へ て、 

此 前去大 名、 死 期の 時餘 多の 小 性 を 近付て 云 く、 汝等定 めて 此度供 を 致 

二 1 


ニニ 

す 成べ しビ 有り けれ ば、 各 御請 を 申された ，5、 其 中に 一 人 進出で 申しけ 

る は. 此 卸 供に お いて は罷 なら す、 御 免 有べ し ど い 

じて 曰 く、 心 剛 に あ .ら ざ れ ば、 死 ぬ 事 を 得れ V- も 生 

り、 生 きがたき 所 を 生きた る强 もの かな V」 是をか 

もた  >  義 による ベ きな り。 

又 「^！ 德圓滿 に は 何 V」 川 ひ 候 はん や」 の 問に 答へ たる 

此 前^ 本武藏 ビ い ふ 兵法 者 あ り、 十 六 歳より 名 あ 

事 六十 餘 皮に 及ぶ に 皆 利 を 得たり、 一 どせ 播州 明 

案內 をこう て 無 雙權之 助ビ巾 者な り、 承 及 候^ 御 

が 弟子 共 出て 见 るに 六尺 ゆたかの 男の 太刀 を さ 

共 を 八 人まで つれた り、 彼 の 權之助 も 名 ある 者に 

殊に 大勢に て來れ ば、 武 藏が 弟子 共お の、 け をた 


ひて 返 出 す、 時 の 人 判 

きる 事 を 得す ど い へ 

ん や、 生 きる も 死す る 

中 に 

る 者 VJ 仕 あ ひ をな す 

石に 住 す、 或 時人 來 り 

见舞 中す ど い ふ、 武 藏 

し、 我 にお VJ らぬ 弟子 

て內々 聞 及びし 所に、 

つ る 事す くな か らゃ、 


. 折 ふし 弟子 二人 付 居け る が、 茇 を 一命 ビ さわぎ て、 此 よしかく  VJ い ふ、 武 


藏楊弓 をけ づ りて 居け るが、 是へ いらせ 給へ W い ふ、 則 弟子 共 權之助 を 

請 じ けれ ば、 其 器量人に 勝れた る大 男、 座 敷へ むす VJ なを る、 折 しも 六月 

の 事 成に 羽二重の ひビ へ 羽織に 大きなる 朱の 九 を 付 け、 か たさき よ， o 

帶し までに 兵法 天下一 日本 開山 無 雙權之 助 V」 、金 を 以て 書きた るを荖 

た b  、八 人の 者 共 も 一 面に なを る、 武 藏が 弟子 共、 是 を 見て 旣に 一 大事 爱 

に 極り たり ビ思 ひ、 は 3 'きも- y」 をく つろ げ、 か の 男に 目 を 付けて 居れ V- 

も、 武 藏 はた  >  いかにも つねにし て、 楊 弓 をみ がきな が ら、 權 之 助 殿 ビ は 

御 手 前 か、 承 及 候へ ざ も 終に 不， 得 一一 御 意 一 御 見舞 祝 著な り V」 いふ、 權之 助む 

如， 仰た が ひに 御床 敷 候 へ 共 終に 不 ,得= 御意 候、 今度 九州 筋 へ 心 指し， 此所 

に 船が 、り 仕 り、 是 に 御 入 候よ し 承り 御 尋申候 ビ、 あ いさつして 頓て兵 

法 物語に な り、 權 之 助 申け る は 關 八州 は 不, 及 k 申、 奧 迄 も 修行 仕り 手 合 を 

見 候へ 共 我に あはす る 者な し、 故 に 西國方 へ 兵法 修行に 罷下 候な り、 御 

親父 無二の 太刀 は 見 申 候へ V- も、 又 御手 前の 代に つか ひな をし 玉 ふ ざ 

二三 


二 四 

承 る、 ち ど 樣子を 御 見せ 候へ かし ビ い ふ、 武藏聞 い て、 無 二が 太刀 を 御 

せられば 別に 替る 事な しビぃ ふ、 權 之 助强て 弟子 衆 を 合 手に 被 k  、是 非 

共 一 太刀 御 見せ 候へ どい ふ、 武 藏 曰くい や 我 兵法 は 打 太刀 を こしら へ 

て つか ふやうな る 事に あら や、 其 故 は 何 V」 打つ てく るビも あまさ すヾ」 

Vj むる 兵法な り、 左 樣に おぼしめし 候 て、 御 手前 打 太刀して 御覽 せよ ど 

い ふ、 權之 助よ ろ こ び、 さ らば 某 打 太刀 仕らん ど いひ て 、錦の 袋より 本よ 

り 末まで 筋が ね を 渡した る 四尺餘 りの 木刀 を 取 出 す、 武 藏は楊 弓 を わ 

,5 たる 木の きれの 二 尺 計なる をお つ 取り 立ち あが り、 打 つて 御覽 せよ 

ビ い ふ、 權 之 助 透 間な く 打って か、 る、 武 藏 かの. 木の きれ を以 て、 ち よ い 

( VJVJ めて 太刀 を 出させ す、 權 之 助太刀 を か へ してな ぐり けれ ば、 武 

藏が釉 の 下 羽織の ゑり に 木刀の さき 少し 當 る、 此 時權之 助高聲 にあた 

れ り /\ ど 云 ふ、 武藏 聞き、 いやか やうに 當るを あたりた るビは い はす、 

いやう にあたって 何の 闬 にた 、ん や、 さ らば 我當て 、見せ 申さん ど い 


ひ て、 又 打合せ 

つて か、 りけ 

に 追つ め、 ひ し 

大に非 をし り 

力なければ 臆 

達磨の 繪を書 

たら かすして 

半に 不圖起 あ 

ひ て、 火 を ど も 

此心 尋ね けれ 

かれざる な-^ 

れて 居るな り- 

出來 する 也 VJ 


け れ、 權 之助隨 分う たん V」 おも 

れ せハ、 太 刀 を 出す 事 不， 叶、 覺 え す 

VJ 眉間 を 打 つ、 俄 に 色付 はれ 上 

弟子 VJ 成 也、 武 藏 かやう の 名人 

する 所 あ り、 か れ又啬 筆の 名人 

上ぐべし どの 仰 也、 時 に 武藏情 

常よりも 不出來 な り、 終 に 其 日 

が り、 我 本意の 兵法 を 出 ださ 3- 

させ 書きければ いかにも 見事 

ば、 武 藏答 へて 曰 く、 我 兵法 をう 

でる ごきん 

我 兵法 どい ふ 太刀 を 取 則 ば、 我 

. 何の 高位 下賤 ど いふ 事 あらん 

いひ けれ ば * 弟 子 共 大に感 せし 


ふ氣色 面に あら はれて 打 

しさ， o け り、 武 藏 座敷の 隅 

り た り、 愛 において 權之助 

た， 5 どい へ 典、 佛 法 修行の 

成り けれ V/ 在 時 主君より 

を 出して 書き けれ 共、 筆 は 

出 求せ や、 ふ せりけ る が、 夜 

る 故に 繪不 出來 なり ど い 

に出來 する 也， 後 に 弟子 共 

ち 落 し、 上 に 臆する 故に か 

もな く 人 もな し、 天 地 やぶ 

や、 此 機 を 以て 書く 故に 盡 

ビ 也、 古 道 人の 曰く 兵法 者 

二 五 


は 太刀 を 取り 

成 る 也、 兵 法 を 

く， 萬 事に 使 ふ 

ゐ 得たり- yj い 

て 大丈夫の 人 

茲に 古道 人 VJ い 

得意の 仁王 禪 よ 

戒も思 ひ 合 は さ 

等しく 三敎 一 致 

する に隨 ひ、 三 敎 

てま 張 あ り、 特 色 

る 時 は、 强 烈 なる 

田梅嚴 によって 


二 六 

たる 時 は禪定 なれ ノレ も、 太 刀 を 置く ど はやぬ けて 凡夫に 

ば 常住 金剛 心に 住する 故 に、 何 事に あ ふても ぬかる 事な 

て 自由な り VJ 敎 へ 玉 ふ. 事是な り、 彼 者隨分 兵法の 時 は 用 

へ 共、 繪 に 逢 ふて 臆した る 事 右の 如 し、 專 ら男猛 心 を用ゐ 

VJ 成り 玉 ふ べし。 

へ る も 故 師正三 石 平 道 人の 事なる ベ し、 其 語 は卽ち 彼が 

り拈 出し 來り しものに て、 澤 庵が 柳 生但馬 守に 對 する 訓 

れ て 興味深し。 

の 物 語 ど い へ ざ も、 其 色 味の 配合 は 著者の 立脚地 を 異に 

の好惡 おの づ から 厚薄な き 能 は す、 厚 薄の 存 する 所 やが 

ある 所以な り、 さ れ V- 彼れ を も棄て す 是をも 取らん V- す 

色 眛を失 ひて 人心 を 成 動せ しむる こ ど 深から や、 後 年 石 

稍 形 體を備 ふ る に 至りた る心學 も、 舉 近 通俗なる 日^^ 


德 を無學 なる 平民に 敎 ふるもの- yj して は、 多 少の 功績 を 認めざる にあら 

ざ れ V- も、 宗 敎 -yj して は權 威な く活氣 を缺け b. 、折 衷說に 名論な く 混成酒 

に 名 酒な し、 融 和 を 口にして 其 混合なる に心づ かざる もの 世上 その 類 極 

めて 多 し、 戒 めざる ベ けんや。 

假名 草紙の 作者 

元祿 期に 西 鶴 出で、 浮世 草紙の 一 體を 創め 新 小 說を與 すまて は、 殆 ざ 純 

粹の小 說ビ認 む？ きものな く、 足利時代の 御伽 草紙の 系統 を傳 承した る 

二三の 戀愛小 說の外 は、 大抵 儒 佛の敎 に 基づきた る 隨筆樣 の敎訓 的雜話 

を 假名 書きに せし ものに て、 之 を 假名 草紙 ビ稱 せり。 而 して 是 等の 作者 

中 その 名 を 知られた る は 可 笑 記^^ 針 百 A 町 記 « 散 四 の 如 儡 子、 悔草 § 

彻 年の 井上 小左衞 門、 爲忠痴 物語^ 傲 二 の 曾 我 休自、 他 我 身の上 棚 裔三小 

辰の 山 岡 元 隣、 二人 比丘尼^ 做 三因染 物語 g 做 元 の 鈴 木 正 三、 海上 物語^  ^ 

二 七 


f の釋恵 中、 伽婢子 六 浮世 物語 g 做 十 等の 淺井了 意 等な り。 如 儡-子 

は 束 北 地方の 武士に して 江 tlx- に 出で し 人なる 事 は 書中の 記事に 據りて 

知らる、 も その他 は 一 切 不明な り、 饗庭篁 村 氏 所 藏可笑 記の 奥 書に 湯 村 

一 V 一  - ん衛. T 式部 ビ いふ 人な りビ あり ビ いふ。 井上 小左衞 門は筠 庭雜錄 に 「悔 草 どい 

ふ 草子 は 正 保 四 年の 秋 刻梓ビ しる す、 作 者の 名な し、 淺 井 了 意が 浮世 物 語 

に 井上 小 左 衞門某 悔草を 作りて 云々 ビ い へ る是な り、 按 する に大阪 記に 

井上 小 左衞門 四十 四 歲、 元 和 元年 道 明 寺へ 鐵砲 百預 り、 又兵衞 加勢に 出て 

討死す VJ あ り、 此說 いか  >  有べ き、 又 或說に は、 大阪 籠城の 諸人の 內 井上 小 

左 衞門定 利、 嫡男 次 兵衞 父子 共 ニ條 御城に て 召 出さ る、 今 の 新 五郎が 先祖 

な b 、二 男 瀨兵衞 は加賀 家に 仕 へ しが 後に 黑 田に 仕 ふ ど い へ り、 こ れに據 

れば この 草子 は 小 左衞門 老後に 書け る事證 すべ し、 書中^ 近年の 饑饉 ビ 

いへ る は、 寬 永の 末年なる ベ し」 ビ あり。 如 儡 子 ど 共に 武士に して 文筆の 

才 ありし 人 ど 見 ゆ。 首 我 休自は その 書中に 朝鮮に 渡钪 せし 事 ある 由 を 


いへ る 他に 何等の 徵 すべ き も の な し、 鼠 が 猫 の 襲 擊を豫 知す る 爲 に-猫の 

首に 鈴 をつ けん VJ の 妙案 を 出し、 も、 愈 i 實 行の 段 どなりて 誰も 進んで 

試みん V- する 者な か、， o きどい ふ イソ ブ^ 言 の 一 話 を 記せる を 注 意 す ベ 

し ノレ す。 以上 は いづれ も 徒^ 草の 系統 を ひきたる 隨筆 な， 9。 「山 岡 元 隣 

は 而慍齊 V」 號 す、 伊 勢 山 田の 商人な りしが、 多病に して 家業 を廢 し、 京 に 出 

で 北村季 吟に學 び、 俳 諧 を 以 て 知 ら る、 又 醫道 をも學 びたり ご 云 ふ。 寬文 

十二 年 四十 ニ歲 にて 歿せり。 傳記は 百 物語 評判の 終に 出づ 。- ざ 藤 岡 氏 

の 近代 小說史 にあり。 誹 家 大系 圖には 「支 水、 山 岡 氏、 通名 玄磷， 抱 甕齋ト 號 

ス、 京師 六角 通 一一 住シ醫 ヲ以テ 業ト ス、 吟叟 ノ 高弟 ナ リ、 家書、 身樂千 句、 俳諧 

仕 樣、 諸 國 獨 吟 、俳 諧 小 式、 吉 野 山獨案 內、 隨 葉集大 全、 た から ぐら、 方丈 記 頭書、 

徒然 草鐵槌 補、 多 我 身の上、 水鏡 抄、 今 川抄、 風月 往來抄 、腰 越 狀抄等 ァ ヅ、 延寶 

三年 ノ夏 疫癘 二 胃 サ レテ沒 ス、 年 記詳 ナ ラ ズ」 vj あ り。 いづれ か 是 な る を 

知 ら す、 猶 考ふ べし。 


立 ciy 淺井了 意 は その 著作 ビ傳 へ らる 、 もの 頗る 多 く、 硬 柔ニ 方面に 涉る よ. o、 

或は 同名異人な りご の 說もぁ り、 都 の 錦 は 一向の 粹惯 どい ひ、 著 書の 序に 

本性 寺 昭儀坊 釋了意 ど あれ ど、 本性 寺 の 所在 W かなら や、 狗 張子 の 序文に 

元祿四 年に 死したり V」 いふ 外に 史料 V- すべき ものな し。 名人 忌 辰銶に 

-寶永 六 丑年 九月 1 一 十七 曰 歿す 歳 七十」 ビ ある は 何に 據 りたる に や、 颃 る 疑 

朿 海道 名所 記の 成りし 萬 治 元年 は 十. 

ビは 到底 受取りが たし。 たど ひ 了 意 

書 を ふり 分けて 所屬を 明に す る こビ 

記 は 頗る 明確な り、 石 田元季 氏の 評 傅 

次に 轉載 する 事 VJ せ bo 海上 物語の 

に 隨從す P 其 著 海上 物語に つきて は、 

旣に前 章 「江 戶 初期の 三敎 一 致 物語」 のうちに 詳しく述べ たれば、 重ねてい 


き 正-一 

まや #1 


なき 能 はす。 此說を 眞 

八歲 に相當 す、 二十 歲未 

に 二人 ある 事 を 許す ど 

は 頗る 困難な りビ いは 

以上 數 人に 比すれば 鈴 

最も 精詳 なれ ば、 同 氏 の 

著者 惠中 は 肥 前 蓮 池の 


な， 5  V」 せば 

満の 人の 筆 

す る も、 其 著 

ざるべ から 

木 正 三の 傳 

快諾 を 得て 

人に て 正 三 


石 平 道 人 肖像 


はざる ベ しひ 

錚木正 三 

^士 どして 恩賞の 輕 S 大小 を 論 やる 輩 を 嘲り て 「武 邊 商 人」 ど 貶 し、 解 脫 の 

大法 を 渡世の 業 ビ する 徒 を 罵り て 「佛 法 商 人」 斥 け、 世 間の 佛法 を 「慰 み 佛 

法 一 「で き ロ佛 法」 「向上 佛法」 「さ び佛 法」 「活 達佛法 i. だ て佛 法/悟り 佛 法/へ ご 佛 

法」 VJ 數 へ て、 「この 外 樣樣の 私し 佛法 多し ビ雖 も、 皆 これ 病な り、 我 曾て 好 か 

や。 我 は 唯 朝から 晚 までき つ ビ果し 眼に なって 居る が 好な り。 我 も 如 

是 勤 め、 人 にも 如是 敎 ふる を佛法 修行 ビす。 我 法は果 し眼佛 法な. り」。 € 

喝破し て、 「二王 坐 禪」 を 唱 道 し、 「各 も 六 具 をして 大小 十文字に さし 働か し、 八 

ぼ 田 ど 云て ねぢ廻 し、 睨 みつけて 坐禪を 仕なら ひめされ よ。 古 具足 あらば 

御坊 ま 達に も 着せて 坐 禪仕習 はせ たし」 。「鐵 の 弓に 鐵の弦 を かけた るが 


三 二 

如くに 心 を 張 立て 奉公 を 勤むべし。 是卽 ち坐禪 なり」 。「侍 は 鯨波の 中に 

用 ゐる坐 禪を仕 習 はで 叶 は や、 鐵 砲 をば た ビ 打 立 て、 互 に！ i 先 を 揃へ 

てはッ V」 云て 亂合ふ 中に て 急 度 用ゐて 愛で 使 ふ 事な， 9。 侍 は何ヾ J 

よき 佛 法な りど いふ ビ も、 3! 波の 聲の 中に て 用に 立たぬ こ？」 なら ば、 捨 た 

がよ き 也」。 ど 說 きて 武士 的 禪法を 鼓吹せ し 者 は、 卽 ち 三 河 武士 鈴 木 正 三 

石 平 道 人な り。 

正 三 は 天 正 七 年に 生れ、 明 暦 元年に 七十 七歲を 以て 逝きぬ。 彼の 少年 時 

代に は 本能 寺の 變ぁ り、 朝 鮮の役 あ り、 彼 の 青年時代に は關 原の 役 あり。 

後ち 大阪陣 あ り、 豐 臣氏. U び 偃 武の代 どなり たれ V- も、 な ほ 島 原の 亂 あり。 

大阪陣 の 時 は 彼 自ら 弓 槍 を 執， 9 て 軍馬の 間に 馳驅 し、 島 原の 亂には 弟 V」 

共に 彼 地に 赴きぬ。 而 して 彼の 生涯 は慶 安の 亂後四 年に して 終りし な 

PO 彼 ゃ洵に 多事の 時に 其 j 生 を 過し、 な， 5 き。 元 和 元年 は 彼が 三十 

七 歳の 時に 當る。 彼 は 前半生 を 戰亂の 世に 過し 後半生 を 慕府の 基礎 漸 


く 固まり 行き 文敎 次第に 廣 まり 行く 世に 送りし なり。 家 康が學 問を獎 

勵 せし 結果 は 碩儒. 相 踵 い で 出 で、 佛 門 また 時 を 得て 有力なる 名僧 を 出し、 

朝廷 も 亦いた く 文 敎を獎 した まひし か ば、 貴 紳 上流 はいふ も更な り、 曾 で 

小瀨甫 庵が 「すたれたる も の、 理 學」 (一黄 蒙 先 習) V」 慨 せし も、 「祧 園 物 語」 に よれば 

寬永 十五 年の 出版に 係り 儒遨を 說け る 「淸 水 物 語」 は 「京 や 田舍の 人々 に 二 

三千 通り も賣り 中せ し 也」 W い ひ、 (よし や、 そ の 數には 多少の 誇張 あり どす 

る も) 正 三が 晩年に 或る 士に與 へたる 書中に 二、 十二 三箇年 以來珠 數屋隙 

なく 成 申 候。 一、 京都 大阪に 於て 佛師數 多出來 皆々 隙 無 之 候。 一、 在々 處 

々より 古佛を 探し出し 再興 致 候。 此 故に 遠 所々々 にも 大方 朽損 じたる 

佛も なく 成 候 V」 承 候。 一、 佛 書の 類 殊外 賣れ申 候、 此 故に 次第に 古の 法語 

等 乞 求め 尋 出して 開 板 致 候」。 (石 平 反故 集 h」 いへ るに よりて も、 儒 佛 思 想 

の當時 上下 撖 鄙に 普及し ゆ. ける 狀態を 卜する を 得べ し。 この頃 一 書の 

出づる あれば 或は その 名 をビ りて 後 追、 評 0 な V>  > 稱 し、 或 は 名 を かへ て 

き 11 


Ill 四 

も 辯 難の 書の つぎ / 、 にあら はれし 事な V- も、 亦 當 時の 風潮 を 察すべき 

ものな b ビ す o 

正 三 は、 實 にこの 時代に 在りて、 漸くに 昌平に 狃 れん- y」 せし 武士 を 警醒し 

て 堅固 質實 なる 精祌を 緞 へ しめんが 爲に 武士道 的修 禪を說 き、 過 渡 時代 

の動搖 せる 人心に 安立の 地を與 へ んビし て、 世 法を說 き、 かくて 統一 を須 

てる 時代の 要求に 副 ふ 所 あらん ど 欲せし も の、 吾 人 彼の 遺著に 對 して 頗 

る 典 味 を 感する ものな くんば あらす。 而 して 彼 はまた 一 面謠 曲の 批評 

を 試 み、 若 く は その 改作 を 施すな ざ 、文 學上 にも 趣味 を 有する こ ビ尠 から 

す。 彼の 遺著 中 三人 比丘 尼」 「因果 物 語」 の 如 き は、 假 名 草紙 類に 數 ふべき も 

の、 今 その 名に よりて 相 類せ る もの を 求む る も、 前 者 に 「七 人 比丘 尼/四 人 比 

丘 尼」 あ り、 後 者に 西 鶴 の 「新 因果 物 語」 鷺 水 の 「近 代 因果 物 語」 あ り。 遡って 一 

休の 所作な り ど 傳. ふ る 「二人 比丘尼」 「骸骨」 さ て は 作者 不詳の 「三人 法師」 等に 

及 び、 或 は 遠 く 「日 本 靈 異 記」 「今昔 物 語」 よ り 「沙 石 集」 「元亨 释 書」 に 至 り、 更 に 下行 


して 諸種の 因果 もの 因緣 もの 怪談 ものに 及べ ば、 文 學 史上 また 傳ふ ベ き 

の 書なら す ど せす。 この 意味に 於て も、 彼 やその 名 を 忘れられざる の 人 

たるべし o 

一- 

正  三の 事蹟に 就きて  は、 「寬 政 重修譜  一 一 §1」 を はじ め、 諸 書に その 傳記逸 

事 等 を 記せり ど い へ ざ も. 互 に 異同 あ， 5 て. 遽に それ ど定 むべ からす。 ^ 

く 彼此 参照して 左に 之を述 ぶべ し。 

しげ みつ  I  j 

鈴 木 正 三、 一 の 名 は HHn 二 天 正 七 年 三 河 國束加 茂 郡 則定鄕 | はに 生る。 九 太 

夫ど稱 す。 その 祖鈴木 刑 部 左 衞門重 善 (善 阿彌 VJ いふ) は 紀州藤 代 莊司穗 

積 重 包の 男に し て、 家 世々 藤 代の 著 姓たり。 文治 中 故 ありて (或は その 養 

子 重 家が 源 義經に I せん V」 て 奥州に 赴く を 追うて 束 行 し、 途 に脚疾 を 患 

へ しなり ども 傳 へ、 又 重 善の 兄 俊 乘坊赏 源に 從 ひて 三 河に 來 りしな りヾ J 

も傳 ふ。) 紀州を 去り、 三 州 高 橋 莊矢並 |聽 に 移る、 承 元三 年 十 一 月 逝く 年 八十 

S 


三 六 

九。 善阿彌 より 幾 世を綏 て、 左 京 進、 そ の 子與六 郎、 そ の子帶 刀、 そ の 子次郞 

左 衞 門 、そ の 子 三 郞右衞 門 重 政、 そ の 子 忠兵衞 重 次、 重 次は卽 ち、 正 三の 父 な 

KVO 代々 松 平氏の 慕 下に 屬 せり。 その 妻 卽ち正 三が 母 は 今 川 家の 臣粟 

生 筑前守 永 旨の 女。 重 次 四 男 二 女 あ り、 重 三 は その 長男に して 別家 どな 

る。 はじめ 飯高彌 五兵 衞負 次の 女を娶 る、 鈴 木 藤左衞 門の 女 後妻た り、 後 

ご き 

妻に 生れし 長男 伊 兵衞重 辰 は、 父 遁世の 時 これ を 伴 ひし か ざ、 出 家 はおの 

が 願に 非す ビ て、 正 三 の 同 母 弟 三 郞九郞 重 成の 許に 至りて ^ し、 後ち その 

養子^ なれり。 (以 上、 主 どして 重修 譜に從 ひ、 又 三州擧 母の 人 渡 邊善次 氏 

の 調査せられ しものに 據る )o 

正 三、 三 河 武士 累世の 血 をう けて 質朴 勇敢 に、 又 物を憐 むの 心 深 く、 「人の 爲 

に 善き こ W なれば 進んで 勢 を 出 し， 殊 に 人の 惡し きを 見て は 我 を 忘れて 

憐み しどな り」。 (驢鞍 橋)、 か くて 弟 重 成 をして 本家 を嗣 がしめ、 自ら 高橋莊 

に 別家 を爲 して 居 り、 關 ケ原 役に も戰功 ありて 嘉賞 せらる。 彼 初め 四歲 


の 時 同じく 四 歳に なり. しい- yj この 死に 會 ひ、 稚 心ながら も 何 處へ往 きし 

ぞてふ 疑 を 起しし を始 V」 して、 「若 き 時より 憎 好き 寺 好きに て、 如 何なる 倌 

にても 惯 にて さ へ あれば 之に 近づ き」 ぬ。 (驢 鞍 槠) さ れば 素よ b. 遁世の 志 

あ れ ざ、 な ほこれ を果 さす。 大阪の 役に は 父 m 次 弟 重 成 ど 共に これに 從 

ひ、 元 和 元年 三 月 二十 七日 三 州 加 茂 郡の うちにて 二百 石 を 賜 はるの 旨 朱 

印 を 下さ れ， 乃 ち 重 成 ビ駿府 に 於て 家 康に仕 ふ。 

「艟 敉 横」 に 、正 11ー の 古 傍 K 何某の Si ミし て、 「始め 權現漾 に 仕へ 給 ふ。 少し 奉公 o 

暇 ある、、 w もリ けれ ば、 家 な 1 男 に. 讓 リ、 下 津 間多寳 院> 關 本最乘 寺な， w に 引 込 

で 暦に 交リ給 ふ" 又 南， お 寺 大愚 和尙の ほざ リにも 察舍^ 構 へ て、 久 しく 居 給 

ふリ 其の後 また 世に出で ゝ台德 院樣に 仕へ 云 々。」 ミ あ リリ 「^  ^幸 庵對 話」 に.！.^ 

木 m 三云々駿州逐電数0行方不知云々」ミて^上苦行の事^-記ぜり。 、、れ も 

正 11ー の 事 か o 

家康薨 じて 後、 江 SS に 出で て 台 德院に 仕 へ、 元 和 五 年 大番に 列し， 同 六年董 

修譜に は 九 年) 四 十二 歲 にして 宿志 を 遂げて 祝髮 す。 出家の 後 も 俗名 を 

三 七 


三 八 

その 儘昔讀 して 法名 ビ す。 彼 嘗て 徒然 草を讀 みて 悟る 所 あ り、 自 ら 「人 の 

名 も 目 なれぬ 文字 を 付ん V」 する こ w 益な きこ？」 なり" y」 有る を 兄て、 我 も 

是は德 を 得た るな り」。 ビぃ へ りビぃ へ ば. 唯 やすらか ならん ビ て かく 兼 

好 流に 法名 を 付せ しもの なる べし。 それより 殆 V- 寢食を 忘れて 修 行し、 

やまな かいしの 六 ひら 1UT 卩 «1  せきへい 

諸國 を遍歷 して 故山に 還 り、 山 中 石 平 I  ^ 概 ま の 石 平 山恩眞 寺に 住しぬ。 

恩 眞寺は 舍弟三 郞九郞 が 君恩 を 謝せん ビ 欲して 建立せ し 伽藍に して 之 

を その 兄に 與へ しも の、 大 將軍 家の 位牌 を 本尊の 左右に 安澄す ど い ふ。 

彼が 石 平 道 人 V」 いふ もこの 山 名に よるな り。 さて 彼が 五十 九 歳の VJ き 

に 島 原の 亂ぁ り、 三郞 九 郞、 養 子 重 辰 を 伴 ひ、 松 平 伊豆守 信 綱に 從 ひて 彼の 

地に 赴 く、 落 城に 際 し 、一一 一 郞九郞 本丸に 先登して 軍功 あり。 信 綱 凱 陣の後 

なほ 彼の地に 留， 9 しか ば、 そ の 軍功 を 老中に 吿 ぐる の 旨 信 綱より 書を與 

へて 之 を 賞す。 かくて 宽永 十六 年 十月 天 革 荒 廢の地 開 發の事 を 承りて 

彼處に 赴き 十八 '九月 天草の 代官 職 どなる。 この 時 正 三 も 共に 天草に 


至 り て、 吉 利 支 丹 宗門の 習 氣を滅 し、 そ の 土 を 治めん が爲に 寺院 を 建て、 又 

「破 吉利支 丹」 を 著して、 そ の 土の 者に 示せり。 この頃 正 三 益 i 禪 機の 妙に 

0 し、 「六十 一 の歲 八月 二十 七日 明 くれば 二十 八 a の 曉、 ば らり ど 生死 を 離 

れ糙に 本性 を 契 ふ/ 驢 鞍 橋) 思 を な し、 愈 5 心 を 練りて 工夫 悟入 し、 慶 安 元 年 

の 夏 江戸に 出で、 森 川 某の 家に 近く 重俊院 (§ 喊節餓 の) を營 みて 居り、 また 

某 信徒が 牛 込 天 德院の 傍に 庵 を 結んで 彼 を 住まし めしに 居 り (了 心 庵 VJ 

い ふ) 寂す る の前祌 田なる 舍弟重 之の 宿所に 移り、 明曆 元年 六月 二十 五日 

申の 刻 遷化せ り。 この 曰晚に 及んで 天德の 勝地に 如法に 葬す。 門人 四 

十四 人 通夜して 茶毘の 左右 を 園む。 遺骨 は 之 を 天德院 並に 所 住の 三院 

に 納む。 冷 灰 を 小 壺に貯 へ、 天 德院の 北 岳に 埋んで 無 縫 塔 を 建つ。 春秋 

七十 七、 利 生 三十 餘年、 度す る 所數を 知らす ど い ふ。 

正 三に 關 する 事蹟 は、 寬 政 譜、 驢 鞍 橋、 石 平 反故 集、 石 平 道 人 四 相、 武 江 年表、 

過 眼 錄、 名 人 忌 辰 錄、 三 曉 庵主 談 話、 薩藩奮 傳 集、 海 錄 等に 見 え、 そ の 他 種々 

三 九 
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の 書中に 散見せ る もの あり。 しかも 前述せ る 如 く、 彼 此大に 同じから 

す。 葬 地の 如き もさ まぐ に 記る さ れ、 天 德院の 名 さ へ、 或は 天 德山ど 

し、 天 德寺 vj し 天 澤院ど し、 天 澤寺ビ し、 或 は淺草 ど し 湯 島 どし 小 日向 vj 

す。 今 弟子 惠 中が 記せる 驢鞍 橋 (萬 治 三年 刊) に 從 ひ、 片 假 名 本 「因 果 物語」 

を參 照せ り。 もどより 淺學 寡聞 誤謬 定めて 多 かるべし。 識者の 叱正 

を俟っ o 

三 

正 三 の 遺著 は、 延 寳元祿 等の 書籍 目錄 によれ ば、 肓 安杖 一 册、 萬 民德用 一 冊， 

驢 鞍橋 六 冊， 草庵 雜記五 冊、 筵の 草 分 f な 1 一 册、 念 佛 双 3 が 一 冊、 因 梁 物 語 11 一 冊 

(同 平 假名 繪入 g§ 六 泄破吉 利 支 丹 一 册. でう す 問答 一 冊、 二人 比丘尼 二 冊の 

十 種を數 へ、 辨疑 書目 錄 (寳永 七 年刊) に は、 鈴 木 正 三の 十 一 部 ど て、 上記の 中 

よ り 「でう す 問答」 を 除き、 「海上 物 語」 「反故 集」 を 加 へ、 この 二 を 惠中作 ども 云 

ふ ど し T 此の 外にで うす 問答 一 册、 因 枭 小編 一 册ぁ り、 或 は惠 中の 作 ど いふ」 


どし るせ り。 (海上 物語 は 前の 書目 錄 に、 惠中作 どす )o 近代 著述 目 錄 (文 化 

\ 年 刊) に は、 は じめ に擧 げたる 十 種 中 の 「で う す 問 答」 を 「で うす 物 語. 一に 作 り 

更 に 「自 己 安心」 一冊 を 加 ふ。 承 應四年 秋の 日付の 下に 如 儡 子の 奥 書 ある 

「百 八 町 記」 第五 卷 に 、「愛に 鈴 木 氏 禪門正 三 W いふ 道心 者 あ り、 佛 法に 歸 依し 

て 年久しく 修行 熟 得の よしい ひなす。 此人 今時 世俗 利益の 爲に 三寳論 

ビ云 一 卷の書 を 綴れり。 云 々f ど あ れ ば、 正 三 の 著- y」 し て、 ま た 「三寶 論」 を 

加 ふべ し。 慶長以 來小說 家 著述 目錄は 則ち 近代 著述 目錄に 同じ。 列傳 

體小 說史に は、 「正 三 著作のう ち に、 七 部の 書ビ稱 して 世に 傳 はる は 次の 如 

し。」 vj て、 盲 安 杖、 承 應四年 板)、 麓 草 分 (明 曆ニ年 板)， 因果 物 語 (寬 文 元年 板)、 破吉 

利 支 丹 (同 二 年 板)、 二人 比丘 尼 (同 四 年 板)、 念佛 草紙 萬民德 用 (未 詳) を 擧 げ、 「また 

この 外に は、 11 一 寳 論 (承 應 四 年 板)、 驢鞍 橋 (萬 治 三年 板) 草 庵 雜 誌 (寬 文 九 年 板) で 

うす 問 答、 自 己 安 心 (未 詳) 等 あり」。 どせ り。 所 謂 七 部の 書 ど は、 惠 中が 數へ 

て驢 鞍橋に 擧 げたる ものにし て、 「以上 の 七 部 は 三 寶の光 を 以て 國土を 照 
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し、 普 く 羣生を 度 せん ビ 欲 す、 師 大願の 至要 也」 V」 いへ り。. されば 所 謂 七 部 

の 書 は、 正 三 遺著 どして 疑な きもの ビ すべ し、 萬 民 德用は 或 は 「四 K 日 用」 ど 

もい ひたる か、 彼 の 語 中 時に 之 を 引ける もの あ り、 若 し く は 「四 民 日 用」 は 別 

書なる か。 (驢 鞍橋 中 に 「四 民 は 去 人 武勇の 上に て 用る やうに 書與へ ょビ 

云に 仍て 書く 次で に 末の 三 段 を 書 添て 四民 日用 ビ す」 ど あり。 . 又 反故 集 

に も、 江 州 衆に 與 ふる 書中 に 「四 民 日用 書 申 候」 ど 見 ゆ )o 盲 安杖 は 正 三 俗の 

時 朋輩に 儒者 ありて 佛法は 世 法に 背く  V」 い ひしに より 著しし ものな り 

ど い ふ、 彼 曰 く 「何 ビ しても 初心に て は心老 しく 成 難き ものな り、 此 用 に は 

盲 安杖が よきな り。」 ビ。 その 書 項 を 分つ こ V」 十、 「生死 を 知って 樂 みある 

事」 よ り 「小 利 を 捨て 大 利に 至るべき 事」 に 至 る、 流 布廣 くして 人の 熟知す る 

所な り。 麓の 草 分 も 亦 人の 周知す る 所、 この 書 は 萬 安和 尙 (承 應 三年 八月 

寂) の 所望に よりて 著せる も の、 正 三が 自信 ある 所作に し て、 さ る 女人の 此 

の 書に Kb 惜に 修行の 法 を 得たり vj い へ るを述 ベ、 「我が 書 を 見た る 人の 


中に 是程見 分た る 人な し、 皆 世間の 假名 法語 ど 一 つに 見る つ 


VJ いへ り。 上下 二 冊 十七 項に 分つ。 就 

の 心血 を 職ぎ たる 所に し て、 「何- yj 古人に 

あ り や」。 ど 豪 語せ し 程な， 5 きどい ふ。 

述べたり。 說 者の 言 を 擧げて は、 「破し て 

り。 これ も 流布本 少 から や、 又 前 二 書 ど 

る。 念佛 草紙 は 上下に わかれ、 下 總國豐 

又 太 郞の女 父母の 菩提 を 弔 はん どて、 二 

けんじゅ 比丘尼 ビ名 をつ けて 諸國 修行 

どて 四十 餘の男 あ り、 彼 の 女の 發 心に 動 

ビ な り、 貞 安上 人に 會 して 念^の 安心 を 

阿ビぃ ひ、 慶 長 六 年 七月 常 州 結 城の 人々 

彼の 比丘尼が 同國 に來れ るに 會し 法談 


中 上 卷義を 守る 段の 

も 吾が 如く 義を專 に 

破 吉利支 丹の 成れ る 

云」 の 語 を 以て 破 斥し 

共 に 「禪 門 法 語 集」 中 に 

S 郡 飯 沼の 莊太 田の 

十歲 にも 滿た ざるに 

に 赴きし が、 同 じ 里に 

かされ 同じく 薙髮し 

承け、 そ の 弟子 ビ して 

V」 共に 越 前に 赴 き. 翌 

せる 由 をし るして 念 
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れ ばかり 也」。 

如-き、 最も 彼 

敎 へたる 人 

由來は 前に 

たる ものな 

も收裁 せら 

里なる 井上 

髮 をお ろし、 

平 內左衞 門 

て 行脚の 身 

名 を 譽幸 

年 三月 偶 i 

佛の 利益 を 


說 ける ものな り。 此書は 正 三が 

の 裏に 書き 與 へ しもの なり VJ い 

の 利益 を說 ける は、 稍 相容れ ざる 

； 則の 公案 を 授け 給 ふ 事 念 根 を 

給 ふ 事 も 同意な り、 其 の義 正しき 

を截斷 する の劍 にして 菩提の 正 

頭 公案な り VJ も 有 所得の 念に し 

母 念 佛油斷 なき 檨に 朝夕 御 進め 

人 は 念 佛を淺 き 事に 思 へ り、 是 大 

は 我 を 忘れて 念佛 する にあ り」 ど 

答 へ て、 -武士 の役義 なる 間 敵の そ 

飛込 南無 ビは 飛込 自由自在に 入 

たるな，. y」 にて も、 彼 の 眞 意 を 窺 ふ 
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松 平和 泉 守 乘壽の 母堂の 望に 任せ、 反故 

ふ 〇 皮.^ 由來， S- まに V し を 頃く るに ^  ^ 

もの あるが 如し ビ雖 も、 反 故 集に も、 「古人 

截斷 せんが 爲な り、 又 念佛の 一 行 を 授け 

ヾ」 きんば 4®  Ml 阿彌 〖化 蹄 vj 唱ふ る も 八 ふ 根 

因 ビ 成な り。 又 その 義錯 るビ きんば 話 

て 却て 輪廻の 業ビ 成べ し」。 ビ いひ 「御老 

可 有 候、 是 第一 の 行な り、 今 時 心得 愚なる 

なる 錯 也」 vj いひ， n  口にて 成佛 する こ ビ 

い ひ、 又 は 武士の 念佛の 申樣を 問へ るに 

なへ を 造り 立、 そ の 中に 一 筋に 南無 ビは 

る、 程 飛込 念佛を 申さるべし. JO ど 答へ 

こど を 得べ し。 


四 

因果 物語 ど 二人 比丘尼 ど は、 彼 の 遺著 中 假名 草紙 類に 數 ふるこ ビを 得べ 

きものな hyo 

因果 物語に は片 假名 本ビ平 假名 本 ど あり。 

片 假名 本 は宽文 元年 秋の 雲步の 序を附 し、 義 雲、 雲 步の 同じく 撰す る 所に 

係る。 二 倌共 に 正 三の 法 弟に し て、 彼 の 荼毘の 時に も 侍せし ものな り。 

その 序 中に 曰く、 

正 三 老人 因果 歷然ノ 理、 面 タ ノ事ド モ記 認メ- グ以テ 諸人 發心ノ 便ト爲 

ント 誓フ。 師 昔日 人 來リ 左ノ如 キノ 事 ヲ語每 一 一箇 樣ノ事 ヲ閡捨 一一 ス 

だ ハ 無 道心 ノ至 也、 末 世ノ者 如是 ノ事ヲ 以テ不 救 シ-プ 何ヲ以 カ救ン ャ 

ト 云- グ是ヲ 集ム、 云々。 殊 一一 此 物語 ハ元亨 釋書砂 石 集 一一 載 スル所 ヨリ 

モ證 據正シ クシ テ. 初心 ノ人 ノ爲ー 一大 幸ァリ トイ へ * トモ、 只今 現在 ス , 

人ノ 假名 有 之以故 門人 堅祕シ -ズ世 一一 不出 也。 .然 一一 頃 P 犯者ァ リ、 竊 ュ 
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寫取 テ亂リ 一一 板 行ス、 剩へ外 二 序 分 ヲ作シ 、恣 ニ他ノ 物語 ヲ雜入 シ テ 人 

ヲ瞞 スル事 不少。 斯 ニ於テ 弟子 等止コ トヲ不 得、 師 ノ 正本 ヲ梓ニ 鍈メ、 

邪 本 ノ惑ヲ 破 ラント 欲ス。 若 シ人邪 ヲ捨ク 正 ニ歸セ V 菩提 ノ勝 緣此 

-ー 在 也。 

ビ。 この 物語 纂輯の 旨 趣の 存 する 所 は、 麓 草 分、 反 故 集、 驢 鞍橋に も 見 え、 要 

は 因果 應 報の 免れ 難き を 示し て、 無 智無 惭の徒 を 導かん どす るに あ bo 

上中下 三 冊 凡そ 百 三十 條の 物語 を 合 み、 記 事の 曰 付 中 最も 後なる は慶安 

五 年 (承 應 元年) の 事件な り ビ す。 

平 假名 本 は 序 者 選者の 名 もな く 刻 梓の 年月 を も 知ら ざれ ざ も. 記 事 は 承 

應ニ 年の もの あり。 しかも そ は 第四卷 にあ bo さて この 書六卷 中前 三 

卷には 凡そ 六十 ニ條の 物語 を 含 み、 そ の 中 凡そ 七 條は片 假名 本に 見ざる 

所な り 0 而 して、 第三 卷の 終りに、 

世の 人の た め 心 ざし を あらためん ビ て、 見 聞し 事 を 筆に ビ ざめ ての こ 


す 者 也。 

ど あ り て、 文 體 自ら 大尾 を 示す ものに 似たり。 なほ 第四卷 以下 第 六卷ま 

で 二十 四條の 物語 あれ V- も、 一 ビ して 片 假名 本に 载 する 所の もの を 含ま 

ざるが 如し。 彼の 承應ニ 年. の 記事 を 第 四 卷に收 むる こど を考 ふる も、 片 

假名 本の 原本の 成りた る は 承應 元年の 頃に し て、 平 假名 本 は そ の 中よ， 5 

五十 五條 を拔 き， 之 を三卷 V」 して、 一 たび 取纏め 更に 以下 三 卷を增 補して 

出版した る ものに あらざる か。 (日本 小說 年表に 績 因果 物語の 寫本 にて 

ある よしをし るされ たり。 四卷 以下の 材料 この 書中より 出で たる かも 

知る ベから す) 而 し て、 平 假名 本の 序に、 

師の 住^す る 處、 室 內 更に 一 冊の 書な し、 只 金剛 經 一 卷 過去帳 一 折の み 

也。 然りビ 雖も經 文語 錄の 支奧を 詰問す る に、 決 擇 する こど 言 下に あ 

ど ある は、 驢 鞍 構の. 文 VJ 殆んざ 同じき を 思 へ ば、 こ の 書の 出版 は、 或 は寬文 
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元年の はじめの 頃な りし かど 想像 せらる。 同年 秋の 序を附 して その 十 

二月 上 js-la 行せ る片 假名 本 に 「頃 ろ」 ど ある も 思 ひ 合せら る、 なり。 兩本 

互に 詳略ぁ り、 且 っ兩 者の 說 話の 根 VJ なりし 材料の 時 ど して 他の 書に あ 

る V- 照合 すれ ば、 斟 酌 を 加へ たる 痕歷然 たる もの あり。 而 して 又 平 假名 

本の 方 作意に 富 み、 殊 に 第四卷 以下に 物語 的 色彩の 深き もの あるが 如き 

も、 讀 過 . 際 注意 を惹 ける こ V」 なり V」 すつ 

さ れ ば、 平 假名 本 は 正 三の 韓錄 せし ものに は あらざる も、 眞 面目 に 應報を 

列敍し て、 道 心 を 誘 ふ便ビ せし 原本より 出で 、更 に 一 步を 物語 風に 進め 

しもの VJ いふべき なり。 かくて 古人が 幾多 善 巧 方便の 因果 物語 は、 或 は 

唐 山の 怪異 譚を 翻し 來 らし め、 又 は 更に 奇に 更に 怪 なる 百 物語 的 怪談 を 

出さし め、 或 は 「天 地 山川 動植 古往今来の 事に 會 通せす ビ いふ 事な し」 て ふ 

「和漢の 達者 儒佛兼 學の老 人」 而 慍齋 先生の 評判 VJ な り、 或 は 「雪 中の 笋八百 

屋 にあ り、 鲤 は 魚 垦の生 船に あ， 9  一  V」 現代 式なる 粹 法師 の 「孝 を勸 むる 一 


助」 ど なり、 1 方に はまた 

り 「四 谷 怪 談」 ど な り、 今 な 

ビ 、迪 り來れ ば， そ の. 徑路 

五 

二人 比丘尼 も念佛 草紙 

出版 せらる、 一 時流 行の 

母の 爲に筆 を 染めた る 

曲の 文句 を 含めり。 

謠曲 は、 正 三が、 甚だ 好み 

1 日 語 X 衆 曰、 各 々は 何 

謠を 好きて 謳 ひける 

共に 無常の 世 VJ なり 


深く 根ざし 

ほ兒 女の 目 

また 多大な 

な V- 、同じ 

書たり しこ 

ものな り VJ 

しものに し 

よ， 5 發、 ひめ 

が、 定 家の 謠 

て ビ いふ 處 


た る 這 般應 報譚の 怖し き 「皿 尾 敷」 V- な 

を掩 はしむ る もの あり。 推移 ど染著 

る與 趣な くん ぱ あらす o 


ビ 


ど ある 如 く、 發 心の 因緣 また 謠曲 にあ 


數板 ありて 、寛 文 三年、 四 年、 五 年 等に 

推知すべし。 この 書 は、 正 三が その 

ふ。 文 致 なだらか にして 處々 に謠 

、反故 集に 

れたる や、 兎角 緣 有る もの 也。 我 は 

、ふ る こ ビ も 今の 身も^^ も 現 も 幻 も 

，不圖 のりてより 思 付たり VJ 也。 

り、 謠 を 謳 ひて 病人 を 癒した る こど、 

四 九 
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謠曲を 謳 はせ て 機を敎 へしな Vj の 事は屨 i 彼の 遺著 等に 見 ゆる 所な， 9。 

而 して 彼 はまた 一 日觀世 某に 坐 禪の要 を 傅へ、 因に 語りて 曰く， 

謠は よく 作 b しもの 乜 、日 本に て 造りし ものに は 恐く は 一 番 なるべし。 

先づ詞 よく 續け たり、 同じく 節、 仕形 何れもよ し。 云々。 熊 野 松風な V- 

の樣 なる が 就中 云 はれま じき ど 思 ふ 也。 云 々o 又 班 女 に 扇 を 出して、 

一 つ こど を 重ならぬ やうに 長う 云 ふたな ざ はさり どて はよ い 云 樣也。 

(驢 鞍橋) 

ビ、 さて、 山姥 を 評し 卒都娑 小町 を 評し、 遂に 後者に 對 して 若干の 訂正 を 試 

み、 之 を おもかげ 小町^ 題せ り、 文 は驢 鞍橋に 出づ。 「我がつ く， 5 直しけ る 

を 松 平和 泉 殿 見て 觀世左 近 太夫に 見せ 御前 能の 時分 させん ど 云て 取 給 

ふ 也」。 ビぃ ふこ VJ も 同書に 見えた， 5。 かく 謠曲を 好みた る 故に や. 二人 

比丘尼 中に も 時々 その 成句 を 用 ゐ、 例 へ ば、 

いやましの 思 草 (松 風) や るかた なく 悲 みの 淚 眼に 遮 上 柏 翠 帳 紅 閨に枕 


、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、 

をなら ぶる 床の 上 なれし ふすまの 夜す がら も 同穴の あ VJ 夢 もな し。 

(班 女) 

初 雁の 聲 はきけ Vj も、 其 方よりの 音信な し。 鹿の 聲蟲の 一 1| 曰. 思 を そふる 

端ビな り、 月 の 夜 はね やに も 入らす。 (班 女より 來る) 

の 如き も の、 枚 擧 する に遑 あらす。 全篇 を閲讀 すれ ば、 此 等の 文句 は必 す 

しも 暗合に 非 す、 ま た謠 曲が 引用せ る 材料より 引き出で しもの ども 覺き 

す。 筆者が 意識せ しゃ. 否や は 知る に 由な き も、 平生 吟誦す る 所 自ら 筆^ 

に 上， 9 しもの なる べし。 

かくて 又 この 書 は その 文中に 謠 曲の 成句 成語 を 引用す るこビ 多き のみ 

な ら す T ふけ ゆく. S ぞ かなしき」 o 「 なりはて ぬる ぞ かなしき」 o  〔かなしび そ 

ふる をり ふ し」。 の 如き 七 四 一 聯の もの あり、 

か、 るう き 目 を 見る こ VJ  、そ もな に の 因果 ぞゃ o 

後 夜の 鐘 鳴 り、 束 雲 の 空 も、 ほ の <\ '^明け渡る。 

5 


五 二 

の 如き 句法 あり。 この 書の 文體に 至りて は、 全 く謠 が、 りに し て、 彼 の 「中 

頃の 事に や」 W 筆 を 起して 語り物め く 御伽 草紙 風、 「さ る 間」 ビ はじめて 變化 

なき 拍子に 語 を はめて 蓮び ゆく 舞の 本 風に も あらざる なり。 之に 比す 

れば寬 永 版行 の 「七 人 比丘 尼」 は 「跡 ビひ 給へ くれぐ ビ、 か き く  V- きたる 玉 

章 の、 言 葉の さても あはれ さ よ」 な V- 歌 比丘尼の 繪 解に 似た る 口調 ある を 

見るな り。 尙ほ 比丘尼 物に 四 人 比丘尼 あ， 9。 七 人 比丘尼 は 三人 法師 風 

の ものなる が、 こは戀 物語に はじまり 愛兒の 死より 菩提の 道に 入る こど 

を 叙せ る も の、 文 辭 修飾に 富み. 謠曲 古典な V- を 引用す る こ ど 多し。 

正 三の 二人 比丘尼 は 同じ 比丘尼 物の 名 は あれ ざ も、 上 記の 二者に は 類せ 

す、 寧 ろ 一休の 作な り w いふ 二人 比丘尼 風の 假名 法語 體の ものな り。 唯 

1 休 どい へ る は 純 乎た る 問答 法語なる に、 これ は 稍 趣向 作意 ある を 異な 

り どす。 一休の は 古く 刊行 せら れ、 木 活字 板に て 行 はる、 もの あり。 同 

じく 一 休 骸骨 どい ふ 者 も、 甚 だ 古くより 世に 知られたり。 さて 正 三の 二 


人 比丘尼 は 一 休 物に よれる 所少か 

あるび くに 山 居して よ り、 又 び く 

かくの ごどくな， 9 侍れ ざ も. 未 だ 

たる かひ さらにな しビ思 ひ、 これ 

やうに 御し めし あれ どい ふ。 答 

へ V- も 未徹の 者に て 候、 去 りなが 

それ 生死 輪廻の 根源 を尋 ぬるに 

世間に 著す るな ，9、 云 々。 (一 休 二 

客 比丘尼 申す や う、 か やうに 髮を 

大事の 因緣を 知ら す、 比 丘 尼に な 


ら中 o 例へば • 

に來 りて いは く、 髮 を そり 衣 を そめて 


1 大事の 因 緣を知 

まで 叁 て 候。 御 

へて 曰 く、 み づ から 

ら 心中の 分、 か た の 

_ 有 相 執著 は 妄念よ 

人 比丘尼) 

そり 衣 を 墨に 染め 

りたる かひ さらに 


^へ ど いふ。 老 比丘尼 答へ て 云、 自 らも 未徹の 者に 


の 方 敎の趣 聞きお きし 事 V- もお 


ろ 申すべし ( 


本は假 のこの 身なる を 忘れ て、 有 相 に 執著す る 迷の 


ら や、：^ 丘 尼に なり 

慈悲 を 以て 心得 候 

も 此の 如くな ち 候 

ご. yj  く 申す ベ し。 

り 起り て、 わ づ かに 

て 候へ ノレ も、 未 だ 一 

な し、 御 慈悲に 示し 

て 候へ \,レ も、 佛 祖 - J 

夫れ 生死 輪廻の 根 

心より 貪 瞋癡の 三 
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毒の 心 は出來 て、 日夜 我を攻 むるな り、 云 々o  (正 三 二人 比丘尼) 

の 如 く、 殆 ん V- 同樣 なる 部分 あり。 

或る人 申されけ る は、 古 は 道心 を 起す 人 は 寺に 入り 

づる なり。 二 休 骸骨) 

こ の 僧の 給 ふや う、 昔 は 道心 ある 人 は、 寺 に 入， 5 て 知 

し が、 今 は 昔に か はり 少しも 道心 ある 人 は 寺 を 出で 

二人 比丘尼) 

骸骨の 文に よれる 部分 亦 此の 如し。 草堂の 夜に 骸骨 

見たり ビ いふ も、 も ビ より 材を 採り 用ゐ しなり。 

唯 末 段 八苦 を說 き、 不 淨觀 を說 き、 念 佛の 利益 功 德を說 

張 を 述べた る ものにし て、 「如露 亦 如電の 心、 胸 に留 つて 

しど 覺ぇ 候」 VJ 比丘尼の い へ るに 對 して 老 尼が 客の 胸 

何 者 ぞ」 ど 攻 むる を 客の なほ 心得 ざれば、 「いよ /] せ め 


し が、 今 は 皆 寺 を 出 

識の敎 を 受け 給 ひ 

ら るるな hso  (正 三 

の 歌うた へ る 夢 を 

く處、 正 三 平生の 生 

、此 心に 離る /'事な 

を ビ り， f. 汝 は 何者 ぞ 

て 胸板 をつ きい へ 


、—へ めて つき 倒 す、 客 比丘尼 起 上らん- y」 する を また 突 伊 し、 打 つてい 

はくな しくく ビ いへ り、 客 比丘尼 起 上り 手 を 打って 笑 ひて 曰くな し 

くく ビ いひて 鱧 をな す」。 ど 述べた るな ど、 流 石に 二王 坐禪の 鼓吹者 

の 口吻な り。 又 念佛の 五嵇を 擧げて 之を說 ける も、 嘗 て 某の 農 人に 示せ 

り V" いふ 念 弗の 用心 ど 異なる 所な し。 されば この 書 は 須田彌 兵 衞の妻 

が 夫の 戦死の 跡 を 弔 へ る 事より 始め て、 草 堂に 骸骨の 夢 を 結べ る 事 を 一 

休 骸骨に よ h て 記 し、 あ る 女人の 家に 寓し て、 そ の 死に 遭 ひ、 尸 肉の 口々 に 

镙れ ゆく さま を 見る こ ビを九 相 詩に よりて 寫 し、 (九 想 の - ^ ど、 九 相 詩. 及 そ 

の鈔 また その 圖な V- 、古 くより 世に 知ら る) 後 ち 僧に 乞 ひて 得度し. 貴き 比 

丘 尼に 法 を 問 ひて 大悟す る こ ど を 二人 比丘尼に よりて 記述し、 こ  >  に睹 

を點じ て、 念 佛の 利益 捨身の 本義 を說 ける ものにし て、 そ の 文の 雅馴 にし 

て、 綺 語の よく 讃佛 乘の緣 たる ビ、 叙 事の 悲哀なる ど 相應じ て、 信 心 厚き 當 

代 世間に 深き 感動 を與へ たる ものなる を 想 ふ べきな り。 
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こ \ に 又、 須 田 彌兵衞 妻 出家 繪詞 VJ いふ もの あり。 訂正 增補考 古書 譜に 

1 卷， 和 學 講談 所 藏本、 書畫 共不， 詳 V」 しるせり。 その 起 首に、 

たど へ ば 人の 父母 は 火う ちの ご ど し、 か ね は 父、 いし は 母、 火 は 子な り、 こ 

れを ほく そに 打 付て たくが 如し。 

ど あり て、 「來 り て 暫く も」 の 二人 比丘尼の 發 端に 績く。 この 起 首の 文は卽 

ち 一 休 二人び くにの 文に 同じ。 (唯 「打 付て いわうた き 木に つくる がご ど 

し」 VJ ある だけ 異なり )0 この 繪詞ビ 二人 比丘尼 VJ は殆 VJ 相 同じく、  B 本 小 

說 年表に は 則ち この 繪詞 によりて 作りし ものな り ど い へ り。 或はお も 

ふこの 兩者は 異本に して 只 題名 を 異にせ る も G- にあらざる かビ。 二人 

比丘尼の 書名 は、 浪雜 して、 正 三の を も 一休 大和 尙 所作の 如くせ る 三人 比 

丘 尼 物語 圖 會」 あ り。 かく 混 雜を來 すべき 同じ 書名 を 知りながら 附 する 

も を かし、 一 はも 須田彌 兵衞妻 出家の 物語 どして 別ちた る ものなら ざ 

るか。 而 して 趣向 も 雨 尼の 會談を 結末 主要の 處ど し、 文 も 據る所 あれば、 


之 を 正 三の 二人 比丘尼 ビせ るに は あらざる か。 繪詞に 就きて は 知る 所 

尠 し、 な ほ 博識の 示敎を 得ば 幸な り。 

六 

所謂 正 三の 七 部の 書に 就きて は， 旣 に 之 を 述べたり。 茲に 冗漫ながら 聊 

か 正 三が 如何に 世 法 卽佛法 を 說 きて 世 道 人心に 益す る 所 あらん ビ せし 

か を 叙すべし。 彼 は 農 人に 對 して 農業 卽佛法 敎へ、 醫 者の 修行の 用心. 

を 問へ るに 答へ て は、 「先 づ 我に 世界の 病人 を 救へ ビの 天道の 仰 付な り、 こ 

の 役人 ぞビ 思ひ定 め、 身 心 を 世界に 抛つ て、 藥 代の 事 を も 何 ビも思 は や， 只 

あてが ひ 

天道に 任せ 奉り 、一筋に 醫を 施さるべし。 命 を 繋ぐ 分 は 天道の 擬 あるべ 

し、 如 ^勤めら るれば 機の 熟せる に隨 つて 必す德 ある ベ し」 ビ い ひ、 瞽 女 に 

對 し て は、 「小 歌 を 以て 後世 を 願 ふ ベ し、 そ の哀 なる 聲美 しびれた る 節 を 本 

ビ せ や、 胴 から 聲を 出して あぶなげなく 歌 ふ ベ し、 常 に 如是せば 自然に 禪 

定の機 を覺ゅ ベ L 、能 く 熟せば 歌 はざる 時 も 其 機 用 ゐらる ベ し」 ど い ひ、 你 

玉 七  ， 


五八 

指に 對 して は、 「地 獄には 心が 落つ る 也、 鳥 を 殺す 毎に 我が 心 を 引 攫んで は 

殺し 殺しすべし、 一 切の 心 を 殺し 盡 さば 成 佛 也」 ビ い ひ、 時 に は 船方に 時に 

は 按摩 に. 皆 それぐ 業 體相應 の 機 を 示したり。 正 三の 念願 書ビ い へ る 

ものに， 

世 法則 佛法 也、 苦 世法ヲ 以-プ 成佛ス ルノ 道理 ヲ用ズ ゾバ 一 切佛 意ヲ不 

知人 也. 八 金剛 四 天 王 五 大尊各 威勢 ヲ 振 ヒ物ノ 具 ヲ著シ 鉢 刀 杖 弓矢 ヲ 

持- グナ ラビ 在スナ リ、 此 威勢 ヲ用 得ズ ンパ六 賊煩惱 一一 勝ッコ ト不 可 有、 

夫^ 法ハ 人間 ノ惡心 ヲ滅ス ル法 也、 願 ク バ佛 弟子 ヲ萬民 ノ惡心 ヲ治ス 

ル 役人 一一 被 仰 付、 國 土  ノ功德 トナシ 給へ カシト 念願 シ奉产 者 也。 

VJ あ り、 彼 の吉 野に て大峰 かけ 出しの 山伏が 大 太刀 を 十文字に はき 金剛 

杖 をつ き 大童になって 通る を 見 て、 扨 も 役の 行者 はで か い 修行者で あつ 

たよ VJ. ひし ど 機に 移りて 案じ 出せり て ふ 仁王 坐禪 は、 彼 を して 終生 大阪 

在 陣中の 心 を 失 は ざら しめたり。 而 して 彼 は 特に 武人 を敎 化する を 喜 


び、 「一一 一州 風の つくろい なき 性に 移らで 叶 は す、 唯 武男 を嗜み 義を專 VJ す る 

機に 移る 法なる 間、 云 々、北 國 にて は 越 前、 九 州に てば 肥 前 薩摩ビ 心 ざしけ 

る が、 實 も 彼國々 の 衆に は 此頃聞 人 多く 有」 VJ いひぬ。 彼の 假名 草紙が 文 

學上 如何なる 地 を 占む るか は 之 を 措く も. 吾 人 は 南無 大强 精進 勇猛 佛の 

佛號を 書して 人に 授與 せる 正 三 道 人が 如上の 武士道 的敎 法に 對 して 興 

趣を感 せざる を 得す。 しかも また 彼が、 「必 す 沙汰め さる  >  な、 正 三が 沙汰 

ふ、 ソ っビ いやな り」 VJ の 大喝 を 恐れざる 能 はざる な， 9。 

付  己 

言 

正 三の 傳記は 石 田 氏の 援引せられ しもの , 外に、 石 平 道 人 行 業 記 及 

び 同辨疑 あり。 共に 弟子 惠 中の 撰に して 漢文 を 以て 記述せ り。 前 

者 は 元祿九 年に 成り 後者 も 相次で 成 b. しもの、 如し。 石 田 氏の 傳 

記 ど 對 照す るに 多少 出入 ある を 以 て、 今 其 要 を 摘み 譯述附 載して 參 

五 九 


六〇 

照 に 供す。 

正 三の 生年 を 天 正 七 年 V」 する は 行 業 記 も同樣 なれ V/ 何人 か の 旁註 

に 正；：：： 十：" ビ 記入せ り。 少時 高 橋に 適き 七十 騎の中 某に 養 は る、 天 

正 十八 年 家康此 七十 騎を上 總に徙 らしむ、 正 三 も 同じく 鹽 子に 化き 

て 居る。 一夜 深更 家 狗頻に 吠 ゆ、 月 をいで、 視 るに 故な し、 因 て 仰い 

で 晴空を 視て嘆 じて 曰く、 一  天平 等差 別 ある こ ビ な し、 我 性何ぞ 人我 

生死 を 阻つ ど、 こ、 に 人我 を 超脫し 生死 を 打破して 大 自在 を 獲ん ど 

欲し、 これより 信 を 三寶に 結び 思を麈 外に 交 へ、 深く 大道に 志 す、 時 に 

十七 歳な り。 慶長 五年關 原の 役 本 多 佐 渡 守の 部下に 屬す、 時に 二十 

三 歳。 旣 にして 武官の 暇 隙に 及 び、 或 は 下 妻に 往 きて 良 尊 禪師に 多 

寳院に 見 え、 又 物 外 禪師を 宇津宮の 慧 林に 訪 ひ、 得 る 所 あり。 同 十九 

年の 大阪陣 に は 本 多 出 雲 守の 手に 屬 し U 明 年 また 秀忠の 先陣に 奉 事 

して 大阪 に臻 る、 時に 三十 七歲。 然して 後江 戶駿 河臺に 住 止し、 萬 安 


禪師を 貴 雲 に 訪 ひ、 腰 洞 上の 大意 を復擬 す。 元 和 五 年 高木 主 水 正に 

列み して 復大阪 城に 彊 む、 卽 ち 同朋の 爲に肓 安杖 を 書す、 これ 最 初 の. 

製な， 9。 江^に 還る に 及び 落髮 遁世 す 、時 に 四十 有 二 歲、 猶 子 をして 

家を嗣 がしむ。 然して 名 を 大恐和 尙に乞 ひし に 、愚 辭 して 曰 く、 公 0 

價 重し 誰か 名 を按せ ん、 舊 名 可な り ざ 、故 に 正 三 を 以 て 名 ビ す。 同 七 

年 複子隻 杖 徧く名 宿 を 敲き五 畿を廻 り、 咸 く； t 社佛 塔を拜 す、 明年 大 

和法隆 寺に 投じ 律 を 綜し經 を學し 一 寒暑 を經 て、 三 河の 千鳥 山に 入 

り、 眞 源 を頤り 工夫に 凝 る、 臺 巌本秀 のニ大 老、 師 の 道に 歸 して 晨夕參 

承す。 宽永 元年 石 平の 幽谷に 盧を 構へ、 辨道糙 々爾た り、 諸方の 雲 IS 

遠近の 男女 翕如ビ して 筵に 競 ふ。 同 三年 三 河の 野 田に 野 塚 焦 煽し 

て已 まざる あ り、 師 聆 い て 曰く、 これ 幽冥の 苦患逼 業の 然 らしむ る 所 

な り VJ  、切 に 悲心を 催して 往ぃ て、 誦 經 す、 塚火忽 ち 滅す、 村 民 相 共に 之 

を異 む。 その 焦 塊 丹の 如 し、 之 れを遐 邇に饋 りて 以て 目前の 地獄な 
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るを視 しむ。 平生 業報 靈附の 事 を 見聞す る 每に咸 く 筆記せ り。 後 

に 二三 子 編輯し 號 して 因果 物語 V」 いふ。 一 日絕江 長老 來 つて 師の 

念佛 をロ稱 する を 難 や、 師 曰 く、 吾 念佛は 放 下 著の 如 し、 只 麼に放 下 著 

ど  一一 一一 n はんより は 寧ろき^ をロ稱 せん は^の 耳邊に 障らざる ベ レビ， 

江對 ふるな し。 同 八年大 阪に往 きて 縣令鈴 木 重 成の 家に 駐る。 時 

に隱 田の 罪 者 あ り、 伏 見 奉行 書 を 重 成に 通じて 男女 咸く 死刑に 行 ふ 

べし どい ふ。 師重 成に 謂って 曰 く、 三 河以來 此の 如き 罪に 女人の 死 

刑 な し、 今 始めて 行 ふ は 永劫の 殃過 にして 不忠の 事た り 、縱 ひ 身命 を 

喪 ふ V」 も 之を訴 ふべ しビ。 重 成 三た び 書を復 して 終に 數 多の 女人 

を聽せ り、 是 を 以て 隱 田の 舍財皆 重 成に 賓 ふ。 重 戍師に 推って 隱田 

死刑の 精魂 を拔濟 せん ビ いふ。 師云 ふ、 極 重惡人 を薩ふ は彌陀 @ に 

は 如くな し VJO 便ち 阿 彌陀佛 及び 二十 五 菩薩の 像 を 措って 其迷徵 

を資 く。 後 其 像 を 肥 後天 艸に 奉安す、 今の 菩薩 堂是 也。 師熊 野に 詣 


し 廻つ て 藤 城 を 歷、 鈴 木 氏の 宗親 を追薦 し、 若 山に 到りて 加納 氏の 家 

を 主 ビ す、 城 中の 諸 士皆傾 心歸座 す、 加 納 氏の 爲に 武士 日用 を 書 し、 之 

に 三 章を續 いで 四民 日用 ど 名づ く。 月 を こえて 三 河に 歸 り、 矢 並 に 

往 いて 醫王寺 を修 す、 これ 宗 親善 阿彌の 故蹟 なる に 由る 也。 明年 新 

に 佛殿を 創し 山 を 石 平 ど 號し寺 を恩眞 ビ名づ け、 中 央觀音 大士 左右 

は 朿照宫 台德院 殿の 尊 牌 を 安ん じ 、一一 一時 諷經恭 奉 鄭重な， 5。 野外 護 

に 謂って 曰 く、 恩 眞の 住倌後 道心の 士 なくん ば 無知の 行者 をして 燈 

香を衞 らし め、 硬 く 世間の 長老 をして 住 位せし むる 勿れ ビ。 師又丹 

州の 端厳に 至 b  、萬 安 禪師の 請に 隨 うて 麓艸分 上下 篇を著 し、 又 江 府 

に往 いて 普く 尼 女 尊卑 を 化し、 二人 比丘尼 念佛 双紙 を 書せ り。 同 十 

九 年 重 成 肥 後天 艸の故 戦場に 吏たり、 師飛 錫して 彼に 至 b 璽 成に 謂 

つて 曰 く、 這 地 邪宗 泛濫の 跡な り、 佛 宇 を 造り 正 法を弘 めば 治敎休 明 

ならん V. -。 重 成 之 を 慕 府に訴 ふ、 乃ち 三百 石 を 賜 ふ、 三 十二 宇 を 建て 
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中に 淨 土の 一 寺 を 構へ 東照宮 台德院 殿の 尊 牌 を 建 て、 餘 は 皆洞宗 -VJ 

なす。 師破幾 利 支 丹 一 本 を 書して 寺 每に鰛 め、 永く 邪 敎を斷 たん こ 

ヾ J を 誓 ふ。 駐錫 三年、 廻って 長 崎 を 經て歸 る。 慶安 元年 江府に 至り 

敎義の 蘊奥 を 硏窮し 禪錄の 大意 を紬释 す、 道俗 貴賤 雲從せ り。 同 三 

年 森 川 某 菴を四 谷に たて 、師を 請うて 處 らし む、 師此處 にあり て 三 

寶德用 を 著す、 三 寶德用 四民 日用 を 合 編して 一 本 どな し、 之 を 萬 民 德 

用 ビ名づ く、 第 一 の 法典 也 C 同 五 年 熊 谷 某 舍を牛 込 天 德境內 に 構へ 

師 をして 居らし む、 卽 ち 了 心 庵ビ名 づ く、 修 行 念 願 を 書し て、 覧 に 最後 

の述書 VJ なす。 迺ち說 いて 曰 く、 佛 法は惡 心を滅 する の 法 也、 佛 弟 子 

豈に其 道 を 要め ざらん や、 佛 弟子 眞の 道に 入って 迷 情を抽 かんこ V. -、 

是 念願の 外 更に 他な しど。 同 七 年 森 川 氏に 寓 す、 夜 話に 僧 曰 く、 頃 日 

支那より 課誦 を渡來 す、 之を觀 るに 八十 八佛 中に 南無 大强 精進 勇猛 

佛 あり ビ。 師 欣然 ビ して 危坐して 曰 く、 我 こ の佛名 を思恂 する こ ビ 


已に久 し、 是 我が 修行の 證に 出で 給へ る ものな b ど。 自ら 此佛名 を 

書して 四 部の 徒に 授與 せり。 明曆 元年 春より 師不豫 な り、 諸 弟子 を 

集め、 二 利の 要 復興の 趣 を 遺 付し 駿河 臺に徙 る。 疾 夏に 至って 漸次 

に 重 し. 六 月 二十 五日 申 の^き 怡然ビ して 寂 す、 春 秋 七十 有 七、 法 臘 三 

十六 年。 龕 を 天 德禪院 に 送り 夜 もす が ら佛 事、 翌 日 闍 維、 第 三 曰に 至 

つ て 冷 灰を拂 ふ、 骨 身淨 きこ ビ冰 雪の 如 し、 卽 ち 一 壺 ど な し、 灰 燼も亦 

此の 如くに して 天 德の北 崗に塔 す、 四 部 衆 日夜 禮拜巡 塔す。 後 塔 を 

下總吉 倉の 松 山 佐 倉の 朿三 里) に 還す， 兩壺も 同じく！！ む。 二 村 氏 某 

盧 を鄰鄕 植木に 構へ 師塔を 保護す、 故に 塔鄰 庵ビ號 す。 門人 五十 餘 

員、 不三 は 衆 中の 老宿、 師 の 在世中 往 いて 河 州 稻田觀 音 院に 居し 二 利 

を 主張す。 雲 步は師 の 滅後豐 後に 適き て 能 仁 寺を閼 き、 肥 後に 徙り 

て 天福 寺 を 創し 以て 師法 を弘播 す。 野衲は 大府に 在り 艸 庵に 窮居 

して 機 を 覚め 法の 久 住を揣 り、 緣 を 得て 師の 念願 を 達せん こビ を冀 
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ふの み o 

以上 は 專ら行 業 記に 據り 悟道 敎化 等に 涉る 記事 

る 大要 を抄譯 せし ものなる 

ば 幸な り。 尙行業 記の 末に 

の 如し a 

鈴 木 氏家傳 IK、 竺 土 摩 伽^ 國 

有，, 大 E 姓 穗積鈴 木重忠 者？ 今 


が、 幾分 か 石 田 氏の 論 

鈴 木 氏の 家系に つい 
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を 省 き、 行 實に關 す 

文 を 補正す る を 得 

て 附記せ る 全文 左 


之 大王 來，, 下 本朝 紀之 熊 

之 踩 城 權現是 也。 重 忠 十 

也。 家 旣 さ-奥 陸 髙 能： 基 亦 

庄 矢 ^于 時鄉邑 起レ戰 干 

法 名 號， 1 善 阿 彌？ 兹 有 ヒー 一 子 

遂 俾-- 弟 重 成 1 繼 i 家 師 嗣-于 

之 鈴 木 九 太夫 其 孫 也 。貸 

兵 術 尉 其 末矣。 

記せる 行 業 記の 註 脚に して 4 旣 行 業 記 就- 


基？ 是 則 鈴 木 三^ 重 家 之季父 

作？，, 高 0 绒 落, 止 住-同 州 高 橋 

乃 爲 1 將。 甚 爲 _1 ^重 矣。 後 除-鬚 髮 

鈴 木 重 次？ 師 卽重次 之 長子 也 

子？ 一男 一 女。 復 令 „猶 子，^ 家。 今 

復 而 奉- -大 猷 院 殿： 今 立 鈴 木 伊 

行 業 記辨疑 一 卷は 問答 體に 

有， 1 小 沙 彌 1 云。 於， 中 吾 儕 多 t 所 ，難& 。有， 得 ，聞 與ギ 曰。 將& 處 1 來。 籾 遜レ 分。 因 設レ問 


0 峰ヌ 大龍 權現是 也。 

有 餘代之 孫 曰-鈴 木 重 

不レ止 ，途 程 漸 進-三 河 矢 

戈 旣 亂。 S 人相 煶 招レ基 

嫡男 十 有 餘代之 孫 曰- 1 

他， 而 乃 號，， 九 太 夫-有， ニー 

子 時 疚自以 チ世。 後 平 


隨 而 辨， 之」 V」 の 小引 あ bo 以下 行 業 記 抄譯の 文に 關係 多き 箇所 を抄 

出 す ベ し。 

問、 菴 主の 如き 老後に 事 す、 初 年の 事 これ を 孰れに 狻る や。 答 • 初 年 の 

事 は 嘗て 三 宅 氏 玄石鈴 木 氏 木工 翁 及び 長 水 長老に 因って その 聞く 

所に 遵 ふ。 玄石 木工 翁 は 廼ち師 の 近 親 、齢 最も 臘 長な り、 長 水の 歲未 

だ 然らす ビ 雖も師 ど 同邑 にし て、 曲 に 之 を 父母に 聽 くに 由れ り。 中 

年の 事 は 三 智三政 及び 本 秀禪師 に 知る。 後年の 事は予 左右に 在り 

て 之 を 能くす る 者 也。 

問、 台 巖本秀 二 大老 は、 誰 ぞ や。 答、 倶 に 三 州 足 助 香 積 寺の 前 住 後 主な 

り、 乃ち 洞 下 實峰禪 師の孫 也。 

問、 石 平 山 は 孰れの 領地な り や。 答、 師 の嚴 父より して 茲處に 知たり、 

相承いで 以て 重 成に 至れる 也。 

問、 佛 及び 二十 五 菩薩の 像 何が 故に 天艸に 置く や。 答、 始 め 三 州 足 助 
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の宫 平に 安立 す、 重 成 後に 天草 奉行 ビ なる に 及んで 像 を 彼の地に 移 

す、 これ 敗亂の 後佛像 あらざる を 以てな り。 

問、 醫王 寺 は 善阿彌 の故蹟 なり ど、 これ 出家な り や。 答、 然ら す、 老年の 

隠士な り、 其 居 後 改めて 醫王寺 を 成 す、 所 以に 師其廢 寺を修 葦して 之 

を 典 造した まへ り 0 

問、 天 艸の諸 寺 創 成して 尊 牌 を 安立す る こ V」 只淨土 寺の 一 寺の み ヾ」 

いへ る 不審。 答、 寺 々皆 安立せ るな り、 そ の 別つ 所以 は 重 成 月の 十七 

二十 四 =； 肅詣 して 恭く之 を拜 す、 是 故に 爾ぃ へり。 

ST 何 故に 庵 を 了 心 V」 いふ や。 答、 能 ^ 谷 氏 某の 名 を 了 心 居士  V」 い ふ、 之 

に 由つ て 時 輩 呼んで 了 心 庵 ビ 號す、 

問、 二 利の 耍 復興の 趣 ビ は何ぞ や。 答、 二 利 ど は 自他の 成佛な り、 復 與 

VJ は 修行 念願 七 筒條の 如き 也。 

問、 駿河臺 は. 誰の 宅ぞ。 答、 師の弟 兵 左衞門 尉の 宅 也。 


問. 何 が 故に 師塔 を吉 倉の 松 山に 遷す や。 答、 時 に天德 寺の 八 箇寺ど 

總錄の 諸 寺 ど、 宗 門 習學の 事に 依て 公 處を經 る こビぁ り、 此 によって 

長 水 等倶に 院を辭 す、 此 時に 庵 を 小石 川に 移し 塔を吉 倉の 邑に 立つ、 

吉倉は 便ち 鈴 木 九 太夫の 領地 也。 

問， 不 三 は いづく の人ぞ や。 答、 筑 後 の 人、 姓 は 星 野 氏、 壯 歲 にして 師に 

從 ひ發心 出家す、 乃ち 師 最初の 子 也。 雲 步は豐 前の 英產、 幼 にして 肥 

陽に 來る。 野； e は 肥 後の 生 緣、 相 偕に 十歲 にして 本 郡 流長院 園岩禪 

師に謁 す、 行 年 十三に して 同日に 剃染 し、 十 有 九に して 與に 起って 坂 

束- に 玉 り、 叢 林 を 經るこ ビ已に 三 霜、 終 に俱に 世俗の 學を辭 して 石 平 

和 尙に參 する 也。 

問. 石 平 は 何れの 流 に^れる や。 答、 先 祖巳來 曹洞禪 門 に 歸 す、 殊 に 洞 

上 の 密修を 信す る こど 至って 深 し、 之 に 由って 知ん ぬ べし。 
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禪 僧、、」 小說 

禪僧 中小 說ビ 最も 關係 多き は 例の 朿海 大和 尙な り， そ の奇拔 なる 言 行 が 

世人の 耳目 を聳 動せ しめしよ り、 口 々 に相傳 へ 汎く 民間の 話柄 ど な り、 針 

小 棒大實 に虛を 交へ、 無より 有 を 生じ て、 事實譚 V」 も小說 どもつ かぬ 一休 

咄 いで、 よ り、 續 一 休 話. 田 舍 一 休、 關 朿 一 休、 一 伏 可 笑 記 二 休諸國 物語 等 相 

尋で 起り、 終に 文化 文政 度の 京傳 をして 本朝 醉 菩提 を 草せ しむる に 至れ 

り、 其 他の 禪 僧に 至 ，5 て は 此和尙 程 世間に 人氣 はな けれ V- も、 尙 片々 たる 

當意卽 妙の 贈答 詩歌 が、 竹 取 物語の 昔より 駄洒落す きなる 我國 民の 歡迎 

を 得 て、 小 說雜 書に 記載 せらる、 もの 少 から す、 是 等 は 固より 好事家の 假 

托に いづる もの 多く、 一  々信 を 措くべき にあら す ど 雖 も、 猶 參考 史料た る 

の價 値な し V」 云 ふ 可から す、 頃 日の 炎 熟 永晝の 消し 難き に 苦 み、 架 上の 書 

を亂抽 して 讀 過せ しもの 、- 中よ り、 事 の禪 惯に關 する もの を 抄出して、 二 


十 餘篇を 得たり。 其 人 其事必 すし も 信 や ベ から ざらん も， 當 時の M 氣好 

尙を 察する に 便宜 多 し、 五 山 僧が いかに 聯句に 沈 滴 し、 正 徹 がいかに 歌人 

vj して 聲望 ありし か、 策 彥 のみやげ 談に も、 多 少の 法螺 はありた らん な V -、 

想像す る も をい しからす や o 

〇 神無月 の 頃、 尊 氏 將軍立 花 を あそばし ける 處へ、 夢 窓 國師御 出 ありけ る 

に、 尊 氏 不レ計 發句を あそばし ける。 

ほ *-  たて 

松を緯 もみ ぢを經 の 錦 かな 

秋雨 洒如 レ絲 

ビ 夢 窓 脇 をな されけ る ビ な- 5 

〇 幽齋ビ 友 長老^ 付合の 句 面白し V」 て、 人 の 語りし は、 假 初に 見る を 羨む 

草の 庵 ど いふ 句に、 い つ は， 9 -y」 なる 人の 言 の 葉 ど 言 ひ 給 ふ 句 は、 相 逄盡道 

休, 官 去、 林 下 何 曾 見 一一 一 人 IV」 作りし 詩の 心に てつ けられし 妙 句 V」 かや。 

〇 或 人の 語りし は、 何 たる 人に て も、 我 家の 風俗 何に つけても いづる な， 9、 

. .  七 1 


七 二 

たしな むべ き 事に や ど 云て 諸 宗 の 俳諧 ありし を、 面 八 句 かきつけ 侍る。 

ま づ 眞 言 宗の發 句に 

金剛 界胎 藏界の 紅葉 か な 

ど 有 b けれ ば、 曹 洞 さ 小 脇 

そ もさん か是 秋の 夜の 月 

第三 は 五山 宗 いたされ ける 

行 盡す江 南す ぢに雁 鳴きて 

四 句 目 は 淨土宗 致しぬ 

西より 吹く は 極 樂の風 

五 句 目 は 日蓮 宗 なり 

そこに こそくせ もの^: やお はすらん 

六 句 E は 一 向宗 な， 5 

人に かま はす 御文よ むな b 


七 句 nn は 儒者 

物し りの 腹より 出づ る 儒し やく 道 

八 句 目 は醫師 

藥の まや はしの 、たま はく 

〇 貧 僧の ありけ る が、 北 山の 麓に 柴の庵 を 結びし に、 友 の 僧 はじめて 行き 

てよ める ど かや。 

何 をが なま ゐら せた く は 思へ Vj も 

達 磨 宗には 一 物 もな し 

どよ みけれ ば、 返 歌 に 

一 物 もな きを 給 はる 心 こそ 

本來空 の 一 もつ ぞ かし 

〇 策 彦ど紹 巴 どの 百 韻の 漢和 を 見 侍りし に、 お もしろ き 句 V- も 多 き 中に、 

難^ 讀殘書 

七三 


秋風に 飛び 行く 螢 吹き消え て 

ど 脇し 給 ひける o 

又の 懷 紙の 中に 策彥  ， 

沙濕履 無， 聲 

どい へる 句に 

忍 ぶ 夜-の 雨 は 中々 たよりに て 

-VJ しられけ る、 面 白き 句 ざ も 也 V」 聞き し o 

〇 むかし 伏 見に 江湖 ビ やらん いひ て、 禪 宗 の あ つ ま りて、 毎日 參 禪 參學に 

怠る こどな し、 一 日 上 堂の ありし に、 趙 州の 有無ビ やらん- y」 い ふ 古 則 を あ 

げられ し に、 上 堂 過ぎて か へ る 時、 員 琢^い ふ 僧 一 首の 歌 をよ みて 高らか 

に吟 せられし 

趙 州の 有無の 二つに ほ だされて 


身 は 淀 

ビ 侍り けれ ば、 柬 堂 き 

の 3  く、 そ れ 


る、、 朿堂 

け る 

寒 松 

ど ありけ 

山虛 

〇 朿 福 寺 

る 歌 友達 

やすら ひ 

ど び 

V」 よめ， 5 


川 の 

> 給 

力 力 


らふね 

て、 員 琢 

ふね か 


な 

々 


よび 給 ひける に、 や つ ご 答へ ら- 

られ ける に、 員 琢答話 を せら れ 


無， 聲 風來吟 

れ ば、 又 曰 < 

の徹 書記 は 

の 方へ 齋に 

_ 四方 山 をな 

き えて 雲井 

おのが 

て、 面白く 思 


風た ゆむ 時はビ 仰せければ 


定家 

出 ら 

が め 

5 ^一  に 

羽 こ 

ひ て、 


再來 

け ■ る 

1 首 

く 鷺 

す 雪 

紙 を 


な 力し 

に、 雪 い 

よめり 

の 

の 


か や、. 其 故 を 聞きし に、 書 記 京 な 

面白く ふり けれ ば、 五 條の撟 に 


あ 


て 


ぼ の 

書 き つ け、 京 へ いで、 見せば や 

七 五 


道す がら 吟行 しけ 

夢のう ちに 定家來 

を 喜 び、 あ くる を 待 

る ど ひ ビ し く 夢 想 

を 取 出 し、 夢 想の 歌 

な れ、 亭 主 も 奇異の 

り VJ 傳 へしな り。 

〇 五山の 暍 食、 連 句 

は、 又 や は. ら かなる 

し VJ  、諫め けれ ば、 わ 

ど 一言 はれけ る に、 さ 

君 をのみ 戀 ひ 

か VJ 


る 

ヾ」 

思 


を 


、京 

語 

な 


道 

る 

田 


心 

方 


を 


な る 人、 叨 日 は 書記 御 出 

給 は る、 其 歌書 記 のよ め 

て 書付 け、 書 記 を お そ し 

を す る、 書 記 不思議に 思 

ベ 見 れ ば、 て に はが 一 つ 

しける ビ よりせ々 

入れて 他事な し、 さ る 人 

御學問 ありた るよ し、 ち 

家の 詩 連句から は、 歌 は 

り 歌 を 一 首お くりけ る 

たるた すさみに 

で 、根 芹をぞ つむ 


七 六 

ど て 少 し ま .，、」 ろ む 返に、 

るな りし に， 亭 主 此 夢 想 

ビ 待 つ、 書記 來 て 門に 人 

ひ て、 書 きつけ 給 ひし 歌 

S は ざり しこ そ不 & 講 

に定 家の 再來は 書記 な 

い ふ や う は、 兒 喝 食な V- 

ど 歌學を もな されよ か 

習 はす ビても よむべし 


喝食 返歌 

われ しらみ ふな あぶりた る あし もつ り 

せ Vj の 畑で 午蒡 ひきぬく 

VJ せられけ る こそ 可笑しけ れ、 此 返歌 何 ビ も合點 ゆか や、 皆 連句の 法に て 

返歌し け. れ ば、 心 は 通せ す、 只 字 をのみ 付けた り、 お かしかりし 言 の 葉な り、 

誠にい にしへの 人 も 言 ひお き し. 詩 作の 速 句 はの びす ぎて 鈍な り、 連 句 師 

の 爵は利 巧す ぎて^な り VJ い ひし も、 さ も あ ら ん かし。 

〇 相國 寺の 橫 川和尙 は 名譽の 作者な りし ビ 也、 あ る 時 若 王 寺へ 花見に ま 

かれ り V」 て、 あ そばされ し かや 

若 王 花 世界 

ビ あ そ ば し、 殊 の 外 御 自慢 あり けれ ば、 鼻 が  一 I ^ほ Vj 高くな りた ま うたぐ」、 

人 皆 申しけ る處 に、 虛 空 に聲 あって 對句 をいた しけ る、 其 對 句に 

富 士雪 乾坤 

七 七 


名 春の 句 な り、 天 狗 やしつ らん ビ 

〇 五山に はよ ろづの 事き やしゃ 

いふ こビを 異名 をつ けて いふ 也 

W 文 一指 一指 は 天 龍 

二百 文 黃鹪 黃配 は兩箇 

三百 文 木毬 木 魅" 雪 峰 

なげ 出す に 

五 百 文 煙景 蛇景は 五 湖 

句 あ リ 

一貫 文 圓相  圓相是 一圓 

かくの 如き 異名 をつ けつ 、 い へ 

〇 徹書記 の 頃 は 殊の外 亂世 なり 

よ り、 さ すら ひ 給 ふ，、」 な り、 其 歌 に 


. 人 皆 奇異の 思 を な し 

風流 をた しなむ VJ い 


七 八 

ける VJ ぞ o 

へ り、 錢 を 何百 文 V」 


1 S3 禪さ いふよ リ名付 

黃 , 啼_ 一翠 柳, 7 二 K より 名 

の木毬 w て 手まリ 也. 參 

て つけた リし マ」 也 

や」 いふに つけし w 也、 五 湖^ 贵 有レ誰 爭 さいふ 


けし- yj 也 

付 也 

徒 来れば 木 毬^ 三つ 


相 也 一貫 也、 圓 き に よ 

り、 風 流なる 事 VJ さ 

し に、 書 記 た は む れ 


リて かく 付た リ 

る 人の 云 也。 

に 歌 をよ み 給 ひし に 


中 々 

此歌 の 心 

鳳凰の 來 

し、 桐 の 葉 

の ど は 

し ビ な り- 

み  し  歌  ど 

中 々 

此 歌の心 

きもの を 

し か ば、 あ 


に 見ぬ もろ こ 

桐の 葉お 

は 今の 世の 政 

儀 を またん 爲 

を 打 落して、 夜 

鳳凰の 事な 

. さ る 程に 書記 

て 語り 給 ひし 

になき 魂なら 

かへ らん 

は 命 あるが つ 

ど、 故 里 を戀し 

はれに 思 召し 


しの 鳥 は 出 じ 

ヾ J せ 秋の 夜の 月 

事 あしき 

-4? 

さ 

底 


な る に 

の 月 を 

、此歌 の 

の譎所 

ば 故里 

もの を 

れ なし. 

く 思 ひ 

て、 め し 


八 


に よ り、 世 

や ，つなる 

はりな く 

心 は 君 を 

歌 友 連 共 


ふの 夕ぐ 

に レこ ら X. 

る 士^い ビ 

へされけ 


め た 

しれ 

舞 ひ 


れ 

あ 

る 


.禁 裏にう ゑ 

は. 鳳 凰の く 

が よ し、 見 ぬ 

歌なる より. 

る に、 ヒ 月 十 


な 


はれ 

ど 也. 


り て、： 夕に よ 

し、 扨此歌 禁裏 

どや さしき^- 

七 九 


同 よ 

は な 

こ し 

ら ひ 

に 丄 


る ベ 

聞 え 

なり 


〇 夢 窓 國師嵐 山 


軍 狩 


夢 窓 


力 く 

夢 窓 


夢 窓 


に 御 出 

露の 身 

國師の 

世に あ 

あそば 

に ご り 

隱 P し 

御 返歌 

隱居 し 


あ り 

を 嵐 

世 

返歌 

by ヾ」 

し け 

濱 を 

て  > し 


に 世 

し つ 

の 山 

に あ 

思 は 

ら し 

れ ば. 

ま ゐ 

を す 

ご り 


をの がれて おはせ し が、 庵 より 煙たち ける に、 尊 氏 將 

い で に、 夢 窓 の 庵へ 立ちより てよ めり 

におきながら 

り顏 のけぶ り 立 かな 

こそ 露の 身 を 

の 煙ビぞ なす 

おもしろく 思 召 し、 折 々庵へ 來り給 ひしに 或 時 

れ ば、 尊 氏 一 首 

ものなら 《i 

ばいかに 飮 むらん 


ね ば 

の 山 

尊 氏 

り. け 

ま す 

を 


ての むべ きもの は 蜀 . 酉 


VJ ても此 世に すむ 身で はなし 

〇 むかし 五山の 名 ある 僧、 忍 びて 月見に ゆかん ビ 二人た くみしに、 一 人 は 

まづ さきへ 出 て、 風 景ょ きかた に 立 寄り 待ち 給 ふ、 今 一 人 は 酒肴せ お ひ て 

跡より 來り給 ひ て、 戯 れて いひし 狂句 

重， 重重 重重 對句 待， 待 待 待 待 

名譽の 一 對な り、 重 の 字お もし ビ よむ 時は仄 也、 ぢ ぅビ こ ゑに よめば 平な 

り、 待 の 字お そし ビ よめば 平 也. ま つ ど よむ 時 は仄な り、 此 の 如くなる 妙 句 

卽 時に 出る こビ、 只 人に は あら じビ 人の 仰せられし。  - 

〇 さる 禪 僧の 語りし は、 卽 心 是佛ど いふ 語 を、 頌 に 作りし を 見 侍る に、 一 の 

句 は 卽の字 を 分け、 二の句 は 心の 字、 三 の 句 は 是の字 を 分 け、 四 の 句 は佛の 

字 を 分けし 頌な り、 其 頌 日本の 作に て はなし VJ 仰せられし。 

有レ節 #ー 于竹ー 三 星 繞_1 月宮 1 

一 人 居, 一日 下 1 养與 n 衆人 1 同， 

.  八 1 


.  八 二 

〇 いにし へ 俳諧の 連句 はやりし 時、 名 人の 句^て 人の 語りし に 

へ 雲 雁 過, 一 雲 雁 1 へ 鹿々 鳴 明 鹿 

〈水 魚 達， 永 魚 1 , 鶉々 睡暮鹑 

.咄 自； 一 口 邊 1 出 へ 油 因 一 1 油 斷ー斷 

睡令， 1 下 1 垂 〃火 以，； 火 吹 1 吹 

此句 V- も 名 春なる 句な り。 

〇 惡事 あれば 又よ き 事 あ り、 是 を 人間 萬 事 塞 翁 馬 ビ いへ ，9、 此 心に て 五山 

の 誰 V」 やらん がな されし 章句 も 名譽の 句な り 

任 他 紅葉 落 塞 馬 月 林間 

此心は 紅葉 は 見事 なれ V- も 散り つくさば それ もよ し、 又 林の 葉 V- も 落 ち 

たらば 月の さはり なくて 一 段よ し VJ. いへ り。 (以上 萬 治 二 年刊 百 物語) 

〇 昔 束 福 寺の 虎關、 一 文字 を かく 並べられし 

テラ， シテ  ヒ トツ サム シ 

月 五， 1 中 岩 1 閑居 1 1 


露 九, 1 幽臺 I 孤 身  一二 

スゴク  スサ マジ 

一 聞， 叫， 一 嶺猿棺 1 亦 一  ， 

イタ ヅラ -1  ハジメ 

1 送 _ 藪 年 1 是 輪廻 一 

〇 昔濟家 の 僧に あ ひ、 名 は 何 ど V」 ひけれ ば、 三 淸ど 答へ ぬるに、 一 派の 僧 今 

一 人 ありあ はせ て、 自 是三淸 第 一 名ビ 戯れけ るに、 

濟家 僧裡獨 分明 

ど 答 へ し。 

〇 むかし 六祖の 唐臼 ふめる 圖の褂 物 を 見 て、 さ る 者是は 面白き 檨子 なトヽ 

われ も 一幅 ほし、 VJ 思 ひ、 あ る じに 此 祖師の 事よ く尋 ね、 宿 に 歸り知 昔の 

繪 かきに 賴む に、 六. 祖ビ いふ 事 を 打 忘 れ、 か らうす ふみの 六藏 を^き て 給 

はれ ビ いうた。  (以上 寬文 十一 年刊 私 可 多咄) 

〇 昔嵯 蛾の 策 彦和尙 の 入唐 遊ばして 後， 信 長 公の 御前に ての 物語 に、 靈 鷲 - 

山の 御池の 蓮 葉 は 凡そ 一 枚が 二 間 四方 ほ ざ 開きて、 この 薰る風 心地 よく， 

八 三 


八 四 

この 葉の 上に. 晝寢 して 凉む人 ある ど 語 りた まへ ば、 信 長 笑 はせ たま へば、 

和尙ぉ 次の 室に 立ちた ま ひ、 泪 を 流し 衣の 釉を 絞り 給 ふ を i て、 只 今 殿の 

御 笑 ひ 遊ばしけ る を 口惜しく 思 召されけ るか ビ 尋ね 給へ ば、 和 小 のた ま 

ひ し は、 信 長 公 天下 を 御 知り 遊ばす 程の 御 心 入に は 小き 事の 思 は れ、 泪 を 

溢す VJ のた まひけ るビ ぞ。  (負享 二 年刊 西 鶴 諸 國咄) 

〇 いにしへの 都、 奈 良の 京ニ條 村に 住みけ る 林淨因 はも ビ宋國 の 人な り、 

花 洛建仁 寺 第二 世 龍山禪 師入宋 ありけ る 比、 此 林淨 因に あ ひ 給 ひける に、 

淨因も 龍 山に 歸 依して 膠漆の 交淺 から す、 元 朝に 至りて 順 宗 皇帝 至 正 元 

年に 及 び， 龍 山 禪師歸 朝した まへ り、 是 本朝の 人 王 九十 七 代 光明 院の 御宇 

暦應四 年な り 、林^: 因 も 此和尙 の 德を慕 ひ、 同 じく 龍 山の 伴侶 ビ なりて H 

本に 來 り 、今 の 南都 ニ條 村に 住居し けり ビな ん、 昔 は此 村を奈 良の 町ビし 

け る 故、 奈 良の 名產ビ い ふなる 晒 法論 味噌の たぐ ひ も. 猶 愛に ありけ るビ 

；て、 さ れば淨 因も此 里に 足 を V」 めばや ど 思 ふ 心よ り. ま づ 家業 ビ い ふ もの 


なくて はいか  >  ビ 、思 ひめぐ らしけ 

いふなる 饅頭 を始て 造り 弘め ける 

事に も是を 以て し、 凶 事に も 亦 用 ゆ 

字 をい は す、 鹽 瀨を 以て 名 乘る事 は 

和靖 なり ビか や、 詩 人の 後裔 たれ ざ 

は、 恥 を 先祖に 與 ふるなる べし ビ 思 

淨因奈 良に ありて 作業 をつ ど めし 

年頃 をへ て肢 暈の 心 甚だ 起り もて 

に 龍 山師の 惠を思 ひ、 心 に 專ら觀 じ 

の ベ 給 はらば 吾本 朝に お い て 儲け 

ベ し な ざ、 佛 に 向 ひか きロ說 くやう 

猙 因が 寢 たる 臥 室の 北に 常る 壁の 

掘 切りつ こぼら ど る  一？ 5 曰し ける 程に 


る に、 古 へ 諸葛孔 明が 造り ひろめし ビ 

よ り、 我 朝の 人 普く もて は へ らか し、 吉 

る 事に ぞぁ りけ る、 然 れ V- も此家 林の 

その かみ 淨 因が 遠祖 は 詩人に し て、 林 

も、^ に 島る にあら す ペ艮 類に 名 を 得る 

ふ よ り、 鹽 瀨を 以て 氏ビす どか や、 扨 此 

內、 い つし か 病身 どなりて 虛火を 煩 ひ、 

ゆきつ 、、心 地 死ぬ やう 覺ぇ しか ば、 常 

念 願 すら く、 我 此 度の 病 を 治し 命算 を 

たる 子のう ち 一 人 を 弟子に ま ゐらす 

に 祈り 歎く 事 ひたすらな トメし に、 或 n 

後に あたりて 大勢 人のより て、 ひ た ヾ J 

，看病の 者 共に いひて 窺 はしむ るに 更 
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に 人 ある 事な し、，^ 此 する 事 七日に 至りて 壁 忽 ち す き ビ ほ 

VJ 星の 如く 見 ゆるに 驚 き、 ま た 看病の 者に 指さして 見す る 

に P "ゆる 事な し、 か くて 一日 をへ て大さ 盤の 如 し、 淨 因 自ら 

る に、 壁 の 北 は 妻の 化粧し ける 所に 設けた る 一 間なる に、 S 

な り て、 草 な ざ 之 もい VJ はや 生 ひ 茂りた る 中 に、 農 民 V- お ぼ 

か り、 手 々に 鋤 鍬 を 取 h- て 穴の 前に 立て り、 淨 因 不 思 議 さ い 

て、 此 者 共に ビ へ ば 皆 跪 き 答へ ていふ や う、 是 は 花 洛建仁 寺 

御 分の 地ビし て、 我 々に 命じ 愛 を 開かせ 給 ふ 也， 鹽 瀨淨 因の 

^ つ る を 聞 召して、 我々 に 仰せて 此道を 開かせ 追 付^ 家に 

也ビ、 いひ も 架て ぬ さきに 先手の 侍 五 六騎、 馬 鞍 さわやかに 

備へ てこな た ざまに 步 ませ 來れ り、 そ の 次 は 皆 一 山の 僧 ビ 

數 百 人. 兒 喝食花 を 飾り 圍繞 しけ. る 中 に、 龍 山 和 尙は上 輿に 

く 有 p  く覺ぇ け る ほ Vj に、 少 し 返き て 首 を 傾け 禮しゐ たる 


り 明かなる こ 

に、 是 も 人の 目 

立ちて 窺 ひ 見 

の 外 廣き野 ビ 

しき 者 十 人ば 

重 病 を う け 給 

渡らせた まふ 

いでたち 列 を 

見えし 法師 共 

坐し 給 ふが 貴 

に、 穴 を 去る こ 


ビ 二三 間 を 隔て 、輿 を かきす ゑ さ せ、 龍 山の たま ひし は、 公 が此 度の 病旣 

に 定業な り、 殘 れる 命な し^いへ ざ も. わ れ 公が 爲に冥 官に到 りお 三に 歎 

き 乞 ひて 十二 年の 命 を 申請け た り、 け ふより して 病 を 愁ひ給 ひそ ど宣ふ 

VJ 思ふ內 に、 壁 なれあ ひて 元の 如くな り ぬ、 さ て かく ありけ るより 日に そ 

ひて 本復し ける 程 に、 や がて 三人 ありけ る 子の 內 一 人 を 具して、 都に 上り 

龍 山の 弟子 ビ なし ぬ、 卽 ち 今の 建 仁 寺の 內兩 足院ビ い へ るの 開 祖、 無 等以 

倫な^ ビか や、 誠 に 龍 山の 罄 るかに 幽冥に 通じけ ん、 有 難き 僧な りけ り。 

(寳永 三年 刊鷺水 御伽 百 物 語) 

藻屑 物語 ご 男色 義理 物語 

藻屑 物語 は 江 芦 時代の 男色 物の 元祖^ いふ ベ きもの で、 そ の 事 實は寬 永 

十七 年の 事で ある-これ は淺 草の 慶養 寺に 傅へ た寫 本で、 燕 石 十 称の 第 四 

輯に收 めら れて 居る。 その 梗槪 をい ふ V」 德川將 軍の 後見 どして 時め い 
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た 櫻 川侍從 の 臣下に、 伊丹 右京 VJ い ふ 十. 六 歳の 美少年 あ り、 同じ 主君に 仕 

ふる 舟 川 采女ビ て. これ は 十八 歲の 若者なる が 右京 を 戀ひ慕 ふ あま， 5 病 

氣 になった。 朵 女の 兄 分なる 志 賀左馬 之 助 どい ふ 者 これ を憐 み、 自 ら 媒 

して 右京に 契らし む。 こ、 に 又 其 頃 召し 抱 へられし 細 野 主 膳 どい ふ も 

の 右京に 思 ひ を か け、 茶 道 節 木 松 齋を媒 どして 說 かしめ たれ ざ、 更 に 承け 

引かざる より 怒りて 窃に 右京 を 討ち果さん ど 計る。 右京 之 を 知 ，9、 寬 永 

十七 年 四月 十七 日の 夜、 逆 まに こなたより 押 寄せて 主 膳 を 討 ち、 爲 に慶養 

寺に て 切腹 を 命せられ しかば、 采女 も慶養 寺に 駔け つ け、 右 京 ビ席を 並 ベ 

て 切腹したり ビ い ふ 筋に て、 當 時の 實說ど おぼし く， 文 章 も 古風に てた  >、」 

た ノレ し く、 小 說 どして は 見所 少 きもので ある。 近古 小說 解題 に、 櫻 川侍從 

ど ある は、 堀 田 正 盛の 事 を 憚り て、 匿 名に したるな らん- yj 言 はれた の は、 さ 

も あるべ き 事 W 思 はれる。 西 鶴のお 色 大鑑 卷之三 (馬 琴が 卷ニ どいつた 

の は 8 藥 はきかぬ 房 枕の 一 章 は、 藻 屑 物語の 事實を その ま 、採り 用ゐた 


もので. 文章 も 原文 を 可也 多量に 借用して 居る が、 本 筋に 關係 少 き 枝葉 を 

刈り 去つ て、 例 の 簡潔 遒 勁な 筆. つ き 流石に うまい もの で、 鉛 を 化して 銀ヾ J 

なすの 手段 は， 造 慽 なく 發 揮され て 居る。 さて 此 物語 は、 從 來刊 本な きも 

のど 思 はれて 居た ので ある が、 今 囘 男色 義理 物語，、」 い ふ 書 を 書肆から 見 

せられて 讀ん で 見 る ど、 そ れが 藻屑 物語に 多少の 修正 を 加 へ たので ある 

こぐ」 を發 t したつ 此書は 半紙 本 四 冊で 菱川 派の 書 を 入れ 卷 尾に 元祿十 

二 年 g 正月 吉日 利 倉 屋小太 郞板ビ ある。 文章 は 藻屑 物語 を少々 改竄し 

たに 過ぎない が、 書 中の 人名 は 皆 改められて 居る。 大鑑 は 櫻 川 侍 從を某 

侍從 どした だけ で、 K 他 は 原本 通りの 人名 を 用ゐて 居る が、 此 書で は 

櫻 川侍從  唐 橋侍從 

伊丹 右京 深 見 右京 

舟 川釆女 三 好釆女 

志 賀左馬 之 助 志 賀內藏 之 助 
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細 野 主 膳 細 野 式部 

節 木松齋 澀 川露齋 

ヾ J いふ 風に. 大なり 小な り 一々 かへ て ある。 右京の 戒名の 花 童院釗 切お 

^居士 も 花 童 院見雪 雪^ 居士 ざな つて 居る。 貞享四 年刊 行の 大鑑に さ 

へ、 原書の ま、 に 出た 名 を、 今 更何を 憚りて かく 變更 したので ある か、 新 作 

物の やうに 世間 を 欺く ため か、 慶 養 寺の 寫本を その ま、 刊行す るが 疚し 

くての 申譯 か、 こ の 二つの 中で あらう。 

尙此 書の 外題 ビ 、刊 行年 月 や 書肆の 名前の 所に は、 入 木で はない か ビ疑は 

れる 形跡が あ る、 貞享 の 書 鐯目錄 に若逍 物語 ビ い ふの が 見えて 居る が、 或 

は それ を 改題した ので はなから う か、 併 し 若 道 物語 は 未見の 書 で、 只 外 題 

だけからの 推測に 過ぎぬ ので ある 故. も し 若 道 物語 を旣に i られた 人が 

あるな ら、 其 內客を 知らせて ほしいの である。 


支那 小說 の翻譯 

(剪 燈新話 W 伽婢 子) 

德川 時代の 戯作 小說に 支那 文學の 影響が 著しく 現れた の は 言 ふまで も 

な く、 文 化 文政 時代 で、 元 祿 時代の ものに は 其の 痕跡が 餘程 微弱で ある。 

元祿 にも 通俗 三國誌 | 髓 俗漢楚 軍談 |灣<  の 類 出 たれ V ヒ、 是等 は諸史 

小 說を撮 合して 演義 體に 綴った もの で、 後 期の^ 山 小說を その ま、 翻譯 

した もの VJ は 同様に 見做し 難いので ある。 元來 支那 小 說が讀 書 人の 間 

に玩 ばる 、に 至った の は享保 頃から-の 事 で、 寶 曆 になって は旣に その 翻 

刻 翻譯が 盛に 行 はれた。 李 卓 吾 批點の 忠義 水滸傳 (二 冊十囘 まで) は享保 

十三 年に 翻刻 さ れ、 片 假名 交 り 文の 翻譯で は 通俗 忠義 水 滸傳、 通俗 西遊記、 

通俗 醉 菩 提、 通 俗 醫 王 耆 婆 傳， 通 俗 金 翹傳、 いづれ も 寳暦七 年から 同じく 十 

三年までの 間に 出た ので ある。 
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漢學 は元來 修身 齊家 治國平 天下 を 目的 どす る 倫 

閑 餘の末 枝 ビ 考へ ら れてゐ たので ある が、 時 勢 の 

して 之 を 樂む者 を 生す るに 至った。 享 保の はじ 

つて 修辭の 學を唱 へたの も、 一 っは此 機運に 導か 

く此 傾向 を 助長し て、 詩 龕 風流 を 以て 自ら 高し ヾ」 

出せし めた。 服 部 南郭、 紙 園 南海、 柳澤洪 園の 如き 

も 著しい ものである。 漢學 の硏究 が. 文學 的に 傾 

が輕 蔑して 讀 ま う ビ も せ や、 讀 め もしなかった 小 

文士に よって 耽讀さ れ、 又 は 翻刻 翻譯 さる、 に 至 

遺文 中に も鳞兒 報ビぃ ふ 小 說の譯 が斷篇 なが ら 

まった 花柳 社 會の內 慕 を 穿った 洒落 本 も、 或 は 支 

は 無 いか V」 思 はれる。 洒落 本の 最も 古き は實曆 

聖 遊 廓 ，、」 で あ る が、 自 分 は 之に 月 花 除 情 を も 加 へ 


九 二 

理經 濟の學 問で、 詩文 は 

推移.、」 共に^ に 文 學、、 J 

め 徂徠が 李 王の 說に據 

れ たの で、 そ れが又 著し 

する 文人 肌の 學者を 輩 

は、 そ の 代表者 どして 最 

く  VJ 共 に、 從來の 漢學者 

說 類 が、 當 時の ハイカラ 

つた。 現に 柳澤ほ 園の 

殘 つて 居る。 寶 暦に 始 

那の 戯文から 出た ので 

七 年刊 行 Q 異 素 六 帖 ビ 

よ う ど 田 3 ふへ 月 花^  が 


寳曆七 年 以前の 刊本 たる こビは 別に 考證 あり )o 此中異 素 六帖は 書家で 

名高い 澤田東 江 の 戯作、 聖 遊廓 は 著者 不明な れ ざ、 释 迦、 孔 子、 老子の 三^が、 

李 白の 揚屋で 敵娼 ど；^ 間の 白樂天 ^を 相手に して 遊ぶ ビ い ふ 趣向に て、 

卷 末に 附錄 ビ して 廓詞の 唐音 を 出して 居るな V/ 大 抵 作者の 如何なる 人 

であるか  >  窺 はれる。 月 花 餘情は 献笑閣 主人 題 どい ふ 漢文の 序文 あり、 

本文 も 最初に 江南妓 邑記ビ 題し て、 漢文に て 島 內の妓 情を說 き、 次 に 燕 喜 

篇 ど 題 し， 國 文に て 靑樓宴 與の事 を 書いて 居る。 後の 二 書 は いづれ も大 

阪 板 で、 大 阪の 花街 を寫 した ものである が、 作 者 は いづれ そんで ふそ こら 

の漢學 書生の い たづら であらう。 さて こんな 物 を  一^ 何から 思 ひつい 

たか ど考へ 及ぶ は 誰し も同樣 であらう。 最初の 洒落 本の 三種が 三砘 ビ 

も 漢學者 臭い 人の 手に 成つ て ゐる所 か ら、 吾 人 の 速 想 は 直に 李 卓 吾？) の 

開卷 一 笑ゃ曼 翁の 板 橋雜記 等に 及 ぶので あ る。 懼內經 、了 鬟賦、 娼妓 賦、 射 

問賦な ざの 戯文 を收 めた 開卷 一 笑 や、 金 陵 敎坊の 繁華 を^き、 才子 佳人の 
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情話. を述 ベた 板橋雜 記が、 支那^ 拜の 、ノ ィ カラ 文士に 愛讀 された 事 は 勿 

論 で、 現 に開卷 一 笑 は 寳曆五 年 巢お生 人 (都 貲 庭 鐘) に よって 傍訓 ど释 義ヾ」 

をつ けて 反 刻 さ れ、 板 橋雜記 は 稍 後れて 明 和 九 年 山 崎蘭齋 によつ て、 手際 

よく 俗譯 のつ いた 本が 出て 居る。 洒落 本が 是邊 から 著 意され たらう ど 

い ふ 吾人の 推測 は、 强 ち失當 であるまい ど 思 ふ。 

支那 小說 紹介の 功 勞者ビ して 忘る ベ からざる 人が 三人 ある。 その 一 人 

はも W 長 崎の 通 事で、 唐 昔 俗語 を徂徠 に敎へ 、又 0 語 便 用、 唐 譯 便 覽、 小 說 讀 

法 等 を 著 し、 水 滸傳 最初の 譯者 たる 岡 島 冠 山、 一 人は史 記ゃ國 語な ざ 四 種 

の註釋 では 四 韉の浮 名 を 歌 はれた が、 今古 奇觀等 か ら 佳篇 を拔き 出して、 

小說精 言、 奇 言 等の 短篇 小 說集を 編んだ 京都の 學者岡 白 駒、 今 一人 は.^ 阪 

の 儒者 で、 巢居主 人 又は 近路 行 者、 千 M 浪 子な ざの 匿名の 下 に、 短 篇小說 の 

ハナ プサ  シゲ { ャ ヮ ヒヅ ジグ ナ 

翻案 を 試み て、 英 草紙、 繁 夜話、 莠句冊 等 を 著し， 白 駒が 四嗨の 世評 ど 同じ や 

う に、 本 戳の ii 者よりも 內 職の 小說が 大當 りで あるな V- 、當 時の 學者評 


判 記に 書かれた 都賀庭 鐘で ある。 

味 を 一 般社會 に 紹介して か ら、 間 も 

々水 滸傳の 名 を 胃した 戯作 が、 天 罡 

て は 猫 も 杓子 も 唐 山 俗語 を 振 廻し- 

さてお き」 ど 振 假名 をつ け たり， 這 奇 

ませて 嬉しがる やうに なった。 支 

な 高慢 を 並べた 馬 琴の 讀 書 力 も， 今 

る が、 兎 に 角力の 及ぶ 限， 9 涉獵 した 

小說も 可也 多かった こビ は、 寬 政 三 

種を數 へる に 見ても 知れ る、 舶 載 小 

木 村蒹葭 堂が あ つて、 文士の 後楣 ど 

究が 追々 開 け、 只 讀 むだけ では 滿足 

を漢譯 する 者 を 生す るに 至 り、 四 鳴 


此 三人が 先驅 どなつ て、 支那 小 說の趣 

なく 京傳^ 琴 等の 讀本小 說が起 り、 何 

地^ 星の やうに やたらに 飛 出し て、 は 

-御 苦勞に も 「閑 話 休 題」 ど 書 い て 「そ れ は 

的」 V」 書 い て 「こ はめ づらし き」 な V-  > 讀 

那小說 通 を 以て 自ら 任じ 頻に いやみ 

日から 観れば 隨分 怪しい も-ので は あ 

こ ビは疑 を容れ ない。 又 當時舶 裁の 

年刊 行の 小 說字彙 に、 援引 書目 百 六十 

說の 購入者で は 江 BV に北靜 廬、 浪 花 に 

なった。 こんな 風で 小說ゃ 俗語の 硏 

せ す、 自 ら筆を 執 つ て 我國 の 戯曲 小說 

蟬、 日 本 忠臣 庫. 櫻 精 傳奇の 類が 出 來た。 

九 五 


九 六 

當 時の 小 說家迚 中に は、 尾 羽 打 枯らしても 筆筒に 孔雀の 羽 ^讀 め な く ビ 

も 書架に 唐 山 小說の 一 帙も 置かなくて は、 文 士  VJ しての 品位が 保てな か 

つたので ある ◦ 

今古 奇 觀. 拍 案 驚 奇、 石 點 頭、 八 洞 天の やうな 短篇 集の 歡迎 され た の は、 讀 む 

に 倦ま す、 翻 譯 翻案に も 手頃で 入り 易い から で、 今 口の 西洋 小說 における 

ビ 同 傾向 で、 元 祿 以前に 剪 燈新話 や 棠陰比 事 が、 眞 先に 譯 された の も 之が 

ためで ある。 元祿 以前に は 純 粹の小 說は讀 めない ものである か ら、 あ ち 

らの雜 史隨筆 類 がら 材料の 供給 を 仰いだ 疑獄 談を 集め た 棠陰比 事 は、 慶 

安四 年に 棠陰比 事物 語 VJ して 平 假名 繪 入の 草子に 俗譯さ れ、 櫻 陰 比 事 (元 

祿 一 一 年-鎌 倉 比 事 (寳 永 五 年^ 本 祧陰比 事 (寶 永 六 年 刊、 後 に 本朝 藤 陰 比 事？」 

改題， 等の 摸倣 作いで、 大 岡 政談 や 馬 琴の 靑砥藤 綱摸稜 案に も 多少の 材料 

を 供給した。  . 

剪 燈新話 は 天文の 頃我國 に渡來 して 愛 讀者も 多 か つた ビ見 え、 早 く薆長 


活字 板に 

が 最初の 

に 後れち 

るが、 了 意 

尙に 投じ 

說カ H.N 牙 

成して 居 

新御彻 

宗祇諸 

諸國咄 

狗 張子 

h£ 國 ず 

玉櫛笥 

玉 箒 子 

怪談 全 


翻 刻 さ れ、 尋 で慶 安元 年に 整 板に 苒 刻され て 

翻譯 どして 世人の 注意 を惹 いた 了 意の 伽婢 

こビ 十五 年の 宽文六 年に 出た。 怪談 物 は 之 

の 平易 流暢な 文章に 和 げられ た 新奇な 怪異 

たもの ビ 見え て、 此 書 一 たび 出て よりこの 體 

貞享 から 寬政享 和の 頃まで 絕 えす 續 出して 

る o 八 マ そ の 著しい もの を 擧げる VJ 次の やう 

洛下 {€ 居 

不 明 


婢 子 

國 物語 


百 物語 


書 


天 和 三年 

a: 享ニ 年 

同 

元祿四 年 

同 五 年 

同 八 年 

同 九 年 

同 十一 年 


井原西鶴 

淺井了 意 

俳 林 子 

林文會 堂 

同 

羅山子 


居る。 而し てこれ 

子 は、 棠 陰 比 事物 語 

よ， 5 〗g にも 出て 居 

談 は、 太 く 世人の 好 

裁 を 襲 う た 怪談 小 

怪談 物の 一 系統 を 

である。 


九 七 


九 八 


御前 伽婢子 

御伽 人 形 (H 國！ 夜 宿) 

御伽 百 物^ 

近代 因果 物語 

大和 怪異 記 

一 夜 船 (怪 談諸國 物語) 

怪談 乗合船 

御伽 空穗猿 

御伽 夜話 

怪談 登 志 男 

古今 百 物語 

鬣 世 百 物語 

諸國 怪談 幀 

新說百 物語 

怪談 w のね 袋 

近代 百 物語 


寶 永 

正 德 

元 

寶 

叨 和 


同 


五 年 

年 . 

年 


者。 一 錦 

E 圓水 

靑木鷺 水 

同 

不 叨 

北 條圑水 

落パ 庵橾巵 

摩 志 E 好 話 

安 勝 子 

靜觀坊 

說 山 

烏 有 庵 

不 叨 

高 古堂 主人 

臥 仙 子文坡 

鳥 飼 W 雅 


怪談 询伽童  安永 元年  不叨 

雨ガ物 Si  同 五 年  上 H 秋 成 

怪異 談叢  天叨 元年  伊丹 格 園 

前 席 夜話  寛 政 二 年  文 祭 堂 

怪談 旅硯  同 三年  紅葉^ 主人 

怪談 旅の 曙  同 八 年  波 天 奈志小 浮 鹂 

怪談 藻據草  享和 元年  速 水 春 嘵齋 

怪談 物ビ いふ も  一 二分が たは 怪談なら ぬ 物語の まじって 居る のが 多い o 

怪談 物 ど いふ 名 稱を廣 げて奇 事 異聞 談ど でも すれ ば、 近 路 行者の 英 草紙， 

繁野 話の 如き も、 當 然 この 一群に 入るべき ものである。 英草 紙、 雨 月 物 語 

を 江芦讀 本の 父 どして 重き を 置く 文學 史家 は、 溯 つて その 祖父た る 了 意 

が伽婢 子の 功 を 認めねば ならぬ。 

伽婢子 は^ 燈新話 全部 二十 篇の 文章 中より 十八 篇を拔 き 地名 人名 を も 

日 木. に改 め、 す ベ て 我が 國 風に 叶 ふやう に 翻案して、 少しも 譯文 らしい 炱 

九九 
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氣を 留めぬ 颇る 手際な 出來榮 である。 今 其 一斑 を 示す ために 少しく 原 

文 V」 對 照して 見よう。 

天台 訪隱錄 

台 人 徐逸粗 通， 一書 史； 以， 一端 午 日, 入， 一天 台 山, 拔， 藥、 同 行數人 憚， 一 於 涉^. 中 道 而返. 

惟 逸 愛.； 其 山 明 水 秀； 樹 木陰 翳 進 不^, 止、 且 誦」 孫 興 公 之 賦 一而 賛 -其 妙 曰、 赤 城 

霞起而 建 S 、濯 布 枭流, 界， 道、 非 i 語 1 也、 更 前 數里、 則斜 E1 在， 嶺 0 鳥 投， 木、 進 

無， 所 fe 退 不， 及& 矣、 躊 躇之 間忽澗 水中 有， 一 巨 瓢 流 出； 喜 曰 此 豈 有, 一お 人 | 乎、 否 

刖必琳 宫 梵 宇 也、 遂 沿， 澗 而 行， 不^ 餘 一至， 一 一 衙 口； 以„ 巨 石, 爲^: 入數十 步刖豁 

然 寛 敞、 有， 一居 民 四 五十 家； 衣 冠 古 朴、 氣 質 淳 厚、 石 田 茅 屋、 竹 P 荆 扉、 犬 吠 鷄鳴， 

桑麻掩 映儼然 一 村庄 也、 見， 逸 至 1 驚 問 曰、 客何爲 者、 焉 得 而 涉魯 境； 逸 吿 以， 一入 

, 山 採， 藥 失， 路 至， あ、 遂 相 顧 不 ，語 、漠 然 無， 一延 接 之 意； 惟 一老 人 衣冠 若， 一 儒 者； 扶& 

而 前、 自 稱 一一 太 學陶上 含； 揖& 而 言 曰， 山 澤 深 險、 豺 0 之 所，. sr 魑 魅 之 所， 遊 • 日 又 

晚 矣、 若 固 相拒是 見い 溺 而 不& 也、 乃 邀， 逸 ま 一 其 室； (下 き 


十津 川の 仙境 

和， M の 堺に藥 種 を 商 ふ 

紀 州十津 川に 湯治し け 

り、 長 次 或 日 思 ふや う、 年 

ビ云ふ もの 生 出 て、 尋 ね 

見ば やど 思 ひ、 僕 を ば 宿 

つの 谷に 下りて 見れば、 

ど 思 ひ、 水 に隨 ふての ぼ 

爭 ふ、 斯 て 十 町ば かり 行 

て 見れば、 茅 葺の家 五六 

苔 生 ひて 壁 碧 をな し、 竹 

えて 砌を めぐ り、 鶴 鳴 て 

ならした る 村里 也、 樵 り 


者 あ 其 名 を 長 

り、 病 に相當 せし 

ごろ 聞傳 へし 十 

あたれば 多く 有 

に 留 め、 唯 一 人 深 

美く しき 籠の 流 

る：、 ョ i; 已) 一く 

く か，、」 登 え し、 岩 

十 許り 軒 を 並べ 

の 折 戸 物淋しく 

星に のぼ る、 桑 の 

つみけ る雅 柴、 春 


次 どい ふ、 久 しく 瘡毒を 憂へ て 

に や、 十 四 五日の 間に 平復し 侍 

津 川の 溫 泉の 奥に は、 人 叁黄精 

b  VJ 云、 此 慰みに 近き 所 を 搜 し 

く 人 しか ば、 t に 踏 迷へ り、 一 

れ出 けれ ば、 此 水上に 人里 あり 

れか、 り、 鳥 の 昔 かすかに 塒を 

を切抆 たる 門に 到 り、 內 に 入り 

て 立た り、 家 々の あり さ ま、 石 垣 

蔦 かづら 冠木 をかざる。 犬 ほ 

枝 茂り 麻の 葉お ほ ひ、 誠 に 住み 

つ きて ほす 粟粳. さすが に 寂し 

101 


一 〇 二 

あ 9 さま 

から ゃぞ 見えた る、 人 の 形勢 古風 あ.， 5 て、 素 襖 袴に 烏幡 子 着 て、 行 還 し づ 

かに 威儀み だり なら す、 長 次が 立 やすら ひたる 姿 を 見て. 大に怪 み 驚き 

て 問 ひけ る や う， 如 何なる 人 なれば 此 里に さまよ ひ來れ る、 世 の 常にし 

て 知る ベ き 所に あらす ビ 云、 長 次 有の 儘に 語る、 こ  >  に 一 人の 老人 衣冠 

正しき が、 蓬. の沓を はき 藜の 杖 をつ きて. み づ から 三位 中將 VJ 名の り、 長 

次に 向 ひて 曰、 こ 、は 山 深く 岩 ほ 峙 ち、 熊 狼 むらがり 走 り、 狐 木 玉の 遊ぶ 

所に し て、 曰 は 暮れた り、 此 儘打捨 な ば、 是 ぞ 水に 溺れた る を 見ながら 援 

はざる に 同じ かる ベ し、 此 方へ おはせ よ 宿 かし 侍らん ビ て、 家 に 連れて 

歸 りぬ。 

了 意 は 博く 內 外典に 通 じ、 和 歌 連歌 0 心得 もあった 人 だけ に、 能 く 原文 を 

咀嚼して 之に 拘束され や、 平 易 流暢に して 然も 姿 致 ある 文章 は 近 松 W 鶴 

以前の 第 I 人ど稱 すべ きで ある。 伽婢子 十三 卷六 十七 篇の文 は 剪燈新 

話に 基 V いた 十八 篇に加 ふる に、 剪 燈夜 話中の 數篇 や、 是等 ど 類 を 同じ， ン 


する 奇事 異聞 を 以てした もので、 新 話中の 聯芳樓 記の 如き 原文の 作意 を 

改めて 女 を 一 人 ど したの は、 姉 妹 二人が 一 人の 秀才に 私通 するどい ふ 筋 

が、 敎 訓上 不都合に して、 「兒 女の 聞 を 驚か し、 自 ら 心を改 め、 正 道に 赴く 一  つ 

の 袖 どせ ん」 VJ する 主 意 に戾 るからで あらう。 後人の 便宜 を 思 ひ て、 兩 者 

の 對照を 表示す る こど 次の 如し。 


前 燈新話  伽婢子 

卷 一 

水宮 慶會錄  龍宮 の上楝 (卷 一) 

三 山 福 地 志  黄金 百兩 (卷 一) 

華亭逢 故人 記  菅谷九 右衞門 (卷 七) 

金 鳳釵記  眞 紅の 擊帶 (卷 二) 

聯芳樓 記  歌 を媒ビ して 契る (卷 八) 

卷ニ 
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太虚 司法 傅  鬼 谷 に 落て 鬼ビな る (卷 三) 

修文舍 人 傳  了 仙 贫窮附 天狗 道 (卷 十) 廉 直 頭 人 死 司 一一 官職 1( 卷 七) 

鑑湖 夜泛記  (缺) 

綠衣人 傳  易：. 生 契 (卷 十 一 ) 

右の 中 愛 卿 傳を譯 し 〃遊女 宮木 野の 一 篇は、 雨 月 物語 卷の 二 「淺 茅， が 宿」 の 

粉本 どなった らし い、 同 じ 物語 卷の三 遊歷の 俳人が 高野山に て 關白秀 次 

の {J 魂に 遇 ふ 「佛 法 僧」 の 一 篇 は、 有 名 な 「白 峯」 ど 同型の 著 想 で あるが、 これ も 

伽 婢子卷 五の 「幽 靈 評 11 諸 將ー」 ビ餘程 似通うた 趣が ある。 雨 月の 吉備津 の 釜 

の 後半 は 全く 牡丹 燈に據 つて 居る。 序ながら 雨 月卷ニ の 「夢 應の鯉 魚」 は 

說海 にあ る 「魚 服」 の 譯 で、 是 は旣に 早く 怪談 全書 や 御前 伽婢 子に 翻譯 紹介 

された 程で ある。 妖怪す きで 狐狸が 人 を 魅す る VJ いふ 事 を 固く 信じ 屮 

井 履 軒に そんな 事が ある もの か、 皆 心の 迷 だビ、 一 言 の 下に 排斥され て、 執 

念 深く 履 軒を怨 み、 何 かどい ふ 、懷 儒 者 の、 世 間 知らす のど つた 秋 成 其 

1〇 五 


1〇 六  . 

人 に は、 剪 燈新話 ゃ伽婢 子な V- は 定めて 曰 常 愛讀の 書で あったら う。 金 

鳳 叙 記の 一 篇は 怪談 全書に も翻譯 されて 居 る、 此書 は 說 海、 說 淵、 太 平 廣記、 

異 聞 錄、 搜 祌 記な ざ から 怪異 談を 選り出し て、 片 假名 交りに 和譯 した もの 

で、 編者の 羅山子 は 有名な 沐羅 山で あるか 否や は 疑 はしい。 

最後に 注意す ベ き は、 剪燈新 話の 紹介 は、 從來 世に いふ 如く 伽婢 子が 先登 

第 一 の 名 を 擅に する 權 利がない 事で ある。 それ は 著者が 見聞した 諸國 

の 怪談 因果 話の 類 を 集めた 奇異 雜談 集ビ云 ふ六册 物が あ る、 出 版の 年月 

は 不明で ある が、 書中の 記事に よる ビ、 著者 は 文明 年中 江 州 三 雲の 庄妙感 

寺に 居た 六角 氏 に 仕へ た 中 村豊前 守 ビ いふ 武士の 子 で、 若年 にして 僧 ど 

な り、 丹 後の 府中に 住 み、 其 後諸國 を遍歷 した もの、 如 く、 其 见聞談 の 年代 

は明應 より 天文 十 年に 及んで 居る。 されば 天文 年間に 出來 たもの ど 推 

定 して 差 閊 がない やう だ、 怪 談集 因果 物語 どして は 最も 古い ものである o 

貞享ニ 年の 西 鶴諸國 咄、 同 三年の 婦人 養 草 (金 澤 藩士 村 上 武右衞 門 著) にこ 


の 奇異 雜談 集に 據 つた 材料が ある が、 そ 

六の 卷に 剪燈新 話の 譯が 出て 居る。 

「新 渡に 剪燈 新話ビ いふ 書 あ り、 奇 異なる 

ケ暖を 取って こ ゝ にの するな り、 前 ^ 燈 ,/ レ 

まで かたる ど いふ こ、 ろな り、 新 話 ど は 

たる ゆへ に、 あ たらしき 事 V- も を かたる 

どば を や はらげ 日本の 詞 になして 記す 

妹の 體を かり 夫に 契り し 事」 「女 人 死後 男 

德 によって 申 陽 洞に 行 、一一 一女 を つれ 歸り 

に、 金鳳釵 記、 牡 丹 燈 記 、申 陽 洞 記、 以 上 一一 一 篇 

に 重き をお いた 質朴な 風體 で、 伽 婢 子の 

い が、 新 話 翻譯の 先鞭 をつ けた もの どし 

之 を 要するに 同じく 支那 文學を 材料 ヾ」 


れらの 事 はさし 置い て、 此 書の 五 


物語 を あつめ 

は 徽燭の ひ を 

舊 剪燈 夜話 ヾ」 

ゆへ に 新話ビ 

るな り」 V」 ぽ 

を 棺の內 へ 引 

妻ビ して 榮花 

の譯を 物して 

流 一 麓 ビ は、 固 よ 

て 顯揚す ベ き 

して^  した 


たる 書な り. 今 二三 

きるな り 夜 ふくる 

いふ 堂 曰 あ り、 事 ふ り 

いふな り、 今 唐の こ 

を 置 いて、 「姉の 魂魄 

込 ころ す 事」 「弓 の 

を 致せ し 事」 の 題 下 

居る。 文章 は 記實 

り 同日の 談 ではな 

である。 

江 In- 時代の 小說 も、 

一 0 七 


ー〇 八 

文化 文政 期の もの は 俗文で 書いた 純粹の 小說に 基づ き、 元 祿 期の もの は 

古文で 綴った 雜史隨 筆 類に 據っ たどい ふ が、 兩 者の 著しい 特徵 である。 

松 永 貞德の 父祖に ついて 

德川 初期の 歌人 俳家ビ して 有名なる 贞德の 名 は 普く 世人の 知る 所で あ 

るが、 一 時 は 飛ぶ 鳥 を もお V」 す 勢の あった 貞 門の 俳諧 も、 蕉 風の 勃興に 及 

んで 古風の 名の 下に 輕 蔑し 去られて 顧みる 者な きに 至った た め、 通 俗 文 

藝宣傳 の 開祖 た る 此翁 の 事蹟 も 熱心なる 研究者 を 得すし て 今： 《 に 至つ 

たの は氣の 毒な 次第で ある。 今 まづ其 父祖に ついて 小 研究 を 試みる^ 

V」 寸 る o 

貞德の 父祖に つ いて 多 數の書 は、 久 秀の孫 VJ いふに 一 致して， おる。 その 

基く 所 は 負德の 子で ある 尺 五堂 恭儉 先生 行 狀默ほ 全に あるら しい。 

今 其 行狀中 必要なる 部分 を 摘む ビ、 同 年 (天 正 四 年) 九 月 二十 七 日、 信 長 公 命 


長男 信忠帥 數萬騎 攻信贵 城、 使 佐 久間信 盛 先登 拔此 城、 久 秀公入 天 守， 欲 使 

二 男 宗通宗 勝. 出城、 二 男相倶 請 同 死、…：  而 久秀 放火 於 天 守、 父 子 三人 

同 自殺 死 矣、 永 種 居士 者久秀 公季子 而于 時三崴 也、 久 秀 公之 姨矜其 孤 弱 • 命 

乳母 襁 負 之、 窃 出 城、 躬 親 撫 養、 而 後 隱惠日 山 東 福 寺、 爲 薙染之 身隱浮 圖、 祖 ゆ 

歸心於 蓮 宗、 陰 招 致 之、 去 朿 福 禪 院、 m 泉 州 堺之法 華 寺、 後 遷洛 之本國 寺、 偶 讀 

孟子、 及 不孝 者 無 後 爲大之 語 流 涕、 忽 然而脫 緇服代 素 衣、 永 欲 保 子孫、 是 先生 

之 祖 父 也、 昔 在 惠 日 山. 聞 法華經 楞嚴經 維摩 經圓覺 碧 巖禪錄 及 四書 六經之 

講 解、 而 儒 釋兼學 也、 能 書以 入木 道 鳴 世、 依 之 都鄙 學 書 書 生、 以 金鉱 米錢 代筆 

跡而學 之、 勝師者 多矣、 中葉 在 連歌 之 宗匠 宗養 門下、 學歌藝 詠 和歌 爲 連歌、 以 

風雅 爲 一 生 之 遊樂、 與紹巴 同門 也、 在 洛永種 生貞德 (下略) ど あ る。 永 種が 贞 

德の 父た る は 疑 もな き事實 なれ 共、 永 嵇が 志贵 城から 脫れ 出た 久秀の 子 

である ビ いふ 記事に は 疑 を 免れない。 ^德の 誕生 は 元 龜ニ年 で、 志贵落 

城 は それより 後る、 こど 五 年の 天 正 四 年で ある。 此行狀 の 記事に 據れ 

10 九 


ば 子が 父に 先 だち て 生れた 事に 

記^^ ™ に 天 正 元年に 信 長が 兵 

洛中 混雜の 有檨， を 述べ て、 

其 亂に下 京の 殘 りし は. 年 寄 ,€ 

ベ き VJ あ れ ば、 尤 然るべ し、 さら 

四 星隆 正が 許に 鶴 あ -5、 是自 出 

の爲 にもなる べし ビ て、 俄 に 赤 

町 を 進上したり しか ば、 御 機 嫌 

に 急ぎ 罷上 り、 亂 入せ よ VJ 言 付 

れぬ やうに 防べ し、 猶 是 よりも 

ありし ゆ へ、 上京 公方 を最裒 し 

み 給 ひ、 關 より^の 數 萬の 物 取 

土 藏を打 や ぶ り、 或 は うちころ 


なる。 又桌德 の自傳 

を 率 ゐて將 軍 義昭を 

も 寄 合、 公 方 衆に かく 

はなに を か 奉る ベ き 

度 もの なれ ば、 肴 に 定 

飯 をむ し、 柴 田 修理 亮 

よくお はし て、 路 次す 

し か は、 定 而 やがて 來 

下 京 は 用捨せ よ VJ 仰 

て 亂入を 妨手立 仕り 

，，ゝ J も、 さ しっか はされ 

しふみ ころ し、 或 は 方 


一 5 

ビ もい ふべき 戴 恩 

ニ條 城に 攻め た 時 * 

し、 信 長 公へ 御 鱧 申 

ビ いふ 處 に、 折 節 十 

め 御 樽 用意 す、 又 眾 

殿を賴 み、 知 恩 院 へ 

がらの 土民 百姓 等 

る ベ し、 隨 分 は VJ ら 

らる ベ きょし 御 誌 

し 事 を、 ふ かくに く 

け れ ば、 或 は は ぎ 取、 

々 に： K 火せ しほ V- 


喚大 

け、 或 

よ 


力 

弓- 
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穴 力 

母 


VJ あ 


家も殘 らゃ烧 

叫喚の 地獄に 

は 来 山、 八 幡、 枉 

す ヾ，ー て、 走 り ま 

し、 北 山の 畑 ど 

迷惑せ し は、 あ 

> ほ そ きひ- yj 

あねの 六つば 

渡られし を、 こ 

た れ ば、 橋 の 半 

物語 有し を、 い 

そ 侍れ C 

0 是で 見る ど 


の ぼ る、 焰 天に か  > や 

こヾ J なら す、 下 山お は 亂 

_ 嗟 蛾、 愛宕な 

v> ふ 子 を さ 

いふ 所へ 落け る が、 路 

る 山川の 岩 

つ ？し 有り 

な り 

き し 


力り に 

なた の 

にて 父 

ま 思 ひ 


出す 


ノレ 八 緣 

かさま 

ける が 

波た ぎ 

ける を 

し を. 左 

よりそ 

の 色、 下 

に、 父 母 


き 

> い 


せ 

こ 

V7 

> 一 

の 


の 

ぬ 

ち 

て 


J に 泣お めく  二 


う ち 


，/i も- 

て、 足 

丸が 

中 々 

り お 

に 右 

き、 よ 

前 う 

あ を 

思 ひ 


財實 

よ に 

父母 

い ふ 

も ひ 

の 手 

>  J さ 

し ろ 

く み 

や ら 


を邊土 

V- も 落 

も 子 ノ /レ 

にたら 

も よら 

にて か 

に そ 

： 、 ご 

lit-/ 

え し ヾ J 

れてか 


ゑ、 叫 

へ の 

し つ 

も を 

す、 中 

さ る 

> へ、 

ろ そ 

き、 昆 

-後 に 

な し 


永 秫 は 志 责 落城 前より 下 京に 住居し て、 桌 德の 外に 


1 1 二 

長女まで あった 事が わかる。 永 種が 幼 少 の 時 志 貴 城 か ら 脫 出し た も の 

で 無い 事は是 等で 明かで ある ゲ，、 久秀 の 子で あ る か 無い かが 尙 疑問 ビし 

て殘 る。 誹諧 家譜 負 德の條 に、 父 永 種、 (攝 州 高 槻刺史 入江 九 郞盛重 之 男 五 

郞政重 之 長子、 後改 fe 稱 一-松 永 1§) 母 播州 宇 野 氏女ビ あ る。 永嵇を 久秀の 子 

ど いふ 明 證 の ない 以上 は、 此 說 Q 方が 正しい の で は あ る ま いか。 松 永 家 

の 由緒 書に は 政 重の 姉 を 久秀の 後妻 V- し 、負 德 終焉 記に は 永 種 を 久秀の 

甥ビ して 居る。 誹諧 京 羽二重に は 「入 江 盛 重の 室に 松 永 霜臺の 伯母 &、 此 

腹に 五郞政 重を產 めり」 ど あ り、 季 吟菟藝 泥 赴 f  ™ 紅に は， 「播 州 高槻の 城主 

入江 五郞政 次の 孫 松 永永 種の 子 也 ，a- は 冷泉の^ 融の 息女 ぞか し、 政 次 打 

死の 年 永 種四歲 にて 龜松丸 V」 いひし を、 松 永彈正 一 家の 故に 養子 まして、 

生長の のち 本國 寺の 惜ビ せ り、 落 墮 して 貞德 をう め り」 VJ あ る。 

松 永 家 ど 入江 家^の 姻戚 關 係から 永 種が 松 永 氏 を名乘 りした め、 世間で 

は 久秀の 遺子 、yj 言 ひ 難した ので はなから うか。 尺 五 先生 行狀 文の 母堂 


者 駿州之 太守 入江 氏、 數 傅 至 五代 之 祖攝州 刺史盛 重、 盛 i 生 政 盛、 政 盛將死 

遺 言、 謂 後嗣 繼武 業、 則 必當改 松 永 以 a- 黨 入江 爲 氏、 若 不繼武 業則以 松永爲 

氏、 是 織 田 信 長 以爲暴 勇奸强 敵、 忌 誅於松 永 子 族 種 類、 變 姓名 改入 江、 其 後 信 

長 公於洛 本能 寺、 爲明智 惟任 遭弑、 而後 改 入江 爲松永 ど あ る。 一 體行狀 の 

文 は 極めて 拙陋， で辭 意明暸 ならざる 點が多 い が、 兎 に 角 松 永 氏 を稱す る 

に 至った の は、 信 長 死去の 後で ある 事 は 然る ベ きで あ ら う。 家 譜 に ^ 德 

の 母 を 播州 宇 野氏ビ いふ は 膝 原 惺窩の 一 族で も あらう か、 行狀に 「永 種 者 

藤體 胖惺窩 先生 之 姪 聱ー？ 」 ある。 姪 聱をメ ヒ ム コ の意ビ すれば 是も疑 は 

し い、 贞 德の 生れた 年に 窩は十 一 歳で あるか ら、 姪 なる 人の 年^が. g 應 

せぬ やうで ある。 負德 永代 記に 「冷泉 妙 壽院の 妹 聱」 ビ あ る は 愈 ； 疑 は し 

い。 戴 恩 記 に は 「丸 が 父 は 冷泉 爲純公 V」 は 從昆弟 なれ ば、 定家卿 を 其 鬼に 

あらす ビも思 ひ 難 し  一 vj 見えて ©1 る、 爲 純 は 惺窝の 父で ある。 又 行 狀には 

^德の 妻を爲 純の 女 ざ し、 誹 諧京 羽二重に は 永 種の 母 を 下 冷 ，r 水 爲 氏 (？) の 

1 一 三 


1 一四 

女ビ して ある。 此の 如く 諸 說區々 である が、 冷 泉 家ど姻 親の 間柄 で あ つ 

た 事 だけ は糙 かな やうで ある。 永 種は寳 幢坊德 庵ビ號 す、 そ の 和歌 迚歌 

に 名あった 事 は 所 引の 行狀の 文に 見 ゆる 通で ある が、 戴 恩 記 に も 「安 休 法 

師は {J 父が 門弟な り、 速 歌の 古實を 丸に 少し 傳られ し. <  な り、 丸 が 父 は 七 

歲 にし て、 東 福 寺の 喝食 V」 なり、 二十：：； に 法華經 一 部よ みおぼえ しほ V- の 

智 恵 な れ ば、 文 珠喝食 V」 世に 申せし 人なる によ り、 多 能 な 

史は き 德の傳 記 中に 戴 恩 記 を 參 照 し な が ら、 久 秀の傳 中 

落城の 際 殉死した V」 書いて あるの は 杜撰 も亦甚 しい。 


き」. ある e 野 

は 永 種が 志 貴 


元 政 壁 書、 こい ふ 文の 事 

世に 深 草の 元 政 上人 壁 書 VJ いひ 傳 ふるもの あ り、 そ の 文 は 左の 如し。 

不幸に して 世 を そむける 墨 の^に は あら で、 髮 ゆ ふが むつ かし さに 頭 

を 剃 り、 柴 の 軒 竹の 柱 身に (を 力) 輕 ぅ此に 留 おく 心 か ら、 世 の 人 を 見る に 


ロハ 身 を 思 ふ 紫の み に 足 を 空に し. 吉 

の 鹑の聲 を 聞て は燒 てして やりた 

斯く靜 なち ぬ 身に ロハ 人間の みに あ 

に 鬧 し、 山 の 鹿に 妻 乞 世話に 聲の限 

事 はな し、 惠 心の 作の 佛 一 體持 たれ 

る 道具 なれば 御宿 申 計 也、 膝 を 入る 

Vj も 思 は す、 雜 煮く は ぬ 身に は 聞か 

聞、 夜 着 蒲 園 持たぬ 家に は 見られ ま 

の 月 をな が め、 嵐 吹く 夜の さよし ぐ 

の 苦に もなら す、 春 の 色 (笆 力) の こぼ 

な 物.； り や ど 思 ひ、 睡 る .箬 の 目な れ ば 

箬の足 なれ ば、 手 の 奴 足の 乘 物、 欲 す 

人 も 咎めす、 極樂へ 行て 樂 しみたい 


野 山の はなの 

い .、」 計お も ひ- 

ら  す、 山 を 出る 

り 0  く、 曰ぉ を 思 

ざ、 後 ^1 願ふ爲 

の 二 枚 敷， 土鍋 

れ ま い ビ も 1ー1ーロ 

い- y」 もい はぬ 

れ、 降 らうが 降 

れ 種の 夕 顏、 曲 

ねぶた ければ 

る 所に あるけ 

ビ 思 ふ 慾な け 


あ は 

• 後 は 

雲 は 

ふ >  - 

一  > よ 

ひ ノレ 

は ぬ 

依 估 

る ま 

ら う 


\ レ も、 

れば、 


れも しら 

何になる 

雨 を 催さ 

此 身程樂 

あ ら す、 持 

つに 埒ぁ 

鶯の初 ifj 日 

ひいきの 

い が 我 身 

*、 》な 3  / 

カ^カう 

力き こも 

盜 せぬ 身 

地獄へ 墜 


す、 深 草 

事 ぞぺ 

んが爲 

に 隙な 

俾 へた 

き、 正 月 

ひよく 

な い 窓 

が、 あ ん 

り、 步く 

る 恐れ 


I 一  五 


一 一 六 

も な し、 死 f る ま で 生 ふ VJ 思へ ば、 年 の 寄る を も へ ちま ども 思 は す、 年 を 

かぞへ た 事なければ、 いくつに なるやら しら や、 覺 えた 事なければ 忘れ 

た 事な し 

あらら くやん が 人 ビ もお も はねば 人 を 人 ビも思 は ざり けり 

松 立てす しめかざりせ ゃ餅搗 かすか 、 る 家に も 寿は來 にけ り 

右 は 國學者 傅 記 集成 僧 元 政の 條 に、 笈 埃 隨筆八 を 引用せ しものに 據 る。 

京都 帝 國大學 圖 書 館 所藏の 笈埃隨 筆に は此 一 章な し、 ま た 坊間 往々 元 政 

自筆.、 J 稱 する この 壁 書 を 見る こど あ り、 そ の 文 互に 多少の 異同 出入 あれ 

V> も、 ま づ同 一 物 VJ 見龙す ベ きものな り0 

さて この 文の 滑稽 洒落なる、 到底 謹 厚篤 信なる 上人の 筆 ど は 認容 さる ベ 

くも あら す、 さ れば前 輩 も旣に 種々 の 人物 を 拉し來 りて 其 作者に 擬 せり。 

伴蒿蹊 は績 近世 畸人 傳卷 三 霞 谷 山人の 傳. 後 に 附記して 曰く、 「世 に 元 政 壁 

書 どい ふ もの あ り、 假 名に ざれ こどの やうに 書 て、 老 莊 のかお つかた を 心 


得し VJ 思 は 

知らぬ もの 

おろしたり. 

をね がふた 

人 な り、 又 日 

る ベ し、 又 ふ 

ビ いへ る は 

よその 人、 鳥 

ベ し. 深 草 の 

あ， り ふの， 9 

る is! や あら 

ら す、 或 は 霞 

の說を みれ 


る ゝ 

> い 

ビ い 

め に 

蓮宗 

力 く 

レ 力 

ナ ご 

，フ づ 

是 は 

乞、 も 

谷 山 

ば大 


ものな り、 元 政 上人 

ひふら したるな る 

ふこ- yj あ り、 又 ひ 

あ ら や、 お や V- 申 計 

な り、 趣 一向にた が 

さの 鹑の聲 を 聞て. 

に ぞ、 鹑 狩 な V- い ひ 

もの 、形聲 を 見聞 

らヾ J しふ， ri  ,9、 や が 

なま i 

もし 生々 の 物識が 

し 佐 川田昌 俊の 作 

人 こ ゝ に 住 て、 風 儲ハハ 

き に 非 也. 畢 覧 し ら 


において 沒交 涉、 假 

ベ し、 其 中に 髮結ふ 

の 作の あみだ 一 體 

也 VJ あ り、 上 人 は 出 

へる こ ど は、 眼 識 な 

燒 てして やりた し 

て、 殺生 のために 出 

て、 食 欲の 念 起る ビ 

て 燒ビ， 5 に 意の つ 

ほなる 俳 諧 師 な V- 

にや ど 花 顚は疑 ひ 

の趣頗 似たり ビ い 

れぬ 事な が ら、 霞 谷 


寢 

る 


の、 

の 


夢 

こ 

來 

も 

-ぁ 

n 一一 

VJ 


ベ 

1 七 


にも 上 〜 を 

かし さに 髮 

れ V- も、 後 世 

持 律 戒愼の 

い へ ノー  レ も し 

ふ 意 もな し 

かく べつ 

各 別に て、 お 

vj は 稀 な る 

さまし- yj も 

に 住て 書た 

も、 是 も あた 

れ ど、 戒 定 慧 

は てこ、 に 


一 一八 

評して 上人の ために 冤を淸 む」 V」 いへ り。 霞 谷 山人 は 深 草の 霞 谷に 筏み 

し隱 者に て、 「常 の 言 に、 法 界は 吾心 也、 心 は 吾 法界な り、 法 界ど心 ど 初より 二 

つ な し、 戒 は 吾 宅 也. 定 は 吾衣な り. 憩 は 吾 食な り、 これ を 法界に 遊ぶ VJ い ふ 

ど」 、同 書に 見え て、 末 に 元 政の 讃を揭 げたれ ば、 同 時代の 人 VJ 思 は る。 

大田南 畝 は その 一 話 一 言 ^ 十 に、 吳 竹 かな 文 ど 題して、 

伏 見に 侍りし 吳竹 一 生の 境界 

吳 竹の 伏 見の 里に 世 話 (捨 力) 人 の あ り し が、 哀 我 身 ほ Vj 隙なる 者 は あら 

じ、 惠 心 の 無 量 佛 一 體、 是 あながちに 念 佛の爲 にも あら す、 持 つたへ し t 

具 なれば 御宿 申 迄 也、 上 品 蓮臺に 生じて 樂 みた い VJ 思 ふ 欲がなければ、 

地獄に 落る くるし み もな し、 死 迄 は 生る であ らう (v」 脫 力) 思 へ ば 春秋の 暮 

る 、 日 を も 壹錢 VJ も 思 は や、 寢 る爲の 日 (目 力) な れば晝 は (も 力) 枕 し、 あ り 

く 爲の足 なれば 夜 ひ V- へ (よ 力) た 、き あるけ ざ も、 盜 ぬから 人に 咎めら 

れ す、 ま がきの 朝顏が ゆがまう どす じこ ふ ど 擦^^ 第 也、 あ んな 物，、」 £-3 


へ ば 朝日に しぼめる も 驚か す、 薄 の ひらし やらす る も 其 通に て、 小 夜 時 

雨 降らう VJ ふるまい ビ、 わ れひ VJ レの 苦み にもなら や、 雜 煮く はぬ 者に 

きかせまい ど、 鶯 啼 次 第 也、 錢 もた す 人に 交らぬ 故、 え こ ひいきな し、 差 入 

る 月に 膝 を 入る ニ疊 敷に すん で、 食 櫃もた す、 萬 を 土釜 一 つに て埒 明け、 

覺た 事なければ 忘れた 事 もな し、 年 も數 へ ざれば 四十 やら 五十 やら 

老が身 も 定めて 人のう みつらん 父母 計り 見へ た あめつち 

「覃 云、 世 に 所 傳深草 元 政 壁 書 ど いふ もの 此文を あやまり 傳 へ たる 歟 jv」 無 

造作に 評し 去り て、 そ の 出 所も吳 竹なる 者の 何人なる か を も 言 は す、 思 ふ 

に 誰かの 隨 筆雜錄 類の 中より ふビ 見出せる ま 、抄録せ しに も あらん か。 

南 畝蒿蹊 また 笈埃隨 筆の 著者 塘雨 等の 天明 寬政頃 は 專ら此 文 を 元 政 壁 

書 ど 世に 言 ひ觸 らし、 もの VJ 足 ゆ、 元 祿寳 永の 頃に は 未だ さる 傳說 はな 

かりし もの、 如し。 然るに 饗庭篁 村 氏 は月尋 堂の 作 今樣. 二十 四 孝の 中 

より 此文 を發兑 して 雑誌 國民之 友に 揭げ 、(後 同氏の 文^^ 躍に 收 む) 此 著 

1 一九 


者 の 

に あ 

も の 

>4  二-  fj 

一 H 力 

の 小 

い S 

髮 


お 

ら 

說 

じ 


ら 

ぢ 


取 

き 


は 決して 他 

す、 一 篇全體 

月尋 堂の 作 

ら す、 北 京 散 

を 出せり、 二 

親 は 長 魚」 の 

國伏 見の 里 

世 を やか ま 

ふ 力む つ 力 

をき 淨世 を 

か け て、 惡 性 

深 草のう づ 

て、 め つ た や 


人の 文 を 取りて 我 作の 

の 文に 混融 して 剽窃の 

なり どす べし ビ は いは 

人の 別號ぁ り、 京 都 の 俳 

十四 孝 は 寳永六 年 六月 

條の發 端に いづ。 

に 秋山ビ いへ る 人 の、 昔 

い 物に 思ひビ り.、 不 幸 

さに 頭 を 剃 り、 竹 の た 

ぞけ ば、 ひ がしに にし 

銀 ほしい VJ 欲 面 ひつ 

もや いてして やりた 

ら にもう けたがる は 


1 二 〇 

中に 混す る 如き 卑劣 

痕 な し、 斷 じて 此壁書 

れ たりき。 月 尋堂は 

人に て寶永 五六 年の 

の 刊行に て、 そ の 文 は 


し 

ら 

こ 

V7 


は備 後の 福 山に 仕 へ 

に そむる すみの 袂に 

るき かやが の き、 か る 

に 行て 歸る 人み な 善 

ばる 服に は、 木 ^の 花 

い ビ 、耳 から も 鼻から 

、後 に 何う する 事ぞゃ 


なる もの 

ど 

T,， る 

その 傅 記 

頃 五 六 稀 

卷 六 「名 は 

し 身な り 

は あらで 

ふ 身 を 愛 

惡の辻 を 

の哀 もし 

も 算盤よ 

、其 しづか 


ならぬ 事 は、 人 倫の みに も あら や、 お のへ を 出 

そがし う 走る 氣 色、 お かべの 牡鹿 は 妻 を こふ 

びつ く す、 か へ り 見れば 此身程 ひまな 者 は あ 

體、 是 必 f  - 念 佛の爲 にあら す、 先 祖 より 持ち 傳 

御宿 申ば かりな り、 未 來 上 ぼんん 上し やうの 逮 

思 ふ 欲な けれ ば、 地 獄に 落る 箬 もな し、 死 ぬ る 

へ ば 春秋の くる 、を も 二 文 ども 存せ す、 籬 に 

がすお ろうが 勝手次第な り、 あ んな物 ど 思へ 

ら す 驚か や、 薄 も ほに 出て びら b しゃら りめ 

小夜 時 雨. 降 ろ ど ふるまい ビ 我 一 人の 苦に も 

晝も 蚊帳に まくら し、 步 くた めの 足 なれ ば、 夜 

らは 人に 不赛 もう たれ や、 膝 いる、 二 枚 じき 

た す、 萬 事 を 一 の 土釜に 埒を あけて、 雜煮喰 は 


る 雲 は 雨 を 催さん VJ て い 

思 ひ を、 聲 のかぎ りに はこ 

ら す、 惠 心の 作の 無量 佛 一 

へ し 道具 なれ ば、 是 非な く 

臺に 座し て、 樂 しみたい ビ 

迄 生て ゐる であら， フビ田 心 

こ ぼれ 種の 朝顏、 ゆがまう 

げ、 日 隧に しぼむ をけ しか 

さる、 は、 いらぬ 御世 話の 

も た や、 寢 る 箬の目 なれば 

一夜 あるけ 盜 みせぬ か 

に 雜化瓶 もめし つぎ もも 

ぬ 者に はき かれまい ども 

1 二 一 


いはぬ 鶯を樂 み、 夜着 持 たぬ 家ビて 

ひ、 覺 へ た 事なければ 忘れた 事な し- 

十 やらし ら や、 か  >  ろ 道 人 末の世に 

かくて 此 無量 佛が證 據ビ なりて 實母 

り。 篁 村 氏の 激賞せ る 如く、 二十 四 孝 

通 やれ ざ、 全 篇混融 して 剽窃の 痕 なし 

必す しも 余が 成 心 ありて 迎 へ 兄た る 

つ いて 原文 を 熟讀 せられな ば、 何 人 も 

いで ゃ月尋 堂の 二十 四 孝 以前に 旣に 

年 正月 出版の 好色 敗 毒 散卷三 「世 をす 

尋 堂に まさる こビ數 等、 且 これ こそ 前 

き 痕 な く、. 渾 然 たる 一 篇の 才筆なら や 

めい  た  ゐ 

命 あれば 食 あ り、 食 して^ 1B° る 者 も 


ゑ こ ひい 

_ 年 も數へ 

はたぐ ひ 

にめ ぐり 

の 文 は 前 

ビは 稍ミ 

爲 なら ざ 

龍 頭 蛇 尾 

此文 世に 

て 人」 の 一 

後 相應し 

や o 

な く、 相 應 


きせ やに 窓 もる 月に 打 向 

た 事な けれ ば、 三十 や ら四 

も 非 す (下 略) 

あ ふ 一 篇の因 緣話を 成せ 

數 者に 勝りて 文意 も 能く 

斷 言 し 難き に 似たり、 これ 

る こど は、 國 食 曰 刊行 會本 に 

の 成な き 能 はざる ベ し。 

ありし を 示さ ん、 元祿 十六 

章 を 見 よ、 文 章內容 典に 月 

て 木に 竹 をつ ぎた るが 如 

のた のしみ もどめ て、 6 を 


やる 事 さま 八、 な り、 さ ,9 ながら 

ば、 苦 を しらぬ 故、 別 に 樂みを こし 

なぐさむ わざな り、 愛 に 有無 庵 ビ 

の 時 土 州 高 知に せ官 の 身なりし 

幸に 染 むる 墨の たも ビ にあら で- 

たるき 

州當麻 山の ふ もどに^: の 椽に茅 

あながち 念佛 のた め にも あらす- 

ばかりに 安置 し、 紙 の ふすまに 茶 

く て、 膝 をい る、 計 を、 安 じ やす き 

がさめ たれば 夜も寢 す、 手 の 奴つ 

げをゃ ビふ世 波 もな し、 雜 煮い は 

にあ ふぎ ビらね V- も 夏 は 夏な り- 

ま 力き 

笆に 菊の こぼれ だ ね、 を のれ yj ひ 


無性に 銀 ほしい ビ いふ 念 さ へな けれ 

ら へね ビレ も、 山 川鳥獸 みな 心の 友 どし 

いふ 隱逸ぁ り， 俗 性 .ぃ やしから す、 壯 年 

が、 世 を やかまし いものに 思ひビ り、 不 

-髮ゅ ふが むつ かし さに 天窓 を そ り、 和 

が 軒 端、 惠 心が 作の 無 量 襟 佛 一 體、 是 も 

. 先祖より 持った へし 道具 だ ど おも ふ 

瓶ひビ つ、 是 より 外に は糂^ 瓶 さへ な 

庵 ど 得心 し、 ね ぶたければ 畫 もね る、 目 

かへば 不 奉公 もせ す、 足 の駕に はこ あ 

> ね V- 奢 くれば こそ ifc も 咬 け、 ま し さ 

- 外面の 草の 露け き は 秋に やなる らん、 

らく 色 をよ ろ こ び、 悠 然 VJ して 葛 城 山 

一 ニコ 11 


を な が め、 首 を 

にくら ぶれ ぽ 

なく 草の むら 

夜 時 雨、 ふ ろ ど 

えたる 事な け 

たいどお も ふ 

生て罟 るで あ 

のぶの 色里 一 

く、 十 寸穂 のす 

ゆきつき 

に 行 着、 心 ま か 

ヾ J  りて 樣子 

る へく； ：：> ビ り 

庵 も VJ を し、 今 


めぐらせよ 


いそがし そ 

く、 花 薄の 

ふる is い VJ 

れ ば、 わ す れ 

欲 もな けれ 

* フ VJ おも 

せば やど 

のち 

き後ビ い 

LT 見め ぐ 

見 る. に、 む か し 

ちて 或す る 


何 を 

か ま 

る 事 

V6、 也 

ふ X 

お も 

b し 


上 山の 白雲 無心に 

にお も は れ. 人 音 せ 

も ひ 入て まねく 

はぬ 事 也、 歌 よ ま 

も な し、 未 來は上 

ごくに おつる は 

力り なりし 力 あ 

ふ 一 念お こりけ 

に、 難 波の 新 町に 

が.. 俗 のどき 目 か 

にか はる 繁 H 曰、 揚 

に、 か ぎりの 太鼓 


1 二 四 

くき 

して 岫 を 

ね ば #j さ 

ら A いら 

ねば 詩 も 

品 蓮臺に 

づも なし、 

る 時 在世 

れ ば、 誰 に 

夜 見せの 

けたる 川 

屋 は • い づ 

きこ ゆれ 


宵 は 愛に あか さ ば や ど 、端 の住吉 屋が 軒の 


い づ 

へ 虫 

ぬ 御 

つ く 

れも 

,€ 力 

下に 


る も 我 身 

のこ ゝら 

世 波の 小 

らゃ、 お ぼ 

て、 樂 をし 

るまで ま 

喻戀 にし 

らい もな 

ぐる ま ビレ 

が 門に 立 

力く ぞぁ 

へるべき 

釉を かた 


しさ， *J ひ V- ろろ ける が 

か-， ペ 

たし けれ ば、 首 もたげ 

もちて、 い か さま 中 入 

お- yj る まじく 見 ゆ、 此 

なみ ゐ て、 翁 が 下知 を 

も 有無 庵 物に お V- ろ 

は 何 ビ. &す 事に や 侍 

打 ゑみ て、 御坊の 不審 

すび て 精靈ぁ り、 今 茲 

t た い 

の 精な り、 御 身 寄 代の 

す ベ し、 づ かく 申 そ 

へ たる 松の 精な り、 そ 

いふ こ VJ の はの ちり 


，寅の 劾ば かり にゃある 

て 見る に、 白 髮の翁 水 ご 

まへの 大夫 出立、 金 春 八 

の 外 はみ な 人間の かた 

*- フく るけ し さ、 m 心 0 ど 

かぬ 性 念 なれ ば、 か の 翁 

る ら ん、 ま づ祸身 よ ^'八 

尤 な り、 そ れ 物お ほく 集 

にあら はれた る も の、 此 

悟道 人 なれば 結緣 のた 

れ がし は、 いにしへ 秦の 

の ゆ へ は此 里に て 高位 

もつ も b て、 か やうに 形 


ら ん. 枕 も ビ に 人お- y」 あま 

ろ もに 花色の 尉 斗 目 舞扇 

郞が たち 姿に もお さお さ 

ちに あらぬ もの 1 めんに 

いふ もお ろかな り、 さ れ ,p 

に 向 ひて、 そも此 ありさ.^ 

ぞ V」 たづね し に、 翁 完 爾 ヾ J. 

る 所に は其氣 かたち をむ 

廊に てどり あっか ふ もの 

めに 一 々かたりき かせ 申 

始皇の 御代より 千 どせ を 

のよ ね を大夫 ど い ひ 松ヾ」 

を あら はす ぞ や、 又 あれな 

一 二 五 


る 大入道の 目 も 鼻 も な 

かぶろ. 


つ る 

ま た 

く な 

莖の 

て、 た 

の 精 

精、 お 

二百 

？ 分 

あ れ 

廓 名物 

浮世 を 


延紙 

そ の 

る は 

精、 ま 

VJ へ 

，吸物 

か し 

ば か 

限 者 

@ひ 

の 精 

^ 力 


の 


精 也、 又 禿 の 

た ち 盥 の ご 

醬 の 精， ま た 

その 色 何 ビ 

餘の目 n も 

精、 伽 羅の 精- 

かたちの か 

ちう 力ん 

、中 勘に も 二 

精かビ たづ 

郞 たちの 借 

を 昆 る こ V J  、 


、只 眞 白 に 

. ば 力り ひの 

くにて 手 

ちぎれ 

わけが 

や う な 

もの ゝ 

な り、 又 

目 ビ ^ 


の 

、 

き 


れ 

の 


0 の や う 

り て そ の 


ば か 


たる 花色 

た く、 そ の 

も の、 あ れ 

ひら もつ ご ひ 

精、 平 誉 の 

はるか あ 

こ ン C  - - 


ば、 翁 のい は 


し 


たる 筆 勢、 殆 V- 西 


精な り 

る 洒落 

鶴の 壘 


ど をし へ 

の 道心 者 

を 摩す ど 


ニー 六 

な る は、 此里 

色眞 赤な る 

こ きその く 

の ビ きわけ 

かたち ぬら 

こそ 迂詐の 

精， 櫛 の 精、 下 

なた に 丁 銀 

見 ゆる は、 此 

や く そ. れ 

ぬ o 

に ふさ.；；， 6 し 

いひつ ベ し， 


にて つか ひす 

は、 紅 猪 口 の 精、 

ろ さ 烏の ご ノレ 

もみ 

着けた る は 揉 

りひ よん- VJ し 

精 な れ、 其 外 酒 

紐 の 精、 茶 漬 の 

十 莨 目 入の 箱 

里の 繁昌に つ 

は 了簡ち が ひ、 

く  ，VJ こまで も 

六 年 以前に か 


くの 如き 名文 世に 現れ ある 以 上， 月 尋堂は 到底 剽竊の 汚名 を 免れが たか 

るべ し。 人 或はい は ん、 此 文の 彼に 先 だち 且 彼よりも 妙なる こ ど は 異論 

な し、 但 これ も 亦 何等か 據る所 あるに あらざる か、 曰 くさ る^も 絕無ど は 

斷 じがた し、 さ れ V- 余の 鑑識 を 以てすれば 所 謂 壁 書なる もの は宽 文の 以 

前の ものに 非す して、 西 鶴 一 派の 俳諧 的 新 文體の 勃興 以後の 作 ど 認めら 

る れ ば、 敗 毒 散の 著者 を 以て その 原作者 ビ なさん こど 不可な きに 近 し、 そ 

れが 世に 愛誦せられ 一 篇獨 立の 文 ど なさん が爲 に、 好 事の 徒によ つて 履 

； 添削 改竄せられ、 漸次 拙劣 蕪雑に 陷 りたるな る べし。 

む もれ 木 

例  さ 口 

茲に 一 册の 古寫本 あり。 その 著者 は 固よ り、 書 名 すら 知られ や。 兼 好 

がつ れ< ^草の 風に 倣 ひたる 隨筆 なれ ざ、 文 章 は 口語 體 書簡 體な \ し 打 

一 二 七 


1 二八 

交へ て 强、 ひ て 古代め かさや 、い， ^安らかに 自由な り。 卷 末に 「慶長 四 年 

初秋の 比. あ ども 名のみ ばか h ゃ志賀 のから 崎に て」 ビ あ れ ば？  J の 種類 

の もの 、中に て は、 最 も 古き ものにし て、 つ れ <^ 草の 系統 を ひきたろ 

可 笑 記 (宽 永 十九 年 板) 悔 草 (正 保 四 年 板) 犬 つれん ヽ (承 應ニ年 板) 誰 が 身 の 

上 (明曆 三年 板# の 先驅た る は 勿論. 從來 古物 語 古草 紙に 擬せ しもの、 

魁 ど 見做されし 彼の 枕 草紙 を學 びた る 小瀨甫 庵の 童 蒙 先 習 (慶 長 十七 

年 作) 無 名 氏の 尤草 紙 (寬 永 九 年 板) よ り も 早し。 而 して その 內容も 後の 

可 笑記悔 草 な V- の 如 /、、ひ た すら 堅苦しき 敎訓づ くめなら で 、趣味 ひろ 

く、 女 若 一 一 道、 宴 飮、 厘 謠、 園 藝、 武 道 等に 涉 りて、 しかも 後の もの、 如く、 一  々 

儒敎の 道義 觀に 牽强 する が 如き 風な く、 洒 脫樂 易なる 所 を 出色な りヾ，" 

す。 

^者 は 何人な りビも 知る 由な けれ ざ、 も ビ歷々 の 武士な りし が、 晚 年 世 

を 遁れて 都 近き 志 賀の唐 崎に 隱 居し て、 手 づ から 花 を 折り て、 佛 に 仕 ふ 


ビ いふに 

に 閑 臥せ 

述べた る 

逐電せ し 

で 不自由 

ら 察すべ 

この 時代 

すこし 

か た、 藥 

も、 ひ VJ 

す さ +T- 


も あら や、 は た 藜の 羹に 

し 頭ば かりの 入道なる 


き- yj もお も はぬ は、 あ まり 又 


ベ 


文章の 多き のみなら す、 お 

由 を 記せるな ざ、 以 て その 

なら ざり し は、 此 書 全體の 

し o 

に 文武に 通じ 諸 藝に涉 り 

いふに 何人も 異辭 なかる 

な， 5VJ も  >し 得.^ して 叶ば 

の 心、 金 物の めき、、 諸の 

色 さ へ 調 はぬ 人の みあれ 


を 凌ぐ ビ いふに も あら や、 優 游世外 

し。 書中 馬 武具な ざの たしな み を 

のが 使 ひし 小 性の 傍輩 を 殺害して 

前身 を 察す ベ く、 老 後の 境遇 もさ ま 

調子に よく 現れ たれ ば、 讀 者み づか 


たる 人 は 誰 

ベ く 

ぬ 事 は、 も の 

中に 覺 てあし 


あれ ど もさ ぶら ひたらん 


ぞ VJ 求む 

力く 事^- 

き  W  いふ 

ビ かきつ 


る に、 ま づは細 


ば、 - J ま A\ 

人の もの、 

(. し o 

1 二 九 


道、 兵 法. し 

事 はなけ 

くす に を 


つ け 

れ ざ 

よ ば 


か す、 歌 道な V- おもしろ 


1 三 〇 

ビぃ へる 一節な ざ、 多 藝を 以て 人 も 許 し、 我 も. 任じた る 幽齋の 語 ビ 見ん 

も ふさ はし /、.、 且 此 人に は 古今 集の 序に 倣 ひし 人： 今 若衆 VJ いん 戯作 さ 

へ あり ビ傳 へら るれ ば、 幽 齋を 以て^ 書の 作者に 擬 せんこ VJ 旁  >>  似つ 

か はしから ぬに あらね V/ 此 書の 文章 は幽齋 よりも 輕妙 にして 雋味ぁ 

り、 且關原 役 の 前年 幽齋が 江 州に 滯留 せし こど を 聞かね ば. ま づは 上述 

の 如く 世 を 逍れ たる 無名氏の 作 ど は 推定せ り。 さ れ V- かくい ふ も 吾 

人 寡聞の 罪に し て、 旣 に 書名 も 作者 も 明かなる 遼豕 なるや も 知らす。 

ISP に 江湖 博雅の 垂敎を 待つ。 

今 この 書 を 世に出す に 方 り、 卷 首に いだせ る 古歌の 語 を 摘み て、 假 に む 

もれ 木 ど 名 づけ、 一 般 世人の 讀み易 からん がた めに 多く^ 字を塡 て 、發 

音に 變 化を來 たさ 3 'る 限 り、 假 名 遣 を も 一 定した bo 

明治 四十 四 年 八月 二  U 


思 ふ 事い はで 只に ややみ ぬ べき 

我 ど ひどし き 人し なければ 

何事 もい はての 山に 年 を經て 

朽ち や 栗て なむ 谷の む もれ 木 

口にい はぬ さ へ ある もの を、 し るし 置く 筆に. M: へ ばます 鏡、 手 に ど りて i 

ぬいし にへ もな レ ノレ 心よ き 折々 に 筆を染 め、 心 に寫 るよ しあし を、 そ - 」 は 

か VJ なく こ そ C 

庭に 木 をう ゆる も 愛に 一 本、 か しこに 一 本 、ど , ^ ろ < なる は あし 、、その 

故 は 所せば くな りて 惡し きこ ど 多し。 木の ある 方に は 大木 小木陪 くな 

る ほ ざ 植 ゑ、 木 の も VJ へ 木の葉 深く かきょ せ、 木 のな き 方 は 改めて 掃きき 

りて あるべし。 牡丹 芍藥 草花の たぐ ひ、 間 遠なる がよ し。 しげ、 れば輪 

小く 哚 きて ゆたかなら す。 常に 修理して よし。 柬 南の 庭に ありた し。 

春 は 花 夏 は 郭公 冬 薄雪に 人 は 心 、ど い ふ 小唄が 面白く 候、 ち ご も 法. 師も荒 

一 三 一 


刃 も 心に て 候. か たち 荒 

も いらす 候。 岸の はた 

つ ゆ / ヽ ど 花 が 咬 き 

世 をす て 、山に 

なほ 憂き 時 は い 

VJ いふ 古 歌、 此 心 は 聞 

を 暮らし 候なら ば、 な 

死ぬ る を 待った がま 

何 VJ か 憂 き 事が あら 

へ ば、 ひ たぶ るに 山に 

p をば ほし かねた る 

梅の 花 冬^きた る は 


百千鳥 囀る 春の 


て 

力 

も 

，春 

花 


し く 

椿の 

れ ば. 

人山 

行 く 

に て 

、 頭 

VJ や 

た ど 

ら れ 

な 

萬 花 


鬼 

ら 

ゝ 

て 


の 


や う 

葉 も 

も 匸 


て 

ど 


よ b\ 


の 


すれ 

鄕 へ 歸 

やせん 


る 男 

ち 曲 

や さ 


も  >じ 

ジ こ 

り f 

る ゝ 


奧 に 

M  、ヒ 

力 ^ 

る も 

や あ 


入に て睽ひ 


1 三 二 

が 細 けれ ば、 み め さ ま 

れ ,,レ も、 花 の 頃 

ぞ かし o 


^ に 


いらで、 このま、 一期 

入 り、 鹿 猿 を 友- V」 して 

歌の 如く 山 にても 亦 

見苦し か らんな V- 思 

ら ま し， ど 汲んだり し 


冬哚く 梅の 鶴の 一 聲 

一 

內 々 如, 申 今宵 かの 所へ 御 出 可， 然 候、 ど もに は 小 性 一 人の 體 にて 能く 候. 其 

1 人の 者に も 口 まめ 粗忽なる は 御 無用に て 候、 浮 名の 立たぬ や う に ビ存 

する 事に て 候。 

逢 ふに か へば 命 を だに も棄 つべ きに 

よしや 仇名の 立つ は 物 か は 

ど は 申し 候 へ ざ、 命 をす て 候 程なら ば、 猶 々浮 名 を 立て 、入らす 候。 

和 州に て祌 事の 能 ある 時、 ゆ やの ありし に、 脇 をす る 人よ く 出立 ち、 聲 も よ 

かりし が、 つる ，く ゾレ 出、 名 の り に、 そ も /) これ は 平の 宗盛 なり ど いふ ベ 

き を、 平 を 打 忘れ て、 宗 盛な り ど ばかり 言 ひけれ ば、 芝 居の 中に 耳 早き をの 

こ ありて、 やがて 聞きつ けて、 V 'れ がしの 宗盛ぞ V」 いひたり。 いど を かし 

か り o 

冬 をよ き ビ いふ 人 あり。 よき 座敷に 屏風な ビレ ま は し、 圍 爐裡に 火よ い 頃 

1 三  一二  . 


に 置いて 空 炷な ど し、 床 に 花 を 活けて、 よき 若衆 

いふ 事よ ろづ につけて 能く 挨拶 し、 物 さ ら 

り、 炬 撻へ 足さし 入 れ、 炬 燧の 中に て 若衆の 御 足 

む う ち に、 勝 手より 振舞 を もてく る。 よい 程に 

皆々 炬撻へ 打 寄 り、 赤 塗繪を かける 薄盃 にて は、 

はや ほき ど 醉 出る 折 節、 奇 麗 なる 座頭 茶 を 

一 方に て は 酒 をのむ も あ り、 又 ど こ を 枕 VJ して- 

南の 障子 ひど まあ け、 松 に 雪の か 、りぬ る を 見 

をして 附 けよ- yj いふ 方 も あ bo かく 色々 に 

め。 VJ もに 行きた る さ ぶら ひ 小者 は、 北 向に た 

に、 腰 かけて ゐれ ば、 頰 さ き 鼻な ざ 寒くて 赤 き が 

すねな V- は 氷の 如くに 冷え て、 手 足も覺 えなく 

ねぶらん どす >れ>、」 もね も 入り もやら す、 夜 話 の 


こ 

V7 


ひ 

ぶ 

じ 


顏を 

ヾ」 も 


一 三 四 

ヾ J り 二 

合 ひ 

い ろ 

ひ、 膳 

^た 

こ ろ 

も あ 

て - J 

腰掛 

て、 後 

ふ ビ 

の 時 


人 

U し 


ノレ 

-又 

冬 


- - よ 

>  J ろ 

よ 、す 


あ る に、 人 の 

人 一 二人 あ 

ふ 事 語り 慰 

の 所に お き * 

けて 飮 めば、 

りて 飮 めば、 

から も あり 

は 俳諧. の發 

は而 白から 

も 吹 き す く 

黑 くな りて、 

へ さ し 入れ、 

TP す， フ \} パ 


ひ、 鳥 

人 な 

手 は 


人 を 

に 長 

見 て 

1 の 力 

瞀 の 

よ ベ 

あ ら 

遊山 


の 罄を數 

V- は 朝夕 

息 を 欠 き 

朝 ご VJ の 

薪 はよ る 

召使 ふべ 

き 木 を *i 

餘さャ 使 

しなれ ビレ 

溜 り 水、 澄 

まで 中よ 

ば、 そ G  ^ 

に 御 出 候 


へ てゐ るより 外の 

さ へ 過ぎ ぬれ ば、 火 

か け な V- し、 か ゝ る 

木の葉 を 頼む わび 

の 3 風な りけ り 

き 事、 匠 の 木 を 使 ふ 


事 は 

の あ 

人 の 

如 く 

を ば 


轅 ど し、： g りたる 木 

ふ、 名 君- yj はいふな り o 

もやよ る くら や さ こそ 

くしみ <^  € 語 りたり 

、あしか ら ん、 お 心得 や 

はん. 3 心得 中 候、 し か れ 


し o 

な く 

K ヾ 」 


な 


家 を 

つ ぐ 

て 冬 


る ベ 

VJ す 


くらさ 

の 君 さ 

vj もん r 

れ o 

ば これ 


ち て 

すね 

て、 櫺 

面白 


し o 

る や 

の く 

ま o 

^ む 

よ り 


こ 

V7 


VJ へ 

に、 そ 


ら 


ろ 


かひの 


あ KV 

を ば 


力 


ら 


ば 車 

の 人 

ろ、 竹 

氣 に 


*，、」 に V" ろ 

1 三 五 


V」 て も、 わ び 

股に て 溫め * 

ん。 古歌に 


をつ くらん 

々 の 分限 を 

きり 

のす か ビ 切 

合 はぬ 事が 

め き 出 fe< は 


あしく 候 

様 VJ は乘 

ま ， つ 行 き 

P て、 沖 の 

氣合 よき 

ぬる、 よ き 

抑 も 頃 は 

な る に、 物 

し て o 

何 ど した 

え た、 勿 0 

る： てま 

に 尋ねた 


は ん 間、 供 の 

物 に て、 六 尺 

て. あれに て 

^7  - - 出 - 一 ナ 

折 節、 南 向 き 

ものな り o 

いつ ぞの事 

の 具 の 金物 


者 や 馬な V- は 皆 さ 

に 足早に 御 か、 せ 

待ち 申さ. <ど い ふ 

り や、 沖 の 方に 出に 

院 によき 硬筆 


る ら ん、 文 治 五 年 

をり から 色 や 勝 

る も (し て も ノ^^カ) 死ぬ る ど い 

强 くわ づら ひ、 又 年 ふけて 死ぬ 

な し、 大 唐 天竺の 事 は 見ぬ 程に 

り ど も、 百 歲まで 生きた る 人 稀 


き へ 

御 出 

波 の 

け ら 


卯月 

る ら 

ふ 事 

る 知 

知ら 

な る 


御 遣 

行 き 

み ぎ 

し o 

へ、 品 

二十 

ん、 ひ 

を 知 

ら ぬ 

す 我 


よ 


人 


1 三 六 

て、 か 

る饔 


の 樣どそ もじ 

/\ は 住吉 に 

の 小舟に 打乘 


よき 料紙に 物 か き 遊び 


ら 


ま 


ま だ 

た 扇 

る も 

な し、 

お い 


ベ し、 た どひ 百 ま 


の 一菊げ 力り 

くれな ゐに 

が 無い ど 見 

れは 知りた 

足 を はかり 

で 人 毎に 生 


くるに せ よ. そ れ どても 二十 五六まで は 

うち 過ぐ る に、 又 五十 を 過ぎて は、 目 は か 

え す、 次 第 /\ に 腰 屈み あるき もな り 難 

るべ から す、 百 年ながら 達者に て 過ぐ 

年 の 中、 あ V- を 二十 五六 年、 さ き 四十 年 

の 世の中な り、 そ のうち も 今年 は こぞ 

きの 事ば かり を こち を 初め ビ して 思 

に は、 只 一 日ば かり 生きて 死ぬ る やう 

事に 氣を惱 まし 身 を 使 ひ、 人 によく 言 

くい ふ どて % 毎に うちやぶりに せんに 

る 職な Vj は、 人 の いはぬ さきに 能く 勤め、 

人が ある 程に いふ 事な り。 又 かくい ふ 

別に のらねば 皆々 柳 は 柳， 花 は 花に て 二 


物の ぁぢを も 知 

すみ 耳 P  く齒は 

し。 かくて は 生 

€ も 夢の 間なら 

つての くれ ば、 わ 

忘 れ、 け ふ は 昨日 

な hv  o さあり て 

あるべし。 これ 

れん どす る事更 

は あら す、 せ で 叶 

其 外の いらぬ 事 

益 な し、 何 ど い 

くらす-なり^' 


らす むさ /\  VJ 

ぬけ 物 を もくひ 

さたる しるし.^ 

ん に、 こ VJ さら 百 

づか 二十 年餘 り 

を 思 ひ 出さ で、 さ 

は 死ぬ る 時の 心 

を 忘れて いらぬ 

に 益 な し、 但 し か 

は ぬ 事、 あ たりた 

まで を 苦にする 

うても 我 身の 分 

はかく 田 5 ふに よ 
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1 三 八 

り て、 け ふの 雨の つれ A\ に誉 きつく る。 

どころ <^ お まゐ， 9 やつ て. 疾 う 下向め され よ ノレ が をば いちやが §f 

ひまら し よ。 

年久しくして 人の 心 を 知 り、 道 遠くして 馬の 力 を 知る ど いふ 文 あ り、 此 事 

萬 事に つた はるべき 事な り、 六 尺の 小唄が 大 できお や。 その 小唄に 曰く、 

何もなら ぬ ^f、 金がなければ 何もなら ぬ. かく 歌 ふよし を 聞き 申睽. いで 

き び あ ひ  ほん 

かし 候。 若衆 狂 ひな V- は 氣眛合 を本ビ する なれ ば. さ のみ 金に はよ る ま 

じき 道 なれ ざ も、 ひ ビ し ほ ビ 見えた り、 今 の^ I の 中總別 かくの 如し。 

宵の 事 を 人が 聞き て、 も はや 今日 御城に て その 沙汰 御 入 候つ る 由 承 候、 さ 

て /) 耳 は 壁に つく ど 申 候 が、 よ ベば 壁の ほどり にも あ ら す、 あ れ 程の 廣 

き 座敷の まん 中に て、 し かも 耳に 口 を さし あて 、申 候に 聞え 候 何 ども か 

ヾ」 もせう 事がない 事ぢ や、 よ ろ づ /\ 御用 心 火の 用 心。 

よき 屋敷 どい ふ は 東向きなる が、 北 ど 西に 山 を 負 ひ、 ひ がし 南に 人の え 越 


さぬ 堀 あ り、 み なみ 北の 土 居に は 冬 木 f も 茂 り、 朿 より 南へ 少し かけて 花 

暌く木 間遠に あ り、 庭 に 池 あり て、 ほ VJ りの 大きなる 松に 藤 か z-b  、折節 花 

の哚 きたる が、 池 水に 花の 影う つりぬ る、 そ の 池 を 水鳥 そろ あるくな 

V- は 何 どか あらん o 

筆 を どれば 物 か 、ん事 を 思 ひ、 朱 に まじ はれば 赤くなる、 いはん や 人 VJ 人 

どのつ き あ ひ、 心 によりて 花 も 見なん や。 

なが むれば 心 も それにな りぞ 行く 

枯野 のす、 き 有 明の 月 

さても い つ ぞゃ淺 草の 道に て 露ば かり 御物 語 申 候、 そ の 時 御 こ ビゎ 

り屮 しつ る 如 く、 を り ふし 御見舞 を も 申さ ぬ 事、 無 沙汰な ざ ビ 仰せ まじく 

候、 <fr 程 こなた 式の やうなる ふりた る 者の 邀りま はる 事、 一切 のらぬ ビ見 

え 申 候 間、 心 ビ まかり 過ぎ 候、 少 し も /\ 心中 疎略なら す 候。 

世の中に ふりた る もの は 津の國 の 
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長柄の 橋 Vj われ ビな りけ 

よき 草子 を 雨の n 

む 時な V- は、 さ て 口 (其 人に 'ふや 


くどし て、 雨 や ら 

草子 を 見、 舞 な V- 

辨慶そ の 曰の い 

よ し、 塞 長に おつ 

形どい ふ ものに 

ら し、 長 刀 ； に う 

ぽカ らま こ- yj に 

又い か に辨 慶大 

ん 事 思 ひも よら 

聞 手 は 面白く あ 


柄の 橋 ど わ 

日 な V> 只 ひ 

{ 只 其 人 

ん淚 やらん 

を 聞く に、 聞 

くさ に、 大長 

ビ り の ベ 、西 

■ 五十八 人 切 

ち か け、 ゆ ら 

し て、 只今 の 

剛の者 なれ 

や、 舞 は 皆い 

はれなる 所 


ヾ 」 ^めら 

手、 見 手、 三 

刀の 鞘 は 

か ら東、 北 

倒し、 大勢 

り / — ) ヾ J 

やうに 怖 

ば V」 て、 ひ 

つ はりな 

を ) ゝ 


ろ 

うに 心が 

れす 流る 


づ 


し- 

手 


お 


の 

ヾ J り 

V- い 

は 僞 


見 る に， あ はれなる 所を讀 

5 ち かた 

あ り て、 內 方の も-,/」 ぞく ぞ 

> は. た れも かく あるか o 

あ り、 た ど へ ば 舞な ざ に 武藏房 

• 腕の カは覺 え た り、 長 刀の 金 は 

南、 蜘 蛛手 かくな わ 十文字 八 花 

をお ほ せ、 朿 西へば つ VJ おつ 散 

たりけ. 5 ど い ふ 厥 を、 い か にも 

の 、く 心する 人、 下 の 聞 手な り。 

して 一 日の 中に 五十八 人 ■ 切ら 

ふ 人、 これ 中の 聞 手な り。 上の 

な り、 只 け ふの 慰みに 聞く ぞど 


心 得、 又 まこ ビ のう 

あるべ し、 そ の. ^ひ 

手な り o かやう に 

つけき るめ， 50 

洒 宴の 時 は 大勢 う 

む さ ^>  %-  く ひ、 酒 

きビて 片隅 へ より 

如くむ さ ど 飮 

かくい ふ を 酒に 醉 

む V」 も、 そ れに ばかり 

き しょく 

の 氣色を 見、 又 は 使 は 

ら ん、 又 はこち の p を 

ら ん、 又 供の もの V- も 


そ 

ふ 


、うその まこ ビ 、う そ の う そ、 な く か く (な にかく 力) 色々 

あたま を かた ぶ け、 よ く 分別し 聞く 人、 こ れ上 々 の 聞 

J0 わ ある ビ 人の 卯せられ 


寄 り、 手 拍子 打ちお の ， 

ぶ り /\ ど飮む ど 見  >ん 

ゐた らん も惡 しかる ベ 

て醉 ひたらん は、 鮒 の ご 

な yj いふに は あら す、 た 

心 を 打 傾け や、 ち や / 

たがき や くじん 

る 、者な >/」 長 客人に く 

のむ 風情な V- を、 心 恥 し 

も、 今 朝 宿 をいで たるま 


し、 け にもビ 田； J ひ、 け ふ 食曰 き 


、大聲 あげて 歌 ひ 舞 ひ、 肴 を 

たり。 か、 ろ 時 は 我 は あし 

し、 又 洒を飮 む 事ぞど て、 右 の 

みに 醉ひ たるに 異ならす。 

ビ へ かしましく W ひ 舞 ひき 

ビ心 をへ その 所へ や り、 人 

たび れ、 さ こそむ つかし かる 

き 人な V, の ありて さげすむ 

> にて、 ひだる くさむ くくた 

一四 一 


力 *、 

ダし れ て p び 

、 

ら んー本 の マ 

な ざ ヽ色々 

たるに て は 

酒 も飮 まれ 

をい ふな V- 

花の もビ な 

て、 ビ り わけ 

し o  r へし や 

ひ々 に 

VJ 附 けられ 

のま 、寢星 


て こュ、 ゐる 

か あるらん 

- J そ 、酉 の み 

-さ思 ひて は 

いもない 事 

の 夜 雪の 朝 

お ビ も な し 

んに 及ぶ ベ 


が ひし て、 そ 

>  J  tV  © に 昨 


1 四 二 

腰掛に つぐみて、 こちの 歌 ひ 舞ふ聲 ばかり を 聞き 

、) 又 かく 酒 を も 飲み 慰まん 事、 い つまでの 命に て 

に 心 を 潜 め、 浮 世の 事な ざ 思 ひ 合せて 飮 みたらん 

あれさて 又 かやう に 云 ふ 事 を 合 點の すまぬ 人 は- 

て  - J そ 、酒 は 1£ 事 も 打 忘れ 慰まん た めな り、 や く た 

1  す 

、必 すいふ ベ し、， j ちの  > ひ は 露 もさ に は あら す、 月 

ざ にて、 友 は ひビり もな く  yj も、 月 花 心 を 友 ビも乂 

> ひ 專ら ど なさ ば、! si のぁぢ は ひ 一 入よ く、 さて 過 さ 

ノ 意力) 

花 を こそ 見れ V- 云 ふに  宗 祇 

山里の 柴の いほりに ひ ビり ゐて 

たる もこ、 なるべし o さて 又醉 ひたらば 手水う 

に 行 き、.^ 炷 して うちあ をむ き ひ VJ り 寢 たる、 これ 


ひて ましたる どはい はめ o 

忍ぶ 細路 に、 ふく ベ な、 植 ゑ て な、 おいてな 給り そ、 い ビ  >  だに 心の ひ よん ひ 

よん VJ し て、 心 ひよくめ くに o 

ひどり 寢て思 ひこ そやれ 池 水に 

つ が はぬ 驚 fl のお も ふ 心 を 

急 飛脚 を 以て 巾 入 候、 其 表い よく かたく 被 仰 付 之 段 最盛存 候， 尙 以 御 

由 斷被成 まじ き 旨 不 申 及 候、 當 地別條 なく 候、 猶 近々 可 申 承 候、 恐 惶 謹 言 

九月 二十 三日  (花押) 

少しな り，、」 も 心得す して 叶 はぬ 事 は、 物 害 く 事、 歌 道、 兵 法， 嫫 方、 藥 の 心、 金 物 

の 目 利、 諸 の 中に 覺ぇ てあしき ど いふ 事 はな けれ V- も、 ひ ど つ さ へ 調 はぬ 

人の みあれ ば？  ^ ま A\  V」 書きつ くす に 及 ば す， さ は あれ V- もさ ぶら ひた 

らん 人の 物の 數、 歌 道な V- おもし ろ き V- も 思 はぬ は、 あ まり 又に が < ^しつ 

さつ ビ 書く 一  筆の ふみに て も、 人 の 心 は 大方 知る ベ かりけ れ、 但 しそれ も 

一 四 三 


只 一 重に 心得 て. 

く靜 いに E5 はキ 


なし 


ど い 

あ ら 

の み 

人 の 

な V- 

へ さ- 

れ、 し 

し に 


？ 5 よ、 ブ 

じ、 さ れ 

な り o 

方 へ 見 

も 多 か 

又は 我 

か は あ 

もなら 


相 聞た る 文 言 ば か 

して は眛ひ 知る ベ 


君 をのみ おも 

If 力 


V- も V し 


ん 

び 


ひ寢 にせし 夢な 

V じょり 見つ るな 

て 候、 よ き 夢 を 見 

ならす 不思議な 

に は、 よ るか 雨の 

て 行かん こ そ、 誠 

しき 折 ふしな Vj 

隣 にても!^ る ふひ 


り を 分 し 

か ら す、 只 々 

れ ば 

た る な V-  vj 

夢 は 物の 吿 

日 か、 冬は殊 

の 志に もな 

行 き ぬ る、 さ 


て 


1 才 

事 も 


一 四 四 

違 た 

そ の 


る ベ し、 よ 

心得 を 知 


嬉し 

も な 

寒 き 

y ナ 


UV ズ。 

る ベ 


く よ 

る 人 


ベ き 事に 

き や、 知 れ 


時 な ノレ ノレ も の 

れ。 遊山 見物 

見舞に ある ま 


て も 

も の 

y 力 

じ け 


じき 人- yj は出會 はぬ もの なれ ば、 心 ざ 


らく を もめされ 

も 口 r らくに き ュ 

ゆ ふに 成 次第に 

持つ ど いふ y しも 

よろ づに 油斷な 

を ゆる ど M 

る を 見、 露 な V- を 

ち あ をむ き 大空 

る VJ なり o 

どかく  f(, 人 ビ 

ち 思 ふ 禀-を も  一一 一一 n 

なれば しか vj 知 

し、 ま 近 き 今に き 


さ、 大 佛殿も さ、 燒 けた ビさ ざ 

ま り 候、 た どひ 人の 目 口に か 

して あはらく や vj 思うた が 

- 生れつきて 氣 のび ビ し 

く 世上 をた しなむ 人の 事 を 

て、 0 のま- 5  /) どす る 時 は- 

打 た せ、 心 を凉 しく し、 あ ら せ 

をな が め、 心 を 遊山 ど 思 ふな 

物 語 をす る も、 可 

も 力 も *s*  ^3 

ひ、 互 に 慰み ぬ るが ましお や- 

れぬ  事な  b  、た どへ 治定 ある 

はまりた， 00 死した る 者 を 


いふ 小唄お もしろ 

ゝ る 事 こそせ まじ 

ましに て 候、 但 し 心 

た る は、 ゆ ふに 思 ふ 

いふな り、 た どへば 

端 居して 草花の 靑 

い ビし たる や 

月見 花見み 


る ベ し、 

： 及 X 

.來 世 ど 

ヾ」 ぶら 


く 候、 何事 

け れ、 心 を 

を ゆ ふに 

- - i なし- 

書物な VJ 

々どした 

ビ 思 ひ、 う 

な > ひに あ 


ね Vj も、 生 きて をる ，フ 

やらん の 事 は片便 

よ、 死 しての 事 はお そ 

ふ 體を见 る に、 死 人 を 

1 四 五 


四 六 

寺へ 送りて 行 


時、 見 舞の 人が 十 人 あれば 三日の 灰よ せ 


日に は 一 人 か 二 

て顏を みる 鏡ば 

を 見る 鏡に いろ 

山 高み 人 も 


人な り、 二七日な ざに は 何もな し。 

かり か や、 人 の 心 を み、 世 上の 有樣を 


さ .o  -yj て は 

か た な、 脇 差- 

し、 人  の 目 利 

あ ひの む さ 

人のう 


そ の 

を す 

い 者 

へ 鏡 


す さ 

ヽ こ 

レ *7 

し き 

外 金 

る 人 

ぢ や 


あ 

め 


VJ よめる やう に、 さ つ 


す 櫻 花 

くな 詫び 

>  い X. へ , ち 

物の 目 利 

な し、 利發 

な や，、」 ど さ 

にかけ てみ る 人の 

我 身に なれば な V-  く (も 脫 

VJ 一  目 は 見ぬ 人 もな 


そ 我み はやさん 

や o 

は 本阿彌 たけ や、 只 の 

者 ぢ や、 鈍 な者ぢ や、 き 

っビ 一 目 見る 事 は 誰 


し さ う 


鏡 どい 

見て、 死 


人 

び 


力) るらん 


の 


五 人 あ り、 七 

は 金に て鍺 

ての 後まで 


百 


よ 


やする ゾ多 

人 ぢ や、 き び 


も 見るな 


見た は 見た にて は なし、 


心- yj 目 を 澄まして 色々 に 思 案 し、 そ の 品々 を 见分 くろ ものな し. いづれ も 

我心の やうに なけれ ば、 善 き 人 ビ は 0 は ぬ ど 兄 え た、 大 の 無现な .り0 何 ビ 

ひ げ 

心なき 卑下なる 者 もよ き 一 言 葉 はいふな り ど、 つれ 〃、 草 にも 書け り、 柳 

は 綠、 花 は 紅 W 兄る 人な し、 牡 丹の 花 も 兄 事、 梨 の 花 も：^ 事、 芍 藥、 櫻 の 花 、桃 の 

花、 获 の 花. 武 藏 野の 梏 梗ぶ刈 萱、 女 郞 花、 見 事 はこれ に 限りたり、 餘の花 兄ら れ 

ぬ ど 云 ふ 事 はな し、 そ れ <^ に いづれ も 花に 一 入 は あ り、 其 心々 を 味 ひて 

見る 人 聞く 人页 になし。 白玉の 椿、 簿 色 の 椿、 牡 丹、 芍 藥、 冬 さく 梅の 花、 て ま 

り の 櫻、 梨 の 花、 接 木して み を ど る 事、 ち やか さ け か、 (此邊 誤脫 ァ K ベ シ) こ れ 

らを もて 囉 さぬ 人 ひビり もな し。 されば 人の 心 は 大方 一 いろ 黃 (本 ノ マ 

、 )ど 見え たれ ば、 物 を 分けて 兒 聞く 人 稀に もな し- 手跡 これ 又 見知る 人 

な し、 よ き 手 を も か 、りが 氣に合 はね ば、 惡 しき 手な り、 見 る もい やど いふ、 

一切 聞えぬ 事な り。 手 はよ くて 讀 めぬ は、 よ き 手の あしき 手な り、 惡 し く 

てよ く讀 むる 手 は. あ しき 手の よき 手な り、 尊 圓 やう 鳥 養 やうに 限ら す、 よ 

一 四 七 


四 八 


き 手 ビ 

も 書て 

わ 


末 を 


な ざ 

無 い 

人の 

れ て 

よ そ 


けて 立ちながら その ま、 

な り0 


の 所望 


い ふ は 墨 筆に も 料紙に も かま は す、 押 付 

、働き 强く輕 くよ く讀 むる が 一 段の 手跡 

けの ぼる 麓の 跻は多 けれ V- 

おなじ 雲 ゐの月 を こそ 兌れ 

が 知り そろ は ぬ。 

だに 誠の 道に 叶 ひなば 

らす ヾ 」 て も^： や. も 

末 をば 曉の 夢にも 知らい で、 い や 

の は 女め ぢゃ ぞ。 

せ る 刀、 脇 差 をぬ いて 見る に、 鍩 びて 埃が ちなる は 其 人の 颜が a ら 

びが わるい o 

はし ゐ にいた 時、 い ざ 謠は歌 ふまい か、 弓 は 射まい かな Vj ど て、 亭 主 

の 時、 腹 中 少し ひも じなる 時な V- は 物が 泌み い で、 何 どもなる まい 


ら ん 

ま ，フ rs^  ，f レ も ノレ も  一一 一一 n は， つや ，フ. *6 


VJ は 思へ ざ も、 振 舞 を 食 ひたい ど 

か ぬ 事な V< する は、 何 -yj もす まぬ 

君子 擇 而後 交、 小 人 交 而後 擇 vj い 

隨分功 者が りつれ ば、 昔 も おれが 

を 書きた bo 

庭に 木を植 ゆる 事、 前 にも 書きつ 

も、 木 に て も、 只 一 色ば かり 多く 植 

よ く 候、 そ の 故 は 第 一 四季に より 

を 見るな hso されば 歌に 

みわたせば 柳 櫻 を こ きませ 

都 は 春の 錦な り 

面白き 歌 や 草 紙、 そ の 外 何 にても 

これ は何ビ したる 事 やら ん、 熊 野 


は， 所 により 時 

もの ぢゃ o 

ふ 文 あ り、 我 ば 

やうなる 者が 


により || 一一 口 はれぬ に、、 ひ も 浮 


く る 

ゑ て 

て、 花 


ビ い 

益な 

の 咲 


へ V- 

し、 色 


て 

け り 

見事 聞 事なる 

比丘尼 や 出家 


力 

も. 

な 


り 力 

つ た 

，又 思 

VJ り 

れ ば • 


そ VJ 

\レ の 


有トた 

見 え て" 

出した 

せて 植 


"間 分け 

、へる や 

四 九 


思 

ゝ 

-草 

こ 

し 


ぬ 


ひて、 

る 事 

に て 

る が 

き 花 


者 あり、 

は、 人 問 


に 生 

人 ビ 

お し 

多分 

り て- 

便 1 

の 限 

也-こ 

き り 

た る 

何 も 

リ 3, 

そ こ 


れて くる 

もる ゝ VJ 

なべて あ 

あ， 9 さう 

猶 々 合 點 

祌 あれば 

きこ  > にぬ 

れ はすり 

よ り 馬 鹿 

時、 見舞 の 

な し、 ま そ 

か 盜-<  な 

を 人 はか 


は、 これ 何 

語 る、 そ れ 

ま し の 

よ 無 、 

ぬ は、 さ 

き W す 

も 知 行 

りて 賢 

金 持に 

人 十 人 あ 

の 勿く 今 

ビレ に 逢 ひ 

ねて より 


ビ 色々 の 苦 

を 思へば 深 

事 は 心得 ベ 

、か う ぢ やよ 

て淺 ましい 

あり VJ い 

をたん ビ取 

きょ h> は遙 

知 音 が澤山 

れ ば、 三 H の 

の やうに 錢 

てす， 9 き，. 9 

ひ My て、 仕 合 


れ 


お 


惱 を し、 善 を 

き 寧 こそ は 

き 事な 

な ふ ヾ J 

事で は 

ふ 力げ 

り、 金 を 

まし か 

な り o 

灰よ せ 

金 を 持 

たら v< 

よき 時 


の 


ビ 

前 に 

-  > よ 

つ た 

苦 々 

人が 


1 五 o 

み 行 ひた 

よる？」 も 

二 切合點 

も、 虛 ^ な 

ら ぬか o 

う- ある ノレ 

>、」 して 結 

候、 そ れ に 

きつく る 

三人に な 

ち は 其 分 

き は 

く 際 を 立 

舞 ふ どて 


つ き 


.七 

の 


の 

こ 一 

世 

I 


ぬ 

> い 


み嬉 


が 善 き 

ん人は 

も の 

を や 

突き 

沙汰 

渡 る 

死し 

-  > よ 

の 人 

ま い、 

し く 


も 田 心 ふまい 事ぢー や、 但 しさ， フ 

味 ひ を 心に 忘るな どなり。 

由斷 すま じき もの は、 馬 具、 雨 

脇 差、 馬 の 事 はいふまで もな 

いて 見 て、 埃 なくば 鍩 びぬ や 

堅く 肥 し、 爪 に 念 を 入 れ、 ひ か 

うに  >じ もちす ベ し、 馬 ほ V- 人 

見えたり。 

謠 をうた ふ 事、 善 き 惡し きを 

うた ふ 事 ぞ ビ て、 節 やらん 何 

切らす 虛空 にう ちあげて 謠 

、 

こそ 思 ふら ん、 (本 ノ マ 、 ；謠 ビ 

人の 謠ふを 聞 合 せ、 無 理 にも 


あ hN  yj て 物 を 投げ 


-せ よに. i あら す、 丑ハ 


道 具、 振 舞 

し、 刀 脇差 

うに 挤を 

/) ビ 光 

の 祕藏す 

ば 勿論な 

やらん： ra: 

ふ. S ば 力 

いふ もの 

節 を謠は 


道 具、 著 る 物 

せめて 二：： 1 

3* しく 潔き 

程 の ご ひ、 

き もの はな 

V- も、 謠 ビ い 

縮め もな く- 

な  り 0 そ の 

らば 凝 も 立 

ど 心 得 た い 


の た 

三 n 

や う 

の 氣 

ナ 

も 

太く 

人 の 

た す 

事 も 


ひ、 さ て は 家、 刀、 

一 皮 あても 拔 

し て さ せ、 ぼ I- は 

、 

き ■ み 力) ゆる や 

も. さ i な き ヾ」 


は聲を 立て 、 

細く もな く、 句 も 

、いに は謠ぢ や V- 

不器用な り ビ も、 

や、 節 を 謠 ふまい 


1 五 


な ら 

な る 

を か 

力 く 

下手 

其 事 

- 一 它 

- 若衆 

憎 み 

人の 

れ が 

れ ぬ 


ば、 謠 の 本 を そろ /\ 讀 みたる がまし ぢ 

第 一 合點 のす まぬ 事で も あ り、 其 上 そば 

しさた まらね V- も、 さ う も 一一 一一 U はれぬ 事な 

いふ ビ て謠 をよ くうた へ ど いふに はな 

な 事 をよ くせよ- y」 思 へ ば vj て、 何 かなら 

にっき 其 物に つき 品々 の 心 持 ある 人尋 

ぢ やまで o 

に：^ る /- に、 昨 日 1V6 で 近く 寄り 


やる は、 さて / 

曰 く、 惚 れた ビ 

おれに 惚れた 

V」 も、 W ど も 田 3 


ヾ J 


よ 

思 


め 


の 金 言 ^、さ て さ 


ひや 

で よ 


て、 若衆の 

う て、 苦 に 

ら す は、 可 程 

お hs ないか 


そ な 

に お 

さ れ 

か 憂 


語 な 

か る 

？ B み 

か ら 


1 五 二 

さても さても む ざ ビ 謠ふ 

て かしまし さ、 ひ の內 にて 

ば、 聞 いて をる まで ぢ や o 

それ は謠 ばか りに 限らす 

、なせう ど いふで はない が 

なまき 

て もお， 9 やら ぬ、 あ ロハ 生木 

し、 ね ん ごろ だて し、 俄 に お 

め、 憂 い 事お やど 思 へ ば、 或 

る 事 一入 忝 し、 そ の 故 は あ 

ぉ惽 みあ れ、 惚 れた ども 惚 

ぞ 子 言 はれて 候、 ざ れこ V」 


世 を 憂し ど 語らぬ 人 は 

身に くら ベ 

或 人の 曰 く、 人 は 只 さしで 口 

しの 中な V- にゐれ ば、 五 位 V」 

聲 につい て、 や れ あそこに は 


な 

も 


ナ t 

ぞ羨 

き ゝ 


ま 

V7 

る 


る 

き はまりた 

まへ ぬ が、 ぎ 

其時氣 がつ 


り、 そ の 故 は 深き よ 

や (, ど 啼 け ば ^ 

く な り、 し かれば 歌 


聲 な 


ま そ 

知ら 


の 如 

ぬ 程に、 

力まし 力 

常 は 只 


ばいかで それ ヾ」 

雪 ふり か、 

じ や 

リ 肩 者す. .5 き J9 

む ざヾ J  口 をき い 

ある 歌に 

さし 出ぬ こそ は 

いくさに だ 


る 

て、 


P 

タ 

あ 


ら 

ま、 

の 


れ 


し 

異 


らロ をき か 

な 人ぢゃ ど 


ね ば、 名 を さ へ 人が 

な り ど も  一一 一一 口 はれた 


よかり けれ 

にも さきがけ をせば 


五三 


I 五 四 


これ は 以前 

年 ふり 

當世 いらぬ 

當 ど 見えた 

弗笪に 入ら 

思 うて ゐ 候- 

まさぬ 者ば 

朿岸 居士 も 

し き や /) 

前 に 花 を 散 

は 五つの 假 

色 もな し、 諸 


の  > ひに よ 相 ^ 

nHK 述 K きさ 

物 VJ いへ る 題 

り0 

ん に は、 よ き 長 

• 聞えぬ 事な， 5  _ 

かりなれば、 こ 

萬 事 は 皆目 前 

ビの たま ひた 

ら す、 岸 崩れて 

り もの、 地 水火 

法 は 有無の 二 


な 


し 


老 


れ 

ふ 


又 こ、 に 


て 


な 

ま 

hN そ 

魚 害す- 

風 を か 

直にて 


ゆたん ふきこむ 

める 歌な bo しかれば 前の 心に 大方 相 

へ 通 ひて 問 はねば ならぬ 事ぞ ど、 皆  <  が 

是程 にない 事 を さ へ、 愚痴に 合點 をし す 

だ もに て 侯。 そら 恐し き 言 事 なれ Vj  、も 

な れ ば、 柳 は 綠、 花 は 紅、 あ ら 面白の 春の け 

う へ 硫黄が 島の 舞な V- を 聞く に も、 風 佛 

. そ の 岸 心なく して 罪 を 得 す、 さ れ ば五體 

た \レ り、 心 は虛. ^の 如くに て、 形 なければ 

あり ビも見 え、 又 無し ビぁ り、 江 口、 放 下、 僧 


この 謠 V- も、 いづれ も 聞 事な り。 放 下惯に 引かぬ 弓 放さぬ 矢に て 射る 時 

は、 中 らぬ しかも はづれ ざり けり ビ 見えた り、 さ て /\ 人が 知らぬ はよ。 

慶長 四ハゃ 初秋の 比、 あ ども 名のみ ばか 、り ゃ志贺 の 唐 崎に て。 (終) 

歌 舞妓 草子 

京傳の 骨董 集に 「於國 歌 舞妓 古 圖考」 の 一 條ぁ りて、 そこ に 「慶 長年 中の 繪於 

國哥 舞妓 圖 ffilllfl ど 題して、 こ 枚の 圖 V」 詞 書の 一 部分 w を 摸寫 して 出 

せり。 爾來女 歌 舞妓の 事 をい ふ もの、 大抵 此圖 ど^ 張德川 家の 歌舞 妓繪 

卷 V」 に據ら ざる こビ なき は、 世 人の 熟知す る 所な り。 然るに この 骨董 集 

に 引用せ る 原本ら 拔本 も、 今 は い づ くに ゆきし か 所在 不明に し て、 余 の 寡 

^なる 其 完 A- を 見し 人 ある を 知らす。 頃日 わが 京都 大學に 購入せ る 一 

册のぉ 寫本ぁ り、 俗 に奈. i ^繪本 vj 稱 する 體 裁の 橫本 にして 全紙 數 十三 丁、 

その 過半 は 極 彩色， の 古 拙 な る 袷を以 て、 歌 舞 昔 樂の姿 ビ 貴賤 見物の 體 ノレ 

一 五 五 


1 五六 

を寫 せり。 圖は 骨董 柒の それ ど 稍 異なる 所 あれ V- も、 そ の詞 書に 至 つ て 

は 全 y 相 一 致す るより 觀れ ば、 此 册子は 京傳の 見た る V」 同じ 書の 別 本な 

る こ ビ 疑 を 容れ す、 書 體繪風 また 元 和 寬永を 下らざる ベ く 思 はる。 

出 雲お 國名 古屋 山左衞 門 (或 は 山 三郞ビ も) の 事 は、 諸 說紛々 して 決定し 難 

け れ ざ、 此 冊子 に は 山左衞 門の C 魂 現れいで 、、お 國 ビ 問答す る體に 作り 

たれば、 山 左衞門 死去の 後に 成 り しこ ど 勿論な り、 山 左 衞門は 慶長九 年 作 

州津 山に て 同僚 井 千 右衞門 ど爭圆 して 斬殺 せら れ、 宇 右 衞門も 亦 其 場 

に 山左衞 門の 傍輩の 爲に切 害せられた うど いふ 說を 信す べし どせ ば、 此 

書の 成りして 慶長九 年 以後なら ざるべ から す、 恨 之 介 草子 f  M に 「慶 長 九 

年の 夏の 末 かみの 十日の 事 なれ ば、 淸 水の 萬燈 ど て釉を つらねて 都 人：： 

 欄杆 に 腰 を かけ、 これより すぐに 豐國 へ、 い ざ や 我等 は 祇園 殿、 扨 は 北 

野へ いざ 行 て、 く にが かぶき を 見ん V」 いふ 人 も ^？」 ど あ り、 書 中の 事 實ど慶 

長 九 年の 年代 ど 15 合せざる 所 あるより 此の 書の 著作 年代 を 疑 ふ 者 あれ 


ざ も.、 慶 長 九 年に 北 野 

門 をお 國の 夫な り ビ 

一 時の 情交 はありし 

點 につ いて は 了 意の 

け」 VJ あるが 出據 ある 

來し、 もの、 如し。 

さて 山左衞 門が 死し 

祿中 將軍義 輝が 屢纟 

れば、 義 輝の 弑せ られ 

慶長九 年 は 五十 四 歳 

者 年 知らす ど は い ふ 

は變な ものな り、 さ れ 

にも かくに もお 


に ぉ國歌 舞妓 あ. り 

い ふ 說も汎 く 行 は 

ならむ も、 夫 どい ふ 

柬 海道 名所 記に、 「三 

らしく、 三十 郞山三 

たる 慶長九 年 は、 お 

ぉ國の 踊を兕 たり 

し 永祿八 年 を、 ぉ國 

の 色 も 香 もな き 葉 

もの、 六十 近い 婆 

ば こそお 國にニ 代 

山 左 衞門ビ の 事蹟 


し 事 は 疑 ふべき に 非す。 山左衞 

る れ V" も、 此 冊子の 記事に 據 れ、 ば 

べき 位置に は あらざる べし o 此 

十郞 VJ い. へる 狂 言 師を 夫に まう 

郞 その 名の 近似せ るより 混同 を 

國が 何歳の 時なる かどい ふ に、 永 

ビ い ふ說を 暫く 事實 V」 して 考ふ 

が 十五 歳の 蕾の 花 V- 假定 して、 も 

櫻 な り， い かに 美人に 年齡な し、 役 

さんに あれ ほ V- 世間が 騒いだ ど 

あり ビの 臆說も 起り しなれ。 VJ 

は 今な ほ^ 漢ビし て、 信 賴 す ベ き 

1 五 七 


を 紹介す る 事 どせ 

れ ば、 改 めて 句 讀 を 


1 五八 

材料に 乏し、 此際歌 舞妓 草子 の發 見せられ たる は、 よし 假作 

少珍 yj す ベ き か ど 思 ふま、 に、 左 に 全文 

名が きに て ニ般の 讀者 に讀み 易から ざ 

を 入 れ、 問 々傍訓 を も 施せ り。 

かぶき 踊に い 

て 候、 そ れ がし 

，天下 太平の 御 


物語に せ よ、 多 

t 原文 は假 

施し、 多く 漢宇 


都の 春の 花 ざ かり (, 

お ほ やしろ  ， ， に 

大社に 仕 へ 申す 社 人に 


C う 


ぎ 踊 ど 申す 事 を 習 はし- 

踊らせば や VJ 存じ 候。 

(繪) 

古里 や いづもの 國をぁ 

ぎ ぬれ ば、 か 、る 御世に 

嚴 島、 舟 の yj まりに なら 


世 な 


どに 見 て、 末 は 霞み 

しゅく 

も あ ふの { 伯、^" せ ば 

た の 溶、 釣 する わざ 


よそ も /)  > ^ 

に國ど 申す み 

れ ば、 都 に まか 


傅 ひ、 な ほ 行末 は 世の中の なに はの 事 もよ 


て 春の 曰の 長 門 

からぬ 廣島 ゃピ 

はう し 窓 の、： H: に 

しあし の、 若 葉 に 


は 出 雲の 國 

の 候 を、 か ぶ 

の <v* り 陵て 


の 國府を 過 

ひよ る宫は 

あかしの 浦 

風の ふく 島 


の湊の 波の 治まれる 御世に は 今 ぞあふ 坂 や、 急 ぐ 心の 程 もな く 都に 早 

くつき にけ， 90 

これ はは や 都に つ いて 候 程に、 心 靜に洛 陽の 花 を 眺めば や VJ 思 ひ 候、 を 

りし も泰の 事 なれば 名に し 負うた る 花の 都、 こ 、やかし この 花見の 遊 

まご ゐ 

び、 花 の袂を 重ねつ 、色々 の 裳裾 を 染め て、 木 の 下 ご ビ に圓 居し て、 歌 ふ 

もい ビ  >  面白し。 

そ もく 都 ほ V」 りの 花の 名 所、 地 主 櫂 現の 花の 色、 鷲 の お 山に 哚く花 は 

靈鷲 山の 春 かど 疑 は れ、 大 原 や 小^の 山の 花 盛、 今 も 御幸 や 仰 ぐら ん、 さ 

て 又 返り. 眺 むれ ば、 大 內 山の 花 盛、 近 衞 ノレ のの 絲 櫻、 千 本の 花に しく はな 

しど 打眺 め、 天 満っ 祌にぞ まねり ける く。 いかに 申し 候、 今 日 は 正 (三 

ノ^ 力) 二十 五日 貴賤 群集の ま 叁の折 柄 なれば、 か ぶき 踊 を 始めば や 

： 五 九 


ざ 思 ひ 候、 ま づ 念 

取 不捨、 南無 阿 彌陀佛 

鈎に 懸けて は 何 かせ 

だ o 

(繪) 

念佛の 翳に ひかれつ 

さ ん、 わ れ をば 見知り 

,5 て 候 ぞゃ。 思 ひよ 

な るん にて まします 

ひ 給 ふ、 わ れも 昔の 御 

ざ れば、 こ れも 狂言 綺 

ば、 か やうに 現れいで 

(繪) 


くラ f 

踊 を 始め 申さ う、 光 明 遍 照 

む あみ だ、 南 無 阿 彌陀佛 な 

，、いに かけよ 彌陀の 名 號、 な 


一 六 〇 

十 方 世界、 念佛 衆生 攝 


罪障の 里 をいで うよ • 

は す や、 そ のい にしへの ゆ 

す や 貴賤の 中に わきて た 

や、 御 名 を名乘 りお はし ま 

の 友、 馴 れ しか ぶき を 今 VJ 

を もつ て、 讃佛 轉法輸 のま 

な り 0 


あ 


み だ、 は か な 

彌陀佛 なむ 


の 

力 

せ- 

て 

こ 


ビ 


/) ぉ國に 

さ に、 こ れ ま 

か 知る ベ き 

いかなる 者 

忘る 、事の 

の 道に 人る 


し や 

あ み 


物申 

で 0 

I 力 

ヾ J 問 

あ ら 

な れ 


さて は此 世に なき 人のう 

しろ 

代の 松の 言 の 葉 かすく 

花の 名 殘の玉 鬉、 か けても 

昔の かぶき 人名 古 星 V- の 

ごや かならぬ 世の 交 り、 人 

互に 今は此 世に もな ごや 

何事 も 打棄て 、ありし 昔 

な i き  なた 

あ 只う き 世 は 生木に 轮ぢ 

あ 只お 國は 柚の 木に 猫ぢ 

淀の 川瀬の 水ぐ る ま、 た れ 

茶屋のお か、 に 末代 そ は 

まゐ hNO  , 

茶屋のお か、 に 七つの 戀慕 よのう、 一 つ 二つ は 


つ 、に まみえ 給 ふか 

に、 釉 を聯 ねて きた 野 

思 ひ 出ざる や、 言 一 某 の 

にて まします か。 い 

の 心 は むら 竹の ふし 

が 池の 水の 泡 V」 、は て 

の 一節 を 歌 ひ て、 い ざ 

ゃビの  >フ、 田 ^ ひ はせ 

や- V」 の ，フ、 田 心 ひネ 6 はせ 

を^-つや らくる ，（- 

ば、 伊勢 へ 七 度 熊 野 へ 


や、 さ して それ 

なる 右近の 事 

末に て 心得た 

や 名古屋 ど は 

ぎの 喧嘩 をし 

にし 事の 無 念 

や 力ぶ 力ん 

ば き の 毒 や の 

ば き の 藥。 

ど o 

十三 度、 愛宕 さ 

痴話に も 召さ 

一 六 1 


VJ もい は 

VJ 夕 顏 の 


さ 


さ 

し 

,、 I 

よ 


て ま 

や、 な 

して、 

-ょ し 


まへ は 月 

れ よ のう、 


殘 b. 五つ 皆 戀慕ぢ や o 

風 も 吹かぬ に はや 戶を 

い で、 あ 只 つれな の 君 さ 

にしまぬ o 

(繪) 

いかにお 國に 申し 候、 こ 

きをち ど 見 申さ ，フ、 今 の 

ば 歌 ひ 聞せ 申さん ビ、 つ 

わが 戀は 月に 叢雲 花に 

(繪) 

越え 里 を 隔て 、人 

ひ睽へ ざ、 そ れ 吹く 


山 を 

は 思 

つ き 


さ 


や 


れ 

程 


がた に 思 ひ 焦れて 


を 

吹 


たの， フさ \ ば さす VJ 

の う、 そ なた 思へば 門 


て 


I 六 二 

疾く 

立 つ- 


は や 古 臭 き 唄 にて 候 

淨 g.? 离も V- きどい ふ 

の 拍子 打 揃 へ、 調子 を 

よ、 細 道の 駒 かけて 思 

身 を も m ぶばれ 中さん- 

宵の 慰み、 小唄 は 夜中 

^八 は 君に い つも そ 


程 

n ハ 

ふ 

ふ 


さ 


に、 め 

を 歌 

そ う 

ぞ 苦 


力 /-、、 

口す さ 

てス 5^ 


もお し 

むき 嵐 


や ら- 

も  身 


らしき 

申し 候. 

.5- ひけ 

さ o 

： ま： 

み VJ よ. 

れて後 


力 ぶ 

さ ら 

る o 


節 £ 

あ か 

は 又 


黄  0 

あ ふし き， 春 雨の しだれ 柳のう ちし をれ たる を、 見 

力 ，5 

世の中の 人 ど 契ら ば、 薄 く 契りて 末まで 遂げ よ、 も 

散 る か、 濃 き ぞまづ 散 る、 散 りて の 後は訪 はす 訪は 

ぬ れ ば、 思 ふに 別れ 思 はぬ に 添 ふ、 な さけ は 大事の 

か ぶきの 踊 も 時す ぎて /^、 見物の 貴賤 も歸 りけ 

惜しき ま、 に、 待 てし ばし く、 歌へ や 舞へ や 拍子 

の 、ど  >  ろ ど 鳴る 种も思 ふ 中 はよ もさけ じど 

別れに なれ ば、 お 國は名 殘を惜 み つ ヽ又 一 ふしこ 

ぉ歸り あ る か 名 古 三 さま は、 送 り 申さうよ 木潘ま 

暮れて、 ふた り^ 見 の 草枕、 八 千夜 そ ふ ども 名 古 三 

限な し。 


るに つけても 此 春ば 

みお 葉 を 見 よ、 薄 い が 

れ す、 互 に 心の 隔たれ 

もの かの。 

れ ば、 名 古屋は 名殘の 

に 合せて 打つつ いみ 

言 ひし も、 い たづら に 

そぼ りけ る。 

で、 こばた 山路に 行 き 

さまに 名殘 をし き は 
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,  ,  お ほ やしろ 

よ く  /\ 物 を 案す るに、 このお 國 VJ 申す は 忝くも 大社の 假に 現れいで 

給 ひ、 か ぶき 踊 を 始めつ、 、衆 生の 惡を祓 はんた め、 か 、るかぶ きの 一 節 

を あら はし 給 ふば か， 5 な b  、あ ら難 有の 次第 かな /、。 

書物の 體裁は 全く お伽草子 風 なれ V- も、 文 章は謠 曲が  >  りに て、 末 段 「よ く 

(, 物 を 案す るに、 このお 國 ビ 申す は 忝くも 大社の 假に 現れいで 給 ひ 云 

々 」ど あ る は、 御 ^草子の 本 地 物の 極り 文句な が ら、 そ の 次の 「あな 難 有の 次 

第 かな/、」 は又謠 曲ぶ りなり。 これにつ いて 思 ひ 出さる、 は、 叨 治 四十 

五 年 佐々 木 信 綱 氏が 校訂 出版 せられた る 「新謠 曲 百？ 中 の 「歌 舞妓」 の 曲な 

り。 趣向 は 彼此 全く 同様に て、 文 章 も 同じき 所 多 く ノレ り 入れた る 俗歌 も 

ほ 3- 同じ く、 此 にあり て 彼に なき は、 「風 も 吹かぬ に/わ が 戀 は」 「山 を 越え 里 

を 隔て、」 「世の中の 人 VJ 契ら ば」 の 四 首にし て、 彼 にあり て此 になき は、 「我 は 

備 前の 鍩 刀、 思 ひま はせば VJ ぎ ほし や」 「い か に 鞍馬の くら か る ろ、 沖) もこ も 

らば 淸水 に、 花 の 都 を 見お ろ い て、 お 月で て から 往 のす やれ」 「四角柱 や 角ら 


し や、 角 のな い こそ 添 ひよけれ/そなた 思 へ ば 束 山、 河 原 通 ひに 身 を や つす」 

の 四 首な り。 この 二者 いづれ が 前に 成れる か、 遽 に 斷 言 し 難 けれ V/ 新 謠 

曲百番 中に は、 「花 鳥 風 月」 「信 田」 の 如 き、 御 伽 草 子、 舞 の 本に 依. h- たる もの ある 

V」 、文章の 緊縮 充實 せる ど より 觀て、 予 は新謠 曲の 「歌. 舞妓」 は この 歌舞伎 草 

子 を 修正せ る ものな， 9 ど  一 一一 m はん ど 欲 -To 

附け てい ふ、 力 ブキは 俗 言 のテ ンガフ の 意な り ど は 種 彦の說 く 所なる が、 

此 文中 の 「さ て は、 昔 のかぶ き 人 J 'い ざ やか ぶかん」 な Vj 、いづれ も 浮れ 戯る > 

意 なるこ VJ しる く、 か ぶき 踊 は卽ち 戯れ 踊の 義な り。 (大正 三年 七月 十一 

日 稿) 

寬永 十二 年 跳 記 

寬永 十二 年 將軍家 踊 上 覽の事 は 之を史 藉に徵 する に、 寛 永日 記 十二 年の 

條 に 
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七 廿  一 n: 、尾 張 亞 相 公、^ 廿 3 於 二 丸 御茶 被 上 之、 祀 伊 水戶兩 殿、 可 爲御 相伴 Sla 

被 仰 出 之、 因 茲 ffi 伊 亞扣へ 御 使 松 平 伊豆 守、 水 戸黃門 へ 御 使 阿部 豐後守 被^^ 

之、 不 移 時爲御 fi> 右 忝 奉登營 御 n 見 也、 云 々 

七 ガ 廿ニ  n  、於 二 丸 尾 張大納 言 殿御 茶 被 進、 御 能 有 之 

七月 卄四 nl  、叨 廿 五 日、 於 二 丸祀 伊大納 言 殴 御茶 可 被 爲上之 旨、 今 日 被 仰 出 也 

七刀廿 五 B  、早 旦於ニ 丸 紀伊亞 相 御茶 被 上 之、 御 能 被 付 之、 せ； 後 風流 ® 入 興 給、 御 

酒 荽 云 々 

ど あ り、 - ^  > に採錄 する 跳 記 は、 七 月 二十 二日の 御 能の 餘興ビ して 上覽に 

供せ しもの か、 又 は 二十 五日の 風流 ど ある ものに や、 二十 五日の 亭生方 は 

紀伊亞 相 なれ V- も、 餘 興の 風流 を 尾 張 公より 出す こ さ も 有り得べ きなり、 

尾 張の 士堀田 六 林の 護 花關隨 筆に 「寬永 十二 年 亥 柳^へ 我 公より 踊被献 

候 時の 唱 哥」 ビ して 歌詞 五 章 を擧 げた り、 其 歌此跳 記の もの ど 一 致せ す、 只 

其 最後の 歌の 「さすが 朿 の都ビ て、 花 は 錦 を さらす か も 四 方の 山々 立 出く 

れ ば、 雪 かど まが ふ 其 花 ざ か り、 知 る もしらぬ も 面白 や」 ど あ る が、 本 文 「か つ 


しゃう お V- り う た」 の 第二 章 ど 近似せ る を 見る のみ。 (也 有 ど 六林參 照 )3-5 

ふに 踊 献上の 事 一 度に ど 3- まら や、 苒 三 ありし なる ベ く、 編 年 大略 宽永十 

四 年の 條に 「今年 再 踊 御上 覽、 去  < 亥年 七月 御上 覽之節 之 踊 子 元 服 仕、 或 は 

有 故 候 而不罷 出輩少 々有 之、 然共 大槪咸 亥年 之 輩、 格式 も 又 同然 云 々一 VJ あ 

り、 又 敬 公實錄 に、 或 傳に此 踊 を 寛 永 十 一 戌年 どす る 由 見えた り、 か た ぐ 

護花關 隨筆ビ 歌詞 符合せ ざる は、 た ビ ひ 同年 にても 別時の ものなる ベ 

し。 此頃江 芦 に は 中 村 勘 三 郞. 都 傳 內、 村 山 又 三 郎等の 芝居 公許 せられて、 

若衆 歌 舞妓 流行の 折 柄、 名 古屋山 三郎、 中 村 勘 三 郞の鄕 里な り V」 いは れ、 夙 

に 歌 舞妓 の 開けた る 尾 張より、 小 姓 踊 献上の 事 あり し は、 因 緣淺か らすど 

いふべ し。 

跳 子 之 次第に 括弧 內に 記した る は、 後 人の 付 紙して 記入せ しものに て. 伊 

織、 金 彌、 辰 之 助な ざ やま やさしき 人々 の 何 兵 衞、 何 左衞門 ビ、 尤 らしき 髭 親 

父ど變 りたる 後の 名 を 見る も、 今 昔の 成 深く、 「木 村 一 學大竹 金 彌後喧 嘩」 ど 
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あるな ご、 そ ケ ろに 西 鶴が 男色 大鑑 中の 人物ら し く、 そ の 面影 ま ひ 想 ひ や 

らる 、 こそ を かしけ れ、 さ て此 姓名 は 編 年 大略の 記事 ビ 多少 異同 あ り、 今 

その 相違せ る 分の み を 摘記 せんに 

o 

長 野 內記バ f ^1  永 田 八十 郞後淸 左衛門 

堀 田 忠兵衞 ( 一 右京) 寺 町 賴母後 源 五左衛門 

須賀井 吉十郞  本 田 竹 之 助 2  - 一門 右 ® 門) 

深津左 兵衞 駒 井 三之亟 後^ 左 ®n  . 

なほ 編 年 大略に は 連名の 後 に 「傳 云、 踊 御上 覽前 H 場 慨 (？) - 一未 熟-一而 揃不 

申 ュ 付、 俄 四 人 減 十九 人罷出 云々、 四 人 撰 出姓不 詳、 先 之 年重而 御上 覽 之 節、 

四 人 之 者 V- も罷出 云々、 公義 踊惣 奉行 堀 田 加賀守 殿、 御 家 二 而は鈴 木與三 

右衞門 -ー 被 仰 付 云 々」ビ あ り 

衣装 持物の 事 は、 敬 公實錄 にも 見 ゆれ V- 、本 文の 方 詳細な b  、只 注 意 す ベ き 

は當 H 尾 張 侯の 服装 を 記せる 一 節に し て 4 踊の 節 公 御 装 束、 if 御 帷子 御上 


下 滅金 御紋付 -ー 候、 御 出立 は 唐人 御 装束 御 出立 V」 も 巾」 ど あ り、 唐 人 御 装束 

どの 一 說は餘 りに け やけし、 こ は 恐らく 跳 記の 中 踊の 装束 ど 混同せ しな 

る ベ し、 滅 金の 上下 だけにて 芝居 氣 十分な り。 

本文の 文字 假名 づ かひ は、 す ベて 原本に 從 ひたれ ば、 若き 現代人 のために、 

聊か 老婆心の 說明を 加 ふ べし、 「すり 薄」 は 「摺 箔」、 「ゑ よ う」 は 「繪 樣」 、〔か る さ ん」 は 

「袴の 狹 きも の」、 「て う ち」 は 「手 打」 に て、 持 物な く 手拍子 を 打ちて 踊り、 「うた あ 

げ」 は 「歌 上」 に て、 歌 詞 を 唱 す る 者、 「ち ら し」 は 曲調 を か へ て 踊の 手 も 繁く賑 は 

しくす る をい ふな らん、 「小 六 を 吹て 出 る」 ヾ j あ る 「小 六」 は T 小 六 つ いたる 竹の 

杖、 小 六、 本 は 尺 八、 中 は 笛、 小 六、 云 々」 の 小 六 節 を 笛に 吹く 意 な り、 伊 勢 踊 は^ 

勢よ， 5 起り たる 踊に し て、 糸 竹 初心 集に、 - あの 君 さま は 伊勢の 濱 そだ ち、 目 

元にし ほが やれ、 こぼれ か 、 る ゑ j の 歌 を 載 せ た り、 此踊は 古くよ り 行 はれ 

しど 見 え、 武 德編年 集成 g 永祿四 年の 條に、 今 川 氏 直の 儒 弱 を 譏りて、 「倭 歌 

蹴 鞠に 耽り、 伊勢 踊亂 舞に 長 じ 云 々」w い へ り、 尙延寶 の 頃 盛に 流行 せし 事 
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は、 ト養 狂歌 僂、 紫 の 一 本 等に 見 ゆ。 

「中 跳」 は 嬉遊笑 覽卷五 に 「義殘 後覺、 入江 大藏 之丞 口論の 條、 七月 十五 曰 の 夜、 

藝州 御城の 馬場に て 諸方の 士 小姓 衆 、三味線に て大を ざり を始る 程に、 大 

藏も 道場の 太鼓 三尺 四方 ありけ る を、 綱 をつ けて 首に か け、 是 を 拍て中 を 

Vj り を 仕 給 云々， 俳諧 懷子 五三 尾 線の こまな ベて いざや 中 を Vj り、 佐 夜中 

山 集に g 認こゝ ろしり き釉打 ふりし 中 を V- り、 是 は 輪 を Vj りの 中に 居て 

踊る にゃあら む」 ビ あ り、 此 推 定 違 はざる ベ し、 此 跳 記に も 中 跳の みは 衣装 

持物 を か へ て 他ビ區 別せ り、 尙兎園 小 說外集 1 所 引西國 諸家 盛衰 記 第 九 

に、 中 躍 の名稱 散見 し、 且 西 腿の 豪族が 華奢 風 流、 む しろ 江卢將 軍の それに 

も 勝りし 狀を 知る に 便 なれ ば、 長 文ながら 孫 引す ベ し。 

宗麟 風流 躍 見物 事 

同 七月 | 大友 入道 宗麟、 六 人の 老臣に 風流の 躍 見物す ベ しビ宣 ひけ 

れ ば、 六 人の 輩 思 ひく に 風流 を盡 し、 其 用意 をな しける が、 同 き 二十 七 


攀 

日、 丹 生 島の 城 中に て 見物 ある、 一 番は 佐伯紀 伊介 維 敎、 風 流 は 小 原木 ど 

號 し. 躍 子 共 一 樣に 女の 出立に て、 肌 に は 朽葉の 練 を 着 し、 上 の小釉 を脫 

か け、 白 きく  、 り 帽子の 端 を 長く 下 げ、 金 襴の 前垂 を し、 小 原木 を 金に し 

て、 櫻 の 作り 花の 枝 に、 眞 紅の 繩 にて 結 付 け、 是 を 持、 其 謠 ) 曲 を 聞けば 

「小 原木 く， 召せ や 召せ く， 小 原 靜原芹 生の 里、 朧 の淸 水の 陰 は、 八 瀨 

の 里 しら や、 櫻 の 匂 ふや 此 里の 春風 

「松が さき 散る 花まで も、 雪 は殘 て 春寒し. 小 原木 召され よ、 小 原木 召 

され 候へ 

ど^ 面白く 謠躍 る、 中 躍 も 金の 小 ，原 木 を 戴 き、 又 は 荷 ひ 躍 舞 ふ、 傘 鉢の 內 

に て は、 笛 皴鐘 太鼓に て是を 糠す、 二番 は 田 原 近 江 入道 紹 忍、 躍 は 芭蕉 躍 

ど 號 し、 躍 子 共箔の 小釉を 着" 金 熨斗 付の 大脇指 を 指、 萠 黄の i:: 色の 緒に 

て 芭蕉 を 作 り、 切 り 破りて 持 躍 る、 中 躍 は 芭蕉の 葉を萠 黄の 段 子 を以ま 

き て、 是 を 作り 持て . り 、三 番は田 北 相 摸守鎭 周、 風 流 は碇か づ き ビ 名 づけ、 
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1 番に船 を 作 り、 金 襴に てつ 、み 車に 乘 せて 引出 る、 次 に 踊 子 共 箔の小 

釉 に、 紅 の 糸の 腰簑 し、 碇 を 金襴に て つ 、みて 是を 持つ、 中 躍 も碇を 持、 其 

小謠に 

「綠樹 影 しづかに て く、 魚 木に 登る 風情 あ り、 月 海上に 浮んで は、 兎 も 

波 も 走るな り、 面 白の 春べ や、 あ ら 面白の 浦の 氣色ゃ 

ど聲を 揃て 謠舞 ふ、 四 番は朽 網 三 河 守 鑑康、 躍 は 班 女 ^號し て、 躍 子 共 女 

の 出立に て、 箔 の 小釉を 着、 上 を脫 かけ て、 く  、 り 帽子 を 戴 き、 竹 の 純金 を 

以っ 、 み 傘 扇 を 付 る、 中 躍 も 是に同 じ、 五 番は 吉岡鑑 直、 躍 は 葛 城 ど名づ 

け、 躍 子 共箔の 小釉を 着、 扇 笠の 上に 雪 を 作り 戴き 躍る 中 躍も大 なる 作 

り 雪 を 持 出 で、 雪 を 打 破 り、 金 銀の 箔を 散して 舞ひ謠 ふ、 六 番 は志賀 伊豫 

入道 道 輝、 風 流 は 井筒 ど號し て、 井 筒 を 作り 柱 を 立、 桔 槔を しか け、 桶 を ば 

金襴に てつ 、 み、 眞 紅の 繩 にて 是を 下げ、 一 方の 重りに 沈の 搰を 付け、 側 

に 火鉢 を 置、 沈 を 刻て 是 を 燒、 躍 子 はく 、りの 帽子 を 着、 桶 を 金镧 にて つ 


つみ、 金の にて 是 を 持. 中 躍 も斯の ご- -- 

も 止み 間な し， お 麟悅 喜甚し く. 其 返し？」 

は 金 若 太夫 な b  、警 固の 士五 六十 人 甲 山1 

にて 是をっ  >  み、 能 の 問 警 固 せ り、 御 曹 子 

ニニ 間ば かりの 金幣を 立" 


o  o 

躍りな り、 眞 中 


遊興 は 終りけ 

「三 わ け 躍」 ど 「か つ 

三輪に 「み わげ 殘 

し や」 の 意 より 來 

あ ，5 げ な り、 一 兄 圓 

に て、 頭 に 包み物 

れ た る、 頗 る 肯綮 

歌詞 は 新作 も あ 


し や う 躍-に ついて は、 原 本 

りしより 三輪の しるしの 

りしなら む、 歌 詞 に 「人 目 忍 

党 も 禽前 51 引 文の こも 

/ 一一 一お 夕お もの^ iK  I 

なく 被髮 のま、 にて 躍る 

に 中れ り。 

り. 當 時 行 はれし もの を そ 


し、 上 下心， も 

し て、 吉野靜 

を 帶 し、 長 刀 

新 太 郞義統 

躍 子 共 も 金 

所 藏者石 田 

古き 世 を 語 

びて かよ ひ 

三輪 踊 あ り、 

ょトソ 起れ る 

のま、 採り 


空 に う 

の 能 一 

の 鞘 を 

よ り L 

幣を持 

元季君 

るに つ 

し に」 な 

• かっし 

名なる 

用 ゐ 

1七ーー1 


か れ、 感 0 暫 

番ぁ り、 太夫 

佥镧の 折 形 

o  o  o 

f> は、 三輪 の 

躍 て、 其 日 の 

の 說 に、 謠曲 

けて はづか 

V- ある も緣 

がっさ- 

やう は 鬚 

べし ビ いは 

る も、 少 し く 


1 七 四 

變更 せる ものも^せ り、 伊 勢 踊の 歌の 如き は、 在 來の ものなる ベ し、 「あ の 君 

さ ま は」 は 糸竹 初心 集の 伊勢 を どり の 歌に して、 「天 にて る 月」 も 松の 葉の 琉 

球 組の 中に あり、 「柳 は み り」 は 「千 代 の 惠」 ど い ふ 組 歌に、 「千 代の 惠 はよ の、 柳 

は み V- り、 花 はくれ なゐ よ. 人 は n ハ 情. そ れ梅 はに ほひよ の」 ど あ り、 「笛に 寄 鹿 一 

は 松の 葉の 端 手片撥 に 「笛 による 鹿 は 妻 ゆ ゑに 死す る、 わ れ らも さまに や 

つれ 命す てうすよ の」 V」 あ り、 三 わけお V- りの 第 一 章 の 「V」 へば- y」 はぬ- y」 ふ 

りご /- ろ -VI はねば うらみて つり ご  >  ろ」 は、 隆 達 節 の 「ど へば V」 ふ どて ふら 

るヽビ はねば つらる ^に 基く もの 、如 し、 固 より 是 等の 俗 謠集は 寬永十 

二 年より 後に 成りた る もの なれ V- も、 强 ちに 編集の 時代 を以 て、 跳 記の も 

の を 新作 vj し て、 之 に 基く もの vj は 言 ふ を 得ざる なり。 

思 ふに 三百 年 前の 踊に て、 そ の 衣装 持物 等を傳 ふるこ ど 此の 如く 精 細に， 

人 をして 當 時の 舞 容を 髡髴 せし むる こビ、 此の 如く 歴然たる もの は-他 に 

その 顚多 からざる ベ し 百 事 新 檨を趁 ふの 今 日、 試 に 梨園の 少年 子弟 をし 


て此舊 容を學 ばし め、 大正の 宗麟家 光を氣 取る も 亦 一 興な らん か。 

終に 臨み 石 田元季 君が 藏 本の 公刊 を 快諾 せら れ.且 種々 有益なる 助 言 を 

賜 はりた る 高 意 を 深謝す。 

大正 三年 十二月 

寛 永 十一 一年 亥 七月 跳 


跳 子 之 次第 

松 田 外 記 (堀 田三郎 兵衛) 

千賀 新太郞 (林武 兵衛) 

堀 田 右 京 (堀 田 彥兵衛 子 力) 

小 瀨 伊 織 (小瀨 新左衛 門) 

石 川 辰 之 助 (石 川 五郎太夫) 

久 野 左 吉 (久 K 市 右衛門 弟) 


長 野 喜 內 (後一 一矢 野鏠 殿ト改 力) 

永田ス う AH; 

熊 谷內匠 S 

寺 町賴母 (寺 

毛呂 三九郞 (毛 

須加井 吉十郞 (洲 


與 兵 衛) 

彌 五左衛門) 

次^ 兵衛) 

井 惣右铕 門) 


一七 五 


淺 野庄藏 3 

稻生織 部お 

駒 井 三 之 允 S 

間 島藏主 (間 

寺 尾 勘 平 S 


木 村 一 學 (木 村 傳之允 弟) 

本 多 竹 之 助 (本 多紋 右衛門) 

深津 左兵衞 (柒津 五兵衛) 

撗井 杏之助 S 井 十 ^ 左 0  S 

大 竹金彌 (gw ト麟後 ぽ嘩) 

魚 住 平 三 郞 ハ魚 化お-右 筒 門) 

右 二 十三 人之內 うた あげ 

永 田 八十 郞  駒 井 三 之 允 

てうち 伊勢 跳 は 跳 子 衆 ど 同前 之 事 其 外 は 

中 跳 唐人 之 出立 一 人 は 狂言 師 

IF  5  5  r  V  伹襟 袖口 

襦 子の しゅはん  なよ せす 


人 


0 


S リ かるさん 

頭巾 猩 な 皮 


襦子 

但る; よ 


1 七 六 

野 文 右衛門) 

生 牛 右衛門) 

井 彦左衛 門.) 

島 權左铕 門) 

杵^ 左衛門 手) 


金 入の さ、 へ 


つ  >  みうち  三人 

太皴 うち  壹人 

笛吹  三人 

右 役者 之 衆 小袖 二通  二十 人 分 

四ッか はり 糯子ビ 白 綸子 金-一而 たて はぎ うら 紅梅 

綸子の 染物  うら 淺黃 

下着  白兩 めん 

ほ うづ、 み  .  五 通 

帶襦子 綸子  二通 

尺八 吹 十 人  小袖 一通 

濡 子 こし 災ろ  但 金銀-一而 惣^-」 しゅろ の葉莖 # 

翁 ーづ ー  t  ；  五ッ 六- ソ計 すリ 薄う ら淺 黄 

帶  白 綸子 

下着  白雨 めん 

一七 七 


1 七 八 

tKJ  但金錤 ^段々 におく 緒 しんくの 糸 

一 さ  、、ゆび 程 LL して 笠の 上 LL 結び 铯冇 

右う ちわ 跳の 先へ 小 六 を 吹て 出る 

禰宜  二人 

祌主  一 人 

一 狂言 師 一 人 榊 を 持 装 東 

銀の もみ ゑ ぼし 黄ばせ,^ ふの かリ. Vp  S 

付り こんの さし ぬき 

一柳 主 鈴 を もち ゑよう 

まいぎ ぬ を 着した 小釉 すり 薄 

くれな ゐの緒 をつ け 

壹人ざ ひやう し を 持 装束 銀の 折 烏帽子 

白ば せ を ふの か りぎ ぬ 付り こ ん のさし ぬき 

右伊 勢 跳の 先 へ 出る 也 

あづま 跳の 装束 


七 

九 


但 ばは 
な 金し 
み紗さ 
か 糸 足 

わに も 

さ 金 62 

ま 二 さ- 
で而糸 

ナ- 1 ' 
o 面 

な W 
みい 

物 

さ 
わ 
な 


帶 

下 

小 

小 

の  付 

釉 

マ 

子 

釉 

Tk  Li 

Lr リ 

一 

一 

ヅ 

ク 

[ X つ 

割 

之 

ゝ、' - 

(：ん 

內 

わの 

レ、 さ 

物 や 
T 力 Y 

づ fH 

tK 紅 

if*  f、 
リ ** ソ 

ン ノ 

i-f  |ャ 
は 11 

雄い 

v  u 

ず し 

i) 一 
り 

1 、 り 

にの 

り »j 

Lr リ 

ナ、 i 

1 

？ つ 
O や 

ハ \o 
ノ  v< 

り 7 お 

淋 ； 

つ 

浪 ふ' 

立 

凡 

ひ f> 

令 糸 
SSL  ,1、 

リ に 

表 1  - 

ffl 

ん 

く て 

川 

す- 

れぉ 

な 葉 

も あ 

手 

小 釉帶扇 いづれ も 右 同前 

あづま 铫 のうた 


あ ふぎ  惣金 朱の 雲形 

但ニ本 宛 持手ミ 接に さす 

ミリお W さんがた め 也 

むらさき まう し  但ぉ VJ りつ ゝ み 

うた あけの ト釉 うら くれな ね 鷺 

但地 II 子に. m りう もんの 綸子 一一 而鷺^ 

八- ソ七ク 計缝付 ゑよう は^ん ゑ 


一八 〇 

一 雲の 餘 所なる もろこしまで もな びけば なびく 君が代に や ふちよ しい 

く 千代まで も かぎら じ や r チッ ホ ホ ホ ホープ ン チ タツ ホ ホイ ャ 

一 風 ど 柳の 我が 中 なれば なびけば なびく 君が代に や ふちよ しいく 千代 

まで も かぎら じ や r チッホ ホホホ クン チタ ッホ ホイ ャ 

一見て ややみ なん かづら きの 雲 おもかげ にたつ 見し おもかげ もな つか 

し 見し おもかげ もな つかし や つ チ ッ ホ ホ ホ ホ-ブ ンチ タツ ホ ホイ ャ 

一 きりの まがき のます ほの す、 きおも かげに たつみし おもかげ なつか 

し 見し おもかげ もな つかし や, チッホ ホ ホ ホテ ン チタ ッホ ホイ ャ 

一 庭の さ、 はら そよ ビも すれば おもかげ にたつ 見し おもかげ もな つか 

し 見し おもかげ もな つかし や, チ ッ ホ ホ ホ ホ-ズ ン チタ ッ ホ ホイ ャ 

1 夢 かう つ、 かう つ、 か 夢 か. 只 かりそめに 見 そめし ま、 の お も かげ 

/) を r チッホ ホホホ -プン チタ ッホ ホイ ャ 

ちらし 

一 おんだ ふれ やれ あは 雪の /\ ふるに 心の /\ き え ぐ ど 


うちわお Vj  b 装束 


、 

/， 

帶 


埤緋 綸子 本の 大 

惣. a に 十 計-車 は 

小袖 二 ッ之內 


金 な 


うちわ 

付リ こんの 紗 へ 

ゑよう は 武藏野 

黄 帽子 

うた あげ 小袖 

前後に ニ筋伹 つ 

糸に て總 なりに 


尺 五 

み U 


〇 


下 小袖 帶圑 扇崤子 

うちわ 踊の う た 

花 もむ かしの 色に さ 


六 

1 

金 


诅 か 

1 白 

黄 り 

リ め 

て 雲 


.F7 事 

い わ な 


兩 めん 一 

ん す 

んニ ク割 

,ぉ - ちらし 


し P 

i  0 


i の 


金 


柄 黑 

但 緒 


あ さ ざ 


はかた びら 

にがの、、 


軍 酉 

魟 

但新包 

金の た 

の 


み 


りづな 


づれも 同前 


く 今 さら /\ の 中に て 


もな し 同じう き 世に 同じ 

一 八 1 


身 を 

只 う 

も な 

1 な 

じ 身 

P う 

も な 

一 山 

-グ ン 

ち ヾ J 

一 笹 

じ 身 

び 只 


ホ 


久 

ン 


-プ 

ン 


う ち vj 


-プ 

何 


ン ホ 

か 嗟 


ン ホ 


ホ 

よ 


松 

-グ 

な 


ホイ ャ 

峨 野の 

の 竹 今 

ホ ホイ 

蛾 野の 

今 さ ら 

ャチチ 

のおみ 

ん いま 

ホ ホイ 

か嵯峨 


チ チ 

お み 

さ ら 

ャ チ 

お み 


-グ ン 

な め 

さ ら 

ャ チ 

野の 


テ ン 

な め 

チ -ズ 

な め 

の 中 

タ ホ 

し VJ 

チ -グ 

お み 


タ ホ 

し -VJ 

の な 

ン タ 

し ヾ」 

に て 

ホ し 

や か 

の 中 

ン タ 

な め 


しづ はた 

力 く ど く， ね 


一 八 二 

お び 


づ 


て も 

し. づ 

く 

し 同 

た お 

く ね 

も な 

し づ 

や か 


な し 

く ね 


じ う 

び の 

hy て 

し 同 

よ Z 

く ど 


同 


の 

み 

び 


p. こ 

力 V7 

も さ 

う き 

, こ 

力 お 

も さ 

に 同 

むす 

せ ん 

き よ 

の か 

り て 


む す び 

て せん 

よに 同 

むすび 

て せん 

じ 身 を 

び 只 う 

も な や 

におな 

たむ す 

も 扨せ 


んも なや 

一 ちかの， フら はに 引 あ 

らに つれな や あはねば 

手う ちお V- り 装 

一 小釉 くれな ね 

地！！ 子總 肩に 石疊金 

一 下 小袖 二 ッ之內 

1 帶 

一 ク ようし 

一 うちあげ 小 袖 

手う ちお V- り の 

一 須磨ゃ 明 石のう らづ 

ふ り まで もし まらし や 


みの ひく ども 人目の しげき あ 

ちかき かひな き ちかのう 

束 

石 疊 み 

銀但大 さニ寸 五分 


1 クは 白兩 めん 

1 ク はかお びら 襟 白 綸子 


しがき そよ 》/. ) さ 

ら 


HJ 金口 こぼれ 櫻 

銀 力 


き 


う た 

たへ かづ 


棑り， <  す 二 ッ 

白 P 緬但は ちま 

右 同前 


袖が ささらく さ鹽屋 のけぶ りたつ 


八 三 


I： 地 
六 m 
七 沙 
本 綾 
の 佥 
う 銀 
ち （こ 
1： て 
、 ゑ 
み よ 
あ う 

ふ 水口 
さ 'は 口 

ひカ綠 

h 靑 

げ 彩 

の 色 

h 伹 

ふ 扇 

さ' 惣 

有 身 


IF ト. ffl  ニノり.^  1- ソは 白兩 めん 

一 7パ 莉ニソ かたびら ゑり 黄 リんす 


1 八 H 

1 わかの うらへ も鹽 みち くれば 

一 あまの 鹽屋の 夕け ぶり  . 

1 田 子の うらなる 沙汲 あま は 

一 なに をなる みのうら づ たへ 

一 難 波 入江に 汐み ちくれば 

1 な だの あし 屋の 里々 に 

一 春の 海邊に 住よ しの 

1 伊勢の 海 邊に鹽 やく 饔は 

三 わけ 跳 之 装束 

I 小袖  あ ふぎな がし 


帶 

うし 

あ ふぎ 


一 うた あげの 小釉 

地 むらさき りんす 惣. a に 菊の花 三 

但ゑ よ、！. 'はらん^  く 黄う す淺黃 舡 梅 

金銀の すリ薄 

一 小釉帶 ぼうし 扇子 いづれ も 右 同前 

三 わけお V-  h- のうた 

一 雨の 降 夜 も ふらぬ 夜 も 門に 

ホ 、ノ ァ ど へば ど はぬ ど ふり ご 

一 雪の 降 夜 も ふらぬ 夜 も 

一 しんのやみ にも 月の 夜 も 

一 風の ふく 夜 も ふかぬ 夜 も 

1 人目し のびて かよ ひしに 


1 但白 縮緬 五 ま はリ ふさ 

系ろ まか いの い S 五 ま は 

但新 包み 

總金 朱の 雲形 

き く 


し 


たつ 口の 名 はたちて ホ- グンタ クン ホ ホッ 

や」 力 

、ろ *yj よね うらみて つ hNAJ  、ろ 


一八 五 


八 六 


一 こ 、ろづ よ やなお も ふん 

ちらし 

1 はや.^ しげ 山つ く 


ど もつ きせ じょろ づ 

伊勢お V, り の 

一 小袖 うら くれない- 

地. 0 リ んす糯 子に 

十七 八ば かリ W い 

一 下 小袖 ニ之內 


ば 山：^ 風 このはの さら 

代 ふる /\ 君が代に 

装束 

からす 


/\  S ら / ( ) まろ vj ふる 


て 力ら す； S 身 に 

付 ゑよう は金檢 


さらし 

あ ふぎ 

脇 指 

但ぉ V、」 り 子 は 銀うた あげ 衆 は 金 

うた あげ 装束 


1 クは 白り やう めん 一 -ソは 緋缩緬 

但金 -1 而蘿の 菜す リ薄 

排 縮緬 總 くれな い 糸 但金紗 を いれて 

はちまき 

銀に 朱の 日の 九 

ご へ い 


同前 


伊勢お V-  b のうた 

これ は V- こお V- り 松 坂 こ 4 て いせお》」 り 

こ 、ろ こそ かよへ 身 はかよ はねば あのお く 山の ひ VJ つや へ 

い つもな く 鹿が こよ ひ はな か ぬ 妻 こ ひ 兼て 露 V」 きえた か 

いり あ ひの 鐘 は 千里 も ひ  > け あか つきなる なた のむ 鐘の 昔 

あの 君 さま はいせ の濱 そだち 目 も V」 にし ほが こぼれ か  >  る 

天に てる 月 は 十五夜が さかりの あの 君 さま は い つも さかり 

おも ひどこ ひビ さ、 ふねに のせて おも ひ は しづむ 戀は うく 

おも ひ あらねば まつ 風 もさび しい つまで 花の ゑん どなろ 

柳 はみ ざり 花 はくれ な ゐの 人に はなさけ 梅 はに ほひ 

笛に 寄 庇 は 妻 ゆへ に 死す る われら は 君に いのちす て ふ 

右伊 勢お V- り がくやより お V-  b 出る 舞臺 一 遍ま はり ひざ ま づきぬ ぎ 

さげ 有色々 あ いしらい あり^か つし やうお V- りに うつ る 

一八 七 


一八 八 

か つし やうお V- りうた 

一 風 もお さまる ひさかたの くひ かりの V- けき 春の 日に 四方の 山々 詠 

れば雪 かど 見 ゆる あの 花 ざ かり クタ クタ" ソホク テン タタ トフ トフ チ 、 タク 

クフホ ホフ ホホホ しる もしらぬ もお もしろ や /\ 

1 さすが あづまの みやこ どて /\ 春 はに しき を さらす か ど 花 の い ろ 

い ろ さ きそめ てつら さもう さも わする、 御代 は ク ククタ- ソホク テン タ 

タト フ トフ トク ククフ ホホク ホホホ しる もしらぬ もお もしろ や /\ 

一 春 やむ かしの 梅が 香に /\ こ 、ろ も { 仝に あこがれて 花の 下ぶ しお ぼ 

ろ 夜の 月 や あらん ビ よむ 言 の 葉 は- ソク クタ- ソホタ テン タタ トフ トフ トク ク 

ク フ ホ ホ ク ホ ホホ しる もしらぬ も 面白 や //) 

一 ふじの 高 根に 雲き えて/、 雪のう へ よりたつ けぶ， 9 月に さはらぬ 三 

い さき 松原 ネ&  くこぎ ゆく.^ は- ソク クタ ホタ テン タタ トフ トフ トク ククフ 

ホホク ホホホ しる もしらぬ もお もしろ s»  /) 


1 千代 を ふれ V- も 武藏野 は く い つも 若草 もえ 出て 雪 も V」 くれば 春風 

におの |£>ロ 叩々 さくち の 名よ- ソ ククタ ホ-ソ テン タタ トフ トフ ト-ン ク-ン フホホ 

ク ホ * ホ しる もしらぬ も j@ 白 や /、 

ちらし 

一 ちらさば ちらせ さら /) ど 花 を も 雪 ど 見なさば 見なせ 春の 山 邊の春 

の山邊 のこの も どに 

右此書 者寬永 十二 年 亥 七月 

將軍家 光 公 踊 上 覽有之 其 節 

御家^ 御 差 上 之 踊哥並 装束 等 之 記 也 

加 藤氏 ャ藏本 恩借 而寫 之畢 

文化 九 年 申 九月 中浣 

ffi?  P 重 堅 

一八 九 


一九 〇 


淡路 の古謠 

余が 鄕里 淡路の 古謠を 集めし もの に、 國 風 謳歌 篇ヾ J 

喷、 樵 唄の 目 を 立 て、 歌 數す ベ て 七 百 十九 章 を收 め、 間 

澄 VJ いふ 人の 編輯に て、 國 君の 覽に 供へ しもの なり 

見す、 淡路 古今 紀聞 抄錄 する 所 五十 三 章 中、 稍 趣 * あ 

十 章 を、^ に抄錄 する こ，/」 左の 如し。 

よ ぃぞ よそろ よ いやなら よそろ 和 御 寮 も おれ も 

白拍子の 衣服 を粧ひ 飾る 時、 粧 ふく 彌粧ふ 

たどい ふ 祝 歌の 轉訛 なり ごい ふ。 

す はる 

月 は 束に 昴 は 西に 御 屋形樣 はまん 中に 

中 八 木 村 大土居 繁榮の 時の 唱歌な り、 中 央 の 

英臣を 月 昴に 擬せ しなり。 


ふ 書 

一  hi  ft: 

ぞ、 余 

W 思 

や で 

御 穿 


あ 

そ 

も 


る 

お 


-杵 唄、 連 架 

ふ、 平野 安 

だ 其 書 を 

、もの 二 


れも粧 う 


主 を 日に 比 し. 朿 西 の 


iS 應 堂の 城は緯 なし 機よ たて こしら へ て おり もせす 

石 出紀伊 守戚應 堂の 城 を 築きし 後、 間 も な く、 慶 長 八 年 豐後國 に 所 

替 VJ なれり。 

殿 は 深山へ か ぃ隱れ たよ 見えた は 弓の 箬 ばかり 

八 木 細 川 氏の 鮎屋 村 五の 瀨 にて 討 たれた る をい ふ。 

大戶初 尾で 鳩の 羽 拾うた 嬉し や 殿の 矢に 矧 がん 

八 木 城主 淡路 守成 春の 射 術を稱 する 歌な り。 

委文 通れば 長 田 も戀し 殊に 長 田 は水處 

委文 長 田 水 多き を 賛美す。 

四 國西國 及び はない がせめ て は 國の巡 鱧な VJ 

文明 年 國中觀 音 巡り 始まる。 

摩耶 へ まゐ b て 兵 靡 を 見れば 心 は 兵 庫に 身 は 摩耶に 

摩 耶は野 田 尾 村の 山に て、 兵 庫 を 眼下に 見る。 

一九 1 


一九二 

し を  あ ひ 

鹽尾 VJ 志筑 VJ 一  所なら よかろ 間の 碁石 山 無 かよ かろ 

廣田 は廣し 金屋は 名所お きない 千草 山中よ 

ぢ きない は眛氣 なきの 意なる べし。 

ぢ きな い 千草 山中 なれ V- 色よ い 花 は 山に 唉く 

花の 緣 島が 唐糸で あらば たぐ， o よせよ もの 皆 宿 へ 

こ  > は 降ろ ど も 鮎屋 河內は 降るな い どし 殿御の 萱 刈に 

洲本 見よ どて 賀 茂まで 往 たら 洲本隱 しの 霧が 降る 

娘 やろ なら 賀茂 へやれ 親父 賀茂は 田 所 米所 

山へ ゆかぬ か 八 坪の 山へ びし よぎの 柴の枝 折りに 

びし よぎ は 龍 眼 木の こ な， 9。 

由 良の 湊に唐 船つ くる 柏 原 山に をが の 音 

由 良が まし か ょ洲 本が まし か 由 良が まし ぢ やよ 船 つ きぢゃ 

寬永八 年 由 良より 洲 本へ 城 帀を 移し 乂 時の 謠 なり。 


佐 野の 常満 寺に 蛇が 居る く ど 蛇お やげ な 大きな 姥ぢ やげ な 

慶 安正 保の 頃 佐 野の 常滿 寺に 炊 婆あ り、 肥 肉 にして 身長 六尺 有餘 

なりし VJ ぞ o 

百 目 だしても わしゃ 見た う 御座る 殿の 大阪の 川 入 を 

諸 國盆踊 唱歌， こ 山家 鳥 虫 歌 

「諸國 盆踊唱 歌」 は 種 彦所藏 の 寫本を 我 自刊我 書に 收 めて 刊行せ しょり 漸 

く 世に 知られ、 近頃 又國書 刊行 書の 新 群 書類 從 中に 轉 載せられて 一 層廣 

く 行き渡れ り、 そ れ 以外に は寫 本より なきもの ど 思 ひこみ し に、. 1M 都帝國 

大 學の藏 本に 「山家 鳥 虫 歌 」VJ いふ 刊本ぁ り、 繪 入 上下 二 卷 (下 卷は 補寫) に 分 

ち、 諸國の 風俗 を 見る ベ き爲に 集めた る 由の 序文 あ りて 、「明 和 八 辛 卯 冬 

天 中原 長 常 南山 序」 w しる し、 畿 內 より 始めて 諸國の 俚謠を 集録せ る こど 

盆 踊 唱歌に 等 し、 只 鳥 虫 歌の 方に はお もなる 國々 の 歌の 後 に、 其 國風を 評 

一 九 三 


一 九 四 

し、 其 所の 異物 奇談 等 を 記した る 文章 を 添へ ある を^な り ビ す。 

種 彦が寫 本 を 得た る 文政 八 年 は 明 和 八 年より 五十 餘 年の 後な り、 此 寫 本 

は刊 本の 鳥 虫 歌の 文章の 後 を 省きて 抄寫 せし ものら し く、 其 證は 山城の 

俗謠の 終 に 

おはら 木 やめせ 黑木さ 、をめ せ 

こくもう すく もき こしめ せ /\ 

の 一首 あ り、 普通 の俗謠 にも あら す、 又 書き方 もこれ のみ 二 行に 分ち て體 

裁 整 は や、 何 どなく 唐突の 感 ありし に、 鳥 虫 歌に は 山城の 國風を 評した る 

文章 ありて、 其 末に 大原盃 VJ い ふ. もの あり て其圖 を 出 し、 上 に 此歌を 題 

せり、 これ だけにても 盆 踊 唱歌の 抄寫 本た るて， 一 を 知らる 、 が、 尙 鳥 虫 歌に 

よりて 盆 踊 唱歌の 誤脫を 正す ベ き 筒 所 多々 あ り、 且盆踊 唱歌 に缺 けたる 

近 江 美 濃 飛 驛信濃 上野 五ケ 國の歌 も 完備せ り、 今 其 歌 を 左に 揭 ぐべ し。 

近 江 


△ 年 たち 返る 御代の 春 松の 级の千 K を ま 

△ 伊勢の 山 田の いまきり 竹 はお 杉お 玉の 

△ 堅 田 船頭 をつ まに は いやよ 月に 二十日 

△ 何も 職 じ やが 鞍^の 職 は^に 七 柬我身 

ま VJ ひ 花の 都に 柴資 に 

△ わしが 殿御 は あすから 江戸 へ 足 も か る 

どまり に女郞 なかれ 

<1大 田 原 見た た 江 見た か 大田原 町 はま 

たつ 弦 引く 殿 はわが つま か 

凡 六 首 

美 濃 

<1 松に なりた や 有 馬の 松に 膝に まかれて 

△ 淺 香 山 かや 山の. 井の 人の 心の底み ゆる 


ゥ 

さゝら け 

は 沖に すむ 

に 二 束^の 手綱 を 手に ひき 

かれ 天氣 もよ かれ どまり 

だ 知らぬ お 江 u; に 弓が 千 挺 


ね どご さる 


一 九 五 


I 九  1 ハ 

△ 底の 見 ゆる は 誰が 知る 深い 中 ど はみ VJ せまで 

△ 海が な い VJ ゃ此國 に^も 帆 も ある 高瀬舟 

A 高 瀨 舟に は柴を 積む われ は 浮 名の 種 をつ む 

凡 五 首 

飛 驟 

△ 佐 渡，、」 越後 は 筋 向 ひ 橋 を かきょ やれ 舟橋 を 

△ 橋の 下に は鹈の 鳥が 鳴く ぞゃ何 ご 鳴，、 ェ 、 ぶ， 5 しゃり- V」 

△ おまん の 部屋で 鳥蟬が 鳴く ぃノ ク何 VJ 鳴/、 ャ ァ つまこ い 

聲 鳴く 

凡 三 首 

信 濃 

△ うれし めでたの わか ど のさ まよ 知行 まします 程な しに 

<1 逢 ひた 見た さは 飛びた つ 如く 籠の 鳥 かや うらめし や 


△ 籠の 鳥で 


△ わし 

△ 殿御 

あ け 

A 戀 VJ 

以上 原本 

<1稻 は 

河內に 

△ 人の 

揷窬 中に 


上 

や 此 

忍 ぶ 

て 忍 

な さ 

三枚 

刈 取 

い ひ 

r し 7V 

l;."p  -ノ 


び 

せ 


わしゃ 

三 首 

野 

の 軒端 

しんき 

こんだ 

i き hy 

三 首 

み を脫 

稳に穗 


ご ざ らね ざ 親が 出さねば 籠 の 鳥 


雀聲 でき 

ならぬ く 

夜が 明け 

る ものよ 

り、 JWT  4〕  ^1 

f せ. iA- 夕 

さいて V」 


知れ 名 をよ ぶな 

り 九つ 古川 七つ 十二 小口の 板 芦 を 

たてお/、 る はみ へのお び 

城 に 

に寢 さしよ ぞ親 ふた り 


し 北山 時雨く もりな き 身 は 晴れて のく 

る 

一九 七 


一九 八 


△ 我 も 

の 三 首 を 

序ながら 

の ま き 歌 

は 細密 周 

此後和 田 

藤 井 紫 

虫 歌に 

械彦所 

た b ど 

原本に 

存候、 又 

本に も 


む かで を 射て VJ 

脫 せり。 

刊行 會本 の 「吉 原 

淨 瑠璃/か は り 伊 

到の 用 意 ありた 

維四郎 氏 より 次 

影 君 の 「ほ ん や」 第 

載せた る ものな 

藏の 原本 を 所有 

て揭 げられ たる 

あ b て、 一 枚 中に 

山城 河內の 部に 

漏れた り 、河內 の 


りて 俵 藤 太の 米 ほし や 

はやり 小歌 總 まく り」 は、 「れん 

勢 節」 の 三 章 (原本 二 枚 分) を脫 

きものな b-o 

の報吿 あり たれば こ 、 に附 

ニ號に 載せられ たる 記事に 

る こ ，/J を 知 り、 誠 に 面白き 發 

し 居る を 以て 早速に 取 出し 

近 江 美 濃 飛 驊信濃 上野の 部 

書 き あ り、 刊 行の 際此 I 枚 を 

漏れたり- y」 記された る もの 

分 は 原本に あ り、 又 揷盡 中に 


ぼの きぬ た」 「きぬ た 

せ り、 古 書の 飜 刻に 

載す。 

て、 此 唱歌が 山家 鳥 

見 ビ お： 候、 私 は 偶 然 

. 我 自刊我 書に 漏れ 

を 照 合せし に、 全 部 

说屈 したる こ" y」 > 

> 內、 山 城の 分 は 原 

記 入 せ る 「我 もむ か 


で を 射て」 云々 の 歌 は、 原 本に は 信 濃の 部に 記入し あ り" 些 細の 事ながら 

| 寸中上 

西 山宗因 

1 口に 談林 VJ 云へば 世間の 人 は、 佶 屈 難解 で、 字 餘 りの 變 調な. J? を 連想す 

るで あら う が、 併 しそれ は 末流の 弊 を 見た ので あつ て、 開 祖たる 宗 因は必 

やし もさ ，フで な い o 

ド M 德 派の 幼^な 駄洒落に 滿 足せ やし て、 輕 妙な 滑 稽， 淸 新な 句法で 新 旗幟 

を樹 てた ので ある。 S 蕉も眷 て 「先德 多 かる 中に も 宗鑑ぁ り、 宗 因 あ り、 白 

炭の 忠知  >め り、 上 に宗 因な くん ば 吾々 の 俳諧 は 今 以 て お 德 老人の 涎 をね 

ぶる ベ し、 宗 因は此 道の 中 典な り」 ど 云って 宗 因 を 0 めて 居る リ 

宗 因が 俳諧 に 志した 徑路 は、 芭 蕉 ど 略 ぼ そ の軌を 同じう して 居る。 初め 

西.^ 次 郞作豐  一 ノレ 云 ひ、 肥 後 八 代 城主 加 藤 正 方、 風 庵 ど 號 す) の 侍臣で 主人 

ビ 共 に 歌ゃ述 歌 を 稽古して 居た。 寬 永 九^ •  方が 奥州の^ 城"： f の 城キ； 

1 九九 


二 〇〇 

へ 預けられた 時、 仕 を辭 して 京都に 出で 伏 見に 居 を 卜 し. 剃 髮 して 宗 因 VJ 

名 乘 つ た。 其 頃 京 都で 俳諧で 名 .；は か った贞 德 門の 松 江 重 賴の門 を 叩き 

俳諧 を學ん だの は、 寬 永 十三 年 卽ち宗 因 三十 二 歳の 時 で ある。 正 保の 初 

め 頃 大阪の 天滿に 移り 住 み、 連 歌の 判者^して 生活して 居た が、 思 ふ 所 あ 

りて 連歌の 方の 宗匠の 地位 を 長男 宗 春に 讓 り、 自 分 は 悱諧を 以て 一 派 を 

起 し た、 之 れ卽ち 世に 云 ふ 談林風 に * し て、 延寶 より 天 和 X 享 の 頃 最 も 盛 に 

して 一 世 を 風靡した ので ある。 然るに 晚 年に 至り 餘 りに 円 下の 俳諧が 

亂 暴に 陷 つたので 

何も 早 や 楊 梅の 核 昔 口 

の 一 句を殘 して 俳諧 を 止 め、 再 び 連歌に 從 事した が、 天 和 二 年 七十 八歲に 

して 死んだ。 芭蕉より は 四十 歳ば かり 年長で ある。 宗 因が 黄 粲の卽 非 

の會 下に. 參 したの は寬 文の 頃で あらう。 

お 因の 俳諧の 特色 は 主 どして 俳句の 方而 で、 連 句の 方 はも ど/,. \ '連歌 か 


ら 出た 人なる 故、 其 の 特色 は 著しくなかった。 之 を 贞德 派の 速 句に 比較 

す る ど、 漢語 や 俗語の 使 ひ 方が 一 層 自由であって. 巧に 人事より 材料 を 取 

り、 人 情 を 穿 ち、 附 合 は 言 葉の 緣に すがる こ V- 少 くして 前 句の 意味 を受く 

る こどが 多 い、 そ れ 故に 宗 因の 連句 は 其 門下の 如く 亂 暴な もので はな か 

つ た、 前 句の 意 を 曲解して 强 ひて 險怪 な附方 をした り、 又 方式 を 全く 無視 

する に 至った の は 門人 共の 所業で ある。 宗 因の 句 も貞德 派の 句 ど 同じ 

く 掛 言 葉ゃ緣 語に すが つた 洒落 も ある けれ V- も、 そ の 洒落 以外に 自ら 詩 

趣 ありて 才 氣の豐 なるこ ビ は、 到 底， 贞 德 一 派の 及ぶ 所でな い、 元 祿の贞 柳 

の 狂歌 ビ 天明の 蜀 山の 歌 程に 鈍重 V」 輕快ビ を 異にして 居る。 例へば 

歌の道に な れ もさし 井手の 蛙 かな 

あらば 惯何か 雄 島の 秋の 景 

宇治橋の 祌ゃ 茶の 花 さくや 姬 

^德派 は 主に 故事 俗諺 を もじって 洒落に 用 ひた が、 宗 因 は 古歌 や 詩の 句 

二 〇一 


二 〇 二 

等 を 使って それに 囚 つて 沿稽 化した。 例へ ば 

命な りさ ゆの 巾 山 杏 蕾 散 

の 句 は、 西 行 の 

年 た けて 又 越 ゆべ しど 思 ひ き や 

命な b けり 小夜の 中 山 

により 

からし 酢に ふる は 筷か櫻 鯛 

は、 黑 主 の 

春雨の ふる は 淚か櫻 花 

ちる を I？  36 ぬ 人し なけれ" ェ 

よ り來 り、 又 

^入 はせ II も わらお の 旅路 か な 

は， 蟬丸 の 


世の中 は VJ て も かくても 同じ こヾ j 

宫 も藁屋 も 果てしなければ 

に本づ き、 

聞く に聲の 西南より や 秋 〔〕 

は、 歐 陽 公の 秋 聲の賦 

聞 有聲自 西南 來者 

によって 居る。 又謠 曲の 文句 を 引用して 目先き を變 へた り、 或 は謠 曲の 

句 調を擬 したの も 多い。 宗因は 謠曲は 俳諧の 源氏物語 である VJ 云って 

,ぉ る。 これ は 和歌に 源氏 を 種 どす るが 如く 俳諧 は 謠曲を 材料 VJ すべ き 

だ ^云 ふ 意味 で、 此 の 方面で は 殊に 成功して 居る 句が 多い、 ， 

時鳥い かに 鬼 祌も糙 か にきけ 

の 如き は 田 村 の 「い かに 鬼祌も たしかにき け」 の 文 句 を その ま、 應 用して 

おる o その外に 

二 〇 三 


二 〇 四 

里人の 渡り 候 か 橋の 霜 

小町 像讃 

お こ VJ こ そ 風狂 亂の姥 櫻 

から 稃に 鳴く は 蓼 食 ふ 虫 候 か  ， 

宿れ VJ は 御身 如何なる ひ VJ しぐれ 

よれく まん 兩^ が あ ひに 磯淸 水 

秋ゃ來 るのう くそれ なる 一 葉 舟 

一 葉の 水面に 散り 浮く を 見 て、 早 くも 秋の 來り ける よど 驚き 怪しむ 意 を、 

謠 曲が、 りに 綾な したる 手際 は 殊に 巧妙で ある。 つまり 措辭の 上に も 

着想の 上に も、 從 來の^ 德 派に 見出す こ VJ の出來 ない 輕妙淸 新な 特色が 

ある。 渡 邊支考 が 「耳 に 言 葉の を かしみ を 得て 眼に 姿 情の 淋し さ を 知ら 

や」 V」 評 し た の は、 語 句の 奇 巧に のみ 走って 幽玄な 思想がない ビ云ふ 意味 

で あ ら う が、 そ れは 大體論 ど して は當 つて ゐ る、 し かし 中には^ 風の 先驅 


ども 目す ベ き^ i きな. 1^ も. ^る。 例へば 

朝夕の 人 も め づ らし 今日 の 春 

菜の 花や ひど も ど きし 松 の 下 

有 明の 油 ぞ殘る 時鳥 

藥領屋 も 心して きけ 時鳥 

西 行像讃 

秋 はこの 法師 姿の 夕 かな  . 

白露 や 無分別なる 置き所 

等の 句 は、 後 の 蕉風の 中， に 混じても 區 別に 苦しむ だら う vj  S ふ。 

宗因 門下に て 有名なる は、 井 原 西 鶴、 北 條 0 水、 椎 本 才 麕、 田 代 松 意、 菅 谷 高 政， 

田 中常矩 等で ある。 田 代 松 意は寬 文の 末大阪 よ、 り 江 SV に 赴き その 徘風 

を擴 めた、 次いで 延寶 三年 師の宗 因 を 江^に 迎へ益 ー 斯道の 振興 を 計つ 

た。 當畤 の 連句に 

二 〇 五 


二  0 六 

されば こ、 に談 林の 樹 あり 梅の 花  宗 因 

世俗 眠り を さます 鶯  雪  柴 

ビ あ る、 以 て 其 意氣を 知るべし だ。 斯 くして 江 を 風 靡 し、 芭 蕉、 杉 風、 素 堂 

等 も 亦 談林派 か ぶれの 句 を やって 居た。 

當時哀 德 風の 俳諧 は 沈滯の 極に 達 し、 皆 その 無味に 厥き くして 居た の 

で、 談 林の 新奇 を 喜 び、 負 德 派の 主要なる 人々 も來り 投じた。 京都の 菅谷 

高 政 は 自ら 總本寺 半傳連 社 (當 時 は 何でも 新奇な もの をパ テ レ ン.、 J 云つ 

て 居た h」 號 して、 江 戶の談 林 V- 相呼應 して 新派の 勢力 を攒 張して 盛に ト只 

德派を 冷評した。 それで 兩派は 或は 著述 に、 或 は 辯 論に 攻搫し 合 ひ、 遂 に 

漫罵 讒謗の 極點に 達した、 貞德派 は談沐 は悱 道の 切支丹な 、り、 四 條 河原の 

道化 芝居な り ビ M れ ば、 談 林 派 は， 成. 德 の才は 到底 宗 因に 及 ば な いど やり 

返した。 貞德 派に は 學者多 く、 又 多 少 議 0 の 筋 道 も 立 つて 居た が、 談 林 派 

の 方 は 漫罵に 過ぎなかった。 それに も拘 はら 德 風の 活氣 無く 趣 味 


なきに 厭いた 人心 は、 新 奇な もの を 0- ん で 居 つ た 時な の で 、大 勢 を 如何 VJ 

もす るこビ が出來 す、 延 寶の 末に は 天下の 俳壇 は談 林の 獨 占に 歸 してし 

まった。 實に談 秫は贞 德以來 停 IB- し てね た 俳界を 一掃し て、 次 に來 るべ 

き 蕉風の 爲 めに 道 を 切り開く 役 をした ので ある。 

芭蕉が 宗因 もし 出で すん ば 貞德の 涎 をね ぶり ゐ たらん ビ 言 へ る は、 そ の 

間の 消 意 を 窺 ふに 足る ど 思 ふ。 要するに 贞德 派は穩 健で 談林派 は放縱 

であった、 一 は 句の 姿 を 優し く、 古 めかし く、 上 品に する こ ビ に 心掛け、 一 は 

佶 屈に して 新奇 を 喜び、 卑俗な の も 構 はぬ、 一 は 故事 俗諺 を 援用し、 一 は 詩 

歌 謠曲を 材料 V」 した、 一 は道學 的に して 訓戒 を し、 一 は藝術 的に して 放 

縱 であつ た。 

談林派 は 形式 內 容共に 新奇 を 求めた 結果、 その 弊 は 形の 上に 於て は 散文 

的 V」 な り、 語 格 を破壤 して 不可解の もの，、」 な り、 內 容の 上に 於て は 非 詩的 

の もの を 生す るに 至った。 如斯 もの は假令 一時 如何に 流行して も、 畢 竞 

二 〇 七 


二 〇 八 

1 種の 反動的 風潮で あつ て、 到 底永續 すべき もので はない。 數 年の 筏 西 

鶴 や 圑水は 俳諧より 轉 じて 小 說の 方面に 力を入れる 様にな り、 才 麼は蕉 

風に 投 じ、 談 林 風 を 以て 終始した 田 代 松 意、 田 中 常 矩、 菅 谷 高 政 等の 如 き は. 

却て 俳人 ビ して 今日 世人に 記憶され ぬ檨 になった。 天 和 二 年宗因 死丄、 

三年に は 芭蕉 派の 虛栗 集が 出 で、 負 享 元年に は 冬の 日が 出て 漸く 蕉風の 

盛んなる に 及 び、 甞 て談 林の 勃興が 直 門の 人々 をして 其の 舊調を 改めし 

めしが 如 く、 蕉 風 はまた 幾多の 談 林の 俳人 を 蕉風 化せし め て、 遂 に^ 風が 

談 林に 代る 樣 になった ので ある。 以前 談林 風の 敎をう けた 鬼 貫. 來 山 の 

やうな 人で も 佶 屈 難解な 調子 を 捨て S 殆 V- 談 林の 特色な 失 ふ 様になつ 

たので ある o 


西山宗 因の 松 島 紀行 

梅 翁 宗 因の 句集に は、 享保十 九 年 四 世 昌秫が 宗因宗 春昌察 三代の 發句蓮 

歌 の) を 集めて 出版せ る 三籟集 あ， -。 俳句の 方面に は、 安 永 六 年 (刊 行 は 寛 

政 十二 年なる ベ し) 浪華 正檀秣 一 炊 菴の宗 因 俳諧 發 句集、 天明 元年 刊行の 

江 誹 談林七 世 一 陽 井 素 外の 梅 翁 宗因發 句集 あり、 特に 後者 は 拾遺 後 拾 

遺 後々 拾遺 を 加へ て 文化 二 年に 再版せられ 句數 最も 多し。 かくて 宗因 

が 連歌 俳諧の 句 は ほ  >  蒐集の 手を盡 された るに ちかき も、 そ の 文章に 至 

りて は寥々 VJ して 世に 知られ や、 僅 に 一 炊菴の 編せ し 宗因文 集 (寛 政 十二 

年 ) 一 册 あれ ざ も十數 葉の ものに て、 前 書つ きの 俳句 集 どもい ふべ く、 文 章 

らしき もの は 播磨路 の 紀行 ど 西 海 頭 陀の辨 VJ の 二 章に 過ぎ す、 思 ふに 宗 

因 は 連歌 俳諧に 專ら にし て、 芭 蕉の 如く 文章に 意 を經せ ざり しもの 、如 

し。 然るに こ、 に 稀覯の ー篇ぁ り、 も VJ 一  陽 井 素 外の 藏^ にし て、 現 今 大 

二 〇 九 


二  5 

阪の富 田 仙 助 氏の 手に 歸 せる 松 島 一 見 記 ご 題す る 自筆 一 卷卽ち これな 

り。 これ 恐らく 宗因 一 代の 大作に して 芭蕉の 奥の 細道に 比すべき もの 

ならん。 伹 し、 芭 蕉の 文章 は 生 氣潑溯 ざし て、 そ の 景情戚 與の惻 々人に 迫 

る もの ある に、 宗 因の は 依然 ビ して 室町 時代の 連歌師の 舊套を 襲 ふに 過 

ぎざる を 15 むべ しど す o 

宗因 名は豊 一 通 稱次郞 作、 八 代 侯 加 藤 正 方 (風 庵 j の 侍臣な り、 芭蕉の 藤堂蟬 

吟公 におけるが 如 く.. 彼 も 風 庵 君 ど 共に 釋將 寺の 豪 信 法印ビ いふに 和歌 

連歌の 道を學 •  ひ 、文 雅の おぼえめ でた か， 5 し が、 寬 永 九 年 侯が 岩 城 平に 預 

け^る 、に 及 び、 仕 を辭 して 身 を 雲水の 行く へ に まか せ、 初 め 伏 見の 里に 

隱 れ、 次 で 正 保の 頃 浪速 天滿に 移り 住みて (去年 九月 大阪 住宅 今 もこの 

花よ h- 四方の 春べ かな 三籟 集) 天 满天祌 の 月次 宗匠 ビ なり、 連歌の 判者 

VJ して 暮らし、 が、 一 朝 思 ふ 所 ありて 宗鑑 守武の 滑稽 を 慕 ひ、 終 に 談林風 

を 創めて 延寳天 和の 俳壇 を風巔 する に 至れり。 


風 庵 どの 闢係は 寬永八 年に 兩吟の 速 歌 寬永千 句.、」 稱 する 者 あ り， 又 三籟 

集 を撿 する に 

肥 後 八 代 城に て 

萬 代 やうち は へ 春の 花の 宿 

加 藤 風 庵 本國寺 石橋 建立 供養の 日 

橋 柱た てし 盟ゃ 世々 の 秋 

西國 下向 加 膝 風 庵 興行 

陰た のむ 身の 春 なれ や 梅の 花 

加 藤 風 庵 追善 千 句に 

朝顔の 花 は ゆ ふべ の 昔 かな 

加 藤 風 庵 七囘忌 

七 か へ り卷き ほす 釉ゃ 露の 秋 

加 藤 風^ 十三 囘忌 

ニニ 


消えに きビ 見し 世の 影 やけ さ 

こ  >  に 訝しき は 「西國 下向 加 藤 風 庵 

向せ し 折、 風 庵が 興行せ る 連歌 食の 

は旣に 致仕せ しもの ビ 見ざる ベ か 

て は 風 庵が 返轉 後西 國 下向の 事 あ 

時の 意に 解す ベ き にや。 猶玫究 す 

發 句集に、 

岩 城 へ屮 贈る 

初 奍ゃィ 

春 やま づ 貴 方 に 

岩 城の 城主た 

名のみ ィ 

關は あれ ノレ 花 に 


岩 城に 奢を迎 

來る奉 や 寅. 卯. の 


向 て 

な こそ 

ふるく 

あ ひ 7J 


の 月 

典 行」 VJ ある 詞 書な 

句 ど す れ ば、 風 庵 0 

ら や、 か くて は從來 

りし 祭、 い づくか に 

べき 問題な り。 な 


よ き. =7 

御 消息 

の 御 意 

れ に 

いはき 


二 一 二 

り、 宗 因 自ら 西國下 

轉 以前に 於て^ 因 

の說 ど相扦 格す、 さ 

て 速 歌 興行 ありし 

ほ 一 炊 庵 編 G. 徘 諧 


あ 

山 


りしに 答 奉る 

なし 


等の 句 あ り、 以 て 風^ ど の 

る 松 島 紀行 も 風 庵が 再々 

十八 歳の 奢 三月の 初に 家 

の關を こえ て、 岩 城 の 城下 

旬まで 沲 §5 し、 晳 主の 好 意 

十一 二の 兩曰を その 賞 遊 

白 河の 關 にか 、 り、 時 雨 ふ 

入 り、 こ  >  も 知る 人の 多く 

しなり o 

文中 挾む 所の 發句は 大抵 

まの 饔の初 枕、 松 島 やおし 

雁よ まて 故鄕へ 一書 二 所 

過ぎす、 こ は 俳 諧 の 句 ビ 0 


情誼の 深き を 知る， へ し。 こ 、に 紹介 せんどす 

の 招きに 思 ひ 立ちし なる ベ く、 乃 ち 宽文ニ 年 五 

を 出 で、 急 がぬ 旅ビて 七月 二十 U 餘 に、 漸 く勿來 

に 入 り、 附 近の 名所 舊蹟を 尋ねな ざして 八月 中 

に 同行者 を さへ 給 ひたれ ば、 松 島兒物 ど 志し 二 

に 費 し、 再 び 岩 城に 歸り 九月の 末、 別 れ を 吿 げ て 

り そむる 頃 那須の 篠原を 過 ぎ、 十 月初め 武藏に 

て w  > むる ま、 に、 江 戶 にて 舂を迎 ふるに 至り 

三籟 集に 入りて、 その 漏れた る は、 月 にかせ をし 

ま はし 見て 月の 舟、 有 明の つれな やた つた 獨旅， 

の關、 いどま 山-し 歸る 山々 しぐれ. かなの 五 句に 

定し てわざ ど 省きし ものな らん。 猶三籟 集に 

ニニ 一ー 
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は 「i  く 來 て」 を 「遠 く. 聞」 ビ 0 り、 「旅 も よし まぎる  >  こ- y」 なき 年の 暮」 の 中 七 を 

「事し げから ぬ/、」 せ り、 素 外 編の 句集に 入， 9 たる は 「いどま 巾し か へる 山々 

し ぐ れ」 ど 「故 鄕へ 一 書 二 所の 關」 ど の 二 句に 過ぎ す、 し か も 「雁 よ ま て」 を 「雁 に 

傳 へ ん」 ど あ り。 

因に い ふ、 大野 洒竹 の 俳諧 略史に、 宗 因の 最初の 連歌の 師を寂 澄 寺の 豪 信 

法 印 V」 せ り、 寂 ^寺 は 一 炊 庵編發 句集の 梅 翁 傅に いは ゆる 釋將寺 ど 昔 相 

近 く、 且 三 箱 集に 「作 州 旅 宿 寂 澄 寺に て 木の 本よ それ も淺 くや 露の 宿」 の 

句 あ り、 か たぐ 緣故 あ， o けなれ ざ 、いまだ 確 證を得 ざれば 10  く 梅 翁 傅に 

從ふ。 宗 因の 享年に ついて は、 七 十三 歲ビ 七十 八歲 どの ニ說ぁ り、 前 者 は 

俳諧 家譜、 誹 家 大系 圖 等の 說に し て、 後者 は 梅 翁 傳の說 なり、 三籟 集に、 

七十 七歲 のく れ に 

あかす マ」 や 年の 思 はん 老の暮 

和 州 郡 山に て 七十 八歲 


た の 

の 句 あれ 

.5*1 -れジ チ 


して ふ 世の 春 を 見ん 三 笠 山 

ば、 天 和 二 年 三月 二十 八 曰 歿、 享 年 七十 八ど定 むべ き 

に署 したる 有^ 庵 は、 向 榮 庵、 忘 吾齋等 ビ 共 に宗 因が 


茲 にひビ 

釋氏 にに 

の 也、 つ く 

い たづら 

苔の 扉 を 

力.. 7 に 

どむ るに 


松 島 一 見 記 

りの 翁 ありけ り、 身 は いやしくて 四の 民に 

て 精 4n にも ±B せ や、 心 は 山林に ありながら- 

ばの 道 を 道 どして 其 友 がら を友ビ す、 一 生 

なる V」 し 月 をかぞ ふれ ば、. K 十に ひ V」 つ ふ 

ビぢ繩 床に お きふ し、 木 鐘 詖に眠 を さます 

こ 、 ろざし 有け る、 頃 は 三月の はじめ にな 

しも あら ト、 身 をう き 草の さそ はる 、かた 


も ま 

塵 裏 

旅程 

た つ 

ベ き 

む、 も 

も な 


じ ら 

雲水 

た ら 

b> ン 

fi. し 

ノレ よ 

く て 


な り o 

庵號の 一 な 


す、 か たち は 

しるしれ も 

にたぐ ひて、 

ぬ 齡 也、 靜 に 

も、 又 あづま 

りすみ も 

，こ、 ろの ゆ 


二  I 五 


くビ ころに まかせ て、 舂 過秋來 

關を こえ て、 な にがしの 城下に 

よかなら やして 茂林 靑々 たり 

吳萬 里の 舟 をつな ぐ ゆ ほび か 

玉 川、 を だえ の は し、 小 川 の 橋、 岩 

興 ある 所 也、 玉 川の 水上に 城主 

時 をえ た り、 萁 がり 川 逍遙の た 

世 をつ くす わが 所 かせ 

海の つらに は ビ まやかた の 休 

る、 子 陵が い V- なみに こ VJ よせ 

■ 斧 のえ も朽ぬ 

は あらね V- み 


こ VJ なら やして 

ほが まち かきに 

て、 同 行 を さ 


二 一 六 

旣 文月 二十日 餘に は、 み ちの くの な こその 

い た る、 此 地 西北に めぐ b て 皆 山 也、 山 す く 

，南に 川 有、 曰 夜 束 流して 蒼海に のぞめ ば、 束 

なる 壯觀 也、 な こその 關、 さ はこの 御 湯、 野 田 

城 山， 此 城外 一 二 里の あいだに 有、 おの く 

優 遊の 地 あ り、 朿 離に 菊 を 愛 し、 南 山の 紅葉 

よりおかし きしつら ひ 也 o 

下 紅葉 

所 有、 大 河 かきねに 流 れ、 潮 水門 外 

て、 日 をく らし 夜 を あかす-さな 力 

ベ し、 や う ^> 、 八月い ざよ ひの 頃、 ち 

や こより だに 思た 


つ ベ きを- yj もよ 


にみ なぎ 

ら仙 客に 

かの し 

ほされ 


へ たうび に けれ ば、 道 すがらく ちゃ さびつ ぶ やき も て、 相 馬 殿 


の 知よ し、 

む も 


た ん 

り、 前 


で 雲に 


是 よ 


岩 城 を 

ょ國の 

臣の愛 

れ なく 


し 

こ 

V7 

さ 


有- 

々 

し 


給 中 村 をす ぎ て、 名 取 

れ木 はいつ の 紅葉の 

りつき ぬ、 大守颃 し 給 

そ び え、 う しろの 山 は 

- しら 波 岸 をう つてみ 

守た^ ひど 目に てみ 

仙臺川 やまもり 置 

がまに 五 里 有、 其 程 宫 

ぎ 野 を 都の 嗟 峨は花 

て 六日に や、 ま だ 朝霧 

に詞 を絕た り、 河 原 の 

ら なん- y」 ながめし あ 

め ぐ る。 


川 を 

な ビ 

ふ 所 

衆 木 

な ぎ 

ち の 

ら む 


た る 

が は 

み わ 

落、 た 

の 


ど て _ 


す- 


も 

ュ 


更 也、 城 郭 

■ 所 々黄ば 

過 し が た 


は 岩壁 

み 紅 薬 

く て 


原 を 行、 お 为 しも 秋の さか， 9 也- 

し 

V- にかの 浦に 

5 ひかし お 


も な 

の ほ 

お ビ 

まの 小舟に 乘 


し 

て 


つ き ぬ- 

も ひや 

のまが 


ならく 

れ て、 か 

のし. 5 


を た 

し た 


六十 

の 朝 

か 〈 


二 1 七 


ニー 八 


4s  U- よ 


さ て 

く ま 


島 か 

し ま 

い の 


松 島 

松 島 

ば 一 一 

> ま 

ぬ さま 也. あ 


あ 


ル 

し 


ま 

の 

ま 


い づ 

か > 

や 色 

す そ 

た 、 

お ほ 

一 J そ 

松 の 

夕 を 

を し 

一 一 日 

一 J る 


は あれ 

ぎの 积 

る 月り 

しも 霧 

ま ひ、 や 

，其 夜 は 

れ しく 

はむ よ 

の ゆ ふ 

はしみ 

ら よ く 

な し、 よ 

聲、 友よ 


あ 

タ 


力 

ひ 

ち 


ひ- 

V」 


小舟 

、 


の籬哉 


り め 

VJ ま 

松 島 

が ら 

り、 又 

の 松 

り さ 


づら かにて. 

星に や i レ る- 

の 

も 


たり ふ 


き 


ま 


1 葉に さほ さして をし まが 磯、 な 

のえ だ ざ し、 岩 のかた ち もめ なれ 

ながら 書圖 にむ かふが 如 く、 又 詩 


罄を きくに 似た り、 や う /\ 遠 寺の 鐘 夕 照 をお V- ろ か し、 烟 浦の 歸帆 もよ 

ほ し が ほ 也、 與 に乘 じて 來 り 今日の たのしみ 何に た VJ へ ん、 あ どの しら 波 

か へ る さはし のぶの 郡 二 本 松、 三 春な V- いふ 城下 を 過 て、 又 岩 木に かへ り 

入 ぬ、 愛 に 又 曰 頃 ありて 長月の.^ に、 

千々 の 秋よ しゃ わかれ は 命 かな 

有 明の つれな やた つた 獨旅 

此度は 白 川の 關 にか  >  りて、 

遠く 來 てあき 風 分る 關路 かな 

雁よ まて 故鄕へ 一 書 ニ所關 

みちより たより 有 て、 岩 城へ つか はしける * 

い vj ま 申 か へ る 山々 しぐれ 哉 

下野 國 芦 野，/」 いふ 所 に、 西 行 法師の よめる 淸 水流る 、柳の もどに て、 

iS? 雨に もしば し ど て こそ^: 尝 

二 一九 


ニニ 〇 

なすの しの 原 を VJ をる。 

風 や 時雨な すの しの 原 露 もな し 

祌な 月の はじめに 武藏 の國に いたりぬ、 こ  >  にも 又 しれる 方お ほ く、 VJ い 

めら れ てひど 日 ふつ かどす ぎ 行 に、 雪 あられが ちなる.^ に は老の 出た.^ 

もい かに ぞ や、 舂 待つ けて な V- いふ ほ V- に、 師 走に もな， 9 ぬ、 あ る 人 興行に 

年 もお しまた すし も あらや 花の 春 

旅 宿 歳暮 

旅 もよ し. ぎる ゝこ V」 なき 年の くれ  . 

かくて ど しあら たま り、 あ け 行.^ 四方の けしき も いちじる し、 天 が 下しろ 

しめす 御城 下 なれ ば、 御 門々 々より はじめ 民の 家 居. ま で、 し めか ざり した 

る 千歳の かげに、 さし 出べ きなら ね *，、」 、世 をい は ひ 身 を こど ぶく 日 なれば 

御代の 春 四方の 本た っ朿 かな 

むさし 野 やけ ふ は 霞 もな びく 世の 


行末 ビ をき 春 はきに けり 

右書寫 のつ いでに 一 むかしす ぎに しかたお も ひいで、、 

. 廿^せ の あ VJ のしら 波た ちか へ り 

み る 心ち する 千 加の しほが.^ 

有 芳菴野 子 

元祿 文壇の 三 偉人 

元祿 時代 は 我が 文 學史中 最も 光彩 あり 趣味 ある 時代で、 種々 の 方面に 人 

物の 打 揃うて 輩出した こ. V」 は 空前 ビ いふべき である。 茲には 歌 學漢學 

の 如き 上流 文學の 方面 は 暫く 措 き、 通 俗文 學の爲 に 氣焰を 吐いた 西 鶴、 芭 

蕉、 近 松の 三人に つ いて 語らう ビ思 ふ。 

此 三人の 中で 西 鶴が 一番 年長者 で、 芭 蕉は 之より ニ歲若 く、 近 松 は 又 芭蕉 

より 九歲 下で ある が、 そ の 事業の 世に 現れた の は殆ざ 同時 ビ い つてよ い。 

ニニ 一 


ニニ 二 

西 鶴の 初 作 一 代 男の 出た 天 和 二 年 はこれ まで 桃靑 V」 いって 居った 芭^ 

が 深 川の 草庵に 一 株の 芭蕉 を植 ゑ、 初 めて 芭蕉 庵ど號 した 時 で、 近 松が 義 

太夫の 爲 に新淨 瑠璃 出世 景淸を 作つ た 負享 三年 は、 芭蕉の 有名な 古池の 

吟 があった 年で ある。 此 三人が 京大 阪江 戸 ど 三方に 分れた の も 面白い 

現象で、 それが 小說 俳諧 戯曲の 三方 面に 各 〜革新の 事業 を 企て、 いづれ も 

立派に 成功して その 歷史に 新紀元 を 開い た、 元祿の 通俗 文壇 は此三 人 に 

よつ て 代表 せら れ、 此 三人 ありて 始めて 價値 ある もの ビ なつ た、 啻 に 元 祿 

文壇 どい ふに 止まら す、 我 が文學 史は此 三人に よって 重き をな した。 

さて 此 三人^ 事業 を 話す に は、 少しく 溯 つ て 元祿 以前の 文 學界の 有樣を 

述べ ねばなら ぬ、 家 康以來 世々 の將 軍が 學 問の 獎勵に 心 を 注 ぎ、 學 者 を 優 

遇し 古書 を 蒐集し 印刷 を與 したりし たの で、 ま づ漢學 が 盛に なって. 藤^ 

惺窩ゃ 林羅山 等が 出て 儒 學を說 き 敎化を 布いた が、 一 般 庶民に 汎 く文學 

的 敎育を 施した もの は 俳諧で ある。 詩 や 歌 は 上流 社會 の文學 で、 一 般町 


人の 知識 や 趣味 は殆ざ 俳諧に よって 養成され た ど 云って よい。 俳諧 は 

連歌の 通俗化され たもの で、 足 利 氏の 末 山 崎宗鑑 荒木 田守武 によって 起 

された が、 當 時 戰亂の 世の中で 普く 流行 を 見る に 及ばな か つた が、 德 川 氏 

の 世 VJ なり 四民 漸く 太平 を 樂む寬 永の 頃に 松 永 負 德が 出て 斯道 を 以て 

天下 を 風靡した。 彼 は 僧侶 出の 連歌師 永 種の 息子で、 歌道 を 細 川 幽齋ゃ 

九 條玖山 公に う け、 連 歌 を 里村紹 巴に 學び 博學の 人であった。 それが 昔 

の 連歌の 規則 を 簡略に して 俳諧の 連歌 を 始めた ので、 當時 一 般の 風潮 漸 

く文藝 上の 娛樂を 欲する 時に 方 り、 相 應の學 問 も あ り、 又 公家 ビ も 交際が 

あって —— 妙法 院の宫 堯然法 親王から 大佛の 南に 廣ぃ 邸宅 を 賜 はった 

ど い ふやう， な 社會的 位地の ある 人 が、 門 In- を 開いて 汎く 弟子 を どった 事 

であるか ら、 多 數の 門人が 集り 來 つて 其 道 を 傅へ、 俳諧 は 都鄙 一 般に 普及 

する に 至った。 彼の 門人に は 種々 の 方面の 人 を 網羅し て、 林 羅山ゃ 深 草 

元 政の やうな 漢學者 も あれ ば、 加 藤盤齋 や. 和 田 以悅ゃ 北 村 季吟の 如き 和 

二 ニコー 


ニニ 四 

學者も ある が、 そ の 大多數 は 矢 張 俳諧 の 弟子で、 大名 も あれば 職人 も あり、 

坊主 やら 商人 やら 相應に 名の 聞え た 門人が 九十 人 あまり も あ つ て、 是 等 

の 人々 が 又 門人 をビ つて 枝に 枝 を 生じて 繁榮 した 事で あるか ら、 其 流 行 

の.^  M は咱」 ^^する こ ビ で きる。 

贞德の 俳諧 は 之 を 足利時代の 宗祇ゃ 心 敬の 逑 歌に 比較す る，、」 指 合 去 嫌 

などの 規則 は 稍寬大 になった もの 、思 想 も 付 工合 もさした る 差異が な 

く、 只 彼 は 雅語 此は俗 語 漢 語、 彼 は 多く 景色 を 詠 じたる に此は 人事に 屬す 

る 材料が 多くな つた 位に 過ぎな い、 貞 德も宗 鑑守武 VJ 齊 しく 滑稽 を 主ビ 

した けれ V- 、そ れは發 句 (俳 句) の 方で 連 句 i 徘 諧 連歌) に は その 趣味が 乏しい。 

而. &て其 滑稽なる もの は緣 語褂詞 のもぢ りに あら ざれ ば、 故 事 俗諺 を 用 

ゐ たま は， 5  く ざ い 駄洒落 で、 思 想 上の 可 笑 味よりも 言 語 上の 遊戯が 生で 

あって、 詩 V」 しての 價値 がな い、 此 一 派 を 世に 負 門 ども 古流 ビも稱 する の 

である o 


打 解けて 氷 VJ 水 や 仲直り 

冬 籠 虫螻まで も 穴 あしこ 

七夕の 仲人 なれ や 宵の 月 

此の 如き 幼稚な 俳 風も寬 永より 承應の 頃まで 二十 餘 年間の 俳壇 を 占顷 

して 流行 を 極めた が、 いくら のんきな 昔の 人で も い つまで も 之に 満足す 

べきで はない。 西山宗 因が 出て 談秫 風を唱 ふるに 方つ て、 古 流の 俳諧 は 

漸く 衰微して 俳 風 一 變す るに 至った。 宗因は 加 藤 家の 家來で 主家の 退 

轉の際 浪人 どなって 京都に 來 り、 尋 で 大阪に 移り 一 派 を 興した の である。 

此ば秫 風 は延寶 から 天 和貞享 頃まで 最も 盛んであった。 宗因も 貞德？ J 

同じく 緣語 ゃ掛詞 やの 洒落 を 用ゐた が、 そ れは 彼の 理窟が  >  つた 言 語 上 

の 遊戯 以外に 自ら 詩趣が 豐か で 、負 德 流の 如 くもつち やり ビ 重 くれた 洒 

落で な く. 頗 る氣が 利いて 輕 快な 垢ぬ けの した ものである。 桌德が 故事 

俗諺 を 使用す るに 對 し、 宗 因 は 詩句 ゃ謠 曲の 文句 を 引 き、 又 その， 口調に 擬 

ニニ 五 


ニニ 六 

して 新味 を 一-小した。 全體の 調子 も 贞德の やうに 生ぬ もく だらけす にキ 


ビ /\  V」 引きし. まつ て 

花や 是 春宵 一 刻 

天も醉 へりげ に 

あ ふげ /\ い づ 

宿れ^ は 御身い 

談林 派の 俳諧 は 古流の 

の 材料 も傳統 的な 古典 

傾向 は宗 因の 高弟た る 

仕方ば かり 押 肌 

賢う やつ 

VJ あ る は、 そ のま、 西 鶴 

つた。 かくて 貞門 俳諧 


0 る。 

ふる 手形 

や 伊丹の 大燈籠 

く か 王 地なら 圑扇 

かなる ひ- y」 しぐれ 

如く 窮屈な 规 則を設 

趣味よりも 現代 社會 

西 鶴の 小說 にも 能く 

ぬいて 十文字 

て す. す 北 日 金 

の 胸算用 の 「門 柱 も 皆 

の 陳腐 無味 に飽 いた 


け や 全く 自 

の 風俗 人情 

現れて 居る" 


山に 放任し て、 そ 

を 材料 どし た、 此 

宗 因の 連句に 


假の 世の す 

天下の 俳人 


ま ひ」 の 趣向で あ 

は談 林の 輕俊新 


奇 を 喜 び.^ ては^ 門 一 方 

に 至った が、 此 派 は 最初 か 

に强 ひて 新奇 を 求めて 人 

落に なって 人に 通じない 

方 で は、 才 に 誇って 推敲 を 

西 鶴の 如き も 延寳八 年に 

^ す" 當 地 宗匠 親疎 どもに 

得る も 得ぬ も稻 麻の 如く 

先 雨霰 ビふ りか 、 つ て、 執 

ある。 桌享 元 年に は 住. I1-EL 

て 誇った。 かく 宗匠 自ら 

評 も 寛大に 流れ、 妄 に高點 

き 全く 一  種の 遊興 VJ なつ 


の大將 分た る 人々 も績々 談林派 

ら自由 無 拘束 を 標榜した 爲、 其 弊 

を 驚さん- y」 した 結 果、 動 も すれば- 

句 や、 む やみに 字 餘りを 使って 散 

忘 れ、 多 作 速吟を 以て 自己の 力量 

は 「生 玉に 大慕 打た せ、 一 曰 四千 句 

連 り、 內 五 人の 差 合 見、 八 人の 筆 V」 

- J ぞ り 、竹 葦の 如く ま ビゐて 耳 を 

筆 は 忽ち 疲れに け り」 VJ いふす さ 

の祌 前で 一 曰 二 萬 三千 五 百 句 を 

が速吟 多作に 誇る ビ 共に、 他人の 

を與 へて 人氣を 取 り、 飮 洒 放談の 

て、 文 學 VJ い ふ眞 面目な 考を 忘れ 

ニニ 七 


に來. -投 やる 

は 內容ゃ 形式 

獨合 點の樂 厘 

文 的 どなり 二 

を 示 さんどし、 

の矢數 俳諧 を 

り、 其 の 外 名 を 

倾 け、 千 句の 矢 

あじ い 有様で 

吐いた 亡い つ 

句に 對す る批 

間に 句會を 開 

るに 至つ た。 


ニニ 八 

此點に 於て は 流石 貧 德派は 貴族的な 師匠の 學風 をう けて 多少の 學問も 

あ り、 俳 諧も亦 祌聖な 歌道の 一 端 なれば 苟 くもす ベ きもので ない ，ヒ 、會. 席 

に は 和歌 三祌を 祭りな ざし た、 之 V」 反 對に談 林 派 は 何でもす きな 事 をし 

て 遊ぶ がよ い、 儀 式 作法 もあった もの かビ いふ 調子 で、 ま るで 會席は 遊 敦バ 

の ひろ め、 宗 匠 は帮間 ビ いふ 姿に な， 5、 一  時 新奇 を 以て 人氣を 得た 談林風 

も 次第に 墮 落の 底に 陷 つた。 流石の 宗 因も餘 りの 事に お ぞ毛を 振って 

俳諧 を やめて、 本職の 連歌師に 復歸 し、 そ れ から 天 和 二 年に 歿した ので あ 

る が、 其 翌々 年 は 芭蕉 一 派の 『冬の 日』 の 選集が で き、 蕉 風が そろく 頭 を 

擡げて 次第に 其 勢力 を 得る に 至 り、 甞 て談 林の 勃興が 貞 門の 人々 を 成 化 

した 如 く、 幾 多の 談林 俳人 を 化して 蕉風 どならし め た、 西 鶴 も その 頃 は 主 

W して 小說の 方面に 活. 動 し、 そ の 俳 詣も晚 年は餘 程お どなし くな り、 そ の 

門人 推 本 西 丸は蕉 門の 徒 ど 交って 從來 の談林 風を棄 つるに 至った。 

芭蕉 は 伊賀上 野の 城代 藤 堂 新 七郞良 精の 家臣 で、 そ の 若殿 主計 良 忠の近 


習であった。 良忠 は蟬吟 ビ 號し てはじめ 貞 德の敎 をう け、 そ の 歿後 は季 

吟を師 どして 俳諧 を學ん だ、 か う い ふ緣 故で 芭蕉 も 早くから 俳諧に 親み 

季吟ビ はかね て 知合であった。 .寬 文 六 年 四月 芭蕉が 二十 三 歳の 時蟬吟 

が 急病で 卒去した の で、 芭 蕉は 若殿の 遺髮を 高野山に 納めた 後、 其 年の 七 

月に 上野 を脫 走して 京に 上り 季吟の 門に 入 り、 傍惺窩 の 孫弟子で ある 伊 

藤坦 庵に ついて 漢學を 修めた。 此 時代の 句 は 多く 傳 はらぬ が、 寬 文 十二 

年 二十 九 歳の 時の 三十 番句 合の 『貝お ほひ』 の 中 に、 宗 房 どい ふ 名で 古風 

ども 談林 どもつ かぬ やうな 

きても 見よ じんべ の 羽織 花 衣 

女 夫 鹿 や 毛に 毛が 揃て 毛む つかし 

の 二 句が ある。 此年 九月 江 戶 に 下った が、 一向 思 はしい 事 もなかったら 

し く、 延 寶 二三 年頃から * ホ ッ く 門人 もで き、 鰓 屋杉風 ど い ふ 御 納屋 御用 

達が 世話 をして、 深 川の 六疊 一間の 家に 住ませた。 これが 所謂 芭蕉 庵で 
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；  二三 〇 

あ る。 延. 賓 三年 は 江 戶の談 林 派が 黨勢攒 張の 爲に 御大 將の宗 因を迎 へ 

談林十 百 韻 を 典 行して 

されば こ、 に談 林の 木 あり 梅の 花  宗 因 

世^ X 眠 を さます 鶯  雪  柴 

ヾ」 凄じい 意氣 込で 宣 傳を始 め、 そ の 翌年 は宗 因の 天滿千 句、 西 鶴の 大句數 

等 が麇々 出 て、 當 るべ からざる 勢であった。 從 つて 芭蕉 も 素 堂 (信 章) も 此 

勢 ひに 捲 込まれ て、 兩吟 二百 韻 (延寳 五 年) に 

梅の 風 俳諧 國に 盛な り  信 章 

こち ビぅづ れも此 時の 春  祧  靑 

ビ談林 を 謳歌 し、 江 II； 三百^ 同 六 年) の 卷頭發 句に は 

あら 何？」 もな や 昨 H は 過ぎて 河豚 汁  桃. 靑 

ヾ」 全く 謠曲 口調^^ 因 風 を學ん だ。 延寳八 年 の 「田 舍 之 句 合」 や 「常 盤 舍 之 

句 合」 に も 


何 VJ 夏羽織 縮緬 は 重し 紗は輕 し 

分限者に なりたく ば 秋の 夕 暮をも 捨てよ 

薯は山 を 穿って 金輪際に 自然 生 

麩 VJ いふ もの あり 性 水 を 好んで 氷に 遊ぶ 

ビぃ ふやうな 其 角 や 杉 風の 句に 同情 を もつ て、 談 林 風の 奇怪な 句に 共鳴 

したので ある。 宗因 ども 面識が あった ビ 見え て、 俳 家 奇人 談の傳 へ る 所 

に據れ ば、 或 日宗 因が 市 村 竹 之丞座 へ 見物に いった 時， 折 節 芭蕉 も 居 合せ 

て 初めて 對 面し た、 時 しも 宗 因の 弟 子 が 「子 はま さ， 5 けり 竹 之 丞」 の 句 を 得 

て 上 五 を 置き かねて、 梅 翁に 伺った ら、 お やくく ぐ」 冠すべし VJ 敎 へた 

の で、 芭 蕉も其 奇才 を稱 嘆した V」 ある。 俳諧う しろ ひも VJ いふ 書 に 「芭 蕉 

翁束武 より 上 b、 西 鹤に會 しける 時 に、 難 波 津に只 ひ，、」 も VJ の 紅葉 かな ど 

せられ けれ ば、 そ れは 挨拶 武藏 野の 月 ど 脇 を せら れ」 た ど あるが、 これ は頓 

る 疑 はし い、 西 鶴 ど は 恐 ら く 交際 は あるまい VJ 思 はれ る。 
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二 ミニ 

かくて 江 B- へ 出でから 十 年^も 過ぎた 天 和 二 年、 例 の 芭蕉 庵が 燒 亡した 

ので 一時 甲 州路へ 行脚に 出た が、 翌 年 門人 北ハの 好意に よって 草庵が 苒建 

されて 再び 茲に 落ちつ い た、 有 名 な 「虛 栗」 の 撰 集が 出来た。 これ は 談林か 

ら 蕉風へ の 過渡 時代 を 代表す る 句集 で、 漢 文直譯 風の 一 體を 以て 新 詩境 

を 開拓 せん VJ 試みた ものである が、 露 骨淺 薄で 含蓄が な く、 失 敗た る を 免 

れ ない o 

髭 風 を 吹て 暮秋 歎 やる は 誰が 子ぞ 

貧 化の 釜 霜に 泣く 聲 寒し 

貞享 元年 朿 海道 を經て 伊勢 祌宫 を拜 し、 暫く 故鄕の 伊賀 に 逗留し て、 大和 

より 美 濃 伊勢 尾張ビ 旅行し た、 そ の 紀行 が 「野 ざら し紀 行」 で、 中 に 

椹 打て 我-に 聞せ よ 坊が妻 

馬に 寢て殘 夢 月 遠し 茶の 煙 

の 如き 佳句が あって、 一家の 特色 を發 揮し 來 つた。 此年尾 張で 冬籠りし 


て、 同地 方の 門人 荷 兮野水 等 ど 奥行した 五 歌仙 を 『冬 の 日』 どい ふ。 蕉 亂ー 

連句の 開基 ど して 頗る 注目す ベ きもの で、 此 年 を 蕉風 獨 立の 紀元 どす ベ 

きで あら う、 時 に 四十 一 歲 o 

霜月 や 鶴の つく  並び ゐて  荷  兮 

冬の 朝日の あはれ なりけ， 9  芭  蕉 

その後 引績 き 『奢 の 日』 『曠 野』 『瓢』 の 集が 出 て、 元 祿四年 『猿 蓑』 が で きた 

これ は 蕉風の 最も 圓熟 完成した 時代 を 代表す る もの で、 か くて 同 七 年大、 

阪滯 在中 痢 を 病んで 五十 一 歳で 歿した。 

芭蕉が 一流 を 立てた の は 四十 歲 以後 で、 そ れ より 死に 至る 十 年 間、 大 抵 行 

脚に 出 て 「笠 き て 草鞋 は き な が ら」 年 を 暮ら し、 自然 ど 同化-し 幽玄 閑寂 の 思 

想 を 養 ひ、 一 日 も 修養 を 怠らぬ ど 共 に、 到 る處 をの 道を傳 へ 後進 を 誘掖し 

たので 門人 は 天下に 滿 ち， 終 に 蕉風 卽ち俳 諧 、俳 諧卽ち 蕉風 どい ふ 有樣ど 

なった。 贞門談 林の 徒が 遊 戯. 視 した 俳詣は 芭蕉に よって 極めて 眞 面目 

二三 三 


に嚴 格な 態度 を 以て 取扱 は れ、 最 早 駄 

詩歌 V」 同等の 內容を も ち、 そ れ V」 對等 

「世の 中 や 蝶々 ビ まれ かく も あ れ」 に も 

は ある が、 芭 蕉 の 「起きよ 我 友に せ 

の溫 味が 出て ゐる ではない か。 談林 

たので ある o 

和歌 連歌の 因襲 的 趣味に 囚 はれ す、 汎 

歌 連歌に 用 ゐられ た 材料で も、 一 種 新 

の 柳 は全體 連歌な b  、田 螺 V」 る 烏 は 全 

法 多く 題 も 名所 も 限 あ り、 法 外に 遊ぶ 

題定れ り-俳諧 は 分量な し、 題 VJ して 俳 

俳諧に 用 ひや どい ふこ ビ な し、 只 和 歌 

るの みな り、 た ど へ ば 花 は 和歌の 題、 菜 


二三 四 

洒落 ゃ輕ロ 頓智の いひ 放しで なく 

の 位地 を 占む るに 至った。 宗 因の 

輕 快な 浮世 を 茶 かした  一 ^の 詩趣 

ん寢ろ 胡 蝶」 に 至って は 眞摯な 人情 

の輕快 だけで は滿 足せられ なかつ 

く 詩材を 求め 新たに 詩境 を 開き、 和 

しい 見方で 鑑賞した。 芭蕉 が 「春 雨 

く 俳諧な り」 ど い ひ、 去 來 が 「和 ^は 制 

こ VJ なし、 此 故に 和歌の 名所 和歌の 

諧 ならす ど 云 ふこ どな く、 詩 ビ して 

の 見所 ビ 俳諧に 睨む 所に 趣 違 ひ あ 

钝 は^ 諧 の題ビ いふ はよ し、 花 は 俳 


諧の 題に あらや^ い 

芭蕉 は 俳諧の 內容 を 

主張し ない が、 さ り ビ 

る もの 、、必要に 應じ 

付 方 も、 こ れ まで の 物 

付 ど は 古く 逮歌 時代 

がって 付ける の で、 例 

o 〇 〇 

十 王 堂 

〇 〇 〇 〇 〇 

淨 玻璃の 鏡に 

〇 

o  9  •  •  • 

ほ の <\> ど 明 

ら ォ よ 炎 木 ft?  f  ： 

ル个. K  一  S  一  Ei  f  i  t  ^ 

意 昧を 受けて 付ける 


ふ は 非 

變 化せ 

て 門 

V 法式 

付 心 付 

八 X 

似た る 

りたる 

石の 浦 

：于 +15 

{ ,ィ K 

法で あ 


な り」 ど い つ 

しのみ なら 

のま 式に も 

を 打破 

を變じ 

德 時代 


つ て 

て、 匂 

ま で 


た の は、 正 に此 意味で あ る。 

や、 形 式に 於ても 談 林の 無法 刖を 

i  h. は；^ 式に 虔 

な い、 前 句に 對 する 

る こ- y」 ゝ した o 物 

に 出た 詞の緣 にす 


拘泥せ す、 ま づ 

束縛 を 甘んじ 

響 を 以て 付 

の 習慣で、 前 句 


ぞ 吹く 

月いで 

人 九 を 

〇 


ゝ 

見 よ 


ふよ 月 毛 こ て 

れ たもので、 

る o 


貞 

■ 前 句 中の 詞に 


德 (淀川) 

よらす して 全 瞳の 


二三 五 


な ま 


よねつく  A\ 

め いた 男 ありけ 


ど 垣間見ら る、 宗 

り 近隣  同 


二三 六 

因 


1 封 

蕉風 は 前 句 

の で、 ち よ つ 

ふ ビ き は、 龙ハ 

へぬ 微妙な 

火 ヾ J 


の 書 狀に淚 包み 

故鄕の 妻に や 

の 餘韻餘 情 を迪 

VJ 見る ビ兩々 獨 

間に 微妙な 連絡 

音色が 出 る。 

もしに 暮 るれば 

時鳥 皆き きし 


こめ  同 

る 金 はなし  同 

つ て、 卽 かや 離れ や 一 種 

立して 何等の 關係 なき 

が あつ て、 互 に 匂 ひ あ ひ 

登る 峰の 寺  去 

まひたり  芭 


(西 翁 十 百 韻) 

幽玄なる 付 方 をす る 

如く なれ ど も、 よ く 味 

響き あつ て、 阿 ノレ も い 

來 


灰汁 桶の； | 下 やみけ りき り ぐ す 


凡 


油 かす， 9 て宵寢 する 秋  芭 蕉 (猿 蓑) 

芭蕉 は淸 僧の やうな 恬淡 寡欲の 人で、 浮華 淫靡な 元祿 時代の 俗界 を 離れ 

て、 幽 淸 閑寂な 自然に 親んだ けれ ざ も、 極 めて 人情に 篤 く、 謹 嚴 で社會 的の 

禮儀 作法 を 重んじた。 門人の 杉 風 は 耳が 遠かった の で、 そ れを氣 の 毒に 

思って 終身 聾の 句 を 作らな か つ た、 そ れ から 門人の 中に 路通ど 云 ふ輕薄 

な 才子が あって 芭蕉の 勘氣を 蒙って ゐた が、 死 ぬ ビ きに は 門人に 遺 言 し 

て、 自分 が 死んで も， ビレ うか 路逋を 憎ます 憐んで やって 吳れビ 云った。 路 

通 も芭. 蕉が 死んだ ビ 聞い て、 遠方から 晝夜 兼行で 驅け つけて 墓前に 慟哭 

した ビ云ふ 事で ある。 又 非常に 禮儀 正しく 厳格であった ビ云 ふこ ビは、 

或 俳諧の 席上 芭蕉が 附 句に 案じ 入って 非常に 手間が 掛っ た、 そ れで書 記 

役の 執筆が 返 屈の あまり 筆で 爪に 字 を 書いて ゐ た、 芭 蕉は それ を 見て 大 

變に 不機嫌で 文臺を 下れ V」 叱責した。 さう 云 ふ 風で あるから 其 角 や 嵐 

雪な V- も 成るべく 芭蕉 ど 同宿なん かしないで 別に 居る 工夫 をした。 又 
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或 時 奥州 磐 城 平の 

角 どが 招かれ た、 露 

席で は 喫 はな かつ 

て 居る 其 角が 大不 

煙草 も ひか へ て 喫 

芭蕉 は靜 に、 一 體悱 

にも 禮節を 忘る ベ 

風流 V」 考 へ て 居る 

ふ 風な 點 のみ を 見 

弟子の 北 技が 俳諧 

尋ねた 時 に、 讀 ん で 

でも 見る が 宜しい 

か ビ 聞いた ら、 そ れ 


城主 內嗨 露沾ど い ふ 俳諧 やきの 殿 

沾は 煙草 嫌 ひで あるか ら、 芭 蕉 は 遠 

た。 する， 歸 つて 來 てから 磊落 豪 

滿で、 一 體 先生 は 貴人の 前に 出た か 

ぬビ云 ふの は 誚諛に 近いで あり 

は 小 技で は あるが 矢 張 一 道で あ 

もので な い、 作 法 を 破る を 磊落 ど 

は 非常な 心得 違 ひ で あ る ど 其 角 

ビ、 褊 狹な 人の やうに i える が 決 

爲 めに は 一 體 V- んな 書物 を ん 

る い 本 ど 云 ふ もの はな い、 儒 佛 よ 

言 つ た、 そ れ から 又、 他 流の 人ビ交 

一 ^苦しくな い、 交 際して 惡 るい 


二  S 八 

搽の 


も 


し 

ヾ J 

. さ 

、sb 

.1 一 IP 

の 


所に i 巴蕉ど 其 

て 一 服 も その 

以て 自ら 任じ 

云 つ て、 好 き な 

ぬ か ビ 云った o 

れば 風雅の 中 

-禮 式 を 省い て 

し た。 さ う 云 

さう ではない o 

よ からう か ヾ J 

書、 謠、 淨 瑠璃 何 

て も 差 支ない 

は盜人 ど 博爽 


打で ある ど 言 つた。 指 合 去 嫌な 

である が、 差 合ぐ りの 上手 ど いは 

牡丹に 芍藥 を附 ける 事 はま さか 

ど いふ もので はない、；^: けらる 、 

つた。 前にい ふ 通り 極 淡泊な 人 

な い、 菡 篛が 好物で あつたの を 兄 

に關 した 話 V- 云 ふ もの は殆 V- な 

る 上菔は 元より 不 似合な り、 さ れ 

に はいけ ない し、 黑木賣 の 女が 一 

ば 其 句 は 禪 宗 坊主の やうな 悟め 

うでな い、 戀 の 趣 * を も 能く 解し 

る、 外 物の 爲に心 を 役 せらる 、こ 

る 時 は、 心 の 向 ふ 所 天地 皆 俳 諧、 花 


,v」 にも 寬大 で、 自 分 はこの 

れ ん よ り は、 俳 諧に 上手な 

出來ま い、 こ れは 心の 好. み 

働き かふの るなら： Iz: けて よ 

で 色 食の 愁 なん ビ 云 ふ も 

て も、 變 つた 人であった こ 

い、 自分 が 若し 女房 を もつ 

ば V」 て 遊 女な ん かも 自分 

番 よから う ビ戯談 をい つ 

いた 抹香臭い もの か VJ 云 

て 居る。 i 巴 蕉の哲 學は風 

€ な く、 天 地 自然に 同化し 

に對 しても 面白 く、 昧 增 に 

二三 九 


力 面 は 不案內 


为 力き ま 

であって 

ろしい ビ 

の は 非常 

VJ が 分る- 

な  ら、 身 分 

の やうな 

た o それ 

ふに 決し 

雅の 二字 

四時 を 友 

對 しても 


しい. 

差 合 

も い 

に 少 

婦人 

の あ 


な ら 

て さ 

に あ 

ど す 

面 白 


い、 風 雅の 心なき もの は 夷狄 禽獣に 

に從ひ 造化に 還 れ ビ いった。 耍 す 

な 中に 毅然 ビ して 侵す ベ からざる 

ではた ぐ ひ 稀な 氣 品の 高い 人で あ 

さて 俳諧 は 右の 如き 變遷を 經 て、 蕉 

る が、 此 芭蕉の 俳諧 は貞 門ゃ談 林に 

趣味の 上に 立って 居る か ら、 本 當 に 

逍の 修養 を 積まなければ なら ぬ、 V- 

味が 十分に 分る ビ云ふ もので は 決 

も 分る ど 云 ふこ ど を 望んで 居らぬ 

せ ハに樂 まう ビ して 居る ので あ る、 ひ 

つてよ いけれ Vj も、 自 分の やる 俳諧 

ど を 言 つて 居る、 其 處が餘 程 一 般の 


二 四 〇 

ひ. y」 しい、 早く 夷狄 禽獸を 離れ て、 造 化 

るに 趣味の 廣ぃ人 で、 玉 の や う な 溫 厚 

所の ある 立 派 な 人物 で、 日 本の 文人 中 

る o 

風が 天下 を 一 統す るに 至った ので あ 

較べ て餘. 程 高雅な もので、 一 種 獨特の 

その 趣味 を 解し 之を眛 ふに は 多少 其 

んな 人で も 初めから 同じ やうに 其 趣 

してない。 芭蕉 自身に も 亦 誰れ にで 

ので あ る、 唯 少數の 同趣味の 具眼 者 ど 

まつ ぶしの 慰みに する 俳 諧、 そ れもぁ 

は 決して そんな 物で はな い -y」 云 ふこ 

聽衆ゃ 讀者を 相手 V」 する 淨 瑠璃 や 小 


ふので ある。 之 を 食物に 譬 へて 見れ ば、 雲 

の で、 好 きな 人 は 何 ビ も 言 へ ない 乙な もの 

. 百 人が 百 人 誰れ も 旨い VJ 云って 感心す る 

い 何處が 旨い のか- y」 云 ふ 人が 隨分多 い、 殊 

ふやう な 趣味 は、 晝夜 算盤 珠を彈 い て 損得 

めど 云へ ば、 酒 色の 外に 出な ぃ元祿 時代の 

べき もので な い、 談 林の 俳諧 は 蕉風 ビ は 違 

行の 新しい JJ を 云 ふ V- か、 人 情 世態 を寫す 

易い、 從 つて 一 時大に 流行した ので あるが- 

行 か ぬ、 矢 張 作者 卽ち讀 者、 讀者卽 ち 作者 ど 

を 樂む範 園^ 云 ふ もの は 廣ぃビ 云っても 

の 娛樂ビ なるべき 文藝 が、 是 非 此穴を 埋める ために 

あ る、 雲 丹 ゃ鮞脯 では 腹が 脹れない、 もう 少し 脂濃い 


說 ビ 

や う 

て 喜 

づ ま 

閑寂 

た ま 

も 角 

あ つ 

耳 に 

璃程 

云 ふ 


は 違 

な も 

ぶ 力- 

ら  な 

ヾ 」 云 

骨 休 

さ れ 

て 流 

ス り 

廣 く 

文藝 


丹 V」 か鮞脯 VJ か 云 ふ 

だ VJ 云って 舌 打 をし 

もので ま M- 、—、中 - - よ 

に 芭蕉が 尊んだ 幽玄 

に 目角 を 立て 、、たま 

町人な ん かに 十分 に 

つ て、 其 趣味 は 卑近で 

どか、 餘程 一 般の 人の 

是，、 J て も小說 ゃ淨瑠 

云 ふ有樣 であ る、 斯 う 

限りが ある、 一 般 向き 

無くて はならぬ ので 

しっこい 物 で、 誰 に で 

二 四 一 


も 旨くて 腹 

松の 淨 瑠璃 

派の 俳諧の 

章 や 古い 型 

あ る、 元祿以 

や 諺 を 使つ 

繼 いだ 極り 

て 影 の 薄い 

鶴 や 近 松 は 

間を寫 した. 

のが 出來 

十 年 もた つ 


の脹 

が そ 

束縛 

を 破 

前 の 

て 氣 

文句 

活氣 

借 物 

そ れ 

の で 


て、 太平 


へ 人民 は 皆 太平 


る 牛鍋 流の 文藝が 必要で ある 一 

で あ る、 此 西 鶴 近 松の 二人 は 

脫 して 新しい 詩境 を 開いた の 

て、 さ うして 端的に 社會 人間 を 

說 戯曲 ど 云 ふ もの は、 丁 度貞德 

利か ぬ 洒落 を 繰返して 居る や 

つらねた 美し さうな 言 葉 を 並 

ない 感情 も 何も 移らない もの 

ない 自分の 觀察ど 自分の 文章 

是 迄の もの ど は 全く 面目 を 一 

る。 德 川の 天下 も 元 和 偃武か 

の 餘澤に 文化 も 著しく 進步し 

醉 うて 嬉々 どして 樂むど 云 ふ 


二 四 二 

. 西 鶴の 浮世 草紙 や 近 

丁度 芭蕉が 連歌 や 負德 

ど 同 樣 に、 是 迄の 古い 文 

寫 さう VJ 企てた もので 

派の 俳諧が 古臭 い 故事 

うに、 足利時代から 承け 

ベ 立てる ばかり で、 極 め 

であつ た、 之 に反して 西 

で 以て 現代の 社 會ゃ人 

新した 生氣潑 刺た る も 

ら元祿 まで は 彼是れ 七 

て 生活の 程度 も 高くな 

有檨 であ る、 殊 に 三府の 


繁； ii 曰 はビり A\ で、 江 e 'は將 軍の 御 膝下 

御座る 所 で、 文 化の 中心で あ る、 が 金力に 

阪は 商業の 中心であって 諸 大名の 庫屋 

大勢 を 左右す る、 日 本 全 國の贿 所 ど 言 は 

居る 所で 大阪は 町人の 幅 を 利かす 所で 

大阪に 起った の は 當然の 勢で あ る、 西 鹤 

都から 大阪へ 移った。 芭蕉の やうな 枯 

物 は、 大 阪の やうな 所に 歡迎 される 人で 

當 時の 成金 黨の 驕奢 は 隨分甚 しい もの 

の 茨城 屋 幸齋、 淀 星辰 五郎な ざ 皆 有名な 

育 もな く 理想が 低く ゝ て 道德の 制裁 ヾ」 

任せて 勝手な 事 をす るから 風俗が 自然 

文學 のニ大 材料で ある ど 云 ふの も戀愛 


で 政治 上の 中 心、 京 都 は禁莲 0 の 

於て は 到底 大阪に は 及ばな い、 大 

敷が あ る、 堂 島の 米 相場 は 全國の 

れて居 る、 江 戶 は 武士の 威張って 

ある。 町人 を 相手に する 文學が 

は 元 來大阪 の 生、 宗 因 や 近 松 は 京 

淡な 脂氣の 少ない 出世間的の 人 

よ M-  、<o 

であって、 江 戶の紀 文、 奈 良 茂、 大 阪 

者で ある、 是 等の 町人 は 犬し た 敎 

云 ふ もの も强 くな い、 從 つて 金に 

ヾ」 淫靡に な る、 遊 女 V」 野郎が 元 祿 

が 肉感的で ある も是 がた めで あ 

二 四 三 


二 四 四 

る o 

西 鶴 は 芭蕉 ど 違って 一 向傳 記が 分ら な い、 唯 大阪 の鎗屋 町に 住んで 俳諧 

の 宗匠 をして 居つ た、 始 めは談 林の 驍將 どして 色々 な 俳 書 を 著して ゐる 

が、 師 匠の 宗 因が 死んだ 天 和 二 年卽ち 彼が 四十 一 歳の 時 ！ 芭蕉 の 「冬 の 

, 口」 が 出來 たの VJ 同じ年 齡 である —— 始めて 好色 一 代 男 を 書い た、 そ れ が 

非常に 當 つたの で、 續 いて 二 代 男、 五 人 女、 一 代 女- y」 云 ふやうな もの を 著し、 

後に は 好色本 を 止めて 武道 傳來 記、 武 家 義理 物 語， 永 代 藏 、胸 算 用 ど 云 ふ や 

うな 武士の 話 や 町人の 遣 繰 算段 を 書いた もの を 著 はし た。 色 蒸より； 年 

まへ 元祿六 年に 五十二 歳で 歿した、 江 戶の紀 文に 其 角が 附 いて 居った や 

う に、 西 鶴 は 天 王 寺 屋なざ 云 ふ 豪商の 取卷 になって 遊里に 出入して 居つ 

た、 又 本屋から 原稿料の 前借 をして 本 を 書かない 中に 死んで しまった ヾ」 

云 ふやうな 話も傳 つて 居 る、 元 來談林 派の 俳諧 は 新規な 流行 や 風俗なん 

か を 材料に して 世態 人情 を寫 すの を 主，、」 して 居る もの で、 是 が 一 變 すれ 


ば寫實 小說ビ なる ベ き倾 きがあ る、 延 寶五 年の 西 鶴の 大句數 から 一 例 を 

出 す ビ、 

胸の 火 や 少し 心 を 匱炬撻 

揚屋ながら も 初めての 宿 

何 V」 亭主 か はった 戀は 御座らぬ か 

昨： n もた はけが 死んだ ビ 申す 

ビぃ ふやうな 調子 で、 少 々-ブ 二 ハを加 ふれ ば、 す ぐに 好色本の 一 節が 出來 

上 る、 西 鶴の 才は 特に 世態 人情 を 寫すど 云 ふやうな 方面に 適して 居った、 

それに この 時代に は 遊女 評判記 や 野郎 評判記が 盛んに 行 はれた、 其 風潮 

は延 いて 熟 心な 遊廓 研究者 を 出し た、 畠 山箕山 ご 云 ふ 男 は 奥州の 端から 

九州まで 遊歷 して、 三十 年 以上 も掛 つて 色 遨大鏡 ど 云 ふ もの を 書いて^ 

る、 西 鶴 もさう 云 ふ 時勢の 風潮に 促されて 遊女 評判記 を小說 的の 形式で 

綴った のが 卽ち此 一 代 男で ある、 之より 前に 評判記 以外に 『催 情 記 』 (E  ^ 

二 四 五 


二 四 六 


三 年刊) や 『た き つけ、 もえ，、 ゐ、 けしす み』 (延寳 五 年刊) ど い ふ 類の 好色 物 も 

ないで はない が、 是 等 は 皆隨筆 風の 書き方で、 一代 男の やうに 纏った 物 で 

はない、 西 鶴の 物 は 全く 目新し い 趣向で ある 上 に、 文 章 は 多年 俳諧で 鑕 へ 

あげた 腕の冴えた 簡潔な 力の 籠った ものである 所 か ら、 非 常 な 大喝 釆で 

江 m- の 方に も僞 版が 出 來るビ いふ 勢で あつ た、 そ れ から 乘氣 になつ て、 矢 

繼 早に 二 代 男 五 人 女 ど 續ぃ て 出し て、 小 說の 方に 熱中して 居る 中 に、 蕉 風 

が 次第に 盛んになつ て、 魏 林の 林に 秋風が 吹き そめた の で、 遂 に 本職の 點 

者の 方 は 疎かに し て、 小 說家 どして 身 を 終る に 至った ので あるつ 今日よ 

b 見れ ば、 西 鶴 は 文， 壇 の 大立者、 新小說 の 創立者で ある けれ V- も、 彼れ 自身 

は 芭蕉の やうに 眞 面目な 理想 を 持つ て、 俳 諧を 以て 風雅に 逹 する 唯 一 の 

道- yj 信す る やう な、 そ ん な 抱負 や 自覺が あ つ た譯で はな い、 唯 世間の 風潮 

につれ て 濁 波 を 上げた ので あ る、 好 色 本 は 畢竟 遊女 評判記の 變形 である、 

されば 元祿の 書籍 目錄. にも 評判記 も 同じ 所に 並べ て、 著者の 名 も 現 はし 


てない o 

さて 一 代 男 は 

め 諸國の 色里 

九 VJ 云 ふ 船 を 

有檨ゃ 遊女の 

連絡され て 居 

く、 別 々の 小話 

のきぬ を 十分 

\  M -、  O  ff:  * ひ 

〈 */d レ  力 

體 になった。 

折々 眞 面目く 

い こビ をして 

今日い ふ 所の 


世 之 

で た 

描 へ 

伊 0 

る ヾ J 

を 一 

に 脫 

そ れ 

晩年 

さ つ 


助^-云 ふ 男が 七 歳の 時に 始めて 戀を覺 え て、 三 府を始 

わけ を盡し て、 日 本 も 遊び 飽ぃた ビ、 六 十歲の 時に 好色 

て 女 護の 島に 遠征に 上った ビ云ふ 筋 で、 諸 國の 遊廓の 

を 書いた もの で、 そ れが世 之 助 ビ云ふ 主人公に 依って 

いふまで、、 一 章々々 が 有機的に 槃 つて 居る ので はな 

筋の 鈕で槃 ぎ 合 はした 形に なって 居る、 つまり 評判記 

いで 居らぬ、 一 一代 男 は 15- に逆戾 りして、 一 貫した 主人 さ 

が 段々 進化して 五 人 女 や 一 代 女に なって 完全な 小說 

になって は 流石に 西 鶴 も 年の 劫 で、 町 人物 や 何 かに は 

て、 人 は 若い 時 は 十分 働いて 老年に なって 勝手な 面白 

樂 しむが よい ど 敎訓め いた 事 を 言 つて 居る。 西 鶴 は 

の 寫實家 ど は い へ な い. 往々 興に 乘 じて 誇張した 點も 

二 四 七 


あ る が、 i に 

種の 寫實家 

々 の 人間 を 

無 遠 慮に 極 

文 を 見る に 

く賤 しくい 

求 め、 西 鶴が 

た ビ ひ漢 章 

なつかしく 

しく 下れる 

し く 言 ひ W 

醉ひ 狂って 


角此 時代の 空 氣ゃ氣 

で、 近 松の 檨に 美しい 

寫し た。 社會の 表面 

め て 辛辣に 描いて 居 

或は 漢文 を 假名に 和 

ひ な し、 或 は 人情 をい 

淺間 しく 下れる 姿 あ 

を 假るビ も、 な だら か 

一一 一一 口 ひ VJ る ベ し」 ど あ る 

こど を 無 遠 盧に書 き 

る ど  一 ふや  >フ な こど 

居る この 時 R の 人 を 


持 を 多く 想 

情緖 や 感傷 

を 寫すビ 共 

る 0 芭蕉 は 

ら げ、 或 は 和 

ふ ど て も <u» 

b  、我 徒の 文 

に き n ひつ > 

がその さか 

立て Z- 、さ ，フ 

は 西 鶴 は 決 

見 て も、 別 に 


かしたり しない で、 其 處が 浮世の 面白い所で 


二 四 八 

像 を 加へ. ないで 描寫 した 一 

的な 氣分を 交へ すして 赤裸 

に 其 裏面 を も 見逃さな いで 

俳 文. を 論 じ て. 「世上の 俳諧の 

歌の 文章に 漢音 を 入 れ、 詞 荒 

日の さかし き喂々 まで 探り 

章 は糙に 作意 を 立て 文字 は 

け、 事 は 鄙 俗の 上に 及ぶ ビも 

しきく ま <^ を 採つ て淺問 

して 鄙 俗の 上に 及ぶ ビも懷 

してやらな い、 酒 色の 歡樂に 

淺 ましく 思 つ たり 愛想 を盡 

ある ど 云 ふ 方に 悟つ て、 平 氣 


で 砂埃 を 浴びつ 、人 込の 中へ 入って 共に 踊り狂 ふ VJ 云ふ樣 子が ある 芭 

蕉に 至って は騷々 しい 人 込 を 避けて 靜な 場所に 身 を 置い て、 餘 所ながら 

で あ る、 西 鶴 は何處 まで も元祿 時代の 

ては灌 か に變 物で ある。 

物質的 文明 に醉 うて 夢中 になつ て、 十 

時代で あ る、 町 人 は 金力 を 得て 武家よ 

なくして 富 を 得た 町人 は、 何 に 依って 

分の 虛榮 心を滿 足さす こ どが 出來る 

幾ら 金が あ つ て も 町人 は何處 まで も 

誇る こビは 到底 出來な い、 此 に 於て か 

樂淨 土に な る、 其 處に 行けば Vj の や う 


デット 見て 居る VJ 云 ふやうな 態 度 

人物で あつ て、 芭 蕉 は 元 祿 の 人 VJ し 

元祿 時代 は打績 いた 太平が 齎 した 

分に 自己 を 反省す る遑 のな ぃ享樂 

り 裕福に なつ た、 敎 育 もな く 理想 も 

自分 の 慰藉 を 求 め、 又 何 に 依って 自 

であらう か、 階 級 制度の 悲し さに は 

町人で あ る、 名 譽ゃ權 力 を 以て 世に 

遊 廓 や 芝 居 V」 云 ふ ものが 町人の 


な 贅澤を やっても 僭上 をして も、 誰 れも 咎める 者が な い、 威 張り 次第に 威 

張って 大盡樣 ど 奉られ る 「町 人の 身ながら 太夫 E 只て 禿に 足 を ひねら せ、 太 

二 四 九 


二 五 o 

^に 輕薄笑 させ て、 寢 ながら 酒 のん で、 四 つ 釉の大 夜着 かづ いて 伽羅く ベ 

て 设火を すれば ビ て、 天下の 御法度 を 背か ざれば 何の 咎 なし」 (手管 三味線) 

此樣な 別世界に 無理 想無敎 養の 人間が 狂 ひ 遊んだ 有樣を 有の 儘に 描寫 

したので あるか ら、 其 文字が 卑猥に 陷 つたの も 自然の 勢で あ る、 さ うして 

西 鶴 自身 も 亦 この 踊り狂 ふ 渦中の 一人で ある。 かく 一方で は歡樂 世界 

の 耽溺 者で ある ど 共に、 一 面に お いて 彼れ は傍觀 者の 位地に 立って、 冷靜 

なる 態度 を 以て 人間の 弱點ゃ 醜い 所を觀 察した ので ある。 芭蕉 は 浮華 

淫靡な 世の中 を 厭うて、 無心の 山水に 放浪して 寂寞 を樂 みながら， 遙に人 

間の 美しい 點， 人 生の ブ ライト サイド を 認めた 厭世的 樂天 家であって、 西 

鶴 は放縱 淫靡な 世界に 狂 ひ 遊びな が ら、 矢 張 人間の ダァ クサ イド を 兌 逃 

さなかった 樂天的 厭世家 VJ もい ふべ きで あ る、 西 鶴 は 一 寸 さき は 暗の 夜 

で^-も^も 當て になら な い、 世 の 中 は 面白 を かしく 慕す が 得で ある ビ云 

ふ現實 主義の 人で あ る、 之 を 近 松 ど 較べ る ど 西 鶴 は 想像 を 加 へやして 事 


實 を直寫 し、 道 德的觀 念が 乏しい。 近 松 は 想像 を 加へ て 事 實を詩 化し 醇 

化 し て、 そ れに 道德的 色彩 を 付加して 居 る、 西 鶴の 物 を讀む ビ 、惡 すれの し 

た 通人の 皮肉 を 聞く やう で、 近 松の 方 は 同情の 暖 みが あつ て、 溫 和な ^馴. 

れた 老人の 敎を 聞/、 やうな 感じが する。 

西 鶴の 銳 利な 観察 ゃ簡 勁な 文章 は 我 文學史 中に 獨步 すべ きもの で、 元 祿 

以前の 小 說ビ云 ふ もの は、 ま だ純粹 の小說 らしい 體裁 をな して 居ら ぬ、 或 

は 儒、 佛、 道、 此三敎 一 致の 主義 宣傳を 旨 どして、 通俗的 敎 訓を說 いた 隨筆的 

の もの や、 或 は 文學的 名所 案内の 類であって、 偶ぷ 『恨 之 介』 や 『薄雪 物語』 

な ざ ^云 ふ小說 はあって も、 そ れは淸 水の 花見に 行 つ て 美人 を 見初めて 

戀病 になつ て、 腰 元の 手引で やうく 妹 背の 契 を 結んだ VJ 云 ふやう な、 如 

何にも 古臭い 趣向 を 古臭い 文章 で、 型 の 如く 極り 文句の 形容 澤 山に 述べ 

たに 過ぎな い、 犟 寛 足利時代の 堕落した 物語の 系統 を 其 儘に 受けつ いだ 

の で、 何 等の 面白味 もな い、 然 るに 西 鶴が 出て 昔の 型 や 極り 文句 を 排斥し 

二 五 一 


二 五 二 

て、 當 時の 言 葉 を 以 て 當 時の 社 會 を 寫 し、 生 氣澄剌 たる 新 小說を 出し た、 是 

が 西 鶴の 偉大なる 所以で ある。 -ぉ琴 は 西 鶴 を 罵って 無學义 0  V- 言 つ た 

が、 そ れは 時代 を 知らぬ 暴 言 で、 元 祿 時代 ど 文化 文政 ビは 一 般 文化の 程度 

が 違 ふ、 元 祿 時代の 徘人ビ して は 相應の 素養 も あ り、，： ね 典の 知識 も 一 逋 b 

備 へて 居 る、 馬 琴の やうに 讀 書から 得た 知識 をむ やみに 並？ 立てられて 

は隨分 閉口す る。 近 松 は 西 鶴に 較べる ビ 多少 學 問が 廣く て、 和 漢 の故ポ 

ゃ典據 な ざ を澤山 使って ある が、 流 石に 旨く それ を 消化して 所謂 鉛 を 化 

して 銀 どなす 手段 を 取って 居 る、 西 鶴に 至って は 故事 典據な V- は 餘り採 

ら な い、 手 近な 諺な ざ さ へ も 近 松に 較べ る ビ、 用 ゐ 方が ズ ット 少な い、 そ れ 

から テニ  "を 省いた 引締 つた 俳諧 的 文章が 讀 者に 新味 を感 せしめ る、 「暮 

に 及 ベ ば椋橋 山の 麓に、 かすかなる 草の 屋に 折し も 秋の 半、 殼 竿 の 音 のみ、 

里の 童ね ぢ 籠、 雨 蛙の 家な V- し て、 塵 塚より 鉈豆 V- いふ もの、 い ど を かしく 

生 ひ 下りた る 垣 根」 な ざ 具象的で 讀 者に 與 へる 印象が 强ぃ) 從來 の小說 
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文句 を 並 

子が 多く 

的 で、》」 ん 

何處 にも 

缺 けて 居 

〃の ある 

に 名 をい 

て 居る の 

々ぶ 湖し あ 

西 鶴 以前 

も殆 V- 見 

州へ 下る 


を 形容 すれ 

ベた てる o 


て 實 

ぷ ^ 

ん 0 

點 の 

つ た 

- J ヾ J 

ま 

で 察 

多 の 

の 小 

る に 

途中 


ら 


矢矧 


ば、 月 

近 松 

切 で 

必 す 

が な 

や う 

を い 

し、 後 

よ う ( 

を 出 

ま ら 

も の 

の 長 


の 眉、 花 の 唇 な V- 、よ い こ ヾ. 一 

に 新しい 譬喩 を 使って 居 

が あ る、 西 鶴に 至って は 何 

點を 見出して 書い て ある- 

つ  た ら、 物 を 言 ふ 所 を 見る 

を 書いて あ る、 其 人物に も 

合 は その 遊女 や 野郎の 名 

る、 事なる ベ し」 ど か、 「愛 に 

かく 西 鶴 は 舊態を 打破して 小 

たので ある o 

かつ VJ 同樣 に、 近 松 以前の 淨瑠 

ある o 淨 瑠璃 は 足 利の 末に 起 

の 娘の 淨 瑠璃 姬ビ 契った 事 を 


流石 

い 所 

ど 思 

た 場 

は 知 


づ くめの 極り 

る が、 想 像の 分 

處 ま で も寫實 

"非 常 な 美人で 

ビ下齒 が 一 枚 

そ れ <\ - モ ，テ 

を 0 して、 「こ 、 

遠 慮す」^ い つ 

說 に 一 新體を 

璃 VJ 云 ふ もの 

つ て、 牛 若が 奥 

語った の で、 淨 


二 五三 


二 五 四 

瑠璃 ど 云 ふ 名が 出た ので ある が、 最 初の 間 は 扇 拍子で 盲 法師な ざが 語つ 

た。 それが 慶 長の 頃に なって 三味線 を 合せた り、 人 形に 掛ける 事 をし 出 

し て、 次 第に 流行す る やうに なって 來た が、 そ の 始めは 幸 若の 舞曲 や 御伽 

草紙の 機な もの に、 少 しばかり 修正 を 加 へ て 語った ので ある が、 段 々盛な 

るに 從 つて 新作 も 出る やうに なった が、 そ れビて も 孰れ も 足利時代の 物 

語 風の 系統 を 引いた ものであって、 唯 事柄 を 次々 に 述べ立て、 行く 叙事 

風の 文章 で、 時 間 や 場所の 移り 變 りな ざ 一 向 無頓着 で、 今 子供が 誕生した 

こど を 云って 居る か，、」 思 ふ ，/J、 一  ニニ 行 立つ ビ 「か くて 若君 十五 歳に なり 給 

へ ば」 ，、J 云 ひ、 今 鎌 倉の こ V」 を 話して 居る か ど 思 ふ ど、 「急 げば 程なく 都に 着 

き 給 ふ」 で 直ぐに 京都に 飛んで 來て居 るゾ 」 んな 文句に 合して V- うして 人 

形 を 使った の か、 殆 V- 想像に 苦しむ 次第で ある。 さう して 其 材料 は 多く 

は 荒唐無稽な 英雄 談ゃ； t 佛の 靈驗を 書いた もの で、 現 實の 生活 ど は殆ざ 

無關 係な 夢の やうな ものが 多 か つたので あ る、 そ れを近 松が 出て 其 作風 


を 一 變し たので ある。 

近 松 は 西鶴ビ 同じく 經歷が 能く 分ら 

たど も 云 ふ が、 是 も 確かな こど は 分ら 

角 二十歳 前後の 頃 は 京都に 居った ど 

彼 も 若い 時 は 都 萬 太夫 座 (四 條の 歌舞 

直した b. した ものである ど 、當 時の 評 

の 役者で もやって 居て 近 松 姓 を名乘 

所 屬の悱 優に 近 松 勘 之 介、 同 京 之 介、 同 

目す ベ きで ある ど い ふ說は 傾聽す ベ 

者 出で ある こど も、 か た <^ 思 合 は さ 

萬 太夫 座の ために 弘徽 殿の 怨靈で 藤 

大喝 釆を 得た。 此 脚本 は 今日に 傳は 

する 淨 瑠璃に 此 趣向 を 再び 使用して 


な い、 或 は 西 鶴の 俳諧の 弟子で あつ 

ぬ、 又 生國も 色々 異說が ある が、 觅 に 

云 ふこ ビは 確赏 て、 芝 居國で 名高 い 

伎 芝居) の 拍子木 を 打った り、 道 具 を 

判 記 類に 見えて 居る。 で 一時 下 廻 

つたので はなから うか。 萬 太夫 座 

梅 之. 助な V- い ふ 名の 見える の も 注 

きで ある。 當 時の 狂 言 作者 は^: 役 

れる。 延寶五 年 彼が 二十 五歲の 時、 

の 花が 大蛇 ど變 する 趣向 を 構へ て 

つて 居ない が、 弘 徽殿鵜 羽 產家ど 題 

ゐ るので 其 趣 を 知る こどが 出 來る。 

二 玉 五 


1 裏 

その 翌年 坂 田 藤 十 郞の爲 に 夕霧 名殘 正月 を 書 き、 元祿 元年に は 水木 辰 之 

助の ために 今 源氏 六十 帖を 書いた、 この 他 歌舞伎 脚本で 貞 享、 元 祿、 寶 永 の 

頃に 書いた ものが 數種傳 はって 居る。 かく 歌舞伎 狂 言 の 作 をす る- y」 同 

時に、 井上播磨掾 や 宇治 加賀掾 等の 爲に淨 瑠璃 を も 作り 與 へた。 

義太夫が 未だ 獨 立せ やして 京の 加賀掾 座に あった 頃 か ら、 兩 雄 互に 其才 

を 認 め て、 默 契す る 所 ありし もの、 如 く、 義. 太 夫が 大阪に 下りて 竹 本 座 を 

創立す るに 方 り、 出 世 景淸の 新作 を與へ て、 出 世の 二字に 前途の 幸 多から 

んこビ を 祈った。 此頃近 松 はま だ 京都に 住居して ゐた が、 元 祿 十六 年大 

阪に 下り 世話物の 初 作 「曾 根 崎 心 中」 に 大當り を 得て か ら、 全 く 大阪に 尻 を 

す ゑ、 專 ら 義太夫の 爲に思 を 凝らし 筆 を 走らして 年々 幾多の 新曲 を 出し、 

太夫の 妙舌ビ 作者の 靈腕ど 相 待って 浪花 名物の 隨 一 どなった。 

彼が 淨 瑠璃の 初 作 は、 いつ 頃 何 V」 いふ 作が それで あるか 不明で あるが、 こ 

れは 井上 播磨ゃ 宇治 加 賀の語 物 中に 求むべき であ る、 然 るに 播 磨の 物 は 


板木が 燒 失して 傳 はらない、 加賀の 物で は 「赤 染衞 門榮華 物語」 が 延寳八 年 

正月の 刊行 で、 今 日までに 發 見され た 物の 中で は 最も 40 い、 そ の 翌年 に 「束 

山 子 日 遊 び， 一 や 「つ れ ぐ 草」 が 刊行され た。 延寶八 年 は 近 松の 二十 八歲の 

時で あるが、 實 際の 初 作は猶 これより 二三 年 溯り 得よう- y」 思 ふ。 

初 作から 貞享 三年 の 「出 世 景 淸」 に 至る 頃 ま で は、 殆 ざ 古淨 瑠璃の 形式 を そ 

のま、 に 襲 踏 した もので あつ て、 文章 も 結構 も 共に 多く 言 ふに 足ら ぬ、 正 

に巢林 子の 練習 時代 ど 見る ベ きで ある。 此 時代の 作 は 事件の 顦末を 叙 

說す るに 止ま り、 對 話の 呼吸 圓 熟せ す、 結 構も單 純に 過 ぎ、 す ベ て 戯曲 どし 

て の 用意 を缺 き、 舞 臺 上の 効果 を 閑却して 居る。 時間 空間の 移動に つい 

て も 只 物語 風に 叙說 して 舊竇 を脫 して 居らぬ。 

さりながら 聰明な 彼 は 長く 此 陋習に 囚 はれな か つ た、 實 地の 經驗を 積む 

に 隨 ひ、 や がて 物語 風の 舊 套を脫 して 戯曲の 新體を 創立す るに 至った。 

かくて 言 語 應對の 緩急 疾徐 おのく 其 宜しき を 得 て、 無 心の 木 偶に 魂 を 

二 五 七 


二 五八 

入 れ、 嬉 笑 怒罵眞 に 迫る を覺 えしめ たので ある。 

近 松の 作百餘 編、 そ の 中 世話物 は 二十 三篱で 割合に 少ぃ。 上方の 歌舞伎 

芝居 は 最初から 寫實 風の 世話 事が 多く 行 はれて、 その 方面で 成功した 藤 

十郞の やうな 役者 もあった が、 淨 曲 は傅統 上から 時代物に 限られた やう 

になって 居た の で、 近 松 も 最も 此方 面 に 精力 を 注いだ ので ある が、 元祿十 

六 年 五月 興行の 切 狂 言 に 始めて 「曾 根 崎 心 中」 を 出して 評判 を 得てから 後 

世話物 を 書き出し たの で、 此 時が 旣に 五十 一 歳で あるか ら、 七 十二 歲の歿 

年まで 約 一 年毎に 一 篇を 出した 割合で ある。 近 松 は 西 鶴より は 三十 年 

ばかり 後の 享保九 年に 歿した か ら、 三人 の 中で は 一 番 後輩で 又 一 番長 命 

であった ので ある。 西 鶴の 小說は 最初から 成功して 居る が.. 近 松 は 寧ろ 

西 鶴よりも 芭蕉の 方に 進歩の 順序が 似て ゐ る、 芭 蕉の 俳諧が 最初 桌門ゃ 

談 林に 彷徨いて 居った 樣 に、 近 松 も 最初の 間 は古淨 瑠璃の 眞似を やって 

居 つ た、 中 に は 舞曲 本ゃ謠 曲の 丸取りの やうな 所 もあって 、鬼 角 物語 虱に 


流れて 戯曲の 

V- を やって 居 

うにな つたの 

れる やうな も 

富んで 見た目 

日の 人に は 面 

も 亦 普通 有觸 

氣賀が 寫し出 

が、 之 を寫 すに 

人世 觀を 以て 

同情に 富んだ 

め る、 西 鶴の さ 

ない- V」 云 ふの 


體裁を 具 へ な い、 時間^ 間の 移變 b にも 極めて 無頓着な こ 

る， 是 等の 短所 をス ッ カリ 除き 得 て、 立 派な 戯曲の 出来る や 

は、 芭 蕉ビ 同じ やうに 四十 歳 過ぎてから であ る、 名 作 ビ 言 は 

の は 五十 歲 以上の ものに 多い、 時代物 は 仕組が 波瀾 變 化に 

は 服 やかで ある が、 荒 唐 無稽な 夢の やうな こ ビが 多く て、 今 

白くな い、 世 話 物になる V」 是 ど 反對 で、 其 事柄 も 尋常で 人物 

れた 男女で、 能く 此 時代の 女房 氣 質、 遊 女 氣 質、 若 者 氣 質， 老 人 

されて 居る。 世話物 は 孰れ も 事實に 基いた もので は ある 

方つ ては必 しも 其 事實に 拘泥せ すして、 自己の- 溫和 健全な 

之 を 醇化し 詩 化し て、 敵 も 味方 も それ <\- 道理 ある やうな 

筆 を 以て 描い て、 吾 々をして 如何にも 人世の 暖 みを覺 えし 

かしき 隈々 を 探り 求めた の VJ 逢つ て、 極 端な 寫實 は藝 術で 

が 近 松の 見解で あ る、 近 松 の 言 葉で 云へば 藝ビ云 ふ もの は 

二 五 九 


實ど虛 ^の 皮膜の 間にある もので 

寫生 をしたなら ば、 却 つて 醜い 所が 

にも 亦 大まかな 所があって 始めて 

下等な 若衆 を 相手に して 疥癬の 手 

いったり、 人中で 太夫が 放屁した の 

VJ 興じた の ビ は、 全 く反對 のい き 方 

の 詩人で あ る， 心 中の やうな 悲慘 な 

なく 華やかで 陽氣な 所が あ る、 西 鶴 

處 どなく 暗い-影が 伴って 居 る、 近 松 

に 光明が あ る、 同 じ 材料 を 取扱った 

鉢に なって 世間に 反抗す るビ云 ふ 

あって 浮世の 義理に は 飽くまで 服 

う な 言 語 を 放つ が、 近 松 は 一死 を以 


二 六 〇 

あ る、 い くら 美人で も實際 通， 9 忠實に 

現 はれて 愛 相が つき る、 實 際 を 寫す中 

藝 術になる ので ある ノレ 言 つ た-西 鶴 が 

を 打ち かけられ るの を 「嬉 し 悲しい」 ど 

を 「面 白の 春べ や な、 天 晴ロ說 の 本 だて」 

である。 之 を 要するに 近 松 は 樂觀的 

こど を 書いて 居って も、 其 調子 は 何- y」 

の 作 は 飮めゃ 歌へ の 歡樂の 中に も 何 

の 作 は濕ぼ ぃ悲 みの 中に も何處 やら 

もので も、 西 鶴の 人物 は ひねくれて 捨 

やうな 所が あ り、 近 松の 人物 は 素直で 

從 す る、 西 鶴の 人物 は往々 世を詛 ふや 

て 義理 入 情の 街 突 を 調和し 得た もの 


ビ し て. 未 來の成 佛を樂 む ど 云 ふ 風が あ る。 

a 上の 三 &は其 人物 性格に 於ても それ 違って 居 り、 又 活動した 方面 

も 違って 居る が、 孰 れも元 祿文學 に 新 機運 を 導いて 從來の 面目 を 一 新し 

た 人々 であ る、 傳 襲 的の 舊套を 打破して 古い 型に 依ら す、 前 人 の 思 想 を 其 

儘に 昔り 來るこ をせ す、 自 己の 見聞 感得に 基い て眞 實を寫 した 點に於 

て S  一^して 居る^ 思 ふ。 卽ち 芭蕉 は 天地 四時の 情景 を寫 し • 西 鶴 は 現 

實の 社會の 表裏 を 暴露し、 近 松 は 義理 人情の 曲折 を 描いた。 此傳襲 的の 

思想 形式 を 排斥して 新しい 文學を 起した ど 云 ふこ ど が、 此 三人の 偉大な 

る 所以で ある o 

I 巴 蕉 ,ニ 戀 

一 道の 祖 W なった 人 は 兎角 後世の 崇拜 者から 箔を つけられ て、 超 人間の 

やうな 性格に： J;! 立て あげられる ものである。 我 芭蕉の 如き も 其 一 伊で 

二 六 一 


二 六 二 

恬淡 寡欲 一 生 不犯の 淸 僧の やうに、 一 部の 人々 に 思 はれて 居る。 戍程芭 

蕉の傳 記に は妻帶 した 事 もな けれ ば、 情事に 關 した 記事 も 見え ぬ、 し か し 

彼の 經歷の 明かに 知られる の は 中年 以後で、 二十 三 歳の 時 主家 を脫 して 

京都に 走り、 五六 年 在京して 寬文 十二 年 九月 江 卢 に 下り、 延寳四 年 深 川の 

芭蕉 庵に 入る ま で、 十 年間ば かりの 若盛り は、 全 く 不明で あるから 何 ども 

い へ ない。 生來虛 弱な 體賀で 豆腐 や 脔篛の やうな 淡泊な 食物 を 好んだ 

點 から 考へ て も、 性 慾の 方面に も 淡泊であった らう が、 華 奢 淫靡の 元祿時 

代に 血の 氣の 多い 青春期 を 京 江 戶 に 過した ので あるか ち、 そ の 方面 は 全 

く 風馬牛であった ビは 到底 考へ られ ない、 數年前 故 大野 洒竹 氏が 淺生庵 

野坡の 門人 風 律の 隨 筆 「小 ば な し」 中 に師野 坡談ど して、 「壽 真 は 翁の 若き 時 

の 妾に てピ く 尼に なりし な り 、其 子 次 郞兵衞 も つ か ひ 被 中し 由」 VJ あ る 一 

章 を發見 し、 そ れにカ を 得て 芭蕉 句集 中の 

尼 壽 貞; 身 まかりけ る を 聞て 


數 ならぬ 身， ヒな思 ひそ 魂 まつり 

の 句 を 見つ け、 沼 波瓊音 君な ざ は 芭蕉 樣 ようこそ 妾 を 持って くだされた 

ビ まで (從來 の 芭蕉 観に 反抗の 意味 も あつ て) 驚 喜した ので ある が、 此 句 以 

外 に は、 壽 負 云々 ど の 不得要 額な 手紙が 二通 あるの みで、 餘り 有力な 證據 

も 出ない やうで ある。 その 節 自分 もちよつ ど 雜誌藝 文に 書いた 通 り、 肥 

後 八 代の 俳 惜文曉 の 芭蕉 談首 筆寫 本) に は、 壽 貞は 芭蕉の 乳母 ど なって 居 

る、 文 曉の 芭蕉 談は 芭蕉の 僕 次 郞兵衞 の 談話 を、 長 崎の 卯 七が 閒 書した 事 

になって ゐる が、 こ れ も 大分 疑 はし ぃ點が あつ て、 芭蕉の 臨終 を 書 いた 花 

屋 日記 I 同じく 文曉の 手から 出た —— ど 共に 大に 考證を 要する もの 

で、 容 易く 賛同し がたい。 S にか く 「數 ならぬ 身 ビな思 ひ そ」 だ け で は、 妾 で 

も 乳母で も 差 支な いやう である。 

かう いふ 譯で 芭蕉 菩妾說 も證據 不十分で ある が、 こ の說が 動機 どなって 

一 般の 芭蕉に 對 する 考が 大分 變 つて 來 て、 芭蕉 VJ 雖も 無論 若い 時 は 遊び 

二 六 一二 


もしたら う、 ィ 

が 萬 菊 丸 VJ 童 

た。 趣眛 どい 

吉 野 行 の 元 祿 

いくら 若く 見 

想像 を 加へ る 

さて 萬 菊 丸の 

に それ は 疑 は 

中 を 出で なか 

梅 柳 さ 

艷 なる 

(延 

v> り な 


二 六 四 

ャ 芭蕉 は 女より 寧ろ 若衆 好きだら う、 吉 野 へ 

らしい 名 を名乘 つて 伴した の も、 此 趣味 だビ 

ふ 言 菜に は必 すし も 實行を 伴 はぬ からよ い 

元年 は 芭蕉 四十 五 歲、 杜 國は その 翌々 年に 歿 

て も 三十 歲 以上で あらう。 四十 過ぎての 芭 

こ VJ は. 抵理 であら >po 

1 件 はま づ 冤罪 どし て、 然 らば 芭蕉に 此趣眛 

しい、 何しろ 女 若兩道 繁昌の 時 代、 殊 に 上調子 

つた 寬文延 寶天和 年中の 句に は 

ぞ 若衆 かな女 か な 

奴 花見 る や 誰 歌の さま 

寶五年 春. 

り を 長柄の 橋 も 作るな り  信  章 


遊んだ 時杜國 

いふ 人 も あつ 

やうな もの、 

して 居る から、 

蕉 にかう いふ 

な きか どい ふ 

な談林 風の 渦 


能 因 法師 若衆の 時  桃 靑 

負享 元祿 中に も 

圃角 扇に 讃を 望む に 

前髮 もま だ 若草の 匂 かな 

名月 ゃ兒 達なら ぶ 堂の 緣 

少年 を 失へ る 人に 對す 

埋火も 消 ゆや 淚 のにえ る 音 

梅 柳の 句 は 西 鶴に でも ありさう で、 少 年 を 失うた 人に 對 する 同情 も 甚だ 

深 い。 ま ん ざら 其 道 を 解せ ぬ 人で もな さ さ う だ。 

女 を 詠んだ 句 は 可な り 多い が、 そ れ 等の 中から 又 生材は 女でなくて も ノレ 

にかく 艷氣の ある もの を 拾 ひ 出 すヾ」 

(寬文 延寳天 和 中) 

後家の 秋 物の 哀をど  >め た， 5 

•  .  二 六 五 


二 六 六 

(負 享元祿 中)  . 

紅梅 や 見ぬ 戀 つくる 玉 簾 

猫の 戀 やむ VJ き閨の 朧月 

，ゆ ふ 片手に はさむ 額髮 

行末 は 誰が 肌 ふれむ 紅の 花 

遊女の 書讃 

-枝 ぶりの 曰に く か はる 芙蓉 かな 

紅梅 VJ 猫の 戀の外 は いづれ も 主観的 態度 を 離れ て、 傍 觀 的に 詩 化されて 

居 る、 次 に 連句の 方を觀 るに 

(延寳 六 年) 

ゆ づられ し 黄金の 膚 こまやかに  祧  靑 

*  小糠み がきの 革袋 あり  信 章 

浪枕 油く さ、 や 嫌 ふらん  信  德 


領で假 のちぎ り燒 かる /-  桃 

はい ゆき に さ く  /\ 汁のう す^ s  is 

裏 かへ す疊 破れて 夢 もな し  信 

蚤に 喰れ て 來ぬ夜 數搔く  桃 

君々々 爪の さき ほ V- 思 はぬ か  信 

祌代 もき かす 百 文の 戀  春 

靈寳の 枕 草子 を ふし 拜み  桃 

(延寳 七 年) 

もしもみ つち やに 戀 やさめ なん 杉 

岩 橋の 夜の 小釉を 引かぶ り  桃 

1 汗な がす 谷川の 月  同 


5 靑風 靑澄 


章靑德 


章 靑 


二 六 八 

以上 は談林 時代の 附合 で、 貞 享元祿 頃の もの ビ はちがつ て、 餘 程 肉的で あ 

,5 ふざけて 居る。 一 體延寳 天 和は談 林の 全盛時代で、 延寶 三年に は談林 

の總帥 梅翁宗 因が 江卢へ 下り、 十 百 韻 を 興行して 大に氣 勢 を 張り、 翌四年 

は宗 因の 天滿千 句、 西 鶴の 钲木 葛等續 々梓 行 せら れ、 芭蕉 も 此景氣 に 浮 か 

さ れ て、 信 章 (素 堂) VJ の兩吟 二百 韻 (延寳 五 年) に 

梅の 風 俳諧 國に 盛な， 5  信 章 

こち w うづれ も此 時の 春  桃  靑 

ビ梅翁 を 謳歌し、 信 章信德 どの 三吟江 SJ 二百 韻の 發 句に も 「あら 何 ビも な 

や 昨日 は 過ぎて 河豚 汁」 VJ 謠 曲が、 り で、 宗 因の 口調 を 摸倣して 餘念 なか 

つた。 延寶八 年の 其 角の 田 舍之句 合、 杉 風の 常 磬舍之 句 合、 いづれ も 甚だ 

しい 字餘 りの 奇怪 極まる 句體 で、 そ れを 激賞した 芭蕉の 鑑識 も隨分 怪し 

いもので ある。 天 和 三年の 虛栗は 漢詩 直譯 風の ー體を もつ て、 談林 以外 

に 新 詩境 を 開かん ど 試みた ものである が、 淺 薄^ 骨で 到底 失敗の 作た る 


を 免れぬ、 しかしながら 彼が 都會趣 眛享樂 主義 を 去って、 閑寂 幽靜の 天地 

に 立脚地お 見出さん ど する 傾向 は、 此 頃 か ら 漸く 微光 を 洩らして、 貞享元 

年の 野 晒 紀行 中の 句 は、 蕉 風獨特 の體を 備へ來 り、 そ の 冬 尾 張に 冬 籠 して、 

荷 兮野水 等 V- の 五 歌仙 冬の 日に 蕉風 俳諧の 基礎 を 確立した。 芭蕉が 浮 

華輕 佻の 談林風 を脫し て、 眞 に 自己 を 見出した の は 四十 歲 以後の 事 で、 そ 

の 歿する に 至る までの 十 年間 が、 彼 の 人物 事業の 眞價 である。 

X 享五 年) 

さ ま ん\ の香薰 りけ り 月の 前  越  人 

人 一代の 戀を ビ ふ 秋  芭 蕉 

(元祿 二 年) 

あやにく に 煩 ふ 妹が 夕な がめ  越 人 

あの 雲 は 誰が 淚っ、 むぞ  芭  蕉 

行 く 雲のう は の ^にて 消 え さう に  越  人 

二 六 九 


(元祿 三年) 

さ ま A\ に 品 か 

浮世の は 


て 


りたる 

は 皆 小 


戀を 

町な 


し て 


凡 

芭 


二 七 〇 

タ 

蕉 


談 

た お 


蒜の 香に よりもつ 

暑氣 によ わ 

ュ兀祿 六 年) 

上 置の 干茱 きざむ 

馬に 出ぬ 日 

の 卑陋な 淺 まし い 

い た 情味 がよく 


かれぬ 

る 水 無 


戀 を 

月 の 

霊 


し て 


る 

け 出した 

ちついた 情味が よく 出て 居る。 前に 出し 

髮 や、 蒜 の 香 は 源氏 箒 木の 面影で、 あやにく に 煩 


も う 

は 內で戀 す 

喂々 を さら 

出て 居 


芭 

尙 

芭 

もの ビ 

た粽ゅ 

ふ 妹の 


蕉 

蕉 

違 つ て. 

ふ 片手 

夕な が 


しつ VJ りし 

に はさむ 額 

めは空 蟬の 


餘 情が あ り、 人 一 代の 戀を 浮世の はて は 皆 小町な り VJ 達觀 し、 馬 に 出ぬ 日 


の 戀を憐 んだ所 に、 芭 蕉 らしい 同情が 見える。 是に 於ての 彼 は 全く 風雅 

の 天地に 其の 身 を 置い て、 人 なつ こ い 眼で 浮世 を^く 傍觀 者の 態度で あ 

る o  - 

枯淡な 芭蕉の 傳記を 微に色 V- る 女性 は、 芳 野 紀行 に 「其 日の 歸る さある 茶 

店に 立ちより ける に、 蝶 どい ひける 女、 あ が 名に 發 句せ ょビ いひ て、 白 き 絹 

出しけ るに 書きつ け 侍 る、 蘭 の 香 や 蝶の つばさに 薰 す」 ど あ る ど、 奧 の 細 近 

に 「け ふ は 親 知らす 犬 も V- り 駒が へしな V* いふ 北國ー の 難所 を こえて 疲 

れ 侍れ ば、 枕 引きよ せて 寢 たるに 二 間隔て、 面の 方に 若き 女の 聲 二人ば 

かり- yj きこ ゆ， 年 老いた る をの この 聲も 交りて 物語す る をき け ば、 越 後 の 

國新潟 ど い ふ 所の 遊女な り し、 伊 勢參宮 する ノレ て、 此 關 ま で をの この 送， 5 

て、 あす は故鄕 にか へ す 文 認め て、 は かなき 言 傳な V- しゃるな り、 白 波の よ 

する 汀に 身 を はふら か し、 缓 の 子の 世 を あさましう 下り て、 定 めな き 契、 日 

日の 業因い かにった なし VJ 、物 いふ を 聞き 聞き 寢 入り て、 あ した 旅立に 我 

二 七 一 


我に 向 ひ て、 ゆ く へ 知らぬ 旅路の 

れ にも 御 跡 を 慕 ひ 侍ら ん、 衣 の う 

せ 給へ ビ淚を 落 す、 不 便の 事に は 

し、 只 人の ゆく に まかせて 行く ベ 

捨て ゝ 出つ ゝ、 哀 さしばら くやま ざ 

月」 ビ ある 二 條 である。 芳 野の 方の 

ii« の 傍に 道 休ら ひして 佇み あ， 5 し 

料紙 持 出て 句 を 願 ふ、 其 女の い ふ、 わ 

の妻ビ なし 侍るな り、 先 の あるじ も 

宗因 此處に 渡り 給 ふ を 見かけて 句 

までい ひ 出 て、 頻 に 望み 侍れ ば、 否 み 

のおつ るの うらみ 夜の 霜 どか いふ 

ど の 物 語 な り、 其 名 を 蝶 V」 いへば か 


二 七 二 

れ ば、 見 え 隱 

て 結 緣せさ 

ベ し ビ 言 ひ 

りけ らし， 一 つ 家に^ 1汝 もね たり 萩 

女 は 土芳の 語に 據れ ば 「此 句 は ある 茶 

を、 翁 を 見知り 侍る に や、 內 に 請 じ， 家 女 

れは此 家の 遊女な りし を、 今 は あるじ 

鶴ビ いふ 遊女 を妻ビ し、 其 の 頃 浪華の 

を 願 ひ 乞 ひたる 、さな り、 例 おかしき 事 

難くて 彼の 浪華の 老人の 句 に、 葛 の 葉 

句 を 前書に し て、 此 句 をつ か はし 侍る 

く 言 ひ 侍る VJ 也」 ど ある。 北國の 宿に 


う さ、 餘 り覺 束な う 悲しく 侍 

へ の 御 情に 大 慈の 惠を 垂れ 

侍 れ Vj も、 我 々は處 々にて VJ 

し、 神 明の 加護 必ゃ 恙な かる 


て ひたすら おのれ を賴む 一 人 旅の 女の 心細 さ を、 つくぐ 哀 V」 思 ひ泌み 

ながら 振 捨てた る は、 富 士 川の ほ VJ り に 棄子の 泣， 、を 見 て、 猿 を 聞く 人棄 

子に 秋の 風い かに ど吟じ 去， 5 たる VJ 同 一 情馕 であらう。 

甞て黑 木 賣 を 見て、 「身 の賤 しき を 思へ ば、 官 女 も かたら ひがた し、、 じ の ^ き 

を 思 へ ば、 傾 城も猶 まじ はりが た し、 も し 妹 背 をな さんに 此 おなご を なん」 

ど いったの も、 ざ れ 言 ながら 風雅の 外に 心の ない 檨 子が 見える。 行脚の 

淀に 「女性の 俳友に 親しむ ベ から や、 師 にも 弟子に も いらぬ 事な り、 此 道 に 

親炙せば 人 を もて 傳ふ ベ し、 總 而 男女の 道 は嗣を 立つ るの みな り、 流 蕩 す 

れ ば心敦 一 なら す、 此 道 は 主 一 無 適に してな す、 能 くお のれ を 省みる べし 

-yj 戒めた の も、 彼 が 操 持の 堅き を 見る に 足りよう。 

要するに 芭蕉 も元祿 時代の 兒 であ り、 食 はす 嫌 ひの 木强漢 でもない から 

その 青年時代に は 多少 女若兩 道の 經驗も 無いで なから う が、 中年 以後 蕉 

風 建立 以來は 全く 純潔 無垢の 人であった らう ど 思 はれる o 

二 七三 


「鯛 は 花 は 見ぬ 里 も あり」 

洒ど 女の なき 國ゃ ある。 

い たみ もろ にく ュ .>  た ねり 

伊丹 諸 白、 博 多 練， 

さ い た、 お さ へ た、 

なみく 注ぎ やれ、 

ベ くさ かづき 

可^ を どり あ げ て、 

醉 うて 踊れ ば、 面 白 の 

ちまた ほこり 

巷 の 埃、 花 の 雲リ 

「小判 見知ら ぬ」 丹 波の 

0- ま ざる 

奧の 山猿が 

* な こ 

ビ ろり 眼に おさん 視る o 


さん よう だか  お さ^  f ん， 

算用 高い 大阪 商人 

しゃな りしな りのお 姿に * 

そ ろ はん だま  けた 

十露盤 珠の桁 は づれ、 

そろ  そろ 

V」 うなり ど 候べ く 候に、 

しめて 寢た夜 は 

か み  ほ V け 

神 も 佛も賴 まれす 

春 は 小判の 色ぞ かし。 

ラき よぐ ろ  こ， 4 

浮世 狂 ひの 劫つ もり 

永代 藏の楝 も 落ち、 

殘る寳 のこれ 一 つ、 

それ も 肌身 を 離れた る 

ふみ ほラぐ  0* れ しゃ， じ 

文 反古の 破 障子、 

二 七 2 


二 七ムハ 

內外 へだてぬ 秋風に、 

覺 めても 悔いぬ 

かみ ぷすま 

昔の 夢の 紙 衾。 

蝶が ビ まれば 

ま ぐ そ 

馬屎 もな つ かしく 

花が 唉くビ て 

糞土の 根 を ほじる、 

かき さらけ たる 一 代 男， 

その 世 之 助の 五十 年、 

「浮世の 月 を 見過 し」 て 

「稻 妻に 悟らぬ 人の」 

を かし さよ o 


西 鶴の 淨 瑠璃 

「古今 役者 大 全，^ I 三 に 曰く 「天 和 三年 四 

道に て 小山 ど いふ 在所に ど まる 人 多 

て 酒 おもしろく 汲みけ る、 鄰 に は 前の 

尾 上 源太郞 VJ まりけ る を、 一 つに 成つ 

1 日駕 に ゆられし 故 か、 血 の 道が 起り 

いかに 女形 なれば ど て、 男 に 血の道 ど 

き 時より 女の い ふ 言 葉 をのみ 習 ひこ 

ビ の 言 葉、 日 比の たしな み 思 ひ やられ 

よけれ ビ 褒めし ビな K さ れば舞 臺も 

に 接近せ し 西 鶴が 梨園の 事情に 詳し 

役者 評判記なる にても しる く、 自 笑 其 


月 河 內國藤 井寺の 開帳の 時、 も r り 

く、 大 阪の名 ある 大盡ど 西 鶴 同道し 

澤 村小傳 次、 竹 中半 三郞、 小松才 三郞、 

ての 大酒のう へ、 小. 傳次 申しけ る は、 

しゃうな ど いふ を、 立 役の 源 右 衞門、 

は VJ 笑 ふ を、 西 鶴き/ -ビが め、 ち " さ 

みし 故、 いさ 、かの 頭痛 を も 血の道 

し、 女 形は假 初の 言 葉 も 女なる こそ 

本の 女ビ 見えし^ 也」 ど。 遊女 野郞 

かりし 事 は、 其 著 男色 大鑑が 一種の 

碛 以前に 評判記の 筆 を 執りたり VJ 
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の傳說 にても 知ら るれ V- 、近 松の 如く 自ら 劇 部に 携はり て、 脚 本に 筆を染 

めた る を 聞か す、 只 淨 瑠璃に 凱陣八 島、 曆 の 作 ある を傳 ふるのみ。 當時俳 

人に して 淨 瑠璃の 作 ある もの 錦 文 流、 櫻 塚 西吟ぁ り、 西 吟は西 鶴の 門 人、 そ 

の 作 亦 多から や、 多 能 多作 は必 すし も 誇る に 足ら す.. 西 澤 一 風が 小說 院本 

の兩 天秤に 徒らに 多量の 駄作 を 荷 ひしが 如 き、 固 より 賞す るに 足ら ね VJ、 

西 鶴の 作が 僅々 二種に 止ま り、 そ れ すら 一 は 西 鶴の 作に あらす どい はれ、 

一 は 丸本の 傳 はらざる に 至って は、 返 す も 遺憾の 念な き 能 はす。 さ 

て 此ニ作 を 以て 西 鶴の 作 ビ する こビ は、 一 風 の 「今 昔 操 年代 記」 1ft に 起る、 

其說に 曰く。 

寅の 年 京 宇治 加 賀掾難 波に 下. -、 今の 京四郞 芝居に て 西 鶴 作の 淨る 

り曆 V」 いふ を かたられ けれ ば、 義 太夫 方に は 賢 女の手 習 並 新暦 ビ して 

兩家 は， 5 あ ひ、 つ ひに 義太夫 淨 るりよ く、 嘉 太夫が た 止みぬ、 其の 次の か 

はりが いぢん 八 島 是も西 鶴 作に て 評判よ き最 中、 出 火して 加賀 掾は是 


限に して 京への ぼら れ、 又 々なじみ ある 都に おいて 操 を は じ め、 だ ん 

だん 珍しき 淨 瑠璃 を か へ、 昔 曲 修行 三十 餘 り、 花 洛 において たのし み、 寶 

永年 中 卯の 初舂 二十 一 日に 往生 し、 自 證 院本 淨道融 居士 どなれり。 

1 風 は享保 十六 年 六十 七 歳に て 歿せし 人 なれば、 西 鶴よ り は 二十 三歲、 近 

松より 十二 歳の 弟 なれ V- 、當 時大阪 にて 書肆 を營 み、 傍 ら小說 戯曲の 作に 

從事 せし 者 なれ ば、 其 說 信すべき に 似たり。 然るに 凱陣八 島に は 近 松 門 

左衞 門の 署名 ある 十 行本發 見せられ てよ り、 西 鶴の 作に あらす ど 認めら 

る、 に 至 り、 暦 は 今に 發 見せられ やし て、 故 幸 堂 得 知 氏の 如き は 近 松の 柱 

曆の 粉本 V」 なりし お 三 茂 兵衞の 世話 淨 瑠璃に あらや や vj の 臆測 說を出 

すに 至りき。 是 等の 說は 果して 的中せ る や 否や。 

昨冬 坊間 を あさり て、 ゆ くりな く 小 竹 集 V」 題す る 小冊子 を發 見せ り、 桌 享 

二 年 八月 六日、 北 御堂前 安土 町. 森 田 庄太郞 開 板に て、 加 賀掾の 段物 十五 章 

を收 めて、 西 鶴の 序文 あ り、 其 序 ど 目錄 VJ を 左に 揭 ぐ。 
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東西く 淨 瑠璃 はい やしき 物 どて 世に 捨 草の 種なる を 宇治 加賀掾 一 

流 を 語る に 聞に 萬 事の 吟眛謠 にか はる 所な く 人の なぐさむ 業 どなり 

て 七 本 骨の 拍子 扇 を 貴人の 手每に ふれられし 事に ぞ すゑ <\« 迄 も 今 

ど いふ いま 耳に 穴 ありて よき 事 を 聞覺之 外な く嘉 太夫 口 まね をして 

月 待 下 舟 小 風呂の うちにて 此 一 ふしの やむ 事な し 我 も 老樂の 何が な 

ヾ J 思 ふに 鞠に 足よ はく 揚 弓に 眼 定まらす 時に 大竹集 を 求めて 明暮是 

を 見し に懷 中の ならざる を 用捨して 節 章 を 改め 小 竹 集に 移しぬ 是な 

ん小 は 大を叶 へ る 一 冊 也 

貞享ニ 乙 丑年 七月 十六 日 

難 波 西 鶴 

凱 陣八島  よし つれ 道行 


同 

罾 

同 

一二 


染 川 

つ ざ そ が 
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か し 

少 將 

流 の 
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の ま 


行 


序文に よれば 內容は 大竹集 VJ 同 物にし て、 只 それ を 小 本に したる が 如く 

思 はるれ V/ 然 ら すして 大竹集 | 髓九 マ」 共通せ る は 平安 城の 一 章の みに て 

他 は 悉く 別物な り。 之 を 他の 加 賀掾の 段物 集 ど比檢 する に、 花 子の 一章 

二八 一 


二八 二 

は， 紫 竹 集」 P 十 に、 11 一 社 詫 宣 は 「竹 子 集 」| 破 六 に 出で、 花 子、 一一 一 社 詫 宣、 曆 を 除きた 

る 餘の十 章 は、 悉 く西澤 一 風の 編せ し 「淨 瑠璃 加 賀羽ニ 重」 に 收 めら る。 さ 

れば替 は 丸本の 傳 はらざる のみなら す、 其 一 章 すら 他の 段物 集に 收 めら 

れ す、 今 囘發 見せられ たる 小 竹 集に よつ て、 始 め て その 隻甲 片鱗 を あら は 

したるな り o 

さても 此 書の 卷 頭に 收め たる 凱 陣八島 は、 西 鶴の 作に あらやして 近 松な 

るべき か、 佘 の 見た る 近 松の 署名 ある もの は 皆 比較的 新ら しき 版の みな 

り き、 後 K に て は EK 今 署名 あり V」 も， お すし も lis 據すべ きに あら -To 西 鶴 

が 自ら 編せ し 書 に、 後 輩た る 近 松の 作 を麗々 しく 卷 頭に 据 うる 事 は當時 

の 作者 氣質に 背けり。 近 松の 物 は 義太夫 以外の 人の 爲に 作りし 舊作ま 

で も、 も V」 のま、 或は 多少の 改 删を經 て、 一 再なら す 竹 本 座の 勾 欄に かく 

るが 常なる に此 作の み 其 事な し o 是 等の 點 より 考 ふる に、 m 陣八島 は 確 

實 なる 證 跡の 擧ら ざる 限 り、 西 鶴 作 ど する 一 風の 說を 抹殺す る は 尙早か 


らん 田 ^ ふ o 

次に 曆の 內容ゃ 如何。 

曆  しゃれ 物が たり 

通 ひ路ゃ 姿の 入れ物 三枚 肩、 お ろせ が 急 げば 中 宿 の、 貸 編 笠 のめつ け、 紋 

丸のう ちに 二 つ 星、 是 も 逢 ふ 夜 はお， 9 姬 の、 あ まの あべ 川 かち 渡 り、 嬉 し 

や たれ やら 招きぬ る、 て ごしの 新 七 末社に て. 粹の 出立の か へ 衣 裳、 男 自 

慢ゃ戀 知， 5 や、 わ けよ き 都の 大臣 ビ 、虎 若 や 宇 右門 はばつ ビ 出口の 茶屋 

よ り も、 さ きへ 知らせて 待つ 暮 に、 揚 星 町へ ぞ三重 恨みながら も 月日 を 

お く る、 さ て も 命 は ある も の、 噓 で 堅めし 身の 勤 め、 是 い たづら の 外ぞか 

し、 扨 も 我、 親 の爲 W て 色里 に、 苦 界十年 ど 定 め、 禿 の 時 はすた るな り、 扱 水 

あげの 初 姿、 髮 も 形 も かへ 小 釉、 し やなら /\  (  (  VJ 步みゅ く、 素 足 

素顔の なよ やか に、 昨 曰に 變 りけ ふより は、 宿 星の 皡 も、 樣 つけて 呼び ま 

し や、 お ふお 立ちな され ませ はしく も、 あ どより 遣 手の せめくれ V6、 仕 舞 
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太 鋏の やるせな く、 紋 日 の 物 思 ひ、 賴 む 方な きを ど こ饔 の、 いくたび 

沈む 身 あがり の、 か ねの 別れ やまだ 夜 ふかき に、 捨 て、 行かる、 床ば な 

れ、 す いた 男は寢 ても覺 めて も、 夢 にも 更に わすれられ す、 格 子 を 叩く を 

合圖に て、 戀 の 中 戶 の 腰かけ や、 是 さ、 やきの 橋 どな る、 忍 び の 間夫 

ぐ る ひ、 た んど氣 の 毒 ある 時 はい つ そ 殺して 貰 ひた や、 ァ 、 ま、 ならぬ 

世の中 に、 思 はぬ 客に も 逢 はねば ならぬ 三瀨 川、 流 れの身 こ そ 悲し けれ、 

それさへ あるに 無理 口 舌、 言 葉の 山に 登りつ め、 書 ける 誓紙 も 聞 馴れて、 

祌も罰 をば あて 給 は す、 た ど へば 爪 を 放つ ビて 誠の 爪 どな 思し そ よ、 諸 

譯 知ら やのお てきた ち、 か しこ 顏を ばし 給へ V/ こちの 仲間の 仕懸 にて、 

遂に 身代た /- ます る、 ま してや 親に か 、りな Vj  、死 に 一 倍 も 借り 絶えて. 

所の 住ま ひもなら ざる ど 、聞 けば 我から 我 心、 思 ひま はせば 恐し ビ思ふ 

ばかり ぞ 誠な る、 扨 親方の 手前より 四 度の しきせの 其 外 は、 皆 借錢 ど 積 

り ゆく 年の 暮す ぎ、 わ つ さ りど 正月 買の はつ 君 は、 祌 ぞい- y」 しさ か は ゆ 


さの 餘りく て それな が ら、 更 に 勤ビ思 はれ や、 あ はれね のびの 松なら 

ば 根 引に 成て しのぎく る、 く る わの 苦 患 をのが れん ビ、 嘘 に 誠の 物 語、 隨 

分し やれた る 男 共、 そ れ. は さうよ ビ 不便が り、 白 けて 座敷 は 見え にけ り 

£ れム ほ \レ 暢^なら ね V- 、此 翁 得意の 境地 ど て 流石に うま き 物 な り、 「嘘 で 堅 

めし 身の 勤 め、 是 い たづら の 外ぞか し」 は 宛然た る 浮世 草紙の 口吻に て 「お 

ふお 立ちな され ませ はしく も」 の 掛詞は 新案な り。 手管の 指 切、 死に 一 倍 

の 借 金、 隨 分し やれた る 男の 氣の 毒顏 等、 い づれも そんで ふそ こらに て、 御 

馴染の 顔ぶれなる も を かし。 

曆  あさが ほ姬 道行 

忍ぶ 路の ベ くらぶの 山の 夜 も 明け す、 や しほの 岡の むらつ 、 じ、 濃 き も 

薄き も 戀ひ迷 ふ 闇の 錦ビ 眺めす て、 ま だ 山 かづら 引く 方 に、 覺 束な くも 

呼ぶ 喚 子 鳥 の、 傳 授は 聞かす 耳 無 山、 片 輪 車に 積む 柴 の、 櫻 や あたら 春 を 

し む、 花 の 八重ぶ きせぬ 家ぞな し、 家 も あらな くに 三輪が 崎、 綾 杉 芽ぐむ 
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木の間よ り、 神 の ひもろ ぎ 物 さび 

へ埋れ 井の、 井筒に く 玉の 井筒 

つかた は 飛ぶ 火 野 や、 今 いくか あ 

歸り三 笠 山 さほの かり、 二十 五絃 

は 時雨の 染め 殘 し、 衣 のうら に 寄 

き を 忘 貝、 あ さり 鹽吹 うつせ 蛤 簾 

うやよ や よ、 よ ぎ 厭 はれし 三津の 

浮寢の 旅の ^、け ふはつ 島の たよ 

さみしら すく し、 知 らぬ道 VJ て は 

に 聞け VJ や 夜た V 鳴 く、 秋 は 悲し 

廣 田の 宫、 生 田の 小 野の花が たみ • 

0  く  》/f ) つくづく し、 わ けて すぐ 

はぬ 世な せ ば、 し うしんの つの 
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て、 ふ り にし 事 もい その か み、 人 の 影 さ 

に釉 ぬれて、 別れ 比翼の はが い 山、 飛 立 

りて 旅お さ め、 わ がたら ちめ ふる 里 へ 

は 夜 月に 彈 じ、 雲 居の や ぐ」 り 生 駒 嶽、 松 

せ 貝の 離れて 逢 ふ も姬貝 の、 嬉 しゃ 憂 

貝、 舟 はでて ゆく 帆立 貝、 荒 い 風 を もよ 

浦風 濱 風、" ァ さむい ぞゃァ 、 あはれ 

り か VJ  、戀 ひ 渡， 5 ぬる 武庫の 川、 心 の あ 

か V- ら す、 た れ かつげ 野の つま 鹿 も 人 

さ ま さ る ベ し、 そ れを思 へ ば 夢の 浮 橋 

-手每 に 摘みし つばな まじ り の、 つ く 

ろの 薄 原、 いっか 招きて 草 枕、 そ れも叶 

^原い ざり 火 の、 燃 え あがりて^  ^ え 


て は 燃 え、 ま なく 時な くこり 須磨 の、 寢 覺に騷 ぐ 鈴 舟 の、 お ぶ さは 空に ゆ 

ふ 雨 の、 身 を 凌ぎ ゆいな み 野 や、 し づ くの 淚 のさ  >  れ 川、 君 が棚强 くど も 

破れ やなき にやれ 扨 今、 あ ら はれ 渡る ほの <^ の こ の 浦に ぞ 着き 給 ふ、 

うさ も つら さも. JE^ れ さも さ も .5 のらめ 》/( ) 弋 j もこ fv~ あらめ さも あらめ 

V」 、聞 く 人 毎に おしな ベ 皆 絞らぬ 釉 こそな かり けれ。 

貝づ くし 名所 づ くしの 道行、 そ の 絢爛 華麗、 ひ VJ り 巢林子 をして 雄 を稱す 

る 能 は ざら しむ。 西 鶴が 此 種の 文に おける 手腕 亦 侮る ベ からざる なり。 

曆  富士" 十二月 

ながめな り 富士は 日本の 蓬萊 山、 峰 は 削り 成せる が 如く 其 高 さ 測られ 

す、 か くて 兼 政 廣信は 勅命に 隨ひ て、 ぎ やう やに 入る 月出づ る 日 を考へ 

陰陽の 高 櫓、 登 h- て 見れば 甲斐が 根に け ふ も 白雲 立ちに け り、 ま， づ 正 月 

の 山の 姿 細 眉つ くる 薄 霞、 春 山 笑 ふか^ 思 はれ 聲の 鶯、 初 朝の 雪 まだ 殘 

る 竹 取 の、 翁 がむ すめの ゆかり か や、 誰 が 結びお く玉笹 の、 こぞの 粲の戀 
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の 道、 覺 えて 迷 はぬ 人 もな し、 二月 は 雲に 入る 鳥の 別れ ゃ欵く  © 槃 の 空- 

釋迦 はやり 水、 を ち こちの 峰 は 八 葉 V」 もい へ り、 喜 見 城の 遊樂も 心の 月 

の 影 二 つ、 み つし ほ を 荷 ひつる 、や 田 子の 浦、 あ づ まから げの鹽 衣、 い ヾ」 

ま 波間のう き 仕 業、 彌 生の 花の 吹 雪、 吉野は 磯に 鳴 澤の景 を 都に やさ 女、 

駕たて させて 此 所た  >  は 本意な ど 夕づく 日、 西 に 傾き 入 間 川、 水 に 音 あ 

り 松に 聲、 旅 の寢覺 yj 名付けた る 琵琶 か き 鳴らして 歌 ひけ る、 白 曰靑天 

も賴 まれ す、 朧 の 夜の 山 見えぬ は 人の 心の 雲、 櫻 に 嵐 月に 雨、 世 にや 哀れ 

のま さるら ん、 卯 月 はさく や 水車 の、 浮 島が 原 ゆく 螢、 里 の わら はの 打ち 

どめて 光を埋 む玉澤 の、 水籙ゃ 叩く 川 あそび、 淺瀨の 沼の 花が つみ、 笛に 

太 鈹に風 車、 己 がさ まぐ 日ぐ らし や、 五 月の 空 は 梅の 雨、 晴 間の 山を翥 

せん めん ぎゃく  f 

にかき て いざ 唐土の 人に 見せ ん、 扇 面 逆の 美 山な り ビ、 譬 へて こ、 に 詩 

を 作 る、 世 々の 歌人の 眞 砂の 種、 祌 代に まきて 盡 きせざる 末 は 興 津の川 

祉、 扨 六 月 は富士 まう で、 白 衣の 釉 はさながら 雲、 難 行 難所 攀ぢ のぼ る、 懺 


悔々 々六 根 罪障お しめに 八大 金剛 童 子、 南 無 淺間大 菩 薩、 さ つ ，、- 一 消 え に 

し 罪科 も、 其 夜 降りつ 、絕 えぬ 氷室の 谷 深 し、 七 月 は 棚 機の 逢瀨 あり ど 

や、 い ざ來て 三 保 の 松原 こ え て /、 淸見 寺、 か ね の 拍子 がち や ん、 ち や ん 

どして 扨 面白 い、 面 白い ぞゃ たぐ ひなき 名 を 望月の 今宵し も， 二 千里の 

かの 故人の 心 言 葉 もい かで 及ばん V」 、眺 めに 飽かぬ 中空 に、 初 雁が ねの 

雲間より ちら (, /、  ,、  /\  V」 つれ て、 鳴 く ね を 菊月 は、 四 方の 山々 

色 V- りて、 今 車を駐 めて そ いろに 愛す 槻 林の 暮、 も みぢ をた けば 煙の 山 

是、 あ た、 めて 飮む時 は、 劉 伯 倫 が樂み も、 終 に 事足る 盃、 三國 一 ぢゃ 酒に 

なりすまい た、 扨 十月 は 山路き の ふ 時雨し て、 急 ぐ 足 柄 箱 根なる 葉 守の 

祌の瑞 籬も梢 さびし く、 霜 月 はな ほ凤の 森の した へ の 白妙 に、 そ れ VJ も 

知れす すくみ 鷺、 身 の 色 こぼす 曙 に、 せ はしき 聲の 枕よ り、 旅 泊の 夢の さ 

めて 行く 年の 慕に は、 野 も 山 も 雪に 風情 を 奪れ て、 枯れ/、 枯柴 ねぶり 

け る、 そ れが 上に も奠 霰の ビ だえ な/、 願 ひの 晴天 あら ざれ ば. 兼 政廣信 
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心中に i 無大 ni 權 現、 衆 生の 爲の御 方便、 奇特 を あら はし 給へ や V」 、天に 

^つて^ら る ヽ 時に 風雲 晴れつ  >  き 、曰 月 和 光の めぐり をつ もって 喜 

び 勇み 山 下 あ り、 大 和の 國へぞ 急がる る。 

富士 十二月の 景事は 外題の 暦 VJ いふに 叶へ しな， 9。 上 揭の三 章の みに 

て は 全體の 結構 如何 を 知る 能 は ざれ ざ も、 幸 堂 氏の 推測せ し 大綏師 昔 暦 

ど は 全く 關係 なき 時代物なる こ ビを 知る に 足れ h。 嗚 呼 西 鶴の 慧才敏 

腕往く  VJ して 可な- ら ざるな き、 戯 曲に も 亦 この 文藻 あ り、 眞 に 奇才 どい ふ 

べし。 偶然なる 機緣 より 凱 陣八島 ど 曆 VJ の 二 曲 は、 西 鶴の 作ビ して 操 年 

代 記に 紹介せられ たれ ざ も、 加 賀掾等 の 語 物なる 無名氏の 作 中に は、 尙^ 

干 叱 翁の 手に 成りし もの 潜在せ るなる ベ し. 戯 曲界 また こ の 先 逸 あ り、 巢 

^子 ひ V」 其 功 を專ら にす る を 得 ざろ なり。 (大正 六 年 三 a 一 


世 花鳥風月，、」 浮世 榮華 一 代 男 

種彥の 好色本 目錄に 

好色 四季 はなし 四 册年號 なし 

外題 か へ 好色 堪忍 記 元祿十 一 年 

又改て 花鳥風月 正德 三年 a 錄は 別に 彫 改めたり 

如斯 三度 外題 を あらためたり、 一 の卷は 春の こど 二 は 夏 三 は 秋 四 は 冬 

の 事 を 書た り、 四 季 はなし は 元 祿五年 書目 錄に見 え 、又. 外 題 をな ほし、 

が 元祿十 一 年 なれ ば、 A 享の 印本なる 事 は 論な し、 作 ぶり はな. か お 

もしろ き 書據て * 後年 八文字 屋自 笑が 作に て 世に おこな はれし 榮華男 

ま^ 丄ち は此 書より 出た る ものなる べし。 

VJ あり。 「好色 四季 はなし 四 冊 年號な し」 ビ 記せる より 見れ ば、 種 彦 は 「四 季 

は な し」 V」 題す る 原本 を 見た るが 如く 考 へ らる 、 が、 そ れには 疑 はしき 點 

二 九 一 


二 九 二 

あり。 近頃 珍書 同好 會ょ り賸寫 版に て 印行せ る 「花鳥 風 月」 は、 種 彦 の舊藏 

本 を 底本に 用ゐた b ど 見えて、 表紙 裏に 種彦の 識語 あ り、 其 文 次の 如し。 

浮世 花鳥風月 トァ , ハ正德 一一 外題 ヲ改シ モノ ナリ 


〇 好色 四季 はなし 四 冊 

へ 一 ノ卷は 春の 事^かけ り ニノ 卷は 夏 三 ノ卷〉 

I 秋 四 ノ卷は 冬 故に 四季 咄ミ よべろ なべし 一 

元祿五 年の 書目 錄に 見え たれば 其 以前の 印本なる 事 は 論な し、 目 錄 は 

外 を あらためし V」 きに 彫 いれし もの V」 おぼし 啬風 も大に 異なり 

「原板 の 時榮^ 云 々 ど 云 外題 ありし 成 ベ し」 ど いへ る は、 花 鳥 風月の 柱 に 「榮 

花」 の 二字 あるよりの 推測 どお も はる。 而 して 元 祿五 年の 書籍 目 錄に四 

季 はなしの 名 見 ゆるよ り、 之 を 花鳥風月の 原本 V」 推斷 せし にあらざる か、 

一 の 卷に春 二の 卷は夏 三 四 は 秋 冬の 事 を 書きた る 故に 四季 咄 どよ ぶビ 

いへ る も 、直 は 花鳥風月が しか あるよ り、 逆 に 之 を 四季 咄に 推し 當 てた る 


にあらぬ か。 もし 稱彦 にして 四季 咄ビ いふ 原本 を 兌た らんに は >  よ し 出 

版 年次 ^不明に もせ よ、 今 少しく 記述の 材料 あるべ し、 花 鳥 風月 本の 目錄 

のみ ありて 本文な きに も心づ か や、 西 川風の 繪の 目録の 上に 入りた る を 

見て、 「目 錄は 外題 を 改めし 時に 彫 入れし 物 ど おぼし 讒風 も大に 異な り」 な 

Vj 曖昧の 語 を 弄すべき にあら す。 四季 はなしが 粜 して 花鳥風月の 原本 

なり や 否や は、 其 書の 發 見せら る、 まで は、 輕 々しく 種彥の 言 を信賴 すべ 

からざる な hyo 

今夏 予 閑に 乘 じて 元 祿 前後の 小 說類を 涉獵 せし に、 浮世 榮花 一 代 男^い 

ふ 四 冊 本 あ . り 、讀 み もて ゆく に、 花 鳥 風月 V」 同書なる に心づ き て、 兩 書 を 0 

照せ し に、 榮 0 一  代 男の 方に は 次の 序文 あり。 

美女 はお どこの 命 を 斷る斧 成，、」 古人の 言 葉つ 有 時 戀 の 山 入し て 花 は 

連理の 枝 をき るに つきす。 鳥 は 夜毎の 別れ を惜 まし。 月 は 更にた は 

ふれ 酒の 種 ども 成。 花鳥風月の 中に 遊んで。 色に そめた る 身 は。 長 
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生の せんだ く 仙 家に ち どせ の 流れ をし るぞ かし。 されば 世界 は廣し 

むさし 野の 戀 種の 中に 住ながら。 色 しらすの 男の ありし を。 陰陽の 

神の 道 ひかせ 給 ひつ 俄に 浮世の 榮花 物語。 是を 見る 人 虛實の ふたつ. 

有。 時に 移れる 心に して 見る 事。 同じ 夢にも 玉 殿の 手枕し ばし も樂 

し ^ ふ 力 し 

元祿 六の ビ しの 春 

松 壽 軒 

西 鶴 H 

又 目 錄は縱 三 段に 書きて 花鳥風月の 如き 額畫な く、 卷 尾 に 

-  江 戶 日本 橋 靑物町 

元 祿 六 年  ず Z 屋淸 兵衞 

< 酉 正月 吉日  大阪， 心齋橋 上人 町 

惟金屋 庄兵 fci 


汕屋 宇右衞 門 

京 

松葉 屋平 左衞門 

板 

ビぁ り。 而 して 各卷の 初に ある 浮世 榮花 一代 男の 文字 も 人 木彫 替 らし 

き 點を認 むる 能 はす。 是に 於て 予は 浮世 榮花 一代 男 VJ いふが 花鳥風月 

の 原本なる こ ど を 主張 をん^ す。 

花鳥風月に 闕丁 どなりた る卷 二三 丁 目 一同 好會本 十九 丁) の 文 は 左 の 如し。 

「烏 丸の 氣違ひ 後家。 新 町 通りの 有 明 後家 ひがしの 洞 院の鹑 後家。 一 

條の 米屋 後家 出水の 齒 ぬけ 後家。 姉が 小路の 釣鐘 後家 寺 町の 細目 後 

家。 是 であ. みだの 四十 八 後家 ど て 皆 殊勝 貌 して。 諸 寺 諸 山への 日參 

是 いつわりの 見せかけ 珠數。 さり- y」 は 》c おそろし ゃぢ ご くの づし 

に 戀の中 宿 ありて。 後家の やりくりば かりして 世 を わたれる 者 あり 

しが。 つらく 是を おも ふに 五十 過た る 女の 何が おもしろ かるべし o 
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拆も 浮世 かなつ まる 所がよ き物给 はる 欲に き 

宿に 色 ざ かり の 男 振 かの 町の 太夫 も かしら か 

t, ら か  ？ b 

白髮 ぬく を 仕事に せられし かたより 情ら しき 

あまる」 

又 花鳥風月 卷の 一 第 四 章 一. 僞 にち る はなお か し」 は 

し。 卷の三 第 四 章 「風 流の ざしきお V-  h -」 も 同 様な 

茲 に 揭出 する 能 はす。 好色 堪忍 記 ど 題す る もの 

兎に角 版木の 賣却 せらる 、毎に 書名 を變 へ、 摺板 

し o 

此書 序文に 西 鶴の 名を署 したれ V- も 信僞疑 はし 

なりどしで も、 本 文の 其 筆に あらざる 事 は 具眼 者 

况ゃ西 鶴 は貞享 三年の 一代 女に 好色本の 筆を絕 

り 元 祿六年 八月 は その 歿 去の 時なる を や。 


I 一力 f, 

こえて おか 

らなづ む 程 

か は 

文 V- も 取替 

目錄 のみ あ 

KVO 是等は 

は 未だ 見る 

も 紛失せ し 

く、 よ し ^ 文 

の 酋 iJnE す-る 

ちて 武家物 


し o 其 出 合 

な る 風義 に。 

して。 戀が 

b て 本文な 

長文 なれば 

を 得 ざれ ノレ 

ものなる ベ 

のみ は 西 鶴 

所なる ベ し。 

町人物に 移 
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い JNi あ， , V,  ,  ,  Ayf^  l 一  ズき 

舞^れ； - t せ.^ 5ネ 

^  , ふ なや 复 tKaM 

4,  . 


巢 林子讃 

はるた けな は かすみ まく 

太平の 春 閼に霞 幕、 • 

の ざ かな 顏を 押し 並 ベ、 

はな ご 12 

浮れ 足なる 花 衣、 

こ ゝ を瀨に 寄る 人波 は、 

浪華 名物 隨 一 の 

竹 本 芝居 繪 看板。 

あ れ /\ あれ を 見よ 

御 伊勢 樣の 御 威光に は 

虎 も猫ぢ や ど、 肩 肱 張って 

和唐內 ぶる 髭 奴。 

二 九 七 


二 九 八 

あの ひがいすな 德兵銜 を 

上足に かける 九 平 次 づら、 

わしゃ 憒 うて ど 、口 曲げる 

ぼつ どり ものの 曾 我 最貭。 

一 世の 人氣、 一 管の 筆、 

虛實の 界に詩 を 求め、 

皮膜の 間に 美 を 採り、 

死ぬ も あは れ、 殺 す も 道理、 

かね 

金に つまった  > ひ 中 も、 

やさしい 『戀』 に 救 ゆれて， 

みつせが は 

樂 しく 波る 三瀨 川、 

？ たなき s は 見ぬ ぞょ き。 
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たて ねき 

義理 人情 を經緯 に、 

織り成す 文 や 綾錦。 

筑 後が 咽に 玉 を 吐 き、 

紘聲 冴えて 祌悸 き、 

たつ まつ 

辰 松が 腕に 木 偶の 

眼 血走り 脈 振 ふ。 

この 翁 逝いて 二百 年、 

浪花の. 春 の さ びし さよ。 

巢林子 の 書簡 

近 松 門左衞 門の 書簡 は 世に 傳 はる もの 極めて 稀に 


三 〇〇 

知られし は、 大阪 平瀨氏 所藏の 葛粉の 文、 柬 京 松 山 氏の 妹 背 海苔の 禮 狀. 故 

攝津大 掾の紀 州 行 こ ビ わり 狀 VJ 久原 文庫 收藏の 四 通に 過ぎ す、 而 して そ 

の 宛名 は 松 山 氏 所藏の 分の 不明なる 他 は、 皆 和 田 忍" 笑 又は いせや 淸三郞 

宛な り。 錢騎， | 一 IS 和 田 忍 笑 は 奈良邊 に 本： 宅 を 構 へ て、 大阪ど 紀州ど に 店 

を もちた る 人ら し く、 い せ やどい ふ 屋號に て、 同 人な り w 認む ベ き 證 あり、 

卽ち尼 崎 行 こ ど わり 手紙の 添書に 

近 松が 名のみ 殘 りたる 手跡 御所 望に 付 進上 仕 候へ 共 下 私 こそ 念 比に 

語りければ 甘心 仕 候へ 他 仁 は 兎も角も あれ かしこ いせや 忍 笑 

近 松 V」 名のみ 鳋 して 今 はは や 遠山 松の 昔 づれ もな し 

VJ あり。 頃日 予が 手に入り たる 手簡 も、 同 じく 忍 笑 宛に て その 全文 左の 

如し。 (蠹蝕 V」 讀 みがた き 箇所 ビに □ を あつ) 

尙々 京 も □ 事 無 之 先度 之 □□ 菊之丞 芝居の やぐらよ リ 火柱 立 W て くんしゅ 

之 由に て 候 以上 


十八 日 二十日 

有 共 恭共御 鱧 

舞 申 程に 奉存 

か /、御座 候殊 

樂ど存 候夏殷 

ぬ は 民 不和 候 

し 玉 ふ 道ノ始 

堂上 方 御 家々 

祌樂 ノ字ノ へ 

出 聖代 神代の 

樂 より 出た る 

御 無用 御座 候 

事共 賴參 此埒 


之 御 兩通並 御 扇 一 握 路次無 恙相屆 則淸兵 

之 申 樣無之 候 足 手 息 炎に 候 は  > すく/、 

候別而 外に 無 之 物貴樣 之より は 見さ ま 各 

に 御 仕舞 被 遊 候 御 扇 日本 之 能 仕 廻 は 唐土 

周 之 三代 ど 申に 堯舜 出世し 給ひ樂 ヲ起樂 

樂調 りて 鱧お こり 鱧 樂之道 は 聖人 之風ヲ 

二 御座 候和國 にて は 神代の 祌樂是 樂之本 

秘傳本 拍子 末 拍子 本末 之うた ひ 物 言 語 ュ 

^ レ 

んヲ のけ つくり 計申樂 ビ よませ 申 候是則 

風 被 存候又 申樂の 上下 ヲ取 田樂 VJ 申 も 能 

事 御座 候 か 樣之事 誰も 存 たる 事物し りが 

我等 心 之 悅之餘 h- 申 進 候遠盧 なしに 樣々 

明ん ど 被 成 候 事よ ほ V- 之 御苦勞 今にて は 


樣御 

□8 

人 之 

代 之 

音 聲 

つ し 

レ 二 

く さ 


の 

ま 


や つ 

ュ 人 

之 御 六 

うど ま 


持參難 

而？) 躍 

言 も 、" 

舞樂音 

調 候 は 

俗 を 和 

は 一 々 

れす候 

樂 より 

し 元は 

りしき 

しく 奉 


三 0  二 

存候多 門 女 共 難 有 かり 念 比 之 衆 中 も 頂戴 仕 候 S?) 疫 疼 (？) 其 外 惡 恙 之 

見入 もお そる 、事 手 裏にて 候 家 之 守、 り 子孫 之 寳難有 奉 存候被 下 候 御 

方 定而御 秘寳茂 可 有 之 貴 樣之御 取 成 故 ビ難忘 忝 奉存候 先御禮 申上不 

苦 候 は > 宜御取 成 奉賴參 候莴事 御上 リ之時 御 相談 可 申 候 

1 弓矢 九十 三 翁 さの み 御 苦 口 被 成 被 下 ましく 候此間 はよ ほ Vj 御床 教 

く はやく 御上り 奉 待 候 

一 多 門ば、 へ 每度御 言 傳忝奉 存儀尙 々大形-一 被 成少又 御上り 被 成 候 

へ かし 珍 敷 御 咄も承 度 候 我等 も此 大老 病に 土用 無事にお くり ふしぎ 

之 存命 しれぬ が 世に て 御座 候 猶期後 蒙 之 時候 

恐惶 口口 


六月 二十 三日  平安 堂 信  一 i 

和 田 忍 笑 樣貴報 

人々 御中 


尙々 我等 も 四 五日 は 一 一  一 今 朝 

思 ふ 様になく 人に か 、せて は 心い き 

き樣 一一 成 度 候 又 中 候 御 狂哥之 返哥ど 

-ては 無 之 候 本 歌 を 詠 じ 可 中 候 

裏 打 紙に 

{J 父 近 松 平安 子 之 文 無 紛正筆 予に裹 

なくなりて の こ る は 人の 筆の 跡む か 

ど あ り。 景鯉 は巢林 子の 子息 多 門の 俳 

此 書簡 は 文面より 推測す る に、 巢 林 子が 

n: の 息に し て、 平 瀬 氏 所藏の 葛粉の 文 

笑の 周旋に よりて. 由緒 ある 貴人の 舞扇 

その 嬉し さに 舞樂の 講釋を はじ め、； t 樂 


は少快 □  □ ね C 居て 文 

通し 不申 いきて いる 事 

奉 存睽へ 共 御 扇に 對し 


か き 候^ 

の 心 やす 

^钦听 ： 


書 ど 有 けれ ば 

し を 今に 思 ひ 出し も 

同 苗 景 鯉 誌 之 

名なる ベ し。 

終焉の 年 (享保 九 年) の 六 

に 先 だつ 約 一 月の もの 

を 手に入れた る 禮狀ヾ J 

猿樂、 田樂 につい て、 所謂 

三 〇 三， 


月 二十 三 

な り。 忍 

お よ しく、 

物識 中間 


三 〇 四 

にう けられし； t 字の 省略 說を もちだし、 f  .5  g  ^ お 卿 |  S  5  S  ？： ミ人懇 

の 人々 にも 惡病 除け になる ど いふ 其 扇 を 戴か せ、 か へす <\- 斡旋 奔走の 

勞を 謝した るな り。 只此 文中 訝しき は、 「弓矢 九十 三 翁」 の 文字な り、 こ れを 

巣 林 子 自身の 事 をい ふ もの ビせ ば、 そ の 年齢 ^ « ^ S 合致せ す、 いかな 

る 意 ビ も 解し 難し。 敢て 大方の 示敎 を 望 む。 

前に 述べ たる 尼 崎 行 こ ^わり 手紙 は 左の 如し。 

尙々 新春 之御疫 今： U  * 候お 袋樣 へ もよ く  C 奉頤候 以上 

如 仰 昨夕 は 得 貴意 忝奉存 候、 天 氣相之 事 此方 も 御 同然，、」 く  V」 見 合、 道 も 

少 かたまり 候 は >  VJ 奉 存 候、 扨 又 今日 之 尼 崎、 私 も 幸く、 ち ど 申 尼 崎 近 

所へ も參度 候へ 共、 替， -淨 瑠璃 之 相談 御座 候 故、 乍存心 に 叶 不中候 ま、 

御 同道 仕 まじく 候 近 比殘念 明日に も紀州 へ 極， 5 候 は ，5- 今日 之 尼 

崎 御 延引 のれ かし ど奉存 候、 猶 期 貴 面 候 恐惶謹 言 

二月 朔日 


1 字 不明 

今日 之 御祝義 目出度 奉存 候、 貴 樣御家 內ロは 今日 元 H 御 祝 可 被 成 候 

近 松 門 左衞門 

伊勢屋 淸 三郞欉 

今 源氏 六十 帖 ご 四季 御所 櫻 W 槌屋梅 川 

宫崎 三昧 氏 は^て 新小說 | に 元 祿四年 水木 辰 之 助が 江^に 下 り、 市 村 

竹之丞 座に 演 せし 『四季 御所 櫻』 は、 同 元年 都 萬 太 座に て 興 行 せし 『今 源 氏 

六 十帖』 の 改題なる 由い はたれ りき。 佘此頃 その 『今 源氏 六十 帖』 を 始め 

て 見た る が、 三番 續の狂 言 に て、 卷 首 に 「上 正月 こ ビ はじめ 付リ 六ぼう ふ 

つたり やす 3- のお ど 、中 正月つ ま はじめ 付り ねこの つなむ すんだり や 

ね ほれが み、 下 正月 まゆ はじめ 付リ けさう ぶみ よんだ、 り や いろが るた」 

ど あ b て、 おもなる 役割 は、 す みの ゑなる をの 介 立 役 大和 屋甚 兵衞、 いも V- 

ひめ まつ 太夫 水木た つの 介、 あ い， おひ いくよの 介 立 役 坂 田 藤 十 郞な， c,。 

一二  Qi 


三 0 六 

筋 はすみ の ゑ 家の ぉ家騷 動に て、 繼 母の 惡心 に て、 異 腹の 長男 鳴 尾 之 助 を 

勘當 し、 實 子の 妹 姬松を 弟 刑 部左衞 門に め あはせ 家督 を繼 がせん どす る 

より 事 起 り、 姬 松 は 今 源氏 ど いはる 、相 生 幾 代 之 助 ど 相思の 仲なる を、 後 

室 は 詐計を 構へ て 幾 世 之 介 ど 姬松ど は 實は眞 の 兄妹な り ど て、 そ の 中 を 

割かん どす るよ り、 例 の 有名なる 猫の 所作 V」 なり、 「姬 松 は 手 飼の 猫の 綱 を 

ひ き、 あ 、猫 なれば 兄弟 夫婦 どなる よ な、 お れも 猫に なって なり，、」 も、 幾 世 

樣ど 夫婦に なりたい ビ、 思 ひの 一 念に て、 そ のま、 猫の 體 ど な り、 折 節 蝶 二 

つ 舞 ひさ がれ ば、 ね ら ひて 捕らん ビ狂 ひし は淺 ましく も 不便な り。」 

京 傅の 近世 奇跡 考 に 「元 祿四年 京四條 より 始て江 卢に下 り、 市 村 竹之丞 顔 

見 世 に、 四 季 御所 櫻 ど 云四赉 つ いきの 狂 言 を 典 行 す、 之 を 辰 之 助が 土產狂 

言 ど 云、 辰 之 助 はる 姬の 役、 第 二番目に 翁お V- りの 所作、 第 三番 目にから 猫 

の 所作 をせ し に、 江 戶 中 こぞり て 賞美 し、 此 狂 言 を 見ざる を 恥 どせ しょし、 

猫の 所作の 意趣 ははる 姬の 役に て、 戀 ひ 慕 ふ 男 わが 實の 兄なる こど 知れ 


て 夫婦 V- なりが たきを 悲む折 節、 兄 弟の 猫の 戀 する を 見て 羡 み、 遂 に 我 身 

猫 どな b. て 胡蝶に 狂 ふ 狂 言 也  そ の 節の 狂 言 本 新 板 四季 御所 

櫻 どい ふ 書 四册ぁ り、 珍 書ビ いふべ し」 VJ て、 辰 之 助の 鎗踊ど 猫の 所作の 圖 

をす きうつし にして 出せり。 余 は 未だ 四季 御所 櫻 ど い ふ 四 册本を 見る 

能 は ざれ V- 、猫 の 所作. よ 推し て、 今 源氏 六十 帖ビほ  >  同様の もの ど考へ 

らる。 され ど 三昧 氏の いふ 如く 單に 改題 どい ふに V」  >  まり て、 全 然 同 一 

の 物な り や 否や は 稍 疑な き 能 はや。 六十 帖は 前にい へ る 如く 三番 績、 こ 

れは 四番續 なる に、 外 题も 四季 御所 櫻 ど ありて 四季の 景物 を 取り入れた 

るら しき に、 彼 は 上中下 ビ も 正月 を 背景 ビ し、 女 の 名 も姬松 ビ はる 姬 VJ の 

ちが ひ あり。 思 ふに 多少 はぬ きさし もし 變 M もせ られ しなるべし。 さ 

て 近 松の 萬 太夫 座の 狂 言 藤 壺 怨 靈の 趣向 が、 後 年^び 弘徵殿 鵜羽產 家に 

用 ゐられ し 如 く、 此 猫の 所作 も 亦律國 女 夫 池 (享保 六 年 二月 上 場) に 蒸 返 さ 

れ たり。 刖ち淺 川 藤 孝の 臣冷 ^造酒 之 進 ど 將軍義 輝の 御臺 所の 侍女 淸 

三 〇 七 
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瀧 どの 戀中 は、 一 朝 思 ひがけな く 兄^な り どの 報告に 二人 は勸顚 して、 「今 

よ 兄 * ^味の 3! も あ り、 指 <?a をく るし やそば へ も 寄り 憎 く、 は つ. y」 ばかり 

に 叫ぶ 罄、 兄 も 振 上げ 晃か はせ ば、 衞 士の 焚く 火は顏 にも え、 身 に は 消えつ 

つ 玉の 汗、 昨 曰の 床に 引き か へ て 、今日の 逢瀬の 背中 ざ し、 泣 くより 外の 事 

は な し、 折 もこ そ あれ 妻戀ふ 猫の ニ疋づ れ、 庇 の 屋根に 呼び か は し、 泣 き 焦 

れ戀に 牡丹の 睡 もさめ て、 檐 の 柱 を 下りつ 上りつ 戯れ 狂 ひ、 人 HJ も 恥お ぬ 

翳々、 淚の 眼に 造酒 之 進 き つど 見や り、 牝 牡 同じ 毛色 は 彼奴 も 兄 弟、 飛 鳥 に 

あら ざれ ば、 飛 鳥の 心 を 知らす ビ は、 其 は 人 間、 畜 類 は 其氣を 知り 我 をお の 

れが友 ビ する、 ェ 、 無^ ゃ是 非 もな や、 i る 目もう たて いぶせし V」 吹き消 

す燈 火、 彼の 猫 も 兄弟 か、 ァ 、 羡し い、 兄弟 夫婦 ど 契 h- て も、 人 も 咎め や 譏ら 

れぬ 猫に なりたい /、、 こちゃ 猫 じ やど いひつ 、 も、 そ ば へ /、  V」 立 寄る 

さ し 足、 兄 は遁 れんく ど そろり くの 偷み 足、 屋 根に は 猫の 妻戀に 然れ 

狂 ひ鰱れ あ ひ、 軒 の筧を ふみ はづ し、 庭 の 古丼に ニ疋づ れ、 た んぶ V」 落た る 


水 の 昔、 な う 悲 し、 可 愛 や § けて やり 

婉き 苦み て 終に は 聲も絕 え はてた 

ど、 二人 は 水死 を 謀 h- し も、 胤 腹 ビ も 

たく 夫婦 どなる こ ビ、 六 十帖 ビ同檨 

溢洁翫 水 V」 いふ 者の 作なる 御 入部 

て 名高き 梅 川に つきて 次の 如き 文 

今年の 寿より 梅 川 ど いふ 新 町の 

思議なる か な、 手 足 爪 さ き.， の あ の 

爪 を かくす は 猫の 變化 にうた が 

の 道 巾 VJ い ふ もの を 兌て おきや 

梅 川 それ 來 たは V」 人の 山 (卷 三、 飛 

つち や の 梅 川く もりな き 其 身の 

めぐみ に、 あ ひに 相生の松より す 


た い V- 、見 れ ビレ も 水の 底 深 く、 し ばし は 

り」 猫 の 自滅 は 畜生の 身の よき 手本 ぞ 

に 異なる 兄弟なる こ ビ わかり て、 め で 

な り o 

伽羅 女 MIS 年 に、 近 松の 冥途 飛脚に 

あ り o 

女郎 籠 入して より 久し ぃ事ぢ や が、 不 

うつくし さ、 髮 の ゆ ひぶり、 いつにても 

ひなし、 こなた 衆も國 へ の 土産に 女郞 

れど、 愛に て も 見 立ら れし處 へ、 槌屋の 

脚 は 月に お 三度 大盡 の條) 

仕 合、 佛 祌の御 加護に て 世間 ひろき 御 

ぐれし はや り 女郎 (卷 五、 義 理ょり 深い 

1ニ〇 九 


三 1〇 

槌屋の 梅 川の 條) 

この 記事 を 事實ど すれ ば、 梅 川 は 一 旦 牢^せ し も、 許 されて 後 新 町に 二 皮 

の 勤めに 返 咲の 花を哚 かせし もの V」 見 ゆ。 かくて は 忠兵衞 どの 關係も 

客 ビ女郞 VJ の 尋常 一 般の 間柄に して、 巢林 子の 院本に いふ 如き 死生 を 許 

せる 深い 中には あら ざり しもの 、如し。 義理 人情の 搾 木に 見物の 淚を 

しぼり ビ る 近 松の 世話物 も、 實 際 は 此の 如く 淺 ましく 興さめ たるが 多 か 

る ベ く、 瑰 魔なる 彩 筆に 寫し 出された る 心中 も、 「銀 ど 不孝に 名 を 流 し、 戀 で 

死ぬ るが 一 人 もない」 どい へる が眞 相なる べし。 

■ 淨 瑠璃 雜考 

金屋金 五郞浮 名の 額 

「早稻 田 文學」 九月 號に、 水 谷不倒 氏が 小 三 金 五 郞の淨 瑠璃に ついての 考證 

あ り。 小 三 金 五 郞を謳 ひし は、 祭 文 最も 古 く、 淨 瑠瑠は 之 を 襲 ひし ものな 


ら ん ，/」 て 祭文の 一 章を揭 げられ たれ ざ、 豐 竹 座の 「金星 金 五郎 浮 名 額」 は 未 

見の 書な り ど て、 糙 に證 迹は擧 げられ す、 余 は寫 本に て 此書を 一 讀し 得た 

れ ば、 其 梗槪を 記し て、 未 讀の 諸君に 示 し、 併 せて 不倒氏 推測の 通り 祭文に 

基け る こ VJ を證 すべし。 

小 三 はお. のれ を极曳 にせん ど いふ 大盡客 を 盛り 潰し、 其醉 臥す る を 窺 ひ 

^間^-なりて 其大盡 に隨ひ 来れる 金 五郎 を 捕 へ、 互に ロ說 の 末、 「も う い ふ 

ま o しま ひ /.、、 御座ん せ 寢ょビ 寄 添へ ば、 いかさま 首尾 は 今宵な り.、 愛 か 

そこ かビ 見る 所 に、 大 盡 うん ビ寢 返れば、 二人 驚き 慌て 、枕 も V」 に 畏まり、 

犬の 子 /\ ど、 聲 を 揃へ て 叩きつ け、 又 手 を 鼻に 押當て 、互に 顏を 見合せ 

て、 わ な 震 ひ 居た り」 女 はさす が 大胆に 思 ひ 定め て、 あ ら はれて いかな 

る 憂目に rag ふも嚷 はや ビ 迫る を、 「此 年月 鼠に さ へ 知ら さ ぬ 中 を あら はし 

て、 互 の爲 になるべき か」 V」 立たん どす る 男 の 「耳 に 物い は せ、 互 の帶 を繼ぎ 

合 せ、 端 を 二人が 腰に つ け、 引 く を 合 圖に逄 ふ ベ し ど、 わ ざ ビ 寢 間 を 遠 ざ か 
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り、 お のが 臥 P に 入りに け 

不義 を 働く 下づ く ろ ひ、 思 

き、 そ しらぬ 顏の 高鼾、 小 三 

を 吹き消 し、 合 圖の帶 を 引 

ば そつ マ」 寄 る、 小 三 は 金 五 

事 な し、 「ァ 、 心氣、 怨 ロ說も 

が 起きて か ら * 何 にも 物が 

恨 む 時、 金 五郎 目 を さまし- 

又 こそ 外につ まも- y」 め、.^ 

ろ り /\ ビ差 足に よる ヾ」 

ら 者の いき 畜 生、 旦 那ゃ我 

せ う 骨、 男 がいき 面 見て お 

乎ば る 聲」 に、 亭 主 下男 驚き 


る、 客 は寢 耳に 聞 

へば 惜 し」、 何ビ か 

は そつ V」 起き 上 

きけ る に、 大盡向 

ヾ 」 心 得、 帶 をた く 

時に よる、 こんな 

ない わい な、 コ レ 

.樣 子 をき いて 氣 

さ し, フ^ H ふに 極 

見えし が、 大 盡 小 

が 目を椋 め、 間夫 

い て、 き つ ビ御鱧 

來 り て、 火 を 燈 せ 


き 


を 


し、 扨 

與 へ 

草 の 

立ち 

を 取 

ぞ い 

i し- 

-捕 へ 

取 て 

ん に、 


三  一二 

は 彼奴 等 は 腐り 合 ひ 

ん ど 思案し 

煙 吹く ふり 

は り、 そ ろ 

3 說 

の 


ば、 意 外に も 


存分 

へ、 ャ 

れ て" 

レ 火 

大盡 


ヾ」 小 


て、 我 ビ 頷 

,5  VJ 曳け 

け \,レ も 返 

うんつ/、 

を 引 寄せ 

惡. 性に て 

ベ し ど、 そ 

ないた づ 

結構な ノー レ 

ぼせ よ- VJ 

三なる に 


紀海音 肖像 


看 、， 


金 五 は 吃驚 敗 .U  、遇 げんどす る 

を も變改 したる よ り、 親 方 は 怒 

至る、 かくて 小 三 は 金 五郎 どの 

お どづれ 聞く こど も、 ま して 逢 

郞の打 寄， 5 て、 さ ま 慰め 居 

小 三 は 愛に 居 る、 何 VJ 客になる 

段 を 終 ト人以 下 「遨 行」 ど して 章 を 

「戀ゅ ゑに 身 は 陽炎の あり やな 

け れ V- 、過 ぎつ る 首尾 を 思 ひや 

の、 何 長 町 の 一 や ざ b 、客 屋の內 

る 白雪 の、 ふ りつむ 道 を 高 足駄 

か る 憂目 はよ も あら じ、 誠 に 小 

、、、、、、、、、、、、、 

らを 見ても 深 けれ ば、 客 の 障り 


を 大盡引 捕 へ、 折檻の 上、 

りて 小 三 を 綿 星 どい ふ 

浮 名た つに つ れ、 客 も 次 

ふこ ビも なら す、 悲 歎 に 

る處 へ、 「ざれ 衆せ つ 綿 星の 

ま い 力」 ど、>/」 や /\ 入 り 

改む。 

し、 情 一 つ を 忘れ か ね、 し 

り、 我 どひ かへ し 心の 

も 夢 結 ぶ、 頃 しも 霜月 二 

，杖 傘 を ロハ 賴 め、 我 世に あ 

三 ど 我 中 は， あ の ほ り づ 

、ゝ/ »、、、、、、 、 

ど 親方が、 堰 ぃ„ て ふつ/ 


小 三 

娼家 

第 に 

沈み 

3 る 

X し 

今 は 

日 の 

り し 

、 、 

め の 
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を 根曳の 約束 

に轉賣 する に 

落 ち、 且 は 男の 


ゐる を、 

立ち 塞 

どい ふ 

逢 はぬ 

離れて 

夜、 星 に 

身なり 

、 、 /» 

二つ 井 

、、ヽ 

はせ ね 


傍輩 女 

り、 額 の 

に て、 此 

も づら 

ゆく 足 

ま 力, 

せ ば、 か 

戶、 ざ ち 

， 、 、 

>ヒ 初 め 
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、、、、、、 、、ゝ 、ゝ、 、、、、、、、、、、、、、、、、、 、、 

の 程 は 町方の 客 ど 連立ち 通 ひつ 、折に ふれて は 逢 ひし か ざ、 後 は 親方 其 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

手 もく は や、 今 は 詮方 淚の雨 や、 風 の 吹く 夜 も 雪 降る 夜半 も、 か ぶ ど 頭巾で 

顔 隱 し、 あ ふ 夜 あはぬ 夜^ 定めな き、 今 宵の 首尾 を 祈らん 、高 律の 宫を伏 

し 拜 み、 千 曰 筋の 橋の 上、 角 の 芝居 は 我 住み し、 流 れも淸 き 加 茂 川の のし を 

に 身 をば. 任せ つ 、、やがて 顔見せ ある 箬 ご、 かたらば さぞ や 喜ば ん、 心 地 も 

之に さそ はれて 池 田 屋、 待 てば 北 島 屋、 た V」 へ いかなる 三原屋 になら ば、 そ 

れ から それまで ど、 獨 b おも ひ を 駭河星 ビ、 さ ま <^ 心 くらはし 屋、 我 も し 

浮世 を 去るな らば、 跡 にの こりし あの人 は、 姿 あだな ゃ墨染 の、 尼 が 崎屋で 

身 は ぬれ 衣、 わ く かわかぬ か つ ゝ 井筒屋の、 二階 座敷に よね をば つみ て、 湊 

屋ま でも 漕ぎよ せ ん、 戀 の 相場の ビ り やり に、 負 勝の ない 色 所、 借 り ましよ 

ヾ J い ふ 聲 は、 只 耳 を こすりて かしが ま し、 愛 は ゆるせ ビ 立 聞き し、 京 星、 伏 見 

屋、 薩 摩屋 のか V- を 過ぎ こし 見やりつ ヽ小 さんが， 住みし 綿屋な る、 向 ひ の 

軒に 立ち ビ ま り、 し ばらく 樣子を 窺 ひけ る、 さ れ Vj も 首甩の あら ざれ ば、 綿 


星の g: に 立ち どま り、 內 を のぞき つ、 格 子に た ち、 詮 方な さの 淚 聲、 坂 田 藤 十 

郞杉 山勘 左、 さ て は 玉 川 半 太 夫、 其 外 役者の ロ眞似 し、 我 を 知らす る 心い き- 

あはれ なりけ る戀路 なり。」 (附點 の 文句 は 祭文 ご 全く 同文な り) 小 三 は そ 

れど 聞く よ り、 表 に 走りいで て、 雪 の 中に しょんぼり 佇め る 金 五郎に 取鎚 

り、 互 に 慰 め つ、 慰 めら れ つ、 ま めで 勤め よ、 病 うて 下さるな ，、y さ ら ば /\ の 

泣き別れし て、 立 ち 歸る金 五郎 を、 路 に 要して 役者 仲間の 小 野 山 宇治 右衞 

門、 小 三 を 多年 執心 なれ ば、 我 に 讓 れビ い ふ、 金 五郎 之に 答へ て、 相 手 は 遊女 

な り、 勝 手に する がよ し、 我 知る 所に あらす ど 言 ひ棄て 、、通り過ぎん ど す 

る を、 小 野 山 の 後に ひか へ し大岩 岸右衞 門、 鈴 木 伴右衞 門の 一 一 人、 口 を 揃 へ 

て 仲間の 一 分立 て、 宇 治右衞 門に 逢 はして やれ ど い ふ、 金 五應せ す、 三 人 拔 

きつれ て蒐る を、 危 く 遁れて 家に 歸 りし が、 あ はれなる かな 金 五 郞、 切 な き 

戀に身 を かこ ち、 嵐 烈しき 夜もすがら 通 ひしょ り、 身 を 0. め、 枕 も 上らぬ 重 

體 どなりし を、 弟 八 十 郞、 傍 輩 瀧 岡 彦右衞 門、 山 下 又 四 郞、 萬 右 衞 門、 太 夫 元 の 

三 I 五 


し ほ 等、 親 切に 介抱 

に、 は かなく 消えに 

,5、 金 五郎の 屍に 抱 

め ら れ、 死 ぬに 死な 

ひ 給 へ、 南無 阿彌陀 

に據 りし 文句 は 前 

> き、 伊勢、 石淸 水、 春 

りの 願 こめ て、 つ ま 

た ベ く 身 にかへ て， 

同 一 の 材料に 據り 

な が ら、 「南 水 漫 遊」 所 

「色が くろけ， o ゃ大 

名 額」 に な し )VJ 「額 の 


せ し も、 其 甲斐な く 「さ 

け り、 か 、る 所へ 小 三 

き つ き、 悲 歎の 極 自殺 

れす、 黑髮を 切り て 「我 

佛，/ ^どい ふ聲 も、 狂 

に附點 せし 他に、 小 三 

日 の や、 お 多賀 の， 社、 扨 

の 命 をせ めて さ て、 わ 

，祈る しるし も 無い 事 

し 宇 治 加賀掾 の淨瑠 

引の 道行の 一 章 「墨 染 

黑屋じ や ど、 人 が 名た 

小 三 は 心 か ら、 風呂屋 
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ら ば A\ の 淚 露、 霜 月 廿日の 朝 嵐」 

は鼕 振亂 し、 か ち 徒 跣に て 驅け來 

せん ヾ」 す る を、 あ り あ ふ 人々 に留 

形見せ めて 未 來も友 白 髮、 身 に そ 

氣の 如く 見えに ける」 云々。 祭文 

が 愁歎のう ち に 「悲 しい 時の 祌た 

は 又、 高 律、 生 玉、 天 王 寺、 は だし まゐ 

たしが 年の 明く 頃 ま で、 生 か せ て 

力」 VJ あ h-o 

璃 「難 波 役者 評 判」 は、 今 も 未見の 書 

の 尼が 崎屋 で、 身 は ぬれ 衣 一の 次に 

つ り や、 す こし はわく や」 の 一 句、 「浮 

の つ VJ め 引か へ て、 同 じ 憂身 も 品 


か はる、 茶屋の 山 衆の 仲間 入 h  、綿 M  V」 いへ る 親方 の、 氣 兼 もよ しゃかの 人 

の、 爲 ビ 思 へば 恨な し」 の 一 節 は 全く 同文に して、 其^ 同書に 抄出せ る 二三 

章 も 殆んど 同文に し て、 多 少手爾 波 等の 伸縮 あるば かりなる が、 唯 金 五郎 

最期の 場を寫 せし 文 「哀 れな るかな 金 五 郞、 せ つなき 戀に身 を やつ し、^ 霜 

霰 雨の 夜 も 風 も 厭 はす 行き 通 ふ、 思 ひか さなる やま ふの 床、 今 は 枕 も あが 

ら ね ば、 次 第々々 に 朝顔 の、 日 かげ 待つ 間のう き 命、 終 に 空しくなりけ れば I 

知る も 知らぬ もお しなべ て、 扨 々惜し や 藝 ざ か り、 あ つたら ご ど の 南無 阿 

彌陀 -y」 いはぬ もの こそな かりけ れ」 ビ あ る を 「浮 名 額」 に は 「あ はれなる かな 

金 五 郞、 切 なき 戀に身 を か こも、 通 ひし 故に 身 を いた め、 今 は 枕 も 上り 得す、 

次第々 々 に 朝顔 の、 日 影 まつ ま の う き 命、 扨 も 是非な き 風情な り」 ビ し て、 そ 

こ へ 弟 八十 郞藥を もちて 見舞に 來り、 つ  >  い て 傍輩 役者、 終り に 小 三も來 

合 はすこ ど、 したる こ ビ， す ベて 前にい へる が 如し。 因て 思 ふ に 「浮 名 額」 

は、 宇 治の 淨瑠 璃 「役 者 評 判」 を 聊か 增補 したる ものに あらざる 歟、 文 章の 連 

11 二 七 


續 よりい ふ も、 趣 向の 立て 方より 觀 

思 はれ ざれば 也。 

椀久 末の 松 山 

三 木 竹 二 氏甞て 「新 小說」 に 都 一 中の 

意匠より 推し て、 近 松の 作なら ん ど 

水 谷 氏 之 を駁し て、 必 すし も 近松ビ 

り 筆 力 意匠の みに て、 其 作者 を 定 め 

れ ざれ ノ， レ も、 余 は 猶三木 氏に 賛成す 

據 物件 を 提出 せんどす。 

「天の 網 島. I の 發 端、 な まいだ 坊主が て 

を 破る は 日本の 朝 比 奈流を 見よ や 

討 取つ て、 難 なく 過ぐ る 月日の 鼠 や- 

V- も 松 山 に、 似 たるん なき 浮世 ぞビ 


11 二八 

る も、 增 補す ベ くして、 省略したり ど は 


正本 「椀久 末の 松 山」 を 紹介して、 其 筆力 

臆斷 せられし を. 其 後 の 「早 稻田文 學」 に 

は 推斷し 難き 由、 いはれ たりき。 元よ 

ん こど は證據 薄弱に て、 早計た る を 免 

る 者に て、 文 章 著 想 以外に 有力なる 證 

ん ご ふ 念 佛 に 「樊 噌流は 珍しから す、 門 

V」 て、 貫 木 逆茂木 引 破り、 右 龍 虎 左 龍 虎 

なまみ だな ま いだ /\  /^、迷 ひ 行け 

泣い つ、 ェ ェくヮ ハくく 笑 ふつ 、狂 


亂の 身の 架、 何 ど淺 まし や ビ、 芝 を褥に 伏しけ る は、 目 も あてられぬ 屈 情 * な 

まみ だな まいだ くく ゑい くくく  /、、紺 屋の德 兵 衞、 房 に 元よ 

り 濃い 染込 の、 內 の 身代 灰汁で も はげ す、 な まみ だな まいだ /)  /\ , 

ど あ る、 初 ど 終の  一 くさ， 5 は、 いふまで もな く 「國 性 爺」 V- 「重 井 筒」 の 文句に て、 

その 中間な る 「迷 ひゆけ ざ も 松 山 に」 云 々の 一節 は卽 ち 「末 の 松 山」 下 之 卷 「椀 

久狂亂 道行」 の 一 節な り。 

「冥途の 飛脚」 に、 梅 川の 傍輩 女郎が  一 ロ淨 瑠璃に 「傾城に 誠な しど、 世の 人の 

申 せ V- も、 そ れは皆 僻 言、 譯 知らす の詞ぞ や、 誡 も 嘘 も 元 一 つ」 ど自 作 「遊 君 三 

世 相」 の 文句 を 語らせた る 「心 中二 枚繪草 紙」 の お 島に 「おきに 戀路の くま 

だいろ は 船、 惚 れて ほの 字の 帆が 見 ゆ る」 ど 長々 しく も 「用 明 天皇 職人 鑑. 一の 

道行 を謠 はせ たる、 いづれ も 自家 得意の 章句 を 引用した る ものに て、 小唄 

謠曲 はい ざ 知ら す、 淨 瑠璃の 文句 を 名 もな き 作者の 曲 中より 借用す る が 

如 き は、 高 く 自ら 標置 する 近 松 の、 斷 じて さる 不兌識 を 敢て すべ し V- も 思 

三 一九  . 


三 二 〇 

は れ す、 况 んゃ 前後の 文句 を、 自 作 の 「國 性 爺/重 井 筒」 よ り 取りな が ら、 中 間 の 

一 節 の み、 他 人の 作に 賴 るが 如き こど を や、 故 に 余 は 一 中 の 「末 の 松 山」 を 以 

て 近 松の 作ビ する 說に贊 成せん^ す る 也。 

紫 竹 集 

宇治 加賀掾 の 「門 弟 敎 訓」 V」 い ふ 書 は、 同 人の 藝風 經歷 見識 等 を 見る ベ き究 

竟の 材料に して 且 世に 稀なる 珍本 なれ ば、 其 全文 を 紹介す ベ し (用 字 送 假 

名 原文の 儘、 た U. 讀 易き やうに 句 讀 を 加， ふ) 

ST 弟き ユー 一 ゆ 

凡 予 一 流の 淨瓚璃 は、 謠 狂 言 の 音 勢^ 父ミ し、 草 紙の 文勢^ 母ミ し、 掺 行す る 事 

四十 餘 年、 四 音 假名 開口 淸 濁^ 宗ミ し. そ ゝ らす 緩ま す、 節 拍子-, i か ゝ はら す、 只 

位 はか ぜ、 程う つり も. ち リ、 は - - び、 持 合、 引 廻 し、 う さ、 め た リ、 體 用、 長 短 等の 故お 

^ふま へ、 詞 地色 地 ふしの 品^み が さ、 流 ^^究 む、 拍 子は是 身より 出ろ 惡 心、^ 

は 外より す  >  むる 善 心、 善 な もってみ が き、 傳 ^もつ \ す ゝ がす は、 いかで 淨^ 

• 璃 の 光 耀、 昔 曲 め M 理 にかな は ん、 か ゝ る 差別 も辨 へ す、 己 が 8+ 拍子-, i  i か ぜ^? 

は 他の S 拍子 に a  ^、フ -は はれみ だ リ に mi りちら す ti*IS™ に. 本心^ 忘ろ *  tt  & 
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三 二 四 


き 段 八 曲 有、 一 小 原 御幸、 二 病 延、 三 赏 丞 S 、四 松 風、 五 叨 石 #  、六 花 子、 七 草 刈、 八 葵 I 

是 也 

1 すべて 諸藝 かたしな まん に、 酒 裟 遊興 色欲に ふ け、 他 念 ぁリて は、 中 々上手に 

戍がた し、 只 一 心 に 其 道々 に 打な づ み、 わ ，ーレ ひ へ： a 

^わすれ す、 寢 て も 覺ても 油斷 なくて- -そ. 吐 ： ■ 、 

のけ だ い €  L ろ ベ し、 さ れ .£ も、 is^ に 
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は 髙位髙 宵の 御前に 召、 前 代 未聞の 御 褒美に 預り、 又は 國主怫 者 儒者 音曲 *? に 

も 謗 かう け す、 愚 藝 w い へ ざ ij 他 念 な くつ w む 故、 怫 神の 御 あはれ み w 有！, ノ.； ，： 

し、 か くの ご w  く 多年 さ ざ み 、は たさ 、せ ん じ、 し ぼ リ、 ま 行 し、 掙 gf 璃の 難お ^袷す 

る藥 方な おろかに し、 法 に L もら « 毒^ この み、 或 は 自身 手 合の 惡調 丸^も つ 

て、 剩 予が 直^子 ミ © ろ 者、 世 上- IL はび、 -る w 聞、 是 則賣 |S 淨瑠^ ミ云 竑 ベ し、 し 

か は あれ .W  、弟 子に も あらで 弟子- w 名乗 も、 予 が 面目に もや あら ん、 聞 入御 ひい 

き 賴入存 候 以上 

成業の 苦心 を說 くこ V」 詳密 に、 後 進 を 警 むる こビ 親切な り、 末 段 「し か は あ 

れ V- 、弟 子に も あらで 弟子 V」 名乘る も、 予 が 面目に もや あら ん、 聞 く 人 御 ひ 

い き賴入 る」、/」 いへ る も、 ゆ かしき 心 入な， 9、 一  道に 達する 者の 言 ふ 所、 皆 佳 

ならざる なし、 さて 此 文の つぎ に、 例 の 八 曲 小 原 御幸 以下 八 段 を揭げ あり。 

此 「小 原 御 幸」 は 謠 曲の それに 據 りたる ものにし て、 宇 治 新 太夫 正 澄の 奧書 

ある 正 本 一大 原 御幸」 (五段 物) の 第三 に い づ、 つ ざ の 「身 延」 は 曰逮の 略 傅に て、 生 

誕 より 遷化まで を あら /、 ビ 叙 せ ト人 謠 曲 の 「身 延」 ど は 文句いた く 相 逢す： 

「管 丞 相」 は 配流 中の 事 を 記 し、 薨後そ の 靈、 延 曆寺座 生の 所に 現れ て、 例 の 柘 

.  三 二 五 


三 二 六 

榴を 含んで 火炎 を 吐く こ^ を 叙せ り 「外題 年鑑」 宇治 加 賀掾語 り 物の 部に 

「天祌 御 本 地」 ど いふ あ り、 其 一 段に もや。 「松 風」 は 九分 通 b- 謠曲 その ま 、二，^ 

石 卷」 は 紫 式部 石山 寺に 參 籠し て、 八 月 十五夜の 月漫々 たる 湖水に 映る を 

^ て、 暫 く 水 想觀に 入りた る に、 忽 ちに 自然 智を 悟り 得 て、 作 る ベ き 物 語 心 

のうへ に 浮 び、 夢 ビ もな く現ビ もな く、 月 下に 物 現れ て、 光 る 源氏が 須磨叩 

石の さすら ひ を、 眼 前に 見る ビ いふ 筋に セ 、丸 本源 氏 供養 中の 一 章な b。 

「花 子」 は 義經が 秀衡の 館に 滯在 中、 或 夜 その 第姬 千草の 前の 許に 忍び て、 海 

誓 山盟の 首尾 を惚氣 たら <\ -、 一  圖 に辨慶 V」 思 込み て、 語 りき かせし 其 人 

は、 意 外に も 北の方の 假 装せ るに て、 大 敗 U を 極む る 滑稽の 一 段 は、 狂 言 花 

子の 趣向 を 借りた る ものに て、 「凱陣 八 島」 の 第 四に 見 ゆる も の、 卽 ち 是 な り" 

「草 刈」 は 賴 政の 遺孤 龍 田の 前、 父 の 最期 所 を 弔 はん^-宇治に 赴く 途 中、 猪 早 

太の 船頭 どなれる に 邂逅し、 共 に 其 舊跡を 尋ねし に、 二人 の 草 刈 童 あ りて、 

委しく 當 時の 有暖を 物語 り、 且 賴 政が 打 敷きて 自害せ し 扇 を 傅へ もちた 


り ど て、 そ れを 姬に與 へ、 千 部ず：： 部の 讀經 より 敵 を 打って 修羅道の 妄執の 

ほむら を 消 し、 孝 行の 燈を か、 げ 給へ、 我等 は 佛朵を 得ん ビ、 假 初に 顯れ出 

でし 萩 薄の 靈魂 なり ど 語り て、 扇 の 芝の 草 蔭に 消え 失する ビ い ふ 筋に て. 

詞藻 は謠 曲の 「賴 政」 に 負 ふ 所 多し。 こ は 「源 三位 賴政」 の 第三 段に て 筑後掾 

の 正本 ビ同 物な bo 「葵上」 こ れも謠 曲 九 取に て、 只始の 方に 貴 船の 社に 仕 

ふ る 寂 念 法師 ビ い ふ 者、 六 條の御 息 所が 神前の 大 杉に 打 込みし 二十 四 本 

の 大釘を 拔き棄 て、 且 社殿に 奉納し ある 弓矢 を以 て、 御 息 所 を 射殺す 事 を 

書 き 添 へ た り、 外 題 年鑑に も 「葵 の 上」 いふ 外題 見 ゆ。 

以上 八 曲、 槪 ね謠 曲に 出 て、 文 辭も七 八 分まで その ま、 なる もの あ り、 文 章 

は 「花 子」 「草 刈」 の 二 曲 稍 見るべし。 要するに 加賀 掾の淨 瑠璃 は、 文 章 も 曲節 

も、 二 つながら 謠曲 を距る こ ビ、 い まだ 遠 か らざ， o しな 

三 二 七 


11 三 八 

. 元祿 時代の 京都 小說家 

近世 文 學の發 達 變遷の 大勢 を觀 察する に、 元 祿を 中心 ビ して 慶 長より 寳 

曆の 頃に 至る 約 百 五十 年間 ビ、 文 化 文政 を 中心 どして 明 和よ， 5 慶應の 頃 

まで 約 百年 間 ど の、 前後 ニ大 期に 分ち 得べき が 如し。 而 して 前期の 文學 

技 藝 は、 之 を 後期に 比較す るに 全 體の調 子、 槪 して 粗大に して 繊巧な らす、 

元祿 模様の 派手に してお ほ まかなる V」 、小 紋染の 地味に して こせつき た 

る どに 譬ふ ベ きか。 文學に 及ぼせる 儒敎の 影響 も 後期 ほ ざ に 著しから 

す、 儒 佛の敎 旨に 基き たる 敎訓 的の 文學も 多く 出で たれ ど も、 後 期 の お 琴 

に 依って 代表 せらる、 が 如き 窮屈に 切 詰めた る 物に 非す。 又 地理 上よ 

りい へば 前期の 文 學は其 主力 上方に あ り、 契 沖 や 近 松 や 西 鶴に 匹敵す ベ 

きもの は 一人 も江戶 になし。 之に 反して 後期 は 文學の 中心 全く 江戶に 

侈り て、 京阪 は微々 どして 振 はざる 有様な， 5。 


元 和 偃 武以來 六十 年を經 て， 世 は 漸く 太平の 化に 浴 し、 衣 食 足りて 生活の 

餘裕を 生じ、 一 般 世人の 知識 も進步 せし か ば、 學問 技能 を 以て 身 を 立て 名 

を 成さん VJ する もの 種々 の 方面に 起 り、 活 氣に滿 ちた る淸 新の 文 學技藝 

を 以て 此 時代 を 飾れり。 國學の 茂 睡、 契 沖.. 漢 學の仁 齋、 徂 徠、 俳 諧 の 宗 因、 芭 

蕉、 院 本の 近 松、 小 說の西 鶴、 繪 書の 師 宣、 光 琳、 歌 舞妓の 坂 田 藤 十 郞、 市 川 園 十 

郞、 淨 瑠璃の 江戶半 太夫、 竹 本義 太夫 等、 い づれも 從來の 因襲 舊慣を 打破し 

て、 新 に 一旗 幟を樹 てた る ものな り。 此の 如 くズ 西 共に 有爲の 人物 を 出 

したれ ,€ も、 要 する に 上方の 方に 重み ありて 江戶は 未だ 衡を爭 ふに 足ら 

す。 さて  一 口に 上方 どい ふ 中に も 京阪 兩 地の いづれ に ま づ新文 藝の起 

りし か * は 注目す ベ き 問題な り。 

京都 は桓武 天皇 以來の 王城に して、 戰國 以後 疲弊せ b ビ雖 も、 尙 文化の 中 

心 どして 學問 は 公家の 手 に： 保 持せられ、 一 般 人民 も 輦穀の 下に ある を 誇 

ど し、 田 舍 侍の 寄り 集れる 江 芦 や、 素 町人の 幅 をき かす 大阪な f ど 違 ひ、 諸 

三 二 九 


事 上品に して 高尙 なる 趣 

いふ 諺 さ へ あり て、 町人す 

格 あり ヾ J 自負せ ，9 さらば 

新 文藝ぉ 起り しか、 否 々、歷 

を 阻害せ り。 京都 人の 保 

影を存 せり。 新しき 物 は 

し 去り て、 古典 舊型 に 執著 

也。 殊に 國學 歌學の 如き 

卷を 後生大事に 握 詰めて- 

所が 無上に 尊 く、 虫 の 喰つ 

ま義 の 情 弊 盛な る こど 此 

に あ ら- -To されば こそ 二 

田 茂 睡 は、 田 舍 侍の 集べ 口せ 


so 

味 を 有す V」 の 自信 厚 く、 「京の 町人 は 五位の 位」 ど 

ら 無位 無官の 田舍 武士 や 素 町人 ビは各 別の 品 

此の 如く 歷 史的 文化 あ b 因襲 的 趣味 ある 地に 

史的 文化 ビ 【因 襲 的 趣味 ど は 常に 新 文 藝の發 生 

守 的 精 祌に富 み、 骨 董的 趣味 多き は、 今 猶 昔の 而 

下品な り 下作な り、 見 るに 足らす ど 頭より 排斥 

し、 茶 湯 香道 伊勢 源氏 古今 集なら では 納らぬ 所 

は 昔よりの 本場 本元、 公家の 本職、 古今 傳授の 一 

■ 梅雨 明の 雷が 鳴りても 放さば こ そ、 黴 の 生えた 

て讀 めぬ 所に 直 打 あり ど 思 へ り。 貴族的 保守 

の 如き 地 に、 國 學ゃ 歌學の 自由 研究の 起る ベ き 

條冷 泉兩 家の 歌 學に對 する 陋習 を 喝破せ し B- 

る 江 戶 に 起 り、 萬 葉の 新 研究 は 長 流 契 沖に よつ 


て、 素 町人の 都た る 大阪に 起， 9、 い づれも 堂上 學 風の 成 化 を 受けざる 人々 

に 依つ て、 唱 道せられ たり。 人 或は 問うて いは ん、 然 らば 仁齋の 筏 古學は 

如 何、 貞 德の 俳諧 は 如 何、 皆 京都に 起， D し 新 文學に 非す やど。 曰く 漢學の 

勃興 は 時機 最も 早 く、 眷 て明經 博士 船橋 秀 賢が 道 春の 朱 子 新 註 を 用ゐて 

諸 生に 講說 する を 難 じ、 之 が 制止 を 請 ひし 時、 家 康は學 問 は 註の 新 古 を 問 

は す、 只 理の ある 所に 從ふ べし ビ 言 ひ て 之 を 拒 絕 せ り、 堂 上 家の 漢學 に對 

する 敎權は 早く 旣に {J び、 中 江 藤 樹山鹿 素行の 如く 程 朱 以外の 學 說を唱 

へ、 或は 之に 疑 を 挾む もの さ へ 出で し 程なる を、 是 等の 後 に 仁齋が 復古 學 

を唱 へし ど て、 契 沖の 事業 ど は 同一視すべき にあら す。 ま德の 俳諧 は 著 

しく 妥協 的 態度 を帶 び、 前 に 荒木 田守武 によりて 一 旦 打破せられ し 連歌 

の^ 式 を 復興した る ものに て、 從來の 速 歌 ど 著しき 等差な く、 只 俗 語 や 漢 

0 を 用 ゐ、 掛 詞の 地口 を 弄せし に 過 ぎ す、 依 然 たる 舊 趣味に 囚 はれし 生 溫 

き滑稃 なれば こ そ、 何 の 抵抗 もな く 成立し 得た る なれ。 談 林の 新風 を唱 
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へし 西 山 宗因は 京 を 去り 大阪に 行きて 革新の 旗 を ひるが へ し、 羽 翼 まさ 

に S つて 京師の 直 門 を 突 き、 惡 戰苦鬪 の末漸 やく その 本 城 を陷れ たるな 


淨 瑠璃 も 最初 は 京都に 起り しも- 

來の謠 曲說經 等に 壓 され、 微 々ど 

江 S- において 急速に 發展 し、 薩 摩 

極 め、 機 運大に 熟した る 比、 淨 雲 の 

瑠璃 を 振 典 せり。 其 後 宇治 加賀 

瑠璃 は 謠曲を 少しく 和げ たる 弱 

せし 語 物 も 葵 上、 小 原 御 幸、 松 風、 源 

り。 加 賀掾の 曲 中 近 松の 作 も あ 

ツギ " ギし たる ものに て、 只 徵 M 

趣味の 束縛 を脫 して 新機軸 を 出 


• 兎角 新奇の 事 を 歡迎せ ぬ 

して 振 は す、 却 て 因襲 的 趣 

淨 雲以來 種々 の 流派 競 ひ 

門人 虎屋 源 太夫 上京して _ 

掾出 でて 都人の 人 氣を得 

々 しき 上品なる 節囘 しに 

氏 供養な ざ 文句 も 八 分 方 

れ ざ、 大 抵謠 曲舞 曲 等 を 九 

き 古典的 臭 氣を感 す る の 

したる は、 元祿 十六 年 京都 


土地柄 ビ て、 在 

眛の壓 迫 少 き 

起 り て、 流行 を 

.苒 び 京都の 淨 

しが、 此 人の 淨 

て、 そ の 得意 ビ 

謠曲 のま、 な 

取りに し、 又 は 

み。 近 松が 舊 

より 大阪に 移 


り、 曾 根 崎 心中 を 書きし を 紀元 VJ す。 近 松 や 義太夫が 大阪に 出で て 始め 

て 十分に その 驥足 を 伸ぶ る を 得た る は、 地 理 上經濟 上の 關係も あれ V； 、京 

都人が 常に 舊 趣味に 執著して 新 文藝に 冷淡なる 點與， つて 力 あ bo 

小說 においても 亦 然り。 京都の 小 說家は 古典の 引用 や、 古文 學の燒 直し 

をな し て、 徒らに 學 問の 素養 ある を 誇る 癖 あり。 これ 亦 例の 伊勢 源氏 古 

今なら では 納まらぬ 京都の 風氣に 基く ものなる べし。， 西 鶴 もし 京都に 

生 れ て、 彼 が 如き 破格の 文章 V」 古典の 蔑視 を恣 にした らんに は、 架 して 最 

初より 都 人士の 好評 を 得た る ベ き か、 必 す や 無 學文肓 放逸 無噺 言 ， 道 斷 

の 作者な， o ど 罵らる、 こビ、 恰も 談林 派が 貞門ー 派より 受けし ど 同馐の 

非難 を 被りし ならん。 

元祿 以前の 京都 小 說家淺 井 了 意、 山 岡 元 隣 等 は 通俗的 敎 訓話の 作者に し 

て、 未 だ 純粹の 小說家 V」 いふべ からす。 小 說は實 に 西 鶴に よって 新紀元 

を 開かれた るな り。 而 して 是亦 京都に いです して 大阪に 起れ り。 さら 
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ミヨ 四 

ば 京都 は.，/」 こまで も 上品ぶ り て、 西 鶴の 如き 下品なる 文學は 入れぬ かど 

いふに さに 非す、 いつも 後れ馳せに 人の 尻 馬に 乘 b て 澄まし顔 なり。 談 

林 派 を 散々 に B りたる 末 それに 降 り、 淨 瑠璃 も 初めは 歡迎 せす し て、 江 

に 盛に なりし 頃 漸く 逆輸入 をう けしが 如 く、 西 鶴の 小說 の景氣 よきに つ 

け て、 之 を 摸倣す る者續 々相 起れ り。 

西 鶴の 好色本 は 天 和 二 年の 一 代 男 を 初 作 どし、 真享 三年の 一 代 女 を 打 § 出 

ビ し て、 そ れ より 筆 錄を 武家 物、 町 人物に 轉 せり。 然るに 京都に て 之が 模 

倣 者の 出た る は元祿 年中に て、 烟 月 堂 林鴻の 好色 產毛は 出 板 年月 不明な 

れ ざ も、 元 祿の初 頃なる ベく、 由 之 軒 政 房の 好色 文傳授 は元祿 十二 年、 (或 云 

初 版 は 元年な り ど) 同じ 人の 誰 釉の海 は 同 十七 年、 好 色軒圓 水の 好色 大振 

袖 は 同 十六 年の 出版な り。 

右のう ち林鴻 はお 門の 俳人 荻 野 安靜の 門人に て、 堀江 氏名 は i 則、 別 に 雲 

風 子ど號 す、 大 津 の 人、 後 京師に 移 り、 車 屋町通 竹 房 町 上 ^'町に 住 し、 書 書 を 


能 く し、 俳 諧京ニ 羽 重、 永 代 記 反 答、 あ らむ つかし 等 S 俳 書の 著 あ 烟パ 

堂の 名 は 宋の林 鴻が泊 涌 金 門の 詩 句、 烟 生 楊柳 ー痕 月に 取れるな り。 產 

毛 は 例の 好色 物語の 短篇 集に て、 趣 向 文章 共に 西 鶴に 近 く， 模 倣 VJ して は 

最も 成功せ る ものな り。 由 之 軒 も 俳諧師な るべ けれ V- 、其 傳記 未だ 明な 

らす。 圓水 は增田 氏、 其 雅號 より 察する に 北條圑 水に 私淑せ る もの か。 

此人正 本屋の 芝居 評判記に 筆 を 執 り、 又 別に 御伽 人形の 作 あり。 此 二人 

の 作 は 文體西 鶴よりも 寧ろ 八文字 屋 風に 近似す。 是 等の 人々 は いづれ 

も 其作少 くして 多く 言 ふに 足ら す、 西 鶴の 祖述 者 好色本の 傳統者 どして 

注目すべき は、 八 文字 屋 本の 作者 江島屋 其磧 なり。 今少しく 八文字^ 本 

なる ものに つ いて 語らん に、 こ は元來 役者 評判記より 發 達せる ものな り。 

役者 評判記 は 遊女の 評判記 や 細見の 類に 倣 ひし ものに て、 X 享元祿 の 比 

より 殆 Vj 每年 出版 せら れ、 西 鶴 圆水等 も 亦 之に 筆 を 染めたり どい ふ。 元 

祿 十二 年 三月 始めて 八文字 星より 役者 口三味線 を 出 板す。 京大 阪 江戶 
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三 三 六 

の 三卷に 分ち 铈書ぁ り、 問 答體の 批評 頗る 詳密な り。 八文字 屋は 麩屋町 

誓願 寺 下〃 町に あり て、 正 本屋 九 兵 衞、 鶴 屋喜右 衞門ど 相 並ん で、 古 くより 

^瑠璃 本の 出 板 書肆な りし が、 口 三味線 を 出して 以來、 年 々評判記 を賣出 

し、 好評 を 得て 殆ざ獨 占の 姿 どなれり。 これ 其 文章 揷書體 裁の 他に 勝 り 

て 善美な りしに 因る。 八 文-字 星の 主人 安藤 八左衞 門、 自 笑 ど 號 し、 そ の 出 

す 所の 書 は 自作の 如く 装 ひし も、 實 は 其磺の 作な り。 其磧 は通稱 江島屋 

市 郞左衞 門、 先祖 代 々京 極 通 誓願 寺 前に 大佛 餅を資 つて 家業 ビ せし が、 後 

業を轉 じて 誓願 寺 通 柳 馬場に 引 移れり。 其碛家 をつ ぐに 及び 遊蕩の た 

め 家產を 傾く。 され Vj 文才 ありて 能く 世態 人情に 通せし か ば、 自 笑 これ 

に 托して 評判記の 筆 を 執らし む。 其 磧は又 正本 尾より 賴 まれて 役者 一 

挺鼓ビ いふ 評判記 を 作りし に、 自笑 之 を懌ば す、 其 關 係を絕 たしむ。 是に 

於て 正 本屋 は 其 作を圓 水に 托せり。 かくて 其磺は 八文字！^ 專屬の 作者 

ヾ」 はなれ， 50  . 


八文字 屋 本の 浮世草子の 始 は元祿 十四 年の 傾城 色 三味線に して、 こ は 三 

邡を 始め 諸國 遊女の 名 寄に、 遊女に 關 する 小話 を附錄 したる ものに て、 全 

く 役者 評判記 ど 形式 を 同じう せり。 かくて 漸次 出 板 を 重ぬ るに 從ひ、 細 

見 評判記の 體裁を 離れて 純然たる 小 說體を 成す に 至る。 色 三味線に つ 

い で 傾城 曲 三味線、 傾城 傳受 紙子、 野 白內證 鏡、 傾城 禁短氣 等 を 出し 好評 あ 

り. し が、 作 者 ビ 板 元ビの 間に 利益 分配 上の 爭ぁ りし 見 え、 正 德四年 正月 

に 至り 其 磧は其 子の 名義 を以 て、 新 に 書肆 を 開 き、 自 作の 評判記 役者 目 利 

講を出 K し、 其 開口に 從來 八文字 屋ょり 出せ る 書 は 皆 自己の 作な り、 我 こ 

そ 評判記 類の 本家本元 なれ ど 呼號 し、 其 二月 八文字 屋 より は 役者 色系圖 

を 出 し、 之 に對 する 反駁 を狨 せ、^ 來六 年間 互に 镐 を 削りて 相爭 ひし が、 總 

方 共に 其 不利なる を 悟 り、 終 に 歩み寄， o 折れ合 ひ て、 享 保 四 年 正月 役者 金 

化粧 を自笑 其磧の 連名 を 以て 出し 相 和解せ り。 され Vj も此 後の 著. 作 は 

ゆ H  W に 其磺の 名を署 し、 且 八文字 屋 以外の 書肆 菊屋な V- よりも 出 板せ り。 
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憂 八 

かくて 其 磺 は 元 文 元年 六月. 七十 歲 にて 歿し ぬ。 

八文字 屋 本の 锊價を 揚げた る は その 傾城 物にし て、 文 學史 上の 位齔正 に 

西 鶴の 一 代 男 ど 相當る ベ きもの は 傾城 色 三味線な り。 此 類の 書 は 其 外 

形 大抵 評判記 やうの 橫 本に て、 俗 に 枕 本 VJ 稱 せらる。 文章 は溫和 流暢に 

し て、 秩 序 整 然、 前 後 一 貫、 娓 々どして 語 り、 循 々どして 說 き、 西 鶴の 氣 まぐれ 

にして 暗 一-小 的なる に 似 す、 警 拔奇峭 の 妙 は 彼に 劣る も、 委 曲 周到の 巧 は 彼 

に 勝れ， 5。 蓋し 西 鶴の 如く 雜駁 險怪 なる 文章 は溫雅 なる 京都 人の 嗜好 

に 適せざる ならむ。 當 代の 風俗 習慣 等の 描寫に 重き を 置かす し て、 專 ら 

人情 を 精密に 寫すこ VJ に 力めた る點 は、 近 松に 似て 西 鶴 ど 反せ， 9。 西鹪 

は 衣服 髮 飾な，，/」 うるさ き まで 精し く 寫 し、 人 情 は 略箪 にて 急所々 々を 强 

く 太く 書く ビ いふ 流義 なり。  . 

其 磺はヌ 西 鶴の 永代 藏 、胸 算用 等の 町人物に 相當す ベ き 作 あ り。 善 惡 身 

持 扇、 商人 ^配 阁の類 是.： • な，：'。 是等は いづれ も MM 每に獨 立の 小話 饿 


なろ が， 又 時代 物、 御 家 騷 動、 俗 解 物 類の 續 物の 作 あり。 百姓 盛衰 記、 西 海 太 

平 記， 當 世 御伽 曾 我、 義 經 風流 鑑の 如き 是な り。 俗解 物 は 西澤ー 風、 都 の 錦 

等の なせ る 如く 古代の 事 を もす ベ て 現代化 し、 大 磯 化粧 坂の 遊君 も 島 原 

新 町の それに 等し く、 曾 我 兄^も 義經 も皆當 時の 遊冶郎 ゃ大盡 ビ 少しも 

擇ぶ 所な し。 こ は 現代 詷 歌の 風潮の 一斑 を 現せる ものにし て. 近 松の 淨 

瑠璃 も菱 川の 浮世 繪も^ 同 一揆な り。 御家騷 動の 結構 は淨 瑠璃 歌 舞妓 

VJ 等しく、 若殿の 放埒、 奸臣の 陰謀、 寳 物の 紛失、 忠臣の 苦節 W いふ 順序 を锊 

て、 め でた しくの 大簡圓 に 至る を 常^す。 而 して 是 等の 時代物 は淨瑠 

璃 又は 歌 舞妓の 種 を 流用した る もの 甚だ 多し。 例へば 大內裏 大友眞 お 

が 竹 田 出 雲の 同名の 九 本に 基き， 契 情 阿國歌 舞妓が 嵐 三十 郞 座の 女 歌舞 

妓 千代 始 に據れ るが 如し。 要するに 八文字お 本の 時代物 は小說 どして 

| 貝^ I, 多き ものに あ ら す o 

^筏に 注 意 す ベ き は、 其 磺が氣 質 物 を 始めた る こ ど なり。 こ は 西 鹅の永 

皇 九 
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K. 藏、 武 逍傳來 記の 如き 町人 氣賀 武家 氣賀の 小話 集より 暗示 を 得た るな 

ら む が、 さ りビて その 創 餅の 功 を 沒 すべきに あらや。 况ゃ西 鶴 ビ はおの 

づ から 別 様の 趣 致 ありて、 輕妙 自在 機智 橫 溢、 諧 謔の 中に 敎 訓を寓 し、 人 情 

を盡 したる を や。 正德五 年の 世間 子息 氣賀を 初 V」 して、 世^ 娘氣質 (享保 

一 一 年) 浮 世 親 仁 形 氣 (同 五 年) 世 問 手代 形 氣 (同 十 五 年) 皆 佳作 w 稱す . ベ し。 其 

磧 歿 後、 明 和 安永の 比に 至り 永 井堂 龜 友、 增 谷 大梁等 盛に 氣賀物 を 著し、 一 

時大に 流行し たれ ざ も、 いづれ も狗尾 續貂の fi を辭 する 能 はす〕 此他. M 

永の 頃に 西 鶯 (御 前 獨 狂 言 —— 寶 永 二 年 刊 S 樂 (世 の是沙 汰——寳 永 三年 刊 一な 

どい ふ 京の 作者 あり、 いづれ も 西 鶴に 私淑せ し 名 稱ビ見 ゆ。 元祿 太平 記 

に 「いで や 都の 好色 文の 達人 西 村市郞 右衛門 筆 を 振 ふて 西 鶴 を 消す ど い 

へ ゲ」 、是 亦學 問に 疎ければ 其 誤な きにし も あら す」 ど 評判され し 市 郞右衞 

門 は 害肆の 主人に て、 好 色 心中 女 (真 享 三年) 好 色 注 能 毒 (同 五 年) 浮 世 祝 言 揃 

(元祿 三 年) 等 好色本の 作 多 けれ V」 も、 是等は いづれ も文學 の範圓 外に 脫出 


したる ものにし て、 江 10- の 桃 林 堂 蝶 麿の 流亞 なれ ば， 評 論の 限に あらす。 

西 鶴の 町人物 武家物の 摸倣 者は尙 二人 あ り、 北 條圑水 ど月尋 堂ど是 なり。 

圑水又 圑粹、 滑稽 堂、 白眼 居士 等の 號 あり。 兩替町 通 ニ條上 ル 町に 住み、 晚 

年 柬洞院 に 移る。 西 鶴が 俳諧の 門人に して、 師の 歿後 浪花に 赴き、 その 草. 

庵 を 守る こビ七 年に して 京に 歸 り、 寳 永 八 年 正月 四日 四十 九歲 にて 歿す o 

1 生涯 淸 貧の 人な りし ビ いふ。 隱、 iss^ 系 

n ト ヒゥシ 

著 はす ビ ころの 俳 書に 圑 袋、 特 牛、 彌 之 助、 秋 津 島、 塗 笠 等 あり。 戯作に 新武 

道傳來 記、 晝夜 用心 記、 一 夜船、 新 永代 藏等 あり。 新 武道 傳來 記ビ新 永代 藏 

VJ は 西 鶴の 武道 傳來記 ど 永代 藏ど に 據れる こ ビ 言 ふまで もな し。 晝 夜 

用心 記 (寳永 四 年刊) は 詐譌顧 盜の話 三 十六 種 を 取合せ たる ものに て、 多く 

は當 時の 實說 なる ベ く、 支 那 の杜驅 新書の 類な り。 卷 六な る 「子 を 思 へ ば 

晝 の 闇」 の 一 章 は、 甞 て 紅葉 山人が 茶碗 破 ど いふ 斯 講談に 仕組みし ものに 

て、 殊 に 面白き 話なる が、 こ は 中 川 喜 雲の 私 可 多 話 (萬 治 二 年 序) 卷 三に 出 で 
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たる 小話 を 敷衍せ しも 

作なる べし。 一夜 船 二 

に て、 西 鶴が 諸國 ばな し 

別人な りしビ 斷 じたる は" 

を 書き集めた る 正月 揃 

白眼 居士 は 全く 別人に 

たる 束 山の 僧なる を、 後 

である 由、 柳 亭種 彥 

書、 共 に 圑粹の 序文 

多き に徵 すれ ば、 是 

說 年表に 寶永四 年 

は 別人の 作に て圃 

は 江 In, 僭 祌秀著 ど 


のな り。 见に角 用 >5 記 ど 

名 怪談 諸國物 語) は 諸國の 

の 類な り。 之 を 誹 家 大系 

、何に 據れ るか 頗る 疑 ふ ベ 

どい ふ を、 圑 水の 作ビ した 

て、 贞享四 年 に 好色 破邪 顯 


三 四 二 

新 永代 藏 ビは此 人の 傑 

奇事 異聞 を 集めし もの 

圖 に 「團 水の 名 あれ ざ も 

し。 又 諸國の 正月 風俗 

る 書 あれ V- も、 此 著者の 

！, L- を 著して 西 鶴 をお り 

ま 


は 書肆の さか しらに て國水 ど 入木した る 

の 辯 あり。 本朝 智惠鑑 (正德 三 年刊) 武道 張 合 大鑑の 

あ れ V- も. 文 體 正月 揃に 酷似 し、 儒 佛の引 事い たづら に 

も 東 山 曾 白眼 居士の 作に あらす やど 疑 はる。 日本 小 

の 千尋 H 本 織 (袋 VJ ある は 誤) を 圃粹の 作 ビ したれ V- 、こ 

水 は 只 序文 を 書きた るまで なり。 械 彦 の柳亭 筆記に 

あり。 京攝戲 作者 考に幽 水の 作 どして 男女 色 競馬 を 


舉 ぐ、 そ の 外題より 察する に 好色本ら しけれ ざ、 未 だ见 ざれば 何 ども 言 ふ 

能 はす。 时西 鶴の 歿後 その 遺稿 VJ して 出 板せられ し 書に は. 刚 水の 袖 筆 

せし もの 少なから ざるが 如し。 

月 尋堂は 其 傅 記 明 なら や、 北京 散 人、 看花齋 等の 別號ぁ り。 元祿五 年の 俳 

書 高 砂 子、 正 德四 年の 伊丹 發句 合に 月 尋の名 見 ゆ、 そ の 同 一人な り や 否や 

を 知らす。 鎌 倉此事 S 永 五 年) 今樣 二十 四 孝 (同 六 年 ¥ 孫大黑 柱 (同) 兄お 

惡 車 (同) 等 五六 秫の戲 作 あり。 文章 は 西 鶴 を學び たれ ざ も、 圑 水よりも 一 

層 平明 暢達に し て、 八 文字 屋 風に 近づけり。 此 人の子 孫 大黒柱 は 永代^ 

の 類に し て、 儻 偶 用心 記 (寶 永 六 年 刊) は 圑 水の 晝夜 用心 記ビ 全く 同種の も 

のな り。 S 偶 用心 記 は 明 和 中世 間 用心 記ビ改 め、 序 文に ある 月尋の 署^ 

を さへ 定延 ど變更 せり。 定延は 天明 七 年に 珍 翫鼠育 草 どい ふ 小冊子 を 

著せし 人な bo 帝國 文庫の 珍本 全集に 月 尋の作 どして 武道 眞砂 日記ん」 

收め たれ ざ？ .- は 明 和 九 年の 再版 本に し て、^ 本 は 文武 さ  >  れ 石 ど稱し 正 
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德ニ 年の 序文に 石 別 子 ど あるの みなる を、 年 號を 削り 作者 月 尋の四 字 を 

入木せ しもの ビ見ゅ )o 

四 鶴 出で て 其 摸倣 者續 出し、 小說の 作風 一 變 したる も、 尙 一 方 に は 前代.，： 

餘 風を存 して、 敎訓物 怪談 物 も 並び 行 はれたり。 敎訓物 怪談 物の 大家^ 

井 了 意 は 長命に し て、 元 祿四 年まで 生存し たれ ざ も、 こ は寬文 時代の 代^ 

作者、、」 見るべき ものな り。 此 人の 作に て 有名なる は伽婢 子 (寬 文 六 年刊) 

及 びそ の 績篇狗 張子 (元祿 五 年刊) に して、 いづれ も 諸 國の奇 事 異聞 祌仙怪 

異 の 譚を集 めた る ものに て、 剪 燈新 話に 基き た る 作 な り。 此 系統 を繼 承 

せる もの に、 林 文 會 堂、 靑 木 鷺水等 あ り。 

文會堂 名は義 端、 通 稱. 九 兵 衞、 伊 藤 仁 齋、 伊 藤 固 庵の 門人に して 書肆 を 業 ど 

し、 文 林 良 材. 文 法 授 幼抄、 扶 桑 名 賢 文集 等の 著 あり。 了 意の 狗 張子 を 出版 

したる 緣钕 あるよ り、 お のれ も 之に 倣 ひて 其 後篇に なぞら へ 玉 櫛 笥、 玉 お 

子 S を 著せり。 正德 元年 五月 八日 歿、 墓 は 三條 蹴上佛 光寺 廟に あり。 


鷺水は 別に 白梅 園、 三省 軒. 歌仙 堂 等の 號 あり。 雛 屋立圃 の 門下に て、 徇幸 

町 通 二 條上ル 町に 住む Q 俳諧 新 式、 俳 諧 指 南、 俳 諧 良材 等 五六 種の 俳 書の 

他に、 和漢 故事 要言ビ い へ る 諺 を 集めし もの や、 鷺水 閑談^- いふ 隨 筆の 著 

あり、 戯作に は 御伽 百 物 語、 近 代 因果 物 語、 古 今 堪 忍 記 (新 堪 忍 記 ビ も) 新 玉 櫛 

笥等 あり。 是等は 了 意の 流 を 汲みた る 作物なる が、 別 に 西 鶴の 好色本 系 

統の 丹前 艷男ビ いふ 著 ある 由 なれ ざ 、未 だ 寓目せ す。 元祿 太平 記の 記す 

る 所に 據れ ば、 當 時の 名優 中 村 七三 郞の事 を 記した るな りビ いふ。 俳 家 

大系 圖に鷺 水 を 評し て 「弱 冠ョ リ 才智 衆人 ュ 秀， テ殊ュ 俗事 ノ文詞 ュ 妙ヲ 

得- プ著 ス所ノ 冊子 井 ノ西鶴 一一 モ劣 ラズ」 ど いへ る は 甚だ 覺束 なし。 文會 

堂 も 鷺水も 達意の 文 どい ふの みに て才 氣に乏 し、 學 問 は 兎も角 小說家 ど 

して は 多く 言 ふに 足らす。 享保 十八 年 三月 •  二十 六日 歿 す、 行 年 七十 六。 

最後に 少しく 毛色の 變 りたる 作者 を 紹介して、 此ー篇 を 終らん どす つ 前 

に 時代物 を 今 樣に引 直す こど 元祿 時代の 風潮なる. 3 を 述べ たる が、 之 ビ 
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同樣の 趣旨に て 

代卷 は； t 代紀の 

なり。 俗 譯ビぃ 

も あれ ば、 故 ら に 

扱 ひに ズ ント開 

淺 黄 裏、 繡 子の か 

も元祿 化せられ 

みたる も b  V  3 

の 、如し o  ^ ソの 

誤り 傳 へ られし 

の 人物 yj 題す る 

より 差 出し、 訴 

宫八田 之 流右大 

^銕 舟、 申 三十 歲 
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俗譯の ー體を 立てし 者に 都の 錦 あり.。 卽ちそ の 風流； t 

俗 譯、 風 流 源氏物語 は 源氏の 桐 壶箒木 を俗譯 したる もの 

ふ も 元より 忠實 なる 飜譯に は あら す、 原 文 以外の 入れ 事 

猥雜 なる 文句 を 加へ し 所 も あり。 高天原の 祌々 も粹樣 

け 給 ひ、 平 安 朝の 貴公子 も 「當 世 はやる 吉 岡に 大紋 つけて 

ハ ケ ナガ 

へしの 二重 帶、 鬢 付 どろり ど 刷毛 長 あ 浮世 大 盡、 ざ こまで 

こ bo  a 流 祌代卷 q 轵尾に 元祿 徒然 草、 及 び a 流 源氏の 空 嬋、 夕 

f 顏、 若 紫 の 卷、 綾 刊 の豫告 もれ V- 、是 等 は 上 木され すして 止 

傳記 は從來 世に 知られ す、 或 は 錦 文 流 ビ 異名 同人 V」 さ へ 

が、 明治 二十 九 年 六月の 早稻 田文學 に， 饗庭篁 村 氏 小說家 

1 篇を揭 げ、 そ の 中に 都の 錦が 寳永 元年 霜月 十八 曰 獄中 

狀を發 表せられたり。 其 文は始 に本國 常陸宍 戶鄕 宇都 

將賴朝 公 同腹 兄 左 衞門尉 知 家 二十 一 世、 生 國懾州 大阪宍 

ビ、 自 己の 身分 系圖を 記 し、 次 に その 來歷を 語 f- て、 も V」 懾 


(播の 誤 か) 州 佐 角 邵の鐄 守 佐 用姬祌 社の 神 生を務 め、 八 ffl 上宮 內少輔 光風 

V」 いひし が 三十 一 歲の 時、 學問 修業の ため 上京し て、 伊藤 仁齋の 門に 入り 

て 經學を 修 め、 傍 北村季 吟、 烏 丸資慶 について 歌 學を學 び、 和 漢の 書に 眼 を 

腸ら す こど 六 年、 た まく 惡 友に 誘 はれて 島 原 通 ひを始 め 、金 につまりて 

三條繩 手に ある 祖父の 所持 町 屋敷 を 詐計を 以て 密に うりこ か し、 爲 に 親 

族緣 者の 勘當 をう け、 大に窮 困 し 、登 年 二十 七 歳の 春 新黑谷 門前に 引 込み 

小 庵 を 結 び、 佛 法 修行に 志 し、 山 科大宅 寺の 月 波和尙 に參禪 し、 名 を 銕舟ど 

改 め、 糊 口の ため 假名 物語 を 作り 渡世す る こど 二 年六ケ 月、 そ の 後 立身の 

ため 同學の 紹介 狀を得 て、 元 祿 十六 年 四月 三 曰 江 芦に 下 り、 添 書 の 人 を 尋 

ねたる に、 火 炎の ため 行方 知れ す、 十 方に 暮れて 町々 徘徊せ る 中 に、 無 宿 改 

の 役人に 捕へ ら れ、 同 年 十月 薩州 山ケ野 金山に 流されし が、 同 囚の怨 をう 

け、 居 るに 堪へす 、一 旦逃. 0 せし も 忽ち 捕 へられて 入牢の 身ビな り、 餓 ぉ- 道 

の苦堪 へがた けれ ば、 寧 ろ 早く 首 を 刎ねられた し、 自 分が 京都に て 都の 錦 

1ニ 四 七 
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ど いひし 山 緒 は諸藝 太平 記ビ いふ 書に あり 云々。 

饗庭氏 は 之に 附記し て 「此 の訴狀 によりて 獄中の 苦 を 免 さ れ、 同 國鹿籠 の 

金山に 徙 された り、 此 所に て は、 は や 取扱 も ゆるやかに なりけ ん、 寳 永 五 年 

に 播磨楮 原 三 册を著 は す (赤 稳 義士の 事な 丄其 他 著作 ありし ならん が い 

また 知ら す、 薩 州 藩 巿來辰 右衞門 どい ふ 人、 都 の 錦の 詩歌 等持傳 へたる 中 

に. 寳永七 年，、」 記した る あ り、 首 を 刎ら れん 事 を 願 ひて よ り、 七 年 はたし か 

に 生た る なれ V- 、其 後の 事 を 書留た る もの 山 ケ野鹿 籠に も あらす ど いふ、 

惜き事 か な」 W いはれ たり。 

饗庭氏 以前に 都の 錦に つ いて 記した る もの は、 中 极肅治 氏の 小 說家著 

述 目 錄 (明 治 二十 六 年 六月 刊.) に 「元 祿 時代 人、 或 曰 錦 文 流 同 人、 或 曰通稱 宍 

芦 與 一 」VJ 記 し、 双 木 園 主人の 戯曲 小說通 志 (明 治 二十 七 年 八月 刊) に 「宍 ^ 

銕 舟、 初 の 名 は 光 風、 或 は 光景に 作 る、 澤 風 軒、 又 黄 金 洞 裏山 人ど號 す」 ど 記 

し、 次 に 前述の 訴狀 V」 ほ  >  同様の 事 を略說 し、 播 0 搨 原、 道 芝 乃 露の 二 書 


を その 著述 V」 して 擧 げたれ ざ も、 宍 銕 舟の 都の 錦なる 事に つ いて は、 

少しも 言 ふ 所な し。 

右の 訴狀の 出 所に つ いて は. 余 の 寡聞なる 未だ 知る 所な けれ V- も、 之 を 彼 

の 著作に 照合す る に 著々 證跡 あり て、 ほ  >  信 を 置く に 足る もの 、如し。 

彼 は 他の 小 說家ビ 異なりて、 頻に 手前味噌 を 並べ、 盛に 自己 吹聽 をな す 癖 

あり。 その 著 風流 曰 本莊子 は祌道 儒敎の 立場より、 世態 人情 を 批評 し て 

氣焰を 吐きし ものなる が、 篇 中の 生 人 公なる 友 部 彌市は 幼より 學 問に 達 

し、 聰 明 無比な りしに、 二十 歲 頃より 山 谷 通 ひを始 め、 父 母の 勘 氣を被 ，9、 元 

祿十 三年の 秋 袷 一 枚 を與へ て勘當 せられし よ り、 俄 道心に 頭 を ま ろ め、 朿 

海道 を 流浪して 京に 上り 詫 住居す る 由 を 記 し、 博 學 自慢に 當 時の 學者歌 

人 を 引合 ひに 出 し、 事 々 しく 和漢の 書物 を 並 ベ 立 て 「和 文に いら ざら 聖腎 

の 語を澤 山に 引 集 め、 所 々 に 性 理の沙 汰」 う. る さ く、  V- こまで も 高慢 臭 き が 

中に、 新 町の 游 女お 琴の 美 色 を 形容して 「松の 位の 若 綠、 常 盤の 色の 名に 高 
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き 天人の 迷子 ビ い はる、 程の 器 量、 宍 芦與 一 が 假名 文、 菱 川の 浮世 繪も及 

ば す」 VJ 臆面 も な く ほざいたり。 與 一は 彼が 通稱 なる ベ く、 本 書 の 主. 人 公 

を彌市 VJ いふ も、 之 に 因み し 名 VJ 聞 ゆ o 

又 其 著 御前お 伽 婢子卷 四に 「淸白 節義の 土 を 抱 ゆ るに 大分の 知行 を 以て 

呼ぶ ど 雖も 得べ から す、 古 への 伊 尹、 今 の 伊藤 維 赖是な り、 忠 貞の士 を 求む 

るに 刑罰 を 以て 脅す ビも 得る こ ビ 能 は や、 昔 の 伯 夷、 當 世は宍 戶 光風が 如 

き 是 な り」ど いへ る 一節 あり。 伊 尹 ど仁齋 どの 比較 も變 なれ ざ、 伯 夷 ど 宍 

芦 光， 風に 至って は 愈、 >  珍 なり。 又 元祿 太平 記 二 名諸藝 太平 記) 卷 六 に 「此 

頃 京都に て 八 田 光 風、 四 書 授蒙句 解 二十 卷に 述べら る 、由な り、 此 書 板 行 

なり 候 は 3- 初心の 便り ど い ひ、 本 屋の 金箱なる ベ し」 W あり。 彼が 宍 戸 又 

は 八 田の 姓を稱 し、 光 風、 與  一 V」 いひし を 見る に 足れり。 風流 祌代 卷、 御 前 

ぉ伽婢 子等に 雲 休 堂の 印 あり。 戯曲 小說通 志に いふ 所の 澤風軒 又 黄^ 

洞 裏山 人の 號は 未だ 見當ら ざれ ざ も、 想 ふに 流譎 後の 稱 なる ベ きかつ 


十 十 十 十 ナナ 

五 四 五 四 五? a 

年年 年 平 年年 

ャ十 十 
正 一 正— 正ん 

刀 ガ 月 刀 nn 
刊序 刊 序 刊跋 


光風が 甞て； 1 官 たりし 事の 實際 らしき は、 風 流； ^代卷 に^ 道の 奧義 を^ 

り て 「此 口 傅 は 銀 三枚、 中 臣ト部 同斷な り」 な ノレ 0 し， 『沖 津 白波』 卷 三に 播州 

佐 與郡佐 與姬の 社に 鬼面 を 被りし 賊の 籠りし 記事 を揭げ て、 土 地の 百姓 

源右衞 門の 直話な り どい へ， o。 有力なる 證據 どはい ひ 難 けれ ざ、 此 土 地 

に緣 あ，？ げな り。 又 大宅寺 の 月 波和尙 に參禪 した， 5 ビ い へ る も 事實ら 

し く、 御 前お 伽婢 子に 載せた る 宗的ビ いふ 禪 僧の 記事 を 見る に、 全 く 素人 

の 筆 ど は 思 はれ や。 


彼が 著述 は 左の 如し 

2據造 元祿曾 我物 語 

御前 お 伽婢子 

風流 祌代卷 

風流 日本 莊子 

沖津 白波 


六 冊 
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元 祿 

元 祿 

同 

元祿 十四 年 作 

元祿 十五 年 五 月刊 
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風流 源氏物語 


M 後の も 

六 年 四月 

は 元祿十 

げたる 末 

限りに 西 

訴狀 によ 

ば、 元 祿 十 

開の 誤 な 

1取 3 言 

き 證跡ぁ 

に て、 两 鶴 

せ ら れ た 


の を 除きて 

に 江 ui に 出 

四 年 冬 序 ど 

に 「惜 い か な 

每の浪 の 泡 

れば 流罪 は 

四 年の 事 ど 

り ビ  一 一一 一一 n に 

は 種々 の點 

り、 こ は旣に 

を^して 都 

る が、 此 他 に 


. 五 冊 元祿 十六 年 正 月刊 

は 皆元祿 十五 年の 出 板な り。 さ 

でたり，、」 い へ る ど 能く 合へ り。 

ある 梅菌 堂の 元祿 太平 記 に、 都 の 

都 の 錦、 そ の 功 いくばく も あらす 

ど 消 ゆる こ V」 、洛 中 書 林の 淚ぞか 

元祿 十六 年 十月な り。 然るに 太 

なりて 二 年の 差 あり。 饗庭氏 は 

斷 せられたり。 かくいへば それ 

より 觀筏 し て、 都 の 錦が 自己 吹聽 

水 谷不倒 氏が 其 著 列傳體 小說史 

の 錦を揚 げ、 又 伊藤 仁齋を 推稱し 

も (M 有力なる 二三の 證據 あ. 


三 五 二 

れば 訴狀に 元祿十 

た^ 一つ 疑 ふべき 

錦の 才學を 褒め あ 

して、 行年 二十 七 を 

し」 VJ ある 事な， 5。 

牛 き a  。- き； 1 ^  (  vo 

太平 記の 記事 を傳 

までの 事 なれ V- 、元 

の 匿名 作 ど おぼし 

に 唱道せられ し 所 

た る ニ點 より 推斷 

太平 記お に 京の 書 


肆ど叁 宫道者 V」 の 問答に 托して 曰く 

京 歌書の 外 女の 敎 になる ベ き 文 は 婦人 養 草、 女 訓抄、 饞草 、女郎花 物語 杯 

に て、 や がて 嚴 島の 尼の 作られた る 嫁入 道具 ど 申 物 出來申 候、 極 めて 1 

寳 なる 書に て、 女の 身の上に 於て 敎へ誡 をし る し、 大 和 唐土の 故事 を 連 

ね、 萬 女の もて る 調度め く 物 漏 さす 書 集め 候、 此 書 板 行いた し 候 は  > 、上 

は 几帳の 扱 髮、 下 は 茶の間の 投島 田に 至る まで、 一 部づ 、買 ふ て、 櫛 箱 に 

納め 給へ か し、 此 書の 作者 厳 島の 尼の 事 は、 御前 於伽婢 子に く はしく 見 

え 侍り 睽 

而 して 御前お 伽婢 子に は、 此 尼の 履 歷を記 し、 且 「此 尼の 集 置きし 娶入 道具 

どい へる 草子 あ り、 す ベ て 女中の 玩 草に 面白き 物な り、 十 二 冊 あ り、 僕 之 を 

寫 置きた り、 や がて 板に 行 ひ 世の 助に せんこ vj を 思 ふ」 ど あり。 お 伽婢子 

は 元. 祿 十五 年 正 月 の 出 板、 太平 記 は 同じく 三月の 出 板に て、 此 間中 一 ケ 月 

の 逢 あれ V- 、當 時の 印刷術に て は 板木に 手間取る 事 ゆ ゑ、 無 關 係の 局外者 

ill 


三 五 四 

がお 伽婢子 を讀 みたる 後. 文 作して 太平 記に 書 載せて 出 板す る 程の 餘裕 

な し， お 伽婢 子の 著者なら では 出來 得べ き 事なら や。 又 前に 引用せ し 八 

田 光風が 四書 授蒙句 解 二十 卷の出 板 豫吿の 如き も、 著者 か 書肆 かの 他に 

は 知らぬ 事に て、 例 令 知る，、」 も 殊更に いふべき 事に 非す。 尙 太平 記に 

昔より 今に 至りて 見醒 せす して 面白き 物 は、 御 伽 婢 子、 可 笑 記、 意 愚 智 物 

m なる ベ し、 又 近年 板 行 あ-' しに は宗 祇諸國 物語、 武道 傳來、 御前 御伽、 是 

等 は 萬 代 不^の 書 な り。 

VJ あり。 ^享ニ 年 の 宗 祇諸國 物語 や、 同 四 年の 武道 傳來記 VJ  、二 ヶ月 前 出 

板の 御前お 伽 を 並べ 擧 げ て、 近 年 板 行せ し せ Z 代 不易の 書 vj す。 言 者の 何 

人なる か は 問 はすして 明かなる にあら す や。 此他 思想に お い て、^  0 例 

にお いて， 太平 記 は 都の 錦が 著書 ビ 符節 を 合すが 如き 點 甚だ 少 からす。 

以上 說，、 所に 因って 太平 記な 都の 錦の 著書 ど斷定 せんか。 訴狀 にい ふ 

如 く  ^ 一片 に て 無 宿 改の 役人に 捕へ. られ て、 元 祿 十 六 年 薩 州へ 送ら れ し が 


事實 なら ば、 み づ か ら 「西 海の 泡 -、」 rm 

決 甚だ 困難に して 訴狀の 記事 を眞 

く、 太 ¥ 記 を 錦の 作 V」 す れ ば、 訴 狀 を 

しめむ 爲 に、 試 み に說を 立つ る に 、俳 

托して 自己の 終焉 記 を 作 り、 暫 く 身 

都の 錦 も 亦 京に 居り 難き 事情 あり 

落に 擬し て、 出 傍題に 西 海の 泡 V」 消 

に 追放せられ しょ り、 吾 人 をして か 

彼の 學問自 慢は 到る 處に學 者 や 書 

^せじむ。 思 ふに 彼 は 小說を 書く 

ベ き 漢籍の 選 擇をな し、 又 は 諺 解 類 

太平 記に e の 出 板 を豫吿 せる 根源 

しもの なるべし。 兎に 灼相應 に 和 


ゆ る」 VJ は 豫 さ！ I 出来ぬ や：； なり。 此の 解 

ど すれ ば、 太 平 記 を ^の 作 ど 認 定 し 難 

疑 は ざ る を 得 t 今此 矛盾 を 調和せ 

道の^ 心 家 獅子 庵支考 が、 門 人の 名に 

を 潜めて 天下の 形勢 を 窺 ひしが 如く、 

て、 自 ら身を 隱す覺 悟を定 め、 平 家 の 都 

ゆる ビ いひし が、 偶 然讖 をな して 薩州 

く考 證に勞 せし むる にあらざる か o 

物の 噂 をなら ベ、 ほ VJ  /) 人 をして 却 

外 に、 書 肆の 相談 相手 どなり て、 翻 刻 す 

の 俗、 書 を 作りて 口 を 糊せ しならん。 

塵 滴 問答 大成な V- も、 彼 が 筆耕に なり 

漢學の 素養 あ り、 文 章 も 流暢 平明に し 
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て、 西 鶴の 如き 破格 や 俳諧 調な く、 往 々 七五調の 掛詞 多き 道行 振 を 交 へ、 好 

んで 故事 を 引き 詩歌 を 用 ひ、 古典的 街學 的に して、 時 どして は 文中の 古語 

に 註釋を 施せるな V/ 明 和の 建 部 綾足 ビ 似通へ る 節 ぁトも 是等は 彼が 學 

問 自慢の 餘弊 なれ ざ も、 亦 通俗 趣味の 大 阪に對 する 京都の 好古 趣味 を 代 

表せる もの vj いふべ し。 元祿 太平 記 g に 京都の 書肆が 大阪の 書肆に. M 

ひ 

最前 貴樣 都の 錦 を おどしめ そね み、 西 鶴. を 褒め 過ご し、 西 澤を 取上げ 給 

へ ざ 、浪 花の 作者に 小 學か大 學を讀 ませて 見たい、 字面 一 通 もろく に濟 

む ま い、 さ らば 假名 草子 を 作る 程 に、 源 氏 か 狹衣を 取 出し 沙汰な しに 間 

て 見や れ、 義 涎 はさて おき 讀癣さ へ 醫者坊 なる ベ し。 

vj いへ る は、 能 く此 間の 消息 を傳 ふるものに あらす や。 かくて 古典 通 を 

鼻に か け、 和 漢の引 事業々 し く、 真 面目 臭って 敎訓 的の 語 を 吐く かビ思 へ 

ば * 畤 々必要 もな き 所に 淫猥なる 文句 を陳ぬ るな ざ、 全 く此 時代の 風潮 を 


現せり， 彼 は 表面に は 西 鶴 を 無學ど 1i  ,9 て 自 ら高 くせん ビ せし も， 內 實 

その 文才に は 感心せ しもの ビ見 えて、 「憂 ひがち なる 秋の 夕橫 堀に 流る 、 

塵埃 をば 西 鶴の 目に 錦 ど 見 まが ひ、 春 の 朝 茶臼 山の 櫻 をば 雲 かど 望 み お 

ぼしけ る、 誠 に 西 鶴 こそ わけ の聖 なりけ る、 西 鶴 なくなりて 濡れの 文 ど U. 

ま れ り」 V」 讃 せり。 彼 は 西 鶴 は 勿論 其磧ほ ざ の 觀察も 文才 もな けれ f  、鬼 

に 角 一風 變 りたる 作者な り。 錦の 風に 倣 ひし 者に 隱士梅 翁 あり。 洛陽 

散 人 容膝軒 ども 號す。 風流 源氏の後 を繼 ぎて、 寳永四 年より 引續き 若草 

源 氏、 雛 鶴 源 氏、 紅 白 源氏 等、 年 々源氏の 俗解 を 出せり。 

之 を 要する. に 京都の 小說 家は舊 趣味に 囚 はれ て、 自 ら 新機軸 を 出して 流 

行の 魁た る 能 はす。 文學 史上の 大立物 どなれる ものな し。 就中 その 錚 

々たる もの を 求 むれ ば、 元 祿 以前に 於て 近世 小 說の祖 たる 淺井了 意 ど、 元 • 

祿 時代に 於て 西 鶴に 基づ いて 之 を 一 變 せし 江 島 屋其磧 ど、 この 二人 を 推 

すヾし どす o  (明治 四十 四 年 二  =0 
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三 五八 

播磨 25 原に ついて 


前章の 文を發 表した る 後， 饗庭 

より 左の 報吿ぁ り、 之 によりて 

の 說 の 所據. を も 知り 得た る は 

此書は 上中下の 三 卷に分 ち、 上 

て、 扉の 文字 は 次 の 如し。 

此 一 卷 亥の 冬 十二月 

子 の 夏の 末に 事 なれ 

書 


る 


方 しれす 吹ち らし 侍 

磨 椹 原 

于時寶 永 五 載 六月 十日 ョ 

獨樂無 二 雅伯書 鹿 籠 金山 


の藏書 を借覽 したる 文 學士靑 木 存義君 

狀の出 所 を 明に し、 併 せて 戯曲 小 說通志 

に 同 君の 貺な り。 

四 章 (八 枚) 中 は 一 一  1 章 (八 枚) 下 は 五 章 (九 枚) に 

金 曰 終る ベ きを さは， 5 ありて 

ビ い へ V- も 雲 路を隔 つ る 風の 通 ひ 行 

により 今 又 改正して 送る どい へ り 

ヅ依索 


梦舟居 土  f 

卷 末に は奧付 ビ奧書 あ， 5 左の 如し  . 

寳永伍 載 六月 下 四 天 

追而  . 

道 芝の 露 一 卷 ぉ购 ™ls せ 性 • 
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ョ 六 o 

寳曆十 一 年鐵舟 直筆 を 以寫之 於 鹿 兒府也 

松 岡 十 太夫が 書 添 

金山 流人 鐵 舟が 事 山 ケ野鹿 籠の 兩 金山に て 委敷 書留た る もの もな く 

口 傳に覺 へたる もの さ へ なくて 自筆の 物 も餘多 ありた る 由 なれ V- も 

今持傳 へたる 物 もな，.、 人山 ケ野山 先役 市來辰 右衞門 どい へ る もの、 

持た る 詩歌 有料 紙 は 杉 原 半切、、」 見へ たり 口裏に 宍戶宮 內少輔 光景 異 

名鐵 舟- yj あり 

予 • 

奉  - 

公 命 移 居 於 從長野 寳山于 鹿 籠寳山  • 

二字 不明 

□  □ 漢和 野 吟綴三 首 以述兩 山 進退 之 情趣 矣且 有訪慕 離別 亦 追 i 

和歌 二 首 


爲客寳 山 三十 年生 前 賜 有 降 於 天 

移 居又是 黄金 地 初見 鹿 陽 花月圓 

こ ど はに 金 花 さくみ たからの 山より 山の さか へ みそめん 

粞 かふる 里 もさ かゆく 君が代の おなじ 惠 みのな がれ 汲べき 

追加 

此程 久しく 馴 むつび し 人々 の 今日 かよ 明日 かなん V, 別路の ぃビ 

う 慕 ひつ ざ ひて 聞へ 侍りぬ かねてし も名殘 のこ どこ そ 心 1 つに 

思 ひせ まり ぬれば 今更 いらへ も あ へ で 

かねて をし き 心なら ひぞ みな 人の 名殘 ど V」 へ ば釉 ぬらす かな 

かくなん 名殘 のみ さり ど は 心 ひかる ゝ事 にも ある もの か は V」 思 

ひつ  >  けて 

した はし ど 思 ひすて 、も 思 ふかた にこ ど わり あ へ ぬ 我な みだ か 

な  . 

三 六 J 


1 き 一 

寳永七 aaf-  .  .  • 

黄金 峒衷 山人 

澤風軒 

印 文楝隆 の 二 字 白文 

^垂水 安山が 寫 したる 播磨褡 原 を 寫し終 文字の 虫 付 又は 消した る處な 

V> 校合の ため 鹿 籠 金山の 關 兵 衞が本 を 借りけ る に鐵 舟が 牢訴 の寫を 

さ へ に 取合 借りけ， o 此文も 書 添へ て鐵 舟の 事尋 ぬる 人の 爲 にす 

(饗庭 翁 藏の寫 本此處 切取り ありされ V- 牢訴の 文 ありし は 前後より 推 

知す る を 得) 

右え 牢訴の 文に は 鐵舟素 生 等 能 知れた， 9 鐵舟 或は 鐵秀ど 書し は 相 分ら 

や 光風 ど 光景 ビ 相違 あり 何れ か是 なる を 知らす 後の 人相 釓し 給へ かし 

文久 ニ年駐 八月 二十 三日 垂水 御屋敷に て 書 添て 於 朝 様へ 差 上げる 


どなん G  , 

(右 は 饗庭翁 藏の播 磨稆原 (寫 本) に より 1 字 一 句 も 改めす 書拔け る もの 

な り) 


千那 7」 角 上 

大正 五 年の 秋 頃であった ど 思 ふ、 自 分 はふ ビ思ひ 立 

寺を訪 うた。 その 目的 はいふまで もな く 千 那の事 

復の 書類で も殘 つて 居り はせ ぬか ビ云 ふ發見 慾に 

た。 住職 は 極めて 慇 勤に 客 を 引いて、 種々 な 抄物 を 

いふ 目 ぼしい 物 もな く、 千 那の 白馬 紀行 ど 角 上の 瞬 

て、 秋雨 蕭 々たる 湖上 を 渡って 歸 つたので ある。 

千 那は本 福 寺の 十二 世 で、 法 名 明 式 (風 俗文 選の 略傳 

り) 櫳 律師 どな り、 返 隱後は 烕 應院ビ い ひ、 享 尿 八 年 四 


つ て、 江 州 堅 

蹟 探究の 爲 

そ 、られ た 

見せられた 

匕 亭 記 ど を 


の 本 福 

■ 蕉門往 

であつ 

. こ れ ，ヒ 

り 受け 


に 妙^ に 作る は 非な 

月 十七 曰 寂、 享 年 七十 

1 二 さ 一一 


三 六 四 

三。 角 上 は 其 養子で 十三 世の 住職、 法名 は W 因、 返隱 して 潦游院 V- い ひ、 延 

享. 四 i 五月 八日 八十 四 歳で 歿した。 誹諧 家譜に 七十 三歲 どした の は、 千 

那の享 平 VJ 混同した もの ど 思 はれる。 角 上の子が 明絮 角々、 その子が 明 

隨 未 角 (寬 政 五 年 三月 二十 九日 歿 六十 八) で、 四 世打續 いて 俳諧に 遊んだ 惯 

家で ある。 角上ビ いふ 名 は、 蝸 牛角 上の 爭な  >、」 い ふ 意から 出た もの かも 

知れぬ が、 其 角 を 慕うた ものら し く、 手 蹟も それ を 學んだ やうに 見 える。 

さて 白馬 紀行 は 宗祖 親鸞 聖人の 遺跡 巡 拜を思 ひ 立 ち、 寬 永 五 年 三月 二十 

八日 を 門出 V」 し、 四 月 二十 九 曰 江 m- に 著 き、 そ れ より 鎌 倉. 金 澤， 常 陸、 越 後、 信 

濃 等の 祌社 佛閣を 巡り て、 九 月 中句 再び 江 5- に歸 着した る 紀行に て、 詩歌 

俳句 を 多く 挾んで をる。 その 跋文に、 

高祖の 遺蹟 を拜 せん ビ て、 さ い つ ころ 杖を翅 にして 束 北の 山海に か 

け る、 予 もビ より 西 湖の かたはらに 住 み、 常 に 漁 樵に ビ もな ひ て、 風 雅 

の 道. にくら し、 行 先の 見る こど 聞く こ- V」 に、 唯 いひ なれし ざれ 言 ば か 


り に て、 他 の 耳 を 養 ふ VJ に は あら や、 聊 か 我旅懷 をの ぶる こ ビ しかり。 

烕應院 ま 法の 諱は明 式、 俳諧の 字 は 千那. 正德三 ビせ冬 佛名滿 曰 これ 

を 書 

VJ ある。 極めて 敬虔な 態度で 佛恩 祖德を 述べ たもの で、 悱 文ビ して は、 稍 

藻 思に 乏しい。 句 も 其 時 其 場の 卽奥を 無造作に 發し ただけ で、 取 出して 

紹介す る 程の 物 はない。 千那の 文章 は、 この 他に 尙 白の 撰した 忘 梅 集の 

序、 許 六 の 韻 塞の 序 ど、 風 俗文 選の 中に 近 江 八景 序 どが ある。 

角 上 は退隱 後、 京の 三 條橋朿 に 住み、 そ の 家 を 瞬 ヒ 亭 ど名づ け、 尊ら 徘諧に 

遊んだ。 其 知己 朋友に 依賴 して 亭の記 を 書かせた もの を 集めた の が、 卽 

ち！： ヒ亭 記の ー篇 である。 詩文 歌 句 を 寄せた 人人に は、 紙 空、 千 梅、 羽 十、 淡 

淡、 風 竹、 大 圭、 洒 堂、 羅 人、 巴 人 等の 俳人より 儒 流 桑門に 及ん で、 頗 る多數 であ 

る。 亭は 粟田口に あつ て、 左 は 靑 樓、 右 は 花 街、 市 店 前に 列 し、 招 提 後に 接し， 

極めて 雑沓な 狭隘な 場所であった が、 角 上 は 更に 意に 介せ す、 鈍 甘 ど 命名 

1ー一 六 五 


一 1 一六 六 

した 六十 許りの 老僕に 薪水の 勞を 取らせて、 誰彼 どなく 客 を迎へ て 、客 を 

烹、 俳 を談 じた ど ある。 瞬 ヒど名 づけた 譯 は、 矢島宗 明 どい ふ 人の 文 に、 亭 

何以名 一一 瞬ヒ； 曰 瞬 變瞬化 瞬 往瞬來 之 義也ど ある。 

敬 雨庵祗 空の 記 に、 角 上 の. 身 分を說 いて、 「このぬ し (角 上) や、 そ のかみ 水愿の 

流 を 源に 注 ぎ、 中 比淨土 眞 宗に入 て、 そ の 星霜 や 三百 四 五十 年に も ふりぬ 

ら ん、 六 街の 貫主 ビ內陣 に 院家ど つらな り、 權 大倌都 法 印に 禁官 をつ みて、 

川 鰭 古大納 言 實陳 卿の 猶子な り、 殊 に將車 家より 寺領を 下しお か れ、 代 々 

の 位牌 を佛室 に. 置く、 所 は 志 賀野洲 栗 太 の 三 郡 をし め、 朿 西の 頭官を い た 

だ き、 近 鄕の 末流 處々 に 分 れ、 檀 越お よそ 五六 千、 この 蘭 若 を 慕 ふ な んめ り 

云々」 VJ ある。 俳諧の 方面で は 千 梅の 記に 「風雅の 鋒 先に 至て は 勇猛 活然 

ビ， も ビ より 手 だれの 大將 にし て、 湖 西 堅 田の 本 城 を 堅う し、 大 律 打 出の 出 

^ に、 花 實 流行の 軍配 を ひらめかし て、 西 海道の 風 騷人を 追 ひまく り、 猶 此 

i; ヒ 城に 出張して は、 風 雅 に 富 み、 矜 つたる 京 勢 を 引受 け、 每 席の 誹戰 にも 


敵に 押附を 見せ や、 其 陣頭に は 敬 雨 大圭の 俊哲ぁ り、 淡 々、巴人の 强敵 あつ 

て、 常 に 花 を 降 ら せ り ビ ぞ、 予 は 本 城の 股肱な り、 頻 に 後 詰の 催促に 驚 き、^ 

鼠に 鞭 を 揚げて 是に 題す る こ -VJ しか ，9」VJ あ る。 

誹諧 家譜に 據れ ば、 瞬 ヒ 亭 類 燒 後、 湖 南に 歸り三 井寺の 傍に 卜居し 荷 庵 ビ 

いった yj いふ 事で ある o  - 

以上が 白お 紀行 ど 瞬 ヒ亭記 ？」 から 見出した 事實 の耍點 で、 この 外に 紹介 

すべ き 程の 事 はない ので ある が、 何 か 手が 、り を V」 、種 々 の 俳 書 を 涉獵し 

た 序 に、 書 きど め て 置 い た 千那角 上等の 俳句 を 左に 披露す る。 

木逮花 あおな 所を兑 付けたり  千 那 

木蓮 花 鈍な 所を哚 きに けり 

お も ひ 子 を 叱る に 似たり 雉 の 聲 

法隆寺 開帧 南無 佛の 太子な 拜す 

御 袴の はづれ なつかし 紅の 花 

三 六 七 


逢 坂 

紙 曆 

そ れ 

海山の 霞む 

祌の 門た ぞ 

瘦藪ゃ 作り 

如月 や 身 は 思 

八十 八 夜 

ふく 病に つれ 

常齋に はづれ 

乏少に 梅暌く 

か へ る 子 や VJ も 

半より M 場 


三 六 八 

も 

冥加 や 生れ 國 

や 箒 を 梅の 闇 

倒れの 軒の 梅 

は ね V- 押 やい ビ 

なき 霜の 名殘 かな 

てけ ふ は 花に # 

月のお ぼろ かな 

こくなる 後の 物 

返 す 燕 か な 


のかた まる 頃 や 初 

や 出 代 る あ. ビ の物淋 

くの 朧の形 や 梅 


流れ 行く 雲雀 は 滋賀の 花觸か 

や よ 雲雀 足 はなくても 大事な し 

たて わか る 山 三 井寺 や 雉の 聲 

江 を 渡る 梅 や 白 髭 打 下し 

涅槃 會ゃ 末代 なれば 物 を 食 ふ 

軒 近き 岩 梨 折るな 猿の 足 

隅 田 川 艙の昔 夏 を 始めけ り 

燕の 菖蒲に 迷 ふ 家路 かな 

手 を 伸べ て 覆 盆 子く ひけり 馬の 上 

(手 を 伸 ベ. て^ 上に 摘みし いちご 哉) 

蠅 打て あどに はなが. めら れに けり 

唇 に 墨 つ く兒 のす  >  みかな 

三 六 九 


づ 一七 〇 

皮 む く も 物む つかしき 棕哉 

草 臥 れ て 三 井に 歸 るか 時鳥 . 

、 ビ も 坟を 殺す こ ど 夏 百日 

舟 曳 の 妻 の 唱歌 か 合 歡の花 

夕立に 踏みな かへ し そ 波 舟 

髭 共が 座に かたぶく や 麥の秋 

罌粟 散て さ 、ら けの なき 匂 哉 

扇 打い かに 持つ らん 汗ぬ ぐ ひ 

信 樂 や 尉 が 家督の 山い ちご 

追  悼 

淸次は 天性 物に 愛敬 わりて 貴 K 親む 事 厚し、 一 生 は盧 生が 夢に 五^ 畏 1- 

たさ ひ 今 五十 年 あり ども わかろ ゝ B はう かるべし 、い つの 時 編して か^ 

嶽の 麓に 馳走 す、 世 渡る 道 -II 苦む かミ 兄れば 風雲に 嗡さ 山水に 樂 む、 今 は 

彼國 にして 撫樂 むらん。 
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しぐれき や 並 

水 涕に誠 見 

(水 涕 に ■ 誠 あ 

人 を 吐く 息 

永 魚 ど いふ 名 こ 

厚 衾 夏の 酒 

(下 五、 一 本 笑 ひけ リ) 

橫雲 を聲の 

南都 旅 店 

誰の ぞく 奈 

芭 布 一 翁 悼 

月 雪に 長き 


三 七 二 

びかね たる 妙 舟 

せけ， 5 御 取 越 

りけ り 御 取 越) 

を 習 はん 冬 籠 

そ をし けれ 年の 暮 

廣 VJ 諷 ひけり 

別れ や 鉢 叩 

良の 都の 圃の桐 

休み ゃ笈の I： 


曲水 や 筆の 流る、 御 溝川  角 上 

江 束の 李 山が 龃 父の 懷舊の 法事 LL 各々 經 文題の 發句に 彌陀の 光叨ミ い ふ 事^ 

小 服 紗に光 を や V- せ 玉 椿 

つ ばくら のうかべ てす ベる 柳 哉 

こ てまり や 娘 持た る 豆腐 茶屋 

か し こ さ の脫で 行きけ り 梅の 花 

楮草 やさ は ど て 色の 白から す 

早乙女 は 古 笠 ほ ざ が 上手 かな 

奈良漬の 瓜 見て 參れ加 茂 田 中 

小僧 V、J も 庭 にいで けり 芥子 坊主 

夕顔 や しづが 湯殿 は石茏 

大きなる 嚏 一 つ 秋の くれ 

名 n: に 得たり や 柿の 刻 はさみ 

三 七三 


三 七 四 

山 寺 に 山 椒 くさき 火燧 かな 

. 芭 燕 翁 棹 

芭蕉 葉の 寒し ど 答ふ聲 もな し 

蕃麥粕 の 枕の 昔の さむさ かな 

0 夜醫 El 趨 にの ぼる 

F ん 力し 夜の 都の どば かり 也  ^ 々 

. 俳人 惟然 の稱 呼に ついて 

芭蕉 門下の 風狂 僧 惟 然の稱 呼 は、 ィゼ ン であるか ィ 子 ン であるか 問 

で 今日まで まだ 決定して 居らぬ。 或 人 は 鬼 貫 句 選の 中に 

惟然が 伊丹の 我の 宿に 來 りてい ふ 句 

秋晴れた あら 鬼 つらの ゆ ふ ベ やな 

ど，. 9 あへ す 


いせんお じ やった 時 はま だ 夏 

V」 あるの を證 ビ して ィゼ ン である どい へ ば、 そ れは 惟然を 以前に かけた 

洒落であって 特別の 場合 だから 證據に は 成らぬ ビ いふ。 

成程 これに も 理窟 は ある。 然る に此頃 偶然 四 山 集 ど い ふ 句集 を 手に 入 

れね。 そ. れ は元祿 十六 年に 菰洲の 編集した もの で、 惟然の 門下 及び そ の 

流 風 を 慕 ふ 姬路の 人々 千 山 (.ISSFS^f® 盾 山、 元 灌、 菰洲 等の 作 を 主 

どして 惟 然、 鬼 貫. 智 月、 舍 羅、 月 尋 等の 句 を 交へ 擧げて 居る。 今 その 中から 

惟 然の句 を 拾へば 

この 風に 舟ビは 誰か たれく か  盾  山 

しっかり. yj こそ わかれ わかれつ  惟 然 

け ふ も くれる 明日 も あさても 稻 かる か  盾  山 

おし 合て ねよ みんな 冷たら  惟  然 

三 七 玉 


ま 


ひごろへ だ 

ら 今 思 ひ 立 

洲產土 はは 

にす る事洛 

た 愛で その 月 


てぬ 中 を 社 その 卷 この 卷鷄に 

る、 四 山 集に 幸す る もの 二け 

り まの 姬路の 風 骨 その ま、 烏 

の 無量 坊が燈 下に 社 

ならば その 月 か 


みだれな 


ら し 

口 を 

鳥 


盾 山 コ 

ひどつ 

落 人 


よい 節句で ござる ざ 

はし 立に あそび 

あつ. ちから， j- ちから 

旅關 眺望 

天氣 やら あれ やら 少 

コ洲の 人に おく 

せひ もな き 世 V」 田 5 は 


なた も 菊の花 

も猶與 謝の 海 

ヾ J 沖が 鳴〃 

れ たる を 悼て を 

れつけ しの 花 


-0 


然 


せ ん 


惟 


然 


高瀨 川：^ ^ 

今 こ、 へ 何 所から 蓮が 來 たら 嘸  いせん 

右の 如，、 ニケ所 だけい せん vj 假名 書きに して ある、 これで 见る yj 鬼 貫の 

西 落 も 無理で な く、 や はり ィゼ ンが 正しかった ので ある。 

^に瑣 細な 事で は ある が、 そ の瑣 細な 事が い つまで も引懸 りになる の も 

うるさ く. 且 四 山 集の 如き あまり 世に 知られぬ 片々 たる 小冊子 は、. C 佚 し 

易い もので あるか ら、 確 證を 見つけた を 幸 に、 こ  >  に 書 き どめて 置く。 

來 山、、」 鬼 貫 

談^ 屄 の掉 尾の 作者 どして 注目す 可き は. 小 西 來山ど その 親友なる 上 島 

鬼 貫 どで ある。 此 二人 は 年齡に 於て は 芭蕉より 後輩 なれ ざ 悱人ど して 

世に 認められた 時期より 云 へ ばむ しろ 先輩で ある。 

來山は 幼少の 頃より 談林 派の 前 川 由 平に 就て 俳諧 を學 び、 初 め 萬 平ど號 

三 七 七 
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し、 又 宗因 にもつ いて 二十歳 前後 旣に名 を 成 し、 晚 年 大阪の 今^に 住んだ 

人で ある。 この 人の 句 は 飄逸洒 脫に加 ふるに 蕭散 の氣を 以て し、 蕉 風 ど 

談林ど を 融和した 趣が ある。 

わ が 寢たを 首 あげ て 見る 寒さ 哉 

時鳥 濡れて 帷子 一 つなり 

元 曰 や さ れば野 川の 水の 音 

花 散りて よい 古びな り 一 心 寺 

見返れば 寒し 日 墓の 山 櫻 

僧 ひ ビ り 師走の^ 道 梅の 花  . 

行水 も 日 ませに なりぬ 虫の 聲 

兩 方 に 髯 が あるな り 猫の 戀 

この 人の 特色 は 手輕く 俗語 を 使用す る こ VJ である。 

飯 蛸 の あ は れ や あれで 朵 てるげ な 


花^ い て 死に € もな いが 病 かな 

愛子ん 亡 ひて 

春の 夢氣 のちが はぬ が う ら め し い 

若楓 一 降り ふって 日が 照って 

短夜 や 高い 寐賃を 出した こ ビ 

秋 立つ や 薑漬も 澄 み 切 つ て 

添 竹 も 無い にけ なげに 此 菊の 

花なら ば 花 野の花に わけが あろ 

一 體談林 派の 人は殆 V- 皆 前 句 付の 選者 を やって 居 る、 そ れで 自然 俗語 を 

弔ゐる 調子 を 俳句の 方に も 移した もの ど 見え る、 從 て 中には 徘句ど 云 ふ 

よりも 寧ろ 前 句 付 V」 云 ふ 方が 適當 かど 思 はれる 樣な句 も ある。 例へば 

短夜 を 二階へ たしに 上りけ り 

早 乙 女 やよ ごれ ぬ もの は 唄 ば か り 

三 七 九 
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松の 月 枝 に か け た りはづ したり 

併し 之れ を 一 時談林 派が 奇拔な 調子 を 以て 人 耳 を 驚かす 事 を 力めた も 

のど 比較す る ど 調子が 穩 やかに なつ て、 其 の 著 眼 も 優れた 所が ある。 彼 

の 集中 談林 調の 句 を 拾って 見る ど、 次 の 如きが それで ある。 

蓬萊に 熨斗の 高撟 かけ まく も 

蛙々 土の けて 見ん 歌の. 種 

甲 K 形 人 に ，フ しろ を 見せ.， さ， o けり 

手な し坊 又もや 秋の た つ か 弓 

鬼 貰 はも V」 伊丹の 酒造家であった が、 後 に 家 道衰へ 大阪に 出て 一 時铖锊 

をした ビ 云 ふこ どで あ る、 此 の 人の 書い た 「ひ ピ り ご ど」 による ど 、寛 文 元年 

春 伊丹に 生 れ、 此 地 は 昔から 連 俳の 好き者が 多 か つたの て 自然 其 風化 を 

う け、 八歲の 折 


來 いくど 

ど ロ號 み、 そ れ から 徘. 

の 約 を 結んで 古風の 

談 林の 風 調 を 云 ひ 習 

ふ に は、 古 風ビ談 林の 

つ ら /) よき 句 VJ 云 

す、 サ ラ ど 詠み 流 

す る は、 未 だ 道の 至れ 

ん せ や、 延 寳九 年の 頃 

の 春 「ま こどの 外に 俳 

り ど 云うて 居る o こ 

の吟 のあった 年で あ 

鬼 貫 は 一 方に 於て は 


云 へ ノレ 螢は 飛んで 行く 

諧 を嗜ん で、 十 三 歳の 時 負 門の 高足 松 江 重賴ど 師弟 

俳諧 を學 び、 十 六 歳の 時より 宗 因の 風流に 心移りて 

ひ、 異 體 異形の 句 を 吐き 散らせる が、 一 朝 深 省して 思 

徘諧は 共に 言 葉 を 巧に し、 姿 を 飾る のみに て 心 淺し、 

ふ を 思 ふ に、 言 葉に 巧み もな く、 姿 に 色 品 を も かざら 

し て、 然 かも その 心 深 し、 古 風、 談 林の 詞藻 作意に 拘泥 

る もの ど 云 ふ 可ら す、 尙 深き 奧 もや あらん 自ら 安 

より 深く 思 ひ 入つ て、 五 年 を經て 貞享ニ 年、 二十 五歲 

諧 な し」 VJ 悟 り. て、 詞 藻 作意に 汲々 たる 弊 を脫し 得た 

の貞享 二 年 ど 云 ふ は、 卽 ち 彼の 芭蕉の 有名なる 古池 

る o 

談 林の 梅 翁、 西 鵝才 麼、 由 平、 來 山、 P 水 等ビ交 り、 又 一 方 
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に 於て は蕉 門の 惟 然、 支 考、 嵐 雪、 舍 羅等 W 交際 し、 雙 方の 俳 風 をう けた 人で 

ある。 芭蕉 は年齡 におて は 十九 歲の 兄で ある けれ V- も、 俳 壇に 名 を 認 め 

られ たの は^ 貫の 方が 却て 早い。 來山ゃ 鬼 貫 は 早熟であって 芭蕉 は晚 

成の 人であった。 されば 「ひ V」 りご ビ」 の 中 に も、 わ が も ビ に 三度び 來 りし 

桃 靑 ノレ 云 ふ 男、 そ の 質さ かし ビも覺 え ざり し が、 今 はいつ しか 諸方 をい ち 

じる しく 振舞 ひ步 りく よ、 V」 云うて 居る。 併し 晩年に は 芭蕉に 對 して 敬 

意を拂 つた 樣 である。 又 「ひ ど り ご V との 中に 不易 流行 を 論じ て 「古 風 も 昔 

は當 風、 いま 當風ど 思 ふ も い つし か 古風 どなら ん、 共 に 作り 求めた る 句の 

姿に よりて 新 古の 名 は あれ V- 、修 し 得て まこ vj の 道 を 行きた る 人の 句 は 

幾年 涇ビも 新 古の 差別 あら す」 V」 云 ひ、 又 「句 を 作る に 姿 言 葉 をのみ 巧みに 

すれば 誠少 し、 只 心ゲ 深く 入れて 姿 言 葉に か、 はらぬ こそ 好 もしけ れ」 ど 

云 ひ、 又 「眼 前の こど を 云へ ば、 言 葉淺 くも 意味 深く して 幽玄に 通 ふ」 V」 云 へ 

る 類 ひ、 何 れも姿 言 葉に のみ 奇巧を 求め、 惡る氣 取， 9 に ひねくった 調子の 


弊 を 厭う て、 す らり どして， C だか まりの 無い 句の 姿に 誠の 詩 美を寓 せん 

ヾ j 心掛けた もので あつ て、 芭 蕉の著 眼せ し 所 VJ 略 ぼ同樣 である。 

されば 鬼 贯の徘 風 は、 自 然の 儘に して、 飾ら す、 作 ら す、 平 易 率直 を 旨 ど し， 意 

の 赴く 所に 任せ て、 語 の 雅俗 を 選ば す、 飄 逸 淡泊の 中に 味 ひが ある。 只^ 

の 弊 は餘り 無造作に 言 ひ 放つ て、 平 凡 無味に 陷る點 にある。 例へば 

風が 吹く 梅の荅 はしつ かり V」 

しょろ /\ ど 常 は 流る 、大堪 川 

庭 前 に 白 く唉 いたる 椿 かな 

鶯の 鳴けば 何やらな つ かしう 

又 切 字の 無い 句が 隨分多 い、 そ れも矢 張 巧み を 求めない ビ云ふ 論の 結 梁 

かも 知れぬ。 是等. は 吾々 が 見て 餘り 平凡であって 慊らぬ ど 威す る もの 

である が、 併 し 彼 自身に 於て は 寧ろ 得意の 作であった かも 知れぬ 3 「七^」 

の 序文に 

三 八づー 


き 

V」 云 

た の 

座 五 

あ る 


夫れ 俳諧の 道に 入る こ ど、 初 心 を 離れて 上手に 

人なら ん、 上 手 ド-は 句 を 面白く 作る を 云 ふ、 名 ヌ 

も 無 く、 底 深く 匂 ひ ある を 云 へ り、 尙 その 奧に至 

を こ そ 得た る， 所 VJ 云 ふなる べし 

うて 居る が、 畢 竟 まこ ビ の 外に 俳諧な しど 云 

である。 此 人の 句 も 矢 張 俗語 を 盛んに 使用 

に 不 了 語 (花 の 何 の、 此菊 の の 類) を 好んで 用 ひ 


至 り 

ノレ は 

b て 

ふ 立 

す る 

る こ 
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，上手 を 離る 、所 名 

左の み 面白き 閗 え 

は、 色 もなく^も な 

場 か ら、 極 端に 陷っ 

のが 一 特色で ある 

ビも來 山 V.! 共通 で 


踏んで は 花な 破リ蹬 ますして は 行く 路 なし 

野の花 や 月夜 恨し 闇なら よかろ 

草 麥. や 雲 雀が 上る それ 下る 

二月 二  B 京に 住所な 求めて 

化 へ 出れば 束 へ 出れば 花の 何の 


鶯が 梅の 小枝. に 糞 をして 

春 の 日 や 庭に 雀の 砂 あびて 

月尋が 妻に 別れし 悼み 

奢 の 夜 の 枕 喚 ぐ や ら 服が はれた 

二 月末 惟然 LL 訪 はれて 後 餞別 

い な う ビ の 花の 前 なれ や^められぬ 

田  家 

六 月 や 臼 を ほさう ぞ搗臼 を 

そ， よ り どもせ いで 秋 立つ こ VJ 力 しの 

何 ビ 菊 のかな ぐられ ぅぞ 枯れて だに 

可 V」 今日の 暑さ はビ 石 の 鏖 を 吹く 

寢て 冷えて.^ 也 聞 こ VJ て さめ は せ ぬ 

いざさら ば V- びろく 飮 うで 千 鳥 聞 こ 


111 八 玉 


三 八 六 

^  .幕 

借め，，、」 も寢 たら 起き た ら 春 で あ ろ 

冬 は 又 夏が まし ぢゃ ど 云 ひ に け り 

「何 ど 今日の 暑 さ は」 「冬 は 又 夏が ましむ や」 は 前 句 付の 風 調で ある。 鬼 貫 も 

來山 ど 同じ様に 前 句 付の 點者 をして 居 ^か ら、 俗. 語 を 使用す る こど は 其 

の 影響なる ベ き も、 尙 一 っ考 へねば ならぬ 事が ある。 鬼 貫の 師匠なる 松 

江 重 賴は貞 門の 俳人で ある けれ.，、」 も、 連 句の 中に 好んで 俗語 を 使った 人 

である。 「負德 誹諧 記」 VJ 云 ふ 書 に、 貞德を 初め ごして^ 門の 有名な 人の 獨 

吟百句 を 集めて あ る、 そ の 中に 重賴の 獨吟も ある が、 之 れ は大變 他の 人々 

ど 違って 居 る、 そ の 二三 を 示せば 

寒空 も 君 を 思 へ ば 行か で や は 

c  o 〇 o 〇 

汲む おなさけ も 戴きた やの 


さよ ひめ や あはれ 戀 死に こがれ 死に 

o  o 〇 o 〇 〇 o 

虫 もお も ひに 飛び込む か いの 

猪 名 野の いな ビ 言 はで 誓文 

o 〇 〇 o 〇 o 

有 馬 山 ありし なさけ を わすれよ か の 

ビ 云 ふ樣な 言 葉 使 ひが あ る、 ュ、 れ 等の 成 化 を も 受けた もの V」 思 はれる。 

兎に角 或點に 於て は、 來 山 ど 鬼 貫 どが 句 風に 於て 頗る 共通 の點が 見える。 

この 俗語 使用 ビ云 ふこ ど は、 お のづ から 天然よ， 5 も 人事 風俗 V」 云 ふ 方面 

に 興味 を 持た しむる 樣 になる。 天明の 太祇も 俗語 を 巧に 使用した 人で 

あ る が、 太 祗の句 も 人事 風 • 俗に關 係した のが 多 く、 中 には殆 V- 前 句 付の 資 

料 ど 同一な ものが 見える。 例へば 

行く 女 袷 著な す やにく きまで 

.  三 八 七 - 


一 IX 八 

^  0 に 居て を さす 腰 を ほめに けり 

彼の 後家のう しろに 踊る 狐 かな 

複喰 ひし 人の 寢  一一 一一 n の念佛 かな 

是 等 も 「や」 「かな」 「けり」 な ざの 切 字 を 除け ば、 や がて 前 句 付の 句ビ なる ベ き 

ものである o 

高 野の 玉 川 

谷水 や 風に 漂 ふ 月の 糞 

世人 多 く 「大 德の糞 ひりお はす 枯野か な」 V」 いふ 蕪 村の 句に 驚倒し て、 鬼 R 

が 「月-の 糞」 を 知らない。 村の 句 は 只 遠く 其 姿勢から 想像した ので 實物は 

見 え な い、 鬼 は 直に 其 物に 着目し て、 し かも 一 點臭穢 の 成が な い、 月 光の 美 

化に よる V- いふ もの、 作者の 手腕 驚く べきで ある。 鬼 貫の 文 また 作爲 

の狨少 く淡雅 愛すべ きで あ る、 其 著 ひどり 言、 能 く 自然の 風物 禽蟲 を觀察 


し て、 著 眼 凡を拔 

春の 月は暮 

夏の 月 は 灯 

秋の 月 は 窓 

冬の 月 は 一 

春の 雨 は 物 

夕立 は氣晴 

五月雨 は欝 

秋の 雨 は 底 

冬 の 雨 はす 


て ©I る， 今 會 心の 數章を 


を 

t 一 

よ 

ま 


そむる 

遠 く 置 

軒に 海 

らの雲 

も り て 

て 凉 し 

-VJ さ び 

りさび 

V- に 淋 


朧だ 

な 力 

に 野 


柳 は 花よりも なほ 風情に 

は 笠な うして 休ら ふ 入 を 


よ b 

き て 

の 雨 

淋し 

し 


花 あ り、 水 

禝 ひ、 秋 は 


ち て、 物 


め 深 

に 山 

しゅ 


摘出す る o 

足らぬ けしき 


し 


隙 を 照して いそがし 


に ひ 

1 葉 


れ 風に 隨 ひて しかも 音な く、 夏 

水に 浮み て 風に 步 み、 冬 はしぐ 
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Mo 


れに おもしろ く、 雪 になが め 深し。 


蟬は 日の つよき 程聲 くるしげ に、 夕 暮は淋 し >  又 山路 ゆく 折 節、 梢 の聲谷 

におつ る も.^ し。 


虫 は 

り、 月 

れ お 

な き. 

お つ 


しめ やか な る 曰、 離 の ほ ビ りに おろ 鳴き 出た る. 晝 さ 

夜 は 月に ほこり 閤の 夜は閽 にむ もれ や、 あ る は 野 ごしの 

れが 吹き送る 聲ぃ つ 死ぬ べし ども 聞え ね V  、秋 限る 命の 

くねん vj して 夜 も更 け、 心 も 沈みて IE にこ ぼる ゝ V」 は 知 


へ 物哀な 

風 に、 お の 

程 ぞ は か 

らぬ淚 ぞ 


臈はひ V」 つ く 山越えて 跡な く 見果っ る、 舟 の 上に て古鄕 のかた に 行 違 

ふ 聲、 又 つ が ひ /) 並び ゆく 中に、 はしたなる 鳥の まじ はりた る、 いづく の 


網に か 身 を 失 ひけん ど、 妻 の 心ぞ思 ひやら る。 

乙 由，、」 支考 

^勢 は 守 武以來 俳諧の 流れ 常に 絕ぇ や、 蕉 門の 末輩に 岩 田 ，お 菟 あ り" 山 田 

の ； t 宫 で 祌 虱 館 .、 一 號 し た、 其 門下に 麥林 お V- 稱 した 中 川 乙 由が あ る。 此 

二人 は 伊勢 派の 勢力 愤 張に 最も 功あった 者で ある が、 其 句 風 は-俗 惡卑俚 

にして 月並 派の 本山 V」 いふ ベ きで ある。 

大勢の 手に 餘り たる 螢 かな  凉 菟 

さし 當る用 もま づ なし 夕.^  同 

浮 草 や 今日は あちらの 岸に 咬く  乙 .3 

花 さかぬ 身 を すぼめた る 柳 哉  同 

月 花の 目 を 休めば • や 時鳥  同 

の 如き 其 特色 を 示した もの で # 諧 を ^ 化した 罪 は、 此 伊勢 派 ど 支 考の始 

• 三 九 一 


三 九 二 

めた 美 濃 派 V」 が 張 本 で、 蕪 村が 支 麥の徒 ど 罵った の も 尤もで ある。 

支 考は禪 宗の坊 生お ち で、 同 輩ど爭 うて 寺 を 出て 伊勢に 赴き 凉 冤に 從遊 

し、 そ の 紹介に よって 蕉 門に 入. つた。 名譽 心の 强 盛な 野心家 で、 自 ら 「風 雅 

は 名聞の 器な り、 我 は 浮世 を 相手に して 俳諧の 名に 狂せ ん」 VJ いった。 芭 

蕉が强 ひて 人の 解す る を 求め す、 同 好の 二三 士ど箇 中の 眞趣 を眛 ふを樂 

んだ 風雅 は、 彼 に 因って 名聞の 方便 どなり、 一 般 世俗 を 相手 どす る もの ど 

なった。 芭蕉が 俳諧 は 俗談 平 話 を 嫌 はす ご いったの を、 極 端に 說き 曲げ 

て 、「俳諧 は 俗談. 平 話 な り、 中 品 以下に 風雅 を ひろむる ためな り、 中 品 以下の 

言 行 を 以て 中 品 以下の 人 を 導かん に 何 か は學び 難から ん、 我 門の 學者 ^ 

は 門前の 姥に 聞き合せて 合點 をせ ねば 俳諧に あらす ビ、 己 が 心の いきす 

ぎ を恥づ ベ し」 ど 專ら 俗衆に 入り 易き 易 行 道 を 立て 、俳諧 宗の法 然親鴛 

を 以て 自ら 任 じ、 十 論、 績 五 論、 古 今抄等 種々 の 書 を 著 し、 故 翁の 直傳 なり ど 

稱 し て、 盛 に 自己の 勢力 を 張らん どつ どめた。 著書の 動機が 不純 で. 議 論 


も 今日より 觀れ ば蕪雜 では ある が、 當 時の 俳人の 作 どして は、 隨 筆 的の も 

のから 脫し て、 多 少 組織的に 一 種の 詩學 詩論 どい ふやうな 物 を 建設 せん 

ヾ」 した 努力 は 買って やらねば なるまい。 異端 邪說ビ して 同門から 罵ら 

れた もの 、兎に角. 一 通り 筋道 は 立って 居 る、 之 に對 する 越 人の 駁 論 「不 猫 

蛇」 の 如 き は、 只 一 片の 漫罵 雜 言 たるに 過ぎぬ。 この 人 も 句 は 下手 で、 得 意 

の 

歌書よりも 軍書に 悲し 吉野 山 

片 枝に 脈ゃ逋 ひて 梅の 花 

牛 叱る 聲に嶋 たつ 夕 かな 

な ざ も餘 り 威 心出來 ぬ 3 

是ま でか VJ て 春 の 雪 

梅 が 昏 の 筋 に 立 ち よ る 初日 かな 

山 吹 に 春 を 渡して 靑葉 かな 

三 九 一一 一 


いづれ 劣らぬ 立派な 月並で ある。 

して、 「- ^ の 子 も- ビ 僧 た り、 故 に 其 學 粗 

す、 發 句に 至って は 許 六 ど 魯衞の 政 

も、 間 々確 論 あ ，9、 諸 邦の 末 學靡然 ど 

而 して 其 弊 や 柱に 膠して 瑟 を 鼓 す. 

云 々ウ」 云った の は 適評 である。 美 

に 同化せられ 合して 一 個の 上方 風 

ある やうな 無 いやう な、 わ かった や 

叫-易 解を尙 ぶよ 1 卑俗に 流れ 品格 

のビ なった o 


三 九 四 

諧古 選の 編者 三 宅 嘯 山が 支考を 評 

二 敎に亙 る、 選 述文を 以て 自ら 高 う 

み、 十 論、 古 今抄 等の 作 託 語 多し ビ雖 

て敎を 奉じ 之 を 仰ぐ こ ど 斗の 如し. 

を慨 する に 議論 鼓舞 その 長 や る 所 

派の 勢力 盛なる に從 ひ、 伊 勢 派 は 之 

なった。 上方 風 は 江 1 尸 風の 意味 の 

で 分らない 謎 語に. 陷 つたに 反 し、 平 

し く、 野 夫 村童の 雜談 に過ぎない も 


大 淀 三 千 風 

三千 風 は m 勢 飯 南 邵射和 村の 人で、 木 姓 は 三 井 氏、 別 に師 にっか や 獨立獨 


行、 延 寳の頃 一 曰獨吟 三千 句 を 吐き 自ら 三千 風 V」 號し た、 西 鶴の 二 萬 翁 VJ 

稱 した V」 同棧 である。 無不悲 軒、 寓言 堂、 吞 S  、東往 居士，、」 も號 した。 日本 

周遊の 志 を 起 し、 ま づ 仙臺に ゆき 留まる こご 十五 年、 天 和 三年 春 仙 臺を發 

し、 元祿 二 年 夏に 至る まで 前後 七 年で 行脚 を 終 り、 晚年 相州大 磯に 棲 止し 

文覺 上人が 作った ビ いふ 西 行の 像 を 得 て、 四 方の 寄附 を 募り 三 都の 遊女 

にまで 勸 進し て、 西 行 庵 を 建 て、 其 傍らに 祐 成の 妾 虎の 像 を 置 き、 嗨 立澤の 

故 跡 だ VJ 稱 して、 一 聲ゃ犬 西 行に 時鳥？」 詠 じたの で、 世 人から 犬 西 行 ど 呼 

ばれた。 支考 ビ 共 に 裒 名 心の 盛んな 男 で、 文 章 俳句 共に 街 氣滿々 嘔氣を 

催さし め る。 ^ 享 三年の 作、 射 和 村 延命 寿 地藏院 九景の 中から 抄 出す る 

祌山群 鳥 

71 山 雪 消え て 松 も く ろ はの 群 烏 

金剛 櫻陣 

山 は 金剛の 杵 にして 花 を 打 出す 非情 櫻 

m 九 五 


三 九 六 

皆 並麥園 

かいな み 錦 をし きたへ 川 昔 の 蟬 麥 を 染 む 

長 谷 素 雪 

長 谷 山 雪 吹閉帳 をして 松 もな く 

寺 前扁鐘  . 

鼾 う ら が れ て 夢 世 わたる 寺 前の 鐘 

虛栗 調に 似た 字餘 りで、 詩趣 更にな く コケぉ ざし 一方で ある" 元祿 十二 

年 作の 本朝 十ニ景 は 口調 は 平 正にな つて 居る が、 街 氣俗氣 は 更に ぬけぬ： 

富  士 

凉 し さ や は じ め て 不盡に 後む く 

松  島 

松 島 の 嵐 や 月 を ほうい (, 

箱  崎 


扇植 ゑて 雪 に^きけ b 浦の 松 

下 闇に ねい る 西 行 ざ くら かな 

朝  熊 

不盡朝 熊 荷 ひ て し わ る 三日の 月 

松  江 

大千を 引 籠む 潮 や 鱸 網 

明  石 

ほの ぐ や 此時浦 の 五 月 雨 

これ だけ 山氣の ある 策士 で、 何 程の 成功 を 贏ち 得な か つたの は、 そ の根據 

地が 交通 不便の 東北に 僻在した からで も あらう。 四月 四日 を 自己の 命 

期な り VJ い つて、 鴨 立澤を 出て ゆく へ を 暗ら ました VJ い ふこ ビ であるが、 

近年 射 和 村の 共同墓地で 其 墓が 發 見され た が、 そ れには 寳永四 丁亥 年 正 
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づ 一九 八 

月 八日 ビ あった。 これ も 支考が 自ら 終焉 記 や 追善 集 を 出し 

て 居る。 


芭蕉が 奧羽 旅行 

居った からだ ど 

談 後編に 次の 一 

る o 

「貞享 元 祿の比 伊 

本 國中勸 進せ し 

に 芭蕉 桃靑 

たまく に發句 

を 成就 す、 我 は 百 

千 句 を 作り て、 自 

風 どなら ん. 其 欽 


に 仙臺地 

I- ふ說カ 

話が ある- 

勢 松 坂の 

こ ピぁり 

いふ もの 

一句 作り 

二百の 句 

ら 三千 風 


方 で 

あ る 

リ 逆 

人の 

-此人 

あ り 

て よ 

を 作 

ノレ 號 


は 其 性 柔和に 


が、 果 

流 は 

由、 三 

長 崎 

俳諧 

四 五 

る こ 

ノ こ 

し V7 

し て 


されなかった は、 三千 風 一 

して 然りゃ 否 や、 近 頃發見 

三千 風の 門下で 其 賛を書 

千風ビ いふが 嶋立澤 寺 を 

に 暫く 逗留せ し が、 或 時 い 

は 上手な り、 し かし 埒 明か 

日 も 七日 も 其の 句 を 案じ 

ど は 一 瞬の 間に あ り、 夫 故 

り、 去 り 乍ら 追 付 m 本國巾 

しかも 和漢の 學に涉 り、^ 


たの V」 能く 

派が 堅めて 

された 芭蕉 

いた 人で あ 


立 どて， 日 

らく 今 江 

俳諧 なり、 

ぎく  一  4P- 

に 一日に 三 

は 芭蕉が 一 

識 多才に し 


て， しかも 天然 ど ，：<  人の 相 あ h ぶほ 人の 歸 ゆ i す ベ き 人 な bs  V」 い ひし ど ぞ…. 

 崇福寺 逆流 禪師の 物 語 な り」。 

横 井 也 有 

也 有名 は 孫 右衞門 時般、 名古屋 藩の 重臣で、 祿高千 五百石、 七 代宗春 八代宗 

勝に 仕へ て 御 川 人 御 番頭 等の 職 を 勤 め、 寳 曆四年 五十 三 歳の 時、 前 津の里 

に返隱 して 優 遊 自適、 文 墨の 樂に 耽り、 天明 三年 八十 ニ歲で 歿した。 文武 

の 諸藝に 達し 詩歌 俳諧 を 善くした 多能の 人で、 俳諧 は獨學 なれ V- 、支考 の 

俳諧 は 俗談 平 話な り ビの說 に 賛同して、 彼 の 雅語 艷詞 を 用ゐて 高雅 を 装 

はん ど する 曉臺 一 派に 反對し て、 通 俗にして 滑稽なる 句 を 好んだ。 支考 

の 續五論 を 揚げて その 十 論 を 斥けた 事 は、 次 に 抄出す る 管 見 草で 能く わ 

か る が、 そ れ にしても 也 有の 句が 餘 b に雜悱 趣味に 傾いた の は、 紀 逸の 武 

玉 川 や 川柳の 家內喜 多留の 影響 もないで はなから う。 武玉川 初 篇の出 
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た寬延 三年 は 也 有の 四十 九 歲、 家 內喜多 留初篱 の 明 和 二 年 は 六十 四 歳の 

時で ある。 也 有の 句 「晝 顏ゃ V- ちらの 露 も 間に合 は す」 が 單 にや を はにか 

へ て、 武玉川 六篇に 出で ゐ るの も 偶然の 暗合 かも 知れない が、 そ の 趣味の 

接近 を證 する に 足りる。 

大 將 は 負 はれて 出る や 螢^: 

暗 が り に 座頭 忘れて 凉 かな 

女房に 一 夜 ふられん 根深 汁 

蓬 萊に兒 る や 浮世の 慾ぞろ へ 

公 家 の 手に 豆で かした る 子の 日 かな 

食 へ も せぬ もの 引きに 出る 子の 日 哉 

く さ め し て 見失う た る 雲雀 かな 

稻妻 やくさめ を 1 つし ぞ こない 

な い 時に 橘 望 休んで 時鳥 


外 便 はよ その 

刈る 時に 生む 

物 まう の聲 

芋 賣は錢 にし 

庭ば かり 流行る 醫 

仲國が 耳に 

提灯の 旦. 那 

其 寒さ 煮て 

六月の 狀で 

足 ど 鍬 三 本 

蠅が來 て 蝶 に は 

埃 溜の 薄 や 

後の 月 芋が 垣 


田 へ し て 早苗 ,5 

腹 も あ り 早苗 取 

に 物 着る 暑 かな 

てから 月見. かな 

者 ありけ ふの 菊 

邪魔なる 砧 かな 

を誚る 夜寒 か-な . 

取 返せ 大根 引 

窓 張る 寒さ かな 

洗 ふ 田 打 かな 

さ-せぬ 晝寢 かな 

下 駄の穴 目 

极は 荒れに けり 
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麥ー 畝 踏まる 、櫻 咬き にけ り 

切 字 を 除け て、 上 下に 句 を 置換 へ でも すれば 手 もな く 川柳に 成 る、 試 み 

少々 やって 見よう。 


螢 狩大將 

女房に 其 

白い 手 を 豆 

小 松より 小 

くさ め， し て 

刈る 時に 產 

小便 はよ そ 

ゆ. ^6  ， フの 

仲 國は砧 

其 寒 さ 煮 


は 背に 負 

夜 振られ 

だらけに 

松 菜な り VJ 

雲 雀の 行 

む 腹 も あ 

の 田へ す 

聲に物 着 

の IfJ 曰 を ，フ 

て 取 返 


はれて 

る 根深 

する 小 松 

引けば よ 

くへ 見失 

る ノレ 

る Ef  # 田 ど 

る 暑い 

る さが 

す 大根 


居 

ひ 


「蠅が 來て 蝶に はさせ ぬ」 は 新に 手數を かける 迄 もな く、 旣 に 

る o 曰 く、 

蠅が來 て晝寢 の顏を 皺に する 

也 有の くだ 見 草 

也 有が 俳諧に 關 する 意 兑ゃ雜 話 を 書いた ものに 管见草 ヾ」 

あ る、 寫 本で 傳 はつ て、 多 く 世に 知られぬ もので あるか ら、 茲 

抄錄 する、 この 序文 は 寳暦十 一 年の 辛 巳の 年 ど なって 居る 

1 の 年 卯月の 六日 前 律の 半 掃 庵に て 五十六 翁 記 之」 VJ  、あ る 

容は さした る 相違 もない。 文中 武の柳 居 VJ ある は、 旗 下 の 

郞左衞 門 長 利 VJ いひ、 乙 由ゃ沾 州に 學び、 寛延 元^に 六十 三 

である o 
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古人の 句が あ 


題す る 一 卷が 

に その 數 章 を 

が、 他 に 「寳 暦 七 

本 も ある が、 內 

士 で 佐 久間三 

歲で 歿した 人 


我に 俳諧の 一 辨ぁ り、 病 已に 膏肓に 入 

や 、 冬 籠 の 頃 V」 な り て、 蘿 の 門 さしこ 

り 思 ひ よれる 事 共、 反 故の 裏に 書 置 き 

ど 題 す、 必 す 人を訾 らん ど に は あらね 

ら 人に 罪；！ 負 ふ 事 も ありな ん、； fs し そ れ 

から 許して 隱粞の 遺稿 どす るの み 

寳暦辛 巳の 年孟冬 

武の柳 居 物が たりに 奥州 を めぐりけ 

を さ 

侍る 中に 聞き 侍 る、 田 植の時 所の 長 ま 

共 祝詞 を あげけ るよ し、 其 事 本 間 狂 言 

翁の 句に 風流の 始ゃ贫 の 田う ゑ歌ビ 

事 共 あ る ベ し、 ゆ かしき 事な り y:o 


四 〇 四 

るビ いふべ し、 こ V」 し は 耳 頂の 年 も 

めた る つれ ん\ のす さび に、 若 う よ 

たる を搜し 集めて 一部 VJ し 管 見 草 

Vj  、諮 はぬ 筆に 任せ たれ ば、 お のづか 

も 他 へます ベ き % なら ね ズ ビ、 ケ づ 

半 掃 庵 散 人 

る 時、 所 の 翁に 國 ぶりの 事 Vj も 問 ひ 

づ 秋の 實 のりの めでた かるべ き 事 

の 開口 風流に 異なら や、 し かれば 祖 

い へ る、 誠 に 謂 あ り、 猶 句々 にか、 る 


又 曰く 唐 崎の 松 は 花より 朧 にての 句， 始 は 唐 崎の 松 や 小 松が 身のお ぼろ 

ど あ り、 そ れを 花よ， 5 朧 にての 句に 改め 給 ふの 由 さだかに あり -yj  、然 れ ば 

此 趣向 を 胸中に のこし 置 き、 象 潟の 雨 や 西 施が ねぶの 花 ど 中し て、 か さ ね 

て 出し 給へ りビ 見えたり ど、 さ も ある べし。 

山 櫻 茏葺く 物 ま づ 二 つ の 句 は、 長 嘯の 山家の 記に よれり ど ぞ、 是 を 解せ ざ 

る 者 を 文盲 淺見. y」 いふ ベ から す、 長 嘯 は 人の 先達 どす る 歌よ みに は あら 

や. 擧 白 集 も 近代 物に て 兎 園の 冊な り、 歌 よむ 人の 必す 見る ビ いふ 書に は 

あ ら す、 翁 は 各 別な り、 後 人 是に習 ひて 此 等の 書藉を 根- y」 し 本 歌 ど はすべ 

か ら す、 却 て 識者の 嘲 を 得べ し。 

蓮ニ坊 いで や 十 論の 趣 を 世に 敎へ んビ なら ば、 翁 の 直 弟 支. 考 のま、 にて 

廣 めんに は彌、 、人に 信 せらる ベ し、 然 る をみ づ から 終焉の 記 を 書 て、 支 考 

を 古人^して 其 弟子の 蓮 二  W 名のりて 後に 文 操 十 論 を 著した るの 心、 そ 

も 何故 ぞど 見る ベ し、 み づ から 翁の 名 を 借りて 此說 はなせ ビレ も、 も ど よ り 
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の 多 
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ば さすがに 心に 恐る 、所有て 萬の 科 を 支考に 課せ 

ある 故な り、 然 る を 世の 人此 深意に 心づか す、 終 焉 記 

趣 向 な いどのみ 思 ひて やむ は、 指 を 見て 月 を 見ざる 

きたる は、 五 論 ど 十 論の 邪 正 を 見知 ひたる 眼 あ る 故 

よく 察すべ し。 

無 邪の 三 字 を 出 や、 易 も 時の 一 宇 ビ 聞 く、 和 歌 も 俳諧 

畢寛 下手が 師匠 をす る爲 なり V- いふ 一 語に 看破す 

傳授ロ 決 もな し、 さ る 故に 師家 VJ て 代々 定れる 家な 

師 どなれ り、 下 手が 師匠 をせ ざるなら 遒々 の 立派 を 

見 よ、 十 論に いは ゆる 傳授ロ 決 白馬 經 一 字錄の 如き 

隅 を かく し、 人 を 釣る 餌の 如き 私欲の 巧 は 五； i にたえ て 


な れ 

に疵 

し き 

見 ぬ 

し て 

も 田； 3 

き は 

手が 

け て 


私 の 

に 云 

の め 

目 を 

詩の 

口 決 

れば 

其 世 

し、  >ひ 

揚げ 

論 は 俳諧の 爲 にし て、 十 論 は 俳諧 繁昌の 爲な り、 繁 は 私欲な り、 さ 

論 を 崇め 十 論を卑 むは 此 故な り、 但 此數 ケ條は 渡世 俳諧の 妨 V) な 


さ る.， 

も 只恢 

♦>  Q ン、 

な り、 人 

も傳授 

ベ し、 さ 

し、 其 世 

見る ベ 

一 隅 を 

なし、 五 

れば五 


者點 者に は 沙汰す まじき 手の： z: の 論な，^ 

同じ 小釉 を臺に 積む も臉を 皿に 盛る も 積 方 あ り、 盛 方 あ り、 句 作に 骨折る 

は 飾に 似 たれ ざ も此 心なく して あるべ からす。 

也 有 ヾ」 六 林 

也 有 ど い へ ば 例の 出色な 俳文 鹑 衣の 作者で ある ビ 頷かぬ 者 は あるまい、 

然し もし 此 書が 出 板され すし て、 寫 本の ま、 で傳 はった な ら、 也 有 その 人 

も 尾 張 藩 以外に 洽く 文名 を馳 する こ ど 、今 日の 如くに 至らなかった らう、 

此點に 於て は 鹑衣を 出 板して 世に 紹介した 太 田 南 畝 は、 文 壇の 恩人で あ 

る，、」 共に 也 有の 恩人で あ る、 而 して 南 畝に 此 書の 稿本 を 供給した の は、 卽 

ち 六 林 その 人で あ る、 さ れば篛 衣 を 讀む者 は 此の 二人 者の 功勞を 忘れて 

はなら ぬ、 南 畝の 事 は 改めて いふまで もない が、 六 林の 事 は 知らぬ 人が 多 

いやう であるか ら. 少 しく 紹介の 勞を VJ らう，、」 思 ふ。 
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六 抹、 通 稱は堀 田 治右衞 門、 名 は 方 舊、 宇 は 維 新、 恒 山 ど 號 し、 別 に 紀 六、 護 花 關 

未 足 齋、 鳊 蝙庵、 森々 園 等の 號ぁ り、 父 を正英 W い ふ、 そ の 先は紀 氏、 紀 六 (其 六 

ども) の號は その 本性に 因み て 紀六林 を 下略した ので あら う、 護 花 關は書 

齋の名 で、 園 春 蝶 護 華 どい ふ 唐人の 詩句に 基いた ので あ る、 漢 學は松 平 君 

山の 高弟で、 俳諧 戲文は 也 有 を 先輩 ビ仰 い だ、 仕 途は諸 職 を歷て 先手 物 頭 

どなった が、 安永 三年 正月 老病 政 仕して 逍遙 自適、 寬政 三年 七月 二十日、 八 

十三 歳で 歿し、 名 古屋城 南の 總見 寺に 葬つ た、 著述に は 護 花 關錄稿 三卷、 護 

花 關隨筆 若干 卷ぁ る。 

家系に ついて 自ら 語って 曰く、 「堀 田は紀 氏の 支流に し て、 武 內宿禰 十代の 

孫、 紀 大人 二十 一 代の 末孫 尾 張 守 之 高、 正 應ニ年 尾 州 中島 郡 堀 田 村に 居す， 

此頃堀 田ど稱 す、 此 之 高 を もて 中 典の 祖 ノレ し、 今 に 至て 瓜絲 綿々 ビ して 榮 

を な す、 之 高 四 代の 孫に 名 彌三郞 尾 張 守 正 重， 南 朝 元 中 十四 年 尹 良 王 南朝 

より 上野 國へ 赴き 給 ふ 時 供せ し、 永 亨七年 十二月 二十 九日 尾 州津 島に 至 


る、 これより 子孫 津 島に 居住 す、 正 重 五代 孫 孫 右衞門 入道 正 定、 其 m 力 三郞右 

門 正則、 其 子 治 右 衞門之 重 こ れ我 高祖父な り  治 右 衞門之 重 壯年織 m 

信 雄 卿に 屬 し、 長 湫の 役に は 小 牧山を 守ら る、 後 丹 波 少將秀 勝に 隨 て、 朝 鮮 

に 於て 武功 多し、 一 人の 韓人 を擒 にし 以て 歸 る、 其 持つ 所の 長 鎗を奪 ふ、 歸 

帆の 後又囚 をして 主 從の緣 をな し 終に 家長 ビし召 仕 る、 其 子孫 わが 家父 

の 時 迄 存在せ り、 奪 ふ 所の 翁 今に 家に 傳ふ  後に 秀 秋に 仕 へ 慶長六 年 

稻葉內 匠 頭 等 ど ー黨 して 備前を 去り 客 遊、 纏 て忠吉 公に 召 出れ 千 石 を 賜 

ふ  師友の 交情に ついて は、 贈 答の 詩歌の 外に 材料 どなる ベ き 者 は 頗 

る 乏 し い、 只 左の ニ條 を採錄 する 

中 」 ヽ raT  5  f  Si 傳朱 m 言 括 iiis  口 不出露 

i 1Z  ネ i 也賈誼 過 秦論囊 括 四海 IK々 

君 山 先生つ ねに 予が多 言 を 戒めて 萬 事に 括囊 せよ ビ敎訓 あり し、 誠 に 

君子の 言 な る 哉、 今 も よ り /) その 敎 をつ 、しむべき VJ 座右に 記す 

此抄書 f 護 花 闆隨筆 を さす) の 中、 白 華 翁 (天 野 信景) の 談話 及 び鹽 尻の 中よ 
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り 記せる 事 多 し、 予 弱冠の 比 その 末席に 遊ぶ 

なり、 外に 祌祇 祭祀 略說、 儒者 名義 集 等に 翁 の 

まし を 記し 附 けて 是を上 木せば やの 志 あ b 

護 花 關錄稿 は 詩文 集で、 詩 二百 三十 四 首、 文 七 篇 

其 半 を 占めて 居 る、 也 有 VJ 關係 ある もの 五六 首 

也 有の 別號で あ る。 

過 知 兩亭、 同 君 山 先生 賦 

衡門間 寂意悠 々、靑 眼 堪歡論 去 留、 朿 嶺月華 ^ 

偕 隱人應 慕、 金 お 陸 沈君自 休、 勝 槩總餘 間 居 興. 

初秋 集 前 津知雨 亭、 得 風 字 

郊墟爽 氣報梧 桐、 共 賦秋^ 倚 竹 叢、 醇 酒 豈 徒 河 

雨 過披山 色、 樹 裏 牕開對 海 風、 莫 笑 高 陽 生 故 態 • 

^至 前 = 雷雨、 寄 懷知雨 亭ま人 


故、 今 も 

蓄及 

より^ J 

を 抄出 


四 一 〇. 

其 高誼 を 慕 ふ 餘意 

"ひその 行狀の あら 

り、 詩 は 七 言 律 殆 \レ 

す る、 知 雨亭、 遯窩、 皆 


暫時 談 


津雨色 送 鐘幽、 陵 

笑 有 風流 


朔趣、 淸歌應 與郢中 同、 原 頸 

■ 疎 狂此タ 任 飛 蓬 


雷 動 初 陽 H 色 高、 今 朝 寒 雨 散 江 m 、應 迎樓閲 千 山 靜、 堪 羡 文 章 一 世 豪、 心 計 

^勞桑 氏 算、 生 涯難學 庖丁 刀 バム 餘儻伴 採 梅 興、 多 少風廑 任獨醪 

九日 陪君山 先生、 登 橫遯窩 翁 知雨亭 得心 字 

秋 滿 高 樓丘壑 陰、 幽 栖節 物轉蕭 森、 山 含 短 景 連 紅 稻、 風 入 雙松和 素 琴、 幾 菊 

重陽 偕醉 客、 江 湖 此日惹 長 吟、 羡 君 元 自甘飛 逅、 天 外 芙 蓉 不斷心 

和 北遯窩 元日 韻 

莫道 人間 駒 隙 年、 子 綦隱儿 嗒 焉 眠， 早鶯嫩 草 幽棲 趣、 流 水 高山 相識 緣、 M 萏 

原頭 逃^お 蓬萊 島上迕 群 仙、 春 來雪後 歌 招隱、 乘典更 浮 剡曲船 

和 橫遯窩 翁 見寄懷 

空翠當 窓惹タ 曛 、秋 光 無 處不迎 君、 西 風 遙自俾 淸嘯. 欲 向 蘇門攀 白雲 

余の 見た る 護 花 關隨筆 は 初 編 十卷、 一 一 編 三 編 各 五卷、 四 編 五卷、 併 せて 二十 

港、 初 編の 卷愿に 「于時 天明 二 年 孟夏 念 五 U 隨 筆の 初編 草稿 成る、 猶餘齡 あ 

らば この 末 二 編嗣で 記すべし 七十 三 翁 未 足齋散 人 を あ りて、 四 編の 末に 

四 一 1 


四 I  二 

は 「寬 政 元年 己 酉 十二月 廿七曰 八十 叟未 足齋抄 出」 V」 あ り、 也 有、 君 山、 磯 谷 游 

洲、 岡 田 新 川、 人 見 璣 邑、 深 田 九 阜、 津 金 鷗洲、 千村鵞 湖、 細 井 平 洲等尾 藩 名流の 

序跋 がつ い て 居る、 內容の 七 八 分 通り は、 和漢 諸 書の 抄錄、 交友の 詩歌 文章 

等 で、 自己の 見聞 又は 所感 を しるした 所 は 二三 分が たで 稍 物 足らぬ 感が 

あ る、 思 ふに 六 林が 幼時 親炙した ど いふ 同鄕の 先輩 天 野 信 景の隨 筆鹽尻 

に 倣って 出來 たもので あら う、 也 有の 序文 に 「硬 き 所 は 乾 鮭の ご €  く、 齒 强 

き 學者も 嚙易か ら す、 そ の輭 なる 所 は 豆腐の ご VJ  く、 柴 ふ (う 力) る賤 夫も赏 

めて よく 甘 ふ ベ し、 我 ごビく 病勞れ 老. ほ け. 蓬 蒿に 隱れて 伴な き 者の 日 を 

m する 事、 護 花關隨 筆に 過た る 物な し」 ど いったの は、 適 評 で あ る、 今 その 中 

から 趣味 あ， り ど 思 ふ 數則を 拔く。 

正德乙 未年 五月 十一 日 柬都御 能 開口 新 井 筑後守 作 之 

それ 日の 光に 山 高く 動かぬ 御代 は 百 どせ の後猶 よろ づ代 /^かけて 

お 竹の 葉の 生つ > く 松の み，，、」 り は 操に て 目出^ かりけ る 時 どか や 
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1^ どなる， ま 
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ければ 思 ひ 
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殘る 、靑 葉の あるに せめ 

風 も ふけ 風 
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力 yj Is 力 

「寛 永 十二 年 跳 

装 持物、 唱歌 を 

ぬ o 

遯窩翁 雜談の 

句に は 雅趣 多 

の燈篛 二度の 

を い ひ盡 した 

の 作者の 及ば 

餘り 書きつ け 

古白 拍子の 謠 

も 付て あれ V- 

水の すぐれて 


ふ 其 花 ざ 力り 

記」 (名 古 屋石田 

詳しくし るし 

ついでに のた 

し、 中 に も、 門 に 

月、 菊 の 節句 や 

る な ビレ は、 名 P 

さる^; なり 力 

置け り 

ひたる 歌 て. 


知 る もしらぬ も 

元 季氏藏 h」 い ふ 

て ある が、 右 に あ 

ま へ り、 近 松 門 左 

松た つ あしたよ 

年 の 暮、 VJ ゎづか 

の 古人の 文章に 

ゝ るよ しなし ご 
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面白 や 

書 に、 此 時の 踊 

げた 歌 は 何故 

衞 門が 作れる 

り 桃に 柳に あ 

一 二 行の 內に 

も 希 な り VJ 詡 

ど も、 其 翁 在 さ 


飛鳥 井家に 傅 

も^して 不 傅、 其 詞 に 云 

お ぼ ゆる は、 西 天竺の 白鷺 池、 じ 


ふ 、題な 水の 宴 曲 

ん しゃう 許 山 


子の 名 前、 衣 

か 出て をら 

淨ろ りの. I メ 

やめ ふ く、 軒 

、四時の 變 遷 

にし か り、 今 

ね ば、 懷 0 の 


ふし は カぜ 

ビ いふ 節奏 


にす みわた 


る、 昆 明 池の 水の い ろ、 行 末 久しく 

瀨の 河の 水、 月 は 影な かれ もるな 

葉 を VJ づる は、 み しま 入江の 氷り 

せじ、 つき もせ じ (3) 

天 鈹の謠 に、 人 間の 水 は 南、 星 は 北 

ぞ VJ ある 人 問 ふ、 謠 古 抄には 古句 

師の 語な りビ 載せた り、 これ を 以 

いづ 方の 人に や 、愛 に 於て 予寡 

尋 ぬ れ ば、 予 が 言 葉い まだ 終ら ざ 

時-元 朝より 惯明極 どて 得 智の禪 

人^ 無水 不朝 束ビ 奏せし 語 な り • 

事 は 太平 記の そこ く に あ り、 そ 

聞 威 歎の 餘 り、 記 して 造 忘に 備ふ 


すむ どか や 、賢 人の 釣 を 垂れし は、 厳 陵 

る は. 山 B のかけ ひの 水 ビ か や、 茅 の 下 

水" 春 立つ ぉュの 若水 はお む どもつ きも 

にたんだく のビ うた ふ、 これ は 何の 據 

なり ビ ばかり 記 す、 拾 葉 抄には 圓悟禪 

て 答へ し に、 又 問 て 曰 、典 時代い つの 比 

聞 を 漸づ、 j 曰 磯谷 滄洲に 逢て、 これ を 

る に、 遮 て 答 て い ふ、 そ れは 後醍醐 帝の 

師來 朝し て、 參 內 の 時、 天 上 有 星 皆 拱 北、 

.此 拱の 字 をたん だくど 訓 す、 く は し き 

れに據 て 見よ ど 答へ ぬ、 澄 洲が强 記 博 

四 一 五 
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また 同じく 敦 盛の 謠 に、 草 かりの 吹く 笛なら ば、 これ もまた 靑 葉の 笛 ど 

田，3 し め せ、 生 吉の 汀なら ば、 こま 笛に や 有べ き- yj うた ふ、 住 吉に こま 笛の 

事い かん V」 問 ふ 人 あり、 これ も 知ら す、 あ る 好士に 問へ ば、 樂 家に 右方 左 

方ビぃ ふ 事 有、 南都の 樂人を 左 か たビ いふて 唐樂な り、 住吉天 王 寺の 樂 

人 を 右 かた ビ て 高麗 樂 なれ ば、 も しこれら やよ せなる ベ き か、 く はしく 

は 知らす ビ いひ し、 重 て 滄洲に 逢て 尋ぬ べし 

鹑 衣の 中に 六 林 文集 序の 一 篇が ある、 芭蕉. 支考， 許 六 三人の 文 品 を 論評し 

て、 俳文の 作り 易から ぬ 旨 をの ベ た 末、 「我 友 護 花 關の六 林 子が 文 章、 章 ご ビ 

に 玉 を つらね 錦 を 綴れ り、 我 常に 目 を 驚して 三の 舍を 避る に 至 る、 他 は い 

さ 知る ベ から す、 本 州 誰か 其 右に 出 む、 さ れ V- も 音 を 知る 人 は 稀 に、 巍 々 洋 

^'もい たづら に 猫に 小判の 耳なければ ど て、 包 みて 光 を 世に あら-はさ や 

只 獨の樂 ど す、 頃 日 みづ から 輯錄 して 予に小 序 を 求めら る」 云々 ビ ある、 此 

文集 は 午 日に 傅って 居る か V- う か、 自 分 はま だ 寓目し な い、 蜀山 入の 尾 張 


ニ老傳 に、 所 著 護 花 關錄稿 及隨筆 若干 卷、 其 他戲文 不遑枚 皋云ビ あるから 

隨 分あった ので あらう が、 染 して 也 有の 推賞した やうな 名文で あらう か 

大に疑 はしい、 鶉 衣の 跋ゃ隨 筆 中に 散見す る雜文 俳諧な ざの 手際 を 見て 

も、 也 有よ り は 二三 段は糙 におち る、 蜀 山人 は博覽 無不該 通、 最好 誹諧 連歌 

又好戯 文、 殆 伯仲 於 也 有 翁、 而 賀實有 餘雋永 不足 vj い つて 居る が- 殆 Vj 伯 仲- 

す  の 「殆 ざ」 も 程度問題で、 兄弟に も 一 つ 違 ひも 十逮 ひも あるか ら、 强 ひて 褒 

め 過ぎで ある V」 はい はぬ が、 所 謂雋永 足らす で、 才氣に 乏し い、 その 懸隔. は 

蜀 山人. の 狂歌 狂文 ビ 岡 持、 金雞 等の それ V」 位の 程度で ある が、 ビ にかく 尾 

張で は 也 有に ついで^ 人で あ. らう、 也 有の 句集 蘿葉 集に は 六 林の 漢文 序 

が あ り、 又 也 有 VJ 唱和の 瀵和 聯句に 蛾 洋篇の 一 篇ぁ. り、 誠 に 影の 形に そふ 

如く 始終 離れぬ 莫逆の 親友で、 也 有 を 說く者 は 六 林 を 忘 れて はならぬ。 

寄 未 足齋歌  也 有 

未 足齋く 未 足齋の ある じ、 試 に 物 ど は む、 そ もや 花に めで、、 春の 日の 

四 一七 


足 ら ざ 

V ひ に ゆ 力 

蠅の如 

に 肴の 

心 我 知 

足し 

〇 

筆 ま め 


也 有 VJ 六 

力- 、る ブ 

成 り、 合 計 


る か、 傾 /、 月， を 惜 み て、 秋 の 夜の 足 

の 足ら ざ る か、 世 に い ふ 長者 富に 

くに：^ る は、 あ る じの 常に 笑 ふ ど 

足らぬ 夜 も、 人 に 未 足の 名 はしめ 

りぬ、 未 足に 知 足なる 事 を、 未 足 齋 

て 兒ぬ心 や 月の 十三夜 

も 上手 藝 ビ は 似ても にぬな ま 物 

六 林 文集 『ま に ふ む で』 

林の ー篇を 草して から 約 十 年 目 

林の 文^ まに ふ むで を 見る こ ドノ 

八，！ '二 篇 を^め て あ る。 今 その 


四 一八 

、りさ る か. 目に 物 

飽 か す 、織 の 如く 

こ ろ、 茶漬に 菜の 

し て、 未 足. を 求 む 

の あ-る じなる 哉 

六 

しるの みそく さ 


の 今 口  、友 人 石 田 

を 得た。 正續拾 

屮 から. a  ^ その 


の 足ら ざ 


足 ら 

る 、し 


春風 

遺 の 


ぬ 日 

なし • 


林 

い な 


る 力 

しく 

も、 E2 

君 が 


の 珍 

三 冊 


外 八 篇 を 


藏に 

よ hy 

お 錄 


する こどに した 3 かねて 想像して ゐた通 也 有、、」 比べる ど* 想 像 カも乏 

しく ヒ ュ I モ ァ も少く 到底 同日の 論で はな い、 蜀 山 が 質 實 有レ餘 雋 永 不レ足 

の 評語 は 全/、 適切で ある。 武陽 官邸 記 は 也 有に も 同じ 題目が あって 三 

人の 天分の 優劣な 較べ 兑 るに 便利で あら う ノレ 思 ふ、 摺 小 木傳に 也 有の 摺 

^傳を 摸改 して 及ばざる こ ど 遠し- y」 いふ ベ きで ある 3 猶石田 氏の 所藏 

に 六 林 自筆の 苦佐雙 子^ 題す る 一 篇が ある、 これ は 寶將八 年 七月 名古屋 

より 束 海道 を 江 HX- に 下った 紀行 . で 、逍. 中 の 見聞 を 詳しく 記して 所々 に 俳 

句 を 挟んで ある が、 記 實を旨 どして 文藻に 乏しい。 それ は 彼 自ら も 認め 

た 所で 卷 末に 左の 識語が ある。 

これ は 道中 思 ひ 出る に まかせ て、 V」 ^ り /\ にて 書付 候 得 ば、 文 章 を 作 

る にても な し、 な んぢ 等に 見せて い さ 、 か 示さん どの 書捨 也、 他 見 を は 

づる もの な り、 誠 に おろかなる 理 くつく さきく さ 草子な り 

^七月 二十 三日 束 都 巿買舘 五段 邸舍 にこれ を 記す 


彌  八 殿まい る 

自  叙 

文 章 に 古今な く、 は た 文章に 古今 あ り 

ければ な り、 其 有 VJ 見る は、 風 眵， 5 俗い 

む 人、 な v> か 文章の 風味 を も 甘な はで 

言 に 似 て、 大 和 言 の 葉の はしくれに は I 

諧 の 廿 み も、 嚙 分て やう やく 佳境に 入 

マ r 

る盃に て、 脇 は 亭主の 肴の はさみた る 

ざ かなに 何よ けんな ノレ， も V」 め 出た る 


四 二 〇 

I  六 お 


• そのな し VJ いふ は、 古 今人 情お なじ 

はれば な り、 さ は此肓 触 | の 間に # 一  X 

や は ある ベ き、 か /、いへ ば、 唐 人の 寢 

. い さ 献立の 間違 も 知ら や、 さ れ \ レ 俳 

ら む に、 發 句 は 客の ひど つうけ 持た 

さまな り、 そ れ より 樣々 の 附へロ は 取 

が、 厚 味ば かり は 手お もし VJ て、 間 に 


は 苣に酢 味噌の 取 あへ 

るなら む、 か つ 俳文の I 

時の 滋味 を備へ て、 吉良 

あ り、 三 の 膳 あ り、 向 づ め 

す、 さ り ながら それ も是 

て は、 #1 の 人の 釉を思 は 

我を折れば、 兎角に 新奇 

がち 山海の は つ 物 を も 

於 て、 文章 に 古今な し、 は 

ん、 然 る を わが 手づ かみ 

ど する は、 誠 に 咽の か は 

ら め 

寶曆 癸未 季秋念 日 


ぬ ぞ、 折 からのけ しき も 見え 

體を いは  >  、膳 に 八 珍の きょ 

小 笠 原の すり 足 に、 目 八 分に 

の 尾 ひれ はね たるま で、 照 應 

も 料理人の 鹽梅 ひど つ にて. 

51 す 

せ、 膾 のけん の 細き 手際に は. 

の 取合せ は、 時 ど 物 どの 氣轉 

V」 むる の み、 料 理 の 富 貴 yj は 

た 文章に 古今 あ り、 其 有 無 の 

料理の 鹽 からき を もつ て、 鯉 

く 類 ひなれ ば、 是 を や 世人の 


て， 一 座の 興 

らを盡 し、 さ 

すへ かけた 

起結の 規矩 

吸物に 花 柚 

四角四面な 

を 第 一 にす 

いひ 難 かる 

間に 遊べぐ」 

の 庖丁 老に 

36 に ふ む で 


を も 添 ふ 

かなに 四 

る 二の膳 

かほら せ 

る 親 仁 も 

ベ し、 あ な 

ベ し、 愛 に 

もい ひけ 

も 並ばん 

ヾ 」 は 笑 ふ 
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四 三 一 

張 州  護花關 六 林 散 人 

芋 印 亭 記 

護 花關^ は、 官途 のい ビ ま、 螢 に 醒め 雪に 寢る竹 窓 を、 君 山 子の 與へ 給ふ號 

な り、 愛 に 俳諧の 莛を もふくる 折 も 有 て、 和 漢 かけ 持の 宿り V- はなせ り、 此 

程 半 掃 庵の ある じ、 芋 印の 二字 を惠み 贈られし よ り、 あ ら たに 姿 情の 談^ 

^は 定まれ り、 そ も此 文字 は 何より 出た る や、 ビ は 何も のぞ V」 尋 ぬる 人 あ 

ら ば、 其 傳は 殊に 秘事な が ら、 我 もどより 生得 疎懒 にし て、 た まく 一句 一 

W を 得て も、 是 に 施 す ベ き 印章 をた ( は へ す、 必 用 ひやして 叶 はぬ 時 は、 芋 

の 切々 に 朱 を もて 名 宇 を 記 し、 是 を 押て 間お 合せけ る事久 し、 さ れ. ば い さ 

や 川の い さ ビ も 答 へ や、 此 翁の 許へ 誰か はもら しけ ん、 秘 傅の 朱印い ど 興 

あ り € て、 其 儘 芋 印 ど は 召れ けるな り、 か の 關は君 山 子の 名 付 親に し て、 此 

亭 はこの 翁の ゑ ぼし 子 なれば、 いづれ に 左右の けぢめ あらん や、 か なた に 


^の 花 を 護 り、 下 枝に 休む 蝶の 南 華 老人の 夢に 伴へ ば、 夏 だに 秋の 月 をむ 

か へ て. il ー籁の 外なる 嘯 ？ に 盛 親 僧都の 笑 ひ を 催 し、 芋 のしる しも 茇 にあ 

ら はれ、 お なじ 臭味の 一せ 信 も絕ね ば、 例 の 物ぐ さが 胸算用せ し、 大 厦 高楼の 

もくろみ も、 せ 一 かふ 6 へ に は 及ぶ. *-6 じ ヾ」 ぞ 

問 は  >  見よ 芋 をば せ をの 植所 

右 已卯秋 

武陽 官邸 記 

住めば 都の 月 もさし 入る ビ、 紫 隱里 主人の 宣ひ し、 旅 居に なら ふ も 嬉しく 

や う く 籠り 驯 たる 心地し て、 雲 を 戀ふ麥 結ぶ ばかりに はなり けら し、 板 

壁の あた り、 愛 にも 誰か 植捨 けん、 一 もどの 柳、 所 の 名 をし ぇ顏 に、 趟 塵の い 

ろ も、 や 、彌 生の 末つ か た、 此 麴 町の 官邸に、 一 VJ せの 宿り は 定まり ぬ、 內 0 

はるかに^ ふくもの 二つ 三 つ、 遲 櫻の 葉 越に もれいで たる は 、何某 の天祌 

四 二三 


な り や、 は つ 臈の名 も、 や がての 秋 

田 面： * あらぬ 家並の はてしなく- 

鳥き ゝもら さじ vj 朝 起し て 70H  ^ 

あや ふしな V. 觸る ゝタベ は、 雨 の 

て、 貪 驚かぬ 御代 なれ ば、 此 日は殊 

の 夕 は哀な ，5、 名 にし あ ふ 名所 尋 

墨 田 川の 鳥 は 白 く、 赤 木の 森の わ 

けたる も、 白 金ち か き 長者が 風 も- 

の  閑  ありて、 二階の  窓  を  ひらけば- 

さ き、 並 木の 松に 音な く、 往 來 もみ 

の 儘な が ら、 五 月 雨 近き 雲に へ だ 

これ 等の 品々、 起臥の さま 庭の け 

先達の 筆に 預けて 愛に 洩 しつ、 我 


四 二 四 

ゆかしく 見め ぐらせ ば、 今 はみ よし野の 

富士 みなみ 吹か はり て、 新 樹 卯の花 に、 時 

に はしる 日 は、 晴 たる S を 兌 び、 ま たは 火 

昔 もうれ し、 さ れ Vj も 遠見の 太皲 苔む し 

マ 、 

に 隙 も 得た り、 營中 の晝 はねぶ た く、 茶 番 

ぬる 日 も あり て、 馬 に まかせて 事 問へば 

く ら葉照 添 ふ靑山 あた り に て、 琵琶 聞 つ 

皆 客 中の 吟魂 をな やま す、 あ る ひ は 半日 

同じ 詠めの 御 土 居間 近 く、 芝 靑 み、 羊 ^ 花 

な 故鄕の 客に は あら す、 遙 峰 は 四時の 雪 

つ、 そ も 朝の 豆腐よ り、 宵 の蕃 麥切賣 まで 

し き、 貧 乏 樽の 唐が らし も、 塵 塚の 蓼 穂 も 

も ま た、 らで事 たる はおな じ ど、 こ ど 


る 事に こ 

や 閑古鳥 


そ 


足らぬ 言 葉 に、 此 旅情 を述 

世話の ない 窓に なじ 

右 丙 子 夏 

鳥  譜 


聖代の 鳳凰 は、 見 ぬ ものから いふよ しも 

寓 一一 一一 n に、 九 萬 里 羽う つ 沙汰 こ そ、 そ ら 言 の 

むる もお こ がまし 

海.^ し き鶴徑 も、 雨 もりの 手專 にも 賴ま 

通し 駕籠に や V」 はる 、愚 さ よ、 千 代の た 

三 具足に 等 類 は 遁れ や、 事 足らぬ 鴨の 脚 

を繼 がば 愁 へ、 これ を 切らば 痛みな ん、 長 

れ 

四 二 五 


な し、 彼 の 胡蝶に なりし 毛唐人の 

方 人な れ、 百 千 の さ え づ り を、 品 定 

れ す、 十 萬 貫の 路錢も 持 て、 揚 州 の 

めしの 龜の尾 山に 伴 ふ も、 持 佛 の 

も、 着 丈の 世話す くな かるべ し、 是 

に 誇る ベ からす 短き を 悲しま ざ 


四 二 六 

いづこの 飛脚の 生れ か はりて か、 今 も 越 路の文 は 傅 ふら ん、 祉 En に 入替る 

つ V*  くらに は、 去 年の しるしの 糸 も 見  >ん つ 、 

鶯は法 華 を 囀 り、 餘 力 あれば 文 をも學 びけ る や、 綿蠻 たる 黄 鳥" ま たは 不相 

でび なき 

還 本栖な V  、竹 の 子 藪の 飛啼 なる ベ し、 鳴 もお どらす ど看經 して、 秋の 夕暮 

に則淸 法師 を 泣せ ける 

鷹の 早 わざに は 何 か 及ば ん、 さ る を 野 守の 鏡に 影 留められて. へ 緒に 苦し 

み 餌に ほ ださ る、 さ は あれ、 つなが る 、故に 高位の 御 こ ぶしに も 召れ ける、 

それ を 犬 も 傍輩 ビは、 いかばかりの 無念なら ん、 草 枯れて 眼す、 二、, き あ し 

たこ そ、 い- V」  >  奉公ぶ り は 見えた ，5、 四 十八の 眷屬 もちし ゆ へ、^ 1 梟の えせ 

もの も 交る は、 平 家に 宗盛 どい ふ巢守 ありし に 同じ かる べし 

よりの も V- けて 揚る雲 雀 の、 も ろく 落る は、 糸 加減の きれた る や、 虫 の 昔 ま 

で ビ 思 ひし 庭に 鹑 立し て、 噺 の 先 折る も わび し、 抑 汝が 前生 は 畑鼠 V」 きく、 

げ に /\ 風 も 身に しむ 粟に むれて、 鳴子の 世話 を やかし ぬる 


. 聞 くた びの めづ らし さ に、 倌 正 は 初音の 號を蒙 り、 數 ならぬ 身の こたへ に 

其 人の 行 過 は そしられけ る、 落 月の 置 去り に、 風 騒の 腸 をた つ、 蜀 帝の 魂 ど 

は 十王經 にも 見え す、 誰 が 梓の うらに や 寄せけ む 

つ 、鳥 は暑氣 ちか く、 み そ さ 、 ゐは寒 し、 か んこ鳥 は 野 寺の 庭に 雪の下 唉 

きち，^ て、 小 惜 の晝寢 驚かす か ビ 聞 ゆ 

大晦日に 啼く は、 掛 乞に 聞き まが え て 出逢 ふ ベ き を、 誰 が 門 さして 水難の 

敲き ありき て、 夜半の 雨 を 知ら すら ん、 ま た 水 干 着た る 小 宿ぐ る ひ を、 いも 

が， 5 ど 古み たる を、 川 風に つれて 千鳥の 啼く も. 其 替名を 呼ぶ やうな り 

鳩の 友よ ぶに 降 照り を 知る 畠 天文 あ り、 雞 の そら 音に 戶を 明けし 其 番人 

も、. S 耳 どやい ふ べき 

維 VJ よめば 耳 だ ち" き  >  す どい へば やさ し、 短 夜に も 山鳥の 尾の ぬひ あげ 

もなら す、 彼 はつ ま戀に 狩ら れ、 是 は獨寢 にか こたる、 人に も か Z- るた ぐ ひ 

は 多し 
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四 二八 

お , よそ，. C-  ほん てう 

鳥 ど は 凡 鳥ど讀 みし を、 己 が 美 目 VJ おも ふ や、 凡 鳥の よみくせに て、 留 守. の 

門に 題して 嘲られし を、 桐 にも 住 心に 悅 びけ ん、 鳥 羽 玉の 夜 に、 啼 かぬ 聲聞 

て、 生 れぬ 先の むつき 定め VJ  、物 いまい に 嫌 は れ、 有 明のう かれ 聲 に、 ね ざ め 

の やもめ を 泣かせ、 い vj  > あほうの 謗 ，5 にも あ ふならん、 され V- 月の 兎に 

一 對 せる 光 ある 名 ビ、 姑 蘇 城 外の 霜の 曙 w は、 汝 が 一 生の 譽れ なる べし 

いねき 

海に 入て 蛤 どな り、 雀 燒の名 は 鮒に 奪 は る、 犬 君 は^して むつから れ、 廷 尉 

は 門の 羅に是 を 捕 ふ、 お のれ ど さわぐ 羽風 も靜ま り、 閑 窓 に 枕 を 推し 筆 を 

ビ れ ば、 百 にな りても 躍 忘れ す、 先 達の す さび 羡， ましくて、 黄吻 を か へ り 見 

す、 鹦 鵡の眞 似に 似た る も、 勸 學院の 囀 り、 舌 きれ 雀の 片 言 な れ ば、 公 冶 長 殿 

の 耳に も 聞き わけが たき 一 篇 ならむ 

右己 卯 春 


未 足齋記 

い つも 月夜に 米の 飯 ど は、 いやしき 詞 

や、 此 軒 は 維摩の 大衆 を 入れん^ にも 

や、 庭 はも- y」 より 掃 はぬ 草に 月 もや V- 

肴 な し、 荒 れ た き. 儘 に 住みな せし を、 こ 

地 を拂ふ ど、 人 の 諫めう けが ほ に ど 

に 偷 み、 や 、畫寢 の 枕 かたむく る 所 ビ 

も の も、 蝶 ど變 じて は 花に 戲 れ、 風 に 狂 

の 春風に 香 を 送れ ば： け にも 歌人 騷家 

け る" さ らばむ くつけ きん  >ひ も ノフ つ さ 

め や、 さ は 我 狂態の、 かの 虫の たぐ ひに 

づ け、 み づ から 未足齋 どい ふ、 いかに や 


な が ら、 足 る 事 を 知れ ビの敎 なる を 

あ ら や、 長 明が 持 は こびの 勞 もから 

りて、 客 あれ V- も jp な し、， 酉 ある 诗 は 

vj し朿 都より 歸 りし 比、 貧 家 も淸く 

る 日 も 折 ふし は 有 て、 半 日の 閑を爱 

はなせ り、 そ も 恐ろしき 毛虫 VJ いふ 

ひ、 荆 枳の名 はむ つかし けれ ざ、 處 々 

の吟魂 をな やます やさし さは 有り 

ば な V- か 賢き よ り、 賛 きに も M  * さら 

も、 劣 れる は耻し VJ  、此 感 有て 愛に 名 

ビ 問 ふ 人 あらば、 一 名 多義の 子細に 
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四 三 o 


ほ - J 

れ り 

に、 自 

あ ら 

其 0 

に 文 

か け 

た く 


近 き 

何某 

そ れ 


り て 

ヾ 」 せ 

ぬ 戲 

の 香 

あ ら 

置 ぬ 

足れ 


こ ろ 

な る 

を あ 


い ふ、 凡 才智 は 

ん や ど 、あ る ひ 

さ き を 猿 啦日 く 

談に. 取な せ ざ 

の ゆかり ど は. 

ん 事 を、 蘿 隱 君 

れ ば、 蓬 蒿 朝夕 

り どい ふべ し 


さ 1b に も 、. S じ- 

は 身 息災の 書 替 

さ いどい へ ば、 わ 

も、 誠 は眛嘈 部屋 

めづ らし き讀癖 

に 乞 ひ 奉り し、 幸 

の 光り を 生 じ. 錢 


-衣 W ビ 

な り V」 

が 傍 若 

の 隣に、 

ならん 

に 金玉 

財 衣食 


自半 掃、 菴 先生 傳言 "移 文 

蘿隱 君へ まい b て、 半 日の 閑話 

をの こ來 b. てい ふ、 君 が 繪贊ゃ 

きな ふ 埃 も あり VJ か、 い にく 


有しつ 

め 給 へ- 

し yj な 


た よ 

無人 

白 き 

を、 知 

の 章 

は た 


h\ 一 

.1 匕 

TV 

ら 


いづれ を 

た は 近 比 

もい- ^な 

ベ 知り 顏 

察 す ベ し、 

賜 り ぬ、 是 を 座 

ね V- も、 住 居 は 


を 

夕 


でに 宣へ 

望 む 中 


多 


ん w  、我 爲 思 


る 事 あり- 

に  は、 ひ そ 

ひが ほに 


か 足 

の 諺 

ん V -、 

な る 

右 に 

ま つ 


此程 


繪 にか 

傳 へて 

の、 錢な 

ればゃ 

り 行け 

の ふつ 

り の そ 

ヾ J  > 腹 

. の いな 

へ  一一 一一 口 ひも 傳 


ぞ 諫められ し、 げ に /) 尤 にこ そ、 さ りながら 予が 

、かたがへ り、 先 に 故 有て 繪は 筆をビ め ぬれ V- 、其 後此 

の繪に w  、句 を 望む 方へ は 心に うかむ 儘 を、 筆 にも 任せた る を、 ビ b 


な り、 答 へ て、 さ 、り やよ 

ふ，、」 ころ は、 い さ 


り もす らん、 かれは 錢 なき 故に 賣 り、 こ れ 

ば、 ひ VJ つの 助- V」 もい は ん、 か の 

も 防ぐ ベ き 事 か は、 さ れ V- 去 年 

か /- はら や、 今 より 檜贊 のこぐ」 

みなら ば、 朝 夕に 見る ビ も飽く 

# 諧 に 預からぬ 類 も 多 く、 或 は 

しまし く、 又 來る も福祿 壽、 又 も 

る 、わざな れ， ま、 さきに は遲帶 の 股 も 

： は あらぬ も、 ま づは筆 を VJ らじ ど いひ や 

へ よかし VJ の 命 をう け 給 はれ り、 よ つ 


、な \レ 

ば、 f.v- 

情 あ 

> か 

よ ぎ 

ふ /\ 


通用せ 

是 を し 

丄： ま 

る繪の 

な る が- 

も 耳 か 


を ヾ」 

は錢 有て 買 ふ、 錢 あ る 者 

朿坡が 扇の ためし も あ 

より 今年 は、 筆 に 懶く成 

、大 かたは 辭し 侍ら ん、 實 

かた あら じ を、 山 水 人物 

け ふ も 竹、 翌 も 竹 V- 、あ た 

てく る も 布袋 Vj の V- 、い 

あ る ベ し、 さ て やい な 舟 

り ぬ、 汝此事 を そ こ /、 ゝ 

てす ぐ さ ま に、 四 方の 諸 
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公へ 吿げ申 事し か 

洽ふ ビ も、 僕 が 聞 き 

あながち にかの 主 


り、 さ は あれ 此後 ビ 


こ ぶ / 

..7 力 〈 

をな ビ 


て、 此傳 へ に 

がめ 袷 ひそ 


て も  > しまめ 

そ ら  一一 一一 n し け 


にもお 

る；：^ よ 


して、 かい やり 

思 ひゆる して、 


摺 小木傳 


男 ありけ り、 世 にす ね 松の ふしくれ 枝よ 

夕つ VJ むる 身な が ら、 常 に燕趙 悲歌の 士 

ビ か ぞ へ ら れ、 七 草の はやしに そやされ 

さ 太郞の 仲間より は、 浮 世の たは け、 起 き 

かなる 因 を か 蒔きて、 今 愛 かしこの せ は 

の 親類よ り、 よ そ の 

VJ 心 得. あ る ひ は 夫婦い さかいの 中 直 し、 又 は 福引の 笑 草 迄に も、 四 方より 

もちかけて 賴 むに W や、 つか はる、 に勞せ や、 足 を摺小 木に し て、 三 百 六十 


愛に 摺小 木^ いふ 

の. i5, しり も" yj に、 朝 

世の たのもしき 人 

お を も 先 らす物 /、 

ベ し、 抑 前生 に は、 い 

ぞ や、 杓 子せ つかい 


り 出 て、 家 ご VJ 

を や 慕 ひけん 

て、 我 身 のころ 

て 働く- yj 誇る 

^き- yj は 成し 


^の 板 元まで も、 愁 苦^お のが 任 


り 埃に 

の 山師 

扱 ふ 事 

木の 淺 

つ き、 洗 

そくさ 


日 片時 も 口 を 明けて 笑 ふに 暇な く、 ち 

花の 盛に 山 廻り もせぬ を、 な ぞゃ足 引 

もロ惜 けれ， ミ いか  >  せ ん、 た ま 取 

り顏に 高慢の 羽根 を はや し 、出 すりこ 

もす わ^- す、 機 の 糸ます おもしに ふら 

まがち にあがき 倒れ て 、味 噌 くさい み 

そ あやし けれ 

初 鰹 賛  贈 四方 赤 良 

山の手の 滋 眛、 時 な る 哉 /^、 朝 まだき より 聲 

さ 波た ちて、 靑嵐 のこ 、らまで も 吹 送れ ば、 嘸 

原 河岸 は 左 をな すべ し、 い にしへ 水の 江の 浦 

^の 窓に は、 山 郭公 ビ どもに 待ちわびぬ る も 


まぶれ て、 奢 の行衞 をし らゃ 

の か や に、， フ しろ 指さ 、る 、 

の 成就 すれば、 おのが 智慧 あ 

まし さ は、 摺 鉢の すみかに 尻 

濯 物の 橫槌 にや V」 は れ、 あ た 

い -yj  、人 々に A; お ほ はる、 こ 


の いさましく、 いけ 擔子 にさ 

な 鎌 倉を活 きて 出け ん、 小 田 

島が 子に 釣ら れ、 今 はた 俳諧 

の を、 な ぞ やなら びの 岡の よ 

四 三 三 


四 三 四 

しあし ご ビ に、 其 素性 を 書き さがしけ ん、 靑 樓の肴 鉢 に、 料 理 人の 鼻お ごめ 

せん ろ 

きて、 からし 酢の 匂 ひに は、 張 氏が 蓴 鱸の も、 尻 をもビ  >  むべ し 、維 子燒の 

限， 5 なき 風味 は、 聖 人も噢 たばかりて 捨てさせ 給 ふま じ、 實 や 現在 の 果 に、 

過去の 未來を 知る V」 か、 見 よ や 人、 か れが 身の 後 も、 た  >  木の はしの やうに 

ふしくれ 立ちな が ら、 や ご どなき 雲の上まで も、 ま づ鹽 梅の 臣に 召れ て 朝 

夕の 八 珍 も、 これが たすけ ならざる はな し、 初 鰹々 々、賞すべし 誇る べし 

丙午 夏  - 

西 行 上人 記  東都 四方 赤， U ょリ 求めに 應す 

此 上人 は、 藤 のうら 葉の 家 を 出 て、 墨 の 衣 どなら 坂 や、 この 世 を 一 束 三文 V 一 

見捨て 、、名 ど は うら 表な る、 朿 下り ど 出か け、 ま づ祌 風の 內外 に、 忝 なみだ 

を こぼし、 二見の 蛤に 貝 合の 昔 を 思 ひ， 鳴 海の 芦の こきい ろ を 詠め て、 そ の- 

マ 、 

北なる 春 日 井原の 何某の 寺に 付 飯 くら ひに て三ビ せば かり 杖 を 休 め、 み 


づ から 像 を 木に 刻み て、 草 难の 留守居に さし 置 き、 佛 

て、 う かれ 出られし よ し、 そ れ から は 鎌 倉の 猫の 段な 

世に いた り、 寢 耳の 洪水に 押 流して 失せ ぬれ ざ、 其 所 

殘 れ り、 は るか 過ぎて 川下な る、 ひ ら村 VJ い ふ 所の 芦 

れる朽 木 を 見れ ば、 紛 れも なく かの 像な りけ る を、 あ 

すゑて ビり傳 へし 染 は、 我 友 臥 雲坊が 許に ひめ 置き 

世話 やきに て、 其 舊 跡に 一 宇 を 再興 し、 是 を 安置 せん 

な り、 そ の 地 は 熟 田 潟よ り. 木 曾に 横ぎ る驛路 なれ ば- 

へ  かし  ビ、 此 む だ 言 を 吐く 趣 は、 此 寿 束 都の 四方 先生 

集め 給 ふ ど 聞く どひ VJ し く、 我 國 にも 其舊跡 はの こ 

げたり ける 未 足 齋. そ の き さらぎ の 望 ち か き 日、 禿 筆 


に は 櫻の 花 を 奉り 捨 

る ベ し、 か の菴も 後の 

は 今 も 西 行渡 ど 古跡 

刈 をの この 鎌に か、 

ちやこち やど 手車に 

し を、 此 程 同志の 束甫 

W 、只今 建立 の 催 最中 

好士の 旅人 は 尋ね 給 

の 社中 に、 上 人の 記 を 

れる もの を ど、 味 一" あ 

を 走せ て 呈 し， 侍 る 


四 三 五 


H 三 六 

類  句 

詩歌で も 俳句で も 偶然 古人 ビ 相似る もの ビ、 意 あ つ て 前人 を 摸倣す る も 

のビ 二種 ある。 有意に 前人 を摸淤 する は、 腐 を 化して 新ビな し、 鉛 を 煉 つ 

て 銀 ビ なす 底の 手腕なくて 蘇、 妄 に 試むべき もので ない。 楊 萬 里 は杜詩 

の 薄雲 巖際 宿、 孤 月 浪中翻 ど 度 信の 白雲 巖際 出、 淸 月 波 中 上 ど を 比較して 

出 上の 二字 勝る VJ し、 度 の 永韜 三尺 劎、 長 捲 ー戎衣 VJ 杜 の 風塵 三尺 劎、 社 稷 

一 戎衣ど を 比して 社の 勝 vj 定 め. た。 放 翁 は 韓^の 門外 碧 潭荞洗 fer 樓前 

紅燭 夜迎， 人 から 出た 晏叔 原の 門外 綠楊 春槃 fer 床 前 紅燭夜 呼 ，盧 を 評して、 

氣格 乃ち 本 句に 過ぐ 之 を剽ビ いはす して 可な り ど 評した。 徘 句に は 殊 

に 等 類が 多く 偶 合 も 生じ 易い。 負 門の 松 江重賴 は、 立 圃 の 「螢 火 は 川の 瀨 

中の 灸か な」 は 貞 德 の 「螢 火 は 野中の 虫の 灸か な」 の 燒直 しだから V- い つて、 

犬 子 集に 入選 を 拒ん で、 亙 に 確執 を 生じ 終に 兩人 VJ も 破門 せらる 、に 至 


つ た ひ 

時鳥く どて 寢 入りけ り  調  和 

時 鳥 /)  VJ て 明けに けり  千  代. 

これ は 暗合 か、 句 主 を 誤り 傳 へ たの か、 い づれ にもせ ょ兩存 の偾値 はない 

來年は VJ て 暮れに けり  露  川 

明 曰の 事/.、 どて 年 暮れぬ  也 有 

來年 こそ は ど 期待して ゐ たの VT マァ 明日の 事 だ vj  、のばし /.、 した どい 

ふ 所 に、 ち が ひが ある ビ 言 へ ば、 いはれ ぬで もない。 

初雪に 此 小便 は 何奴 ぞ  其 角 

何奴が 草鞋す てた る 淸水哉  也 有 

其 角から 趣向 を得來 つたので あらう。 

妙お 宽 女な ^りて 

霜の 鶴 土へ 蒲圃も 被され す  其 角 
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母の 喪に 墓に まう で V 

されば ど て 墓 / 蒲 阁 もき せられ や 

V- ちら も 俗 意 俗 情、 其 に 取る に 足らぬ。 

入道 の よ 、ヾ. J まゐ りぬ 納豆 汁 

僕 等 の よ 、ビ 盛りけ り 根深 汁 

よ、 ど 盛りけ， 9 で は、 全 /、 語 を 成 さ ぬ、 珍 ら し 

者 は、 い つも 召 波の 二の舞 を やる ので ある。 

紅 梅 や 比 丘よ.^ 劣る 比丘尼 寺 

納 豆 汁 比 丘 尼 は 比丘に 劣り 鳧 

納豆 汁で は Vj う 劣る のか 更に わからぬ。 

0 園 會 や 倌の訪 ひ 寄る 梶が許 

七夕 ゃ讀歌 聞きに 梶が 茶屋 


え 


お- 


召 


詞を強 ひて 使 はん V」 す る 

蕪 村 

召  波 


召 


村 

波 


叱に 擧 げた 召 波の 句 中で は 一番よ い 方で ある が、 讀 歌 聞きに がち ど箝 へ 


過ぎた やう で、 僧 の訪ひ 寄る に 及ばざる 數等 である。 手腕の 大小 は^ 

へぬ もの で、 殊 に 師匠 を 摸倣した 所 に、 著 しく 優劣が 顯 はれる o 

白露 や 角に 目 を もつ 蝸牛  嵐  雪 

白露 や 茨の 刺に 一 つづ、  蕪 村 

同じ やうな 見つけ 所では ある が、 そ れ <^ 別檨の 趣あって 面白 い、 茨 の 刺 

に 一 つづ、 置きた る 露の きらめきた る は、 數 の 多き だけに 見る目に 心地 

よ い。 

淨草も あちらの St 十に けさの 秋  百  川 

浮 草 やけ ふ は あちらの 译 に^く  乙  由 

語 は 能く 似て 居る が 意 は 全然 別で あ る、 ^ し兩方 どもよ い 句で は 無論な 

/•  o 

し 

憂き 我 を 淋しがらせよ 閑古鳥  芭  蕉 

閑古鳥 我 も 淋しい か 飛で 行く  乙 .H 
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これ は 和歌に 所謂 本 歌，，、」 りの 類で あらう が、 お のづ から 別種の 趣が ある 

麥林舍 の 集中で はま づ よい 部 だ。 

蕉 村の 評卷^ 書簡 

蕪 村の 評點 せし 句卷を 見し に、 靑朱兩 色に て 「路傍 槿」 「春盡 鳥啼」 の點印 あり、 

共に 芭蕉の 句をビ -5 たる も 面白 し、 そ の 評語 ある もの ど 高點の 句の み を 

抄出すべし。 

一 家 はま だ寐 もやらぬ きぬた 哉 

お ふ た 子 の 聞 なれて 寐る きぬた 哉 

よき 句 なれ. W も かの 據辛 さ. V」 いふ 趣向なら ん歟 

古^ や 飼 ふ どもな しに 紅葉 鳥 

J:- み. ち 鳥 俳 かいに は不好 

一 夜 さは 不自由 も雅 なり 鹿の 聲 

雅な リ不好 


t> 人' ん、 •： 令 


>'み か 

m  « ま 幾 


、 . こ づ 1b こ 化 

柳ち り获も こ 

隨 よりも 樣 

漢霪 山水ん 見ろ 如し 

匂 ふ ほ  >ゝ」 少 

菊洒 やおな 

さび 鮎 やま 

起々 の 渡し守の きげ 

若 あゆの か た しかる 

爪 靑き野 飼 

おかしき 案じ 所 珍重 

種 ふくべ 退け 

馬 下りて 行 


瓶の 心 や 雞頭花 

けた b 夜の 雨 

見下す 紅葉 かな 

し は染っ 蓮の 飯 

じ 噺も老 の 伽 

だ 起々 の 渡し守 

んには S 鮎よ リは 

ベ からん 

の 駒 や 草の 露 

て 家 根 ふく 葛 家 哉 

や 矢矧の 橋の 月 
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灯燈を 羽 折に 隱す うづら かな 

琴の 昔 も 妙なる 桐の 一 葉 かな 

ひ く う 飛 秋 の 雨 夜 の ほたる かな 

娘の 子 橋に またせても みぢ哉 

萵雄槻 橋. V」 成 ミも题 なく^ は 聞え す 

S 狩 や 花に は 行ぬ 所 まど 

よき 句 なれ， W 趣向 古 き 心地す 

牛 部 や に 蓑 虫の 鳴 や 後の 月 

今の 世の 布 一門の 流行 體也 

稻 妻 や す 、きの ヰの 傍 示 杭 

笠 敷て 火 打取 出 花 野 哉 

飽ま でも 拾 ふ 木の 實ゃ 京の^ 

^流に は あられ.、、」 


むく 鳥の 渡りし あ ビ やひ VJ り 住 

細 道 を す 、きの 埋む庵 かな 

外 か ら も 淋しき 家 や 黄鷄頭 

火 を 消 し て 月に 疋行 確かな 

右 五十 章  ， 

漫 考 

, 夜半 翁 

家 藏蕪村 手簡 一 通 は、 洛北 一 乘寺村 金 福 寺に 芭^ 庵 を再與 せし 天明 元年 

頃の ものにし て、 宛 名の 佛心子 は その 何人なる を詳に せ す、 碑 文 を かきし 

淸^ は 越 前の 文學 たりし 淸田儋 叟. 名 は 絢、 字 は 君 錦、 永 田 俊 平 名は忠 原、 朿 

阜ビ號 す、 平 安の 書家な り。 道 立 子 はこの 再興 發 起の 魁 首 自在 庵 道 立に 

し て、 氏 は 樋 口、 名 は 敬 義、、 淸 絢の 仲兄の 第二 子に し て、 芭 蕉が漢 學の師 たり 

し 伊藤 坦 庵の 曾孫な り。 俳句 二 首、 前 なる は 秋聲會 編の 蕪 村 句集 拾遺に 
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收め たれ ざ、 後 なろ は 未だ 句集 顔に 見えす。 

1 蕉翁 碑銘 石摺 一 枚 相 下. S- 候是は どく 出來 いたし 候而洛 束-一 石碑 を 

建 申 候 則 右の 碑 正面-一 打 碑いた し 候 ものに て 候文 章 は淸絲 先生 書 は 

永 ra 俊 平ん 右 之 石す り は 道 立 子より 足下 へ 牛 房の 謝恩 -ー 遣 被 申 候^ 

一一 御 ざ 候き いまだ 二 候 やそれ 故 先 づ愚老 ふ 一 枚 進 申 候 さても く い 

そがし く 候て 中々 發句も 無 之 候 あ VJ よりく わしく 申 候 

二月 二十 一日  夜 半 

弗 6 子 

低 い 樹に鶯 啼ゃ晝 下り 

紅梅 や 黄鳥 どまる 第三 枝 

おかし からす 候 こども 書付 候 

一 當春帖 は 相 休 申睽而 さくらの すり 物 出 申 候 貴 句 も 加入 いたし 皮 候 


少々 高直 一一 付候摺 物故 社 巾 へ 费刻料 余 ほどか ゝり巾 候 御望に 候 や い 

力 、 /) 

諺 .、」 文 學 

諺 は 經驗 の 返 響な り、 衆 智の 結果な り、 哲 學のー 辯な り、 時 の 古今 之な き 時 

な く、 洋 の柬西 之な き處な く、 學 者 も 之 を 喜 び、 詩 人 も 之 を 用 ふ、 さ れ Vj  一  0 

貴族的 文化の 盛なる 時代に は、 俗 諺 VJ 呼 び、 俚 語 ど い ひ、 下 世話 ビ名 づけて 

之を卑 めたり。 "ー ド、 チ ェ スタァ フィル ド曰 く、 縉 紳者流 は 曾て 諺 を 用 

ひ す ど、 ァ リ ス ト I トル も 甞て諺 を 蒐集し て、 爲 めに 誹謗 をう けたり どか 

や、 さ れ V- 有名の 作家 は、 皆 悅 びて 之 を 用 ひ、 セ キス ピア、 チヨ，' サァ 、モンテ 

ェ ，ヌの 如き、 いづれ も 之に よりて 其 文 彩 を 加へ た り、 我 國 にて も、 近 松 最 

も 巧に 之 を 言語 文中に 揷入 し、 其 諺なる. や 否や を、 辨 別し 難き ま でに 調和 

せ し め、 降 りて 八文字 崖の 徒 亦 之に 倣へ り『 當世誰 が 身の上』 に 「か やうに 巾 

四 四 五 
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す 某 腹の 內か ら乞食 に も あら や、 V」 も かう もした る 町人 の、 昔 は 見ぬ 京物 

語 なれ V- も、 此 檨な喑 い 夜 さ り も. 定 紋の挑 灯 つら せ て、 戀 に 外聞つ くろ ひ 

月夜に 釜の 座 V」 いふ 所に て、 竹 の 林に あらね V- も、 七 けん 口の 家 さ へ 五箇 

所 もつ て、 肩 で 風 切った る 昔の 劍」 ビ い へ る、 此 數 行中 に 「报 からの 非人な し」 

「見ぬ 京物 語/月夜 に 挑 灯 も 外 聞」 「戀に 外 聞」 「月 夜に 釜 ぬ く」 「肩で 風 切 る」 「昔の 劎 

今の 栾 刀」 の 七 箇の諺 を ど り ま は し、 か ら みつけた る、 勉 めたり ど いふべ し。 

其 他 也 有の 俳文の 如き は、 全 く 諺 を 生命 V- せる ものに て、 も し 之 を 除かば 

一部 鹑衣 はもぬ けのから どなるべし。 王朝 文學に 至って は、 源 氏、 枕 草 紙 

を 初め 殆 Vj 絕無 vj い ふ も 可な ，9、 彼 の 巷談 街說を 書き- 55 めたり ど いふ 宇 

治 拾遺 物語の 如きす ら、 僅 に 「寳 の 山に 入りながら 手 を.^ しくす る」 「受 ^ は 

倒る 、處に 土 をつ か む」 「祈禱 は 母に させ よ/ 後 の 千金」 「孔 子たん れ」 等 の 四 五 

を存 する のみ。 抑 も 諺が 中流 以下に 專ら行 はる 、 は、 今 ：u の社會 雖 も 

0 然 り、 芝 居 は 無學の 早學問 なれば 諺 は無學 の哲學 なるべし J 彼の 平民 


文學を 唱道す る 人々. は 決して 此 研究 を 怠る ベ から や。 

也 有 は 好みて 滑稽 を 弄 し、 人 事 を 詠 じたる 人な り。 贊 物に 頓才の 見 ゆろ 

他 は、 別 に 上手 VJ いふ 程の 句な し。 ロハ 芭蕉 以後に あり て、 俗 諺 を 句 中に 取 

り 入れた るは此 人の 特色な り。 

はも 亦 子 ゆ ゑに くらし 木 下 g 

子 をす て ぬ 世 ビ て 藪 にも 幟 かな 

鷺の た. つ 跡 も 濁して 田植 かな 

抱 い た 子 は 負 うた子よりも 暑 かな 

餅になる 蓬 や 麻の 手 もから す 

井 の 內 や 山吹 知らで なく 蛙 

百まで も 踊れ 鹿 島の ゆ 2 雀 

三 筋 足 る 顏 ども 見え や 猿 廻 

物す きの 虫 はきて なけ 蓼の 花 

四 四 七 
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美 濃 近 江 お き て や 語 るけ ふの 月 

行 秋 や 尻 も 結ばぬ 糸す、 き 

湯の 辭宜の 雪に なりけ り 年 仕 廻 

行 春 や 一 寸先は 木 下 やみ 

锇.^ の もの 虫の 來て VJ る 灯籠 哉 

いさよ ひの 芋 や 十日の菊の 顏 

筆 ノレ む る 春に 仇名 や 手 六十 

三文 もせ ぬ 矢 を臈に 案山子 かな 

末 二 句の 本 據は今 知らぬ 人 も あるべ し、 「算 用 十六 手 六 十」 V」 「臈 は A 百 矢 は 

三文」？」 い へ る 古諺に 基け るな り。 

八 千八聲 V」 い へ る 杜鵑 は、 い かさまに か 鳴 くら む、 我 は 其 句 を 作れ Vj も、 其 

聲を聽 きたる こ V」 なし。 いつも 初音の 心地 こそ すれ ど、 賞 むる 歌人 あれ 

V- 、聞 くた び每 に胸惡 き 反吐 どぎ す V"  る 酔 諧師も あり。 人々 の 耳 こそ 


を かし 

昔 

島 

ひ 

八 

迚 


きもの なれ o 

づ方に 鳴きて ゆ くらむ 淀 ごぎす 

羽 山お V- 、ぎす 聞く こなた かな 

終り 程 V」 ぎれ や の 聲 も が な 

聲 よ 寢耳に まつ V-  V」 き す 力 な 

き 習 ふ聲ゃ いろはに ほへ ビ ぎす 

つついて 鳥け 閽 の 跡 ノレ ぎ す 

並に きかぬ や 耳の のろ ど ぎ す 

聲ゃ 本尊 かけはし 杜 宇 

幡 のお 山で 聞く ゃはビ  >  ぎ す 

づ ませて 鳴く や 拍子の 程 V」 ぎす 


も 0 


力 


か に も 聲のふ VJ  、ぎす 


重 

德 

秀 


供 

也 

•11 

3 


作者不知 

宗 賴 

正 章 

秀 重 


も此 類の 奇聲頗 ろ 多け れ ざ、 さ まで は 初 昔もう る さかるべし。 諺 
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ど 結びつき たる もの は、 

親に 似ぬ 聲は 鬼子 か 杜 宇 

春な くや 怪我の 功名 ほ VJ  > ぎ す 

名人 もなかす ば そしれ 時鳥 

後 やどよ む 初 さ 、やく 郭公 

天 知 る 地 知 る杜鵾 

お ど  >  ひや 他の 始め 

物 は い ふ ど よ 蜀魂 

二 ふ しも ある や 時鳥 

0  0 が 王 す る 里 かほ,、」、 ぎす 

に 他生の 緣か ほど 、ぎす 

名 も大耳 はせ じ 蜀魂 

、やく も 八 町 ひ  >  け 郭公 


忍 

岩 


ぶ 

ち 


な 

八 

0 


よ 

力 


鷲 

さ 
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作者不知 

靜 壽 


章 

淸 


正 

宗 頼 

作者不知 

正 依 


， 

1133 


ん 

久 

賴 

方 


鳴き ゆく や 十 方植那 杜 宇  作者不知 

以上の 句 は、 い づれも 俳諧 は 滑稽な りの 敎義を 金 科玉條 せる 時代の も 

のな り。 されば 俳句 其 物の 價値は 何程 もな けれ ど、 吾 人 俚諺 を硏究 する 

者の 上に は、 其 惠 頗る 犬な り。 第三の 句 は 「名 人人 を 誹 らす」 「な ら や ば 譏れ」 

の 二 諺 を 結合 し、 第 四 は 「初 めの さ、 やき は 後の V- よ み .IVJ いふに 據 り、 第 七 

の 句 は 「岩 も 物い ふ」 に 據 れ b  、第 十 一 の 「大 名は大 耳」 第 十 一 一 の 「さ 、やき 八 町」 

これ も 今 は 多く 耳に せす。 是 等の 句 は貞德 派の 句集に 前後 相 望む 有檨 

にて、 諺 を 知ら ざれば 其 意 を 解す る 能 は す、 さ れば此 一 派に は 夙に 諺を蒐 

集した る 毛 吹 草、 世話 盡、 か たこ ビ 等の 著述 あり。 

赤本、、」 西洋 文學  . 

坪內 博士 甞 て わ が 百合 若 傳說を 以て、 ホ ー マ ァの 物語に ある ユリ クセ ス 

の 話 を傳 へた もの ど し て、 そ の 類似の 點を擧 げられ たつ 大分 久しい 前の 

四 五 一 


四 五 二 

事で 今 は その 考證 の詳 かな 點は 記憶し ない が、 も し 此說が 正 li を 得た も 

の ビ す れ ば、 西 洋文學 の 我國に 輸入され た 最も 古い もので あらう。 豐後 

壹皮 上野 地方に 傳 はった 口碑 は、 いつ 頃で あるか 元より 明かで ない が、 舞 

の 本に 百合 若 大臣が あるの で、 ほ  >  其 時代が 推測され る C 之に 次いで ィ 

ソブ 物語が 文祿ニ 年に 天草の 耶蘇 敎會 から 羅馬字 綴りで 出版 さ れ、 そ れ 

から 元 和 寛 永の 活卞本 ゃ莴治 版の 緒 入 本 も 出來た が、 そ の 外に は 一向^ 

西の 交 涉を窺 ふ ベ き 異人く さ い 文學は 見えぬ。 

貞享四 年 出版の 籠 耳 (五 卷 ど. いふ 書 は 四十 一 種の 俚諺 を 題目，、」 し て、 そ の 

起源 を說 いたり 解釋 をした り、 或 は その 諺に 適合す ベ き 例話 を 記した も 

ので ある が、 そ の 卷 一 、藝 依, 道 賢の 一 章に 次の 話が 見える。 

その かみ 大藏 S いふ 狂 言 師十歲 ばかりの 時、 さ る 方の 能に て 山姥の あ 

い を 語 り し 時、 脇 、、で、 名乘 をな のりて 道行のう た ひ 出し を 忘れたり、 

脇 師 もさる 者に て 柱の もど へよ b  、所 の 人の 渡. り 候 か、 - ^ れ は ^ 方 の お 


に て 候， 信 濃の 國へ の 道行 を敎へ て 給 はり 候へ ビぃ 

ひ て、 都 をいで、 さ、 波 や、 志 賀の沛 舟 こがれ ゆく、 

て、 釉 に 露ち る 玉 江の 橋 ど 御 尋ね 候 て、 御 通り あれ 

の 狂 言 の 名人 どよ ばる 、程の 者 なれ ば、 幼 少の時 

る 所 あら はれたり、 後生 畏る べし ど かや。 此大藏 

飼 ひけ る、 或 時 江戸へ 下る ど て、 道 中 旅籠 屋の 門に 

て ある を、 i りが けに ふ ど 聞き けれ ば、 嗚 く 聲ふヾ J 

hyo 大藏 きく ど 否 や、 は ゃ此鳥 ほしくな て、 いま 

V- も 此 旅 f 籠 屋に 俄に どまり て、 重 ねての 江 戶 上下 

ん ごろに いへ ば、 亭 キ； 夫婦 も 喜び 馳走 をす る。 さ 

ど 思 へ ざ、 亭 まも 秘藏 すべ きを 卒爾に いひ かけん 

てえ いひ 放た や、 是 非に 上りに は 所望し かけん も 

りに はま づ 立ちぬ。 さて 江 S 'をし まひて 上， 5 さ 


ひけれ ば、 大 藏出ぁ 

は あらち の 山 こよん 


敎へ ける 

り わが 藝 

人の 後、 鶉 

に 入れて 

七 さがり 

日 も 八つ 

常宿に せ 

件の 鶉 を 

無 下な り 

を vj 心 巧 

- -、 牛 D  W 

四 五 三 


は、 誠に 後 

に發 明な 

をす きて 

ぎ t> 力 J< 

の 名 鳥な 

時分 なれ 

ん な V- ね 

所 望 せ ん 

，、」 ま 0 し 

みし て、 下 

に， y」 ま， 5 


て 亭主 夫婦 をよ び 出し 

に は 浚 草 島 一 端、 亭 主 に 

る。 夫婦 よろこび 槌に 

に 聞く にたが はやい よ 

しかけん VJ  、夜 もす がら 

藏 亭主 をよ び て、 さ て / 

きゝ て 何事な り ふ」 も 御 

主 近頃 秘藏に 思 はる ベ 

は  > 何よりも 過分に 存 

つ て、 さ て /) いかなる 

候 もの を、 そ の鹑 はいつ 

き 候 が、 何 も 肴 御座な く 

にしめて 庾 ひ 申したり 


江 m- みやげ 何が 

は 金子 一 步に阿 

て 庭 を はく。 さ 

/\ よき 鳥 なれ 

心ェ みして やう 

、無心が ある 聞 

心 置な く 仰 付け 

け れ V- も、 飼 ひ お 

すべし ビ いふ。 

御 挺 W 心ぞヾ 」 こそ 

ぞゃ子 V- もが 野 

何が な 御馳走に 

-け さあが.. 5 ま 11 


な ビ 思へ ば 

部 川の 紙子 

て 件の 鶉に 

ば、 夜 あけな 

/\ 立ち ざ 

きて くる ベ 

らる ベ レビ 

かれた る鹑 

亭主き ゝ て 

存じ 候へ、 い 

にて 捕へ 來 

ヾ 」 存 じ、 そ の 

た 燒&! は、 そ 


四 五 四 

心ば か 

を 添 へ 

氣 をつ 

ば 立 ち 

まに 及 

しゃど 

い ふ。 

もし 我 

橫手を 

-VJ やす 

り 籠に 

鹑をけ 

の 御所 


り VJ て、 女房 

て- yj ら せけ 

く れ ば、 下 り 

ざ まに 所 望 

び ぬれ ば， 大 

いふ。 亭主 

しからば 事 

手に入り 候 

ちゃ， フ V- 打 

き 御用に て 

入れ 飼 ひお 

さの 御 料理 

望の 鶉に て 


候 ビ 申し けれ ば、 大 藏與を さまし 心 だくみ もい たづら になり て、 に が 

にがしく も 立ちいで ぬ。 淺草 島に 金 ー步は あったら 事の。 

この 鶉に ついての 話 は、 紅 葉 山人が 鷹 料理 どい ふ 外題で 翻譯 された， テカ 

メ" ンの話 w  、そ の 組立が 頗る 類似して 居る。 これ も オダ -ソ セ ス ？ 」 同じ 

やうに 外國 から 流れ こんだ もので あらう か、 或は 全く 偶然の 暗合で あら 

うか、 余 は 1: 內 博士の 說 にも い さぎよ く 同意 を 表し かねる 位で あるから、 

まして ロハ 話の 筋が 似て 居る ど いふ 外 に、 何等の 傍證 もな い 此話を 西洋 種 

ビ は 固よ、 り斷 言 はせ ぬので ある が、 只 朿西蒙 求の 好 題目 ビ して 世人の 注 

意 を 求める に ビ  >  める。 

茲に 一 つ 暗合 どして 看過し 去る に は、 餘 りに 類似が 著しく 思 はれる もの 

を發 見した。 それ は 「只 どり 山の ほ VJ  、ぎす」 ど いふ 赤本に ある 三 個の 小 

話で ある- この 書は椎 園の 舊藏 で今久 原文 庫の 收藏 に歸 して 居る。 惜 

しいかな 後半 五 葉 (下 卷) は 紛失して 只 一 冊 五 丁を存 する のみで 全豹 を兑 


るるが 出來 ぬひ 上下 

は繪 にな り、 詞 書 は 「お 

簡、 僅 に 一 二 語に 過ぎ 

る o 

此 冊子の 

りづ、 殘 

寳 永の 繪 

書風 は此 

き を 田 3 へ 


う ら 打 ^9 

りて あり 

冊子 猿 蟹 

冊子よ〜 ジ 

ば此 冊子 


椎園 は德川 

筆、 椎 園 叢書 

は き a. 用す る 


幕府の 士 

，椎園 袋 等 

に 足る の 


四 五六 

欄に 分ち 上欄 四 分の 一 だけ を 文章に 充て、 四 分の 三 

、こわ や」 ど か 「いん や /.^」 「ざ つ こい さ」 な V- 極めて 單 

ぬ 至極 古風な ものである。 表紙 裏に 左の 識語が あ 

る- V」 て 切り ほぐせし に錕 糸の 處に 赤き 紙 少しば か 

き 案る に是 赤本の 表帋 なる ベ し 睡餘小 錄に载 せし 

合 戰も文 段 VJ 繪 VJ の 間に 鄞 W ありて 此 冊子の 如. P 

ち ど 古しされ 共 文 段 ど 繪をニ 段に わけし さま 同じ 

も寳 永正德 中の ものに や 

椎 園 誌 

で 蜂 星 茂 橘 ど い ひ、 赤 本 黑本類 を 多く 收藏 し、 椎 實 隨 

の 編著が あ り、 天 保頃榮 えた 人で、 右の 識語に い ふ 所 

である。 さて 次に 此 書の 全文 を 揭げる が、 原 文は殆 


V- すべ てが 假名が きで あるか ら、 讀 者の 便宜 

句讀を もっけて おく。 


▲ む 


力 


し 


珍 萬 萬寳く 

や ご 息 災 に 

常に 孫 ノレ も 

み どし 給 ひ 

▲ ある 時 長 

つけて 投げ 

又よ の鷺が 


の 事なる に、 隱 れ 里 

ら から す、 男 子 五 人 も 

て、 榮 華に 榮ぇ おはし 

を 集 め、 木 のうへ に 上 

者 孫 ビ も をつ れ、 鷺 の 

こみ けれ ば、 鷺 V- も が 

くひて は ひり、 1 度に 


の ほ- yj り 

ら 給 ひ、 そ 

ま す、 又 第 

P 余 銀 を 

大 ぶん ゐ 

泥魴 をく 

五十 も 六 


を 計り 適 

に、 莴 德 長 

X  ) 一一 

一の 寳に 

取り 孫 ざ 


宜 

金 


漢字 を あ て、 又 

、七 


を 


な る 

ひ ろ 


ふ. <ぁ 

り、 孫 

木 

よ 


、長 


る 5. 口へ 行- * 

ひて は ひ h- いだ し， そ 

十 も 取， 5 孫 ざ もに ど 


き 絲 

1  こ し、 


の 

ら 


や し 

も ち 

て 慰 

泥鰌 

せ け 


▲ ぁる雪 ふり 

あ け、 杓 子に 飯 


の 事なる に、 孫 V- もに 小鳥 ビ ら へ くれ 

を 入れて お き、 又 手 を 墨に て ぬ り、 飯 を 


ん ど て、 窓 口 を 少し 

入れて 持ちけ れば、 

四 五 七 


雀 Vj も 杓子 vj 思 ひく ひにくれば 捕 へ 、又 

六十 捕 へ、 孫彦 ざ もに くれ けれ ば、 子 V- も 


喜 


れば つか 

んで てん 


四 五八 

ま へ、 少し 

に 持ち 


で 


う ち に 五 

て 遊びけ 


▲ 又 鴨の 大 ぶん ゐる 川に 行 き、 ま づ ふく 

りて つ >  ？ け り、 又 あ- y」 より ふく ベ を 被 

思 ひ、 つ ゝく所 を 捕りて は 腰に はさみ、 又 

あがれ ば、 鴨 V- も 一 度に 羽ばたき をして 

つ さ ら ひ、 虛 空 を さして ぞぁ がりけ る。 

▲ こ 、に 又 七福神た ち 隠れ里に 集り 給 

ビレ うど 落ち けれ ば、 福 祌 たち 驚き 騷 ぎた 

もさ わがせ 給 は す、 長 者が 手 を 取 り、 お の 

酒な かばの 興 を さます 曲者、 いか に いか 

.5 'しける o 


立 


ひ 


れ 


ゆき けれ 

れば はさ 

ちけ る 程 

御 酒宴 な 

ふ 中 に、 强 

はいかな 

ど 問 ひ 袷 


け れ ば、 

，鴨 V も 

，二三 十 

，長 者 を 

ばの 所 

は毘沙 

者 なれ 

ば、 あ り 


鴨 \,レ も よ 

！ \  /、 〈ビ 

ヾ，， i  ,9  35 'へ 

ちう に ひ 

へ 長者 は 

HJ  . ^し 

01 ヲ.^ ン H- 

ば、 歷 々 の 

し 次第 を 


▲ さる ほ V 一  に 福 ^ 達、 長 者 を 召さ れ、 汝 む やくの 殺生 を 好む ビ い へ ざ も 

まこ ビの 殺生に あらす、 孫 V- も を 慰めん ための 殺生 なれ ば、 咎 を ゆるし 

(以 下 玦) 

この 鳥 を 捕る 話 は 悉く パ " ン、 マ ンチ ョ クゼ ンの 中の もの V」 同樣 であつ 

て、 單 に 暗合 ど は いひ 難い やうに 思 はれる が、 如 何な もので あらう。 マン 

チヨ クゼ ンは 西暦 千 七 百 九十 二 年の 作 どい は れ、 我 寶 永の 初年 は 西暦 千 

七 百 四 年で 正德の 末年 は 千 七 百 十五 年で あるか ら、 ざ つど 八 九十 年の 問 

隔が ある。 余 は 西洋 文 學には 門外漢で、 マ ン チヨ クゼ ンの 精し い 成立 は 

知らぬ が、 年 代から い へば 日本の 話が 外國へ いった やうに 見える が、 或 は 

さう でな くし て、 彼 も 我 も或コ ン モン オリジン を 有する もの か、 そ れ ども 

單に 暗合に 過ぎぬ か、 そ の邊の 研究 を 世の 識者に 仰がん 爲に、 この 問題 を 

提供す る 次第で ある。 

因に いふ、 天明 三年 (1783) 刊志水 燕 十作咤 多 力 雁 取 帳 ど い ふ 黄表紙に は、 金 十 

四 五 九 


四 六 〇 

郞 なる 者 雁 國へ赴 き、 氷 りつ いた 雁 を 拾 ひ、 幾 つどな く 腰に は 

よし ど歸 りかけ た が、 太 陽の 昇る ビ 共に 

て、 金 十 郞は遙 かの 天上へ 舞ひ揚 り、 圖 ら 

これ は 明らかに 只 どり 山から 思 ひつ い 


雁 は生氣 づき 一 時に 

す も 大人 國 へ 落下す 

たもので ある o 


縣居 翁の 書簡 


賀 茂 翁 記念 號の 心の 花に 何 か 書け よ ビ， 

自分 は縣居 翁の 傳記 にも 事業に も、 別 に 

近頃 久原 文庫で 一 見した 二通の 書簡 を 

さして 內容に 富んだ もので はな いが、 こ 

う で、 博 士 の 「眞 淵 ど 宣 長」 や 彌 富 氏 の 「名 家 

考 にも ど寫し 取った ので ある。 

此度加 藤 大助殿 便に 先 書 認候中 又 御 


さ 


る 


佐々 木 博士より 御 話 

新しい 發见ゃ 意 見 を 

披露して 責を 塞ぐ こ 

れ まで 餘り 世に 知 ら 

書翰 抄」 に も i えぬ か 


で 仕 合 

た き し 

あり o 


つ たが、 

ぬ から、 

する。 

居ぬ や 

かの 參 


狀 到 來、 彌 御 淸 福 歡喜之 事 也， 先 者 


御狀も 和屆候 也ビ 

一 初 まなびに ひま 

候 て、 い まだ か へら 

候、 か くて は 書體は 

書の 後此本 もはや 

一 日本 紀 先.^ 近な 

か る 事 功 を 積 ざれ 

か し、； i 代 次に 崇 祌 

に御考 も出來 べし 

へ.、 祌家 にて 祝詞 を 

文の 本 ども 成 候。 

1 島 田 人の 歌 E せ 

のい にしへ もまれ 


かくに 麻布な ざ よ り 

なび 此度遣 候 事 先 書 

す暌 て、 さ て ) 延 引 

わろ けれ ざ も、 其 許 に 

返しに 不及 候。 

v. 本に て 字の 違 を 改- 

ば 熟せ ぬ もの 也、 何， V」 

天皇 あたりまで の訓 

• 其 下に は 萬 葉 又は 先 

か 、では 叶 はぬ 事 也 • 

給へ る 二 通 は 聞え 

な る ビ は、 皇 朝 の 言 に 


は甚 l く 荧 へ ば 運 I, ぶが ち.^ P 

に. 3- せ り、 但 に ひ學は 旁へ かし 

き の V-  く 故、 此 方の 本 を 添て 遣 

て 御 改書被 成 候 樣賴入 候、 御改 

訓も少 々被改 候 もけい こ 也， か 

も 拙者 在 命 之 內暫も 御 下 候へ 

を 御 改置候 は  >  、末 はより (, 

書に 申せし 如 く、 祝 詞 多く 書 給 

_ それ 卽祌學 ビ成候 也、 又 總 ての 

た り、 庭 田家 も 一通りの 事 也， か 

あらす、 唐詩に 人生 七十 古來稀 

四 六 一 


四 六 二 


ビ いふ を用ゐ たる 也、 歌 に 

元來皇 朝の 古學 なき 人の 

をば おき て、 他 國の事 を 用 

今 十五 日中 納 言 LL 任 給 

此事田 安中 納 言 の 御前に 

事なる を、 今 までい ふ 人 閗 

長 命 也、 此 國 に.， て は 百歲稀 

は 命 長から ねば さ い へ り- 

の  樣を  もしら  で、 七 十 を か 

物の 心^ 人なければ どが 

右に つか はさる、 歌、 或 人 

あらや.、 され -ly」 よし 有人に 

し 書に 書た り、 歌 の 事 詠草 


力ら こ 

わ ざ に 

んゃは _ 

へ リ 

もし か 

え さ る 

也 ど こ 

天竺 は 

ら 人：， 

めさり 

い ぐ」 す 

てせ め 

二 しる 


を 用 ゐし事 古今に 

心 ひく き 事 也、 皇 朝 


も少 々 

の 古事 


S: し 也、 、し .1 咼 き 人 は 

無 學 故 也、 且 E 本 は 

い は め、 七 十八 十 は 

十に 至る は 少し ど 

らへ る こそ を こな 

也。 

めぬ る ど も、 よ し な 

その 人へ ど て やり 

つ、 其 外の 歌な ほし 


は あ れ VJ、 

千 萬なる 


ト.. - ,a も 

日出の 

多 き 事 

いへ り、 

れ、 京 家 

く 貴 さ 

給 へ、 そ 

遣 し 暌 


いふべ き 

也、 か ら 國 

• そ の國々 

の 人々 *i 

V  ：レ  一- Jh. 

のよ し は 

. 今 少しに 


候 ま、 御 情 入られ 候 へ 、此度 諸方 文通 繁 々略 之。 

五月 十九 3  眞淵 

土 萬呂兄 

右 は 翁の 門人 遠 江 平 尾 村廣幡 八幡の 祠官栗 田 土 滿に與 へ たもの で、 書 中 

田 安宗武 卿の 中納 言 に 任じ 給へ る 事 見 ゆれ ば、 S 和 五 年 七十 二 歳の 時の 

もの ど 推測され る、 加 藤大助 V； ある は、 宇 ^伎の 事 で、 同 年 大阪へ 勤番の 砌 

これに 托した もので あらう。 後進 を 誘 掖獎勵 する 懇切な 情が 紙上に 溢 

れてゐ る。 「拙者 在 命の 內暫も 御 下り 候へ か し」 VJ あ る が、 土 滿は朵 して 翁 

の 意を满 たした か \レ う か、 今 詳 し く 調べる 遑 がない が、 そ の 翌年 十月に 翁 

は沒 したので ある。 土滿の 著述に 祌代卷 葦 芽抄ゃ 岡迺屋 祝詞 集の ある 

の は、 翁 の 意 を. 5. 仝し くせな か つた ど 言 ふ ベ き で あ る。 

頃 來御訪 忝 得芳意 候、 被 命 候 地名 之 假字考 候 而其刻 御 記 被 ^候 傍に 記 

候、 曰 本紀に は專ら 字畫之 多き を 歌な ざに 用 候 は. 他 ど まぎれ ぬ爲に て 

四 六 一二 


四 六 四 

も 可 有 之 候、 五 百 洲の事 もし 書 VJ られ候 はんなら ば、 今 い ほ ざ きどい ふ 

は 好事の わざに て、 こ  >  はも ど 五 百洲ビ いひし V- 、古 老の傳 へたるな V- 

の 意 少し 有べ きも の 也-さ もな くば V」 かくに 難す る 人 多く 寺る ベ し、 ま 

つち 山な V- の 事 は必御 除可然 候、 文 體 のみ 宜 候ても 千載 を經 べき もの 

に 候へ ば、 實 を 傳 へ ざ る は 徒 ご V」 に 候へ ば、 御 こ 、ろ 得 有べ き事ビ 存 i 

猶拜面 之 刻 ど 申殘候 也。 

四月 二日  衞士 

通魏兄 

通魏 ビ いふの は 如何なる 人 か 知らね V- 、江 戶 の 名所の 事な ざ 記した 書 を 

出版す る 希望が あつ て、 翁 の 意見 を 求めた ものら し い、 翁 の 庵 崎 や 待 乳 山 

に關 する 考 は、 旅 の なぐさの 中 に 「辨 基が まつち 山 夕 越 くれば 庵 崎の- y」 よ 

み し は、 田 口の 大夬の 下野に 下る 時 の、 淸 兄が 關の田 子の 浦の 歌に つ  >  き 

たれば 駭河國 にある ベ し、 か の み ほ の-. 浦 を も 古 は 御廬浦 V 一書 て、 庵 琦 御 庵 


崎 ビ もに 此 同じ 所に て、 庵 崎の 淸 見が 關ビ もよ みし 也、 後 の 人 は 古き ふみ 

をよ くも 見ざる に や、 隅 田 川 は 武藏ど 下總の あは ひに のみ V」 思 ひ て、 辨 基 

が 歌 も そこに つら ね、 今 は そこに 庵 崎 どい ふ 名の 村 さ へ 侍る ど い へ り、 夕 

越 くれば VJ いは ん. 程 の 山 も 侍らぬ もの を、 事 好の 者の 皆， 古 こビを 失へ る 

も の 也」 V- あるので 明かで ある C 

此後 h 一村 淸三郞 君より 源 通 魏 、金 龍 子 vj 號 し、 醫 を 業 vj し、 金 龍 山 下に 住 

む V」 の 敎示を 得た から 附記して おく。 

江戶 後期の 京阪 小說家 

德川 前期の 文學は 種々 の 方面に 於 て、 京 阪が江 に對 して 優勝の 地步を 

占めたる は、 今页 いふまで も 無く、 所謂 元 祿文學 は卽ち 上方 文學 なりき。 

然るに 享. 保 の 頃より 學藝の 中心 漸く 京阪 を 去つ て 江 In- に 移らん どす る 
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兆候 現れ、 寳 暦より 明 和 安永 を 經て江 戶文藝 勃興し、 文化 文政に 及びて 其 

隆昌 を 極 め、 京 阪は殆 V- 顧みられ ざるに 至れり。 

上方 小 說の袞 蓮 は 八文字 屋 本の 凋落より 始まる、 八文字 屋 本の 作者 どし 

て 正德享 保の 頃 名聲高 か， 9 し 江 島 屋其磧 は. 元 文 元年 七十 歲に て 歿し、 そ 

の 後繼者 どして 迎 へられた る 多 田南嶺 も寬延 三年に 死 し 、八文字 屋の 主 

人なる 初代 自 笑の 子 其 笑、 其 笑の 二子 瑞 笑、 自 笑相繼 で箕裘 を 襲 ひ、 著 作 出 

版に 從事 せし も， 依 樣 葫 蘆、 屋 上屋 を 架す る 駄作に 全く 人 氣を失 ひ、 明 和 四 

年 版 櫂 を 他に 讓 りて 返 轉の 止むな きに 至れり。 かくて 八文字 屋 なる 小 

說 本の 版元 は U び たれ ざ も、 その 形式 內容の 上より 所謂 八文字 屋 本なる 

も の は、 猶 餘喘を 保ちて、 明 和 安永の 際 京都に は 永 井堂 龜 友 (初 め 兵 作 堂 ど 

稱 す) 大 阪には 增舍大 梁 等 ありて、 其磺の 子息 氣 質. 娘 氣質 等の 筆 意 を 摸し 

て、 何 々氣 質ど稱 する 小說^ 濫發 せし が、 いづれ も^ 作 拙作に し て、 多 く 言 

ふに 足ら す、 唯 和譯太 郎 (上 田 秋 成) の 諸 逍聞耳 世間 猿. 世 問 妾 形 氣 を 出色の 


物 どして 注意す ,1 き の み ひ 

文化 文政 時代に 江 戶に榮 えし 京傳& 琴 等の 讀本 は、 その 源泉、 上方に 在り。 

大阪の 儒 醫都賀 庭 鐘の 英草 紙. 繁 夜話 は 八文字 屋 本の 衰頹 期に 出で し 小 

說 に て、 讀 本の 元祖 ど稱 せらる。 前者 は 寬延ニ 年、 後 者 は 明 和 三年の 刊行 

に し て、 共 に 九 種の 短篇よ. - 成り、 材を 今古 奇観 等の 支那 小說に 求めて、 巧 

に翻棻 したれ ざ も文體 用語に 漢文 脈 を 混 じ、 簡 勁賀 直にして 八文字 屋本 

ひつ じく さ 

の 平 弱 暢達 ど 相 距るこ VJ 遠し。 庭 鐘の 作 は 此の 他に 垣根 草. 莠句册 あり、 

俱に 同類の 書に して、 秋 成の 雨 月 物語 は是 等の 書に 啓發 された る ものな 

り。 漢學が 明朝 詩文の 影響 をう け て 、倫 理經 濟の學 より 離れ て、 文 學 ど し 

て硏究 せらる、 に 至 り 、紙 園 南 海. 柳 澤^ 園 等の 文士 詞客を 出す ど 共に 支 

那小說 の 硏究起 hN て、 岡 島 冠 山. 岡 白 駒 等が 支那 小說 を翻譯 或は 訓點 せし 

よ り、 漸 くその 風化 現 れ、 之 に 親しむ 者增 加し て、 化 政 度の 小說は 恰も 明治 

の 小說が 泰西 小 說に負 ふ 所 多き が 如 く、 殆 V- 其 材料 を 唐土に 仰がざる も 

四 六 七 


四 六 八 

のな きに 至れり o 

建 部 綾足の 本朝 水 滸傳妥 永 二 年 刊) を 先驅 V」 して、 佐々 木 天 元の 日本 水^ 

傳妥 永 五 年刊) 椿 園 主人の 女 水滸傅 (天 W 一一  一 年 刊， 等、 水 滸傳の 翻案 績出 し、 宽 

政 八 年に は 琴の 高 尾. 船 字 文、 同 十 年に は 京 傅の 忠臣 水滸傅 出で 、江戸の 

饋 本小說 漸く 盛なら んビ する に 至れり。 前お は仙臺 侯の 巷說を 水滸傳 

に 牽.^ し、 後 者 は 忠臣 藏を それに 附會 したる ものにして、 共に 馬 琴 京 傅の 

饋 本の 初 作 ど 目すべき ものな り C 爾來此 二人 は 相篛， して 讀本 小說の 

著作に 熱中し、 その他の^ 小說家 もこれ に 倣 ひ、 文化 文政 時代 は 江戸 讀本 

の 全盛期 どなりて、 京阪 小 說界は 月 前の 星の 如 く、 殆 V- 世人の 眼中に 認 め 

られ ざるに 至れ， 50 

京阪の 讀 本が 叙 上の 如く 多く 顧み ざれし は、 作 者に 京 傳. 馬 琴の 如き 傑出 

拔 群の 士な く、 窗 ェも豐 國. 北 齋 等の 如き 一 代の 人氣を 負へ る 者な く、 岡 田 

玉 山. 石 田 玉 山 .淺 山芦國 等の 稍 古風に し て、 時 世 粧に貼 切ならざる がその 


主因に し て、 製 本 の 

上方の 讀本 作者に 

安永 A 年の 4 「^唐 

奇 遇. 女 水 滸 傳. 深 山 

紙. 繁 夜話の 風 を 摸 

v> 話の 筋 書 ど い ふ 

知られし 秋 里湘夕 

り。 湘 夕の 後 繼者 

通俗 三國 誌. 繪本吳 

人な り。 共に 編纂 

高 井 蘭 山に 對 比し 

寬政九 年 岡 田 玉 山 

にて 歌 磨の 書きし 


粗惡 なる も 

は、 安 永 天明 

錦. 怪 異 譚 叢 

草 等 の 作 あ 

したる 短篇 

に留れ り。 

は、 忠 孝 人 龍 

ヾ 」 目す ベ き 

演 篛 を旨ヾ J 

て、 猶劣 る も 

の繪本 太^ 


亦 

を 

hv. 

分 

> し 

も 

r し 

11  一一 a 


の 


ビ 


1 

保 

の に 

M 己 

鬼 一一. -IP 


ビ 

出 


で 


一因なる べし。 

園 主人 あ り、 通 稱 

して I  i 翁 草. 坂 

も 多く は自 ii な 

て、 文藻 はこれ よ 

同時に 名所 圖會 

平治鬪 爭圖 會. 赤 

，文政 天 保の 頃、 池 

圖會等 を 著す。 

たる 作家 を 以て 

ふ ベ し o 

て 頗る 評判よ か 


ず、. 


太閤 五 女 花見の 圖、 其 筋 の 忌 諱 に觸れ 


邊 源 曹、 伊 丹の 住、 

忠義 傳 兩劍 

，その 作風 は英草 

も數等 劣り て、 殆 

著者 ビ して 世に 

し 草紙 等の 作 あ 

束 籬 亭 あ り、 繪 本 

の 二人 は 京都の 

し 難し。 江 芦 の 

し が、 そ の 後江 戶 

て 罪 を 被る に 及 
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び、 そ の餘波 ひいて 此 書も絕 

れ V- も、 玉 山 は 只 その 盡をか 

齋は篠 崎 三 島の 門人に して 

十九 歲 にて 歿す。 阿也 可 志 

名を署 する も、 實 は 皆 確齋の 

の 二人 あ り、 兎 月. は 別に 橘 生 

文化 三年より 文化 八 年 迄の 

周藏 どい ひ、 遠 江 H 坂の 產に 

文政 六 年 八十 三 歳に て 歿せ 

VJ 煙草の よしあし は 煙 V」 な 

目に どまり て 成 賞せられ た 

者 黄鳥 墳. 月 桂 新 話 等 有名な 

して 有名なる 濱松歌 國へ通 稱 
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板 を 命 せらる 、 に 至れ り、 此 書 玉 山の 署名 あ 

きしの みに て、 實は竹 內確齋 の 著作な り。 確 

詩文 を 能くし、 徒を柒 めて 敎授 す、 文政 九 年 五 

譚 (文 化 九 年) 繪本 玉藻 談 (文化 十四 年) 等 玉 山の 

著作す る 所な り。 次で 手 塚 兎 月. 栗 杖 亭鬼卵 

掌 北 溟 等の 號ぁ り.. 古 志 路 の 章. 敵 討朝荽 舟 等， 

間-に 十餘 種の 作 あり。 鬼 卵 は 通稱を 大须賀 

し て、 享 和の 頃 河內佐 太に 居 り、 後 大 坂に いで、 

り。 甞て 煙草 を 嚮 ぎ、 店 の 障子 に 「世 の 中の 人 

りて 後に こそ 知 れ」 VJ 題した る 狂歌、 樂翁侯 の 

り どい ふ。 著作 十餘 種、 就 中更 科 草紙. 長柄 長 

り。 南 水 漫遊 &陽 落穗集 等の 隨 筆の 著者 ど 

布 屋淸兵 衞、 文 化 十年歿 五十一 一) は、 そ の 本顷は 


狂 言 作者 なれ Vj も、 又 忠孝^ 婦 傳人 r 昔 一 一 

に 著名なる は曉鐘 成な り、 通稱木 村彌四 

號 あり、 關根只 誠の 名人 忌 辰 錄に晚 年 丹 

爲に 檄文 を 草して 獄に 下り、 萬延 元年 六 

牢死 說は關 根 氏の 耳 聞に 屬す るか、 この 

び 門人 二世 鐘 成が 暗 翁隨 筆の 序に 記す 

大阪籠 星 町 酒造家の 男に して 文事 を 

迺屋眞 萩 どい ひ、 別居して 雜錄の 著述 

學 びて 窗け り、 著 述の書 多く 世に 行 は 

にて 御殿 造樣の もの を 店に 造 り、 奈 良 

職 器の 類を售 りし が、 此 店 天 保の 季慕 

束 成 郡 天王^ 村に 美 可 利 家 ど號け 一 

み、 薙髮の 後難 波 瑞龍寺 前に 寓し、 手鍋 


枚繪 双紙 等讀 本の 作 あり。 最後 

郞、 鷄明舍 鹿 迺舍眞 萩. 晴翁 等の 別 

波 福 知 山に 遊びし 際、 百姓 一 揆の 

十八 歳に て 牢死せ る 山い へり。 

他に 見る 所な し。 浪華 人物 志 及 

る 所を擧 げて傳 記の 參考 に 供 ふ。 

好 み、 其 初め 專ら 狂歌 を 詠みて 鹿 

を 業 VJ す、 傍 ら 浮世 繪を松 好齋に 

る、 當 て 心齋橋 筋博勞 町に 住 し、 檢 

の名產 京都 福 井 氏に て 製す る 有 

府 改革 令に. て 停止せられ しかば 

園 を 作り、 一 ^舍を 設けて 此に住 

^ど 稱し未 曾 志留坊 一 禪 ど戲號 
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す、 嘉永六 年 癸 1 の 春 門人 安部^； € に 鐘 成の 號を讓 "、自ら 晴翁 ど號す 

晩年 生誕の 地に 還り、 萬延 元年 庚. S- 十二月 十九 曰歿年 六十 八、 墓 は 西 成 

郎大仁 村西樂 寺に あり、 其 著述 西國 三十三所 名所 圖 會. 束 山 名所 圖會& 

津 名所 圖會大 成. 淡 路 名所 圖 會. 小 豆 島 名所 圖 會. 其 餘枚 擧に遑 あらす， ヒ 

云。 (浪華 人物 志) 

あ 含 ^ ろ 

先生 姓 は 源、 名 は 明 啓、 通 稱木村 彌四郎 V」 い ふ、 蓋 しその 先 は 宇多 源氏に 

かご や まち 

い で、 數 世 本府籃 街の 人な り、 幼 きょり 著述 を この み、 家 業を舍 弟に 託し 

居 を 荒 陵の 邊に卜 し、 鷄 鳴 舍鐘成 V」 戲號 す、 甞 て 著す ビ ころ 童蒙敎 訓. 民 

家 必要の 雜 書、 其 外 稗 史小說 滑 稃の戲 作 等 多く 擧て數 ふべ から す、 後 に 

難 波の 里に 住し 南坡 老人 ビ稱 す、 然 るに 去し 嘉永六 年 癸丑 ざ し 翁 還 暦 

の賀を 表せら るふ し、 僕 に 其 戲 號を讓 り晴 翁 V」 页 む. 爾 し て 頃 年 籃 街 艇 

舗の ちかき に 居 を 移 し、 傍 邊に 枸杞の 木を植 ゆ、 不 圖 繁茂して 枝檐 をめ 

ぐり 叢 をな せ り、 見 る人奇 どす 故に 拘祀^ ど 稱 す、 于 時 翁^ 旣に 古稀に 


ち か し (下 略 (晴 翁隨筆 序) 

この 人の 著述 は雜駁 にして 隨 筆-名 所 圖會の 類より 滑稽 本. 草 双紙の 系統 

に屬 する もの 等 多種多様 なれ ざ も、 讀 本 どして は 朝 比 奈巡島 記の 績 編. 豪 

傑勳功 錢. 忠 孝 吹 物語 等 あり。 二世 鐘 成 は 師に先 だち て萬延 元年 三月 

四十 四歲 にて 歿せり。 

此 他、 狂 歌師鐵 格子 波 丸 (木 津屋 周藏) の 繪本葦 牙 草 紙、 五 島 淸 通 (柬 町奉行 附 

同心 增田 勘藏) s 螢狩 宇治 奇 聞. 和 漢 の 染 分、 岡 田 玉 山の 門人 速 水 寿 曉齋の 

繪本金 花 談. 繪 本 楠 公 記の 類、 尙 多 けれ ざ も、 今 一 々僂 指す るに 耐へ す。 要 

する に 上方の 讀 本小說 は、 兎 月. 鬼 卵 等 二三 子 を 除きて は、 江 K- の 第二 流 作 

者に も拮颃 する に 足らす o その 多く は 絶 本 何々 の 名稱を 冠し て、 玉 山 一 

派の 揷 盡 を 以て、 僅に 婦 幼の 注目 を惹 かんどす。 德川 前期に おける 京阪 

小說の 殷盛に 比し て、 そ の 凋落 振 はざる ゃ甚し ビ いふべ し。 然れ V- も 近 

世小說 史を究 むる 者 の、 京 阪小說 の元祿 前後 をのみ 喋々 し て、 そ の 化 政 期 
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を 度 外し て、 全 然 一 顧の 勞を VJ ら ざ る 

ふべ からす。 偶 i 江 戶 にあり しが 爲 

れ、 京阪に あ りしが 爲に、 それ ど 同等 或 

ざるに 至て は、 小 說史 のた め將た 本人 

ざるな り。 

下 

前章に は主ビ して 讀本 及び その 作者 

及び 流 落 本の 事に 關 して 說く所 ある 

そ も /) 滑稽本なる 名 稱は德 川 時代 

琴の 所 謂 「浮 世 物复ハ 似め きたる えせ 物 

よし 紙半截 にて、 半紙 本 ど 小 本 VJ の 中 

れ たり。 され ざ その 內容の 滑稽 を 旨 

ら すし て、 半 紙 本の 體裁を 採る もの も 
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は、 これ 亦 公平なる 史家の 態度 ど い 

に ニー  流 三流の 者まで 穿鑿 紹介 せら 

は 以上の 者 も、 そ の 存在 を 認められ 

の 爲 に、 そ の 不幸 を 悲しまざる を 得 

について 述べ たれ ば、 茲 に は 滑稽本 

ベ し。 

に はき 一 用 せら e ざり しものに て、 馬 

語」 膝 栗 毛. 浮 世 風呂の 類 は、 皆 糊 入み 

間なる 大 さなる より 中 本ど稱 せら 

VJ する もの はお t しも 中 本 形に 限 

亦 多 か， 5 しを以 て、 分 類の 必要 上 滑 


稽 本なる 名目 を 立つ るに 至れり。 而 して此 名目が 一 般に 用ゐら る、 に 

至りし は、 朝 倉無聲 氏の 小說 年表な V- が準據 どして 弘く參 照せられ し 効 

朵 なる べし。 

滑稽本 は その 源 を敎訓 風の 浮世 談義に 發 す、 そ の 最も 古く 最も 有名なる 

は 寳暦ニ 年 江 出版の Is 世 下手 談 義 (半 紙 本 五 埋 な り。 此書は 靜觀房 好 

阿 (兩 國橋邊 の 手 習 屋山本 善 五郎、 の 作に して ヹ藤祐 經の靈 が 芝居 へ傳 言 

して 服装の 時代 違 ひなる を咎 め、 都 路某 太夫が 江 島に 參詣 して 辨財 天よ 

り その 淫靡なる 樂風を 叱責 せらるな V- の 事 を、 面 白 可笑しく 綴りた る も 

の に て、 作者 の 目的 は そ の 序文に 「貝 原 先生 の 大和 俗訓 家道訓 はむ く  /、 

和 々どして 極上々 の 能化談 義、 自 笑 其磧が 娘形氣 息子 形氣は 表に 風流の 

花 を かざ り、 裹 に 異見の 實を 含み 見る に 倦ます 聞く に 飽か す、 是 を當 世上 

手の 所 化 談義に 比すべし、 予が此 草紙 は 新米 所 化が 田舍 あるきの 稽古 談 

義、 舌 もま はらぬ 則 だら け、 智 者の 笑は覺 悟の まへ な り、 さ れ Vj 敎 化の 志 は 
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能 化に もお どら じ」 ど あるに て 知らる 、如 く、 寺 子屋の 師匠 だけに 殊勝な 

る心褂 にし て、 警 世諷 俗の 丸藥を 飴に 包みた るまでに て、 純 粹の小 說を以 

て 目す ベ からざる ものな り。 その 體裁は 毎 冊 十四 五葉に て 二三の 粗 書 

を揷 めり。  . 

此書 一 たび 出で 、摸倣の 作績 出し、 當風辻 談義. 錢湯新 話. 當 世が 街 談義 等 

現 れ、 漸 次 里 俗敎訓 よりも 却て惡 風 煽動の 傾向 を 生 じ、 寶 暦の 末に 風來山 

人の 根な し 草. 志 道 軒傳等 出で、 敎訓の 意 を 離れて 滑稽 專 一 ，、」 な り、 終 に 

1 九 三-: it- 等の 中 本の 滑稽. 物 を 生す るに 至れり。 江 戶 の 滑稽本が 槪 して 

中 本の 形式 を 採る に 至りし は、 享 和 二 年の 膝 栗毛 を 以て その 始 VJ すべ き 

か。 (膝 栗毛 以前に も 多少 中 本 形の ものな きに あらね ざ 其 影響 微弱な り) 

京阪 は 中 本 形の もの 少數 にて 長く 半紙 本に て繼續 せり。 

洒落 本 は 遊里の 光景 を寫 しその 內情を 暴露す る を 目的 ど す、 さ れ ば前揭 

の 花街 談 義 (寳 暦 四 年 刊) の 如 き、 事 専ら 遊里に 關し迷 客 芳原境 女 品、 諸 客 誤 


道 品、 新 造 茶 引 品 

質 は 洒落 本ビ殆 

も稱 して、 半紙 半 

稱 W 定ま， 5 たれ 

此體裁 を 採る に 

兩巴巵 言. 史 林 殘 

は 寳曆の 頃 出で 

半紙 本なる より- 

る  こ  VJ  I  し、 し 

も內容 の粹道 宣 

す こ VJ  vs-  b ビ 免 

さても 小 本 形の 

遊子 方 言 を 以て 


な V- 法華經 まが ひの 章 を 立て 

V- 擇ぶ 所な きもの なれ ざ 、洒 落 

截に槪 ね 土器 色の 唐本 表紙 を 

ば、, V の範圍 おの づ から 限定せ 

至りし は享保 年中 吉原 細見の 

花 (共 に 漢 文) の 形式 を學 びし も 

しもの は 大抵 小 本 なれ V- も、 そ 

蓖篛本 小 本な V- の稱呼 は廣く 

粹書ど いふ 名義 は 洒落 本のみ 

傳 なる もの を もい ひ、 又 延 いて 

る ベ し o 

洒落 本 は 何より 始まる か、 從 來 

之に 擬 せし が、 早 く 寶曆七 年 正 


談義 風 を 装 へ る も、 そ の 性 

本 は 一 に 蓖篛本 又 小本ヾ J 

つけたる 一 册物を 呼 ぶ 名 

られ ざる を 得 す、 洒 落 本が 

附錄 VJ して 刊行され たる 

のな らん。 京阪の 洒落 本 

の 後 は 滑稽本 ど同樣 多く 

行 はれす して、 粹 書ど稱 す 

に 限ら t 談義 體の 滑稽本 

爲永 一 輩の 人情本 を も 指 

は. 明 和 年間の 作 VJ 稱 する 

月江戶 版の 異素六 帖、 同 年 
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六月 大阪 出版 聖 遊廓 二 名 雪 月 花) あ るよ， 9 舊說は 破れ て、 今 は 專ら此 二 書 

を 組 どす るに 至れり o され Vj 此說 もな ほ硏 究の餘 地な きに 非 す、 寬 延 一 一 

年大阪 版に， M 臺冶情 ど 題 する 小 本 一 冊 あり、 大阪 の人氣 役者 中 村 松兵衞 

死して 冥土に 赴き 閻魔 王の 寵眷 を受 くる こ ビを叙 し、 贈 答の 狂詩 を 載す 

る こど 多 し、 內 容に 於て は 稍 i 洒落 本の 特賀 を缺 き、 寧 ろ 風來の 根な し 草 

の 先蹤ビ もい ふべき もの なれ V- 、森 羅萬 象： 二世 風 來) の 田舍 芝居の 如き 題 

材 全く 遊里 以外に ある もの を も、 其 形式よ b 洒落 本 VJ 許す 以上 は、 是 も 亦 

洒落 本た る を 得べ し。 假に 一 步 を讓ら てこ は その 内容の 上より 暫く 異 

素六帖 元祖 說を 破る に 不十分な りビ せん か、 別 に大阪 版の 月 花 餘愦ど い 

ふ 小 本 あ り、 獻 笑閻 主人の 序文 あり て、 次 に 江 南 妓邑ビ 題して 漢文に て 島 

內の妓 情を說 き、 次 に 燕 喜篇を 題して， 花情ビ いふ 嫖 客の 妓樓 宴飮の 光景 

を寫せ り、 此 一 章異 素六帖 よりも 遙 かに 多く 洒落 本の 本質 を 具備せ b  、そ 

の 刊行 年月 は 記載せ ざれ V、」 も 之 を 推知す ベ き 旁證ぁ り、 卽 ち 寳脾七 年 正 


くら あ ひ 

月刊 行の 穿 當珍話 二 名 比 言 指 南) は 島 內の比 言 の 師匠の 宅へ 門人 等來り 

會 して、 互に 地口 を鬪 はす 趣向に て、 知曉ど いふ 門人の 詞 に 「花 情 丈の 事に 

付て 彼是 致し 御無沙汰 申しました、 扨 花 情 丈氣之 毒で 御座ります 、一！^ 何 

ど 致した な ilM また 餘程盡 されまして 此度は 松風で はない が、 鹽 ふみに 

上 鹽町邊 へ 閑居の 身分 どなられ まし た」 ど あり。 例の 自家 廣吿の 手前 眛 

噌 に て、 同 一 作者が 旣 件の 書 を吹聽 する もの ど 認めら るれ ば、 月 花 餘情は 

少くビ も 寳暦六 年 以前の 作なら ざるべ からす。 

同じ 獻笑閤 主人の 著に 猪の 文章，/」 いふ 小 本 あ り、 遊 女の 事 を 評論 體に述 

ベ た る 書に て、 序に 辛 未の 春 ど あり、 此辛未 は寳暦 元年 ビ 推定す ベ く、 探 花 

亭 生 人の 百花 評 林 (後に 浪蒂 樂府ど 改題) は 太夫 天職 鹿戀 等の 妓品を 花に 

^へ、 一 々漢文 ど 和文 V」 にて 評語 說明を 加へ しもの なる が、 其 序文に 「丁 卯 

春 正月 之吉」 V」 あり.、 この 書名 は 享和ニ 年の 洒落 本 評判記 花 折紙に 見えた 

れ ば、 そ の 丁 卯 は 延享四 年 vj 推定 せらる。 是 等の 事 實に據 ，9 て 寳曆七 年 
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の異 素六帖 以前に 大阪に 於て 早-、 小 本 形の 洒落 本發 生せ し を 知. o 得べ 

く、 洒 落 本 を 江 戶 起源 どす る說は 承認し 難し ど 思 ふ。 兎にも角にも 江 戶 

に は寶曆 年間の 洒落 本は異 素六帖 一 部の 外な き に、 大阪に は 上揭の 外に 

陽臺遺 編， 醻陽英 華. 煙 華 漫筆. 浪花 色 八卦 等、 寶曆 年間の 作 VJ 認む べき もの 

多數 なる は、 洒 落 本の 爲に氣 を 吐く もの ど いふ ベ く、 殊 に聖 遊廓の 孔释老 

の 三 聖が李 白の. 揚屋で 遊 び、 そ の 後編 列 仙傳が 孔子の 命 を 受けて 子路が 

日本 國の 風流 視察に 來 り、 六 歌仙の 案內 にて 吉田兼 好が 營 める 茶屋に 遊 

ぶ な > 、/隨 分 思 ひ 切って 世の中 を 茶 かした もの で、 後 年 江 戶 の 作者 唐來三 

和 をして 三敎 色の 名作 を 出さし むる 粉本 を與 へたり。 而 して 是 等の 作 

者の 如何なる 人た るか は 今 知り 難き も、 献 笑閤 主人 や 桂 井 蒼 八 (古 文鐵砲 

前後 集の 著者) や、 い づれも 相應に 漢文の 素養 あり て、 篇中往 々滟史 ゃ隋史 

遺文 や 杏花 天な ざの 新 渡 小 說の嗨 ある を 思 へ ば ぼ ^堂 や 都賀庭 鐘な V- 

の 感化 をう けし 漢學 生の 道樂 仲間なる ベ く、 島 內を陽 臺. 瞬 陽. 南 陽. 江 南. 南 


江ビ 呼ぶ 

ふ ベ し o 

寶曆に 勃 

くして 1 

の 牛耳 を 

いづれ も 

口 に、 い つ 

について 

純 粹の大 

位に 匹敵 

て、 佳作の 

は、. ^傅 の 

園 花 丸 の 


な V 江 S- の 北 里. 南 品より も、 す つ V- 手數 のか 、つた 惡氣取 ど い 


興した る大阪 

向 振 は す、 之 に 

執り て 名聲嘖 

團 栗の 背 くら 

も 古めかしい 

安永 五 年 の 風 

阪詞を もて 寫 

すべき もの か. 

一 ど 目すべく 

客 衆 肝 照 子の 

履歷を 知ら ざ 


の 洒落 本 は、 明 和 安永 以後 さして 勝れた る 作者な 

反し 江 は 安永 天明に 至って 隆盛 を 極 め、 京 傅 そ 

々たり。 京阪に は 到底 之に 頡頹 すべき 作者な く 

ベ、 談義 風の 奮 竇を脫 せす し て、 も つち やりした 輕 

粹の講 釋、 氣 のきかぬ こど 夥しい ものな りき。 中 

流 裸 人形 は 南 地の 遊女が 座敷 ど 部屋 W の 有檨を 

し 出せる ものにし て、 江 e- における 遊子 方 言 の 地 

次で 寬政五 年の 北 華 通 情 は 曾 根 崎 新地の^ 界に 

その 卷 首に 揭 げたる 北 地の 光景 を 叙した る 長文 

長序ビ 光彩 を^ ふ ベ き 華麗の 文辭 なり、 作者 春光 

れ ノレ も、 當 時大 阪に國 丸 (玉 雲 齋負右 h」 いふ 有名な 
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る^ h ず ぼ  あ り、 門 下の せ问足 皆！^丸ビ 解せ しょり 

亦 その 門 流の 一 人な らん か。 卷 末の 著書 目錄 

光 西 廓 記、 放蕩 三 客卷、 う き ふし 雜話、 下 拙 珍 語 あ 

書に して、 その 在 否 を 知らす。 文政 九 年 出版 二 

紙 本 なれ ざ も、 內容は 純大阪 式の 對 話より 成れ 

等 を ま づ大阪 洒落 本の 目 ぼしき もの ビ 見て 可 

京都に 至りて は莴事 舊慣に 泥み 流行に 後る > 

餘臭を 去ら す、 製 本 も 長く 其 形式 を 守 り， 純 粹 の 

めて 少し。 此方 面の 作者に 狂詩 を 以て 有名な 

られ たる 西 村 定雅ぁ り、 銅 脈の 片 假名 世醉 記、 針 

其內容 如何 を 知ら や、 阿 蘭 陀目鏡 は 年 紙 本 なれ 

落 本 な り、 風俗 三 石士は 素寒貧 の 三 石 侍が 所々 

の 小 本 
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世に 丸派ビ いへ り、 花 九 も 

に、 こ vj 葉の 玉、 北 華 通 情、 燭 

り、 燭 光 西 廓 記 以下 未見の 

さち を 

斗 庵 幸 雄の 北 川 蜕殼は 半 

る 北 地の 洒落 本な り。 是 

土地柄 どて、 長く 談義 風の 

洒落 本 V- いふ べき もの 極 

畠 中 銅 脈， 俳諧師 どして 知 

の 供養 は 未見の 書 なれば 

V- 、全 篇 對 話 よ り 成れる 洒 

の 茶屋 をぞ めき 廻る 趣向 


な れ V  、是 は 歿後の 出钣 也。 京都の 洒落 本に し て、 稍 注目す ベ き は、 


文政 五 年 大極堂 有 長 の 作 箱 まくらな り、 鴨 朿妓 家の ^面 を 描け る 作に 

て 文章 才氣 見るべき 者 あり。 狂詩の 盡赘ゃ 「安 穴 先生 (中島 棕隱) の 太平 二 

曲に 受惡御 客 金 故 靡の 場なる ベ し」 いへ る 評 語 や、 安 穴が 序文 を附 せる 

風俗 三石士  VJ 同 樣の體 裁 版下なる 等より 考へ て、 此書 或は 棕隱の 匿名 作 

にあら すや^ 疑 は る、 京 攝 戯作者 考 にも 棕隱に は 漢文 戯 著の 他に 國字小 

說の作 も ある 由い ひたれ ば、 旁 々しか 思 はる、 なり。 醉齋 の襍土 ー覽は 

京の 遊廓 を外國 地理に 擬 したる 作に て、 京傳 の 新造 圖彙^ 喜 三 二の 靑樓 

名娼圖 會 (娼 妃 地理 記 )ビ を 綜合した る氣眛 ありて 繪の 意匠 を 見る ベ きも 

の、 粹 川 子の 外 國通唱 も 亦た 外國 語らし き 名稱を 遊廓に 附會 せじが 思 ひ 

つき ど いふ ベ きのみ。 序に いふ 圖畫に 滑稽 機智の 意匠 を發 揮した る 京 

傳 の 奇妙 圖彙. 小紋 雅話 等の 後 麈を拜 せし ものに 大阪の 曉鐘成 あり、 滑稽 

漫 遨. 和 談 三細圖 會等是 なり。 徘人ビ しての 定雅 はホト 、 ギ ス第 六卷第 

二 號に水 落 露 石 氏の 紹介 あり。 茲には その 遺ち たる を 補 ひ、 且 小 說家ど 
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しての 方面に 及ぶべし。 定雅 は通稱 みす や 甚三郎 V」 い ひ、 京 都 三 條柳馬 

場に 住み 縫針 を 商 ふ、 壯 年の 頃 遊荡に 耽り 產を破 り、 文 化の 初 頃 知 恩院町 

に 返隱し 俳諧 著作 を 以て 口 を 糊 す、 浪 帮玉水 館 著， 皇 京盧橘 庵の 校 ビ署せ 

る 廓 中 掃除 に、 嫖 客 ど 遊女 ど相對 して 互に その 隱微を 訐き合 ひ" 負 けす 劣 

らす論 爭す る處 へ 「うす Vj ろ く の 凄き 相 方に て、 坊 生 天窓 に 靑黛 ぬ り 菩 

薩 出の 足に 紺 足袋 は き、 死 んだ 五雲が 涎沫 垂れぬ やうな 宗匠ら しき 懷親 

仁 忽 然 ，/J 顯 れ 出、 我 を 誰か V」 思 ふ、 かくい ふ は 眸雅靈 祌 V」 て、 我 ど 我 手に 眯 

ど いふ 字 を 名に 附 くくら ゐ の^じ や も の、 辟 でな ふて 何ビ しゃ う、 其 睐 雅 

がい ふ 事 をよ く 聞く ベ し」 ど て總 方の 言 分 を 批 評 し、 且 自己の 屐歷を 語り 

て、 「我 も いにしへ は 終日 終夜 色里へ 入 込、 親 兄弟の 見 を 用 ひ す、 通 ひ盡せ 

し 甲斐 あつ て、 自 然ビ 里の 諸 わけ を覺へ ：… 親 の讓 りの 金銀 を 落花 微塵 遣 

ひ ちらせし 故 金花亭 ど 遊 名 を 呼ば れ、 居 宅の 角 星 を賣り こぼ つ て、 天窓 は 

丸 ふ 剃， o こぼ ち、 今 は 世に 無き かげの 隊雅 明祌ビ あがめら れ、 色 里 近くに 


跡 をた れ、 眸 の 帳 合 をして ゐる こ ど 地 府の修 文郞に ひど し」 ど あ り、 胖 雅 は 

別 號の辟 川ビ定 雅ビを 合せて 垂 加の 音 通 をき か せ、 金 花 亭は亭 號の榕 花 

亭を匂 はせ たる こど 明かな り。 盧橘 庵の 何人た るか は 不明 なれ ざ 、瑪 琴 

の覉 旅漫錄 下に 「盧橘 どい ふ 人 は 筆耕 ど 戯作 をして 家 內五人 を 養 ふ、 かく 

も 筆耕に 作者 を かねて 渡世に する 人 大阪に 廑橘ー 人な り、 この 人予 逗留 

中大に 深切に もてな さ る」 「盧橘 が 著述 度々 書肆に 損 を させ たれ ば、 後 に は 

絕て行 はれす、 京 にう つ り 住み、 又大阪 ロ繩 坂に て賣 卜せし が、 文化 辛 未 ゆ 

くへ しれ やなりぬ VJ い ふ」 ど あり。 もし 此 人なら ば 橘 庵 漫筆 ニ名朿 牖子) 

嗚呼 矣 草、^ 雜俎 等の 隨筆を 著した る 田 宫仲宣 どい ふ 者な り。 定雅の 知 

恩院 町， の 住居 生活の 樣は、 榕花 文集 (天明 七 年 刊) の 白梅 樓の 記に 詳 なれば 

之 を 抄出 せ ん。 

その かみ 此ほ VJ  ,5 は、 戒 光寺の 舊跡 にし て、 松 柏 枝 を 並べ、 千草 深く 茂り 

て 人家 稀 也 VJ 聞傳 へ し が、 今 は萬屋 いら か を 列 ね、 せ ちに 産業 を 事 どす 

四 八 五 


か 、る 市中に 小 扉 を 設けて 壁ぬ 

て 臥 In- ど はなしぬ。 かたへ なる 

て 漸く 朝 暮の飢 を 凌 ぐ、 机 一 脚、 燒 

夜の 物より 外貯ふ ベく も あらね 

居に も 似たり。 又せば き 庭の 面 

く づれて はわら はべ や 踏み あけ 

ば、 お のづ から 苔 深く 露き ゆる 時 

に  一？ 1 曰 を啼く 虫の さま  <、、 さ す が 

て、 ひ たぶ るに か、 る哀を 求めた 

くて 捨てお きたれば なる べし？ 

梅の 一 本 をう ゑた り、 誠 に 竹 を 愛 

は 茶 に 與じ、 或 時 は 酒に 興じて 朝 

の 名に しめ て、 み づ から 白梅 樓ど 


四 八 六 

そへ 篑っ い く， 5 しょ h- 、古 疊 を 並べ 

炭櫃 によりて は 粥 を 焚き 澀茶を 涌し 

鍋 二 つ、 琴 一 面、 茶碗 三 つ、 古き 書 笈其外 

ば、 いど 安く^ を 送りて 聊か 山林の 閑 

のかき ほ はやれて 犬の 通路 どな b  、堀 

つらん ビ 見へ て、 た れ繕ふ 者 も あら ね 

な く、 蔦 朝顔 は 軒に ま V- ひ、 小 笹 がくれ 

に 昔 忍ばれて い ど 哀 深 し、 さ あれば ご 

るに も あら す、 只 箒 VJ る 事の むつ かし 

其 中に 予が 好める 花 なれば 瘦 せた る 

せし 王子 猷が 徒に は あらね ざ、 あ る 時 

暮 徒然の 友 VJ はなしぬ。 されば 白梅 

は號し 侍りぬ。 


梅 一 木爐 にたく 程の 落葉 かな 

猶 こ の 近隣の 妾宅、 藝人、 茶人、 灸師、 貧. 僧 等の 生活 を 描き た る 「そ の VJ なり」 (文 

化 三 年刊) VJ 題す る 戯文 一 冊 あり.。 晚年 その 居 を眞葛 原に 移し 俳 仙 堂 w 

稱 す、 事 は曉鐘 成の 遺 稿 曉 翁 隨 筆 (寫 本) に詳 かな り、 曰 く 

洛朿俳 仙 堂 定雅は 京師の 人に し て、 樗 良の 門に 入， - 俳諧 を もって 世に 

名高 し、 甞 て 丈 草が 所持せ し VJ いふ 芭蕉 翁の 涅槃 像の 畫圆の 一 軸の 事 

を、 か ねて 聞き及ぶ ど い へ ノレ も、 只 名のみ にして 知る 人 だに 無き が 故に- 

文政 六 年 十月 翥 師岸雅 樂助岸 駒に 乞て、 是を圖 せしめ 秘藏せ り、 (中 略) 例 

年の 芭蕉 忌に 是をか け、 門 人 等 を集會 して 追薦を 催せ り、 爾 後門 弟 朝 陽 

徘仙堂 を相續 し、 此 一 軸 を讓り 受けて 藏 す、 然 るに 故あって 翊陽は 芭蕉 

堂 蒼 虬の跡 を嗣ぎ て、 自 分の 門人 蔦 雨に これ を讓 る、 蔦 雨 故 鄕の坂 本に 

歸る 時， 定雅の 遺弟帒 美に 讓り戾 せり、 帒美 後に 同門 鸞 山に 讓る、 故に 今 

の徘仙 堂鸞山 これ を所藏 す、 徘 仙 堂 は 洛朿下 河原の 朿 にあり し が、 終 に 

四 八 七 


四 八 八 

廢 して 遺物 俳 仙 堂の 額 Is 水 月の 文 臺、 翁 の 木像 I お 難 I ま？ぉ3：^ き 等 

を も 當時鸞 山の 家に 秘藏 せり。 

定雅は 天明より 文化 文政 へ かけて 俳壇に 立ちし 人 なれ ば、 そ の 句 も 初期 

の 間 は 天明 復與の 機運に つれて 平淡の 中に 雅味 あ り、 蕪 村 几 董等ビ も 交 

際 あ b- て、 績 明 鵜、 五 車 反古 等に も その 句 入りし が、 晚 年 は 次第に 墮 落し 殊 

に 戯作に 沒頭 し、 劇 場 花街 を 題材 して 俳句 を 以て 洒落 本 的 情趣 を 詠せ 

んビ 企て、 洒落 文 臺、 仕 方 俳 諧、 外 國通唱 等 を 作し、 「ォ 、 しん V- ど 云 ふて すわ 

りし 火鉢 か な」 「身 賣場を 扇に 忍ぶ 淚か な」 の 如き 句に 耽りし より 愈 i 俗化 

せ ，90 

天明 三年 彼が 三十 九歲の 時、 徒 然 草の 口調 を 摸した る 戯作 徒然 胖が川 を 

存在の 名 を 以て 出し、 に、 案 外 好評な りしより 得意に なりて 眸川子 ど 名 

乘 り、 後 編ま、 の 川、 裸 百 貫 等 同類の 書 を 著す に 至れ り、 作 意 文才 共に 多く 

稱す るに 足ら ざれ ざ も、 他 に 作者の 乏し かりし 京都 文壇に は相應 にもて 


ざ る 

も 


等 

ナ 

の 


の 

の 


はやされし ど 見えて. こ の 類の 戯作 樂屋 方言、 襍土 一  覽等 大抵 陴川 子の 序 

又 翠 川、 粹 川 ども 書 し、 兼 好に 因み て艷好 ども 

前述の 他に よし野 紀行、 反 古瓢 被き 文集 反古 

作りし 端 唄に 力 餅. か じかの 二 曲 あ り、 狂 詠 の 

技倆 を 窺 はしむ。 

長歌 

に 見て 心 VJ きめく 花道 に、 霞 の 慕 を ほの <^ 

の 男の すなる 女 形、 月 の 眉す み 花の 顏、 粧 ひ た 

唐 錦、 色 に染 むて ふ 若殿 は 阿房 拂の戀 の 閽、 黑 

を 藜 ひゆ く、 跡 白波 や 立 役の 忠義 を盡す 君が 

の 一人 思案 も、 有 明の どもし 火 細き 影の 唄、 吾 

ろ な し、 身 替の我 子に 迷 ふ 夜の 鶴、 な く 音 忍 ベ 

を 濡らしつ 暴かみ つ、 取亂 したる 辨當 のま ゝ 
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跋を見 

猿猴ビ 

K 文政 

五 年 

長唄 一 


見 る 

ビ あ 

つ る 

装朿 

爲， た 

妻 ぶ 

ば 見 


し 

力 

る 


どなし o 隊川 

り。 年表 及び 

著 あ り、 又 彼の 

に 揭げて その 

女の 芝居 見る 

なる 芝居 まれ 

並 ぶ 歌 舞妓 男 

，衣装 は 野邊の 

たまの 1; の 寳 

しこき 徑の實 

今様に 妻 をし 

に 女の 貰 泣、 釉 


四 九 〇 

さへ くへ ぬ淚 川、 筷 流せば その 跡 は を かしい 事 も あり 磯 海、 深 き 淺 き を 

どり ませ て、 祌 祇 釋敎戀 無 常、 藝 をつ くしの 果太 皲、 け ふ 一 曰の 樂みも あ 

だ； に 暮れ ゆく 花木 槿、 し をれ て戾る わがう ち は、 元 の 浮世の 芝居 ご ど、 昨 

日 はよ そに 見し ぞ はかなき o 

文政 九 年 八十 三歲 にて 歿し、 二 條樋ロ 善導 寺に 葬り、 法名 を 徘仙堂 寂卷定 

雅禪士  V- いふ。 水 落 氏 は 死歿の 月： n を 二月 十二 日 ご し、 京都 名家 墓所 一 

覽には 十 一 月 二十 六日 ビ す、 そ れ 孰れが 正しき や、 未 だ. 之 を 確む るの 機 を 

得 や。 

京阪 作者の 傳記は 上述 二三 子の 他 は 多く 傳 はらざる を以 て、 次 に そのお 

もなる 者の 年表 を 揭げて 一 きに 供 す、 〇 符 ある は 小 本に して 他 は 半紙 本 

又は 中 本な り。 但し 未見に して 符を 付し 得ざる もの も 二三な きに あら 


京阪 滑稽本 及 洒落 本年 表 


〇 泉 臺冶情  一 

〇 穿當新 話 (比 言 指 南)  一 

〇 聖 遊廓 (雪月花)  一 

滑稽 雌 黄  四 

〇 古文 鐡砲 前後 集  一 

靑樓 叢書  一 

〇 鎏 遊廓 ニ篇列 仙傳  一 

〇 間 似合 早 推  I 

片 假名 世醉記  一 

針の 供養  五 同 

〇 風流 裸 人形  1 


無 文 館 措大子 


桂 井 蒼 八 

同 

先賢 卜 子 

史 魯德齋 


宽延ニ 年 (阪) 

寶曆七 年 (同) 

同  (同) 

同 九 年 (同) 

同 十一 年 (同) 

同 十二 年 (同) 

同 十三 年 一同) 

明 和 六 年 (同一 

安永 元年 (京) 

同 三年 (同) 

同 五 年 (阪) 
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大 平樂婢 女行國 字解 一 

〇 得手勝手  一 

徒然 胯が川  五 

〇 仕方 俳諧  一 

眸ケ川 後編 眞々 の 川  四 

粹宇 瑠璃  五 

つべ こべ ぐ さ 

. 好 言 草  五 

當世粹 の 源  五 

〇 言 葉の 玉  一 

〇 北 華 通 情  一 

虛實柳 巷 方言  三 

を ごこめ かけ 

養 漢裸百 貫  五 

戯 言 浮世 瓢第  五 


浪華 散 人魯佛 

胖川子 

同 

盧橘庵 

同 

前 川來太 

春光 園 花 丸 

同 

香具 屋 先生 

眸川子 

吳句堂 主人 李 春 
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安 永 元 年 

同 九 年 

H>  三年 

同 


同 

同 


五 年〕 

六 年 

七 年 


寬政五 年 

同 八 年 

同 九 年 


同 京 同 同 阪阪同 同 同 同 M 阪 g 


靑樓 阿蘭陀 鏡 

野暮 枝 折 

〇 昇平樂 

樂屋方 言 

當世底 佐賀志 

〇 外 國通唱 

古な r 馬鹿 集 

遊女 文章 大成 

〇 こ 、ろの 外 

遊女 大學 

あしげの こ a ごご 

足-毛 1 脚 栗毛) 

當世廓 中 掃除 


五 銅 脈 

五 鐵炮堂 主人 

五 粹川子 

五 

.1 粹川子 

四 同 

一 同 

1 遊數里 夜行 

I： . 粹川子 

二 同 

rH  玉 ズ賁 


同 十 年 (同) 

同 十一 年 (阪) 

同 十二 年 (阪) 

享和四 年 (京) 


同 (同) 

同 (同) 

文化 元年 (同) 

同 二 年 (同) 

同 三年 (同) 

同 (同) 

同 四 年 (同) 

同 • (同) 

同 (同) 
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靑樓千 字 文 

襍土 一  覽 

〇 河柬方 言 箱 まくら 

滑稽 漫書 

長唄 馬鹿 集 

ほく せん 

北 川蜆殼 

和談三 細圖會 

〇 風俗 三石士 

色道 禁秘抄 

無飽 三才 圖繪 

刊年 未詳 

〇 月 花餘情 

〇 同 後編 陽 臺 遺 犏 


三 大 


斗 


堂 有 長 

庵 幸 雄 

成 


大 


堂 有 長 

六 曉鐘成 

.1 獻笑閣 主人 


11 九 四 

同， 六 年 

文政 三年 

同 五 年 

同 六 年 

同 七 年 

同 九 年 

天 保 十三 年 

弘化 元年 

嘉 永 元 年 

同 三年 

(阪) 

(同) 


阪同 京阪 阪 京阪 京 京 同 


〇 猪の 文 章 

〇 百花 評 林 (浪華 樂府) 

巉陽英 華 

浪花 色 八卦 

〇 煙 華 漫筆 

南 遊 記 

〇 閨 中奇譚 

秘事 眞吿， 

〇 肉 道 秘鍵 

新織藝 子洒戯 

さ ご  9 げ 

花街 風流 解 

〇 靑樓 洒落 文 臺 

〇 百 人 袷 


同  . (同) 

採 花亭生 人 (同) 

(同) 

外 山 翁  (同) 

張 葛 居 辰  S 

(同) 

(同) 

普 穿 山人  (同) 

品 動 堂 馬 乘 (京) 

大眼子  (阪) 

粹川子  (京) 

同  一同) 

W 九 五 
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綾足，、」 秋 成 

—— 同 事 異 文 —— 

德川 後期の 文士 を 相撲 番附に 見立てるな ら、 そ の 慕 內に朿 建 部 綾足 西 上 

田 秋 成 ビ いふ 取組 は、 誰 が 見ても 異存の ない 所で あらう ど 思 ふ。 二人 VJ 

も 小手の 利いた 多藝 多才の 畸人で 歌 もよ めば 俳諧 もや り、 國 學を 修め 小 

說 を 書 き、 街 氣 があって 强情 我慢な 點 まで 共通で ある。 

二人 者の 閲歴が 又 尋常で ない。 綾足 は律輕 藩の 家老 職の 二 男 だ どい ふ 

が、 早 くから 國を 飛び出して 長 崎へ 行て 繪を 習った り、 朿 福 寺の 坊主に な 

つ た り、 そ れ から 還俗して 俳諧師に な り、 延 享四年 二十 八 歳の 時 始めて 俳 

諧 南北 新 話 を 著し、 江 戶 に 住みて 俳諧 を 業 どした が、 一 朝眞 淵に つ いて 古 

學を 修めてから 尙古 生義 にか ぶれ て、 俳 諧を 以て 日本 武尊 V」 火燒翁 どの 

唱和に 始まる ビ し、 之 を旋頭 歌の 片歌 どい ふから は、 十 七 字 十四 字の もの 
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^11} 洚^ 田: マ 


上田 秋 成 自賛 像 


会 ApS ，こ， KyvrL>，> リ  o 


は 短歌の 片歌 である ど 

等の 書 を 著 し、 伊 勢の 能 

筆 を 請 うた b し て， 自 ら 

嘲 り、 動 植物の 名稱も 一 

を壺 蘆な V-  \ 書い て、 頻 

向 反 響 が な く， 僅 かに 相 

敗に 終った。 彼 自ら 慰 

止 め ぬ、 又片歌 の 用 ひら 

たど ひ 人 は 用 ひす ども- 

を 出て 片歌ど い ふ 淵に 

こ の 尙古癖 は 彼の 小說 

氏 等の 古語 をつ いり 集 

爲體 で、 しか も その 古語 


稱 して、 片歌ニ 夜 問答、 同 百夜 問答、 片 歌道の はじめ 

褒 野に 碑 を 立て たり、 華 山院右 府に片 歌道 守の 染 

片 歌の 元 祖 を 以て 任 じ、 徘 諧者 流の 文字に 暗 き を 

々本草の 正字に 據 り、 稻 妻 を 熟 閃、 鶯 を 喚起 鳥、 夕 顏 

に學 者が つた が、 識 者の 冷笑 を 買った ばかりで、 一 

摸 下野 上野 邊に 多少の 信者 を 得た のみで 全く 失 

めて 曰 く、 俳 諧は 無用の 仇 言 な bvj 知りた るより 

れぬは 本 來の覺 悟 なれ ば、 盡 を 以て 糊口の 料 どす、 

.片 歌の 元祖 は 我な り、 之が 爲に 俳諧 どい ふ 寶の山 

身 を 投げたり ど。 

に 及 び、 そ の 西 山 物語の 如 き、 記 紀萬葉 祝詞 伊勢 源 

め て、 う る さく も 1 々その 出 所 を 分 註 するどい ふ 

の 使用法が 生半可で 恥の 語 はいかなる 場合に も 
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「やさし み」 で 抨 通 し、 犬 侍 を 犬 じ もの 侍な Vj  、やって 居る。 由 來才子 多く 

書 を讀ま や、 秋 成 も 文才 は數等 すぐれたれ ざ、 古語 の 使用法に は隨 分い か 

さまが 多 い、 係 結 を 誤った り、 自 他 を 混同したり、 お ぼす ど い ふ 語 を 敬 語 ど 

心 付か す、 思 ふ ビ同樣 に 使って 居る。 

秋 成 は 綾足より 十五 歳の 年少 で、 秋 成が 俳諧の 切 宇 を 論じた る 也 哉抄を 

出した 安永 三年に 綾足 は 五十六 歳で 歿した-の である。 秋 成 は 娼家の 女 

の 私生兒 である が、 上田 某 V」 いふ 富 商に 養 はれ て 、青年時代 は 遊^な 生活 

をして、 一向 學問 をつ どめ す、 只 天性の 才子 で、 逍 樂 半分に 歌 を よんだ り、 徘 

諧を やって 居た が、 S 和 三年 三十 三歲の 時、 始 めて 加 藤 美樹に 逢うて 國學 

を 修めてから 次第に 學 問に 與味を もつ やうに なった。 此 年に 出版され 

た 世間 狙 や 妾形氣 は、 遊 荡 時代の 见聞を 材料 ど した 八文字 舍 風の 碎 けた 

筆致で あ るが、 明 和 五 年 西 山 物語の 出版 ど 同じ 時に 出 來た雨 月 物語 は、 文 

章に 稍 古典的 臭味 を帶 びて 來た。 問 もな く 養父 は 死ぬ、 家 は 丸燒け に あ 


ふ、 十 方に 暮れて 糊口の 爲に俄 仕 立の 醫者修 行、 醫 は 意 也 で、 ゆ がみな りの 

匙加減 も、 一 日 に 二度三度 も 病 家 を 見舞う て 親切 づ くめで 可也の 評判 を 

どり、 一 時 は 家 を 買うて 新築す るまでの 餘財を 得た ので ある が、 隣 家の 愛 

兒を 誤診して 盛り殺してから 一 念發 起、 天 明 A 年 五十 五 歳で、 斷然醫 業 を 

や め、 そ れ から 京都へ 移つ て、 南 禪寺畔 に 寒 酸な 生涯 を 經た事 は 人の 知る 

通で ある o 

晚年 は淸贫 を 樂んだ 風流 漢の やうに 见 える が、 そ の實： « 屈ど贫 乏が 自慢 

の名譽 心の 强ぃ男 で、 私 生兒ど い ふ 先天的の 僻み ど、 若い 時の 我儘 育ちが 

累を なし て、 宣 長 や 履 軒に 喰って か 、 つたの はま だし も、 親 切に 世話 を燒 

い た 蘆 庵 ゃ月溪 まで も 嘲つ て、 自 己の 不遇 を 憤った。 しかし 綾足の やう 

に大 びら に 世間 的の 運動 をし なかった 爲に、 一 寸 i るビ秋 成の 方が 高雅 

に 兄え る が、 そ の 街氣^ 氣は畢 寛 陽性 ビ 陰性 どの 差別に 過ぎぬ。 此 二人 

が 共に 俳諧から 國學に 入 り、 そ れを 利用して 小說を 作 り、 そ れが 共に^ 琴 

P 九， TN 


の讀 本の 先蹤を 

した 經歷の 類似 

考 へて 居た ので 

落 露 石 二 氏所藏 

關 係を發 見した 

小山 氏 所 藏の膽 

發 表した 自筆 本 

契 沖 の 著書 を 

く 事 多く て、 道 

b で、 緣 足が 引 

綾足が 敎 へよ 

物 問 ふたび に 

，、しい ふ 人が 來 


なした 因緣 や、 著 述 筆耕に 衣食し 

か ら し て、 何 か兩者 間に 多少の 交 

あるが、 數年來 秋 成 遺稿の 蒐^ を 

の 遺書 一 切 を 借 受けて 調べて 居 


五 〇〇 

も あ 

立 つ 


士 ど 

れば 

て、 小 

然 ^ 


して 生活 

面白い VJ 

山 曉 杜、 水 

の やうな 


大小 心 錄 —— 國 書 刊行 會 本に 收 めた もの や、 數 年前藝 文に 

ど も 異なる 別 本 —— に、 

買 ひ 集め て、 物 識 になら ぅビ思 ふたれ ノー レ/ かく 疑 ひの つ 

はかい かなんだ を、 江 の 宇 萬 伎 ど いふ 人の 城番に お 上 

合して 弟子に なりて 古學ど いふ 事の 道が 開け る、 初 め は 

どい ふに つ いて 學ん だれ ざ、 ビ ん V」 漢字の 讀め ぬわろ で 

口 を もじ /、どし て、 其 後に い ふ は 幸 ひ 御城 內 へ 宇 萬 伎 

て ゐ る、 是 を師 にして どい ふたが 緣ぢ やった。 江 10- 人な 


れば七 年が 間 文通 


に や 

これ あ 

も 其 徒 

つて 居 

カ^-成 

字の よ 

う。 蜀 

賀庭鐘 

出來た 

きな a 

見えぬ 


こ 


が、 是 


の ち は、 よ 

な、 綾足が 

人で あつ 

ら宇萬 伎 

ビして 物 

わろ ど 罵 

のい ふ 所 

いふ。 兼 

が、 秋 成の 

ける. ； 、物 

も 自筆の 


たりが 手 を 加 へ て、 あ 


で 物 問 ふ 中に、 五十 そ こらで 京の 城番に 上って お 死 

ん所 なしの 獨學の 遊びの みに て 目が あいた ど 思 ふ。 

阪に遊 び、 講 說の筵 を 開いた 時、 秋 成 

足 は寳曆 十三 年 九月に 縣居 門に 入 

で、 紹 介人ビ なった VJ 見える。 綾足 

は、 さ も ある ベ きで ある が、 ど ん ビ 懂 

して ざれ 程の 學 力が あつたの だら 

句 讀の師 は、 英 草紙の 著者で ある 都 

^も 親交が あつたか ら、 多 少漢學 は 

る ど、 和 習澤 山の 變な もの で、 餘 り 大 

冊子に は 水無瀨 川の ー篇 より 他に 

餘 程 違 つて 居 る、 恐 らく 村 瀨栲亭 あ 

であらう。 それでも 彼よ 自ら まづ 
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明 和 三 四 年頃 京 

たので ある o 綾 

ど は 同門の 親み 

足りなかった の 

倒した 秋 成 は、 果 

によれ ば、 秋 成 の 

葭堂ゃ 十 時 梅 匪 

作った 漢文 を 見 

ではない。 藤 篛 

原稿 ど 比べる ヾ」 

X ごナ -- し』， 」 り 


い ビ  一一 一 E ひなが ら、 漢 

方が 人助けで あら 

二人の 交 涉は是 の 

して 其 實說を 記し 

八條 村に あった 巷 

和 草紙 ど いふ 歌舞 

尾に 大森 七郞 VJ い 

從 兄弟に 同姓 八郞 

は 其 子 宇 須 荬を介 

を 契る。 後 八郞は 

次第 に 衰 へ て、 兩家 

郞 拒みて 應せ す、 七 


文 を 十 數篇も 書い て 

みなら す、 綾 足の 西 山 

て 居る。 西 山 物語 は 

談に 基いて 結構した 

伎 狂 言 もあった VJ い 

ふ 者 あ り、 老 母 ビ妹か 

あ り、 そ の 子 を 宇須 美 

抱の 手 傅に 遣 はしお 

西國 大名に 抱 へられ 

漸く 疎く、 或 曰 七郞妹 

郞は妹 を婚禮 姿に て 


も、 猶 應せざ る よ り、 妹 を 殺して 婦る VJ い 


K-〇 二 

居る が、 馬 琴 ど 秋 成 はこれ が 無い 

物語 を必す 傳 はらざる 書 VJ 罵 倒 

綾足が 明 和 四 年 京都に 遊ん で、 西 

も の で、 當 時 之 を 仕組んだ 傾城 大 

ふ。 物語の 荒 筋 は 京の 西 山の 松 

へ弟惣 治の 四 人 慕し な， 5。 その 

ビ いふ。 七 郞の母 病氣の 際、 八郞 

きたろ に、 宇 須美 私に かへ，、」 行末 

て祿を 得、 家 富み 榮 え、 七 郞は家 近 

の爲に 結婚の 事 を 申込みし に、 八 

伴 ひ 行 き、 最 後の 談判 を 試みた る 

ふが 主筋に て、 それに 寳 刀の m 一 r 女 


の 幽 靈 な V- を あしら ひたる が、 文 章の 古典的な るの 

ら はれ す、 典 趣 も 乏しき ものである が、 之 に對抗 して 

文 も-秋 成ビ して 出來 よから す、 思 ふに 晚 年の 書き 放 

ざる 爲 であら う、 秋 成 は 才子 なれ ば、 文 章 は 一 氣呵成 

ならん ど 思 ひし に、 そ の 草稿 を兑れ ば、 幾 囘も書 き 改 

の もの ビは 全く 面目 を 異に し、 甚 しき は 初 稿 ど は、 殆 

す もの あ り、 籐 i" 册 子に 載せた 歌 文な V- も 原稿 ど は 

際 ひ V- く 修正 を 施した ど 思 はれる ので ある。 

さて 此文は 秋 成が 歿前 三年の 作 で、 大 森七郞 のモデ 

逅 した 典 味に 驅^ れて擎 を どった の で、 秋 成の 文に 

次、 宇須 荬は 右内で ある。 綾足 は 八 郞を 純然たる 敵 

婚を 拒みた る 勸機を 卜^が 不吉の 緣談 にて， 兩 人の 

い ふ 言 を 信じての 事 どした の は、 悲 劇の 功朵を 減殺 


み に 

必傳 

ノ  I  * 

で 多 

め、 最 

異 同 

レ ，，こ 

ノ  17 

ま VJ 

,4  、し 

爲 に 

す る 


て、 人情 

て、 老懶 

く 苦 ひ 

初の も 

物の 如 

頗る 多 

る渡邊 

ば八郞 

せす し 

災厄 あ 

だけで. 


も 能く あ 

た 秋 成の 

推敲 を經 

せ ざ， o し 

の ど 最 後 

き 舰 を な 

く、 出版 の 

源 太に 避 

よ 本名 朔 

て、 そ の 結 

るべ し VJ 

甚だ 耍颍 
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を 得ぬ やうに 思 はれ 

强 愁 無道 どす るを悔 

小說 にす る爲 に、 寳 刀 

い 事 を 作り 設け て-却 

删潤 鍛鍊を 施すべき 

倆 を 軒輊す るに 足ら 

が、 是を 十分 比較 評 隙 

成の 雨 月 物語、 前者の 

記 な ざ を 見るべき で 

秋 成の 文 は長篇 であ 

を 揭げる o 


る が、 是 は當 時の 事 を 直 

る 寧 情 ありし ならん- VJ 

の由來 や、 武藝の 仕 合 や • 

て 散漫に 流れ 統 一 を缺 

餘 地が 多 い、 所詮 この 一 

ぬ、 秋 成の 趣味 文 品の 綾 

せんに は、 同 じく 怪談 を 

せ 亍.^  $  TT 已 嬰 3 己 

朱, や. 5 お rc-  一一 .-la  ^  B 言 t?s 

あ る o 

る が、 從 來全く 世に出で 


五 〇 四 

に 書いた 爲 に、 八 郞をも 全く 

思 ふ。 綾足 は 尾 ま？ をつ けて 

一 向 前後に 緊密な 關係 のな 

いた 感が ある が、 秋 成の 文 も 

篇 だけで は、 十 分に 二人の 技 

足に 勝る こど は 勿論で ある 

取扱った 綾足の 漫遊 記 ど 秋 

花 U 記 ど 後者の 山 霧 記 岩 橋 

ぬ ものであるから 左に 全文 


文化 三 年 卯月 十七 日、 け ふ ふたら 山の 大祌の 祭 こ  >  に 行 はせ 給へ り。 


又 こ、 に 一 里ば かりなる 山里の 圓 光寺 どい ふ 山寺に 詣で 侍る。 閑 室 

和尙ど 申す 大德 の、 大 祌、 駿 河大納 言 ビ 申せし 昔に 近く まゐ りて つ かふ 

まつられし が、 か ばね を 乞 ひて、 こ の 御寺 を ひらき 住ませ 給 ひし ど ぞ o 

木立い ど 深く 茂り あ ひ、 池 の 心廣く 瀧の 昔 さ 、やかながら あは れ 也。 

御 宫居は 高き 岡の 上に いは ひ 奉る V」 いふ に、 人 々に扶 けら れ、 辛 うじて 

上りつ き 見 奉れば、 この 御 あ VJ に はか  >  る 假初づ くりした る も ありけ 

り ビ、 却 りて た ふ ど くも 拜 まれ させ 給へ り。 又 室の 御內 にけ ふ 御姿繪 

を 懸けられた り、 そ の 左み ぎに 十六 騎の御 姿、 ビ もに 御い くさ 立の かた 

ちな り。 左の 方 松 平 甚太郞 殿、 榊 原 式部 大輔 殿、 大久保 七 郞右衞 門 殿、 鳥 

井 彦右衞 門 殿、 大 久保次 右衞門 殿、 高 木 主 水 佐 入道 殿. 服 部半藏 殿、 蜂 M 半 

之 丞 V- の、 右の 方 酒 井 左 衞門尉 殿、 井 伊 兵 部少輔 殿、 本 多 中 務大輔 殿、 平 ，お 

七 之 介 ノー レ の、 鳥 井 四 郞左衞 門 殿、 內 藤 四 郞左衞 門 殿、 渡 邊半藏 \レ の、 米 津 藤 

三 入道 殿な り。 いづれ の 所の 御眾 立に や、 恐 れ あれば 問 ひも もど めす， 

H6 五 


五 〇 六 

御お ろし 寺 主 か はらけ 取り はじめ 給へ り o 此座 につ V」 


に、 は や う 

らは顏 し 

ビか はら 

過ぎた， 9 

かみこ 

る は VJ 

なきな 

時 聞え 

る は、. P- 

こ、 の 

の 時 あ 

に C ぶ 


の 

田 わ 

ら 


b 參 b た 

うる はし 

也。 此翁 

昔 物 語 な 

ざまし 草 

し が、 生 き 

あないせ 

し。 此事 

よき 人 を 

語 ぶ み、 そ の 

なく. C ぶる 


る 翁 あ 

くお は 

。- 事 一 

れば、 か 

を 傅 へ 

c  J ふ 

し大澤 

な ま さ 

あ や ま 

作れる 

にいち 


ビ 

べき 數にぞ あ-. 9 ける 


り、 渡 邊源太 VJ 

す。 酒 好み 給 

たび は 世に 響 

くて；^: お if 

聞きし 時、 か > 

たいめ する こ 

はも ヾ」 より ，s- 

かしき 人の 西 

つ い たづら 文 

人の さかし 愚 

じる けれ ば、 い 


申す 齡 六十 を 

ひて 物の たま 

聞え たれ 

VJ も，^ る 

ま 1 ら^- 

，齡 ど いふ 

人 に て， こ 

物 語 ノレ い 


ふ 


て、^ I に 

も更な 


ろ 

VJ 


人 

も 


の 

ふ 

一 J 

s， 

き 一 


ぺ 

し 

ま 


る 人々 

え 給 へ 

るナょ 

は 四十 

く、 我 も 

に は あ 

、カナ 

がたり 

作りな 

の 演義 

る VJ  、や 

是もは 


の 中 

V- 、わ 

こ し 

VJ せ 

そ の 

ん な 

じ け 

を 時 

し た 

小說 

が て 

や く 


さて この.^ さし 事 

かたり ごご 

ら ぬ 語 言 して 後長 

量 ，9 し て、 又 こど 人 

か あ， 5 けん、 この 里 

ひて 貧しく おはし 

て、 何事 を も 御爲に 

の是は 引きた が へ 

家 なれ ば、 富 に 誇り 

惡 しき 行 ひせ や、 家 

ど、 こ ゝ かしこ 繭 ご 

て あり けれ ぽ、 常 に 

かに 物ら 言 ひか は 

家 は 昔々 遠つ 祖の 


おろ そげに 

く 傅へ ょヾ」 

に 語り つげ 

にて は 門 高 

ナ り o よ ら 

は 露た が は 

て、 山 はやし 

てなん あり 

の わざ 怠り 

も ，9 なる を 

いきか ひて 

しけ り。 母 

住 わかた せ 


て は 食 曰き ど  >  む まじ 

ぞ思 ふ、 讀み 見ん 人 繰 

よかし。 此 翁の 又 さ 

く 人の おぼえい み じ 

から 多き が 皆 母 刀自 

じ VJ つか ふま つられ 

田 はた 多くぬ しっき- 

ける。 をの こ 子 ひど 

な き を、 父 喜 びて 早く 

擇ぶ程 に、 こ の 貧しき 

遊ぶ 程に、 ますら 雄の 

の兑 あら はし 給 ひて 

給 ひて、 かたみに 親し 


け れ V -、 い つ はりな 

言 めきた る を 推し 

きの 翁の 世よりに 

かりし 家の、 時 を 失 

ひどり をお し 戴き 

けり。 又 同じ 氏人 

もどよ -9 ふ り わ」 る 

じち や- 7 

り もて ,り、 實 # にて 


妻 あはせ てん 

は 親しき 族に 

おど 姬 ビ みそ 

る、 に は、 彼 の 


よ き 

家 ど 

次 の 

示 さ 

み 助け合 ひて い ど 

五 〇 七 


五 〇 八 

賴 もし く、 多 くの 年 あまたの 世を經 たりし 也 J 今の 翁 はさい は ひ 人に 

て、 年 々富み 榮 ゆるに は、 我 方の 貧しき をい み じがり つ 、、事 のた めし V- 

も、 大 かたに 改め て、 疎 き 方に のみ もてなす、 このし わざ は 彼の 人の み 

にあら す、 世 に榮 えんす る 人 は、 必 すし かひが みね ぢ けて 鬼々 し く、 あ だ 

ぞう  な吝 

し 人に もお のが 心に 叶 へ るに は 親しく 問 ひか は し， 族 の 人に は 情し き 

事 な く、 却 りて 忌み 憎まれば やどし 構へ るぞ かし。 まして こち <^ に 

枝 さし わかれ つれ V- 、根 ざし 一 つの 家 なれ ば、 是 をよ き 事 ど はせ で、 いみ 

じく 恥與 へつべき もの 也。 佐 野の 舟 橋^く 取り 放ちて 中絕 えよ かし 

どい ど こまやか 也。 御敎へ かしこまり 侍 る、 御 g るし なき 事し 出で た 

る 罪 ゆるさせ 給へ w  、泣 くくい ひつれ ど 、猶 かたみに 情し く 忍び く 

に 逢 ひに けり。 今 は 敎へ煩 ひ て、 强 言 せば 淵に や 沈まん 木に やさが り 

な ん、 言 ひ 結ぶ ども 彼の 人 かたく 許す ま じ、 只 是が思 ひやり ばかりに ビ 

て、 兄 のま すら 雄 召し て、 し か <\> の 事い か  >  思 ふ や、 大 島のから き 渡り 


し て 

如 く 

言 は 

ど い 

其 夜 

ら ん 

ひ う 

て 力 

か は 

こ こ 

か ら 

る い 

0 な 


成る ビ 成ら 

仑 1 うけ 3> 

れて恥 見ん 

ふ o いかさ 

かの 家に い 

に は 母 喜ぶ 

りし/、 こそ 

たはら 痛き 

- わら は 人 ひ 

せし 者 の、 わ 

ぬ、 又 市人の 

たづら ご ど 

り 力く あら 


ざる を 人して い ひよ 

くま じき に、, 禱せん 

よ う、 只 さし 向 ひて 言 

まに も 計 れ、 ど て も 喜 

き て、 忍 び やかに かう 

ベ し、 若 き 者ら が 心 も 

侍 れ、 御 宫 仕への 一つ 

事 な り、 氏 こそ 1 すお 

どり だに 使 はせ す、 菜 

がう から やからの 交 

富み 榮 えたる 方々 い 

せし はこ、 に諫 むべ 

め VJ て、 母 のの 給 ひし 


せよ ビ なん- 

は 世の常な 

ま t  ： ま く 

ぶば かりの 

(, の 事な 

落ち ゐ ん. 貧 

は 怠る まじ 

な れ、 今 は 世 

摘み 水 汲ま 

り いかでせ 

こ ス^ «T 永. V- 

し ど て、 塵 も 

よ ビ て、 强 ひ 


リ 打 畏まり て、 御 心 の 

が ら、 も しいか さまに 

ぎきうた て からま じ 

事 あら じに はビ云 ふ。 

ん あ る、 も し 御 許し あ 

しく 育ちて よろ づぅ 

くどい ふ o 公| 打 嘯き 

を經て 疎々 しきの み 

せ、 落 穗拾 はせ て 生 ひ 

ん、 筋 よろしくて 貧し 

る此頃 也。 我 子の さ 

つ かす 言 ひ 放つ。 無 

て も  一一 一一 口 はす 立ち 歸り 

五 0 九 


て、 思 

か に 

の が 

- 一 よ 

な う 

さ て 

^ き 

さ へ 

の が 

恐し 

お さ 

か し 


し 給 ふに たが はぬ 夷 心なり。 

敎へ 給へ どい ふ。 荒夷が な ざ 

世よりに も あら す、 吉 祥 天女 を 

御 姉 君 ど 申す 黑暗 天の 入らせ 

る さの 富 人 やど て、 爪 彈 きして 

弟姬 召し て、 し かっきな くい ふ 

ての みある を、 若 き 心に は 世 を 

背く は 非道な り、 曰 々に 疎から 

6 を 心- yj して 親 を 苦しめ 奉る 

きもの 等に さ いなまれん 事 を 

へ て 立ちぬ。 

この 翁 も 我 子 呼び出で 、、親 の 


五一 0 

を さなき 者に はま づ聞 

うけ 引く ベ き、 か れ 富 み 

い つの 世に か 宿し まゐ 

給 ひしに こ そ、 か ぅも衰 

お は す o 

也、 今 は た 

せば く 田 3 

X 物 き U は 

罪 重し か 

思 へよ VJ 


>  S ひ絕 えよ 

ひなし て、 親 の 

ざり し 昔に か 

し、 此 世 後の世 

リ 是 にも 答な 


あの 貧しき 者ら がた めに 我 門柱 も 


心に 叶 ふ ま じ き、 常 に も 

朽ち 倒る ベ し、 只 今た. 5. 


え ん、 猶 - 」 ま 

たり- y」 てお 

らせ し、 吾 家 

へつら め、 あ 

どなん 0 打 

の 給 ふ 事 を 

へ る ベ し、 お 

^いく  を 

く 淚を釉 に 

知りつ ベ し、 

改めよ ビ 、服 


か. V-  / 、しくて さいなむ。 御 心に た 

ち て、 お のが 臥 に 入り て、 心 地 あし ど 

れ ぬ。 翁 外より 歸 りて、 猶 かくて 在る 

こ のしれ 者 よ、 あ のかた なりの み 女 VJ 

せ ば 、飯 炊ぎ 庭 門 掃きな ど し て、 あ か い 

を さ くわえて、 つ ひの 世に はこの 里 住 

,9 物い は せても だし をる い VJ 心なし- 

M る、 い はう じ 立ち 代りて、 御 心の きす 

りたる にあら す や、 いかばかり 言 ひ 堅 

に せ ん、 思 ひく づ をれ て 身の いたつ き 

く 出で 、內 外の 事、 田 畑 を も 兄 巡れよ 

す。 にぶ /\ に 立ち あがりて 事 V- も 

前にに じり 出 て、 度 々敎へ 諭 さ せ 給 ふ 


が ひし 事い かで せんど て、 そ - J 立 

て 物 もく は す、 衾 打 被き てけ ふ暮 

VJ 聞 き て、 戶 あら、 かに やり 放ち、 

思 ふ. か、 都 に 出て 人の 家に つぶね 

り ならん もの よ、 か ゝる. 5 ち ゝ 

だに えす まじき 也、 刀 自我にば か 

-猶 こまか に 言 ひ 聞かせよ ど、 1£| る 

ぐに 矯め直す まじき は、 兼 ねて 知 

む ビ も、 祌 の 結ばせ 給 はぬ はいか 

V」 なら ん、 不 孝の 罪 かろから す、 ど 

ビ て、 か しら を か、 へ 上げて 出 だ 

行 ふ。 又 かしこの 弟姬は 母のお 

こ V」 わ， 5 の、 Ila: 身にしみ ほり 


て 

つ ぶ 

ビ お 

し な 

ひし、 

の 事 

ひ定 

子 は 

し 力 

も い 

た ま 

て ビ 


を、 

よ 


た 


3- 鬼.々 し 

つ、 なく 

> ひに 背き 

し て、 御 暇 

たび はい 

かねて 死 

まづ 死な 

つら づき 

きたる ぞ- 

心 は 常の 

よ か し、 つ 

夜に まぎ 


き 心のお も ひ 

^ る o さらお 

て 入るべき 道 

たま はら U や- 

づち にも 逃げ 

は 易 し、 ひ た ぶ 

ん、 い ひが ひな 

也。 母 打 守り 

-さ れ V- 犬 猫の 

事 也. 右內 こ そ 

れ 行きて かし 

れては 物の つ 


5  二 

を もやさせて 死ね V」 敎 ふるに ぞ， 胸 

尼に なりて 佛に仕 へ 奉らん V」 思へ 

にも あら じ。 あはれ 今までの 命ぞ 

只 怨みつべき は 男の 心 な り、 親 ゆ る 

隱 れ て、 出 で 交 はる 世 を 待たん ビ い 

るに 賴 みて あれ ビ 言 ひ し は、 き の ふ 

き 人の 昔 づれは 待た じど て、 深 く 思 

てお はせ し が、 せ う ど 呼び出 て、 こ の 

さまに てあらん 彼が 後の世い ど ほ 

いふが ひなけ れ、 養 ふ ビも捨 つる ビ 

こに て 事 行 へ よど て、 思 し 定めての 

きたりな ざ 人い は ん、 あ した を恃ち 


て、 其 夜 は 入り 臥し ぬ。 


山 深 か 

逋 ひて 

ら せて I 

數 へて 

て柴た 

まいし 

ら ん、 VJ 

の 臥 

出で ヽ 

なる 世 

る を、 烈 

迫りた 


ら ね 

い ぐ」 


ぼ 力 

き ま- 

て  6 

く お 

帶結 

し 給 

女 は 

女 V- 

る 


げ な 

ち み 

ん、 い 

す o 

ど て- 

-  P こ 

力 V7 

1、ゎ 

ォ 力 

家 に 

の な 


そ 

ち 

伏 


まし ひに 


ろ 所 なれ ば、 鳴 く 

U 母 は 夜中 過ぐ 

かに 念じて おは 

も寢 さむる 鐘の 

の や V, り 立ち ゆ 

くゆらせ つ ゝ、 母 

ヾ J りよ そ ほ へ ど 

ら髮 長き を 解き 

し をが みし て、 い 

ら るゝど も、 ズ ^ 

た ま /\ 義ど信 

た れ ざ、 思 へ 、そ れ 

て 


虫の ね 松 

るまで 持 


J そ、 これに 敎へ 


〕 &2 

を け 

聲に 

御 目 

ふ o 

V ら 

W 云 

の を 

の 爲 

身 さ 

ら れ 


て 


の 嵐、 た 

佛の御 

ひ ま な 

は お そ 

う ノレ も 

めば ま 

しこま 

て、 プ is 

リ 母君 

へ を 戴 

^に ふ 

は ひ 無 

命お ど 

五 一 一一 1 


か むらの 風に 

前 にたきく ゆ 

き 淚の玉 を や 

しど 厨に 出で 

起 き 出 で 、う 

た 繰 言 もや あ 

り ぬ" V」 て" 白 き 

ひよく 打 笑み， 

ぇ堪 へす 起き 

き て、 お のが 心 

し 縊れな V- す 

きもの ヽ死 に 

し な ん、 い 只 操 に 


五 一四 

か へて 孝忠 にたが ふ 罪 かろから や、 か く歸る ベ からぬ 迷 ひ路に 入， 9 た 

る はい ど 苦しから め、 ど く 行け ど て、 淚 かけす 奥に ゐ ざり 入， 9 給 ふ。 せ 

う ど、 迷 ひ路 なれ V- 1 すぢな bo わが さす 枝 折に つきて こよ VJ て. さ き 

に 立ちて 出て ゆく。 誰が 家 もま だ 朝け の 煙 軒 を もる、 頃な り。 かし 

や き やつ 

こに はけさみ おやの 祭す る 日な， 9  VJ て、 法師 迎 へ て誦經 終らぬ 所な り0 

かくて 入り 來 たる を 見 て、 家 の內 こぞ りて 怪しむ。 せう vj 翁の 前に 居 

向 へ ば、 弟 姬っ ど 添 ひて うしろに をる。 何事 すら ん、 い み じき 物 狂ひヾ J 

かお ぼすべし o け ふ 召し つれし は、 此 頃よ こ ど わり さま <^ 云 ひ 聞 

かすれ V- 、一  たび 立てし 操に 玉ど碎 けても 芄 のまた きに 習 ふま じ く、 た 

だ 暇た まへ v, いふ、 一 人 木に さがり 淵に 浮び 出 て、 親 兄の 名 を 汚すべき 

に は、 彼 の 庭 をた まひて 死 ね、 翁 許さす ど も 男の もど 也 ど いふ に、 す  >  ろ 

ぎ 立つ o 母の つき 添 ひゆき て 見苦し からぬ さま に、 ど ，9 行へ ど ある を 

承. 9 て我來 たる 也。 右內 いづこに ぞ、 親 大事な b どて、 人の子 を 犬 猫 ど 


や 思 

ん ど 

せ ぬ、 

入れ 

何事 

ど く 

隱れ 

も 聞 

な ん 

御手 

其爲 

く ビ 

い ふ- 


ふ。 こ、 に 出て 

云 ふ。 翁 あざ笑 

ぁ す そこ に ぼ さ 

思 へ ば、 我 子 

をぎ 

優々」 かいふ 

ど、 聲荒 く ま 

々しさ よ、 た 

に はいふ か 

ぼ し て、 い づ 

ら. は壤の 

こそ 母の 附き 

ビ いふ o 免せ 

さら V6  gsr じく 


じ € 

.0 ざ 

レ IX 

の 女 

え ぬ 

€ お 


ヾ J 

放 

P 

ん S 

ひ 

ヾ J 


ま く 

-こ ゝ 

ど 思 

猫な 

が あ 

見張 

し o 

て い 

于 ナ 

思 ひ 


る、. W いひ 聞かせ よ、 其 後 


な る 

ひ て 

り、 歸 

や つ 

KV て 

て 我 

力 r は 

出 で 

さ ぎ 

ビ は 

て. い 

ま I 


者 

0 


恐 


は を ビっ曰 

ね もせ す、 親 

くど も 養 ふ 

ェ むに 習 ひ 

しげな り o 

ど に來 らば 

かに するど 

ふなら ん、 か 

力 ら ん、 願 ふ 

給 ひし なれ- 

れ  の  所な  り 

そ VJ て、 花つ 


夕暮 

心 な 

じ o 

我 を 

笑 ひ 

に せ 

ぺ り 

時 も 

こ > 

> 汚 

も  > し 

た き 

五 12 


ども 力う もせ 

に まぎれて 失 

らぬ者 家に は 

この ふるま ひ 

こしら ふるよ 

て、 親 に 似ぬ 木 

ん、 死 にたり ど 

見 れ ばぽ た 死 

後れて あ らじ、 

に 只今 どい ふ。 

さ ん、 御 許しな 

に まかせよ ビ 

くゆらせた る 


に 4? は す、 手 

す を 見 て. 今 

におお て、 し 

ぶ。 家の人 

を 取り上げ 

を 待たん ヾ J 

長 聞きつ 

走り 惑 ひ 入 

露 知らす こ 

りき。 此里 

はさて おき 

を、 いみ じき 

ゆ 刀自 機 を 


合せて 

は 驚き 

り へ す 

言 JJr 

國 の 

面 の 

て、 わ 

見 れ 

源 太 

は じ 

渡逡 

舰も VJ 

もお 


つ く 

ひ つ 

る す 

力 す 

«1ほ II 

0 か 

，母 よ 

, j そ 

よ hy 

家 々 

出 で 

，さ て 


う 居 汇 

これ 支 

ひ ま に、 

や VJ 、こ 

りおき 

も變ら す. 

( 此有 

の も ど 

狂 ひ VJ 

き も 力 

昔より 

へ b- ど 


窓 


はしか 


ク 


) せ 

へ ん 

弟姬 

> か 

て 座 

朝け 

樣を 

な り 

ら ぬ 

め い 

い ひ 

力 ふ 


る 


五 一 六 

に 立 

よ び 

膝 の 

隱 る- 

お  ほ 

く ひ 

彼の 

し て 

び 一 W 

か^し 

く ある を 人た 

、慌て 惑 ひ 立 

つ， 9 つる V」 か 


し ろ 

に お 

ベ S 

這 ひ 

^ は 

快く 

め て、 

わ ざ 


ちて 刀 拔き放 

二つ 疵 つける 

上に 落ち ころ 

V せう ヾ」 は^!; I 

やけの 御沙汰 

給 へ り。 

家に 閡ゅ ベく 

お は す。 ま だ 

し 出で たま へ 

給 ふら ん、 道 理 

ふ ど みて 寿る 

ち さう Vj  (o 

、いかにせ ん不 


便の 事よ ど て、 猶 う つ 筏の 音 亂 

ど いふつ はもの 、鬼 を 捕へ し 

はすよ ど て 立ち去りぬ。 

かくて やむ ベから ね ば、 都 の か 

ひ て、 は じめ 終 問 ひ 明らめ 給 ひ. 

たる こどな り、 母 こそた けき に 

させし は、 我 手して あやめし に 

づる 者の こ VJ わ， 5 陪しビ て、 ヾ」 

二人 ども 罪 ゆるされ 家に 歸り 

圓 次の 翁 はこれ 聞く 人 毎に 憎 

て、 い うらや か に ひよけなる 

しか こそ 有り つらめ V」 思 ふ、 猶 

た Vj しき 筆に は 又も 瑾 つけ や 


れす 

ど い 

し こ 

- 若く 

過 ざ 

同 じ 

を 

^9 


リ 又是 

ふ、 塞 に 


にお ぢ惑ひ て、 昔 物 

此 氏人 は 鬼に もま 


所 

こ 

V7 

，刀 

八 

、w 

ん. 


/ う 

や り 

れ o 

許 さ 

0 に 

まま 

ば、 そ 

さ る 


たへ 出で ぬ _ 

た れ V- 親 の 

又 圑次は 6 

れ てお ほ や 

繋がれたり 

れを 都田舍 

け hyo  *u ふ 

のかみ の あ 

は ¥ らしつ 

は あ ぢ. き な 


し 


力 


や 力 

か せ 

< 見 

る o 

聞 え 

翁の 

の す 

し 0 

る さ 


語に 渡邊 

さりて お 

て 召し 給 

ょビ 許し 

るく 殺 

り まかん 

月日 經て 

あ げたり o 

人に 交り 

さ び、 實 に 

老 がた V- 

かしら さ！！ I 


五 一 七 


り。 け ふ は 又 下の 御社の 御影 も 

還 幸に いき あ ひ 奉り て、 道 芝に ぬ 

たつ かさの 四 位 五位 あま た、 手 綱 

おひ かづ かせた る、 是 なん 祌の御 

四 位 五位 鞍镫 きらくし く、 あ つ 

そ 色の つか さなれ ど、 いみ じく 覺 

里に いき あ ひ 奉る がめ づら かな 

滿 ち /) て 立ちつ らなり ゆ く  o 

ら め V- 、今 は 縫 そら ご ビ 也、 是 は o 

傾城 倭莊子 VJ 棧道 物語 

藝文 本年 一 月號に 「綾足 ど 秋 成 |ど 題して 二 


なりけ 

な り o 

る C  5 

に 絹 笠 

もた ち 

< れなゐ 

も 紅 こ 

この 山 

き 野に 

さりた 


五 一 八 

-9 奉りて、 こ 、過ぎさせ 給 ふ 日 

か をつ き 立て、 拜 みたい まつ 

控 へて乘 りつれ たり。 あ を 馬 

影な り ど 申 す、 御 あど へ は祌 V- 

ふさ は 入 曰に 輝き 合 ひ て、 げ に 

え 侍れ。 昔も拜 みつれ V- 、け ふ 

り。 目の かぎり 見渡されて、 廣 

祌 代の 事もビ はか  > るに 猶ま 

山中 隱者 七十 餘齋書 


人の 關係を 叙述 し、 綾 足の 西 山 


物語 w 同 材料 を 取扱うた 秋 成の 文章 を 紹介した 時に、 この 巷談 を 歌舞伎 

に 仕組んだ 傾城 大和 草紙 ど い ふ 正本が ある ビ 述べ て お いた が、 是 は 物 之 

本 作者 部類の 頭註に 見える 小津桂 窓の 說に據 つたの で、 實物を 見て の 上 

ではなかった。 然るに 頃日 坊間より 傾城 倭莊子 どい ふ 半紙 本 六 冊 もの 

を發 見し て、 そ の 實否を 釓すこ ビ を 得た。 

この 書の 出版 は 文化 十五 年 正月 で、 狂 啬堂淺 山 芦國の 似顏盡 を 入れた 頗 

る 詳密な 脚本で ある。 當時大 阪で松 好 齋、 春 好 齋、 芦 國な ざの 盡を 入れた 

脚本の 出版が 流行した 風潮に 伴うて、 世に 現れた もの、 一 つで ある。 

因に い ふ 芦國は 大阪の 人、 俗稱 布屋忠 三郞ビ いふ、 須賀蘭 林齋に 從ひ盡 

し は ゐ 

法を學 び蘭英 齋ど號 す、 後 に 芦國ビ 改め、 浮世 繪を 專らど し. 俳 優 今昔 物 

語の 窗作を 始め、 春景淺 茅 原. 伊 呂波國 字 忠臣 藏、 敵 討 巖流島 等 正本の 揷 

書 多し、 文政 元年 五月 五日 歿 す、 年 四十 餘。 

この 脚本 は 五段より 成った 御家騷 働の 極めて こみ 入つ た 筋 立で、 そ の 粳 

五 1 九 


槪を 紹介す る こ ヾ J 

であるか ら、 そ - J だ 

子 雷 八 を 殿の 胤 ど 

老 越野官 太夫 こ れ 

軍 次 兵 衞を國 外に 

きて 大 庄屋 ビ なり. 

左衞門 浪人して こ 

に 詫 住居 をな す。 

よ り、 兄 勘 左 衞門は 

の 許に 至り 辭を低 

嘲 笑、 傲 然 ど して 聞 

, J  V- 、緩 足 秋 成の 記 

に 佐國も 自殺 し、 軍 


は 困難で ある が、 例 の 巷談 

け を ざつ どい へ ば、 北 畠 家 

偽りて 育て 上 げ、 行 く  /\ 

を 悟 り、 そ れ. yj なく  | 田 八 を 

追放す、 軍 次 兵衞嫡 腹の 一 

專ら 貨殖に 耽る。 越 野 家 

れも 大和に 趣 き、 母 檜 垣 妹 

然るに 小 横 は 軍 次 兵衞の 

母の 懇請 も だし 難 く、 節 を 

くして 佐 國の妻 ど せんこ 

か す、 彻 左 衞門今 は是ま で 

する 所 VJ 同様で ある が、 脚 

次 兵 衞の悔 ほ ど な り， 相 思 


を 取 入れた の は、 そ の 四 段 目 

の 家老 近 藤 革 次 兵 衞、 妾 腹 の 

主家 を 押 節せん ビ 謀る、 相 家 

他家へ 養子に 遣 はした る 後、 

子 佐國を ひきつれ 大和に 行 

は官 太夫の 死 後 、そ の 嫡子 勘 

小模ど 共に Bsf 次 兵衞の 隣村 

忭佐國 ど 私に惡 緣を 結. ひし 

屈して 妹 を 引 連 れ、 軍 次 兵 衞 

ど を 乞 ひし も 、M 次 兵 衞 ^  E 

な り ビ、 淚 を 揮って 妹 を 斬る 

本の 方で は 小 棋の死 ど 同時 

の 男女の 魂魄 胡蝶 どなりて 


花園に 舞 ひ樂む 一 節 を 設けた の は、 佐 國ど いふ 名に 因み たる 設色 にして 

又倭莊 子の 外題の 因って いづる 所以で ある。 佐國の 自殺 は 事 實には 背 

く が、 脚 本 V.- して はこの 方が 穩當な 取扱 で、 同 情 を ひき 易い。 

今一 つ 秋 成 物 ど 脚本 どの 關 係に ク いて 言 ふべき 事 あ り、 西 澤 一鳳の 脚色 

餘錄初 編 上の 卷 に， 小說棧 物語の 一 話 V」 題す る 文に 曰く 

水 滸の棗 商人の 條を原 どして、 上田 秋 成が 作の 小 說に棧 物語 M  s  ^云 

有、 是 に は 若輩の 旅人 八 九人迚 に て、 岐 蘇の 奥山 を わけ 行に、 一 人の 惯に 

あ ひ、 名 所 古跡 を 問 ひな Vj す る 內、 夕 陽に 及. ひけれ ば、 僧 の案內 によって 

山寺に 一 夜 を 明す、 其 僧 精進 酒ながら 客に す 、 む、 此！ 汁藥入 有て、 不 

殘賊の 手に 死す、 一 人の 壯士 辛うじて 其 場 を 遇れ 出、 谷 を 越遙向 ふに 燈 

火 ある 孤 家に た ビ り 行、 身 の 危難 を 語る、 此 家の 老女 も 彼 山賊の 黨 にて、 

^，ひ 发 にて 贼に 出合 ビ、 宋 公明が 流罪の 旅 中の 艱難に 混じて 作せ し， 物 

也、 寬 政 十一 未年 九 月、 角 の 芝居に て 近松德 叟、 此 一 話 を 作して 紅 槻秋葉 

玉 二 一 


五 ニニ 

話 二 段 目に 仕組. 月 本 始之助 李 冠 同じ年 比の 侍 七 人 連に て 山路に 

迷 ふ. 文 五郎の 僧 鉄^^ 云 山寺へ 連歸っ て、 毒酒 を 飮せ六 人の 若侍 を 殺 

す、 山賊の 張 本潭石 島 奥山 |针郞 數 多の 手下 を 隨へ財 を 奪 ふ、 始之助 

一 人 は 辛うじて 寺の 破風 口へ 遁れ 出、 蔦 赛を傳 ひて 谷底に 落 る、 此 道 具 

せり 上ビな り、 本 舞 臺へ孤 家 をせ り 出 す、 稾 屋根 一 面に 蔦 かづら まつ は 

ら せ、 枝 折戶の 下手 は 谷川に て筧の 水、 反 古 張の 障子 正面に 古き 大佛壇 

をす へ、 此 家の 老女 漁 江ぎ 腿 娘 桂に 巴 江 ぼろ 5 にて、 苧桶 糸車 を 出し、 iE» 

仕事の 體、 花 道中 程へ 始之 助亂 鬢、 著 物 も 所々 破 れ、 谷 底へ 轉び 落た る體 

にて せり 上 る、 寳 樹 寺の 絶頂よ り、 落 入し 此谷 底、 所 詮 一 命 はなき ど 思 ひ 

し に、 滴 る 雨露に 咽 を 潤 し、 不 思議に 一 命 助り し も、 秋 葉權 現の 加護なる 

か ビ、 刀 を 杖に 孤 家へ た V」 りつき 一 宿 を 賴 む， 老 母 快く  §5 て 酒 を 買に 行 

跡に 娘始之 助に 惚て、 此家も 山賊の 寄 場 なれ ば、 我 を 縛りて 早く 此場を 

遁 るべ しど 進む、 始之助 も 娘の 懇 志を悅 びて、 末 は 夫婦^ 契約して 外面 


へ^ 去る、 老母 か へ つて、 旅人 は何國 

潭 石に 養 はれし 恩 有 ゆ へ、 せひな く 

を內 より ひら き、 拔 道より 刃？ J び 入， 9 

老婆め VJ 手 込に し、 娘 

外 へ ^す、 始之 助は始 

ど 始之助 は危き 場所 

此 狂 言 犬に 評よ く、 後 

色せ し を 知らし む、 棧 

滸傳の 條ょ 力 出 で、 小 

此 一 文 は大に 世人 を 惑 

も あれ V- 、是 は 全く 一鳳 

館 天步の 作で、 寬政十 年 

語な ざ、 い づ れも， 雨 月 物 


桂 を妾ビ せん 

終 を 聞、 蔦 葛 を 

を 西 東 隔て 、 

京都へ 持 行、 け 

物語に 淺 草の 

說 歌舞伎 ど 變 

は し、 秋 成 に 棧 

の 思 ひ 違 ひに 

の 版で ある 0 

語 風の 短篇 集 


へど 問 ふ、 娘 母 

惡 事に 組す る 

し賊首 潭石委 

VJ 云、 母 諫め 兼 

切れば、 藁屋根 

遁れ 去る を、 此 

いせい 棧 物語 

孤 家 石の 枕ビ 

化せし 也。 

物 語 どい ふ 作 

て、 棧道 物語 五 

秋 成 ど 同時代 

である 所から 


に樣 子を吿 て、 親子 共 

ど 愁歎の 內、 佛 壇の 扉 

細 を 聞 取、 恩 しらすの 

て 自害 し、 娘 を 谷川の 

落て 孤家碎 くる、 娘 桂 

一 段の 慕 VJ 仕組 あり、 

ど 外題して、 小 說を潤 

^じて せし も、 舊 は 水 

あるが 如く 考 ふる 人 

册は江 の 作者 雲府 

で、 且 棧道物 語、 邂 逅 物 

混同した ので あらう。 

五 二三 


五 二  s 

脚本の 秋 葉 話 は 繪本棧 物語 ど 外題 を 改め、 松 好齋の 似顔 窬を揷 み 六 冊 本 

どして、 倭莊子 ど 同樣の シ ソ， ス で 出版され て 居る。 

尙添 てい ふ、 同 じく 一  鳳の 傳奇作 書初 編 下 卷、 近 松德叟 が傳中 に、 「紅 楓秋槳 

話 是は其 一 年前棧 物語 どて 小說の 中に 云々 (脚色 餘錄ビ 同 意 なれば 略す) 

夫 を 種 どして 脚色せ し 者 也、 後 京都に てせ し 時 は、 け いせ ぃ棧 物語 V」 外 題 

に賦 しけり、 けいせい 花 山 崎 俠競廊 口 記 顧 けいせい 莒傅授 は 中 入に 仕 

組、 三 つ 目筑紫 權六チ ギリ ン タイの 齣 は 上田 餘齋が 作の 小說 秋雨 物語の 

中に 有 一 話 を 取組り」 ど あり。 筑紫權 六の 齣 は 如何なる 仕組 か. いまだ 其 

脚本 を 見 ざれ ば、 少 しく 斷 言 し 難き も 八九分まで は 宽政十 一 年 正月 出版 

流 霞 窓 主人 §1^ の 著 秋雨 物語 §請馳 吝逄. 難の 一 章に 據り しもの ど 思 ふ。 

秋 成に は 春雨 物語 ありて 秋雨 物語な し。 秋 成 は 生 田 傳八郞 の 遣 孤な り 

どの 浮 說を傳 へ て、 世 を 惑 はした の も 一 鳳なる が、 そ れは 本人 も 虛實の 程 

を 知らす V」 こど わり たれば 罪淺 し、 棧 逍 物 語 や 秋雨 物 語 を 秋 成の 作 ど 言 


ひ 切りた る は、 粗 忽の罪 免れが たし。 倭莊 子の 事 をい ふついで に、 秋 成 (C 

著述に つ いての 誤傳を £ しおく。 (大正 七 年 四 no 


怪談 ヾ」 

行列の 事 

明 和 二 

友 ど す 

宇治 兒 

5 や ，ソ 

け • む 、道 

り 提灯 

いづく 


秋成雜 考 

ゐ 袋 (明 和 五 年 正月 刊、、 皇 京 臥 仙 子文坡 編) 卷 四、 伏 見祧山 U 靈の 

いふ 一章 あ り、 其 文に 曰く、 

の 事な り き、 彌 生 中 比 山城の 國伏 見の 祧 山に 花 ざ かりなり ど 

人 一 人 二人 ど もな ふて 桃 山に いた り、 終 曰 桃の 花 盛 をめ で 、 

に 酒 をく み、 興 に乘 じて 日の くる 、を 忘 れ、 京 師の 見物人 もや 

かへ りつく る 時、 さ らば V> 立て 京 を さして 歸る、 いか 3 'したり 

ふみ 迷 ひて あち かこち か V」 徘徊す る 折 柄、 は るかの むかうよ 

いまつ 星の 如く か  >  やかし 來る もの あ り、 定 めて 大名 高 家 の 

ぞ行給 ふならん ビ、 立 VJ  > まり 見 ゐたる に、 程 なく 近よ る ま、 

五 二 五 


て 

さ 

こ れ 

親 一十 


驅の 武士 きびしく いまし め、 殿 下のお 通り ぞ下 

ゆ く、 驚 き 平地に ひざ ま づき ぬ、 程 なく  二 行に 列 

く、 供 奉の 人々 皆 衣冠び、 し く、 御 輿の あ VJ は 烏 

りて おびた  > し、 夜 の 事 なれば わかちが たき 事 

衣紋まで こ ビ AN  くよ く 見えた り、 輿 の 中なる 

-東帶 にて 手に 丸き 物 を 持て 見入 給 ふ體な り、 扨 

人 ど おぼしき 人乘 物に て 供人 あまたの 內壹人 

方に て 渡らせ 給 ふ VJ 尋ね けれ ば、 豊 臣秀次 公に 

々 行 過ぬ、 三人 は 茫然 ど 御 跡 を 見や， 9 立 居た る 

けたれ ば、 道 ある ま、 にた Vj り けれ ば、 佛 國 寺の 

り し 

にっき 思 ひ 合さる は、 秋 成の 雨 月 物語 佛法 僧の 

が秀 次の 靈に逢 ふ 話な り、 雨 月 物語 は 明 和 五 年 


五 二 六 

に をれ よ ビ よば はつ 

をた て ゝし ど /) ビ 

帽子 狩 衣 騎馬う ちま 

あるべき に、 そ の 顔ば 

は 年の 比 はたちば か 

1 時ば か， 5 あつ て、 お 

の釉を ひき、 いかなる 

てまし ます- yj 答へ て 

に、 東 の. 一. 仝し ろ <^ ど 

前に 出し ど その 人の 

條 なる、 高 野に て 夢然 

三月の 作 なれば、 秋 成 


も 亦 この 桃 山. D 靈 行列の 風說を 聞込み て、 よ き 種 ご ざん な れ、 風 說 のま ヽ 

にて は 働な し ビ、 高 野 山に 持込みて 此ー 篇を 構へ しに あら じ か、 時 節 を 三 

月の 末 どした る、 行 列の 樣 どい ひ. 夢然 が 「京 人に 語りし を そが ま、 にしる 

しぬ」 ど 結びた るな VZVJ のゐ 袋の 記事 どよ く 叶 へ り、 元 祿 以後 多くに 出で 

たる 怪談 物 は、 全 く 作者の 想像に 成る もの 少 くして 多少の 出據ぁ り、 隨 つ 

て 共通の 材料 乏しから す、 現 に 雨 月の 「夢 應の鯉 魚」 の 如き も、 一 度 都の 錦の 

「御前 お 伽ぼう こ」 に 用 ゐられ たる ものな り。 

蜀 山人が 藤簍册 子の 後 序に 「辛 酉 祗役浪 華、 得 兄餘齋 翁、 邂 逅相 遇、 願適談 

劇， 翁 手書 歌 若 文 數篇見 贈、 百 光 片 羽、 可 以 爲 儀、 意 在 筆 先、 如 不覺其 難 者、 然 甲 

子 有 崎陽 之 命、 倉 皇 上 道、 道 過 浪^ 再 見 翁」 の 文字 あ り、 辛 酉 は享和 元 年、 甲 子 

は 文化 元年な り、 富 岡 祧華君 所 藏の俗 牘此後 序の 由來を 見る に 最もた よ 

,9 あ hyo 

いに もい ぬの VJ し みやこ 百萬遍 VJ かやの 門 邊に手 を わかちに しょり、 

五二七 


五 二八 

その 百 八の 數 VJ りなる 米算 紙の 數々 くり か へ しなが め つ る を、 こたび 

はからす もしらぬ 火の つくしに ゆく ベ き 事 あり て、 蘆 がちるな に はの 

や \ -レ り に、 玉 笥 ふた ゝび ぁひ见 つる 事の うれし さ を 何に かつ 、ま ん、 贫 

吏の 旅よ そ ひに き あまりぬ ベく 

〇 昇遨人 のまめ やかに ものし 給 ふ 御 集 の • 後 序、 や うく つ  >  り 置 候へ 

V- も いまだ 稿 を脫せ す、 此 次の便に つけて 上 可 巾 候、 但 文中に 思 召 も 候 

は  >  無 御 遠慮 可 仰 下 候， 少 々和文 を 論じ 候處 ひがお ぼ え も 無覺 束， い づ 

れ此 月の 末の 便に 上 可 申 候、 若 亦 思 召 も 無 御座 候 は V  、御 集の 紙の た け 

を 御 記し 被 下、 そ の 上に て 板 下に 淨寫 いたし 上 可 中 候 

〇 罪なくて 支配 所の 手す さみに 岩 原紙.、」 たは ぶれに 名 づけ 候 紙御覽 

可 被 下 候、 御 一笑の 餘り 一 言 の 筆 を 染られ 候 は  >此 紙 も 光 をます 可 候 

十月 十日  覃拜 

上田 翁 几下 


「少々 和文 を 論じ 候」 ご あ る は、 「若 夫 古今 集 序 之駢儷 也、 三鑑 之典實 也、 勢 語 之 

簡 潔 也、 源 氏之繁 富 也、 可 謂 金 聲而玉 振 之 也 者 矣」 云 々ど ある を 指して いふ 

也 Q 

さきに 余の 秋 成 遺文 を 編^せし 後、 次 の 二 章を發 見し たれば 茲に補 足す、 

遺文 中に 揭 げし 雛祭の 詞は、 この 歲之 七賦 中の 一節なる こど を 知， o 得た 

り、 三 河の 人 石 川 三 碧 氏の 所藏に て、 香 川 景嗣賴 三 樹の序 跋をそ へて ー卷 

€ せ り。 

女誡 服膺 は 蘆 庵 門の 田 山 敬 儀の 著に して、 一 名 を 女誡國 字解 VJ い ひ， 文化 

二 年の 刊行な り。  . 

あらたまの 年 立ち か へ る 雲井 わたりの 御 ほぎ こビを はじめ て 、春 日 野 

まが ふ若栾 つむより 絳桃碧 桃の 下水に 流る、 盃の いにしへ を 汲み、 藥 

玉のお のづ からなる ためし を か け、 栲 はたち. 5- 姬の 織物の たくみ を 乞 

ふ 祭の 席に、 上 元の 燈 火の 中元に たが ひ 來れる を あげつら ひ、 そが 菊の 
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ら すか し、 た  >  幾 ひさのた めしに 繪 にも 寫 して 玩ぶ 事、/」 な b, 

でた きて ふ 事 は 千， /J せ 八千歳 此國 もろこし 夷の 邦々 まで 罄 

歌 ふ 事、 人 の 心 はおよ そ 同じ か， 5 けり 
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千々 よろ づ代 VJ 數へ て も 見む 

人々 算へ て も 看よ かしな 

瑞龍 山中 無 腸隱者 


曰 首 春 曰 上巳 曰 端午 曰 七月 曰 重陽 曰 

曰 歲之七 賦、 簡 W 流 麗、 風 韻 有 餘、 間 論 和 

夸大之 態、 爲甚有 味、 世人 優 遊 此七節 中 


、リ An.  i  p 

の 0  U 关 

ぬ、 さ て め 

にあげて 


七十 三齡 而再寫 

冬 至 曰 臘、 無 藤 老人 以國 辭賦 之、 名 

漢 俚俗 之 謬、 亦 閑々 說 去、 不 兑張 目， 

而不自 知、 又 何 暇 一 々賦 之， 三樹賴 

玉 11】 七 


醇識 

女誡 服膺 後 序 

道に 法 あ り、 法 に敎ぁ り、 さ ど す ノレ 

をき、 知りて 守る は、 を みなの を 

に ほ ひ、 な よ 竹の なよ びて あらん 

を をた てよ か し、 い にしへ に ほ ま 

にした が ひ てガ に ふし 水に 人し 

れ V- いかにせ ん、 身 さ いは ひな さ 

ベ くも あらす ど 思 ふ を、 春 の 野に 

ば 道に 捨てよ かし ど 云、 文 化 二 年 


五 111 八 

いまし むは をし へ のえ： U 葉な， 5、 これ 

みなしき 也、 お もてに は. 秋 の 葉の 色に 

に も、 う らには 松 かし はの かたきみ さ 

れ ある 中に も、 親 を どこの かなしき 世 

たぐ ひ は. を みなに して 男心した る、 さ 

が、 つ いのた めし ざ も を、 常 に 心に おく 

老 がつ みつる こど 草 の、 ち りに ぞ あら 

一 一 月、 需 めの ま、 にしる しぬ 

七十 二 翁餘齋 


自筆 本膽 大小 心錄  . 

上田 秋 成の 隨筆膽 大小 心錄の 一 部分 は、 明治 三十 八 年 二月 及び 四月の 帝 

國文學 に. C 友 藤 岡朿圃 によって 始めて 世に 紹介 さ れ、 次 で 大正 二 年 十月 

國書 刊行 會 出版の 新 燕 石 十 種 中に 其 全部 三卷 を收錄 された が、 いづれ も 

傳寫の 誤 多くして 意義の 不明なる 箇所が 少 くない。 今回 余の 見る こど 

を 得た 自筆 本 は、 大 阪の富 田 仙 助 氏の 珍藏 で、 分 量 は少 いが 文章に 大 異同 

あ り、 且 流布の 三卷 本に 洩れた 所 も あ り、 か た < ^珍しい ものであるから 

改めて 茲に 紹介す る事ビ した。 

二)  (二) (三) (四) (七) (十 一 ) (十二) (十四) の 八 章 は 流布本に も 見える が、 文章 は餘 

程ち がって 居る。 例へ ば (三) の 文で も 流布本で は ロハ 「蒿蹊 云 jVJ なって 居る 

が、 自筆 本 に は 「蒿蹊 ビ 云 賣 ものが 云」 ど な つ て、 「商人 歌合」 の 皮肉 が 一 層 適切 

： 利いて く る、 又 末 の 「常 につば 吐ち らして 物よ くい ふ 人 もえこた へ す 云 

五三九 
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々」 ど、 蓠 蹊が 平常の 面目 を 想 見せしめる 所 も 流布本に は 只 「默 して 答 へや」 

ど の み、 あ つ さり ど 書い て ある。 (七、 も 風韻 自慢から 以下の 文 は 全く 流布 

本に 見 えぬ、 (十 一 一) も 「儒 者 論語 醫者傷 寒 論」 以 下 の 毒 語 は 同じく 出て 居 らぬ、 

但 (十 四) の 京 を 不義 國ビ い つ た 「或 儒 さど あ る を、 流 布 本に は 村 瀨栲亭 £ 明 

1ー 一一 口 して ある。 

「秋の 雲 風に た  >  よ ひ」 の 歌 は、 餘 程 得 意 の もの ど 見え て、 秋 成が 曾 根 好忠の 

每月 集に 倣って よんだ 三百 六十 首の 中 か ら， 九 十 首ば かり 選び出して .自 

贊自評 を 加 へ た 歌集に も、 ま つ 先に 此歌を 出し て、 書名 を も 秋 雲 什 ど 命じ 

て 居る。 この 歌 は 萬 葉 十 の 「秋 風の 吹き 漂 はす 白雲 はたな ばた つめの 天 

津颃巾 か も」 か らヒ ントを 得た ので あらう ど 思 はれる。 人 九の 事 は眞面 

目に 硏究 した 歌聖 傳 V」 いふ 著述が ある。 二 書 いづれ も 自筆の 稿本 を 水 

落 露 石 氏が 所藏 して 居られる。 

おも ふに 流布の 膽大 小心 銀 は、 秋 成が 老後 興に 乘じ て、 時 々書きち らした 


斷 片 を.. 羽 倉 信 光が 取纏め て淸 書した ので あるか ら、 そ れが必 やし も 全部 

どい ふ譯 でもな く、 又 會 心の 部分 は 何遍も 出たら めに 手 習 半分 書き ちら 

したので、 同じ 意味の 文章に も、 互 に 出入 や 繁简が あるので あらう。 自筆 

本 も隨分 奔放な 書き方 で、 讀 みにくい 處も 可也 多 く、 文 章の 連絡 も 不十分 

に 思 はれる が、 そ こに 蔽ふ ベ からざる 朊雜の 氣が咄 々人に 迫る 槪 が ある。 

句切 ど 濁 點どを 施した 外、 文 字 假名 づ かひ は 一 切 原文の ま、 にした。 

大正 三年 八月 十三 日 

膽大ト 、ぃ錄  書お きの 事 

歌よ む いふ 人 都 なれば 多 し、 皆 口 まねの えまね ぬ 也. 師 家 も 我に 來らさ 

ん ビ て、 そ なた は 貫 之の 口ぶり 也、 定 家 卿の たくみに よく 叶へ り ど いふに、 

さて は VJ おも ふが 貫 之に も定家 に ^ も 口まねば かり もえせ ぬぞ かし 二) 

五 rail 
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ほ し き 也、 人 の 

> 人 を かしこ 

るので はない 

ふ、 人 は 親の た 

になり だ し、 す 

か ば、 長 き 息 を 


歌な をし 

くして や 

力 VJ いふ 

ま 物 ぞ、 世 

ぐれて よ 

つきて 返 


蘆 庵 われに 意 兄して 云、 何 わざ もせで ある はい ヾ」 

て 世に 交りた ま へ、 そなた はかた は 心な 人 じ や、 た 

る VJ 思 ふて おしやる、 こた ふる は、 人 を あはう に 44- 

た れ ば、 い かりにら み て、 其 こど わりい かに ビ、 こた 

の わたらい かしこき も、 し ら ぬ事學 ベば 必 おろか 

くす る は 天稟に て、 千 人に 一人なる べし どい ひし 

答な か りし 2) 

蒿 蹊 V」 云賣 ものが 云、 職 人うた 合 久しく 絕た り、 そ 

や ど い ふ、 よ むはい ど 安き ほ Vj の 事 也、 題 號を かへ 

何ビ題 せん VJ 問、 商 人 歌 あはせ どした し VJ いひし 

て 物よ くい ふ 人 も、 え こた へ すて ありし 也 つ ひ 

かな づか ひど 云 事、 も どなき 物な りし ど いふ 事 か いて あら はせ し に、 江 戸 

の 寿 海 が、 そ なた は^ 文に 私する 人 じ やど いひ こせし か ば、 そ なた は師の 


なた VJ つが ふて よまば 

てなら ば ビ いひし かば、 

か ば、 常 に つば 吐ち らし 


い ふ た ビ を 

たくしせ ぬ 

い 事ながら 

なる ベ し、 殷 

い 歟、 其 餘 は 

が ふ て、 祌 口 

なる- y」 なら 

を どって 代 

の 心に 仁義 

せぬ 人 は • 運 

いはれ たぞ 

陰で はいろ 

大佛の 柱 は 


り をい つ 

人、 智 者 に 

私 也、 一 二 隅 


麦 

P 

や 


巳 に 


は宋 

たら 

-  一 +15 

こ そ 

わ た 

ら の 

ふ て 

ビ そ 

や け 


でも 守る 歟、 私 VJ は 才能 

才士 にもな し、 堯 が舜に 

網の 一 隅 を 我に 來 たれ 


にて 姬氏 四十 ニ國 VJ 

、東 家の 久兵衞 ざの も聖 

りの 中 土 をう ば  > れし 

れ、 わ たくし 心の ない 人 

し 也， 財 を ぬ す (め) ば賊也 • 

す 人た け しい 私 ご 

いわた くし 人 也、 そ な た 

つたれ ば、 御 もつ ビ も，、」 

る *yj ぞ 

けりせ ゝ る #-  Vj もたん ど わ 


の あ ざ 

ゆ づ り 

V」 いひ 

は、 な ん 

敎を立 

を始に 

はお じ 

-國 をぬ 

ど 也、 n 

の 師 の 

のみに 


名 也、 む 

X 禹に 

し 力 あ 

ど 私の 

て、 自然 

て、 指 を 

やらぬ、 

すめ v< 

力よう 

眞 淵 も- 

二た び 

たり- V」 


かしょ ^わ 

ゅづ る もよ 

の はじまり 

親玉で はな 

の 人情に た 

折 れ ば. 事 の 

まして 天下 

疾 VJ な る、 戾 

て もしお ほ 

• たん ど 私 は 

い ふ て、 あ い 


手に はならぬ s) 

韓返 之が 前の ほまれ あらんより は 後の 

玉 じ やど 朿坡 がい ふ て、 唐 三百 年に 文章 

た り て、 我 筆ビ りて はこれ を 思 ひて 口 ふ 

を獨步 さして やれ V」 云し は粹 言 ながら 

きくの 私 也、 孔 夫子が 出て、 われが よい 

ビ も ほめられた い ビ思ふ は、 十 すぢ もた 

秋の 雲 風に た  > よ ひ 行 みれば 大 はた 小 

ん だは ビ人 にかたり しか ば、 都 鄙の 歌よ 

し ら す 、我 どころ へ來る 人の 中に は、 た れ 

古體じ やの 今體じ やの く 又 人の いふ は 

る ど、 口 まねば かりの 狙 一 V- の の み、 腹 に な 

れて たまる もの か、 小 家 かり 又 小 庵 を か 
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そしり を^ いはれ た は、 文 章 の 親 

な し、 李愿 が 盤 谷に かへ る 序にい 

た が る、 あ 、ま、 よ 古今に き やつ 

前の ほまれ も 後の 訾 も、 み な ひい 

ビ おしやったら しら す、 人 に は 

らぬ狙 ど のお や £) 

幡 いもが おく 鎮 巾、 V」 いふ 歌 をよ 

み の 皆 あしく 云よ し、 遠 くの 人 は 

もこの 歌の 味の しれる 人がない、 

中世の 古い どころ じ やど いはれ 

ん にもない か ら、 此 うたの 味が し 

り て、 い つか V- の 商 ひせら る 、歌 


よ み の.. 命 の 中には しれまい 事 じ 

て古體 にて 等 類ない か VJ 思 ふた 

ろ がらせた の み、 調 のた かき 事 は 

翁 わかき 時 は 俳 か いど かいふ 事 

遊び はな かり し、 其 時 は師の 口 ま 

のみ 思し に、 四 十に ならん 頃に 人 

いひし か ざ、 歌 はお 公家 さまの ま 

るに まかせ て、 し もの れんせい 殿 

ヾ」 おほめ な さ れ て、 物 ビ へばし ほ 

ぅビ おしやつ て、 つ いに 御 返答な 

いだ 又 二三 年、 う ま 伎 どい ふ 人に 

七 年が あいだに、 文通で ど ふた 事 

さらせし か ば、 一 1(ー 一 た び 力) 獨 學 に 


や、 さ してよ い- yj いふので はな い、 古 な5 に 

の な り、 秋 風 吹 白雲 飛 V」 云 を、 ち ビ おもし 

自 まんじ や (六) 

を 習 て、 凡 四十ち かくまで 是 より ほか の 

ね せ ん、 何 がしの やうに はえな ろまい ビ 

のい ふ は、 歌 よめ はいかい はい やしく ビ 

ねが 出來る もの か ビ いひし か ビ 、す 、 め 

のお 點をこ ひし に、 そ なた はよ い 口 じ や 

らしい 事よ く 問 ふ、 い つ ぞは考 へて おか 

し、 契 沖の 著述 を かいあつめ て、 獨 學のぁ 

あ い て、 師 どかし づきた れ ビ、 江 S- の 人 故 

ゎづ かな り、 此 師も 五十 過て はやく 世 を 

て それ も 市井の 醫の 奔走に いどまな け 

五 H 五 


れば、 こ 、ろに おも ふたばつ かり 

つてに て かりし が、 是 も 心に たが 

事い ふて 遊ぶ がよ し，/」 心が つ い 

れて、 これから 誰に も 交 はる は い 

りし か ざ 、な いに 同じ く、 又 はいか 

口 まへ のみの 者 V- も 也、 古 人 は 心 

が 人の 性質な り、 濁 り 江の 水草し 

は 親の たま 物、 し よ 事が な い、 心 は 

京 極 も、 よ い 事 はま ねん で、 わ る い 

七十 五 さ いの 今日に いたりて は- 

松 長 太 郞が問 よれ ざ、 や すんで い 

なしの 名な し 草、 花 がさいて もた 

を 出 て、 よ からぬ 所を见 てす つ る 
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じ や、 い せ の 宣長ど い ふ 人の 著述 を、 人 の 

ふ 事 多 し、 お もへば /) 歌 も 文 も 云た い 

て、 師 家 どい ふわろ 達の いり はり 言 も し 

らぬ事 ど 一 決したり し、 師 ど いふ 人 も あ 

い を かへ り みれ ば、 伐 德も宗 因 も 祧靑も 

のま、 にて V5 りし も、， フ つ せ V- ，フ つらぬ 

げらせ て、 い つ 月が うつらう ぞ、 下 手な 口 

お. のが 物 なれ ば、 人 九 も つら ゆき 定家後 

所 は捨小 舟. ろ が いなしに こぐ じ やて や、 

-友 はすつ きり ビ な し、 され V- 歌よ みの 三 

なし やれ じ や、 獨 學孤陋 今 は VJ ん VJ 師匠 

れも つまぬ ぞ、 師 のす じに 入て 又 其す じ 

ほ ざの 氣前 がな けり や、 な ん でも 出來る 


事で な し、 師 を學べ ば師 の半德 を滅 す くそ の 半 どくは ビレ れ ほ ノレ で あ. ろ、 獨 

學の心 ざし 立て は 跡 を か へ り 見れ ば、 高 い 山から 谷ぞこ 見れ ば、 師 匠 かわ 

いや 恥 さらす じ や、 食 祿も藝 技 も天禀 V」 おやの たま 物 なれ ば、 下 手 じゃビ 

て し や (う 脫 力) 事 が な い、 梅 に 鶯、 道 成 寺、 三輪 お さ だまりの 事で は、 風 韻 ど い 

ふ 事に はい たられ ぬ、 風 韵ビ いふ 事う まれ 付 ど 習 ふて いたる ど あ り、 習 ふ 

て いたった 故、 さても しんざい 事 じゃあつ た、 儒 者 も 今の 世の は 文 章 詩 作 

の 商人 で、 一一 一條 通りの 絹 やの 八兵衞 》」 の が、 風 韻な しに 男ぶ り をつ くるの 

じ や、 里 冠 歌 七 を 見ね  >、」 見る や う な 世 を 兌れば 洒 のん で、 餅 く ふて、 こ 

い 茶ね ぶって 風流 じ やど 覺 つた 人の み 也、 あ る 人 さめての あんかけ は、 き 

らい も あろ ど い ひ し、 是 小 天地の 確 言 也、 女 郞 かいに 問 て 見た 事 あ り、 今 で 

はなん どい ふの が 第 一 じ やどい ふた ら、 お のが 買の が 第 一 じ やど 是も確 

言 也 £ 

美人 はも ビ より 鼻缺 もめ くら も、 男 だか へす に 正月 はせ ぬ 也、 首 のい る は 

五 四 七 


はじめの み &、 心 が あ ふて は 首 は 

金. y」 いふ 奴 はさても 惡人じ 

も かちお ビ す 心に なつ て、 さ て 又 

しビ いふた はき こえ た、 金 が 敵 ど 

や ご 注すべし、 一 文から 一 貫まで- 

食 も 出家 も 分 相應に 助けら る ゝ 

文 せんの 用考て はこ どがま し、 時 

用 天下 第 一 の寶 也、 咎褒が 錢祌ろ 

夜に こ めの 飯、 へ らぬ 物なら せに 

B 人 ビ 云柬 V- のな りの 久兵衞 V- 

河へ 大キな 物が 流れて 來たを ど 

ノ 誤 力) て 又 赤うて ど あ る を、 是 萍 

きの 事よ，、」 いふた 人 あ り、 家 語 の 


五 四 八 

V- ふで も 大事ない S 

や、 た ん ビ つ む ほ ビレ つみた くな つ て、 人 の 

くづれ てし まう じ や、 奔 走 口 夜 やむ 事な 

い へ ざ 、錢 がかた き V」 はい はぬ、 錢 は 善 じ 

.每 日 はしり ある い て、 丁 人 も 士も乞 

也、 錢 さへ あれば 金 はいらぬ もの じ や.. 四 

々一文に つか ふ 人是は 善根 じ や、 錢 の 通 

んは 貧乏 ひがみの すね 言 じ や、 い つも 月 

百 文、 其 うち は 月夜はなくて もす む S 

の も、 ち よど いつはら る、 事が あつ た、 江 

り 上て 兑 た ら、 外 は靑 うて 中 はしろ い (う 

實也ど は 出たら めじ や、 西 瓜 ど しらぬ さ 

孔子 VJ 左 傅の 孔子 ど 論語の ど、 人 がちが 


ふ や 

ベ た 

人 丸 

房ぐ 

い で 

時 の 

VJ ま 

ビ い 

い ふ 

よ り 

首 ヾ」 

も な 

や つ 


う な 

な る 

S. さ 


ぬ 


て 


る 

る 

人 も 

は 男 

云 は 

、 I 一 

レ ( 

し 肜 


り € うで あ 

ベ し (十) 

つても やつ 

じ や、 京 に も 

る 時、 み や >  J 

ろじ やて い- 

じ  や、 白 髮 の 

火事の ゆか 

あ り、 腎 虛 火 

^りよろ し. 

. 巾 將ざ の、 

藤 原 家に い 

にして 書た 


ろ、 彼 萍赏の 出たら め を 學んだ 人の い つ はり は、 か ら 

し 形お や、 萬 一 某檠の 中に たん VJ ある 歌が 大 かたが 女 

田舍 にも 遠國 にもく いさが しだら け で、 五 十に たら 

のに よん ぼが /) ビ 泣て しなれた は、 ま こどに 若い 

四十 こして 陰 心が 陽 心に か はりて も、 腎 虛火 動の 火 

老人の すがた はいふに もたらぬ あだ 夢 じ や、 火 止 ル 

ぬに 信心せ いど 云て 祭る 人 も あ り、 又 火に た、 る VJ 

動の 火が た、 るなる ベ し、 家 持 卿 はさても，^ 人 丸 

人が らもよ ろ し、 女 がたん ど ほれた 事 じ や、 業 平 を 姪 

ふし あはせ 也、 高 子の 君ビ述 子の 君 どの 外に は、 惡 名 

まれての 朿 くだり じ や、 筆 の ま はる 人が いろ / ヽ ビ 

る よ、 源 氏 物が たりに なり ひらの 名 を やくた すらん 

五 四 九 
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VJ は 書れ たり (i> 

は、 書 を よんで その 書の 大旨を こ、 ろ へた ら、 跡 はく だ 

愚 じ や VJ いはれ た、 無 鈸の 琴で 咏は ひて たのしまれた 

の 人 はえ こせぬ せんさくし て、 注 解 をつ ビ むる は 恐 人 

さは 傷 寒ろ ん、 歌 よみ は 萬 葉 集、 無 鈸の 琴より はよりか 

山 を 雪 かど 兄れ ば、 五 尺い よこの 手ぬ ぐ ひど 彈 なら ひ 

事 じ や (十一 一) 

V- 、書 は惡七 兵衞の め くら 書 じ や、 あ る 人 何に よる ど 問 

じ まりを 書の じ や ど こたへ た、 羲 之 も、 献 之 も 颜径公 も 

しこまった 事 はい やじ や マ」 いふた (± 一一) 

にた ま よい 事が ある VJ, 日 本 一 お-やど ほこる、 此く 

ぞ、 京 にょい 事が 一 多い か はりに、 いっち わるい 事が あ 

庄 う ど 思 ふ 時 に、 あ る 儒 さの 京 は 不義 國じゃ ほ V- にど 


陶淵 明が おしやる 

く  * た しくす ますよ 

VJ 同般じ や、 今 の 世 

じ や、 儒 者 ろん 語、 醫 

け た 糸 で、 よ しの、 

か ら、 何 じゃませ な 

歌 はち ビ習 ふたれ 

はれに 故、 草 隸のは 

東 坡も米 元 章 も、 か 

田舍の もの 、我國 

せ は^ M の 人に ある 

る、 十六 年 前 に 京 に 


示された、 今 一 名 贫國の 不義 國 

餘年ぁ ま り に、 金 がすつ きりど 

しみ どい ふ 事 は 京の 人が 第一 

食 菜の 好み は 京の 人よ し、 難 波 

りに このみ 過 て、 禁 忌 の 毒 に あ 

あたらぬ 物 じ や、 延 喜の 大膳正 

さま も 昔は脾 EE が つよ か つて 

事よ 、野菜 も薤 蒜の たぐ ひ を 十 

にして たく はへ たはい ぶかし 

よいに よつ て、 米 ほし や 綿 ほし 

綿 あた、 かな V, しらぬ 先の 心 

固 く し、 內 を 守る が 大事 じ や、 長 

にもせ よ. 滿 たらば すんだ こ ビ 


どい ふべ し、 不 

ない 國ど なり 

ばんじ や (十 W) 

人 は 無 鹽 に 富 

たら ふ もしれ 

膳內 膳の 式 を 

じゃあ ろ、 鹿 肉 

二月の 月な ざ 

き 事 也、 萬 國 の 

や ど、 蠻 人 もむ 

で く ら せ X よ 

喙 VJ 云て あか 

じ や.. ま だいふ 


義は 貧から の. 事- 

て、 不義に  落 入た 


か. フ しゃ 

て 好 者な し- 


ぬ. し 

見れ 

は ^3 

に め 

さ ま 

, > 一- 

ぬ は. 

事 力 


VJ 力く 

, 鄙 情 也 

あ れ ザ J レ 


し 


か れ ビレ 

脯 にして 

さ-?, し 力 

五穀 


, 太平の 後 百 

の じ や、 負 を 

れ \レ も あま 

をく うても 

物 多し、 天子 

M 々まいる 

い 時 は 干 菜 

國 がいつ ち 

a、、 米 く はす， 

がいに 垣 を 

いの 飯茶洒 

くた ぶれた 


玉 玉 二 

くた ぶれた 手が なへ た (よ) /花 押) 

黃 表紙 鼻下長 物語  . 

鼻の 下の 長い 者 は 長生 をす る VJ いふ が、 s & の 下の 長い の は 取り も 直さす 

氣の 長い 標象 で、 氣 忙しくて は 長命 はむ つかし い、 荬 術 院展覽 會は院 展、 流 

行 感胃は 流感 ビ 諸事 押 詰った 世^辛い 世の中で は、 偶 ぷ 閑が 出來 て小說 

でも ビ披 いて 見れ ば、 切 羽つ まった 人生 觀で 脅かされ る、 芝 居 を^け ば 獨 

白澤 山の 理窟 責に考 へ させられ る、 是 では 少々 位 靜座法 や 深呼吸 を やつ 

た 所で 肩の 伸びる すき も 無 い、 ま して 鼻の 下にお いて を や だ. 其 段になる 

ど 江戸時代 の 文化 は 暢氣な もの で、 年年 正 月毎に 出版の 無數の 草双紙 は 

小 供 衆 方の 御 慰み VJ は 表 向 き、 實 は顋 鬚く ひそら した 大供 衆の 御 慰 で、 こ 

れ は出來 ました、 一 寸 乙で げすな V  、脂 下った 按排 は、 誠 に 天下 太： 牛め で 

たう 候 ひけ る 次第で あ る、 せ めて 正月 だけで もこん な氣 分. になって 見た 


いもの だ ビ、 百 年 許り 跡昃 りして 長命 の^ 定を合 はすつ 5 り で、 茲 に 取り 

出した のが 

芝 全 交の 鼻下長 物語 

原文 通 全部 假名が きで 御覧に 入れる ビ、 いよく 妙で あるの だ が、 そ こ 迄 

氣 長に 辛 防され る 讀者も 無 さ 、うで 有る か ら、 殘 念 な が ら、 漢 字 交りに 書 

直し まし た、 之 を 炬躂の 上で 御子 様 方 相手に 三十 三遍 繰り返して 御讀み 

なされ ば、 三 萬 三千 三百 日の 御 長命 は 屹度 請 合 申す ど爾云 

茲に法 性 寺の 入道 前の 關 白太 政 大臣 さま ど 申す は、 物 を 叮嚀に 聞き 給 ふ 

事が 御す. き に て、 或 時 御 家老の 三な めかけた 三 かけ た、 ひ つちく でっちく 

ほうねん 坊通太 左 衞門ど い ふ 者 を 召し て、 京 の 三十 三 問 堂に 佛の數 が 三 

萬 三 千 三 百 三 十 三 胖 ご ざる ど 巾す が、 誠 に 三 萬 三 千 三 百 三十 三牀 ご ざ る 

か、 見 て參 るべ し、 其 序に 山 王の 櫻の 木に お 猿の 數が 三^ 三千 三百 三 十三 

•  五 五一 U 


疋 ご ざる ど 申す 

して 參れど 仰せ 

御 方 ゆ 炎 繰り返 

木の あた b で、 御 

に す る きらす 日 

有， 5 がた き 

(詞 が き) 

殿樣 「ま ろも大 

もしゃれ」 

家老 「尾 籠な が 

茲 に 又 法 性 寺の 

くきり 合せて 菊 

事 や、 聞 きにくい 


が、 こ れも 誠に 三 萬 三千 三百 三 

±： けらる 、、頃し も 十月 中の 十 

し 引 繰り返し 三十 遍程 仰せら 

晝御膳 を 召し あがら れ、 そ れ か 

が 暮れて やっ^す み、 御 夜 食 を 


玉 五 四 

十三 疋ゐ る 事 か、 實 否を轧 

日の 事な りし が、 叮 寧なる 

れけ る 故、 丁度 山 王の 櫻の 

ら又 ぁビを 仰せられ， 1 日 

あがった 所が 九つ 過ぎ ぞ 


きに 口が すくなつ た、 ち ビ沐ん で いは ん、 お 身 も烟 草に で 


ら私は 手水が もる やうに なり 

入道 前の 關 白太 政 大臣 さまの 

M むきく きりの 前 さま ど 申す 


ま し た」 

奧 方 を、 き くきり 药桐 

は、 - - れも 物の 言 ひ に 


三 き 


事が お好きに て、 お 局の 川原 撫子の 石竹 ど いふ 女中 を 召 


して 仰せら る、 は、 此度 三な めかけ た、 三 か け た、 ひ つ ち 

ん坊の 通 太 左 衞門事 殿様の 御 使に 京の 三十 三 間 堂へ 

多くの 佛 の其內 に、 の ら如來 く 三 のら 如來六 のら 如 

が 有 る、 必 す 之を讀 み 込まぬ やうに したがよ い、 又 そ の 

が あるに よつ. て、 お けつ ま づき やるな ど 申す ベ し、 外 に 

るに よって 參る べし ど 、使 を やり 給 ふ 

奥方 「け さ油揚 をた ベた せ. Q か、 今 日 

車のお よご を 申しつ け やれ」 

お 局 「御 口上の 趣 を ふた 晚 さら ひます が、 ま だ 

女中 「奧 檨 はたし か 小 田 原の 外郎から 入らし 

まめな 奥樣 なれ 三 E 程 かかつ て、 い  >  や 

又 或 時 法 性 寺 入道 さま は、 奥 さまの 大 つみ ど 殿 

も大 つみ 競べ 遊ばさん ど て、 御 家 來に親 も嘉兵 


く で 

ま ゐ 

フて X 


つ ち 

る さ 

て、 の 

に 一 

み た 


くまう ね 

う な、 もし 

ら 者の 佛 

寸 御小佛 

レ 事 力 さ 


は大 ぶんく もじが 滑べ る、 晚 に は 風 

れ 


申 さ 

つ た. 

つ ど 

樣の 

衞子 


大 


ま せ 

へ つ 

せ 付 

ま り 

嘉兵 

五 五 五 


ぬ」 

方に 似合ぬ 口 

けらる ゝ- 

ど、 い ざ や 大 As 

资 VJ いふ 者 あ 


五 五六 

汇此 の兩 人に お てつだ ひな 仰せ付けられ、 この 御 使の 口上 も 五六 日 か、 

つてい、 やつ ビ濟 みける が、 兩 人 御锭ロ へ來か 、りて 女中へ 申す は、 いか 

なく かり戶 もく  > わ /)  く， つた が、 御 銘 口の くい， 5  は、 く  > り惡 いく 

> り 戶 で、 く  > られ ませぬ か ら、 あ がり ませぬ ど、 親 も 嘉兵衞 子 も 嘉 兵 衞 親 

嘉兵衞 子 嘉兵衞 子 か へ 親 か へ V」 もに 申しました ど、 仰 せ 上げられて 下さ 

れビ賴 む 

「お 話の つ いでで 御座る が、 今朝 召使 の 錢獨樂 めが 徒 跣で 逃げました、 

小 使に 困ります」 

女中 「其 通り 申 習 ひまし て、 明 後日 あたり 申 上-け ませ う」 

御 錠 口の 取次の 女中 は、 や うく 親 も 嘉兵衞 子 も 嘉兵衞 が 口上 を覺 えて， 

殿 校 VJ 奧樣へ 速 かに 申 上げれ ば、 扨 々其方 はよう 言 ひにくい 事 を覺 えた 

ど 御 感心 遊ば し、 其 儘ならば 奥が 大 つみ- V」 まろが 大まり ど. いざや 大ま. o 

大っ みくらべ は 止めに しょう が、 其 代に， H: の 鶴 は 白 鶴首 か黑 鶴首 か、 あ れ 


こそ ほんの 眞 黑々 の 

も 嘉 兵 衞親か へ 子 か 

口が くたびれ た、 ち ど 

女中 「是 si に 巾 上げ 

殿樣 「和 主 はよ く  口 

女中 乙 「わ たしら もせ 

戴きたい」 

さても 御 up の 河 说撫 

口上 を覺 え、 ほ うねん 

に 御用 も ござれば 御 

？ i 太 左 溢 鬥「|| 者 な V- 

かやうな 御 使、 い 


^鶴首 か 白 鶴首 か、 見 

へ 兩 人に 申 付けて よ 

沐 まう 

まする は、 並 大體の 事 

がま は る、 其 褒美に 轜 

めて 向 ふの 塀に 丸 穴 

子の 石竹 V- の は.. や う 

坊の通 太左衞 門が 方 

上りな さ *れ まし ビ い 

は 京の 三十 三 間 堂の 

一 やもう 年が.？；^ り まし 


ゐる べし ど， 親 も 嘉兵衞 子 

う、 阿 どきつ いもの か、 ァ 、 


ごさ ，9 ませ 

襦子襦 珍 の 

で も ^一一 一  n ひ 習 

四 五日 か、 

り、. -- の. VL- や か 

て、 通 太左衞 


佛の數 さ へ、.^ だ 

て は、 根 が 薄 う な 

五 五 七 


ぬ」 

帶を ど らせ う- 

つ  て、 御 褒美 を 

つて、 奥様の 御 

に 饒舌 立て、 外 

門 返 當に當 惑 

覺 f ん ませ ぬに、 

hN まし て、 こ ん 


艽 五八 

な 事 は出來 ませ ぬ」 

お 局 一 私 も.^ 間中 この 御 口上にば かり か、 つて 居りまして、 地口 を I つ 

申す まが 御座り ませぬ」 

是 迄が 上卷五 枚で、 中 下の ニ卷 にも 

さり 出て 居る が、 氣 の 長い 拙者で さ 

者 諸君 は 猶觅の 事.、」 存 じ、 先 づ 今 日 

つ ある 時の 事に 致す で ござらう 


ま だ (. や 

へ、 少々 辟易 

はこれ で 切 


こしい 早 

體 で あ る 

あ げ、 路 は 


口 問答が V* つ 

か ら、 ま して 讀 

又 御正 月の 三 


昔の 原稿料 

格子 目の 中へ 窮屈な 字 を 書いて、 一 

ふ 商 は ^口 から あまり..，、」 っビ した 


枚 何程 どい 

もので はな 


ふ 


金に 換へ 

ズー I  (  t 


る 著作者 ど い 


る VJ 出版 も 容 易 く な り、 購 讀 者 も 殖えた やうで ある が、 そ の 代り 著作 老の 


る ま い.. 德 時^. ^- に も 

今日の 御伽話 ゃ鐵道 

は當時 未曾有の 賣 高 

まづ 二 千 も賣れ たら 

は 三千 賣れた ビ 作者 

で も 三千 部 は 成功の 

うちださう なか ら、 餘 り 大きな 顔 も 出來ぬ • されば 著作者が 原稿料 不足 を 

訴 へる も尤 である が、 窨 肆の思 ひ 切って 出せぬ にも 理由 は あ る、 儒 者 側 の 

原稿料 は 材料 缺乏 で斷 言 は 出來ぬ が、 內 々は 咽から 手が 出る やうに あつ 

て も、 表 向 は^ 楊枝です まさねば ならぬ 御身 分抦， いづれ は 本屋の 番頭 か 

ら 仁義 だてに 拜み 倒された 事で がな あったら うお 琴の 作者 部類 に 「昔 は 

C 犬 草紙の 作お に 潤 筆 をお くる 事 はな かり き、 喜 三 一 一、 寿 町、 善 好 な ざ は、 麵 0 

板 元の 書賈 より 新 板の 繪 草紙 錦繪を 多く 贈て 新年の 佳 儀 を 表 し、 且 其 前 

五 五 九 


數も增 し、 物 價も 騰貴した から 差 引 大した 違 ひも あ 

草双紙の 頓には 多 數賣れ たもの も あらん が、 そ れ は 

唱歌の 類 で、 正 當な 標準に はなら ぬ、 嵩 山 房の 唐詩 選 

であった どい ふ が、 果 して 何部賣 つたので あらう か- 

大々 的歡迎 VJ でもい ふの だら う、 風 來 山人の 根 無 草 

自ら 吹聽 して ゐる が、 贊 際 は V- んな もの か、 併 し 今日 


年の 冬 出 板のお 双紙に あたり 作 あれ 

遊里へ 伴 ひ、 一 夕饗應 せし のみな りし 

年に 行 はれて、 部數 一 萬 餘を資 るよ h- 

謀りて、 初て 草双紙の 作に 潤 筆 を 定め 

は 京 傅^ 琴 の： 外 に 潤 筆 を受る 作者 は 

ぬ 作者す ら、 な ベ て 潤 筆 を 得る 事 は、 件 

はれ 當時 V」 雖も 名の 世に 聞えざる 素 

の 書 賈 に 遣し て、 そ の 作の 草紙 を 印行 

者 も 蹄に は ある ベ し」 VJ いって 居る が- 

「京傳 が 作る 洒落 本 も 從前は 潤 筆を収 

走 し、 或 は 反物な V- を 贈りた る が、 屢 J 

より 初めて 肴 代金 壹兩を 贈 り、 其 後 一 

る こ V」 になり し が、： H 懸 文庫 は 無類の 


五六 〇 

ば、 一 一三 月の 頃に 至り て、 そ の 作者 を 

に、 寬 政に 至て 京傳馬 琴の み 殊に 年 

■ 商 賈蔦屋 重 三郞、 鶴 星 喜 右衞門 ど 相 

たり、 こ は寬 政. V 八 年の 事に て、 當 時 

なか、 りし に、 後 に 至りて さし も あら 

の兩 作者 を 例に したるな (屮 略) さ 

人 作者 は、 入 銀 VJ て 多少の 金 を 板 元 

さする も 多 か h- き、 今 もな ほさる^; 

，その 最初の 原稿料 は 戯作者 撰 集に 

めざり しか ば、 當 り 振舞 ど稱 して 馳 

戲作 を依賴 する に 付、 娼 妓網 ぶる ひ 

部 一 分 又は 二分 位づ 、潤 筆 を收む 

大當 りなり し 故 に、 潤 筆 三分 を收め 


一 夜 靑樓に 招待して 饗應せ り ど いふ」 

肴 代の 金 壹兩は 絹ぶ る ひのみに 對 する 原稿料 VJ は 見られない、 一 分 又は 

二分 位 VJ いふ を眞 正の 潤筆料 VJ 見る べきで あ る、 洒 落 本 は 三十 枚內 外の 

小 本で あるか ら、 當 時に あって はよ い 報酬で あ る、 絹 ぶる ひも 仕懸 文庫 ヾ」 

共に 寬政 三年の 出 板で、 其 前年 洒落 本 禁止の 令 ありし を 犯 し、 上 包に 敎訓 

讀本 ど して 賣 出した るが 發覺し て、 爲 に 板 元の 蔦 重 も 作者の 京 傳も罪 を 

得た ので あ る、 然 るに 馬 琴が 潤筆料の 定 りし は 寬政七 八 年の 事な りビぃ 

ふ は、 自 分が 潤 筆 を 取る やうに なった 年 へ 引 込んだ の で、 例 の 何事に も 京 

傳馬琴 ど 一 列に いひたがる 名聞 心で あ る、 馬 琴 も 後に は 堂々 たる 大家に 

な つ て、 八 犬 傅 一 輯五 冊に 二十 五兩 VJ いふ 報酬 を 得る に 至った が、 ま だ 此 

頃 は VJ て も京傳 VJ 同格に はいかな か つたので あ る、 京 傳馬琴 は 第 一 流の 

作者で あるから 報酬 も從 つて 高 い、 さ て篛 二流に 至って は ざ んな 者で あ 

つたら う、 兹 にょい 资 料が 出た から 長文ながら 全部 引用す る、 宛 名の 河内 

ま ハー 


五六 二 

屋は 大阪の 有名な 書 称で、 松亭 金 水 (文久 ニ年歿 六十 六) は 初め 手跡の 師匠 

であった が、 爲 永 春 水の 人情本の 筆耕 をして から 其 手心 を覺 えて、 後に は 

小 說家ビ な り、 下手な 人情本 や 讀本を 書いた 男 で、 文 巾に ある 丁 平 は 八 犬 

傅八輯 以下の 出 板 元た る 丁字 星 平兵衞 である。 

飛脚 便を以 啓上 仕 候 追 々春暖 相 催 候 處已來 御 揃 愈 御 壯榮被 成 御座 奉 

歡喜候 扨 過日 積翠 閑話 彫刻 出來仕 候に 付 上納 本 其 外 三部 御 遣し 尤大 

傳馬町 丁； 牛 殿 ふ 被 差 越 候處右 者帒並 表紙- M に 害 林^ 號有之 右に て は 

兼 而中上 候 逋藏板 之廉に ふれ 候 間 差 出 候 義難相 成 依て 丁ギ殿 ふ掛合 

之 上白 帒に いたし 外題 はり 付表 紙裹之 方 は 白紙に 取 か へ V」 お直し 差 

出 巾 候 尤當月 八日 上納 本相濟 候に つき 左^ 御 承知 可 被 下 候 此上御 都 

合 次第 賣弘願 御 差 出之義 いつにて も 差 支 無 之 候 間 左樑御 承知 可 被 下 

候 

一 丁 平 殿 ふ 御 書 狀之趣 を以談 じ 有 之 候 は 佐 野 鹿藏之 傳記讀 本に 被 成 


度 趣 早々 取 掛相認 候 様に 被. s. 

逋手 まり 唄 三人 娘 ご 申 外題に 

ま . づ此本 を 御覽に 入候尤 前 々 

を 競 ひ 候 體に相 成 申 候に 付是 

脫稿仕 候 尤小本 は 一 編に て は 

申而は 不都合 之よ し兼而 承り 

入御 覽候御 一 覽之上 有無 可 被 

來可仕 候尤丁 平方え 御 書狀之 

讀 本》」 やうに 被 仰 候 得 共 小 本 

小 本  一 二番 位 御 彫刻 之 義は至 

傅 本 兩樣ビ も 御 出 板 被 下 候^ 

座 候 得共隨 分骨 折 丹誠 仕 流行 

勘考 牟々 贵意被 仰 下校 奉恃候 


越 候 然る 處兼而 御 賴御^ 候粹書 別紙 之 

て 一 番取 仕組 もはや 出 來に及 ひ 候 問 一 

之 ふ り 合 ど 違 ひ 當時は 専ら 人情より 筋 

は 一 體種 もよ ろしく 隨分 可然 被お 初 編 

行屆不 申引續 二番 は 足 非く 資 出し 不 

居候 得 共 一 皮に も 行 屆不屮 候 間 先 一 范 

仰 聞 候 御 彫刻に 和 成 候て 二 線 も 直樣出 

趣に て は 粹書出 來不申 候 は V 鹿 藏の傅 

ど^ 本 V」 は 又 格別 之 儀 殊に 御 地に て は 

而 簡易 之檨 にも 承 候 間 何卒 毬唄 並鹿藏 

仕度 野生 元來 拙著に て 仰 無^ 束 方 も 御 

に おくれ 不申樣 に 著 編 可 仕 候 此段宜 御 

尤粹書 之 方は是 迄 當 地 板 元 衆 先例 之 通 

五六 三 
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作 料 一 編に 付 五 百 匹 つ > 

付 何れに 成 ども か はせ 御 

度 此段御 本家に て も都而 

下 候 佐 野 鹿 藏之方 は 丁 平 

々請 取候樣 にも 可 仕哉尤 

金 五雨 申請 度 候 間 此段も 

候 先 は 右 用事 迄 申 上 度 早 

候 は  > 御 返却 相 成 候 而も 

御世 話 被 下 度 候 づれに 

御望 無 之 候 は V 是又 直に 

可 致 候 以上 

三月 十日  松 亭金水 

河 內屋藤 兵 iSi 樣 


有 之 此段も 御 承引 被 下引續 二番 相認候 事に 

ふり 向 御手 形いた いき 其 店より 請 取 候樣仕 

右 之 振 合に 候 問 御 聞 合 之 上 可 然御取 計 可 被 

殿 引 請に 相 成 候 ビ存候 間 是は右 御 店に て 時 

讀本十 一 行 通例 之 品に 御座 候 得 は 一 編 作 料 

御 承知 可 被 下 候 右 は 諸 御 店 一 統之 例に 御座 

々如斯 御座 候但 稿本 差 上 候而萬 一 思 召 無 之 

不苦候 得 共 御 本家 其 外 之 仁 御望 も 可 有 之 は 

も 早々 御 返書 若 又 右三人 娘 之 方 何れ にても 

御 差 もどし 可 被 下 候當地 外々 申談差 出候樣 


尙々 時候 折角 御 厭 可 被 成 候 先日 は 御 地 大火 之よ し 御 

て 承 合候處 御宅 邊 VJ は 餘程隔 り 候 場所に て 書林 方 は 

趣 大慶 仕 候^て 別段 御見舞 書 狀も差 出 不申候 


尜 


右の 文に よれば 人情本が 一 

, 冊) 五 兩が當 時 普通の 相場 ど 

事が 明に わか る、 安政 二 年 出 

作で ある が、 其 原稿料 もや は 

覺 

一 金 五雨 也 


同 壹雨贰 分 贰朱也 

右 之 通 惜に請 取 申 候 以上 


篇 (通 例 三 國 百 匹 (壹 兩 壹分 y 

見 え る、 之 によりて も^-琴の 

板の 讀本仙 桂奇錄 V」 いふ は 

り 金 水の いへ る 如く 五雨で 

仙 桂三篇 

作  料 

同 

筆ェ. 《4r 


II 本 

聲價 


あ 


じ 申 所々 に 

同 御 無難 之 

一 篇 (通例 五 

群 を拔 きし 

爲永春 水の 
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十二月 廿 五日  .  爲永春 水 

河內屋 

新 樣 

仙 桂 奇錄 の揷啬 を か いた 柳 川 重 信の 手紙 も ある が、 そ れは 恭しく 翦料爲 

替 手形 送付の 禮を 述べた ばかり で、 惜 いかな 佥額を 記して ないから 割愛 

し た o 

序に^ 琴の 書簡に 據 つて 賣價ゃ 發行部 數の事 を 調べ て 兄る V」 、八 犬傳七 

輯 下 帙 (一一 一 ffl 仲間 資 正味 十二 匁 ど ある、 石魂錄 後^ は 賣捌人 丁字 厘 平 兵衞 

が 慾 張って. 上帙を 仲間 資 正味 十五 匁 どした ので.； ：2 いくど いふ 評判の 

み で、 撖 く  二百 部 捌い た、 此 版元 は 素人で あるた め 責捌を 丁字屋 に 依頓し 

たので ある、^ 琴の 勘定で は 江 G '^四百 部、 登 せ 貳百部 合計 六 百 部：！：； れな 

くて は 版元の 板 代が 返ら ぬ、 七 冊で 惣元入 七十 金 か 、つて 居る どいつて 

居ろ。 天 保 六 年 正：：；： 出版の 佥瓶梅 は 三 cn に 二百 部出來 うり 出 し、 同 七 = 


迄 に 千 四百 部 製本 出來、 處 々 へ 配り 候へ 共 遠方へ は- M 行わた ら す ど て、 小 

賣ょ りさい そく 被 致 手 廻， りかね 候 間、 板 元 見 世に て は うらやに 小賣へ わ 

たし 遣し 候よ し、 正 月 八日に 板 元 年始の 禮に罷 越、 右 之 趣 申 述大悅 に 御座 

候」 VJ あ る、 天 保 六 年 三 月 二十 八日 付の 書簡に は. 「八 犬傳 二月 二十 一 日う り 

出し 候 節 三百 部 製本いた し、 少 々不足に は 可 有之存 候へ 共、 急 候 故 その 述 

hN にて うり 出し 候 處、 本 日 八 時 頃に うり 終 り、 あ どより 參り候 者に 本 無し、 

彼是 被申甚 こまり 候に 付、 二十 ！ 日夜 は 諸 職人 不睡、 終夜す、 り 仕 立 等 一 時 

にいた さ せ、 翌 二十 二日 晝時 迄に 五十部 製本 出 來、 右 あ V」 より 叁候 ものへ 

わ た し、 や う C 息をつぎ 候よ し 丁子 星 申 候. |ど あ り、 同 年閻 七月 十二 日付 

の ものに は 俠客傳 四 集 は 「板 元 丁 平 參り候 節 聞 候 處、 五 月 中句 はかし 本 や 

共錢 なき 時節の 上、 う り 出し前 夜よ b 雨 さは り、 彼 是に て 當曰甚 不景氣 の 

仕 合の よ し、 三 百 部の 製本 ゎづか 八十 六部う り 出し 候よ し、 尤 晦日 迄 も か 

し 候 は  >  三百 部 輙く出 拂ひ候 半 なれ ど も、 か し 候て はう り 立む つかしく 

五六 七 
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候に 付、 一 部 も かし 不 申 候、 依 之 かし 本屋 等 ほしがり 候 事 は 山々 に 候へ ,,レ 

も 何分 餞な き 故に 右の 仕 合に 候 VJ 申 候」 ど ある を 見る ど、 讀 本 は 初版 を 三 

百都ビ する が 定例の やうで ある。 

馬 琴 ，： 北 齋 

京阪の 小說は 最初から 讀 本の 體裁を 取った ので 柿盡 がすくない、 西 鶴の 

浮世 草紙で も 八文字 屋 本で も、 每 冊 多くて 五六 面に 過ぎぬ、 つまり 讀 ませ 

るが 主で あつ て、 書 はお 愛嬌た るに ビ いま る、 隨 つ て 作者 も 後世の 如く 盡 

様に 注意す る こどが 少 く、 盡 ェも亦 事々 しく 署名な V- はせ ぬ。 西：^ 物 は 

蒔 繪師源 三郞、 吉 田 半 兵 衞、 八 文字 星 本 は 西川祐 信な ざが 書いた ので ある 

が、 い づれ も小說 の揷窨 3 に は 名 を 出さ す、 源 三郞は 人倫 訓荧 圖彙、 半 兵 衞 は 

女用訓 蒙 0 彙、 好 色 訓蒙圖 彙、 好 色 貝 合、 う る ほひ 草 等の 繪 本に のみ 署名し 

て 居 る、 祐 信 も 亦同樣 である。 (新 堪忍 記の 署名 は 珍しい 例で ある) かやう 


な歷 史的 習慣 か 

るまで は、 盡 ェ の 

江 5- の 小 說は根 

關 係が 京阪 VJ は 

の やう な、 簡 犟 な 

近藤淸 春、 奥 村 政 

する こ ビ は 4P. 

が 滑稽 洒落 を 旨 

の 署名せ ぬ もの 

あ る、 維 入 小說で 

いたお つりき な 

味の 過半 は 失 は 

るが よ い、 繪 なし 


ら、 上方の 小說は 文化 前後 江^ 小說の 影響 を 著しく 受け 

名 は 殆ど 閑却され て 居 た。 

本-か 裣 本から 發 足して 進化した だけ に、 作 者 V」 薔 ェ ど の 

大に違 ふ。 猿 蟹 合戦 や 鉢 かづき 姬ゃ淨 瑠璃 狂 言 の 筋 書 

繪解を 專ら どした 赤本 時代 ゃ黑本 時代 は 盡ェ卽 作 者で、 

信、 富 川吟 雪な ざが 麗々 ビ 署名して、 書家 以外の 作者の 署 

て 後れて 居る。 小兒 の展翫 から 大人の 讀物 ど 變 じ、 內 容 

ヾ j する 黄表紙 時 • 代 になつ て も、 猶 書ェの 名のみ にて 作者 

も少 くない。 羅 竟 是 等の 草双紙 は繪が 主で 文章 は從で 

なくて 字入繪 本で ある。 いかに その 文章 詞 書が 氣 のき 

物であって も、 其 輕俊 奇警 滑稽 突 梯な敲 がなくて は 其 妙 

れ るので ある。 論より 證 據、 博 文 館 本の 黄表紙 百 種 を 見 

の 文章ば かりで は殆ざ 讀む氣 になれ や 、讀ん だ 所で 何程 

五六 九 
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の 興味 もない。 されば 其 繪組は 作者の 最も 苦心す る 所で、 いかにして. S 

然に 反した 形 を 成さぬ 形 や、 無 形の さ. 想 を 有形の 書面に 旨く こじつけて 

巧に 現すべき か は、 太 平樂な 時代の のんき 千 萬な 作者の 頭 を 一 通なら す 

惱 ました 所で ある。 春 町 や 京傳ゃ 一 九の やうに 自由に 繪 のかけ る 作者 

は此點 にお いて 頗る 有利な 位地に 在 る、 自 分で盡 の 出 來ぬ馬 琴の やうな 

作者 は 構圖の 趣向に 苦む のみなら や、 書 ェに 注文 をつ ける 面倒が 想 ひや 

られ る。 併し 洒落 氣の 多い 時代の 事で あるか ら、 畫 ェも 案外 吞込 みがよ 

くて 却て 作者の 注文 以上に でかし だて をした かも 知れぬ。 淸 長、 俊 滿 (作 

名 南 陀伽紫 蘭) 北 齋 等が 黄表紙の 作に 手 を 出した の を 見て も， 此 間の 消总 

が 窺 はれる。 されば 草双紙に 對 する 作者 窬ェの 功績 は、 五 分 五分 或は 四 

分 六 分 ビも觀 る ベ き も の で、 作 者 ビ書ェ V」 が 連署す る は、 當 然の權 利 ど い 

ふべき である。 而 して 此旣 得權か ら書 ェが增 長して、 讀本 時代 になって 

も 作者 ど 其 功を举 ふやうな 勢 をな した。 


黄表紙が 時事問題に 觸れる 事を禁 せられて 敎訓物 や 

して 御 家 騷動ゃ 仇 討 物 どなつ て、 段 々說 明の 文章が 長 

數增 加の 必要より 合卷 どなった が、 そ れ でも 尙 不十分 

に は 支那 小說の 感化 を 受けて 京 傳馬琴 等の 讀 本が 起 

は その 名の 如く 文章 を 主 どした もので、 其體裁 は元祿 

した 半紙 本で 揷寄 が少 い。 書 は 少 いが 元祿 V」 は 時勢 

も進步 し、 世 間 も 亦 多年 繪 双紙に 慣 され 來 つて 目が 肥 

加減な 間に合せ では 承知せ ぬ、 作 者 も 多少 文字 ある 讀 

俗 折衷 體の讀 本に ふさ はしい もの を ど 一 思案 をし て- 

り 相手の  合卷 草双紙 風で な  く、 幾 分か 高尙 らしい 繪を 

に は 漢畫の 手法 を 交 へ た北齋 などが 最も 調和 を 得 た 

かくて 小 說界の 泰斗 曲亭 馬琴ビ 浮世 繪師の 巨頭 葛 飾 

るに 至つ お。 一 體馬琴 は 頑固 細心、 北齋は 磊落 粗放で 


化物 話に な り、 再 1- 

くなる に隨っ て、 紙 

であるの ど、 又 一 方 

るに 至った。 これ 

の 西. 鶴 物 に逆戾 h- 

も 違 ひ 作者 も啬ェ 

> んて 2? るの で、 よ い 

者 を 相手 VJ する 雅 

從來 の 女子供ば か 

ど 心がけ た。 そ れ 

ものであった o 

北齋 V」 は to 提携す 

其 性質 は餘程 違つ 

五 七 I 


て 居る が、 い づれも 

著しく 一 家の 癖の 

を 折衷した の ど、 北 

對 照で ある。 小說 

歷も殆 ざ 逕庭な く- 

不運 や 雅號の 多 い 

ひ 出される。 

北 齋が是 和 齋ゃ魚 

表紙 を 著した の は- 

寛 政 十二 年 時太郞 

其卷 末に 「不調法な 

上 御 出版 可 被 下 候 _ 

直し 被 下 候 様、 此段 


五 七 二 

，街 氣. 俗氣 に 富 んで、 

の 文章が 和漢 雅俗 

取 込んだ も 面白い 

齋の 位地で、 年配 經 

樣 である。 晚 年の 

なく それまで も 思 

倉 通臣傳 ™ 一一 年の 黄 

り 八 九 年 前 である- 

屋 から 出版した 時 

候 は 、何卒 御覽の 

曲亭馬 琴 先生 へ 御 

リ 固より 初 作で よ 


自分の 技藝に 熱心 で、 其 作品 は覇 氣 I 

ある 點は 頗る 能く 似て 居る。 馬 琴 

齋が 浮世 謇 〕 に 狩 野 派 ゃ明翥 洋書 を 

界の馬 琴の 位地 は 正に 浮世 繪の北 

，長 壽 で 健筆 多 作、 自 信の 强ぃ事 も 同 

事な V- は 比較の 限で はない が、 何 ど 

佛の 名を以 て、 有 難 通 一 宇 S や 鎌 

.馬 琴の 初 作 盡用而 二分 狂 言 g 政^ よ 

可 候の 名を以 て、 鼈 將軍勘 略 卷を蔦 

る 戯作 仕 差 上申 候、 是 にて 御 間に合 

• 初而之 俄に 御座 候 得 ば、 あ しき 所 は 

よろしく 奉 願 睽、 云 々」 ど 記して ある- 


な い が、 時 太郞可 候の 作 名 を 著した るが 初 故. かう 言 つたので あらう。 寬 

政 十二 年頃 は^ 琴 も 旣に數 十 種の 黄表紙 を 著して、 相應に 世間から 認め 

られて 居 り、 且 版元の 蔦 星に は 以前 番頭 を 動め て 居った 關係も あ り、 宽 政 

六 年 馬 琴の 福壽海 無量 品 玉の 揷啬を か い た 緣故も ある の で、 旁々 曲亭馬 

琴 先生 を 名指した ので あらう。 北 齋は此 後 も 黄表紙の 作が あつ て、 前後 

十 種 ほ ざ も あ り、 そ れが强 ち 拙作 ビ もい へ ぬ に、^ 琴の 作お 部類 靑本 作者 

の 部 に、 時 太郞可 候の 名 を 載せぬ の は 如何なる 故で あらう か、 尤 も 可 候 ビ 

いふ は 見えて 居る が、 そ の傳 記に は 文化 年中に 死歿した 人 ど あるか ら、 無 

侖匕^  D 可 I£<  VL- よ 、よ 、 o 馬 琴ュ、 る 可 候の 歿年 n: 墓所 一 覽に 出て 居 

JT 碧 クー^-化 マ I  f レ ろ- W いって 居る. か、 | 覽にに 出て 居ら «  - 

馬 琴の A 犬傳 に相對 すべ き 北齋の 傑作 北 齋漫窬 は、 八 犬 傅の 初篇に 後る 

るこビ 二三 年に して 文化 十四 年に 成 り、 そ の 十三 編 は 八 犬 傅の 完， 結 ビ 前 

後して 天 保の 末に 出來 たの も、 不 思 議 な因緣 で、 勢 力 旺盛な ニ老の 面影が 

^ばれる。 かくて 北 齋は嘉 永 二 年 四月 九十 歲、 馬 琴 は 其 前年 十 一 月 八十 
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五 七 四 

二 歳で 地下に 歸 した ひ 

今兩 人の 交涉を 一 目暸然 たらしむ る爲 に、 馬 琴 作 北齋遒 の 黄 表 紙、 讀 本 の 

年表 を揭げ る。 


0 海 無 量 品 

君 操 速理餘 

討^ 代 利 名 

櫧笥石 堂 丸 


玉 

物 0 


.ー1 一 

三 


年 

中 


說 比翼 

言 遺 

討 裏 見 葛 

E 川 梅 柳 新 

編 水 滸翥傳 

注 園の 

^解脫 物 

七 仝 傳南坷 


享 

文 


三 


七 册 


年 

年 


五 年 


十 翌後 八 
年 年 編 年 

刊五 

行 M 


賴豪阿 閣梨怪 お 傅  大 册  M 

榕說弓 張 刀  三十 册  同 七 年 完成 

預柯 後記  八册  同 

靑砥藤 ^ 抆稜案  十册  同 

皿々 鄹談  六册  同 

北齋が 初めて 馬 琴の 爲に遨 いたの は， 宽 政 六 年の 福 壽 0 無 量 品 玉 で、 馬 琴 

廿 八 歳、 北 齋卅五 歳の 時で ある。 黄表紙 挿 書 は 右の 四秫 のみ で、 文 化 八 年 

以後 北齋は 何人の 作に も 黄 表 紙. 合 卷 類の 揷盡を 止め て、 讀 本の 方に 移つ 

た。 而し て それ は享和 三年^ 琴 の小說 比翼 文が 始 である、 これまでの 江 

S- 讀 本の 揷書 は殆ざ 北 尾 重 政の 獨 占であった。 それ を 今度 北齋が 書く 

やうに なった の は、 馬 琴の 目 鏡で あら う ど 思 はれる、 これ は 頗る 注 意 す ベ 

き 點 で、 そ れ から 以後 續 いて 文化 十 年 ま で、 十 三種の 讀本を 引 受 け て 居る、 

さて 其 後ば つたり ど 北齋 どの 關 係が 絕 えたの は、 いかなる 故で あらう。 

お 琴 は 人 も 知る 我意の 强 いやか ましい 男 で、 何 事 も 自分で 指圖 して 人 を 

^七 五 
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隨 へねば 氣の すまぬ 性分で ある。 重 政に 賴んだ 加 古川 本藏 綱目 g 政 低 の 

0 稿 に 「人 物の 居所す ベ ての V」 り 合せ は、 この 下書に 拘ら す、 か つこう よろ 

しくね が ひ 上 候」 ど か、 歌川豐 廣に姚 へ た 武者修行 木齋傳 化 t に 「盡は 下 f:i 

に拘ら す、 思 ひ； i: も 御座 候 は  >  可然御 書つ け 可 被 下 候 、ど 合せ 等 ど かく 

可然御 工夫ね が ひ 上 候」 どか 書いた の を IIKJE! 第 見 る V」 、至 極穩 當な樣 であ 

るが 之 は 通り 一 遍の 挨拶 で、 且 草双紙で あるから いくらか 寬大な 態 皮に 

出た の で、 自 家獨 壇の 讀 本に 至って は 其干涉 頗る 甚 しい。 書ェが 注文 以 

外の 意匠 を 出せ ば、 餘 計な 世話 だビ怒 り、 唯 々諾々 惟 命是奉 すれば 働きが 

ないど 言 はれる。 柳 川 重 信の 如 き、 傘 を さ、 せろ VJ い へば 傘ば かり 書き 

添 へ て、 履 物 は 依然 ビ して 草履の ま、 であ る、 殆 V- 始末に をへ ぬ^ 物 だ vj 

ま で 詈 られて 居 る、 日 記 天 保 三年 二月 十 I 日の 條 にも、 「柳 川啬 三の 卷 さし 

書の 二、 詉 訪湖邊 馬上 旅人き せ る を 持 居 り、 き せる は 今めかしく 不 卜且 に 付 

其 段 申 遣し 直さ せ 可 ^ 申 の 處、 ど り 紛れ 不 i 及、 追 つて 申 遣し 直させ 可, 申 事 |W 


あ る、 是 等 は 時代錯誤 ゆ ゑ尤な 言 分 

まで 却々 やかましい。 重 信 は 馬 琴 

不實 等閑の 本性に て 出來か ね 候 問- 

晚年服 を 疾んで 殆ど 視力 を 失った 

自由な 目で さぐり /\ 下霱を か い 

て、 薄 美 濃へ 毛の 如く 細く 啬き候 人 

向に わかり かね 候 間、 人 に 見せて こ 

候、 尤 不便の 至、 履 を 隔て 痒 を 搔き候 

観醫宛 「當 赛ニ 三月 迄 は 只今より 少し 

出來 候へ 共、 此 節に 至り 候て は 人の 

を 付 事 も 成 かね 甚 困り 候 事に 御座 

なし 候 物 ゆ ゑ、 筆 の あて 所 a え 兼ね 

も词^ にて 板 下 はさら 也.. 彫 立唉て 


であな が、 す ぺ てが 此 調子で 些 細な 事 

に は 最も 不評 判 で 「書 も 重 信 は 多病 且 

s  ^  M  Z  0  f  fs-l 天 保.^^' 六月 <v 一ち る。 

^- 1^  :s 突 ^  I  € 七 曾. ぎ 谮 宛 書簡 ピオ ス 

時 で も、 窬 ェ まかせ にす る,^ 厭う て、 不 

て 渡した。 「口 蔷 さ し 霱 な V- も 同様に 

物の 面貌 手足 衣裳の もやう 等、 都 て 一 

、は 何々 ビ いふ を 聞き 候の みに 御座 

忍 ひ を いたし 候 事 多く 御座 候」 

は (視 力) 殘 り 居候 間、 盡 稿 杯 も かなりに 

首 を 書 候 て も、 其 首 見え す 成 候 間、 手 足 

候、 醫 は 書 ど 違 ひ 筆 を はなしく 形 を 

て は、 何分に も 出來兼 候」 0^ 「書 

も 其 大方 は おぼろげに i え 候へ V, も、 

五 七 七 
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こまかなる 事 は 少しも 見え や 候 間、 傍 之 人に 见 せ て 云々 -VJ 聞 候の みに て、 

自見候 事 無 之 候 間、 窬 にも あやまち 可 有 之 哉 計 難 候」 I 卿 i§ 「金 瓶 梅 八 集 も 

同様に 候へ ノレ も、 是 は 平 假名 故に、 二 册目ふ 下 は 拙媳に 代筆 致さ せ、 V- や ら 

かう やら 六月 大暑 前に^ 遣 候、 書 割 は 代 啬の者 無 之 候 間、 手 さぐりに て 書 

が き 候 に 付、 頭 二 ッ 有人 杯 出 來、 或 は 襟 胸に 目鼻 有人 杯いで き 候へ ビレ も、 さ 

すがに 國^ 故、 板 下 は 如 例宜敷 出來」 § な ざ あ る、 藝 術 的 良心の 强ぃ のど 其 

精勵ど は、 誠 に 尊敬すべき である が、 そ れ だけ 干 涉の嚴 しさ も 察せ られ る。 

傲岸なる 馬 琴 ど 負けぬ 氣 の北齋 ど の 衝突 は 到底 免れ 得ない 所で あ る、 文 

化 四 年 新 編 水滸寄 傅の 揷盡 から 諍！ i を 生じ、 互にす ね 出して、 彼 害 かば 我 

盡 か じ、 彼 寄 かば 我 筆 どら じビ悶 著の 末， 二 編 以下 は 商 井脇 山が 譯 する 事 

になった。 此 水滸傳 の揷盡 は 衣服 家屋 調度す ベて 和漢 混^で、 颇る變 な 

ものである が、 馬 琴 は その 如何なる 點に 故障 を唱 へたので あるか、 一 向 知 

られ ない。 これに ついては 文政 十二 年 二月 篠齋 宛の 書簡に 次の 如き 文 


句が ある。 

高 井 蘭 山 あら はし 候水滸 盡傳 第二 編舊冬 出 版、 當 早 寿 借りよ せ 候て 致 

よ し、 如 贵 命窗 はさす がに 北齋に 候へ ば不 

、、、—、、、、>">•、、、、、、、、 、 

0 稿 を 出さ す 、諧 ェの 意に 任せ か 、せ 候 

、し、、 W -、、  、/«、、、、 、 ヽ ヽ r- 、 

に盡れ 候橾に い た し 候 間、 初 編に は 劣り：^ 

に 綴-候 故、 通俗 本 (illggn) 同様の 處 

に 御座 候、 あ の 通 h., に 候 は ，1 '百囘 早速 滿尾 

書 つらね 候 ま で に 御座 候、 i 中略、 且 亦 水. 滸傳 

物 同様 VJ いはれ し も、 あ ま りす まし 過 た る 

深 0 は 萝 にも 思 はぬ やうに 被存 候、 ケ 檨 の 

へ ば、 ほ ね を 折らぬ も そ の ゆへ あり ど、 返 す 

に 一 の卷 ばか， りよみ て、 大 て ぃ樣子 しれ 候 

間、 盡 ばかり 熟覧して 早速 返し 候 也、 いかで 一 わたり は御覽 あれ かし ど 

^七 丸 


1 覽候 貴兄 は 未 被 成御覽 

、、、、、、允、、、、 

祁替 よろしく  ^、乍 去 作者 

、、、、，》、、、、、、 

ど えて- y.1 かくま ー| ェの ら 

樑 に被存 候、 著 述は 手み じ 

多く 二 向に 骨の 折れぬ も 

可 致 候、 只 水滸傳 のす おの 

を 今の 草 ぞうし <P 卷 やう 

事 に て、 中 々水 滸傳の 作^ 

心 もちに て， れ贺溥 を譯し 

返す も 嘆息に た へ す、 わ づ 


よ 

、 

力 

力 


五八 〇 

奉 存 候、 伹 し 世評に もロ繪 なき 故 さみし く、 且 一 冊に さし 遨 三丁づ 、な 

る も、 盡 傳^ いふに たが ひて すけな し V- 中 もの 多く 有 之 候、 な れ V- も 百 

八 人の 像 は 半 丁に 二三 人づ、 別に 一 卷 ビ いたし， これ ははな しても 資 

り 候よ しに て、 只 今 彫刻 最中 ど 及 承 候、 この 出 像の 卷 はさす がに 北齋筆 

なれば 評判よ ろし く、 屹 度 資 れ 可. &ビ存 候、 出 板の 節 見 候て いよ /\ よ 

く 出 來候は  >  、そ の 所 計 求 置 可 申^ 候 事に 御座 候。 

喧嘩 はしても さすが は 北 齋ど其 技倆に 成 服して 居る、 北齋 も亦譯 者が 蘭 

山に なつてから 張 合がない ビ 、歎 息 した さう である。 正に 是馑々 惺々 を 

知 り、 好 漢 好漢 を 知る さ いひつ べし だ。 水滸傳 中止 を 北齋 V」 の銜 突に 歸 

する 說 は、 飯 島虛心 の葛钸 北齋傳 に據 つたので ある が、 是 に は 大に疑 ふべ 

• き點が ある。 馬 琴の 匿名 著作なる 作者 部類に は、 水 滸傳の 版元 九 屋甚助 

が、 板 木師 米助ビ いふ 者 前借 凝滞して 約を朵 たさ  >  る を、 馬 琴の 尻 押な り 

VJ 信じて 奉行所に 訴 へ、^ 琴 は 米助ビ 共に 法廷へ 召喚され た、 元 より 無根 


の 誤解で 事な く濟ん だので あるが- 

しての 詫 言 を 返け、 「吾. は 素より 人の 

人に 金錢を 借りて 返さ  > る 事な け 

に 速訴 したる 恨、 生 涯 忘る ベから す 

益 也」 VJ すさまじい 險脈 で、 手 を かへ 

ひかな か つた ど、 詳 細に 述べ て 居る 

かも 知れぬ が、 大 原因 は 自らい ふ 所 

翌 文化 五 年の 三 七 全 傳南柯 夢で 亦 

く 途上の 背 景 に、 稻 叢 陰に 野 狐を點 

くて は此 二人の 男女 は 野 狐に 誑か 

ど 息卷 き、 北 齋は 餘愦を 描く 窬 趣な 

て，、 百方 奔走の 末 漸く 和解した。 そ 

い て も、 亦 ゆが 起って 遂 に 絕 交 を し 


. 馬 琴 は 非常に 立腹し て、 版 元が 人 を 介 

借財の 保 人に なりたる 事な し、 ま い て 

れ ば、 後 安 しど 思 ひたる に、 甚 助 理不盡 

，千 萬 言 を盡 さる、 ど も、 其 儀 決して 無 

人 を か へ、 いかに 賴ん でも 鑌 稿 を 受け 

リ 北齋 ども 或は 多少の 街 突 はあった 

に 相違 あるまい ど 思 ふ。 

1 問題 起った。 三 勝 半 七が 心中に ゆ 

出した の を、 馬 琴 は 無用の 蛇足な り、 斯 

さる 、やう なれ ば、 速 に 除 き 去るべし 

り ビ、 固 く 執って 下 ら す、 版 元は 迷 惑 し 

れ からこの 後篇 南柯 後記の 揷盡に つ 

たビ いふ 説が 北 齋 ^に见 える が、 絕 交 

五八 一 
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ビ いふ こビは 無い らしい。 何 V」 なれば 其翌 文化 九 年に は 靑砥藤 綱投稜 

桊、 十 年に は 皿々 鄕談 の揷翥 を か いて 居 り、 日 記 文政 九 年 四月 八 nl の條に 

「畫後 薔ェ北 齋來る 云々」 ビ ある。 絕交說 は その 比から 馬 琴の 作に 遨を書 

かなくな つたから 起った 臆測で あらう ど 思 はれる。 併し 文化 十 年 以後 

は 八 犬 傳ゃ巡 島 記ゃ荬 少年 錄な Vj の、 前 から 引續 いた 大作の 完成に 從事 

した か ら、 北 齋の盡 くべき 新规の 作物 は殆 Vj 無かった ので あるつ mT 琴が 

晚年 嗣子 琴 嶺を失 ひ 家政 整理の ため、 從來菩 積した 藏書ゃ 自分の 稿本 を 

伊勢の 小 律 桂 窓 や 殿村篠 齋に讓 つた 時， 南 柯 夢の 稿本に ついて 篠齋 から 

刊本ビ 草稿.、」 に 書の 相違 ある 理由 を 問合せた 返事に、 

南柯夢 稿本 之義云 々 被 仰 越 忝 奉^ 候" 未だ 望. 人 も 無 之 候 は い、 價は 何れ 

にても 苦しから や 候 間、 宜 敷 御世 話賴舉 候、 右 稿本 ビ いん 本 ビ 御 引 くら 

ベ 被 成 御覽候 處、 ほ く齋 さし 盡 稿本 ど 同様に は 候へ \レ も、 人 物 之 右に 有 

をば 左り に 直 し、 或 は 添 もし へ らし も 致 候此心 じつ を以 云々 被 示 候 


御 猜之趣 少しも 無 違、 流 石に 君なる かな ど 堪心仕 候、 小 生 稿本 之 a りに 

少しも 違ゃ窗 がき 候 者 は 古人 北 尾 並に 豊國 今之國 負の みに 御座 候、 筆 

の 自由 成 故に 御座 候、 北 さい も 筆 自由に 候へ 共、 己 が窗 にして 作、 者に 隨 

はじ ど 存候ゅ ゑに ふり 替り候 ひ き、 依 之 北 さ い に窗が  >  せ 候 さし 寄 之 

稿 本 に、 右 にあら せんど 思 ふ 人物 は 左り に繪 がき 遣し 候へ *i 必 右に 致 

候. 實に御 推り やうに 相違 御座 無 候、 御 一 笑く。  gml 八 

意地に なって 反抗した 北齋 も、 こ れには 一杯く はされ たので ある。 筆の 

自由なる 事 は 飽くまで 承知な が ら、 己 が翥 にして 作者に 隨 はじ V」 する が 

馬 琴に V」 つての 大 苦痛 で、 鈍 物で も 重 信な V- の 方が 使 ひよ か つたので あ 

らう。 藝 術の 士 自ら 高う して 相 下らざる 東西 古今 同一で ある。 餘談な 

がら 二 代 目北齋 につい て、 瑪 琴の いふ 所 は 次の 如くで ある。 

繪 本三國 志の 事 は 略 評 被 仰 示 忝 承知 仕 候、 そ の 書 出 板の 事 はじめて 御 

狀に てし られ 候、 右啬ェ の 事 第三 編 は 葛 钸戴斗 S あれ ば、 桂 窓 子 は 云々 
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被 申 候へ V- も 前の 北 齋也ど 思 召 候よ し. そ れは乍 憚 思 召ち が ひに て 可 

有 之 候、 後 の 北 齋は俗 稱近藤 伴 右衞門 ど 云、 麴 町 平 川 天 祌前高 家 衆 京 極 

飛 驊守殿 家臣 也. 文化 中 金 七 兩を以 その 師に葛 飾 北齋戴 斗の 名 號を讓 

うけ 候者是 也、 この 後 前の 北 齋は爲 一 ど稱し 候. これらに て 御了然 たる 

ベ き 歟. そ の畫の 拙、 彼 近 藤 伴右衞 £： ならば さ こそ^-致 想 像 候。 U 歉き& 

浮世 繪類考 ビ ほ  >  同様で、 只 彼に 小 笠 原 浪人 V」 あるが、 此に 京都 飛 驊守家 

臣ど ある だけの 違 ひに 過ぎぬ。 然るに 葛 飾 北 齋傳に は此說 を非ビ して、 

弘化 三年 四月 書肆 嵩 山 房 小 林 新兵 衞へ おくった 北 齋の手 简 に、 戴 斗の 號 

は 三十 年 前 新 吉原龜 屋喜三 郞に讓 つた ど ある を 引用して 居る。 弘化三 

年から 三十 年 前 は 文化 十三 年で ある が、 馬 琴が 文化 中 金 七 兩で讓 りうけ 

たどい つて 居る のビ 照合す る ビ、 龜 屋 喜三郞 ど 近 藤 伴 右 衞門ど は 異名 同 

人で ある やうに も 思 はれ る、 或 は 全く 別人で 北齋が 名號の 二重 賣をゃ つ 

たもの か、 さ う 見る の は 北 齋に氣 の 毒で も あ り-馬 琴の 聞き 間違 どして は 


餘 念が 入り 過ぎ る、 尙 十分 硏究を 要する 問題で ある。 

馬 琴の 書簡 

一 

近頃 某氏 所 藏の馬 琴の 書簡 約 四十 通 を 見る こビを 得た。 年代 は 文政 十 

一 年から 天 保 十 一 年に わたり、 いづれ も 伊勢松 坂の 親友 殿 村篠齋 に與へ 

たもので ある o  • 

文政 十 一 年 は 馬 琴 六十 二 歳の 時 で、 前 年の 夏 は 自分の 大 病、 當 年の 夏 は 息 

子の 重患で、 大に 弱らされ たが、 それでも 勢力 尙 旺盛で 八 犬 傳七輯 石魂鈸 

後 集、 ま 城水滸 傳、 漢 楚赛擬 選 M- 談、 金 毘 羅 船、 風 俗 金魚 傳 等 ，讀 み 本 合 卷の作 

頗る 多く 得意の 時代で あ る、 そ れ から 八 年 目の 天 保 六 年に は 老後 只 一 本 

の 杖 ビ賴ん だ 嫡子 宗伯を 失うて 失望 落 膽、 さ しも 勤勉な 翁 も、 茫 然 どして 

百日 間 は 全く 筆 を 執 り 得な か つた ど いふ 大打擊 をう け、 九 年から 左の 眼 

五八 五 


が 次第に 惡/、 なつ て、 十 一 年に は兩 眼ヾ」 

月 以後の 書簡 は 媳婦路 女の 代筆 VJ なつ 

書簡の 名宛人なる 殿 村篠齋 は， 名 を 安守 

小說 好きで 支那 小說な ざいろ く 買 込 

馬 琴の 門人 格に なって 居る。 馬 琴の 小 

評 を 書 き 送 つ て、 著 者ビ 意見 を鬪 はした 

桂 窓 ビ 篠齋 II め 中で は、 篠齋が 最も 親 

は文學 上の 事の みなら す、 家 庭の 瑣事に 

で 細字で 一 丈に も餘る 長文が 多い。 ざ 

か、 る 手紙 を、 繁 忙な 著作の 間 に、 殊 に 目 

いた ビ 思へ ば、 今 更 ながら 根氣 のよ さに 

まめ ビ いふ 點 からだけ で も、 古 今 無 双 の 

を^し て、 筆硯 に 親ん だ どはい へ、 家事の 


五八 六 

も殆 V- 用 をな さぬ やうに な り、 六 

て 罟 る。 

ビ い ひ、 宣 長の 門下で ある が、 大 の 

んで馬 琴に 貸 し、 そ の 弟の 琴 魚 は 

說 を 愛 讀 し て、 一 篇 い づる 毎に 批 

曲 亭の三 知己 —I 木 村 默老、 小 律 

密 であった。 そこで 是 等の 手 馏 

まで わたつ て、 詳 密を 極めた もの 

つど 讀んで 見る に も、 小 一時 問 は 

がわる くな つてから 探り /^書 

驚嘆す るば かりで ある。 單に筆 

剛の者で ある。 五十 年間 閉居 客 

切り盛り か ら、 娘 の 店の 帳尻 勘定 


まで 手傳 つて やつ て. あ れ だけの 著述 をし、 こんな^々 しい 手紙 や」 繁々 書 

く ど は、 返す くも 驚く ベ き 精力で、^ 志 弱行 粗放 怠慢 を 特^の やうに 心 

^て 屈る 古今の 小說家 は、 正 に愧 死すべき で あ る。 

^琴の 傳記は 可也 詳しい もの も旣に 出て をり、 二三 年 前に その U 記の 鈔 

錄も 公に された が、 書 簡は國 書 刊行 會の馬 琴 遺稿に、 越後の 鈴水牧 之に 與 

へた 六 通 を收 めた 外に は、 餘 ，9 發 表されぬ やうに 思 ふ。 ー體： n 本で はま 

だ 世間 一 般の 人が 書簡集 ビ いふ ものに 與味 を成卞 るに 至らぬ ど 見 え、 象 

山 書簡集 以外に 此 類の 編纂 はない やうで ある が、 傳 記の 材料 どして は、 是 

程 正確な もの は 無い ので あるか ら、 偉 人 名士の 手翰 を蒐橥 刊行す る 風 を 

盛に 典したい ものである。 

談 少しく 岐路に 入った が、 前 申す 如く 馬 琴の 傳記は 割合によ く 世に 知ら 

れて 居る ので、 こ の 四十 通の 書簡に よつ て、 全 く 耳新し い 重大な 事 實が發 

見され る ど いふ 譯に はいかぬ が、 こ れ まで 大體 知られて 居 る事實 を、 尙 一 
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層 詳密に し、 推 測 說の當 否 を 判定 し、 表 向の かきものに は 現れて 居らぬ &t 

琴の 心事 を 窺 ひ 知る 等の 功 は 十分. にある ど 信す る。 例へば 一時 馬 琴の 

匿名 作で あらう ビ疑 はれた 事の あ る 「し り う 言」 が 全く さう でな か つたり、 

種々 の 方面から 考證し て、 此翁 の 著述な らん ^推測され た 「作者 部類」 が い 

よいよ 推測 通りであった り、 著作 の 用意 態度、 晚年 寂寞の 家庭 における 懊 

惱が 明に 窺 はれる ので ある。 雑誌の 原稿 どして 長文の 手紙 を 一々 紹介 

する 事 は 不適 當 であるか ら、 そ の 中で 興昧も あり 史料 VJ もなる ベ き 部分 

を 抄出 し、 ま 、解 說を加 へ て發 表せう ど 思 ふ。 

(文政 十一 年 五月 二十 一日 付 書簡) 

一 石 魂 錄後集 之 御 地え 本 廻り 候 はよ ほ V- 曰 も 可 有之存 候-一 付 云々 ど 

申 上 候 處、 此 節 當地御 店 ふ 被 登 候 仁 も 有 之 旁 右 之 本 差 登せ 候 桡被仰 下 

承知 仕 候、 然 ル處下 帙も段 々製本 及 延引 漸此 節資 出し ュ 相 成 候 間、 少し 

見合せ 下帙 う， 5 出し 次第 上下 一 處ュ爲 差 登せ 可 屮候存 候而及 只今 申 


候、 下 帙も 節句 後 三 四日 巳 前-一 賣 出し 候 間 • 上 下 二 帙取揃 今： n 傳馬町 御 

店 迄 差 出し 屮 候. 着 之 節 御熟覽 御手 透 之 節 御高 評 被 仰 下 度舉希 候. か ね 

て は 上 帙忡ケ 間う b 直 段 十二 匁 位 ど 申 事 一一 承， ^居候 處、 引 請 人 丁子 や 

平 兵 衞大慾 心に て中ケ 間う b 正味 十五 匁 一一 うり 出し 少しも 引 不申候 

付、 高 ィ V」 申 評判の みに て やう やく 本贰^ 部 捌 候よ し、 下 帙 は- yj ぢ 

わけ 同樣ニ 候 へ ざ も、 これ も 同じ わ， 9 合に て 拾 壹匁貳 分 五 厘の よし 一一 

御 座 候、 是 迄 拙作に これ ほ ,ーぃ 高 料の 本 は 無 之 哉-一 覺申 候、 登 せ は 多分 本 

か へ 二 成 候^、 上方 二て 引 請 人 却て 下 直 二う b 渡し 候 哉 難 計 候、 此板元 

素人 故 自分に て 賣捌キ 候事不 叶、 丁 子 や は 書林 なれ V- も かし 本 問屋に 

て此 もの 引受資 捌 キ候故 凡 五六 わりの 高利 を 得 候 はねば 引 請 不 申 候. 

此義 かねて： 仔 居候 故 先頃 勘定いた し 見 候へ ば、 江！ TU 賀 四百 部 登せ 貳百 

部 六 部う れ不巾 候て は 板 元 之 板 代 か へ り不申 候、 七 册 一一て 總元入 七 

十 金 か 、り 巾 候、 依 之 本 は 板 元 ュ 壹 部 も 無 之、 板 元^  丁子 やに 申 遣し 本 
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ビ， 5 よせ 羞 越 候 事 -ー て 直 段 も 板 元 自由に 成り 不申 候、 其 上 丁子 屋申候 

は此 本い まだ 登せ 不致候 一一 付、 他 鄕 へは壹 部たり 共ち らし 候 事 不相成 

候 趣 § 元へ 本 わたし 不 候 二 付 板元大 二 こまり、 右 之 趣 申 一一 付 これ 

は 他鄕へ 遣し 候ても うり 物 一一 いたす にあら す 素人 方の なぐさみ-一見 

られ候 事 故、 障 ち 一一 は不成 候. 尙 又 本 廻り 候 迄は秘 しお かれ 候 樑申可 遣 

間、 心 おきなく 本 遣し 候檨 だん /、 わけ 合 申 聞 ケ、 已 來登 せの 障り ュ成 

候 は  >  屹 V- 可 承 候 間、 本 遣し 可 申 旨 一 兩度及 懸合ゃ う /) 本 差 越し. S. 

候、 ケ 樣之 わけ 合-一 御座 候 間 當分御 ひめ 遛 被 下、 琴 魚樣な / の 外 は 本 御 

手へ 入 候 事 V」 申義先 御 遠慮 可 被 成 下 候、 種 々の 意味 合 御座 候而 作者の 

自由に も 成 かね 板 元の 自由に もな り不申 候、 御 一 笑 可 被 下 候、 か やうの 

板 元 ヲ 杜^ 本 や ど 可. S- 哉、 自 分 一一 て ほり 立てもう る こどなら す 人に う 

b て もら ひ 候 故 利 分 は 人 二 得ら れ、 や う/、 板ヲ 自分の 物 一一 いたし 候 

が 所得  一 一 御座 候、 そ れ でも ほりた がり 候 ものお ほ し、 羅 覧 K ヲ^  -ー  せん 


ど 思 ふ 貝 込 一一 て、 う り 出し 候 節 損さ へ せねば よい ど. S- 了簡 ニ御痤 候-し 

か れ ざ も 四百 部 賣 捌. S- さねば 急 ュ 元. 金 か へ り不 S- 候、 四 百 部 は 丁子 や 

引 請 候へば 二三 年 か 、りても せひ 賣拂可 申 候へ ざ も、 此 四百 部 不殘出 

拂ひ迄 は 板 元-一 て壹部 もす り 込 候 事なら ぬビ， 5 極ノ  二 御座 候、 素 人 方 

の御存 なき 事 板 元の 樂屋の 店お ろし 外々 へ は 御 噂 被 下 まじく 候、 直 段 

も あ まり 高直 二て 御せ わが ひも 無 之 奉存候 へ ざ も、 仲 ケ間 正味 ど 申 事 

故不及 是非 候 へ V- も、 序 ヲ以 丁子 や 一一 對 面いた し 候 事 も 候 は 3.、 直 か け 

合-一 いたし 內々 少々 も 引せ 申 皮奉存 候、 代 料 急-一 被 遣 候ュも 及び 不申 

候、 ビ り 一一 參 り-候 は  >  拙 老方^ 取 か へ おき 候 ども いづれ ど も 可 致 候、 其 

內 -ー 直 段の 事 も 今 一 應可 及懸合 候 、此 段 御 承引 可 被 成 下 候 

一 八 犬 傳七輯 は 三月 中 貳の卷 迄 ほり 立 校合いた し 遣し I 處、 三 月 二十 

六 日 板 元參， 5 候 後、 如 胡 越 疎遠 ュ て 今 以不參 候、 いか  >  いたし 候 哉 ど^ 

疑念 不晴 候處、 此 問 -ー  承り 候へば 本家の ^不埒-一 て 身上 立 行が たき 
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わけ 合 有 之、 本 家の せわいた し 多用の 上駿 府迄參 

候 て、 三月 下句 急 二 旅行いた し 節句 前 ニ歸府 いた 

以 校合 乞 二 も不參 候、 ケ 樣之 わけ 合 候 へ ば 右う り 

難 計奉存 候、 見 物 いづれ もまち わび 候 事 二 御座 候 

1 傾城 水滸傳 よみ 本に して は 云々 VJ の 御高 評、 至 

,€ も、 よ み 本に しても 相應 一一 捌 ケ可申 候、 か く 申せ 

V> も、 す ぢの わろ き 水 滸傳の 勸懲を 正しくして 見 

ュ 御 座 候、 す ぢは 同檨ニ て 勸懲の 場 -1 至りて は 庭 

、、、、、、、、、、、、上、、、、、、、、 

永く のこし 不 申が 殘念 一一 奉 存候は ひが こどに や 

一 金毘羅 船の 高評 日本の 山々 にして 云々 ビ申候 

按-ー 候 故 一 昨年 御 下りの 節 物が たりいた し候樣 

念に て ふ ビ 御 胸中 一一 うかみ 候に は 無 之 哉、 最 初 ふ 

のうれ しがらぬ も の、 日 本國 中巡歷 二 いたし 可 申 


五 九 二 

ら ねば 不 


し 候 

出し 

極 御 

ば を 

せ 候 

逕 あ 


よ し 

S  、— 

尤 ユ 

* 】 力 

の み 

、 

hy よ 


事、 この 義 

二 覺 申 候- 

何分 天竺 

ビ 存考候 


叶 化 寧出來 

二 候 へ 共 今 

つ^に 候 哉 

奉存候 なれ 

ましく 睽 へ 

作者の 專文 

、 、 、 、 、 

み 本に して 

は 最初の 愚 

- それ ヲ御失 

-ー て は婦幼 

へ \レ も、 さ や 


つ 

ら 


の 外む つかし く、 大 ほね 折レ候 事故 やめ 申 候、 作 者 の 

ほね 折 薄くて 相 應ュ賣 捌 ケ候様 1 一 工夫いた し 候 

かしく 考 候て ひま を 入れ ャ ン ャ VJ ほめられ 候 

ぬ 事 はいたし 不 中 候、 見 物の 了簡 ト 作者の 了簡 

本文の ま、 の 化物 一一 て も 相應に うれさ へ すれ 

ほね ヲ折候 は大キ ナル損 也、 水 滸 傅な ノ！ レ り 直 

へ V- も、 す ぢヲ 本文に あ づけ 置 追々 一一 引出 し、 煮 

候 故 又 樂の場 も 有 之 候 而速ュ 出來申 候、 さ の み 

いたし 候 は、；！ 物あって 祐る かど 被存候 程の 事 

よき 趣向 ありても むつ かしく 急 ニ出來 かね 候 

つか ひ不中 候、 渡 世人の わる 功如此 御座 候， それ 

、、、、、、、、、、、、、、、 1 ：!  .  r:  r 

よろしく 可 有 之暌へ V- も 引合 不 候徇 一 笑 可 


ういた し 候て は 事 

了簡 は どかく 少し 

事 二 御座 候、 そ れ ヲ 

て も、 そ ろばん 玉に 

の 相 i 患 こ 、 らに御 

ば 理屈な し、 合 卷 な 

しもの 二 て 面倒 二 

て も 燒ても 自由 ，11 

ほね 折不申 候て 大 

一一 御座 候、 よ み 本 VJ 

やうなる すお はや 

、、、、、、、、 

ヲ ビ やかく 宣ふは 

被 成 下 候 

五 九 1U 
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五 九 四 

1 宗伯事 四月 九 曰 夕より 大病 -ー て 五月 節句 前後 は旣 ュ ビ存候 程 之 事、 

此節 どても 同樣 一一 は 候へ 共 ま づ危窮 の 場 をの がれ 候 故、 當 分 氣遣ひ あ 

る まじく 存 候へ， さ も 何分に も 大病 一一 て 安心 不仕 候、 就 右 日々 醫 師の來 

診 見舞の 人出 來 多ぐ 且 心痛 も 御座 候 故、 ぬ 節 は廢業 同様 二て はか〜 \ 

敷 著述 も出來 かね 候へ 共、 さ れば V」 て 打捨置 候て は先ヲ あんじられ 候 

まヽ透 さへ あれば 机ュ か 、り 候へ V- も 何分お ちつき 不 中 候、 彼 もの 病 

症 六 ケ年前 はじめて 發 起いた し、 凡 一 ケ年程 療治いた し 平^はい たし 

不申 候へ ざ も わるが たまり 二 かたま り、 折 々持病 差 起り 候 事 一一 御 座 候、 

養生す、 め 候へ V- も 藥嫌ひ 灸治ぎ らひ にて いふか ひなく 打 過 候 處、 癎 

火の 邪 火年來 腹中 二 充滿 いたし 終に 脾胃を 犯し 候 故、 脾 £r 虛の症 二 變 

じ、 四月 九： n より 下痢  一 n  二 七 八十 度ヅ 、此節 は 減じて 二十 皮 三十 皮 

位 一一 戍 候へ 共、 臍 下の 動氣甚 しく 按手いた し 候へば ホキ /\ 響 キ候稃 

_\ 一  事-一 御座 候、 小 便 閉-ー て 宿 水 胸 膈に滯 り 腹中 雷鳴 甚し く、 何 分 安 心 な 


ら ざ る 大^  二， g 座 候へ \レ も、 食 事 は痫人 不和 應 ュ粥 ニ碗ヅ 、 も 三度 か 

、さすた ベ 候 故、 露 命ヲ 繋ぎ 候 事 VJ  え 候、 何 分 ビも藥 のきかぬ 症 一一て 

こまり 屮 候、 去 年恐老 大病の 節 は 家內手 アキ 故 看病 行. VJ  > き 候へ 共、 當 

年 は 小 兒出來 候 故 看病 も 行 ど  >  き 不 中 候、 老 年」 一 及び 一人の 悴 如此ュ 

御座 候へば 苦 二 いたし 候へば 限り もな き 事 二 候へ 共、 苦 にし たれば ビ 

て詮 もな き 事 何事 も 天命に 任せ 候より 外 は 無 之 候、 か く諦 居候 へ ばう 

しろ やすく 候へ V- も、 さすが 七 情の いれ 物た る 人身 候へば 折々 胸痛の 

事 も 多く 御座 候， 御 賢察 可 被 下 候， ロハ さ いは ひなる は^が 乳汁 澤山 二 て 

小 兒は尤 健 一一 御座 候、 三 法 師九ヲ 得 候へば 少し は 慰め 候 方 御座 候へ 其 

これ も 却而ほ だし 一一 御座 候.. 大部 の 小說を 作り 初め 候 頃 末々 迄 は考す 

に 書お こし 候へ 共、 し かれ V- も 始終 はか やう /)  V」 大づ もりの く、 り 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

をつ けぬ 事 はな し. し かるに わが 生涯の 小說 はこの 朱い かやう のす ぢ 

になり て 及^ 圓候 哉、 赏 ュ はかりが たく 奉お 候. 先 夜 老婆 二 不斗此 ^巾 

.  五 九 五 


五 九 六 

出し 候 故此處 へ 書く はえ 申 候、 を かしから ぬ咄 にて めいる やう 一一 も 可 

被 思 召、 御 遠 察 可 被 成 下 候 

まが ひみた て 

1 漢 楚赛擬 選革談 

袋 入合卷 三本 初 編八册 

これ は瀵楚 のす ぢに て、 よ り 朝よ し仲兩 雄の あらそ ひ 一一 つ  >  りなし 候 

當冬ニ 編 引つ ^き 出版 

一風 俗 金魚 傳 右同斷 

これ は 金 翹傳ヲ =1 本の 事 二 つくり か へ 中 候、 初 編 八冊當 冬 出 板 

右 兩様ビ も 此節板 下 過半 出 來、 追 々ほり 立 巾 候、 けいせい 水^ 俾 流行-一 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、へ 

村合卷 もの、 趣向 一 籙 いたし 諸 板 元 かやう の もの を 歡び申 候、 新 趣 向 

より 作者 は樂 二 て よろこび 申 候， 士 君子 は うれしがらぬ もの 一一 可 有 之 

候、 仴 し漢楚 はむ りこ じつけ にせ す、 和 瀵有來 りの すぢ をよ く 綴り 合せ 

候處が 作者の はたらき ュ 可 有 之歟、 出 板 之 節 御高 評 可 被 成 下 候、 金魚 傳 


はや はり 金翹傳 二 て、 彼 すお の わろ き處ヲ 

候、 か やうの もの 永く はやらせ たく 祈り 巾 

候苦ヲ のがれ 候 御 一 笑 

1 雅俗 要 文 間 形 本 丙 十七 丁 

これ は 書札 一一 多く 雅文 を まじ へ 候 用 文章 

、 W  、 、 、 ひ、 、 、 ゝ ゝ ゝ ゝ ゝ 

近 來の人 氣眞片 カナ 物で もよ め 候 て、 は い 

雅文 ヲ書 たがり 候へ V- も 本な きに くるし 

きに て 拙著 ヲ乞 候て 急 二 出 板いた し 候、 出 

1 美少年 錄は 外題 計に てい まだ 趣向 は 立 

の やうなる も のどわ か 衆の 水 滸傳の やう 

候、 これ も 流行 を 追 かけ 候 板 元の このみ -1 

は此 趣向に 用 ひ 候 事 も 可 有 之 候 、何分 病人 

だ 熟 讀 不 仕 候、 土 用 休みの 內拜見 可 致た の 


少々 ヅ 、 補 ひ 候の 

候、 大 一一ら く 一一  て 趣 


み-一 御座 

向 を 案じ 


ュ 御座 候、 此節脫 稿 

、、、、、、、、 

か い 狂歌 ヲ よみ 習 

み 候よ し、 依 之 板 元 

板 之 節 御高 評 可 被 

不申 候へ 共、 わ か 衆 

なる 物 ー厂可 致存候 

御 座 候、 先 便 恩 借 之 

ど 著述 一一 手 透 無 之 

しみ 罷在候 

S 九 七 


い た し 候 

、 、、ヽ 

ひ 候 人々 

の 思 ひ つ 

戍下候 

の 八犬傳 

ず  一一^-座 

小說 もの 

候 故い ま 


、  五 九 八 

I 水 滸傅云 々 被 仰 下、 三十 ハ牛^ ま へ尾府 にて あ らまし 見 候、 久し き 事故 

大すぢ は存 居候へ ざ も 過半 忘却いた し 候、 何 さまな つかしき もの、 い つ 

ぞ御序 ヲ以拜 見いた し 度 奉 願 候 

右の 第 一 項で 當時 出板界 の內狀 や， 讀 本の 價 や、 資 行 部數を 知る こ V」 が 出 

來る。 江 賣 四百 部 上方 登せ 二百 部の 比例 は、 今 n: の 狀況ど 比較して \ レ 

んな もので あらう か。 杜^ 本屋 どい ふ は、 子 で 子に あらぬ 杜 ^、親 ならぬ 

鶯の 親に 育てられる ど い ふ 意味 合で あら う。 

自著の 出版 を 待ち設け る 心 持 は、 利 捋を 離れ て 言 ひ 知れぬ 樂 しさの ある 

ものである。 况ゃ 半生の 心血 を 注いで 完戍を 急いで 居る 八 犬 傅の 版元 

に、 故 障が 出來て いつ 出る か 分らぬ ど なって は、 見 物よりも 作者の まち 詫 

びる 心 元な さが 察 しられる。 傾城 水 滸傳は 水 滸傳の 人物 を 女に 翻案し 

た 合卷の 長編で 作者 得意の 作 で、 こ れを婦 幼の 玩弄に 供す る 草双紙 どし 

て、 や がて 铋屑 籠に 投げ込まれる ,,2  6 は、 作 若の 忍びぬ 所 で、 中 流 以上の 


讀者を あてな 

埋 合 せ、、」 いふ 

て 相應に 捌け 

嘲った 戯 言 の 

弱な 息子に 散 

て 八 歳の 三 法 

小 說 は、 誠 に 不 


つ ぎ 

犬傳 

な Vj 

v? 魂 


の 書簡 は 

出版の 蹉 

を 述 ベ た 

る o 

錄 は文祿 


るよ み 本に した か 

譯 でもな か らう が- 

る  や う、 十 露盤 玉に 

中 に も、 し み <^-> ヾ」 

々心 を 痛めぬ いた 

師を 新規に もり 立 

めでた ぃ圑圓 であ 

二 

松^ 佐用嫒 石魂錄 

m 、ぶ 少年 錄の 種本， 

ものである。 以下 


つた VJ いふの も、 尤 

西遊記 を 種に した 

合 はした 渡世人の 

さびし さを覺 える- 

末、 七 十に 手の 屈く 

てねば ならぬ やう 

つ た。 

後槳の 批評に 對す 

檢閲 係の 干 涉、 狂 歌 

便宜上 項、 を 分って 


な 0 痴 で ある。 その 

金毘羅 船 は 骨折 少く 

わる 功 者 を、 み づ から 

" (第二、 第三、 笫四 項) 虛 

時 これ さへ 失 ひ、 ビっ 

になった 翁が 生涯の 


征韓の 役に 名 古 星の 陣中に あった 潮 


る 答 辯 を 主 VJ して、 八 

師 宗匠 號 免許の 珍問 

例の 蛇足 を 加 へ る 事 

川釆 女に、 其 妻 菊 女が 

五 九九 


六 00  . 

送 つ た ー沛 切な 思慕の 文に 秀吉が 感動し て、 釆 女 を歸國 せしめた どい ふ 話 

よし つぐ  あき しく 

附 加した 作 で、 文 中に 吉次ど あるが 釆 女、 秋 布 ビ あ 

前 集 は 文化 四 年 書肆 雙鶴 堂より 出 板した ので あ 

中絶して ゐ たの を、 千 翁 軒 どい ふ 本屋が 前 集の 板 

迫って その後 をつ ぎ 完成せ しめたの で、 其 間 二十 

に 竹 を 接ぐ 心地して 一 向 感興が 乘ら なかった」 ど 

情に 堪 へぬ。 しかし 二 場 も 得意の 段 はな い」 ど い 

對 して、 一 々反駁の 態度 を 示した の は、 乃 ち 馬 琴の 

やかましく 批評 を 督促し なが ら、 そ れが來 る ど、 ャ 

作者の 本意が わからぬ のど 小 言 を 並べ立て る、 よ 

は 御 評 大分 御上 達」 W いふ やうな 御挨 拶、 篠 齋 も^: 

服々 々」 ビ手 短く 切上げよう VJ する ビ、 これ はけし 


に 基いて 種々 の 脚色 を 

るが 菊 女の 事で ある。 

るが、 板 元 死去して 長く 

木 を讓り 受け て、 著者 に 

1 年 を 隔て 、居る。 「木 

あ る は、 尤 もな 次第で 同 

ひながら 篠齋の 批評に 

馬 琴， た る 所以で、 いつも 

レ 見方が わるい の、 ン レ 

くく 参つ た 時で 「近來 

一一 一の 往復に 草臥れて 「屈 


力 


らぬ、 一 體 屈服 どい ふ 文字 は、 心 中には 不服で も 相手の 威力に 壓 迫され 


て 已むを 得 ゃ服從 する 意味で あ る、 親 友の 間に 屈服 ど いふ やうな 事 は あ 

るへ きで な ぃ：，/J こまで も來 い、 Vj こまで も 御 相手 仕らう ど いふので ある 

か ら、 大 抵の者 は 引下らざる を 得ない。 剛情 我慢 は 厭 ふべき である が、 射 

間 肌の 戯作者に 伍して、 これ だけの 自信 V」 威嚴を 以て 立 つたの は、 七 翁 の 

偉大なる 所以で ある。 

(文政 十 一 年 十月 六日 付) 

(前文 略) 

一 石 魂 錄後集 夏 中 當地御 店 迄 差 出 候處、 相 達 御 覽被成 候 由に て、 贵評之 

趣 御 面 話 同 樣示知 仕 候、 右 御 答 は 次 二 しるし 備御笑 候、 右 本代 やう く 

壹ゎ り 引せ、 當盆前 傳馬町 御 店 ふ 受取 申 候、 是又御 承知 ト 奉存 候、 京師 (大 

阪の 誤な らん ) の 書林 河內屋 茂 兵 衞此節 出府、 石 魂 錄後集 上方 筋う り弘 

引 受、 や う 此節積 下し 申 候、 左 候 は い 當暮 ならでは s-也 えよ 本 廻， 9 

申 まじく 奉存 候、 走 りヲ 入御 覽、 貴 評 もはやく 承 り、 本 望の 至 奉存候 

六 o 一 


六 〇 二 

1 石 魂錄貴 評、 吉 次 二させる 功な に 乍 併 秋 布が シ テ. にて 吉次は ヮキな 

れば 云々、 なれ ど も少々 は 功 あらせ 度 どの 事 

吉 次に 功な きが 趣向に て實は 大功 あ り、 後 集 初 卷に吉 次 は 嘉ニ郞 に 討 

れ たらん ど 思 はせ て、 ふ せて おくが 作老の 趣向 ュ 御座 候、 最 期ュ 至り 經 

高 ヲ滅ス が 則 大功 也、 そ れヲ秋 布 同様 二 前 i 働せ て は、 秋 布ヲ いつば い 

ュ遣ひ 候 事な りが たく 候、 實 錄の 瀬川釆 女の 事 も その 妻 菊の 貞操 ヲ專 

文ュ 世俗 申 傳候故 一一、 その 心 もち を 第一 一一 綴りな し 候、 伹 しひが 事に や 

1 輸 栗が 秋 布 を 勾引の 段、 秋 布 輪 栗 に 手 もな く 短刀 を 打 おどさ れ、 手 ご 

め (に脫 力) なる 立 ま は り あま， o よは し、 少 し は 太刀 打 させたら ばよ から 

ん どの 寧 

これ は 只 その 皮肉 ヲ 見て 作者の 骨 髓を見 玉 はざる 故、 左 思 召 候なる ベ 

し. 君 の ご ど きょく 稗史ヲ 見る 人 すら かくの 如 し.. 况 只 死服ヲ もて 見る 

人に は、 いよ、 さお も ふべ し、 彼 段 二 秋布ヲ よは，、 綴り 候 も、^; 者 の 意 は 


不 然 候、 輸 栗の 巧 言 秋 布 を わ が 女 兒也ど い ふ、 こ の 事す ベ て さ も あ りけ 

んか ど 思 ふば かりなれ ば、 秋 布 も 虛實ヲ 定め かね て. 朐 塞り 落涙に 及 び 

よ、 ト 泣き 候 事. 本 文 一一 見えた り、 然 ルに俊 平 ど 角 口つ のり 旣に圆 ^に 

及ぶ ュ至 り、 秋 布 こらへ かねて 轎子ヲ 切 破 ，9 出る 時 、輪 栗 息 ふき か へ し 

てうちむ かふ 程 に、 旣 に說 迷され た る 半信半疑の 秋 布 は、 面 ヲ對 する も 

か さ 

不意 故猶豫 せし ヲ、 輪 栗が いちはやく その 短刀 をう ちお ど し、 芨 にか、 

りて 手 ごめ にせし 也、 秋 布に この 迷 ひなく ば嘉 ニ郞ヲ すぐ 討ん ど 思 ふ 

念力 あり、 いかで か 輪 栗に おめ ど 手 ごめ にならん や、 これ この 作意 

、、、、、、、、、*、、、、、、、、、、、、、/•、、、、、、 

のおく の院 二 て、 當 時 秋 布の 心 もちに なりて 綴りた るに て、 所 云 骨 p.? 也. 

君 すら 貴 評 こ、 に 及ば す、 誰 かよく 拙作 ヲ 見る もの ぞ、 實 二 嘆息の み、 御 

1 笑 く 

1 糸 萩が 妬み 餘り 一一 癡 二 過た り、 が や う なる 痴女は ある まじき ど の 事. 

これ も 今時の 只の むすめに して 見れば、 一 向に 辨へ もな き. 痴 呆に 似た 

S 三 


六 〇 四 

ひ、 然 ., に 糸 萩が 亂心は 前世の 因果 ヲ 引く ゆ ゑに て、 は じめ 今理の 段の 

糸 萩 VJ おなじから ャ、 譬 ば 吉次ど 出 あ ひし 後 は 物の怪の つきた る もの 

ど 一 般 也、 則 是が 趣向 二 て 左なくて は 結局の 因果 物が たり 二 都合し が 

た く 候、 父 母 も 人々 も 見物 もしれ 易キ事 に、 糸 萩 ひどり 迷 ひの 解ざる は 

故 ある 事に て、 痴 ビ いふべ からす 候、 且 三年 前に 吉次 は；^ 浦 ニ^ ど稱し 

て 今 S へ 行し 事な f も、 み な 前 因の 係る 所 二て 糸 萩の 業ヲ果 すべきよ 

しあれば 也、 但 ひが 事に や 

1 龍祌ヲ あまり 遣 ひ 過た るビの 事、 この 龍祌を 酢， 一 も酒鹽 二 もっか ひ 

候 は、 魚 蔬の 用意 すくなき に、 本 膳に どり 硯 蓋、 吸 物 迄、 只 一 枚の 鯛 かひら 

め に て、 い ろ く にして く はせ るが 如し、 これら 尤 作者の はたらき V」 見 

る 人 も あ り、 但 しひが 事に や 

右 後 集 は 二十 餘 年後の 急 案、 木に 竹 ヲ 接ぐ 心地して 一 向 一一 緩ち 院 > ひも 

な き に、 年 々板 元に 責 られ已 むこ ど を 得 す、 ど やら かう やら 尾 ヲ附候 も 


、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、、ゝ 、、、、、、 

の 故. 一 場 も 得 意 の 段 は 無 之 候 へ ビ も、 さ ト ノビて 凡 心せざる にも あらす 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、へ 

候、 人 物 は 前 集の 外 二 多く 役名 ヲ ふやさぬ が、 作 者の 苦心-一 御座 候、 これ 

は 貴 評に も 御. 察 しの 趣よ く 聞え 申 候 

八 犬 傳七輯 出 板の 遲 滯を氣 にし て、 板 元の 消息 を 待ちわび なが ら、 從 來 の 

致し方 不實 なり v> て、 斷 然面會 を拒絕 したの も、 翁 のきかぬ 氣 象が 現れて 

面白い。 

妙々 奇談 は 鵬齋， 詩佛、 米 庵， 五山、 文晃 等の 惡ロを 綴 つ た 物で、 爾來此 類の 書 

が續 出し て、 互 に樂屋 さがしの 惡ロ雜 言 を鬪 せた ので ある。 黨同 伐異の 

陋弊を 歎息し て、 求 めて 兄た くもなし ど いった 此 翁 も、 當 世 奇話ビ いふ 小 

冊子の 最 先に 評 一永 滸ー羅 貫 中 罵お 琴 一の 见 出し て、 槍 玉に あげられて 居る。 

儒者の 番付 も械々 あつ て、 そ の いづれ であるか は 不明 なれ ど、 多 分 溫知叢 

書 第 三 編に 收 めた 妙々 奇談の 後に 附し たもの を 指す ので あらう。 こん 

なた はい もない 物に 自分の 名 を 入れて 貰ふ爲 に、 壹 朱づ 、入 銀 するど は 

き玉 
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隨分 安直な 名譽 である ひ 

山崎荬 成の 文 敎溫故 は文學 の沿牮 を簡 E にしる した 好 著で あ る。 そ れ 

を 好古 餘錄ビ 外題 を か へ た 本の あるの を、 何 故 だら うど 疑って ゐた が、 此 

手紙に よる ビ、 賣 れ なかった 爲 に、 書 肆が 勝手に 改題した ものら し い。 

一 八 犬傳七 編め 之 事、 先便に も 如 得 貴意 候、 三月 中句 後 板 元よ b 付不. S. 

候、 四 五月の 間 兩度迄 人 遣 し 安否 尋 候へ Vj も、 いつも 主人 他行の よし ュ 

て 不沙汰 二 打 過 候、 風 聞 二 は 弟 方 本家 立 行が た く、 右 之 義ュ拘 り 不得寸 

暇 ど 中 候へ V- も、 實 は 夫の みなら す、 自 分の 內證 も甚 むつ かし く、 八 犬 傳 

前 板 は 多く 質 入いた し 有 之、 處 々より 注文 有 之 候へ ど も、 右 之 仕合ュ て 

すり 出し 候 事 も不 叶、 剩此節 右 之 板 流れ資 もの 二 出 候よ し、 如 斯仕合 故 

七 編 彫刻 は大 かた 揃 ひ 候へ ざ も、 製本の • 元 入 差 支出 板 延引の よし 二 御 

座 候、 二の 卷迄は 校合いた し 遣し 候へ V- も、 三 の卷ふ 末 は 校合す り 本 未 

 ク、、 、\  、、、、、お、、、、、、、、、、、、、、、、 ゝ 

見 候 先月 中 板 元叁り 候へ ざ も. 是 迄の いたし 方 不實ニ て 平生の 口 どち 


、、 ^、ゝ V  、>•、、、、、、  >*、、、>*、、、、、、、、、、 

が ひ 愴く候 問、 對 而不致 候、 ビ かく 八 犬 傳は板 元む つかしく 御座 候、 金 主 

ゝ、^ -.Ti  、ゝ f-、、^、、 ゝ、 \  ^、、、、、、、、、、 、、ゝ ゝ 

な き 芝^  二 て 立 もの 引^められ 候 VJ 一  般、 是 も 又 板 元で も か はり 不申 

1: 、、、、、、、、、、-、、、、、、、、、、、 \  、、、、、、、、 

候 は >  nr> つ  >  き 出 板 無^ 束奉存 候、 見 物 は 待 かね 飯 田 ゅ％1 宅 杯へ 皮々 

出 板の 有無 ヲ たづね 一一 被參候 仁 も 有 之よ し、 武家 力み は 當春 中前 金 二 

一 ひ. f. -、、 1 . 、： 、 ^w.  ^  、 ノ、、 、 ゝ 、 、 、 、 、 、 、 、 、 >  、 、 、 、 、 、 

板 元へ 代金 わたしお かれう り 出し 之 節 一 番 二 遣し/、 れ候樣 に ざた の 

ゝ、、 、、 、、ゝ 、 、、ゝ 、、ゝ ゝゝゝ ゝ、、 、、/,、、、、  f  、 

まれ 候 も 有 之 山 二 候へ ざ も、 右 之 仕 合 故い つ 頃 出板歟 難 計 候、 前 板 も 只 

，い、、、、、、、、、、、、、、、、、、、/ *、、、、/*、、 、ゝ 

今す り 出し 候 へ ば渴 し候處 故、 二  部 ク 、 屹 どうれ 候よ し 書肆 等 中 候、 

、、、、、、、、 

をし き 事に 御座 候 

一 妙々 奇談 御覽被 成 候よ し. これ は 素人の 藏 板-一 て壹 人前 壹朱ヅ 、 の 

入 銀に て出來 のよ し、 老 拙 はい まだ 見不屮 候、 最 初の 番付 やうの もの は 

只今 一向 無 之、 燈 師の 番付 は所藏 いたし 候へ 共、 儒 おの 番付 は 出る より 

はやく もめ 合 出來、 早 々かくし 候 よし二 て不 令兄 候キ、 いにしへ より^ 

の 黨鲴、 宋 の 三 傑の ご ビ き 宿 儒 先生の 威勢^ ひめ づ らしから す、 朿坡 な 

六 〇 七 
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V- は 伊川 を 罵る に 疫鬼を もてし 候 へ V- も、 程 氏の み 一 言 あらそ ひ 不^- 

候 キ、 業 はもの くしく 候へ V- も、 地 がね は 大俗ニ て 候 もの 世に 多く 有 

之 候、 尤 に が /\ しき 事なる に、 梓 行いた し 候て 後世 迄 二 恥 を 遺 し 候^:.、 

いかなる 心ぞ や、 實 に 嘆すべき 事ど存 候へ ば、 求 て 見た くもなく 打 過 申 

候 

一 水 5,  二 て 御 梓 行の 臺灣鄭 氏紀事 は、 あ はれ めでたき もの 二 御座 候、 山 

崎 美 成が 文 敎溫故 は 一 向う れ不申 候よ し、 兩 書 ども 當年出 板、 被 成御覽 

候 哉 

^少年 錄の 禱杌間 評に 依った こど は、 木 村默 老の國 字小說 通に も 一 寸ぃ 

つて ある が、 此 書面に よって 其の 由來が 精し くわ かる。 撿閲 官に對 する 

不平 は 今日で も絕 えぬ 事で ある が、 慕 末の 窮屈 さは 思 ひ やられる。 賄賂 

どか 贈物 どか いふ 文字 を頻に やかましく 言 つ て、 取 除け さすの は、 我 身 に 

後^い 覺 えが あるから で、 そ れが ため に 文章 を 害 ひ 前後の 關係を 失 ふな 


ノレ の 迷惑 を訴 へ た 文句 は、 この 後の 手紙に も往 V 見えて 居 る。 

1 過 頃 御 允 借 之檮杌 問評綠 牡丹 兩部、 當盆休 中 繙覽仕 候、 檮杌の かた 文 

章 も 宜 候、 E 末の 魏忠 賢が 事 を 旨^ 作り 設候 もの 二 て、 二十 四 五 囘迄は 

1 向の 作り物 語 ュ て おもしろく 覺 候、 末 に 至り 明 史の趂 二 合せん どせ 

し 故、 其 事實 に過テ 却お かしから す 候、 綠 牡丹の かた も 相應ニ 出 來候も 

の 二 候へ ，，、」 も、 兩 作 どもつ  >  まやかなる 事 は 無 之 いづ れ (も 脫カ) 大 放し 

の 事の み 多き は、^ 作者 なれば なる ベ し、 禱 杌 のかた よき 所 半分 ビ黑 (マ 

こ 牡丹，， -舂 ませ 荬 少年 錄の 趣向 一一 取 組、 此 節 晝夜共 右よ み 本 著述 一一 取 

りか、 り、 三 の 卷ノ上 ま で 稿 之 候、 板 元せ ひく 正ハ屮 二 出 板 v> 急 ぎ 候、 

私 方は隨 分間ヲ 合せ 候へ 共、 書 エト 板木 師 二 て 毎度 慕 支 候 故、 正 月のう 

り 出し 心 も V- な く奉存 候、 一一 一四 月 -ー 至り 候て はう り 出し 時節 あしく 候 

問、 も し 正月 製本の 問に 合 かね 候 はか 秋ュ 至.，， う り 出し 候 樣談じ 置 候、 

然〃 處又壹 部よ み 本の 作無據 受ケ ねばならぬ 義理 合 も出來 そうに 

六 〇 九 
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候 * も し 左 候 は  >  黑 牡丹の 方 は 引 放 し、 別 の 物-一い たし 取 直しつ^ 'り 遣 

し 可 申 哉 ど も存 候、 ビ て もつ き 崩し この 方の ものにせねば 用 立 不中候 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、ヽ 

へ ノ n も、 乍 去 少しに て もより 處有之 候 へ ば、 さ らすぢ より 樂に 御座 候 故、 

御 借書ュ て 大に资 を 得 悅び中 候、 今 にろ くく 不被成 御覧 候 書 を、 久 し 

く引留 借用 仕 候 事、 無 心 之 至り 恐 入 候へ 共、 右 之 仕 合に 御 座 候 間、 今 姑 く 

御 か し 置 可 被 下 候、 飜棻 もの ヲ 先 一一 被 成 御 覽候而 、後原 本ヲ 御 覽被成 候 

方、 却 御た のしみ 二 も 可成 杯ビ 手前勝手 のみこお つけ 申 候、 御 一笑 可 被 

下 候、 檮 杌の方 美少年 錄の 書名 二 は 不都合の ものに 候へ 共、 無 理ュ 合せ 

候つ もり ュ て 綴り かけ 申 候、 いづれ 大部 もの 七 八 編 ュ も 至り 不申候 は 

》 全部 致 まじく 候、 來春四 冊 处 £ ュて 五册出 來、 引 つ  >  き 二 編め も II り 

來秋ニ 編め 出 板、 夫 より 年々 ニ編ヅ 、 出 板いた し 度よ し 板 元 申 候、 う ま 

くその 通り ュ ゆけば よいが 存候事 一一 御座 候 

1 禱杌間 評 前の 藏穽 のぬ しの 所爲 なる ベ し、 情 機 間 評 V」 しるし 有 之 候、 


是は唐 山に て 機 字 ヲ省文 一一 机 ども 書 候に よ り、 杌 ヲ机 VJ よみて 機 どし 

るし 候 事 ど 見え 候、 書 名 は 檮杌に 御座 候、 窮 奇檮杌 はわる 者の 事 一一 候、 禱 

杌の熟 字 すら 知らで は 此小說 いか  >  よみて 解し 候 哉 無覺束 候、 前 の ぬ 

しの わざな， 5 ども 是は御 書 直しお かれ 候樣ニ ど奉存 候、 く れ <\« も 御 

蔭 二て よ ほ V- の 資を得 候 て、 感 戴 奉 多謝 候 

1 傾城 水 滸傳六 編 上下 ニ帙 先月 中旬 致 出 板 候、 定而被 成 御 覽候半 ど 奉 

存 候、 同 七 編 並 二 漢楚赛 初 編 も 五六 日中 二 うり 出し 可 中 候、 當 年 は改方 

、、，、w い、，、 •、！、〖、、、、、、、、、、、、、、、、、 、 、 

ュ て 彼是 禁忌 を 被 申^ 賂な V- い ふ 事、 或 は ひ ど や の 事、 役 人 庄官な Vj い 

ふ. 事 も 忌 れ、 甚 困り 申 候、 彫 刻 -ー 出し 候 もの は 入木 直し 等いた し 候間不 

都合 之 事 も 可 有 之 候、 其 思 召-一 て 御 覽可被 成 候、 近 來彌 拙作 流 行、 諸 枝 元 

の責を 請 候 上、 枠久病 ュ て 家事 外事 共老拙 一 人の 身上 ュ か、 り、 大抵 明 

六 時より 夜 は 亥 中 迄 寸暇 無 之、 い かなれば 如 此被役 候 事 哉 VJ  、われな が 

ら あやしく 候、 來 寿 は 諸 板 元へ かたく 斷候 而、 著 作の 數を 減じ 折々 息ヲ 
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吻 く 心 がけ ュて 罷^ 候、 金 翹傳杯 も處々 禁 忌 を. £• 立ら れ 困り 中 候、 改 方 

、、、、、み、、、、、、、/"、、、、、、、、、、、  >  、、ス  、 

小 說物杯 は 夢にも i た ろ 事 な き に や、 何 事 も當世 w 自身のう へ に 引く 

ら ベ 、やかましく いはれ 候. か やうの 事 も 候へば 一 向 戯作 は止メ て、 折々 

たのしみに 書林 一一ての み 致 侯 まこ どの 著述の み 一一 可 致 哉 ビも存 候 程 

に 御座 候 

俳諧 營 業者が 花の 下の 稱號を 難 有が つた やうに 狂歌 全盛の 時代に は、 宗 

匠號の 金看板 も營業 上必耍 である。 かねぐ- 此 事に 熟 心 な 真顔が いよ 

いよ 其 目的 を 達した 得 意 さは 想像に 餘， o ある。 藤色の 装束 をつ けて 笙 

第 篥の昔 樂 入り で、 し か つ ベ らしく 披講 を や つ た 眞颜の 様子 が、 目 に 見る 

やうで 噴飯に 堪 へぬ。 しかも それが 實は詐 僞師に 一杯く はされ たの だ 

VJ あつ て は、 いよく 以て 前代未聞の 珍 說 だ、 了 阿 は 村 田 了 阿で ある。 

一 當地 狂歌 師 四方 歌 垣 g 事 六樹園 | し 事、 當秋 中京 都 ニ條樑 よ， 9 宗匠 

號御 免許 補任 之 やうなる 舉 害 を 被 下、 御 自詠御 自筆の 御 歌 二 各々 藥玉 


ヲ添被 下、 其 上水 干 烏帽子 差 貫 等 一 式 之 装束 ヲ被下 候よ し、 眞 0  ^狂歌 

師點者 萬 象 亭は准 宗 匠、 其 次々 もの 四 人 は 宗匠 格 どやら 申 事、 眞 M 飯 盛 

は 藤 色、 准 宗匠 は 極薄 藤 色、 宗 匠 格 之 もの は トキ 色 どやら 中 事 一一 御 座 候、 

願 ひ 候 二 も あら す、 か の 御 方 之 思 召 二 て 被 下 候よ しなれ ば、 進 上物 も 手 

がるく 太刀 馬 代 銀 馬 代 等-一 て事濟 候よ し、 六 樹園は 九月 中旬 兩國大 の 

V. ゝ 、 ゝ 、 、 V  、  V. ゝ ゝ V.  V.  、  V. 、 、 、 、 ゝ V. 、- -、  >  > ゝ；、 CP 、ヽ」 い 

し 二 て 宗匠 弘の會 いたし 候へ ざ も、 装 朿は 不着 用、 上 下の よし 眞 ^は y 

ゝ /- ゝゝ、 、、ゝ 、、ゝ ゝ、、 、、ゝ ゝゝ； 》-w  、ひ、；；^  fc£〔c、、 

井 IE- 天 祌別當 所 一一 て 弘メ會 いたし， おの/ 、装束 二 てね り 候て 座^ 入 

、ゝ、 、、、、>»、、、、、、、  ^  、、、、、、、、、、、  、c 1, 二, 

い たし、 御書幷 二 速 中. の 歌 披講の 時、 うしろ ュ て樂を 奏し 候よ し^ 代ォ 

聞の 珍說 一一 候、 あ さく さの 了 阿 法師が わるくちに 

ァ 、 ラ ようが まし や 宗 匠な h- の 翁た ち めんば こ あり ，、」 思 ふば かりに 

彼 人々 は 徒弟 を 集め 門戶を 張 候 て、 波 世ュ いたし 候 事故 さも あるべく 

^ へ V、」 も、 隱 逸の 心より 見れば 風流 はう せて きの V-  くなる 事に 思 ひ 候 

あな かしこ (以下 四 項 省略) 
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茲に 紹介す る もの は、 文 政 十二 年 二月 十二 日の 日付で ある。 馬 琴の 手紙 

が いづれ も 委曲 を悉 した 詳密な 長文で あるの は、 當 人の 极機强 い 事を證 

するど 共 に、 今 曰の やうに 三錢の 切手 一 枚で 何處へ でも 飛んで ゆく  V」 い 

ふ譯 にい かす、 一 々飛脚 を 賴んで 江 戶 から 松 坂までに ニ迥間 も か、 る 程 

f2 劫な もので あるか ら、 自 然 あ れも是 も ノレ 慾 張つ て 書いた もので あらう。 

我々 の 手紙 は 極 文句の 時候の 挨拶な V- は 候文で 書い て も、 少 し 面倒臭い 

用件に なって 話が こみ 入って くる ど、 いつのまにやら 言 文 一致に なって 

しま ふの が 常で ある が、 馬 琴の 手紙 は 流石に そんな 事 はない。 別に 骨 を 

折って 書いた もので はない が、 始 終 文體が 一貫して、 しかも 痒 ゆい 處へ手 

の 屈いた 行き方 で、 言 はん VJ する 所 を 言 ひつく して ゐ るの は、 書 簡 文の 標 

本- yj すべきで ある o 

以下 書中の 事實 につ いて 多少の 蛇足 を 加へ て、 江 5, 時代の 文 學史に 疎い 


人々 の 理解に 資する。 尙々 書の 所に ある 傾城 水 滸傳は 合卷の 草双紙で 

その 初 編 は 文政 八 年 正月の 出版で ある。 水滸 傅の 人物 を 勇婦 烈女に 翻 

案した もの で、 此 冊子 は 金 瓶 梅 VJ 共に 馬 琴が 合卷物 中の 大作で 又當、 り 作 

である o 

水 滸傳の 評論 云 々 ど い ふの は 馬 琴が 最も 得意な 十八番で、 水滸傳 の隱微 

を 解した もの は、 天 下 只吾楚 のみ だ ど 常に 誇って 居る。 傾城 水 滸傳八 編 

の 序 に、 宋 江 は 逆賊 な り、 そ れを 忠義 ビ いふ は 解し 難し ビ いふ 或 問 を 設け 

て、 之 に 答へ て、 

子 は 只 水滸の 皮肉 を 見て 未だ 骨髓を 知らざる の み. 宋 史に载 せた る宋 

江 は 逆賊に して 降りし もの 『な り、 か くて 水 滸傳を 作りし 者、 這 贼の字 を 

反覆し て、 宋江を もて 忠義 す、 よ りて 彼稗史 なる 宋江は 初は循 吏、 中 は 

反 贼、 後 に 至て 忠 ほ た り、 反 詩の 趣向 は 天 S 地煞 の惡星 出世の 應驗 にて、 

則宋 江が 眞 面目 總て好 邪の 條 にあり、 かくて 石碣 天降りて、 苒び 妖魔 を 

六 1 五 


六 一六 

鎭 めしよ り、 觸 宋江 のみなら や、 凡 一 百 零 八賊皆 忠義の 良士ビ なれ り、 か 

、れ ば勸懲 正しから す、 善 惡 無差別の 趣向 多 かる は、 妖魔 出現 の 問に し 

て、 最後の 宋江 最後の 百 七 人 ど 同じから す、 浮 屠 家の 所謂 卽心卽 佛、 反 .0 

すれば 非 心 非 佛、 成 佛は得 易く して、 無 成 佛は最 得が た し、 是 に 由て 觀る 

ど き は、 水 滸の 忠義 は虛 名に し て、 妖 星 も 又 塔-兆なる を、 金 鎏 歎す ら尙嗞 

、、/•、、、、、、、、、、 

ら で， 多 く 評 言 を 費したり 云 々 

傳馬町 御 店 は 殿 村 家の 江 戶 出店 をい ふ。 新藏 V」 いふ はこれ も 松 坂の 豪 

家 で、 同 じく 江 戶 に 店 を も つ て をる 小津桂 窓の 事で あ る、 桂 窓 名は久 足、 又 

與右衞 門 ども 稱 し、 百 足 町小津 家の 主人で、 文雅 を 好 み ^ 琴 ど 親 交が あつ 

た。 馬、 琴が 篠齋 への 手紙の 中に 小 律 氏 は 太平の 樂 民、 羡 しい 身の上 だ ど 

いって 居る。 

殘櫻記 は 南朝 方の 事 を 記した 伴 信 友の 著述。 屋代 翁は藏 書家 ど して 有 

名であった 星 代弘 賢の こどで ある。 


馬 琴が 方位 家相 を やか. ましく 言 つた 事 は、 人 の 知って ゐる 所で ある が、 此 

信 卬は晚 年の 不幸つ  >  きで、 いよ /) 甚 しくな つた やうで ある。 併し 最 

初 はこ 、にい ふ 如く ほんの 道樂 から 起つ て， そ れが 段々 深入りし たもの 

VJ  i  * ^る。 

水 滸畫傳 は 初 編十册 だけが 馬 琴の 翻譯 で、 二 編 以下 は 蘭 山の 嗣譯 である。 

馬 琴が これ を 中止した の は、 南柯夢 (水 滸薔傳 初 編の 翌年 刊行) の揷 書の 事 

で 北 齋，、 」 不和に なった からだ どい ふ。 二人共 負けぬ 氣 の、 爭 論の 末 物 分 

れ になった もの ヽ互 に その 技倆 を 認め 合って 居った の も 面白い。 北齋 

は 馬 琴が 一 々口 やかましく 指圖 をす るの が 業 股であった ど 見て、 いつも 

作者の 下繪 通りに は 書か す、 强 ひて 反對に 書いた。 そこで 馬 琴 も 後に は 

この 呼吸 を飮 込んで、 この 人物 は 右に か 、 せよう ど 思 へ ば、 わ ざ ど 下繪に 

は 左に か き、 上 に V」 思へ ば、 わ ざ ど 下に 書いた VJ いふ 事 が、 別 の 手紙の 中に 

出で 居る。  、 
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琴魚樣 VJ ある 

靑 砥 文、 窓 螢 餘 

年 十 一月 二十 

日、 三十 八歲で 

傾城 水滸 

初 板 をお 

依 之 先年 

直させ 候 

無 之、 板 元 

(前 文 略) 

〇 拙著 新作 

御手に 入 被 

傳 殺生 石 は 


二  六 一八 

は 篠齋の 弟で、 櫟亭琴 魚 どいつて- it 琴の 門人 ビ なって 刀 筆 

談 等の 小 說を著 した 人で ある。 琴 魚 はこの 翌々 年、 天 保 二 

一 日 四十 四 歳で. C  くな り、 M 琴 の 悴宗伯 は、 天 保 六 年 五月 八 

歿した。 

傳初篇 ふ 三 編 迄 此節苒 板に 取 か 、 り 候、 板 元 物 入 を い どひ 

つか ぶせ ぼり に 致し 度存 候へ 共 最初の すり 本 板 元に 無 之- 

娘 共へ 遣し 置 候 校合 卞り をビ りよ せ、 ほ り 極 わろ き 所 は 書 

つもり 筆 ェぇ談 じ 遣し 置 候，、 昔 ふ 草 ぞうし 合卷 類の 再 板 は 

の 僥倖 古今 未曾有 V- 申 事に 御座 候 

傾城 水滸六 七 八 三 編、 漢楚赛 、金 毘 羅 船、 金 魚 傳、 殺 生 石 ニ編悉 

成御覽 候よ し 御 略 評 被 仰 下 忝 承知 仕 候、 其 內水滸 八 編 金魚 

近頃 打 廻り 候 山に 付い まだ 御 熟 覽 は 無 之よ し 追 々御覽 之 


上 貴 評く はしく 可 被 仰 下 候， 唐 山 小説の 譯文 どのみ 御 見なしな き檨に 

奉 希 候、 傾 城 水 滸も此 節に 至り 云々 ど 思 召 候よ し 本望の 至に 奉存 候、 右 

評論 八 編 之 序に チ ョ ット あら はし 候 所、 如 貴 命大服 目に て 和漢 VJ も 人 

の氣 のっかぬ 所に 御座 候、 右 水 滸傳の 評 を 別に 綴り 候樣 御す、 めの 趣 

忝 承知 仕 候、 かねて は 水 滸書傳 を 著し 候 節 附錄ビ 可致存 居候へ V- も、 近 

來 見識 か はり 翥傳之 譯文を こ V」 わり 候て いたし 不申候 故、 せ めても の 

事 ど 存、 傾 城 水 滸傳の 自序に 少 しづ 、書 あら はし 候、 さ れば， V」 てこの 評 

を 別に 一 書に いたし 候て は 中々 多く うれ 可 申 品に 無 御座 候、 藏 板 杯に 

いたし 候 は  >  格別、 何分 賣 物に はな. o か ね 候 故、 何 ぞ隨筆 物で も 著し 候 

節 その 內 へ 書 あら はしおき 可 申 候、 乍 然 近年 板 元の 利德 になり 候合卷 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、 

もの、 作に 追れ 一 日 も 寸暇 無 之 候 間、 隨 筆 物 等 あら はし 候 事 も 成が た 

*、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、 

く 何事 も 生活の 二字に 覊 せられ、 いななる 著述の みいた し 居候 事に 御 

座 候、 御 賢察 可 被 下 候 (三 項 中略) 
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六 8 

1 美少年 錄第 一 輯五 冊當月 八日に うり 出し 申 候、 か ねて 御 約束に 付 板 

元え は 去 屋敷 ふ 被賴候 V」 .ST  、壹 部 vj りよせ 候に 付 同 九日 傅^ 町 御 店 迄 

差 出し 候、 其 段 昨日 新藏 殿え 及 物語 候 處、 右 代金 取替 勘定 爲濟申 皮よ し 

被 申 候、 只今 に て 無 之 候 ，ヒも 不苦候 間 いづれ 本 着の 上 五月 前 迄にても 

御 序の 節に て 可 宜旨中 候へ 典、 小 津 ぬし 被 申 候 は ケ樣之 事 かねて 被 頼 

候 間、 ビ り 替出銀 之 方 勝手よ ろしく 候、 か やうの 慰 もの は 店 中へ も 遠 盧 

のす おも ある ものに 候 へ ば ど 被 申 候、 そ の 義も可 有 之 事に 候 へ ば 則 小 

津ぬ しふ 代 銀 請 取之爲 念書 付 わたしお き 候、 委細 は 小 津氏被 申 候 へ 共 

爲 念如此 御座 候 〇 扨 右美 少年 錄 早春 多務中 夜々 せわしく 校正いた し 

壹部 打つ  >  きて はよ み 不申候 間、 此 節再閲 いたし 候 處カケ 候 所 句讀の 

〇 等、 多 く ほりお VJ し候處 直らざる はさら 也、 徘 徊を 俳徊 ど ほりち が へ 

さ  し 

獨女ヲ ひ VJ りむす め VJ つけが な あやま り、 然 らんに はヲ然 らんに はト 

あやまり 候、 書 ちが へ たる 歟 ほりた が へ たる 歟ケ樣 之 誤り 多く 有 之. こ 


れら は^ 書 

候 へ 共、 五 の 

然る 稃に 

の氣色 を 

VJ あ り、 ！！：冗 は 

-7 づき 

肆 月 也、 遠 く 

> ひ プ き て 日 

たし 五六 丁 

じめ て 見出 

ニ輯 にこ ビ 

御心づ かれ 

十 一 一 行 (丁 の 

0 懇 友が た 


幷 板木 師 の所爲 

卷 十二  丁め のお 

^十郞 ぬし は愆 

蒙、 りて 周 防へ か 

作者の 大 あやま 

も あらぬ 四の 卷 

月ち がへ るビ 難 

づ 、むしり 取に 

候、 然 れ ,€ もはや 

わり 置 可 申存候 

候て 御 評 中に 云 

誤 か) ノ うら 秋 捌 

へ も 御 兄せ 可 被 


に 候へ ば、 さ のみ 作者の 咎 にも 成る まじく 

り 阿 夏が 珠之 介に 過來 しかた を ー不 す 條 に 

る 事 あり て、 そ なた か 三 歳の 秋^ 月 に 主君 

へ され 給 ひし かざ も 云々 

りに て 瀬 十 郎が周 防へ 追 か へ されし は 夏 

の はじめに 此事 あれ ば、 御 見物 も大 かた は 

じ 可 申 候、 冗 紛 多用中 夜々 せわしく 校合い 

もて ゆかれ 候 故、 此誤 一 向心づ かす 此度は 

及 出 板 候 故いた し 方な し、 これらの 義は第 

へ  >、」 も、 他 人 は ^まれ かくまれ 貝 兄 は 早速 

々ぐ」 可 被 仰 下 候 義，、 」 奉存 候、 右 之 本 五の 卷 

,フ づき 

月 ヲ夏肆 月 VJ 御 はり 直しお き 被 下 候 て、 扨 

下 候、 何 分お ち 付 候 て 校 合 も な りかね 毎度 
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かやう の 說有之 候 事に 御座 候、 夏 四月 を 何 V」 て 秋 八月 ビは書 候 哉 V- 再 

按 いたし 見 候へ ば、 阿 夏 幷に木 偶 介 父子が みやこ をた ち て、 か まくらへ 

赴ん V」 せし は 秋 八月 也、 そ れを 不圖思 ひたが へ 候て 瀨十郞 が 周 防へ か 

へ され 候 時日に あやまり 候 事 ビ被存 候、 勿 論 別に 稿本 ど 申 ものな く 心 

一 つに たヽ みこみ 腹 稿の みに てぶ っ付ケ 書に 綴 り 候 一本の みに 候 間. 

かやう の 思 ひち が へ も 有 之 候、 御 一 笑 可 被 下 候、 追 々長 曰に もな り 候 間 

御手 透 之 節 御 熟覧の 上 御高 評く はしく 御 聞せ 可 被 下 候、 尤 も 美少年 錄 

すり 本 板 元 ふ大阪 へ 登せ 候 は 三 四月 比に も 成る ベ く 候、 夫 ^大阪 にて 

製本いた し賣 出し 之 時節 を 見 計 ひ 候 事 故、 當 秋 か 冬なら では 御 地へ 本 

廻り 申 まじく 哉 ビ奉存 候、 そ の 節 迄他鄕 へ 本 ま はり 候 事 は 板 元 幷に引 

請 江 より 捌き 候 もの 甚厭ひ 巾 候、 然 處內々 にて はやく 被 成 御^ 候 様 

取 計 候 事に 付、 此義御 心得 被 下 あまり ハ ット本 御手に 入 候 事 御^被 下 

まじく 候、 就 中 御 地の 本 や 杯に 聞せ たくな き 事に 御座 候、 此 段 御^知 可 


被 下 候、 老 拙 手 

曰 に n がき、 

1 平 山 冷 燕 四 

、、、、、も 

見出しの 由 さ 

也、 乍 去 趣向 は 

御座 候、 石點頭 

もしろ く 覺矣 

一 殘櫻記 之 事 

奉 存 候， 然 處 舊 

此ぉ 先 便 彤 中 

及 候、 萬 々窣謝 

1 方位 宅 相 之 

ち ど 昆 たく 存- 


み はやく 他 鄕へ本 遣 

にくき 筋 も 有 之 候 也 

才子 傳去秋 中 被 成 御 

、、.、、、、、、、 

こそ ど 珍重に 奉存候 

淡 薄に て 今の 流行 二 

は 未 被 成 御覽候 哉、 こ 

ま 年 十月 中 上 候 處、 御 

臘星代 翁より やう / 

に 得 貴意 候 故 御 承知 

候 

事 近 來迄老 拙に 一 向 

三 四 年 己來^ 々その 


し 候な^ 申 事、 流布 

二 項 略 一 

覽候 付、 石 魂 錄前集 

、四 才子 傳は 能文に 

あ ひ不屮 候、 文 人 の 

れは 一. ト きり もの 


藏書御 かし 可 被 

ヽ允 借せられ 候 

ビ 奉 存 眩、 依 之 御 


いたし 候て は 後 

、の 本 居 (本據 力) 御 

て 詩句 聯句 杯 妙 


下 


力 


眷 念 不致候 處， 近 ご 

筋の 書 を M 取 熟 讀 


歡び 候小說 

な が ら、 よ ほ 

候よ し 被ぬ 

早速 寫し取 

し 被 下 候に 

ろ 追々 流行 

翫 味いた し 


に て 

V- お 

下 忝 

屮候， 

は不 

に 付 

候 へ 


丄ハ 二三 


六 二 四 

共よ み 易く 解し 難き ものに て、 一 朝に は 自得いた しがた く候處 どかく 

もの を極メ 申さねば 濟 さぬ 癖 故、 多 用 中 夜々 熟讀 或は 老の ねざめの 曉 

毎に 工夫 を 凝 し、 や うやく その 方に わけ 入り 發 明いた し 候 事 も 有 之、 依 

之自 試み 或は 人に も 施し 候 處、 责 に 有 驗の事 多く 禍福 的然 あらそ はれ 

ぬ 事に 御座 候、 陰 德 にもな b 可 申 事故 方位 宅 相手 引 草の 書 を 著し 可 巾 

候 ど S ひお こし 候、 是 迄處々 に て 出版の 書に よき もの も 有 之 候 へ 共、 そ 

の 術 を惜み 素人に はわ^らぬ 樣に辔 あら はし 候 故、 世 人 一 統の爲 にな 

りかね 候. 拙 者 は その 術 を惜ま や、 た れ にも わか， 5 候 様いた し 度 存候 事 

に 御座 候、 これらの 筋-一 入用の 書 

協 紀辨方 

これ は康 照帝欽 差の 書に て 天朝に ももち わたり^ 本に て 流布いた し 

候. 先 比 ふ當地 書林 を 穿鑿 いたし 候へ 共、 只今 右 之 書 多く 無 之よ し に て 

未 入于手 候、 御 地 竝に津 の 山形 屋な V> 御 序に 御 尋可被 下 候、 代 佥贰兩 み 


貳兩貳 分 位 迄に 候 は ^御 買 取 可 被 下 候、 もし 御 地に 無 御座 候 は ヶ當年 

杯 若 山へ 御 出かけ 被 成 候 は ^定 て京攝 にも 御 逗留 V」 奉存候 、其 間 京大 

阪 にて 御ビり 出し 被 下 候 樣奉願 候、 尤 老拙方 にても 愈 i 江 戶に無 之 候 

はば 大阪 懇意の 書林へ 可 申 遣 候 へ せハ、 左 檨 いたし 候へば 高 料 にても Sex 

取 申さねば ならす、 こ 、らの 意味 も 御座 候 間、 不 圖心付 願 S 中 候、 此 外 崇 

正 通 書 通徳類 情な ざ も 入用の 書に 御座 候、 是は江 戶 に も 可 有 之存、 先 日 

鶴 やえ 申 遣し 置 候へ ざ も いまだ 本 差 越し 不申 候、 協 紀辨方 は 江 芦 書林 

處々 たづね 候へ A ハ 、無 之 様子に 付 御 勞煩奉 希 候、 さ れ ば^て 只 今 差 急ぎ 

候 事に も 無 之、 御 失念な く 御 便り 宜候 節より く 御 穿鑿 被 下 候 樣奉希 

候 也、 又 一 ッ申 試み 度 事 御座 候、 高 井 蘭 山 あら はし 候^ 滸騫傅 第二 編舊 

冬 出 版、 當 早春 借りよ せ 候て 致 一 覽 候、 貴 兄 は 未 被 成御覽 候よ し、 如 貴 命 

書 はさす がに 北齋に 候へ ば 不相替 よろしく 候、 乍 去 作^より 窬稿を 出 

さす螯 ェ の 意に 任せ か、 せ 候 ど 見 え て、 V」 かく 書ェ のらく に 翥れ候 問 

六 二  W 


初 編に は 劣り 候樣 に被存 候、 著述 

處 多く 一 向に 骨の 折れぬ ものに 

尾 可 致 候、 只 水滸傳 のす おのみ 書 

卓 吾本の 奕よ く 似た る ものに 候" 

せし こ ど よ ビ存候 事に 御座 候、 且 

昔 は韵 鏡に 本 づき 假名 は 古 假名 

を、 yy- ク どす るよ しな Vj こど わ 

れは 物に もよ るべき 事に て、 迷 惑 

古人 久しく わく ビ よみ 來た， 5 候- 

は婦 幼に は 何の こど やら わか り 

よし なれ ざ 、い ゐひ のかな づ かひ 

るかな 彼 人 著述 是迄 あたり 作な 

れ のみなら で 水 滸傳に 見え 候 事 


六 二 六 

は 手み じかに 綴り 候 故、 通 俗 本 同樣之 

御 座 候、 あ の 通りに 候 は  >  百囘 早速 滿 

つらね 候までに 御座 候、 唐 山に て は 李 

-を しき 事 か な、 あ たら 水 跻傳を 略文に 

簡 端に 作者 譯 文の 大意 を 述候處 に 字 

によるよ しにて、 洒 食をシ ュ シィ簑 笠 

りお かれ 候、 尤 なる 事に は 候へ ざ も そ 

の 惑 も 音 コ ク にて フクの 昔 はなき を 

- され. ばビて メイ コ ク どかな つけ 候て 

がた く 候、 且 假名 は 古 假名 を もてす る 

すら 多く 錯亂 いたし 候が 兌え 候、 故 あ 

し 人情 をよ く 解さぬ 人歟 VJ 存 候、 只 - J 

の 或 問 をのせられ たる 條 に、 宋 の徽宗 


欽宗の 時 秦檜ビ いふ 惡 宰相 ありて 

候、 徵宗 欽宗の 時に は 蔡京童 貫 等が 

これが 水 滸傳の 趣向の 出る 所な 

檜の 政 を 執りて 多く 善人 を 害せし 

時 は秦檜 は微官 にて なかなか 政事 

ら はれて 年經 て^て 本 國に歸 てよ 

事、 通 俗 本で もよ む 程の もの はし， 5 

いはす して 秦檜ビ 書れ し は 暗記の 

に存候 事に 御座 候、 且亦水 滸傳を 今 

はれし も、 あ まりす まし 過た る 事に 

も 思 はぬ やうに 被存 候、 ケ 檨の心 も 

折らぬ も その 故 あり ビ返す /\ も 

りよみ て大て ぃ樣子 しれ 候 間、 書 ば 


云々、 朱 子 程 子 も 宋人也 云々 ビ 書 れ 

政を亂 りし 由 は 水滸馎 にも 見えた 

るに 何 ど て 秦檜ビ は 書れ しに や、 秦 

は 南 渡の 後 高宗の 時に あ り、 徽 宗 の 

に 口出しす る 者に あら す、 金 國へビ 

り、 そ ろ /) 立身して 宰相に なりし 

たる 事に 候、 然 る を蔡京 童 貫が 事 を 

失 か 老耄故 か、 これら 就中き の ざく 

の 草 ぞうし 合卷 やうの 物同樣 VJ い 

て 中々 水 滸傳の 作者の 深意 は 夢に 

ちに て 水滸傳 を 譯し 候へ ば、 ほ ね を 

嘆息に た へ す、 わ づ かに 壹 の卷 ばか 

かり 熟覽 して 早速 返し 候 也、 いかで 

六 二 七 


六 二八 

一 わたり は御覽 あれ かし ビ奉存 候、 但 し 世評に も 口 給な き 故 さみしく 

且 一 冊に さし 薔三 丁づ 、なる も、 書 傳 VJ いふに たが ひて すげ なし ど 巾 

す もの 多く 有 之 候、 な れざも 百 八 人の 像 は 半 丁に 二三 人ヅ 、 別に 一 卷 

ど いたし、 これ ははな しても 賣り 候よ しにて 只今 彫刻 最中 ど 及 承 候、 こ 

の 出 像の 卷 はさす がに 北齋筆 なれば 評判よ ろしく 屹度 責れ 可屮 どお 

候、 出 板 之 節 見 候て いよくよ く 出來候 は^その 所 計 求 置 可 屮存候 事 

に 御座 候 

三 項 中略)  ， 

1 琴魚檨 ^かく 御 病身の よし、 いかで 御壯 健に いたし 度 祈. £• 候、 枠 杯 廢 

人 同様にて 何事 も出來 かね 候ピ かく 壯健 長壽 ならでは 思 ふ 事 も 成が 

たき も の、 天 性ビ はい ひながら 生涯の 損に 御座 候、 御 保養 專 一、 い っぞゃ 

進上の 養生 訣なざ 御翫眛 あれ かし ビ奉存 候 (以下 略) 


篠齋の 答 書中に 屈服の 文字 ある をいた く氣 にさ へ 、屈服の 字義から 說き 

始めて、 一 々その 批評 を 辯駁 して 「かくても 僻事に 思 召 候 は 3 "御 屈服な く 

御敎： i 奉 希候ゥ 」 執念深く いやみ を 並べ、 唐 山の 批評 法を說 いて 篠 齋に敎 

へ、 金 聖欺も 水滸の 骨髓を 悟ら す、 そ の 隱微を 洞見した る は 乃公 一 人の み 

どの 大氣 焰、 條 齋 ならざる 者 も 屈服せ ざる を 得ぬ 次第で ある。 

第一 項ので く 介 云々 は、 美少年 錄 一 輯 第五 囘に 「木 偶 介 (お 夏の 夫) は 又 小 夏 

ゐ  うち はや  まひ を， 

(木 偶 介の 携 子) を 將 て、 四 條 河原に 赴きつ、 吹 鼓し 舞踏ら し て、 僅 に 其 曰 を 送 

る 程 に」 云 々ど あるに 對し て、 篠 齋は 舞踏 をして 餞 を 乞 ふ もの ど 認めて 評 

したる を、 瑪 琴 は 飴を賣 り その 餘 興に 舞踏す る 意な り ビの答 辯 なれ V/ こ 

の 文章 だけで はさう は 受取れ す、 馬 琴 は 飴 どい ふ詞 なく て、 只 四條 河原に 

立つ どのみ ありて も、 江 5, 人 は 皆三吉 飴の 類 V」 思 ふ べし ど い へ V- 、これ は 

隨分 無理な 强 辯で、 襟齋 はい さ 知らす、 吾蕺は 到底 屈服す る 事 は出來 ぬ。 

曲亭の 小說に 芝居が、 b の 趣向 多き は 何人も 認める 所 で、 そ れ を 今更ら 

さ 1 九 


山ハ三 〇 

しく 辯 解す る も 野暮な り、 文 句い さ 、かも 淨 瑠璃 本 を 借らぬ ビ いふ もい 

か  >、 彼 の 七五調が 淨 瑠璃に 負 ふ 所 多き も 明白な事 實 で、 例 を 引く まで も 

なけれ ビ、 美少年 錄 の 瀨十郞 お 夏 後 朝の 所に 「下 星に 到 る笤階 子の、 手揭も 

高 き 足 音 に、 蹈 覺 まさる 、折 介 は、 稍 身 を 起し 見 か へ り て、 慌 て ふためき そ 

あさ き そら  しめ 

ど 直 す、 足 駄は 雨後の 且 開、 天 は 晴れても のち 濕 る。 笠 星お 夏が 別れ路の 

名殘は をし や 鴨 川原、 おもう 郞は ゆく 水 VJ ビ  >  めかね つ 、見送りけ り 一 ど 

あ る 類、 純 然た る淨 瑠璃の 段 切なら す や。 又 これ 程淨 瑠璃め き 正本め く 

が 嫌 ひなら ば、 其 作が 直に 芝 に 移さる 、を 好まざる ベ き に、 そ れ は又大 

得意の やうで ある。 何でも 人の 言 ふこ ビには 一 往槻 をつ いて 見ねば す 

まぬ が、 此 人の 性癖 ビ見 える。 

(文政 十二 年 三月 二十 六日 付) 

八 犬傳七 輯上帙 並に 美少年 錄初輯 木 偶 介 小 夏を將 て四條 河原に て 云 

々等の 貴 評の 御 答 等、 御懇 友の 義故 心事 無 覆 藏申上 候 處、 逐 一 御 再 答 承 


知 仕 候-如 賁命 面談なら ば 一 句に て 

しく 開え 候 もの 故 きびしく 申斷候 

文中に 屈服々々 ビ 多く 御 記し 被 成 

VJ 奉存 候、 す ベ て 屈の 字 は 冤に も枉 

れ には理 あれ V- も その 理を枉 て か 

ち 候て 無理に たしな ませ まねら せ 

存 候、 か ら國 にて 冤 ある 罪人 廷 尉の 

V- は 君が つねに 見 給 ふ 俗語 小說に 

かお も へ V- も われ はしかお も はす 

にて 屈服 は 勿論す ベ て 人 を 冤 屈い 

此義 より 申斷り 奉り 候、 御 再 答に 云 

字に かけて 見れば 御內 心に はさ は 

介意 ありて は 不快 候 故、 か へす ぐ 


も 事濟可 申處， 筆談に て は 何 か 物々 

様に も 可 被 思 召 候、 乍 去 御 再 答の 御 

候、 是 は懇 友の 間にて はいかに ぞゃ 

にも かよ ひ 候 事 也、 屈 服- V」 い へば わ 

れに從 ふの 義 なれ ば、 何 ビ やら 耳 だ 

候 樣に聞 え、 限 りなく 遺慽之 事に 奉 

面 i§ へ 出る V」 き、 叫 屈 ど ある こどな 

も 多 し、 何 分 巳 來は無 御 屈 服、 汝 は し 

^被 仰 下 候 方 忝 可奉存 候、 懇 友の 間 

たす 事尤 冥加お そ ろしく 存候 故、 先 

々 ど 風 柳の ご ビき御 答 も 屈服の 二 

不思 召よ し はしられた り、 懇 友 中に 

も申斷 りた く不省 失敬 及 此篛猴 也、 

さ 1】 I 


ろ 


但し 今の 俗語に 退屈 又 屈た く 杯 VJ い 

は 人に 對し ていふ 義 にあら す、 人 に 對 

i 憾々 々 

一 でく 介 四條が はら 云々 の 事、 ら- う の 

に 思 召 候故藉 落せ す、 御 地に も 地げ い 

云々 VJ 蒙 命 候 故、 尙 又 奉 盡心緖 候、 で く 

る 故、 乞 兒の ゑせ さるが うして 餞 を 

評なる ベ し、 四 條 河原に 立て 世 を わ 

る 事 そのご ビ くなる ベ し、 こ の 差別 

うして 鈴 をう りて 活業 にす V」 いは 

も、 いか にせん 當 今三吉 あめ 杯唱て 

せ 歌 を 唄 ひ、 を さなき 女兒 にお ざ 

、生活に する もの あ り. 木 偶 介 は 則 これ 也、 い く つ 


乞 

こ 

を 

を 


ふ は 

して 0. 出 

すげ 力 

しゃ あ 

介 小 夏 

？ _s もの 

る もの 

はやく 

力 やう 

は あめ 

お V> ら 


六 三 二 

& え 


將 

血 貝 


へ 


も 

訂 

H 

V、 


の 


こ 

徒 


あ 

の 


候 へ ビレ も、 そ れ 

冤枉 V」 同篛 也、 


くお ビ り 

の 事御存 

河 原 云 々 

思 召 候て 

人乞兒 

は， 云 々 の 

る まじけ 

鉦 を 鳴ら 

かり 場に 

せ ば 禁 忌 


候樣 

の 事 

ど あ 

の 貴 

も 5 

猿が 

れ V- 

し ゑ 

立 つ 

- - ふ 


れ てむ つかし く、 且 三吉 あめ の 類 もし こ の 書 を 見 ば、 で く 介 は 癡漢に て 

且枉 死す る 故 よろこぶ ベ から す、 文 化 中 大雨 車力 を 流す ビ い ふ 地口 あ 

ん V- ぅノ 出し ヲ見 て、 車 力 共大に 怒り その 家 を 破 却せ し 事 あ り、 か  >  る 

ためし も 候 へ ば 傲 をうる V」 い ふこ ビ はかくして 書ぬ 也、 傲 ビぃ ふこ ビ 

なくて 只 四條が はらに 立ビ ありて も、 江 戶人 は三吉 飴の 類 ど 誰も 思 ふ 

ベ く 候、 雨 國 にて 軍書 講释 をす る も新內 ぶし を かたりて 人 をよ する も 

かげ 薔 をして 人 をよ する も、 み な兩 國橋邊 にたつ ビ いふべ し、^ 落せぬ 

は 禁忌に よって 飴ビ いふ 事 を かくせし にも あらん 歟、 勿 論お 夏 は 高名 

の 妓也ビ も 美少年 錄 にて はこよ なき 淫婦に て、 只 珠之介 を 引出す まで 

の逍 具につ かひし もの なれ ば、 た ど へしみ たれ 候樣に 開え 候ても 疵に 

はなら や、 周 防に て 門 づけ をす るに 至りて は 論な し、^ はか やうに E.3 ひ 

候て 綴-りなし 候へ ど も、 此處御 氣 に入不 申ば 是非な し、 かくても ひが ご 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

どに 思 召 候 は > 御 屈服な く御敎 諭 奉 希 候 

六 三 三 


六 三 四 

1 八 犬傳赤 岩の 段、 一 角 は鄕士 なる に 童 扈從は 過分の よし 貴 評に 付、 云 

々 ど 御 答申 上 候 處、 な ほ 男の 童 ど あるかた 可 然思召 候よ し 一 ト わたり 

は 聞え 候、 乍 去 憑 意 はしから や 候、 一 角の 妖怪た る 事 は 諸 見物の しる 處、 

その 相手 は 名に お ふ 八 犬士の 一 人た. る 現 八 也、 か 、れぱ 一 角が 景様 を 

いかにも おも くれて 物々 しく 書な さ ^れ ば、 看 官 見つ 、 ひや す る 

やうに は 思 はぬ 也、 童 扈從 をつ かふに 格式の 差別な くば 疵 になる まじ 

く 候、 後 の 打 扮の長 絹 長 袴 も 右の 意に てつ いりなし 候、 し か ろ を 芝居に 

似たり どて 嫌 ひ 給 ふはい かに ぞ や、 縱 其 打 扮立ま はり は雜 劇の 趣を寫 

し て も、 文 句い さ かも 淨 瑠璃 本 を 貸ら す 芝居の 正本め かぬ 樣 に書ビ 

る を、 作 者の はたらき ど 見て もら はねば 骨折が ひなく 奉存 候、 拙 作に は 

毎度 此 ふり 合 多し、 これら 御氣に 入らす は 是非 もな し、 淨 る 、リ 本ビ 正本 

めかぬ 文辭を うれしがり 候 人 も往々 有 之、 世 にい ふ 千 差 萬 別 なれば 一 

人の 好 憎 は 公論に あらす ど 申せし 也、 か くても 猶 ひが 事に 思 召 候 は *、 


御 敎諭所 仰に 候 

1 雛 衣が 疵口より 玉の 出る 事 云々 ビ 

したる 事 也、 玉 の 出る 所以 も あらまし 

檨申上 候處、 亦 云 々 被 仰 下 候、 な る 程 

もやう によりお し付ケ たれば 殺さる 

を 打 かける であら ふな v> 思ふビ き、 果 

たぐ ひに て 御 推量 被 成 候 事 得心 仕 

ふ 事す ベ て 芝居 役者の 立 ま はりの 巧 

來 に拘ら ぬた ぐ ひ ど 相似た る やうに 

見す る もの 故 十に 八 九 は 看官只 その 

小說は 文の みに て かたち を 見せぬ も 

の 巧拙 ど 文章の 巧拙 を 論じ 中 候、 金瑞 

な Vj に 御 心 を めら れ候は  >  、恐 が 言 


蒙 命 候に 付、 し か 計に てはバ ツビ 

考 得させられ 候て 御 示し 被 下 候 

芝居な V- 見物して をる ビ き、 そ の 

、であら ふ、 こ 、ではお し 付鐡炮 

して 推量の ごどくなる 事 あ り、 其 

候、 む ベなる かな 君が 拙作 を 見 給 

拙 をのみ 評し て、 狂 言 の 出 來不出 

奉 存 候、 芝 居 はかた ち を もて 人に 

役者の 巧拙 をのみ 論じ 申 候、 俗 語 

の 故、 よ く 見る もの は 第 一 に 趣向 

が 水滸の 評、 張 竹 坡が金 瓶 梅の 評 

の誕 ざる を 思し 召 あてらる ベく 

さー 宝 


候、 唐 山の 評者に 作者の 瑕羝を のみ あなぐ り 批評 

氣に 入らぬ 處は 措て 論せ す、 只 その 作 意 の 隱微を 

る を 評者の 手 がらに いたし 候 事 也、 今 のよ み 本 を 

1 人に 限 す、 唐 山の 評者 ど は 見 V- ころ いたく 異に 

の ご ど く、 只 その 立 ま はりの 巧拙 ど 文中の 瑕疵 を 

口い ふ を 尊 文 ビ する の み、.^ ビ りが たき 所 杯 をう 

V- は 却 て^て 不論候 故、 か ら國の 批評 ビは うらう 

失 ふこ ど 多 し、 犬 夷 評判記 のころ にも^ 斷を申 上 

圖 がまし く 失敬に は 3- かりて 得 不申候 き、 ね が は 

目の つけ 所 を 御 合 點被成 候 は  >實 に 御 見 巧者に 

答に きびしく 申せし にあら や、 此 義を御 さビり あ 

親切に 御座 候、 畢竟 作者 は御懇 友に て 貴 評 毎に 及 

共 古人の 佳作 を 後生の 評した らんに は、 そ の 作 意 


六. 三. k 

する もの ！ 人 も なし 

評する 人 は 乍 憚 君 御 

て 芝居 役者の 評判 0 

のみ あなぐ り て、 わ る 

まく.^ 曰 どり たる 事な 

へ にて 作者の 面目 を 

たく 思 ひ 候へ V- も、 指 

くばから 國の 評者の 

可 被爲成 候、 先 便の 御 

れか しど 思 ひ 候 老婆 

御 答 候 故、 埒 も 明 候へ 

の 隱微を 得 見 V」 いけ 


や その 骨髓 を得不 極し て、 惣 な 

金 瑞が水 滸の評 其 外の 人々 の 

事 は 一句 もな し、 氣 に 入らぬ 所 

專 文に いたし 候 也、 そ れ すら 金 

て 彼 I 百 八 人に 初 中 後 三 段の 

题たる こ VJ なきに あらす、 1 句 

瑞 VJ いふ ビも 見物 魂に て シ テ. 

なませ 奉， 9 貴 評の 口 を 鉗る に 

て おんめ のつ け 處を易 給 は > 

給 ふべ し、 飽 まで 小說 もの を 御 

間 肺肝 を あら はし 候て 忠吿仕 

也， 西 遊 記に も 悟. S が 長老 護 短 

蓮 謎 短の 題目 あ り、 所 云 護 短 は 


る 批評せば 是 古人の 佳 

批評に も聊 なる 班 を あ 

は 措て 不 論、 只 その 隱微 

瑞が 水滸の 評に 宋江を 

差別 あ る 骨 髓を得 悟ら 

も わる 口 をい はで も猶 

ならぬ 故 也、 か くいへば 

あ ら す 、ね がはくば 役者 

鬼に かな 棒に て、 第 一 の 

好きに て 吾 黨 の爲 第一 

候、 護 短 は 賢 不肯、 /J もに 

ど いふ こビ 多く 見えた 

まけ をし みの 事 也 、愚 老 


作を誣 る 也、 依 之 

なく  h ノて 評 ^9 る 

を n% あら はす を 

始終 大奸 賊ビ 見 

ざり し 故、 佳 作 を 

見ち がへ あ ，5、 金 

ヾ」 て 巳 後 をた し 

評判記の 趣を捨 

御 見 巧者に 至り 

の 知己 ビ 奉存候 

あるべき 人の 解 

b  、金 瓶 梅に も 金 

もこ の竊 あろ ベ 


さま 


六 一え 


げれ ざ も わが 

*V6 ゐら せし ご 

年  一 R! も廢せ 

に 出来の よき 

える までの 大 

著し 候 故 近年 

板 元の 居 ざい 

思 ひたが へ 見 

問の 要は 理義 

ち が ひ 候 事 を 

は 奸賊を 忠臣 

ある 隱微を 見 

へ る 哉 不叶ゃ 


事 はし 

ビ き 生 

ま れ 

や ま 

力 く 

く そ 

VJ す 

り 

す、 理 

•1 ナ 

見 ビ 


れ易か 

物し". 5 

な く 三 

にて 拙 

hy は す 

考候事 

の を 

こど 多 

る を も 

^しそ 

義 にち 

て 味 へ 

> け て、 


ら 

百 

も 

力 

力 

作 


す ，人 の 護 短 は 

て 秀才 上智に 

種の 著述に わ 

が 多く  VJ も、 見 

くもお も はす 

なく 多く はな 

さぐ を 第 1 の 

り、 そ れは 一 時 

第一義 W す、 そ 

じ は ある.^ じ 

へ る やう なれ 

理義 にあ はぬ 

の 巧拙 を 論ず 


見 

ら 


ゆ 

候、 勿論 年 


ざ 彼 


る 


な 

を 


み 

ヾ J 

し、 

よ 


し 

候、 

善 


る も 

ノレ も 

歷. た 

ら れ 

中數 

て 書 

X  、- 

り い 

水滸 

中惡 

向 の 

評 す 


也、 しられ 

說は 四十 

ば、 そ の 內 

指 をく は 

の小說 を 

ら し、 加 之 

し 候へば、 

せ ん. 學 

く 義理に 

傳 のごビ き 

後忠の 三 段 

理義 にかな 

る ヌ ど s-  ^ 


ベく 候 哉、 尤 を こが ましく 失敬 至 極、 释 加に 法 問 孔子に 說經 にひビ しく 

こビを かしく 可 被 思 召 候 得 ノレ も、 ケ 檨の 折なら では. &が たき 事 なれば 

肺肝 を 吐 候までに 御座 候 〇 木工 作が て つばう にて うたる 、處の 御 評 

は 琴 魚 樣御發 言 の よ し、 さ すがに 著述 御手 かけ 故、 作 者の 苦心 を 思 ひ や 

らせ給 ひし 事 ど奉存 候、 本 紙に しるし 候た ね彦 並に 眞 顔の 評論 は 一 ト 

わたりの 事に て、 よ く 拙作 を見ビ  >  け 候 事 vj は不存 候へ ど も、 し か れ V- 

も 目の つけ 所 諸 見物 V」 異 也、 琴 魚樣 もこの 兩 人の たぐ ひど 申べ し、 あ な 

かしこく 

(以下 金 瓶 梅の 梗槪 及び 西廂 記の 解題 百 數十行 略 之) 

五 

今囘の 手紙 は 著述 進行の 樣子ゃ 支那 小說の 批評が 大部分で、 さまで 珍ん 

い 事 もない が、 條齋、 默老、 桂 窓の 身上に 關し、 三人の 交 涉が窺 はれる 所が め 

つけもの である。 默老は 高 松 藩の 家老で 木 村 亘 (名 は 通 明) ビ い ひ、 國 字 小 

六 三 九 


六 四 〇 

說逋、 京攝 戯作者 考の著 あ り、 これ は 馬 琴の 物 本 作者 部類から 思 ひ 付いた 

らしく 其の 補遺 ど 見るべき ものである。 此 他女汕 外史の 翻譯 や、 聞 く ま 

S の 記 V- いふ 著述が ある。 安政 三年 十二月 十日 八十 三 歳で 歿した。 桂 

窓 名は久 足、 松 坂 百足 町小津 家の 主人で 本 居 春 庭の 門下で ある。 殿 村？」 

共に 松 坂で は 有名な 素封家 本 町 小津の 別家で、 馬 琴の 書簡 中に も 小 は 氏 

は 太平の 樂民羡 しい 身の上で ある ビ 言 つて 居る。 桂 窓 は 安政 五 年 十一 

月 十三 日 五十 五 歳で 歿した。 三人の 中 默老が 一 番 年長で 馬 琴 VJ は 七つ 

ちが ひの 弟、 篠 齋は 十二ち が ひ、 桂 窓 は 三十 七ち が ひの 最 年少者で ある。 

三人の 中 馬 琴が 篠齋ど 最も 親密で あつたの は此 書簡に 見 ゆ る 如く、 萬 事 

に 行 屈いた 緻密な 性質が 馬 琴 ビ意氣 投合した もの ビ思 はれる。 

作者 部類 は 「天 保 五 年 甲子の 春む 月 七く さは やす あした、 蟹 行 散 人 蚊 身 田 

の 龍 脣窟に 稿 す.  一 VJ のみ 序文に ありて、 著者 不明な りし が、 十 數年前 伊原 靑 

々園 氏な りし か 、職 々の點 より 考證 して 馬 琴の 著述な らん ど推斷 さ^し 


が、 此 害 簡 に 「中 本 作者の 編 末 へ少々 分 註 加入いた し 候 云々」 V」 あるに よつ 

て、 愈 i 叨白疑 ふ ベ からざる もの ビ なった。 

「しり う ご £ は 平 田 篤 胤、 海 野 幸 典、 小 山田與 淸、 石 川 雅 望、 岸 木 由 豆 流、 屋 代 輪 

池の 六 人の 惡ロ をい つた 小冊子 で、 著 者 は小說 家. W 人の 匿名 を用ゐ て^ 

る。 百 家 說林. の 解題に は、 大槻修 二 氏 の說 なり ビ て、 小 林 歌 城 の 作に 擬し 

た れ ざ、 歌 城 は 八十 五歲 まで も 生きた 人で ある。 馬 琴は此 書の 作者 を 知 

つて 居た ど 見 えて、 「作 者長壽 ならば 後年 昨 非 を さ ビ りて 實學 者の 域に 入 

る ベ からん に 短命な りし は惜 むべ き才 子」 ど いって 居ろ。 歌 城の 作で な 

い 事 は 明かで ある。 百家說 林 「鳥 お ざ し」 の 解題に 或 人の 說 どし て、 し り う 

ご ど は 駒 込西敎 寺の 住職 某 及淺草 田圃の 西德 寺の 住職 某の 筆に なれる 

を， 川 崎 重 恭の助 筆せ る ものな り、 但 し 重 恭の助 筆 は 篤 胤 以外の 事なる ベ 

し V」 あ る。 靈恭は 江， 戶の 人、 篤 胤の 門人で. 天 保 三年 三十 三歲で 歿し た 人 

だ か らお 琴の いふ 所 ど 合うて 居る。 

六 四 一 


又 列 傳體小 

下 の 5iT 琴 も 

篠齋 の媳婦 

紙に よる ビ • 

窓 は 文通く 

が、 A 犬傳九 

1 件 は 後日 

(天 保 六 年 

(前略) 

一作 者 部 

贰ッ被 遣 

も その ま 


說史の 馬 琴傳に 

定めて 呆る  >  こ 

が 十三 年 振に 姙 

_ 正月 二十日に 月 

はしから す ビ 稍 

輯に 入れる 長歌 

の 手紙に 見えて 

正月 十 一 日付) 

類 二部 之 筆耕料 

候、 被 入御 念に 候 


之 を 馬 琴の 作ビ したの は 

ビ半响 ばかりで あら ，つ。 

娠 したせ び もし， よらく の 

足らす で 生れ て、 間 もな く 

不- 牛の やうで ある が、 年 若 

に 行 違 ひ を 生 じ て、 馬 琴 の 

0 る o 


差 引 御 勘定 拾 三 匁 三 厘 七 

篛糙に 落手 仕 候、 玉 銀掛目 


六 四 二 

飛んだ 間違 ひで、 地 


間 で、 こ 

死んだ 

な 桂 窓 

f  fern  E 

B 齊 3 


毛. 此銀 

少々 餘 


つぎの 手 

あ る o 桂 

なげやり 

破 裂 さ す 


朱 ト玉銀 

に 候/  V- 


、收候 樣被仰 越是亦 承知 仕 候、 右 兩玉銀 かけ 見 候處貳 匁貳分 

五 厘 許 有 之お 兩替 いたし 候 へば 右の 錢 贰百貳 十九 文に 戍 侯、 右 を 以 勘 


定 い た し 候 へ ば、 四 拾 五 文 過 

本代 御 勘定 之 節、 右 四 拾 i 匁 

は 桂 窓 子へ 被 遣， 且 先 本 之 事 

右 壹の卷 中 本 作者の 編 末 へ 

、、、、、、、、、、、、 

候 間 御藏 本へ 別紙 之 通り 御 

も .5- 遣 候 事に 御座 候 

1 ( 松 蔭 日記の 事 云々 略 之) 

一 踅冬 より 夜分 は 不眼且 寒 

中 迄 罷在候 故、 か ねて 借用の 

も 申 上 候 ご ビく花 影 は 先 達 

忘れ 候處も 有 之に 付、 先 づ 雨 

にて 且筆 ェ ハ キ どいた 

ろ く  ^候 故舊冬 全都 卷訖 り 


に 御座 

御 引落 

云 々 御 

、 、 、 

少 々 分 

書 入 被 


し 

、 

成 


へ 

被 


氣に堪 

雨婚 交 

而四五 

婚交 傅 

し、 燈下 


ハ〃 


並 

て 


み 


力 


候， 是 迄 恩 借 の 


預り置 候、 異 日 八 犬 傅 俠客傳 

候 檨奉存 候、 右 作者 部類 一本 

得 被 下 候よ し 安心 仕 候 〇 扨 

、、、、、、、、、、、 、 

いたし 候、 讪 別紙に しるし 上 

仕度 奉存 候， 尤 此段桂 窓 子へ 


§ 暮み 毎夜 倚爐 安閑 ど 亥 

隔簾花 影 を 毎夜 披見、 かね て 

かけ 候 處、 其 後久し く 成候而 

り 候 處、 此 小說 奇妙の 珍 書 

至極よ み 易く 事の 外お もし 

小說中 かば かり めでたき 妙 

六 四 三 


し、 rsrty 

作 は未覺 候、 尤 前編 平 山 冷 燕 に 似 かよ ひ候處 なきに あ らす 候 へ 共、^ 筋 

よく 通り 且 巧に 御座 候、 但 し 詩 は 前編 に 劣り 候 檨に覺 候、 譬 ば 平 山 冷 燕 

は 造化 天然の 名花の 如 く、 兩 交 娘 傳は其 をに せて 上 乎の 作りし 綵剪花 

に 似た り、 勿 論 二 才子 二 才女 も 平 山 冷 燕の 二 才子 二 才女に 劣り 候 故 也. 

此四 才子の 外黎 妓は拔 群の 才女に 候、 是 等は觀 昔の 化身 V」 か文昌 星の 

化身 VJ かせば よからん ど存 候、 又 强婚の 段に 綠綺 をに せ 物に つか ひ 候 

もい かに ぞ やど 存候， これ も 皆 前編に 不及 故に 御座 候^:  V- も、 是 は 慾 目 

にて 後編に かば かりの 物 多く 得が たく 候、 いかで 御 秘藏被 成候檨 奉存 

候. 尙 異日 寸暇 も あらば 略 評 御め にかけ たく 今々 心がけ 候 事に 御座 候 

1 隔簾花 影 兩三ロ 巳 前 やう やく 看 を はり 卒業いた し 候、 此 小 說も仕 入 

本に あら や、 作 者 こ 、ろ ありて 作り 候 は 勿 ！， M 也 畢 一莧 因果 應報 ビ色卽 是 

空の 四 字 を 說廣め 候の み、 新 奇の 趣向 は 見えす 候 得 ざ も その 中にはよ 

ろしき 事 も往々 有 之 候、 抑 金 瓶 梅 は 斑 山に て こ ビの外 歡び候 小 說に候 


へ V- も^ 眼な v> に はさば かりにも 不存 候、 そ れを 蒸か へ せし もの 故、 實 

は勞 しぐ 功な き 場に も 候 はん 欺、 譬 ばよ き 梅 也 ビ も 桃臺に 接ぎ 候 へ ば 

花 も實も 佳なら ざる ご V」 くに 候、 看 官が たは 何に よらす 未見の 小說に 

候へば あかす して 御覽 候へ V- も 生 が ご ど き 年中 小 說に飽 候 上 多 用 

中に 看 候 へ ば 作り物が たり は 和漢 ビ も 拔萃の ものなら ねば 眼に どま 

り不巾 候、 實 錄に 候へ ば 巧拙に よら や 速に よみ を はり 候へ ,€ も、 小 說 の 

中ぐ らゐ なる は 心 不進候 故 長引 候 事に 御座 候.. 御 一 笑 ど奉存 候、 な れ ノレ 

も 此書も 亦 珍奇に て 世に 多 かる まじく 存候、 いかで 御 秘藏可 被 成候樣 

奉存候 

右 兩書も 三 四月 比 返上 仕 候 樣被仰 越 丞知仕 候、 其 節 迄 に 序 目 は さ ら 也 

奇 字 杯抄鈸 いたし、 慕^の 比 返上 可 仕 候 間 かねて 御 承知 可 被 下 候 

一 八 犬 傅 九 輯の事 先便 云 々巾 上 候處、 云 云 被 仰 越 承知 仕 候、 舊獵ふ ほり 

立 校合に 取 か s り 二三 兩册は 校合 を はり 唯 今す b 込 居候、 壹 四 兩册は 
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初校の みに てい まだ 校合 相 濟不申 候、 板 元は 當月 下旬せ ひ/、 うり 出 

した い VJ せり 立 候へ ざ も惡 ばり 多く まじ は り， 就 中 壹の卷 は 以之外 ほ 

,9  3 朋し 中々 筆 も 入れが たく 候 故、 板 元方に て 下^し 致させ 十 一 月 中々 

下 直しに いたし、 一 咋日 やうく 初校す， 9 本 差 越 候へ ざ も、 ほ りちが ひ 

等 多く 有之兩 三度に て は 手 を はなちが たかる ベく 候、 ケ ^之 始末に 候 

へ ばう り 出し は 二月に も 成り 可 申 哉.. な れ ざ も 遠から や 被 成 御覽候 事 

は 一定に 御座 候、 出 板 之 節 如 例 二部 飛脚 へ 差 出し. E 段 等の 事 は 別紙に 

い た し、 御 賢 息 樣迄可 得 貴 意 旨 承知 仕 候 

一 俠客馎 は舊冬 追々 に 板大阪 へ 登せ 候 得  >」 も、 此節 右の 板 不殘坂 着 い 

たし 候 哉 難 計 候、 と びら は 彫工に て 故障 有 之、 板 登せ の 節 間に合 不申候 

故す り 本に て 登せ 候よ し、 此 節 やう やくす み 板 出 來、 わ くの いろ 板 はい 

まだ 出 來不申 候、 ケ 樣之 勢に 候 へ ばう り 出し 八 犬傳々 後れ 可 申 候、 なれ- 

V, も 是亦當 春 中に 被 成 御 覽候半 は 一定に 御座 候、 是亦か ねて 御 承知 可 


被 下 候 

一 新 編 金 瓶 梅 は 舊冬申 上 候 ご VJ  く 昨年 は 休 筆の 心得に て 罷在候 處、 九 

月 中^板 元 皮々 願 出 候 故、 十 月 上句 當座 のがれに 書 稿 十 丁いた し 遣し 

候 處、 右 のま 1 も 出 來候得 ざ も 何分 かく 氣無之 候 故 十 一 月に 至り かたく 

及 斷 候、 然 る 處板元 泉 朮伴頭 儀 兵衞ど いふ もの 又-願 出 候ば、 生 人え 御斷 

の 上に 又 願 候 は 恐 入 候へ 共、 金 瓶 梅 は 諸方へ 看板 も 引き 申 候、 且 ^板 も 

五百部す り 込 仕 入 置 候. 新 本の 紙 も 多く かひ 取 置 候 處、 當 年 出 來不申 候 

て は 外聞 內證 ども 極て 及 難義候 問、 おそく 成 候 どもい かやう にもいた 

し 早春う り 出し 皮 候 間、 御 昍濟被 成 下 候へ ど 被ロ說 候、 且 種々 おくり 物 

等いた し 候へ V- も、 お く， C, 物 はおし かへ して 一 ッも不 受候得 V- も、 板 元 

難義に 及び 候て は 不本意に 付、 窗 わり ビ筆ェ と 別に いたし かき かけ 見 

候 處、 そ れ にて は 工合 不宜候 問、 書 わり 計 二^り 盡 稿いた し 一 本 は書ェ 

へ 渡させ 一 本 は 犖ェっ  >  り 立 候へ ざ も、 夜 分燈 下にて は 細 書出來 かね 
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候 故 こビの 外く るし み、 十 二月 十七 口 八 之 卷迄書 を は， 9 十八 日夕 筆ェ 

出 來、 十 二月 下句 廿  一 丁不殘 彫刻 出 來、 大 晦日 四ッ時 二度め の 校合 相濟 

正月 二日に うり 出し 候、 そ の祌 速お ざ ろき 候 程 之 事に 御座 候、 勿 論 板 は 

、、、、、、つ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、 

ニッ にわら せ 彫刻 料壹丁 例より 一倍に て 金 貳分餘 ど やら 申 事に 御座 

候、 二日に 贰百 部出來 うり 出し 同 七日 迄に 千 四百 部 製本 出 來、 處 々へ 配 

り 候へ 共 遠方へ は尙 行わたら す ノレ て、 小 うりより さ いそく 被 致 手 廻り 

かね 候 ^、板 元 見せに て は うらす に 小う りへ わたし 遣し 候よ し、 正 月 八 

日に 板 元 年始の 禮に罷 越、 右 之 趣 申 述大悅 びに 御座 候、 依 之 松 坂 杯へ は 

本お そく ま はり 可 申 候、 例 の 方よりも し 不差越 候 は  >  右 之 御 心得に て 

御 催促 被 成御覽 あれ かし V」 奉存候 

一 大坂若 太夫 芝居 八 犬 傅 狂言 之 事 先便 云 々 得贵意 候處云 々 被 仰 越， 其 

後 桂 窓 子より 右 狂 言 書 本 差 越し 被 下 大悅不 少奉存 候、 早 速 默老へ も 見 

せ 候、 此 0 言 の 事當地 にても 存候 もの 折々 有 之 候、 御 禮申 つくしが たく 


忝奉存 候、 か の 狂 言 之 事 實に贵 評の 如く たるべく 致 想像 候 事に 御座 候 

一 俠客傳 三 集， 默 老子 評 書 入御 覽候處 、め で 度 思 召 候よ し 件々 御 譽詞の 

趣 早速 默 老子へ 通達 仕 候 處、 彼 人 內心は 鼻お ごめ かし 候て 歡れ候 はん 

歟. こどの 外 卑下の 趣に て 幼年よ. り武藝 にの み 出精いた し 詩歌 杯は尤 

も 不得手に 御座 候、 且 風流 は 餘 事に 候 へばい よく 及が た. き 事 勿論， に 

候、 只 松 坂の 雨 才子の 妙 評 を 引出さん 爲の 筆す さみに 候 處、 意 外 の 賞 褒 

にあ づ かり當 りが たく 候、 此 よし 宜傳 へ られ候 得 vj 被 申 越 候 

1 女 仙 外史 之 事 先便 云々 申 上 候 處右は 御藏 弃被成 候よ し、 よく 御行 屈 

成 候 事 ビ奉感 候、 默老俠 客 傅の 評 中に 被 引 候 鐵花仙 史の事 承知 仕 候、 此 

義は後 條に又 可 申 上 候、 御 照 覽可被 下 候 

1 瑰浦 通の 事 尙又云 々得 貴意 候處、 可 被 成 御覧 思 召 候よ し 承知 仕 候、 い 

つなり ビも御 都合よ ろしき 節 早速 貸 進 可 仕 候 間、 其 節 又 被 仰 越 候 桡舉 

存 候、 し かし 己の み 有 川の 事ど存 候ても 御 氣に入 可. 5 '哉 難 計 奉存候 
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一 しりう ご どの 事 先便 云々 得 貴 意 候 處、 右 之 書 は 先年 平 田 氏より 御 も 

らひ被 成 候て 御藏 弄に 候 へ ば、 いまだ 手に入 不. ^候 は  > 差 上 候に 不及 

趣 被 仰 越 承知 仕 候、 彼 書于今 手に入 不. S- 却て 幸 ひ V- 存 候ギ 田 氏の 答 書 

鳥お，，、」 しも 大 かた 同人より 贈られ 御所 持 ビ奉察 候、 屋 代 翁 の 答 書 金剛 

談も右 同斷歟 V」 奉存 候、 そ れを 今更 云々 得 貴意 候 は 遼^の豕 にて 恥 人 

候 事に 御座 候、 いぬる 比 右 屋代平 田の 答 書 一 本 合卷、 默 老子 外よ りかり 

出し 候よ しに て 見せられ 候 間 早速 寫 させ 置 候、 そ の 比默老 云し りう ご 

ヾ 」 の 書 は 好で 人の 非 を い ふたれ ば、 よ からぬ 事 は 勿論 なれ ざ も、 中 に は 

その 大家の 病 ひに あたり 候 事 も 見え 候、 畢 寛 こ の 答 はなく もがな V」 存 

候 VJ ありし に、^ 答 て 云 贵 意 の ごどく 君子 は 好 で 人の 惡を いは や、 か 、 

るた はぶれ ぶみ を 作りて 剩 板に ゑり て 流布せ し 事 言 m 同 斷の事 歟、 就 

中 輪 池 翁の 書 を そしりて、 キ セ \ でも ご ほした がよ しど いひし は 忌憚 

ら ざる の甚 しき 也. 書 は 巧拙に よらす 人に よりて 好 キ不好 ある ものに 


候. 殊 に 彼 翁の 書 はやん ご ビなき 御 かたに もどり 用 ひさせ 給 ふよし 承 

り 候 事 も ある ものに 候、 乍 去し りう ご VJ の 作者の よからぬ 事 は 勿論に 

候 へ 共 ，大 家 どして か、 る 誹謗に あ ひ 候 事、 畢 寛 浮 華 の 高 名 の 粜 に 候 へ 

ば實 にこの 答 書 はなく どもし る 人 はしるべく 候 得 V」 も、 門 を 張り 徒 

マ 、 

弟 を 集め 候 人 は 門人のお もはん 事もう しろめた けれ ば、 立 派 答なくて 

かな はぬ 事に 可 有 之 镔、 扨 そ の 解 嘲 も 悉く あたれり や 己 等 ご V」 き はわ 

、、、、、、、、、、、、 、 

きまへ がた き 事 もな き に あ ら す、 さ れば しり う ご ビ の 作者 長壽 なら ば 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 ゝ 

後年 昨 非 を さ V」 りて 實學 者の 域に 入る ベ からん に 短命な りし は惜む 

ベ き 才子，、」 存候 vj  €• 遣し 候キ、 平 田 氏 杯 は 御懇友 の 事故 快く は 思 召 ま 

じく 候へ V- も 外見に はかく 思 ひ 候 事に 御座 候、 この 一 條 はは  >  かり あ 

り 御 他 言 御 用捨 可 被^ 下 候 

1 八 犬 傅の 長歌 奮 冬 御腹 稿の 思 召 候よ し尤 よろこばしく 奉存 候、 前 條 

得 貴 意 候 仕 合に 候 間、 九 輯下帙 は 二月 比より 稿 を 起し 可 申 哉、 尤 六 冊 に 
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て は を さま りかね 候 半 歟、 九 輯拾逞 ト いたし 二三 册 ふやし 結局の 胸 だ 

くみに 御座 候、 左 候へ ば尙 しばらく 程 有 之 候へ ざ も 御 歌 は いかで はや 

く 拜見仕 皮奉存 候， 御 油斷 なく 御秀詠 あれ かし ビ所 希に 御座 候 

1 先便 貴 問に 任せ 機變の 事、 乍 失 禮御懇 友 S- 斐に申 試 候處御 海容の よ 

し、 件 々御 賞美の よし 被 仰 越 本望 之 至に 奉存 候， 就て 御 敎：！ の 孫 行 者 は 

功 成て 正枭を 得た b  、& 孩兒は 事なら す 降伏 せられて 正 梁 を 得た り、 佛 

ど 成る 役 使 ど なる ビ 高低 貴賤 は あれ V- も 機 變は同 じ 、正 菜 も 亦 同じ 

云々 の 御 辯 論 承知 仕 候， 乍 失 鱧 か 、る 御 論 はい まだ 西遊の 骨 髓を得 給 

はざる 故に こそ 候へ、 抑 三藏孫 行者 等が 九九 八十 一 難の 魔障 は 別物に 

あ ら す、 一 一 一 藏は卽 功 を 貪る ど 守 短の 祟りに よりて 魔障 あ り、 孫 行者 は 亦 

才を 負み て その 祌通 を賣 弄せし 祟に よりて 魔に あ へ り、 畢 一寛 その 魔 は 

三藏 行者の 心 術より 惹 出す 物にして 別物に あら す、 畢 竟 形 ど 影の 如し 

去る どき は その 影 いづく にあらん や、 この 故に 孫 行者 正 梁 を 得る に 及 


びて 紅 孩兒も 亦 正朵を 得ざる こビを 得 す、 孩 兒牛 魔王な ン ざ 差別 ある 

に 似た る も 魔 も 亦 佛也佛 も 亦 魔 也、 この 理を 推す VJ き は 紅孩& 孫 行 

者 は 一 心 一 體也 別物 ど すべから す、 さ れば 世に ある 人機變 によりて 事 

を あやまる ビ も、 そ の 機 變の非 を. 吾る き は 成哪の 域に 入ら ざ る こ ど 

な し、 年 來の催 債 種々 のロ說 はみ な その 人 機 變の心 術より 惹 出した る 

もの なれ ば、 旣 に 機 變の非 をさビ り て^を も V, し、 遂 に 自然に 任 すれば 

催 債 口 說も隨 て 消滅せ す VJ い ふ ものな し、 是 西遊 作者の 大意 也 VJ  0 は 

思 ひ 候 也， 一笑 千 笑 

1 若 山え 御 退隱之 事^ 臘 十日 過 頃に 御 出立の よし、 この 餘之義 共 あら 

まし 被 仰 越 承知 仕 候、 然 らば 舊臘ぃ よいよ 御 移徙ビ 想像 仕 候、 塞 屮の御 

道中 御 苦勞^ は奉存 候へ 共、 南 海 は 寒中 V」 はい へ ざ も 江 戶 杯ビ ちが ひ 

溫暖 にも 可 有 之 候へ ば、 御 凌ぎ 易き 方なら ん歟 ビ奉存 候、 姑 く御經 營 の 

御 苦心 を 御の がれ 御 心地 も長调 やか に て、 御 面影 も わかの 浦ち かく あ 
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ら 玉の. yj し を迎 へ させられ 候 はん ど、 い VJ  /) めでたく 奉賀 候、 御 想 婦 

樣御孕 身の よし 十三 ケ年 その 御氣色 も 無 之處、 此節右 之 趣 にて 御子 孫 

御 繁昌の 御 吉瑞さ こ そ 御 惣 容 樑 の御悅 申ば かりなく 蔭ながら 珍 重 奉 

存 候、 右 に 付 御 內政樣 は御附 添の 爲當年 四月 頃 迄 松 坂に 御殘 り、 貴 君 御 

壹人 まづ若 山へ 御 發駕被 成 候て 當三 四月 比 又 松 坂へ 御 立 か へり 被 成 

候 節、 御 令 政 檨御同 俘 可 被 成よ しさ こそ ど奉存 候、 そ れ迄御 一 人に て 御 

不自由に も あらせら る ベ き 歟、 乍 然 外ならぬ 御歡 びの 筋 なれば 御不自 

由 も 亦 御 後た のしく 思 召^ 半 ど舉存 候、 若 山 御 寓居の 御主人 御 姓名 幷 

御 居 宅の 街 名 等 くるしから や 候 は  >  心得の 爲 承り 置た く奉存 候、 若 山 

へ は年來 度々 御 出かけ 被 成 候 事 故、 さ すがに 他鄕へ うつらせ 給 ひし ご 

ど くに は ある まじく 候へ 共、 な ほ故鄕 にます ベ くも あら す、 四 五 年も經 

候 へ ば 江 へ も 御 出かけ 可 被 成 思 召 候よ し、 そ れ まで 命め でた く 候 は 

> 得 拜顏 候て 心緒 を 盡し屮 たく 奉 存候外 無 之 候、 只 是 迄 ビ ちが ひ 拙 翰 


杯 も 速に は 達し かね 候 半ビ是 のみ 遣 慷不少 候、 御 地の 趣 後便に く はし 

く 御 しらせ 可 被 下 候 

一先 便 一 寸得 貴意 候キ、 默 老子 去 冬 十 二月 上句い よ/ ヽ 國 勝手 被 申 付， 

姑く 在府 大義の よしに て 御 生 君より 金 百 雨 賜り 候よ し、 依 之 二月 は 妻 

子 を 引 速 レ高松 へ歸り 候よ し 舊冬被 申 越 候、 是 迄 ど て も 面會は 只 一 度 

にて 月ケ 文通の みに 候へ せハ、 さ すがに 江 を 放れて 遠く 讃 州へ 被歸候 

て はおの づ から 疎遠に 可成 候、 且 同人 息女 十五 歲 に. 被 成 候 を 同藩へ 嫁 

し 候 故、 舊 臘は こどの 外 多用の よしに 付、 鉄 花 仙 史の事 も 右 之 仕 合に 御 

座 候 間遠 慮いた し 未 申 遣 候、 是 は 彼 人 高 松へ か へられ 候 後、 彼 地より 御 

かり 受被成 候 方便 利 に 可 有 之奉存 候， 藏 書も悉 携られ 候よ しに 御座 候 

一 默老 高. 松へ 移徙 致され 候て は 同好の 友 も 無 之よ し、 貴 老 わか 山 御 返 

隱 之事舊 冬 御^. S- 遣 候處、 いまだ 御 目に か 、らゃ 候べ V. も 御 苘好之 御 

事に 候へ ば. 巳 來 文通いた し 御 心 易く 藏 書な ざ 貸借いた し 度 候、 紀 州 讃 

六玉 五 


州 は 隣國の 事に 候 へ ば 文通 はさ 

へ ば 愆老ビ 交遊の 心地に てな ぐ 

臘 一 兩度. 被 申 越 候、 野生 答に 篠齋 

候、 乍 去 平生 多用の 仁に 候へ ざ も 

w もい か い 可 申 越 哉 難 計 候へ せつ 

日より 寸暇 を 得 候 半 歟、 遠 方の 事 

たし 候て は、 そ の， 內に 貴 翁 の御發 

候 問 篠齋へ 御 狀可被 遣 候、 早 春 拙 

返事 候 へ ば、 早春 書狀 一 封 被 差 置 

此段御 承知 可 被 下 候、 書 籍 はこ VJ 

害鐯御 貸借に は 至極 可然 候、 外 に 

、、、、、>>、、、、、、、、 

高ぶらす 謙遜 正直の かたに 近き 

く 家 を 成し 候 人に 御座 候、 御 承 引 


六 五六 

ら な り、 書 籍の貸 進 もた やすく 候. 左 候 

さ め 申 度 候 間、 紹介 い たしく. れ 候樣舊 

ど 友垣 結ばせ 給 はん 事 於 愆 老 忝奉存 

是迄 年々 三 四 皮の 不過文 通、 巾 遣し 候 

-若 山え 返隱 いたし 候て は 松 坂に 在し 

紹介いた し 先方の 返事 を 得て 云々 い 

駕 にも 及び 可 申 悛、 則 紹介の 義は 心得 

翰 中へ 入 封いた し 松 坂 迄 可 遣 旨 を 及 

候に 付 御 屆ケ申 候、 右 之 趣に 御座 候 間 

の 外 好み 候 人に て 奇書 多く  V- り 入 候、 

はさば か り 有益 之 事 も 無 之 候 へ V- も 

性質の 桡 に被存 候、 第 一 節儉 家に てよ 

に 候 はい 默老へ 御囘報 一 筆 被 遣 可 被 


下 候、 夫 迄に 出立-被 致 

貴君の 御 才學ビ 御風 

得が たく 候へば 聊御 

、、、、、、、、、 

は 不得手 にて 文^な 

御座 候、 此義 かねて 御 

1 桂 窓 子 は 御 本家の 

、、、***、、、、 

く 候へば 俗事 第一に 

、、、、、、、、、 

から す 候へば 又. s 'す 

一 拙病痊 可の 御悅 び 

こ た り 梁 候、 眼病 は ど 

毒 をた ベ 候ても ふか 

たし 不. &候、 これ は老 

じ 候 間 今は懸 念 不 致 


險 ど も 引つ ゾ 

流 を 慕 ひ 被 申 

司 敵 ： よ 可 ま 

、、、、、、 

V- もく はし 力 

承知 可 被 下 候 

御 事 にて 多用 

出精 被 致 候 事 

、、、、、、 

事 も 省略いた 

御 叮嚀 被 仰 越 

か く 同樣に て 

く あたり 候 事 

病に て せんか 

候、 只 瘿痛 にて 


きその も 

候 故に 御 

成 候 得 V- 

、 、 、 

ら す 候、 さ 

のよ し 承 

、 、 、 、 

めでたく 

、 、 、/- 

し 候、 只 介 

忝 奉存候 _ 

あしく も 

も な し、 又 

たなく 候" 

步行は 勿 


より 迄 指 出し 

座 候、 同 好に し 

も， 此 老 何事 も 

れば 簡略に て 

知 仕 候、 彼 人 は 

、、、、、、 

存候、 これ も 文 

、、、、、、 

意 なき は 貴 君 

去年の 大病 は 

ならす よくも 

藥を用 ひ 候て 

左眼此 分に 候 

論家內 のた ち 

」ハ 五 七 


可 申 候、 何 分 

て 知己 も 亦 

、 、 、 、 、 

精細な る 事 

亦よ き 事 も 

、 、 、 、 、 

どし も わか 

、 、、ヽ ， 

通ュく  is し 

、 、 、 、 、 

の 外 無 之 候 

い よ お 

な ら す、 少 々 

.も き  >  も い 

へば 用は辨 

As は hs ち ネ 


便に て 困り 暌 へ，，、」 も- 

し 罷在候  間、 乍 憚  御 安 

罷 在 候. 寒 に 入 別して 

息つ よく 度々 危殆に 

ま， 9 も ある ましく 货 

可 有 之 V」 懇意の 老醫 

、、、、、/•、、、 

の 身 はさら なり 妻子 

、、、、、、、、、 

候 哉 心 ど も な き 事 な 

候、 御 憐察可 被 成 下；^ 

一 (時候 物 價の事 略) 

六 

尙々 書の 中に 見える 關 

け て 書家 VJ して 名高 か 


是は 老人の あたり まへ VJ 存候 

盧可被 成 下 候 〇 枠 事 去 春 中よ 

不快、 下部の 腫氣 まし 或は 暴瀉 

及び 候へ 共 又もち 直し 申 候. 別 

へ Vj も、 そ れが持 まへの やうに 

も 被 申 候、 ロハ 廢人 同様に 御座 候 

、、、、、、、、、、、、、 

ざ もな」 やしな ひ 候 0  ノレ も、 ゆ く 

、、、、、、、、、、、、、 

がら 苦勞に いたし 候ても 詮な 


六 五八 

間 ども かく もいた 

b 去年 一 ケ年引 籠 

い たし. 痰 咳 幷に喘 

人に 候へば 一 トた 

成 候 故 凌ぎ 候 事に 

、、、.、、、、 、 

恐 父 存命の 問 は そ 

、、、、、、、 、 

すゑ はいか > 致し 

、、、、、、、 、 

き 事 於 天命に 任せ 


潢南は 名は克 明、 通 0 忠 藏、 其 寧 

つた 人で ある。 天 保 六 年 四月 


の 男で 業 を 父に 受 

二十 八，： n 歿、 年 六十 


八。 此 人も^ 琴ビ 同様 晚年不 仕 合で、 出藍の 譽ぁ つ た 長男 思亮は 三十 四 

歲で歿 し、 孫 女に 養嗣 をした の で， 馬 琴 は 名家に 嗣子の 幸な き 一 例 どして 

後の 爲の 記の 中に 出して 居る。 

古人 常 久樣ビ ある 常久 ど篠齋 どの 關係は 不明で ある が、 此 人 も 馬 琴ビ交 

際 あ h, 、八 犬傳八 輯の始 に^ 久が、 八 犬 士を詠 じた 歌 八 首を载 せ， 其 後に 蟹 

麻呂者 伊勢松 阪 人、 殿 村 常久. 一 稱也、 別號巖 軒， 善 硏究國 學、 而 所 發明不 尠矣. 

是以其 著述 宇 通 保 物語 年 立、 千 種 根 左 志、 各 一 卷有 之、 皆刻于 家、 然性 謙讓而 

不遊於 名利 間、 是 故 其 書雖刻 成、 而 自非知 昔 之 友 未 甞與諸 人、 鳴 呼 可惜 焉， 文 

政 十三 年 庚 寅 秋 七月 十六 曰痫 沒、 享 歲 五十二、 是 歌易簧 之 前 月 所 啄 云、 因 附 

錄 簡端楮 餘ど識 して 居る。 常久 も篠齋 同 檨本居 門下で ある。 

^琴が 衣食の 費 を 節約して 多年 貯藏 した 書籍 は、 此 手紙に は 「予が 身 後 速 

に沽 却いた し 候 樣申付 置 候」 ど あ る が、 是も豫 期に 反して 六 七十 曰 後に 宗 

伯 を 失 ひ、 家 計上の 必耍か ら、 藏 書 は 勿論 自著の 稿本まで 一 切沾 却す るの 

.1 ハ五九 


已む なきに 立ち至つ たの は、 誠 に 氣の毒 

る。 「壯 年に 後年 を はかり 候 事 は 皆盡餅 

る ベ し」 ど 悟り 顏に いうて は 居る ものの. 

來 すべ しど は 思 はな か つたで あらう。 

(天 保 六 年 二月 廿 一 日付) 

尙々 關潢 南方へ 參候 かし 本 や 某 今 

候 處、 は や 百 許 人つ きかけ われ 先に 

ふ 追々 つめかけ 誠に 火事場の ご ど 

氏 ふ 文通の 序に 申來り 候、 勢 ひかく 

可 被 下 候 

(前略) 八 犬 傳九輯 彫刻 春 正月に 至り や 

五 迄 は 追々 に 校合いた し 右 六 之卷は 

校合 濟候分 は 追々 すり 込 候 故、 手 廻 し 


な 


ま 


六 六 o 

、と で、 Is す /\  淸す. / 


成 候、 世 の 中 皆 か 

さか 其 時機の か 


早朝 八犬傳 か ひ 取 

ヾ 」 急ぎ 只 ハ ァ 

くにて より 付かね 

の ご ど くに 御座 候 

うやく 六之卷 迄 揃 

二月 七日 に 校き い 


の ご 

ま で 


きで あ 

ど くな 

早く 到 


に 丁子 

VJ 中 內- 

候よ し- 

間 御よ 

ひ 候、 巳 

たし 終 


はやく^ 今日う り 出し 睽 


やへ 參 

-又 あ VJ 

ばハ 今 關 

ろ こび 

前 二々 

り 候， 尤 

よしに 


て、 昨夕 板 元み 本 差 越 候 問 御 兼 約の ご 

へ 出 し 候、 松 坂 御 賢 息 樣ふ御 屆可被 成 

も 御案內 申入 候、 此 度の は 六 冊に て 紙 

分貳 朱に うり 候よ しに 御座 候、 依 之 貳 

候、 よ ほ V！  5 及 も 有 之よ みで も 有之睽 故 

此 本に 限ら や 改名 生へ 出し 候 本 ど 拙 

み 三十 部 許 別に 製本いた し 候よ しに 

ひ 可 申 候、 いか 3" 可 有 之 哉、 得 ど 御覽被 

一 (借用書 返却の 件 略 之) 

1 俠客 傳四桀 は舊冬 校合 いたし 終り • 

せ 候處、 海上 の 事故 正月 下句 迄 も大阪 

二日う り 出しに な， C 不 睽ては 、い つ 


VJ  く 貳部壹 包に いた 

候 間、 添狀認 代金 等 事 

數も 列み 多く 候 間お 

部 代金 三分 也、 此段御 

，直 段 板元氣 ばり 候 事 

者 方へ 遣し 候 本 は、 紙 

付、 並 うりの 製本 ど は 

成 候 樣奉存 候 


S の 品 出睽節 ゆる ビ す り 込 う 


今夕 飛脚 

賢 息 様へ 

し 直金壹 

知 可 被 下 

存 候、 但 し 

り 等 えら 

し はちが 


て 


■ 右 板木 追々 船づみ 

へ 着 不致候 板 も 有 之 候 

-yj て も ，フ， o. 句ュ のしく 发 

板 元 河 茂 巾 候よ り、 是 迄 

六 六.一 


大阪に 登 

よ し、 正 月 

US  Kff 邾 rl 

の ごどく 


江 In- にて すらせ 候へ ば隨分 正月 二 

合に 拘 り-板木 を 船づみ にて どり よ 

うり 出し 可 巾 哉 難 計 候、 も し來 正月 

年越しに 成 候、 宴 に 沙汰の 限りに 御 

、、、、、、 ゝ、、 、、、、、、 

も 丁子 や 彼是 取 持 候 間、 無 據っ  >  り 

候 間 一 向 はり 合 無 之 候 御 賢察 可 被 

一 (奇 魂、 行 在 或 問 二 書の 事 略 之) 

一 舊 冬み 雨 一 向に 稀に て 寒氣 例み 

風 日々 の樣 にて 早春 ふ 江 戶 風邪 流 

の 稀に 候、 野 生 は 正月 六日 七日 比^ 

よ ほ ざ もつれ 五六 日 病 臥、 此 節 ど て 

も 無 之 候" 服 藥將 息いた し罷在 候へ 

保養 も出來 かね 候、 去 年 大病 後 何 VJ 


六 六 二 

日のう り 出しに も 成 候 處. 聊 の 勘定 

せ 候 故 右 之 仕 合に 御座 候、 依 之い つ 

迄 もちこし てう， 9 候 哉. し からば 四 

座 候、 大 坂 板 元に は 前に 懲り 候へ ざ 

遣し 後悔い たし 候、 如此 勢が に 御座 

、 、 

下 候 

き び し く， 若 も. 餘 寒甚堪 かね 風烈猛 

行、 輕 重 は 有 之 候へ VJ ものが る、 も 

感冒に て 三 四 皮 再 成いた し、 中 比 は 

も 起 出 居候の みに て 快 然の日 一 日 

ざ も、 悴 事今以 同様に 候 間 所要 多く 

なくよ はく 成 行 候、 七 十に 足 を ふみ 


かけ 候て は 一 身の 工合 大に ちが ひ 候 事に て、 朽 をし く存候 事の みに 御 

座 候、 實 に桑楡 の暮景 せんかた なき 事に 御座 候、 二月に 至り 近隣に 三度 

小 火災 有 之、 幸 ひに その 節 は 風な く 大火に 至ら や 候 得 V- も、 拙 家 は 病人 

ど 老人 小兒 のみに 御座 候、 か ねて 覺 悟の 事ながら 近火に は當 惑いた 

し 候 事 度々 也、 右 に 付 恩借の 唐本 松 蔭 日記 一 日 もはやく 返上いた し 安 

心いた し 皮 存 、今 便 返上 仕 候 事に 御座 候 

n 祌田明 神前 火事の 事 略 之) 

一 (牛 込 赤 城 火事の 事 略 之) 

一 前文に も 得 貴意 候 ご ビく當 年 は 著述 出精いた し 可 申存候 故、 八 犬 傳 

九 輯下帙 七の 卷 二月 六日 ふ 病中ながら 筆 どり はじ め、 第 百四囘 本文 十 

三 丁半 は 稿本 出來、 兩三 日 前 筆ェへ わたし 候、 百五囘 本文 二十 五 丁 終 迄 

書お ろし 候へ ざ も 補 文つ けがな 等い まだし に 御座 候、 夜 分燈 下にて は 

、、七、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、 

出來 かね 猴故 晝の內 のみに 候へば 格別 はか ゆき 不 申 候、 一 日 或は 壹丁 

六 六 三 


六 六 四 

半 贰丁位 稿し 候、 三 丁 ど 稿し 候 事 は 稀に 御座 候、 五六 月頃に 六 冊つ  >  り 

を は り、 水 滸傳金 瓶 梅 を その 間へ はさみ つ  >  り 遣し 皮 あせり 候へ ？ しも、 

何分 老病に て 存候樣 に は出來 かね 可 中 候 得 V- も、 先 其心づ もりに 御座 

候、 御 同好 之 事故 樂屋の 趣 御 聆に入 置 候、 ロハ 々年中せ わしく のみ 致 消光 

候、 歩 行出來 かね 候 間 看 書の み樂 みに 候へ. V- も 看 書の いどま 無 之 候、 美 

少年 錄も 今年 はせ ひく ど被賴 候故甚 心せ わしく 候 

一 かく 認 居候 處ぇ 二月 十二 日 之 貴翰 大封壹 通、 飛脚 問屋 ふ屆來 候に 付 

早速 折 封 拜見仕 候、 不相替 年始 御 狀被下 殊に 御 V」 し 玉 朱墨 登 挺 御投恶 

被 成 下、 塞 に 重 寳之品 千 々萬々 拜 戴いた し 候、 御 試筆の 玉 詠 御 問せ 被 下 

餅 は 餅 やにて 又 格別の 御 しらべ、 勿論の こどながら 甘 吟仕候 事に 御座 

候 

1 自是 正月 十二 日 書狀同 二十 九 日に 着、 被 成御覽 候よ しにて 件々 御 細 

答 之 趣 承知 仕 候、 試 筆 拙 詠つ くばの 山可然 よし 忝 承知 仕 候、 但 しふたい 


ろき ぬ 

御 評 甘 

な る ベ 

だ ふた 

1 力 く 

多く 候 

あは. \*- 

賦 する 

のみち 

候 へ ざ 

はい ど 


^此^ は^の 方 可然哉 

服 仕 候、 げ に 歌に しら 梅 

しら 梅ビ せし は 


く 唉、 又 つ く 

いろの 春の 

申せば 尤を 

へ V- も 唐人 

只 唐人の 口 

事 稀に 有 之 

の 人の 爲に 

も、 是亦 達意 

/) を さな 


ば の 

つ く 

こ が 

の 右 

ま ね 

候 へ 

ュ も 

を 旨 

く て 


な づ 

0 も 

ば ね 

ま し 

に 出 

を す 

v> も 

の わ 

ビ し 

を か 


ど 存 

VJ は 

し 也 

に 雪 

も 致 

聞え 

も の 

み 也 

う や 

ひ に 

思 を 

か る 


候、 又 ，フぐ ひす 

不讀候 事 勿論 

ノ  J  く  VJ 考見候 

も 今朝 淺 むら 

し 見睽、 い づ れ 


の 歌 しら 梅 梅が えの 


が ら、 な き そ 

ば 梅が えお 

きに かすみ 

可 然哉御 示 


候 はん 歟、 詩 は 天 

一 人 も 無 之、 實に 

マ 、 

VJ 弱 官ふ存 候 間 

く 平仄 をなら ベ 

可 有 之 候， 歌 は 御 

述る のみに 候へ 

ベ く 候、 但 しこ ど 


むる ど 

だ やか 

けり ま 

敎奉希 


朝に も 今昔 その 人 

詩 は 皇國の 風土に 

不 學 之、 典 に乘 じて 

候の みに 候へ ば、 そ 

存の ごどく このみ 

ば、 歌 よみ 達の 目に 

ば を えらみ 苦吟し 

六 六 玉 


つ 


て此 一 すお にの みつながれ 候 も、 胸 廣 からぬ 樣に 

び 候 事な く獨 學孤陋 勿論 に 御座 候、 こ れ亦御 I 笑 

三 項 略) 

1 默 老子 書 狀も被 成 御 覽候得 ざ も 云々、 御 心む 

か 山へ 御移徙 御お ち 着 被 成 候 上に て 御 返事 可 

老子 も 高 松 へ 出立 二月 中 ど 聞え 候 處、 高 松^ 代 

候上迹 引 わたし 罷歸候 檨被爲 命 候よ しにて 三 

御座 候， 御 別紙に 右 一 義被仰 越 候 趣 早速 默 老子 

m は 此方へ 被 遣 候に 不及 候、 直 に讃 州へ 御 出し 

段も默 老子へ 可 申入 置 候、 江 P へ 被 遣 候は迂 遠 に 候- 

右の ごどくに 御座 候 

讃州高 松 御城 近邊濱 町に て 

高 松 御 家老  木 村  亘 


六 六 六 

候へば 師に 就て 學 

奉存候 

しき 折に 候へば わ 

候よ し 承知 仕 候、 默 

家老 衆 交代いた し 

日 出立 ど 申 事に 

達 可 致 候、 追 て 御 返 

便利に 可 有 之 候、 此 

,默 老子 高 松の 住處 


二 舊冬若 山え 御 出立 御 延引 は 古人 常久樣 御子 息 二十 一 才ビ 成らせら 

れ 候 處、 大 病に て 御 見 はなち 被 成が たく 思 召 候 內、 終 に 大晦 曉御 遠 行 當 

正月 四 日 御 送葬 被 成 候よ し、 尙 わか く 敷 御 人の かくなら せ 候 御 事 御 

愁傷 奉 察 候、 然處御 媳婦樣 御 臨月 ふ 一 ヶ月 はやく 正月 二十日に 御安產 

被 成， 御 產婦様 は御恙 もな く 御 肥 立の よ し、 御 出生 は 御 男子に て 御よ わ 

く は 見えさせ 候へ ざ も 御 七夜に は 御名 進 せら れ、 御 一 同御歡 び御鍾 愛 

被 成 候 處、 御 月 足らす 故 歟御嬝 損の よし 御な げきの 程 さ こそ ビ奉 察 候. 

世に 八月 子 は 育て V- も 九月 子 は不育 ど 中 候 如 く、 九 ヶ月に てう まれ 候 

は い づ れも 生育 無 之 樣に存 候、 乍然殤 損の 後 は 程なく 又 御 懷孕ぁ る も 

のに 候へ ば來 年頃 は 又 御 歡び可 有 之奉存 候、 拙 家 媳婦も 四 ケ年前 八月 

傷產 いたし 候へ ざ も、 上 に 男女 二人の 小兒 あれば さばか り をし み 候 も 

の も 無 之、 翌 年 又 女子 出生 是は 丈夫に 育 候. 蕩損の 後は大 かた 如 此に候 

へ ば、 ゆ くもの はか へらす 唯 後年 を 御た のしみ 被 成 候檨に ど 奉存 候 枠. 

丄ハ 六.？ 


へ も 申 聞 候 

しがた く 御 

三 項 略) 

、 、 、 、 、 

1 八. 犬傳九 

御覧の 節 御 

奉 希 候、 貴 評 

1 雨 交婚傳 

本 は 先 持主 

候、 し か れ ざ 

生 杯 近來寫 

、 、 、 、 、 

よ ほ ノ /レ 賽 し 

ば生來 衣食 

が 身 後 速 に 


處 何分 宜申 上く 

荜候ま \ 省咯： H 


輯 校合 一人 

心 づ かれ 候 

勿論 奉 待 候 

大 奇書の よ 

秘藏ど 見え 

も その 人沒 

、 、 、、ゝ 

本 多く 寫さ 

候、 但 し 老後 

を 省 き 書 を 

•In  fl.  r こン 


あ や 


先 


候 樣 


れ候樣 申 

候、 御 惣 容 

、 、 、 、 

にて 甚せ 

まり 有 之 

便 得 贵 意 

紙 を 入れ 

へ ば 忽 他 

五 年の 間 

のしみ は 

處、； gt よ 病 

申 ±： 置：^、 


候、 こ れ 

樣 へよ 

ゝ、、 

わしく 

矣 ま 


六 六 八 

駭嘆 千^ 

く 御傳聲 


後 0 


仕 立直 

人の 物 

、 、 、 、 

に 四 五 百 

看 書の 外 

身に て 中 

しかれば 


ノレ 成 


見お、 XJ 


満 足 

し 决 


、 、 

し も 

ら せ 


に 思 召 

も栴直 

候 事 珍 

、 、 、 

出來、 年 

之 候、 殊に 

看 書出來 

し^. * らく 


にもつく 

願 候 

、 、 、 、 

可 有 之：^ 

被 下候檨 

し、 右 之 唐 

檨に 見え 

か らす、 野 

、 、 、 ゝ 

れが爲 に 

^に 暌へ 

ね 候 故、 予 

間に 可 有 


之 候 間、 當 年み 寫本ハ 一 向-一止め 可 申存定 候、 見 候へば っひ寫 させた く 

成 候 故 見ぬ がまし ならん ビ存 候、 御 憐察可 被 下 候、 人 の 了簡 もさ まぐ 

に 戍行候 ものに て、 肚 年に 後年 を はかり 候 事 は皆翥 餅に 成 候、 世 の 中 皆 

、、、、、、、、、、 

力く の ごどくなる ベ し、 然 る を 愛！ 5 すべ から や V」 存 宾 へ ノ / レ も、 さ すがに 

年來 苦心して 胺候 へ ば をし からぬ こ ども あら す、 う りて 錢に成 候 物 は 

書物に ましたる 物な し、 燒 けさ へ せねば 少々 は 子孫 困窮の 凌に も V」 存 

、、、、、、、、、、、、、、、、鬼、、、、、、 、 

候て 貯 候へ 共、 娘 婦杯は 草 ざう しも 嫌 ひ 候 故い つもに がく 敷 顔いた 

し 候 もき の，，、」 くに 存候 間如此 了簡いた し 候、 御 一 笑 可 被 下 候 

1 若 山 御 居 宅 はい まだ 詳なら ざるよ し 御主人の 御 姓名 等 御し るし 被 

下 忝 承知 仕 候、 いよ /(- 御 落つ き 被 成 候 は >  く はしく 御 檨子御 しらせ 

可 被 下 候、 拜 顔の こ、 ろに て なぐさ め 可 申 候、 右 今 便の 御 答 旁如此 御座 

候 恐惶謹 言 

. 七 
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六 七 〇 

こ 、に^げた 二通のう ち 前者 は 松 坂の 方へ 送った の を、 條 齋は旣 に 和歌 

山へ 出立 後であった ので 其 息子から 同地へ 轉 送した ものである。 篠齋 

が 和歌 山 行の 用件 は 不明で ある が、 後 の 手紙に あまり 繁々 文通す る こど 

を 遠慮す る 旨 を 記して ある 處を 見る W  、何 か紀 州の 家中の 財政 向の 顧問 

にで も聘 せられた ので はなから うか ど 想 はれる。 前者の 八 犬傳資 行の 

盛況 ど 贵 人に 知己 を 得た の を 誇る 得意の さまに 引き か へ、 後者の 晚年 愛 

子 を 失う た 悲愁の 境 は 一 字 一 淚卒讀 に堪へ ぬ ものが ある。 

さて茲 に 貴人 ど あるの は、 後 々の 手紙に よって 見る VJ 石 川 疊翠ど いふ 旗 

下の 事 を さした ので ある が、 三 十五 六 萬 石の 大 諸侯 は 毛 利 侯で も あらう 

か、 長 州の 老女が わざく 馬 琴の 家 を 訪問した 事が 後の 書簡 中に 見えて 

0 る o  • 

(天 保 六 年 三月 二十 八日 付) 


1 八犬傳 二月 二十 一 日 うり 出し 候 節、 三百 部 製本 いたし 少々 不足に は 

可 有之存 候へ 共、 急 候 故 そ の 通りに てう り 出し 候處、 本 日 八 時 頃に うり 

終り あ ビ ふ參 b 候 者に 本 無 之、 彼 是 被申甚 こまり 候に 付 二十 一 日夜 は 

諸 職人 不 睡、 終 夜す b 仕 立 等 一時 一一 いたさせ 翌 二十 二日 晝時 迄に 五十 

部 製本 出 來、 右 あどみ 參り候 もの へ わたし やう 息をつき 候 由 丁子 

屋 申 候、 右 之 趣 故 何分 板 元 下 稿 S の 誤 か) 稿本 をせ り 立 候 得 ノレ も、 野 生 事 

當 正月 七 種 頃 ふ 流行の 風邪し もつ れ、 今以 折々 惡 寒いた し 外邪ヌ ケか 

ね 候 故服藥 いたし 罷在候 仕 合に て、 筆硯 は か 行 き 不巾候 得 ざ も 一日 も 

休 筆 は 不致候 故、 八 犬 馎六册 の 內ニ册 半 百 八 回 迄 稿本 出來、 追々 に维ェ 

盡ェへ 稿本 わたし 候へ ども 板 元 猶不飽 候て、 筆ェ 一 人に ては埒 明かね 

候 ど 申 生筆ェ 道友ビ いふ もの を 同道いた し、 二人に 引 わけ 書せ 度よ し 

申 候へ ノレ も、 左 樣には 作者の 稿出來 かね 候故甚 せわしく こまり 候、 御 一 

笑 可 被 下 候、 右 八 犬 傳九輯 御 覽被成 候 は  > 御手 透 之 節 貴 評 御 しらせ 可 

六 七 I 


六 七 二 

被 下 候、 只 今^ 奉 待 候、 乍 然御地 只今の 御樣 子く はしく 不承 候 間、 日々 心 

にか 、りい か  >  の御樣 子に 御く らし 被 成 候 哉 ど奉存 候、 松 坂に 被 成 御 

座 候^ 御 安樂に 候 哉 、生 客の 勢 ひ は 御 懇意の 御中 にても 可 有事に 候へ 

ば 少し は 御 介意の 筋 も あらん 歟、 度 々書狀 差 出し 候 もい か  >  ど 奉存候 

へ ざ も、 今 便 桂 窓 子 へ 書狀差 出し 候に 付 御 安否 伺 度 呈拙翰 候 也 

一 默 老子 三月 七日に 江^ 出立 被 致 候、 京 都に 七日 許 逗留いた し 大阪に 

も 三日 許 逗留の つもりの よ し、 左 候 は  >  四月 上句なら では 高 松へ 着 致 

まじく 候、 二月 二十 八 日に い ビま 乞に 來訪候 間、 暫 時淸談 いたし 貴兄の 

御 噂 杯 も 申出 候 き、 老人 も 六十 二 歳の よし 此 後江 5- 出府 は 致す まじき 

よしに 候 間、 生涯の 別に 御座 候、 送 行 拙 詠 

なげか じな 身 は老ぬ ども 玉ぐ しげ 

ふた 、び あはぬ わかれ ならす は 

又さぬ き 高 松 ビ いふ こ V」 を 


ぁづ. 5 に はい まさぬ きみ を ふる 鄉に 

たかまつ らん ビ おも ふわ かれ 路 

默老か へ し 

なげく ぞょ， わかれの こ ど の 玉く しげ 

ふた、 び あはん 時し なければ 

貴兄 同人へ 御 返 翰の 事、 五六 月 比 松 坂 へ 御 立 か へ り 萬 事お ち 付 候 上な 

ら では 出來か ね 可 中 候、 それ迄 彼 人の 返事 ども 被 成御覽 候へ ^申 示し 

先便 被 遣 候 彼 件の 御 別 翰 を 遣し 候 間 大に歡 れ候樣 子に 候、 高 松 へ 御 返 

赞被遣 笑 は  >  大阪藏 やしき 役人 中 名 當に被 成、 藏 やしき 迄 御 差 出し 被 

成宾へ ば、 高 松 船 平生 參 h- 居候 間 早速 屈 可 申よ しに 御座 候 (以 下 略) 

1 默 老人 高 松に 離別 後 は 江 戶 にて 知 昔の 友 はなくな り 候 處、 又 一 人 是 

は 貴人に て 和漢の 小 說を好 れ、 殊 に 謬て 老拙を どし 來 信仰の よ し、 舊 冬 

懇意の 一 儒臣 紹介に て 自筆の 作文 等 度々 被賴候 故、 無 是非き ぬ 地 二三 
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六 七 四 

幅 ふくさ 扇 面 等 多く 書ち らし 進 じ 候 所、 是 非面會 致したい V」 被 申 越 候. 

袁 人に ゆ 尺いた し 候 事甚ぃ ど はしく 存候 故、 かたく 斷り候 へ V- も 何分 

きかれ す、 三 月 二十日 乘 物に て迎ら れ又乘 物に て 送ら れ、 當 夜 四時 歸宅 

いたし 候、 そ れ故又 風 を 引兩三 曰な やみ 候、 屋 敷 は 麻布に て 拙宅 ふ 二 里 

許 御座 候、 猶賴れ 候き ぬ 地 杯 多く 參 b 居、 著述に 暇な き 折から 甚こ まり 

忮 得 V- も 、食 人の 事故 つれな くも 申が た く、 知 己の 事に も 候へば よろし 

く あしら ひ 候 事に 御座 候、 此外 三十 五六 萬 石の 大 諸侯 ふ 御 使 を 給 はり 

拙 藏の卷 物 を かりて 見た い、 その代りに は 蘭 物 多く 所持 被 致 候 間、 何 に 

て も 可 被 貸よ し 被 仰 越 候、 是 も大 諸侯の 事 つれな くもい なみがたく 甚 

ゎづら はしく 候、 何 分虛 名の 祟に て 今 さらせん かたなく 候、 御 一 笑 可 被 

茂 下 候 

一 (略) 

(追 書 四 項 省赂) 


(天 保 六 年 五月 十六 日付) 

(前 書 略) 

1 俠客傳 四 輯大阪 は 三月 中旬に うり 出し 候よ し， 例の 浪速 人の 不實に 

て 江 IT; 下しす り 本 は 彼方に てうり 出し 候 後、 板 すり 壹人 にだら /) ビ 

すらせ 兩 三度に 出し 候 由に 候へ ざ も、 そ のす り 本 久しく 着不 致、 丁 子 や 

甚心勞 いたし 罷在候 處、 五 月 節句 前 ごやら にやう くすり 本 着 揃 ひ 候 

故、 晝 夜 VJb いそぎ 製本いた し 昨 十五 日に 江戶 うり 出しに 御座 候、 十 五 

日 は 飛脚 休日に 候 間、 今 日 右の 書 二部 外に 新 編 金 瓶 梅 三 集の 下 一 包に 

いたし 今夕 飛脚 へ 出し 申 候、 代 銀の 義は 三輯迄 は江戶 にて す， 5 込う り 

出し 候 處、 此 四 輯は大 阪へ板 を 登せ 又大阪 よりす り 本 差 下し 候 故、 脚 ち 

ん等雜 費 多く か、， ^引合 かね 候 間、 一 部に つきお ろし 直 拾 六 匁 五分に 

わたし 候よ しに 御座 候、 依 之 二部に て 三 拾 三 匁 金 瓶 梅 は 一 匁 二分に 御 

六 七 五 


六 七 六 

座 候、 \ 三 拾 四 匁 二分に 御座 候、 此段御 承知 可 被 下 候、 三月 下旬 大阪に て 

うり 出し 候 間、 若 山へ も 本 廻り どくに 被 成 御 覽候半 ど査し 奉り 候へ 一 

御 兼 約に 付 二部 速に さし 出し 申 候、 但 直 段 前々 ふ 少し 登り 妙なら や 候 

へ 共 二 同之義 にて 少しの 事 をね ぎり 候 もい か いに 候 間、 右 之 通りに 御 

座 t  、如 例 校合 見 遺し 等 も 可 有 之 候、 御 覽の後 御 示 敎可被 下 候、 尤 貴 評 御 

手 透の 節 承りた く 所 仰に 御座 候、 う り 出し 夏 氣に成 候 故、 折 あしく 捌ケ 

方い か  >  ビ存候 處、 看 官ま ちか ね 候 事故 かし 本 やの 勢 ひよ ろし く、 十 四 

日に 上ぶ くろの み を 乞、 先 づ袋を 得意 へ 見せ 候 半 杯 ビ 申 やから 多く 有 

之 よ し、 丁 子 やの 話に 御座 候， 十 四日より 入梅 ふりく らし 十五 日 畫前迄 

以之 外の 大雨 中に うり 出し 候 故 捌け かたい か 》VJ 存候處 、十五 日晝^ 

雨止み 夕方 ふ晴 候. 左 候 へ は 遠方の かし 本 や も晝^ 必 出かけ 候 半ど存 

候、 十五 日 板 元 之 樣子は 未聞 候 得 V- も 勢 ひ は 右 之 通り に 御座 候 故、 三百 

部 製本 は當 日出し つくし 候 半^ 猜し候 事に 御座 候、 只 入梅 中 故 道中 川 


支 等 も 可 有 之、 定 て 延着に 及び 可 申 哉 ど 胸ぐ るし く、 本 意なら ぬ 事に 御 

座 候 

金 瓶 梅 は 去 冬 十 一 月の 急 作に て、 校合 大晦日 夜 四時 比いた し畢 り、 正月 

三日^う り 出し 候、 か くの ご どき 仕 合 故 校合 直し 行 屆不申 候、 合印 の も 

ん所 等に も 筆ェの 間違 ひ 有 之、 意 庵へ 念 ど しるしつ け 候 もぁビ にて 見 

出し 候 故 直し 候 處、 早 春 板 元へ 申聞ケ 候へ ざ も 返事の みいた し 今に 直 

し不申 候、 新 板の 方お ろし 直 壹匁ニ 分， 三 集 の 上古 板 は 壹匁づ 、のよ し 

に 御座 候、 誤衍 は 二三 ケ 所 御座 候、 右 之 思 召に て 御 覽可被 下 候、 先便 此義 

得 貴 意 候、 御 注文ば 無 之 候 得 V- も 三月 中越 後^ 被賴候 而、 四 五部 どり よ 

せ 候 序 御座 候、 貴家 樣分 一 部餘 計に どり よせ 置 候、 桂 窓 子 も 手に入 かね 

睽 よしに て 被 賴候故 三月 中 一 部 遣し 候、 貴兄 も同斷 御手 に 入 かね 候 事 

ど存候 故、 如 此取計 ひ 候へ ざ も、 もし 御 不用に 候 はい 無 御 介意 御 序に 御 

返し 可 被 成 候、 其 後 御 返事 不及候 間 心事 如此 御座 候 


六 七 七 


六 七 八 

1 八 犬 傳九輯 桂 窓 子の 評， 一^つ  > り 立 先便に 兄せ られ 候、 彼 仁 追 々 見 

やう 功 者に なら れ、 略 評に は 候へ ざ も大に 感心の 事 も 御座 候、 そ の 中 作 

者の^ 文 を 見お どし 一 宇 も 評な き も あ り、 な れ ざ も 全 體之評 至極よ ろ 

しく 出來申 候、 いかで 貴兄 も 手 透 之 節 御 評 あれ かし ど 所 仰に 御座 候 

1 毎 皮 被掛御 心頭 御 尋被 下候悴 宗 伯 義、 長 病 終-一 療養 不屈 候て 五月 八 

B 朝 五 時 致死 去、 同 十日 四時 過 御 菩提 所 小石 川 茗荷 谷淨 土宗傳 通院 末 

淸水山 深 光寺え 爲致安 葬 候、 享 年 三十 八 歳に 候、 法號 

玉 照 堂君譽 風光 琴嶺 居士 

年來御 面識 之 御 事故 此段御 承知 可 被 下 候、 かねて 覺 悟の 事ながら 今更 

當 惑いた し 候、 命 の 長短 は 天命に 候へ ば をし み も不致 候へ 共、 老 後如此 

不幸に て 後の 事い か  >  可 致 哉， 嫡孫 瀧 澤太郎 甫八歲 に 御座 候、 次 は 女子 

にて 六歲、 これ は 四歲春 長女 方に 子 ざ も 無 之 候 故 養女に 遣し 候、 そ の 次 

も 女子に て 三 歳に 成 候、 ほ婦は 三十 歳に て 壯 年の 事故、 始終 之 事 無覺朿 


候、 且^ 婦兩 親心 術 氷炭の けお め 有 之， 一 向に 不合候 故悴も 生前 この 事 

をのみ 歎息いた し 候き、 いかで 嫡孫 を どり 立 候 半 ドー は存 候へ 共、 予 が 餘 

年 たのもしから す、 枠 年中 病身 V」 い へ Vj も 資に成 候 事 多 かりし に 今 は 

資候 もの 一 人 も 無 之 候、 老 婆 は 予が齡 V」 三 四 歳の 姉に て 七十 二 歳に 候 

が兩 三年 來以之 外 老衰いた し、 且癎 症に て 一 向に 用 立 不申候 處、 此 節 の 

悲愁に て 又 一 しほお どろへ 候、 悴 が 喪 事 は 婿 共 打より せわいた し 候へ 

V- も、 萬 事の 差配 皆予が 指揮に より 候 事故 殆 つか れ果 候、 此節は 喪中 故 

廢業廢 筆に 候へ Vj も尙 日々 多用に 御座 候、 只事 々物々 困 じ果候 事の み 

に 御座 候、 御 憐察可 被 下 候 、枠 病中の あらまし は 今 便 桂 窓 子 へ 得 御意 候 

彼 仁 ふ 御 聞 可 被 下 候、 長 文 同 樣之事 を 二通 認候事 最懶く 且氣カ も 無 之 

候 故、 乍 略 篛右之 通りに 御座 候、 贵 兄 は 年 來の御 知 昔 故、 贵 兄へ 得 御 意 候、 

て 桂 窓 子へ 傳達可 奉賴候 處、 何 事 も 只今 は 手 遠くなら せられ 候 故、 御 歸 

宅の 否 はかりが たく 無 鱧の 事ながら 右 之 趣に 仕 候、 枠 身存 (マ、 こ 之 一 條 
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自 

を 失 

ひ 世 

を 交 

簡 の 

1 


桂 窓 子へ の 文通 矢 張 貴兄へ 得 貴意 

有 之 候へ V- も、 此 節 方寸 亂れ筆 どり 

候、 日 がらた ち 心中 穩に成 候 者尙追 

愛專 一 に奉存 候、 恐 惶 謹 言 

八 

の 大作 八 犬 傅の 結尾に 近づ いて 目 

う た ど 共 に、 馬 琴に 取って は晚 年の 

路 艱難 を 大息した 其悶々 の 情 は 察 

彼は猶 屈せす して 探り 書きの 原稿 

へた 長文の 手紙 を 草して 居 る、 最 後 

後 四月 十 一 日付の 書中に は、 

八 犬 傳九輯 三十 六 七 贰卷の 稿本 は 

b に 御座 睽、 三十 八 以下 二 月 中旬 又 


六 八 〇 

倏 ビ 思 召 可 被 下 候、 尙色々 申 試 度 

候 も 物う く覺候 へ ば勉て 如此御 

々可 得 貴 意 候、 追 々赴 暑 可 申 候、 御 


を惡 くした 事 は 

最大 不幸で、 人 問 

する に餘り ュ のる 

を 書 き、 相 變らゃ 

に 紹介す る 天 保 

舊冬 綴り 畢 候よ 

筆 を 起し 候 處、 先 


, 最愛の 一 子琴嶺 

果報の 厚薄 を 思 

，それでも 意 志 の 

要用 以外の 雜談 

十一 年 正月の 手 

し 先々 便 申 上 候 

便 得 御意 候 如く 


老衰 眼 去 冬 十二月 中旬 以來 月々 日 々 にかす み 多く 成り 候に 付、 只 手 さ 

ぐり にて 書 候へ V- も、 よ みかへ し 候 事 は 一 くだり もいた しがた く 候、 譬 

ば 書かけ て 外用 事 有 之、 筆 を 閣き程 經て又 書ん ど 欲する によめ す 候 間. 

急 一一 媳婦を 呼よ せよ ませ 候て その あど を 書つ ぎ 候 事に 御座 候、 そ れ 故 

つけが な も 本文 ど 同時 一一 つけ 不申候 はね ば、 あ ビに てつけ 候 事 成りが 

た く 候、 卽 時に 一 行づ、 つけ 候 かな すら ど りちが へ 候 事 多 し、 如 此に候 

へば 文 を 補 ひ 候 事な V- は 一 向に 出來 かね 候、 そ れも晝 後に 至り 候て は 

眼 氣も氣 力 もっかれ 果候 て、 く るし く堪 がた く 候 間 その ま、 に 倒れて 

氣カを 養 ひ 候 故に、 六 行 の 大字 稿本に しても 一 曰に 何ば かり も 不出來 

候、 し かれ ざ も 三十 八 三十 九 兩冊は 綴り 果 候、 四 十の 卷を つ  >  り 候へば 

稿本 五 卷に成 候、 此五卷 は當秋 冬の 內 出版 可 仕 候、 四十 一 ふ洲 崎の 船 軍 

に 成 候、 四 十 一 已下何 冊に て滿 尾いた し 可 申 哉 はかりが たく 候へ 共、 大 

抵三四 冊の 外 を 出 まじく 候、 そ れ も眼氣 只今 ふ 又お もく かすみ 候 は -V 

六 八 一 


六 八 二 

綴り 候 事 成が たく 候. 間、 甚 心 いそがれ 候へ 共 右 之. 仕 合に て 出來か ね 候、 

よみ 候 事 は 小字に よらす 一 行 もよ みがた く 候 間、 外 ふ 到來の 書札 A 人 

に よ ま せ 候 て、 囘 翰 は 自筆に て つか はし 候 間、 し らぬ人 はよ める ビ 思 ひ 

候 へ ざ も實に 少しも 見 え す、 書 候 事 も 手 さぐりに て此 位に は 出來候 へ 

V- も、 よ みかへ し 見る 事 一 行 もいた しがた く、 書 に 隨て朦 々朧々 に 御座 

候、 此 分に て は 來年は 書 候 事 も 成 りかね 候 事- yj 是 には大 よは， 5 に て、 只 

々當 惑此 一 事の みに 候へ V- も 今 さらせん 方 無 之 候、 か へす <\ 'も 御憐 

察 可 被 成 下 候 、八 ケ 年 (前) 不 斗 右の 瞳子の ひらき 候 を 今お も ひ 候 へ ば、 五 

十 年 晝夜服 氣を勞 し 候 故に 瞳子の 破れし 也、 此 義 はやく 心 付 候 は ぃ怕 

れて左 眼 を 養 ふ ベ かりし に、 其 頃 は 八犬傳 美少年 錄 俠客傳 三部 を 同時 

同年に 稿 し、 夜 も 亥 中まで 燈下 細字 を か 、ぬ cn なかり し 故 に、 八 年の 今 

に 至りて がくの ごどく 戍り行 候、 今 さら 後悔 その か ひもな く 只 天命 を 

怕れ 先非 を 懺悔の 外 無 之 候、 あ C かしこ く-、 小 生 ご ，、」 きもの 厚賀 故に 


命 はい まだ 不死して 眼 氣ど足 ど 先に 盡き 候、 是 五十 年以來 居して 晝 

夜 服 をつ かひ 盡し候 不養生の 祟に 御座 候、 是 弱冠より 五 六 十 迄 愆 も 少 

か ら す、 故 にこの 憂に あへ るなる ベ し、 も て 聲1  V」 なさ まくの み 

ヾ J いって 居 る、 そ れ から 約 二 ヶ月 を經た 六月 六 曰 R の 手紙から は、 い よ い 

よ 自分で 書け なくなつ たど 見え て、：^ 婦の路 女の^ 筆 で、 宛 名の 殿 村篠齋 

大人 ビ 著作 堂 解 ど の 十字 丈 は 自分で 入れて 居 る、 そ れが 八月になる VJ 「解」 

の 一 字 だけが 自署に な り、 十 月から は その 一 字 すら なくなって 全部 代筆 

である。 その 代筆が 又 例の 長文で 文字 を 多く 知らぬ ほに 漢字 を敎 へな 

がら 書かせた ので あるから^ 字が 多く て、 中 に は 「病 氣 勝れ 不 申」 V」 あるべ 

き 「勝 れ」 が 「且 れ」、 「赤松 滄洲」 が 「谶 洲」 V」 な つ たやうな 悲哀な 滑稽が 見え る、 ス 

グレは 力 ッ (勝) の 字、 ン ゥは三 水に 倉 VJ 敎 へたから である。 

後の 文中に 見える 石 川 殿 は 旗下の 石 川 左 金 吾 (號 疊翠 h」 いふ 馬 琴の 信仰 

家で、 天 保 六年閻 七月 十二 曰 付の 書簡 中に 次の 如く ある。 
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かねて 御 噂 入御 聆候疊 翠子石 川 

評 答 を 被 乞 候 間同斷 頭書いた し 

殿に 三月 二十日に 迎られ 一 面識 

み 候、 至極 風流の 御 人に てこ どの 

にて翥 も少々 出來 候、 漢 學も立 ま 

は 五山に 被學 候よ し、 但 和學 はな 

子 に 候、 水 滸後傳 の 拙 評 を かして 

見られ 候. 年中 野生 所藏の 寫本奇 

熱心 を 感じ 月々 に 多く 貸 進いた 

寫 させ 候、 先 づは 同好 ど 申しても 

の おくわく の 內に有 之 候 廻文の 

れ候 VJ 察し 候、 但 し 評は尙 初心 故 

その 中にはよ き 評 も 少し は 有 之 


六 八 四 

殿 も 俠客傳 四 集の 評 を 被 成 候 て、 是 亦 

差 進 じ 候  先 便に 得 貴意 候 石 川 

に罷 成り、 種 々物が たりいた しこ、 ろ 

外の よみ 本 好に 御座 候、 書 は 米 庵 弟子 

はり 候 處は學 び 得られ 候樣 子に て、 詩 

し、 又 唐 山の 小 說杯は 多く 見られぬ 樣 

見 せ ま ゐら せ 候よ hN 後傳を 購求め て 

書 珍籍を 借覧いた した がられ 候 故、 尤 

し 候 を、 み づ から も寫し 近習に も 多く 

惽 からぬ 才子に 候. 旬殿實 々記の 序文 

詩の 解 杯 を 被尋候 間、 心 を 潜めて 見ら 

さまでの 事 も 無 之 候へ せハ、 執 心の 事故 

候 云々 


ど あ る、 長 府 の宮樣 VJ ある は前揭 書簡の つ 3- きに 

1 長 州の 前の 大 夫人 は 何が しの 宫樣に 被 成 御座 候よ し、 こ の宫樣 野生 

作の よみ 本 御 愛 觀被成 候よ し、 就中 美少年 錄 こどの 外 御意に 稱 ひ、 花實 

共に 具足せ しもの 外にな し W 仰せられ 候よ し、 右 給 事の 老女 藤 浦 VJ い 

ふ が、 そ の 兄 何が し を 介 どして いぬる 曰 訪問せられ 候へ ノー レ も、 病 著の 折 

に 候 へ ば辭 して 對 面に 不及 候、 そ の 折 彼 藤 浦み おくられ 候 書に 御 {J 弟 

琴 魚 子の 事 を 尋られ 、い づ くの 人に て^し はいくば くなる や、 犬 夷 評判 

記に 金魚 vj ある は 同人の 事歟な V- たづ ねられ 候 故、 く はしく 注して 進 

じ 候、 是 も 彼 宫檨の 御意の よしに 聞え 候、 且 又江戶 名所 圖會 の盡 者雪旦 

の 枠 今の 長 谷川 雪 旦は長 州の 御盡師 のよ し、 江 S '名所 圖會の 盡をこ ビ 

の 外 御 賞美の よし、 右雪旦 を 案 內に被 成 候て 蔽屋へ 御 出 被 成 度よ しな 

V- 聞え 候 間尤恐 入、 貴 人ビ申 殊に 御 夫人に 拜顏の 事 杯甚ぃ vj はしく 舉 

存 候 間、 此義は 何分 宜 く 御 斷り被 下 候へ ビ わび 候て 歸し候 也、 近 來折々 

六 八 五 
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貴人み 訪問せられ 難義 至極いた し 候、 御 一 笑 可 被 成 下 候 

ど あ る 外、 所 々 に 長州宮 樣、 真 操 院宫檨 へ 著述 を 献上した な V- いふ 事が 兌 

えて 居 る、 彼 首尾 如何 を氣づ かうた 八犬傳 も、 天 保 十三 年 二月に 完結して 

漸く 宿望 を 達し 得た の は、 彼 の爲 にも 世の 爲 にも 大に慶 すべ きで ある。 

劣 孫 云々，、」 ある は 琴 嶺の畏 男 太郞が 幼少で 出仕が 出來 ぬか ら、 次 郞ビぃ 

ふ 者 を 養子 分に して 番 代に 出して 置いた の で、 太 郞の 成長 ど 共に 次郞を 

離緣 する 爲に 種々 費用が 入る の で、 藏 書 や 小說の 稿本な V- を 友人間に 沾 

却す るに 至った。 之に ついての 委細 は 次の 書面で 分る。 

愚 孫御番 代願 之 事 御 尋被下 忝奉存 候、 此義存 之 外 家 障 出來、 今 以埒明 兼 

甚 心配 致 候、 併 乍來 月頃^ 伺 書 差 出し 當冬 迄に は 可 被 仰 付 也 ど奉存 候、 

右に 付 種々 散財 多、 藏 書 杯 沽却致 候 事に 御座 候、 恐 孫 何分に も 幼年に 而 

且內ふ 邪魔 致 候 者 有 之 候 間如斯 延引に 及 候、 老 子に 名 V」 器物 ど は 借す 

ベ から やど 有 事、 か ねて 知らざる にあら す院へ Vi も、 よ もや- yj 存唉て 今 


0 候 • 右に 付ても 彌心急 

月 二十 一 日付 代筆) 

當 七月 下句 ふ 頭 &伺書 

致、 引 つ  >  き 頭 小 堀 織 部 

出し 候樣 頭み 申 被 付、 願 

御 番所に 太 郞ヲ召 被 出- 

頭 殿 被 仰 渡、 御 書付 以願 

被 仰 付 候、 先例 ハ 頭の 宅 

所に て 外 之 頭 被 仰 渡 候- 

仰 渡、 翌 日 二十 二日の 曉 

致 候 は  >來 春 三 四月 頃 

申ながら 土俵際に て 心 

依 之 二 郞儀は 先 如 約 瀧澤の 姓名 取戾 し、 


^後悔 之 外 御座 

候 (天 保 十一 年 八 

拙孫番 代願 之 事 

月-一至り 死去 被 

十 一 月 上句 願書 

朝 御城 中の 御 EZ 

殿 同役 高木 內藏 

被 下、 太 郎へ范 入 

氣-ー 付 御城 御番 

十 一 日 に 此儀被 

日 も 前に 死去 被 

^、是 迄 延引 ど は 


がれ 候、 餘は御 賢察 被 成 可 被 下 

差 出 


し 候處、 頭 奥方 大病に て 十 

殿 も 大病に て 愈 延引に 及、 漸 々 

書 差 出し 候 處、 十 一月 二十 一日 

與カ 組頭 差 添 罷出候 處、 頭 小 堀 

之 通， 5  二 郞儀は 病 氣に付 御 暇 

に 呼出し 申 被 付 候 事に 候、 頭 病 

此義珍 敷 事 の 由に 人々 申 候、 二 

に 頭 小 堀 殿 病死 被 致 候、 若 二三 

ならでは 被 仰 付ズ候 由に 御座 

願 成就 致、 大慶 至極 難 有奉存 候、 

十 一 月 晦日に 身分 片付 金 並に 

山 ハ八七 
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新 夜着 等 遣 し、 如 元 之 中 藤 音 重に 成歸り 同人 兄 鐵次郞 VJ 申 者に 引渡し 

遣し 候、 是 にて 小 子 先祖へ の 孝道 も 立、 且故 兒琴嶺 末期に 申 聞 候 儀 も む 

なしから す、 正 敷 家督 を 定め 候て 安心 致 候 事に 御座 候、 十 I 月 上句 右 願 

書 差 出し 候 日 ふ 俄に 騷 立、 太 郞 衣裳 之 儲 等に て 愆 ^儀晝 夜 暇な く、 代 筆 

之 者 無 之 候 ゆへ 先便 之 御 答 延引に 及 候、 只 今 VJ て も 太郞勤 近く 假り頭 

三人に て、 一 人 は 麻布 市兵衞 町、 一 人 は 湯 島、 一 人 は 小石 川 馬場に て尤は 

なれ 居候 を 折々 鱧 廻， o に囘勤 致、 且 組 與カ十 軒 仲間 五十 五軒^も 同斷 

に 付、 當 番 ならぬ 日 も 走り 廻り 候 事の みに 御座 候、 何 分太郞 小粒に て 十 

七歲 VJ 申立 二 人前 之 御 奉公 勤 候 事 故、 五 十五 人の 仲間に 藥を ふりかけ 

候ハ ねバ憐 くれ 候ハ や 候 間、 初 存候ふ 散財 多く 且ニ郞 に 遣し 候 身分 片 

付 料 も 上役 之 者 を 賴、 色 々ねだり 事 致 候 故、 兼 テ存 候み 是又 散財 多く 成 

候 云々 (天 保 十 一 年 十二月 十四日 付 代筆； 

四十 囘本平 妖傳賣 却の 事 は默翁 へ は 遠慮して いうて やらぬ ビ い ふに は 


仔細の ある 事で、 篠齋が 之 を 買 ふ 事に 決った 時 やった 手紙に その 事實 を 

暴露して 居 る、 「右 四 十囘 平妖傳 先年 端本に て 浪花 某の 書肆に 有 之よ く 問 

知 り 候、 其 砌 はさば かり 世に 稀なる 書 ビも不 思 候 間、 默 老人に 見せ 候 竿 VJ 

存 候 而、 默 子 へ 云々 申 試 候へ ば、 同 人 渴望之 書に 候 間 か ひ 取^よ し 被 中 候 

ひ き、 價 は 五十 匁の よし 端本に して は 甚高料 也 思 ひなが らピ りよせ て 

見候處 唐本 は 稀なる よし も 知ら れ、 見 候へ ば 何分 藏 書に いたし 度存 候に 

付、 老 人に は その 書 外へ うれ 候よ しにて 手に入り かね 候よ し 申斷候 て、 手 

前へ かひ 取 秘藏ぃ たし 候、 脚 ちん 共に 金 三分 許 費し 候 ひき、 其 後 桂 窓 子 右 

の寫本 を購得 候よ し 申 越し 候 間、 則 かりよ せ 唐本に 不足 之處を かりよ せ 

上 筆 ェに寫 し 足させ 則 校訂いた し、 帙 をつ くらせ 製本 ニ帙 にいた し秘藏 

いたし 候 事に 御座 候. 尤桂子 所 藏の寫 本 借 出 候 節に 校訂いた し 返し 候 ひ 

き 云々 y 天 保 十 一 年 二月 九日 付) 

(天 保 十 一 年 正月 八日 付) 
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六 九 〇 

(前文 略)  . 

扨 八 犬 傳貴評 並に 御 細 翰 は 節季に 着に 付 今般 一 緖に御 答 仕 候、 乍然野 

生 老衰 眼 三 四年來 年々 月々 衰候 而， 執 筆も讀 書も甚 不自由に て 候へ v> 

一字 不 n 

も □ 也に 辨用 いたし 候 處、 舊 冬 十二月 中旬 ふいよ/、 ますく 服氣ぉ 

v. ろへ 書 を 見 候 事 一 向に 成り かね 候、 書 候 事 はかば かりに は 只 手加减 

にて 書 候へ 共、 一 行書て 先の 一 行 を 見 候へば 朧々 ど して 見え わか 卞候、 

凡 朝ふ晝 まで は 見えぬな がら も 些しは 辨用致 候へ 共、 晝 後 ふ は 必眼氣 

つかれ 候て よみ 候 事 はさ ら也、 書 候 事 も 不自由 に 御座 候、 し か れ ざ も 好 

み 候 事故 打捨 がた く、 八 犬 傳御評 は 正月 二日^よ みは じめ 六日 迄 五日 

の 問に 卅 五六 丁よ み 候、 そ れも 見え かね 候處 多し、 一 二 行づ、 よみて は 

吐息 をつ き 眼力 を 養 ひ、 又 二三 行づ  >  よみ 候 內に 眼中 痛 を 覺ぇ候 間、 卷 

を 掩ひ候 故 一 日に よくよ み て 七 八丁、 不出來 の 日 は貳三 丁の 外よ み 得 

や 院、 强 てよ み 候て は 翌日い よ/、 孤 服用 立 かね 候 故 に、 六 日までに て 


右 八犬傳 御評拜 見 は 休み 候、 其 內 そろ/ \ ど 養 ひながら ゆるく 拜見 

可 仕 候、 誰 ぞに よませて 聞度存 候へ 共家內 によく よみ 候 人 無 御座 候、 ほ 

婦に よませ 候へば 雅 言 漢字う ビ く 候 間、 さ し 支候處 多く 矢 張 わか りか 

^力  > 

ね 候、 俗 文の 書狀は 長歌 ビ もに よめに よませ て、 返 事 は 野生 自筆に て 書 

候、 手 さぐりながら 書 候 事 ハ この 位に 出來候 へ V- も、 よ み 候 事 は 一 行 も 

甚 得が たく 成 行 候、 御 憐察可 被 成 下 候、 そ は どまれ かく ま れ御評 半冊拜 

見 仕 候 分、 實 に 御 細 評に てよ くも 御 心 用 させ 玉 ひに けり 尤廿 心少 から 

や、 其 中には 例の 御. 我 慢評も 交り 候 へ V- も、 そ れ 除き 候て は 世上 一 人の 

御 知 昔 ど たのもしく 奉存 候、 才 に 半 冊よ み 見て すら 右の 如し、 二 冊不殘 

拜見 仕候ハ  >  さぞ 御 佳 評 あらん ど おくゆかしく 存 候へ V- も、 前 文 

の 仕 合に 候 間中々 急に 卒業い. たしかね 候. ま いて 拙 評 答 杯 はいよ く 

おそな はり 可 申 候、 去 年初 冬の 比 被 賜 候 桂 窓 子の 短評 すら 今に 拙 答 出 

來 かね 候、 御 評 は 十倍 二十 倍の 長編に 候へば 評 答 は 眼氣の 故に 延引 是 

六 九 一 


六 九 二 

非 もな き 仕 合に 御座 候、 ま づ何 かなしに 寫 させ 候 半，、」 存 候、 寫 させよ み 

たのしみ 候 事 成りが たく 候 間、 俗 にい ふ 猫に 小判に 似 たれ V- も、 當 地 石 

川 殿 又 長府の 宫樣の 御覧に 入 候 料に 一本 は V」 め 置た く存 候、 此 御 評 去 

年 秋冷 迄に 拜見成 候へ ば、 中 冬 迄 は 眼力 尙辨 用せ し に、 十 二月 中句 ふ 眼 

氣衰へ 果候處 へ 御評柬 着、 さ て く 遺 慽の仕 合に 御座 候、 か 〈すぐ も 

御 憐候可 被 成 下 候、 先便 差 出し 候 八 犬 傳九輯 三十 三 々三十 五 迄 分 五 冊. 

は 九月 節 前につ  >  り 終 b  、又 金 瓶 梅 七 集 上下 帙 四十 丁 も 九月 ふ 十月 上 

旬 迄につ  >  り 終り 候 間、 衰 眼ながら 尙っ 3-り 易く 候 ひし に、 後 板に 至り 

て は 此仕合 故 可 致 成就 哉 われながら はかりが た く 候、 そ の內 三十 六卷 

百 六十 三囘百 六十 四 回の 本文 書盡共 二十 六 丁 は 九月 節句 迄に 綴り 候 

故、 猶 さばかり かたから ゃ覺 候、 三 十七 卷百 六十 五 囘は只 この 一 囘 にて 

書盡 共に 二十 六 丁 也、 これ は 十 一 月 ふ 日に まして 眼氣ぉ ビ ろへ 候 故に 

思 ひの 外 長 引、 歲 抄 二十 六日に 書 書 VJ も 稿し 畢 候、 是 にて 後 板 分 ニ册は 


稿 成り 候、 この 二 冊 犬 川 犬 田行德 

百 六十 五囘百 六十 六囘は 國府臺 

ヾ」 く 十 一 行の 細字に は 稿し がた 

丁 を 板 下の 寫 本に は 一 丁に か、 

も、 そ れ將っ ^り 果 さんや われな 

見 は兩服 VJ もに わろ くも 見えす- 

元 丁 平 杯 はさまでに 思 はす や、 舊 

は 都合 あしく 候 問. 錢 百に て 全部 

申 候、 野 生內 心に は  一 丁 にても す 

に 云 親の 心 子 しらすに 似たり ど 

皿に て を さまる ベ き や 否. そ の 義 

ろ 力 へ して 補 文 る こ- y」 成り か 

に 候へば 册數の ふえ 候 事 はこの 


口の 戰ひ 軍功 全備いた し 候、 三十 八卷 

の戰 ひに 成り 候. し か れ ざ も是 迄の ご 

く 候 間 • 五六 行の 大字に いたし 稿本 二 

せ 候つ もりに 板 元に 申 示し 置 候へ ざ 

がら はかりが たく 候、 し か れ ノレ もうち 

，足 は 不行步 なれ 口 は 達者に 候へば 板 

臘來 陽の 時 八犬傳 全部 九十 一 冊に て 

九十 六 冊に いたし 度 いかでくな》」 

けなく して つ いり 朵し度 思 ひ 候 に、 俗 

1 笑いた し 候 ひ き、 さ りながら ぁビ五 

は 我ながら はかりが たく 候へ ざ も、 よ 

ね 候、 故 に 拙き 上に^ 拙く 不如意の 筆 

み不 申、 い か で /) 圑圓 まで 全備いた 
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し 候 は .5- 此 上の 幸 ひ 存 候、 嘆 息の あまりに 

書寫の 海よ るビし 波の くやしく もみる め はかれつ そこ ひや はする 

啞子  靑盲 

昔より 墮獄 おふしの そしり あれば われ あきし い ビ かすまへ なせ そな 

Vj つ ぶ やき 候 

是 全く 五十 餘年 日夜 讀書ビ 細字の 著 編の つかれに て、 かく 成 行 候へば 

今 さら 後悔 その かひな く 候、 見 シコ ト久シ ケレパ 必曇か ビ呂氏 春秋に い 

へる が 如 し、 皆 我から なし 事ながら 著 編出來 やなりて は I 家 兒六七 口 

の 旦暮に 給す るに 足ら や、 是 のみ 胸 安から や 候へば それ 將 天命 VJ 思 ひ 

候へ ば 嘆く は 愚 也 慾 也、 今 ^して 眼の 用 不用 は 天に 任 1 る 外 無 之候ノ 

レ やくたい もない 新春 早々 老の くり 言 御覽 もい ビ はしかる ベ し、 但 し 

これらの 趣 は 桂 窓 子 へ も 申 遣し 候 間 かれ 是 出入 あり、 これに もれた る 

事 は 桂 子 々御 聞 可 被 下 候、 おなじ 長文 二通 は 書 得が たく 候 、且 已後 はか 

> る 長文 も かき 得が たく 可 有 之 候 へ ば、 この 後 は雜談 なしに 要用 をの 


み 亂 筆に 可 申 上 候 

1 御 鱧 巾お くれ 候、 か ねて 被 仰 示 候 名 

鱧 寸楮に つくしが たき 迄に 忝 拜戴仕 

卷ふ 稿本 大字に 書 候 心づも b. に 候 間- 

候 先 一 本 試に おろし この 拙 翰 を かき 

もさし も 名筆 攻め くらさぐ， 9 に も J!}H 

候、 右 御答疆 までに 舊冬 外にて 再 板い 

が ひ 八 丈 三册物 二部 進上 仕 候 二 部 は 

再 板 か ねて その 聞え ありながら 作者 

り 外題 をつ け まし 且新 板に 紛らして 

り 出し 候 上 はいふ かひな く 候、 本 文 も 

V- も、 細 字 は 一 行 もよ み 得が たく 候 間 

奉存 候、 然 れざも 金 瓶 梅の 外 拙作の 合 


筆 龍 爪 十 管 被 賜 下、 遠方 御 深 志 御 

候、 お 文の 通 八 犬 傳九輯 三十 八の 

-こ の 筆 恰好 ふさ はしく 重 寶可仕 

見 候、 いかにも はやく キ レ 候へ VJ 

ひよく 覺 候、 か へす <\ 'も 奉 多謝 

たし 候文 化 中の 野生 舊作 合卷ま 

例の 御 方へ 御 進物に もど 奉 存候、 

に 校訂 を 乞 は や 恣に盡 を か へ 、わ 

賣 候 事、 甚 不埒に 候へ ざ も旣 にう 

必 原書 VJ ちが ひ 增減可 有 之 候 へ 

その ま \ にて 進上 仕 候、 御 一 笑 ビ 

卷 物 無 之 候 間、 甚 しくよ く うれ 候 

六 九 五 


六 九 六 

よしに 御座 候、 宴 にく にがく しく 厭し く 候へ Vj も 今 さ 

く、 永 曰 ^婦 によ ませて 聞 候 半ど存 候の みに て盡 もし か ノレ 

は 無 之 候 

は 去 秋 九月 中稿シ 遣し、 下帙七 丁 


たるば かり 巧 をし きもの 

1 金 瓶梅廿 集上帙 二十 丁 

下書 盡共出 來之處 板木 師 

崩 し、 か ねての 日限 約朿ヾ J 

二十 六日に うり 出し 荧 、下 

の 小 もの 拙宅に 三度 往來 

を はたし 候. 但 し 合 卷は寫 

ほ婦 によ ませ 聞 候 而、 ち が 

婦 多用 之 處朝ふ 夕方 迄 引 

遣 し 唉、 依 之 下帙は ^正月 


1 字 不叨 

にて 遲滯 いた し、 そ の 上 □ ほ， 5 筆 

はちが ひ 候に 付、 上 帙ニ册 はやう 

帙ニ册 大晦日の 朝 ほ， o 揃 ひ 同日 

い た し、 殘 り 五. 丁の 校合 居 ざい そ 

本す り 本 ども 老眼に 一 行 も 見え 

ひ候處 あれば 直さ せ 候、 し かるに 

つけら れ、 校 合の手つ だ ひ を 致さ 

六 日に う b 出し 候、 上 下 共 不相替 


候 へ ざ も 製本 合に 合 か ね、 す り 候 ま、 ぬれた るすり 本に 表 


らせん 方な 

見 わか す、 老 

も 十月 中 板 

ェ -yj も-ま， 9 

く 十二月 

夕 方 迄 板 元 

くにて 校合 

わかす 候 問 

大 I 日よ S 

せ 問 を 合せ 

甚 しく うれ 

紙 どぢ糸 を 


添 候 而、 小 うり 店 へ 渡し 遣し 候よ しに 御座 候. 五 日  一一 ニ郞を 年禮が てら 

板 元へ ビ り-一 遣し 候處板 元-一 一 部 も 無 之、 六 口  -ー  至り 出店に 少し 有 候 

を かき さら ひ 持 參仕候 よし二 て 板 元の 小 もの 持叁 いたし 候、 價 を 問 候 

へ ばた しか 去年の 通りに 候處 ビ 中 候. し からば 上下 帙 二通り 一一 て 五 匁 

に 候 は む、 し か V- 覺不申 候、 其 御 方 二 去年の 御 控候は ，5- そのご どく ど 御 

こ 、ろ 得 可 被 下 候、 も しちが ひ 候 は V 又 可 申 上 候、 但 しこの 分の 卿 賃は 

野生 進上 物ビ 同封 -ー て 勘定いた しかね 候 間、 此 脚 ちん 御 差 出し -ー 不及 

候、 野 生 方 ふ 一緒 一一 差 出し 候 也、 右 御 兼 約の ご VJ  く  二部 封入 仕 候、 着 候 上 

は 御 落手 可 被 成 下 候、 價 鈒は 少しの 事故 御 序 之 節-一 て宜く 候、 速 に 被 遣 

候に 不及 候， 御 覽後貴 評 承りた く奉存 候、 野生 只今の 蔽屋 は茅葺 二 て 所 

云 伏屋に 候へ ば 暗 天 ど い へ V- も 薄く らく 候、 況 雨天に は 老眼 二 いよい 

よ 不便 也、 依 之舊 冬み 今以 a 々坐 敷の 緣頰 へ 坐 敷の 障子 を 建 させ 机 を 

直し 緣颊に 小 蒲圑を 布せ、 終 曰緣頰 にて 辨 用いた し 候 故 あど 先つ かへ、 
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緣頰の 透 間 ふ 塞 風 を 吹 上げ 脚いた 

を. yj り 候、 し かる を 世の 看官 は炬燧 

て、 よ いの わるい の V」 いはる、 也、 果 

のみなら ね V- 世路 艱難 大息の 外 無 

一 劣 孫 當年は 十三 歲に成 候、 全體大 

え 候、 依 之 當年ふ ニ郞を 返け 暇 遣 し- 

座 候， 野 生 追々 老衰 二 及 候へば 一日 

の 思に 候 處、 霓 に 五ケ 年 を經て 時節 

へ 手當金 も餘程 遣し 候處、 番 入の 費 

へ V, も、 借 財いた し 候て は 身 後 ュ 憂 

し 候、 この 義舊 冬默 老人ね 中 遣し 候 

且 いろ 物 入 多き よしに 候へ V- 

共 二せ や" あるべ か ら す V」 云義俠 


六 九 八 

み 膝 ひ え. た へ かね 候 を 忍 び く 筆 

二 足 を さし 入れ 仰臥し つ 、よみ 兒 

報の 厚薄 世 ュ はか 、 る 事 多 か b 、吾 

之 候、 御 憐察可 被 成 下 候 

がらに 候 間 普通の 十五 歲 位に は 見 

• 太 郞に御 番入を 願 候 心 づ もり 一一 御 

もはやく あ VJ を 踏 固め 皮、 一 H 千秋 

やうく 到來 いたし 候、 右 に 付ニ郞 

用 VJ 太郞 衣服に よ ほざの 散財 ュ 候 

を 殘し候 間、 無 是非 愛書 を沽 却いた 

\k 力 

處、 默 翁 も 十月 二 男 枝 之 助 妖傷被 致 

も、 同 好 知己の 爲に憂 を わかち 悅を 

を 以、 十 五六 金の 書 を購ひ くれられ 


舊冬 前金 ュ わたし 越され 候 間、 手 當金 半分 程 は 速 二 整 ひ悅び 候. 彼 翁 の 

情義 二人 ど 得が たき 好 友ど存 候、 桂 窓 子へ も 舊 冬 申 遣し 候へ バ これ も 

三部 計の 書 を 被購候 間、 今 般右之 書 を 送り 遣し 候. 貴 翁 は 連年 御 儉約中 

の 御 事 かねて 存 居候 得 V これらの 義不及 御 相談に 候へ ざ も、 さ しも 四 

十 年 來御懇 友の 御 事 ュ 候 を、 不 申 上 候 も 今 さら 隔候 檨ュ も 可 被 思 召 候 

へ パ申上 候の みに 御座 候、 是 迄 殘し置 候ハ皆 愛書 一一 てい VJ をし く睽へ 

二字 不叨 

V- も、 野 生老服 ロロます/ ヽ袞 候而讀 書の 樂み 成が た く、 嫡 孫 は 幼弱 二 

て且讀 書の 好み は 親に も祖 にも 似ざる 樣ニ 見え 候へ バ たのもし かし 

ら や、 も しこの み候ハ 5" 書な く ビ も 見べ し、 不 好睽ハ 3- 遣し 置荧て も 益 

な し、 同 好の 友人の 藏ニ いたし 候 が、 せ めても の 事 ビ 思 ひ 候 故の 所爲に 

御 座 候、 そ れ V- ももし S 召候ハ  >  猶少々 ハ 奇書 珍書 も 有 之 候 間口  口 御 

めに かけ 可 申 候、 四 十 囘の平 妖傅杯 ハ實に 得が たき 珍 書-一 候へ 共、 寫 本 

を 桂 窓 子 所藏ュ 候へ ば 御借覽 にても 事す み 可 申 哉、 さりながら 平妖傳 

JV- 九九 
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ハ貴 翁の 御所 藏 にいた し 度 思 ひ 候事ュ 御座 候、 獸 老人え 申 遣し 候 、ノ  > 

早速 かひ 入らる ベく 候へ V* も、 この 書の 事 、ノ ち ど 彼 翁へ は 遠 盧 一一 て 不 

申 遣 候 也、 この 餘撰擇 物の 通 書の 上寫本 も當今 得が たき 物 御座 候、 貴 翁 

ハ 御 宗旨ち が ひに 候へ ^、撰 擇學を 好み 候 人 あら バ 御 媒介 被 成 下候檨 

ねが はし く 候、 畢 竟 は 只 この 義を御 聞 -1 入 候の み、 强 て 願 ひ 候 義には 無 

之 候 

1 舊冬 十二月 朔日未 牌 ふ 拙宅 近邊 大火、 內藤新 宿 杵屋ビ いふ 妓楼より 

失火 云々 (略 之) . 

(以下 時候 物 價の話 等 ニ條略 之) 

正月 八日 

著作 堂 解 

篠齋 大人 

玉 机下 


尙々^ '文 一一 中 上 候-こさく 朦々 朧々 ながら 朝み 晝 迄の 內ハ 手 さぐり -1 て 書 候 

事ハ かば かリ にハ誊 候へ ど も、 よ みか へ す 事成リ がた く 候 間、 定 て 誤脫ハ さら 

也、 よめ かね 候く だリ 多く 可 有 之 候. 可 然御站 鹫可被 成 下 候、 已後耍 用の み 得 御 

-意候 間 雜談迄 -ー 力 及 かれ 可 中 候、 此義 かれて 御 許容 可 被 成 下 候 

式 亭 三 馬 

il" の 文 客」 「浮世 風 呂」 の 作者 式亭 三 馬、 通 稱を 西宮太 助^い ふ。 姓 は 菊 池 

名 ュ泰 輔、 字 は 久 德， 安 永 四 年 淺草田 原 町 三 丁目に 生る。 父 は 八丈島 爲朝 

大明， の 祠官菊 池壹岐 守が 庶子に して 、其 名 を 茂 兵 衞ど呼 び、 剞 劂を 以て 

生業 どせ りき。 遊戯 堂、 洒 落 齋. 哆 囉 哩 樓、 四 季 山人、 遊戯 道 人、 戯 作 堂、 滑 稽堂、 

本 町 庵 等 皆 三 馬が 時に ビグての 別號 なり。 西宫 を屋號 V」 する は、 茅場 町 

なる 地 本 問屋 春 松 軒西宫 新六ビ 懇意な りしより、 其 名 を 貰 ひう けたり^ 

も い ひ、 或 は總 角の 時よ り、 此 家に 仕へ て 手代 どなりたり ビも いふ。 前說 

信なる が 如し。 
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七 〇 二 

三 馬が 生れいで し 頃 は、 未 だ 作者 ビ いふ 專 門の 職業な く： 只 風流 才士 の戯 

れ のす さびに て、 朋誠堂 喜 三 二、 戀町春 町の 二人、 專 ら草雙 紙の 全權を 握り 

たる 時に て、 彼 の靑 本の 趣向 を 一 變 せしめし 春 町の 「金々 先生 榮華 夢」 は、 三 

馬が 生れし 前年に 出で、 袋 入 本の 元祖た る 「新 板 桃 太 郞」 は 其 翌 年 安 永 六 年 

喜 三 二の 著述す る 所な り。 

幼に して 家 を 出 で、 本 石 町 四 丁目の 書 賈翫月 堂 堀 野屋仁 兵衞ニ 說に中 橋 

の 書 賈北林 堂) が 丁稚 ビ なる。 思 ふに 父 は 板木 師 なれ ば、 少 し は 文字の 心 

得 も あり て、 實 語 敎商 賣往來 は、 旣 に 家庭に ありて 學 びたら む が、 此 家に 來 

り て、 ま す/、 算筆 を 習 ひ 覺 え、 天 稟 の 英才に 加 ふるに、 文字の 知識 を 得し 

か ば、 藏 の 隅より 古 績本を 引出し、 さて は 店頭に 嗞 したる 見本 本を迎 り讀 

3 ひ 看 

み-て、 夏の 日 の 長き に 晝寢を 忘 れ、 夂、 \ の 日の 短き も 使 行の 隙 を偷み て、 ひ た 

すら 之に 思 ひ 入 り、 世 の 中に これ ほ Vj 面白き もの は あら じ ビ仇氣 なき 小 

兒 心に、 早く も 「戯作 魂 一の 乘 移りし なる べし。 後山 下町の 書林 蘭 香 堂萬屋 


太 治右衞 門が 婿養子 ど なりぬ。 年 齒旣に 長 じ、 且 前の 丁稚 VJ は 境遇 自 ら 

異， 9 たれ ば、 番 頭 殿の 小 言 にお づ く燈 暗き 隅の 方に 書見す る氣兼 もな 

く、 天 下 晴れて 店先の 書 を、 何 彼 V」 讀み 散らし て、 大 に 獲る 所 ありし や 疑な 

し o 

然るに 程な く. 共 妻 な る 娘 も 病死 し、 離 緣 して 萬 屋を 去り、 日本 橋 十九 文橫 

町 に 寓 し、 四 曰 市に 古本 を 商 ふ 小店 を 出し、 この頃より 漸く 戯作 を 始めた 

り。 三 馬が 初 作 「天 造 浮世 之 出 ^操」 どい ふ 黄表紙 は、 寬政六 寅年 

の 刊行に て、 彼が 十九 歳の 時な り。 京 傅の 初 作 「御存知 商 買 物」 (天明 一 一 年刊) 

. -UI1>. つか ひつく して 

に 後る こ，、」 十三 年、 馬 琴の 初 作 「K: ま餘 盡用而 二分 狂言」 (寛 政 三 年刊) に 後る 

、こビ 四 年な り。 戯作 六 家 撰に 三 馬が 著作の 經歷を 記して 曰く、 

また、 一 時大 人 (一一 一馬 を さ す) 自 ら 物語りて い へ らく、 おのれ 幼き 頃、 伯 母 な 

る も の、 そ の 太守 公の 奧 殿に 仕 へま ゐらせ けれ ば、 を り/ 、伯母へ 對面 

の た め、 奧 殿へ 到る ごビ に、 好 む 所 なれば 傍に あり 合 ふ 冊子 を どり て讀 
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む „v 此 席へ 來 合す 

か ら す、 今 の 程より 

らんす ら A な V- き 口 

見盡 し、 十六 七歲の 

浮世 之 出 星 操」，、」 い 

夜寢 にも 衾の 釉ょ 

を 名. つけん V」 て、 さ 

小さく 押 捻り て、 手 

捻 紙を披 き、 書 付 け 

心 を 決し、 遂に 此號 

而 して 其 三 馬 VJ 稱す 

8 來三和 を いふ 天明 

そ の 中 「き るな の 根 か 


士〇 四 

仕 女た ち、 此 童は歲 にも 似氣な く、 書 を 

かく 文才に 長 じたれ ば、 後 々に は 如何 

はれし が、 十 三 四 歳 の 頃 ま で に、 數 多 の 

頃 戯作の 志 あ り、 十 八歲 にして 獨 立に 

ふ 黄表紙 を 著し 出 板し ぬ。 此 冊子 を 

り 手 を 出し て、 稿 を 成したり. C 草 成つ 

る ベ き ど 思 へ る 兩三名 を、 小 き 紙に 書 

づ から 傍に 投げて それ を 又 拾 ひ VJ り 

ありし 戯號は 則ち 式亭三 馬に て あり 

を 用 ひた り、 云 々、 

る 所 以は、 「江 S '物 本 作者 部 類」 に 「自 ら い 

四 年より 寛 政の 中頃まで 年々 二三 部 

ら金 のなる 木」 VJ いふ 廻文の 外題 殊に 


よむ こ VJ の 拙 

なる 者に かな 

戯曲 を も 悉く 

て、 初 め て 「天道 

作る の は じめ、 

て 後、 自 ら戯號 

付 け、 そ の 紙 を 

て、 得た る 所の 

し か ば、 之 に て 

ふ、 吾 は 唐來子 

づ 、著述 あり 

名高 し) の 才 を 


慕 ひ、 烏 亭 子 (談 州樓焉 馬、 戯 作 ど 落語 ビを 兼ぬ) に 忘 形の 犮 どせられ しより 

三 和焉馬 の 一字 をビり て、 三 馬 ど號 す」 ど 記る せり。 

寬政六 年、 「天逍 浮世 之 出 星 橾」 及び 「人 問 一 心^ 替繰」 を 出し、 それより 年 々 相 

次ぎて 著述 多し。 芝 全 交妥 永の 末よ り、 寬 政の 中顷 までに 有名なる^ 秸 

作者に て、 「鼻の 下 長物 語」 を 其 當 作 € す) の 趣 を 慕う て、 世 俗の 風 を 穿つ を專 

ら どせ り。 三 馬が 全 交 を 尊 奉せ し 一斑 は、 「芝 全 交 夢 H 禺言」 ビ いふ 黄表紙 を 

著 は し、 又 一 時 二 代 目 全 交 ど名乘 らん ビせ しにて 知るべし。 「著述の 俳優 

家最貭 氣. 質 • 及 び 馬 笑 (門 人) が 作の 廓 節用 に、 式 亭 三 馬 儀、 古 人 芝 全 交の 造 言 

に つ き、 此 皮よ り 二 代 目の 全 交 W 可 相 成^に 候へ せハ、 いやしき 妄作を 以て、 

古人の 高名 を 汚す は、 恐 れ有 W 存 じ、 未 だ 改名 は 仕ら す、 差 控へ罷 在 睽、^ ： 相 

變らゃ 全 交 係，/」 被 思 召、 御 一笑 奉 希 候」 ビ 記して 未だ 決せ ざり しうちに 自 

己の 名 聲、 漸 く 世に ー咼 くな りけ るより 遂に 思ひビ まりたり V」 ぞ o 

まん 

寬政十 一 年 己 未の 春、 前 年 火 消 人足 等が 鬪爭の 趣 を 仕組 みて、 「俠 太 平 m 向 
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鉢卷」 W い ふ を 作り、 西宫新 六より 出， 板し た る に、 よ 組 の 人足 大に 怒り て、 正 

月 五 n: に 三 馬 及び 板 元の 宅 を 破 却 し、 之 より 裁判沙汰 ビ な り、 板 元は 過料 

を 出 し、 作 者 は 手 鎖 五十 日の 刑に 處 せられたり。 され ざ 此禍は 却て 三^ 

が 名を揚 ぐるの 幸ビ なれり。 次で 文化 三年 春、 「雷 太 郞强惡 物 語」 を 著し 大に 

世俗の 喝釆を 博 し、 名 聲彌 益に 高うな りぬ。 蓋し 當時 滑稽の 黄表紙 は、 漸 

く 「成 長した る 小 兒」 の 飽く所 ビ な り、 浮 靡 淫猥の 洒落 本 は、 寬 政 政府の 禁ゃ 

る 所 どな り 人 々何が なか はりた る もの を ど 望みた る に、 適 i 南 仙 楚満人 

が 敵 討 義女英 (寬政 七 年刊 行) 出で 、大に 此人氣 に 投じ、 之より 敵 討 本 はす 

さま じき 勢に て 世上 を 風靡 し、 京 傳馬 琴す ら此 風潮 を 支 ふる 能 は す、 相 率 

ゐて 人氣の 陣頭に 降參 し、 文 化 元年より 敵 討 本の 筆 を 執り はじめたり。 

三 馬が 才は 固よ， 5 之に 適せ す、 自 らも 嫌 ひしが、 書肆 西 宫の勸 めに 乘 りて 

「天明 水 滸 傳」 ど いふ 俗書 を 粉本 どな し、 殘 忍 殺伐なる 敵 討 物、 卽 ち 「雷 太郞强 

惡 物語」 を合卷 ニ册 W なし て賣 出した る に、 怆も其 年 (文化 三年) は 敵 討 本の 


流行 其 K 上に 達 し、 著 作 は 盡く敵 討 物な りし 時 ど て、 夥 しき 人氣に て. 大 當 

りな b. き。 され ざ此 等の 著述 は、 如 何に 流行 すれば ど て、 到 底 三^が 本颔 

を評價 すべ きものに あら す。 

され ざ 三^ は 此人氣 に 狂 喜 し * 且 合 卷の制 を蚜 めた る を、 大 に榮 なりどし 

自ら 誇って 曰く  、「合 卷ビは 五 册物を ー卷に 合卷ビ して資 るな り。 されば 

合卷の 櫂與は 作者に て 予がェ 夫、 板 元にて 西宮の 家に 發る  表紙 外 

題の 數も繁 からす 製作 も 便利 なれば V」 て、 其翌 年 (雷 太郞物 語 發 行 の) よ り 

草紙 問屋 殘ら す合卷 どなりて、 今茲 文化 七 年に 至れ ど 今に 流行 す、 相 撲 取 

おのが 勝ちた る 話ば かりす るに 似 たれ ど も、 合 卷繪 草紙 を 世に 流行 させ 

し は、 予 が 一 生の 譽ど 思へ ば、 老 後の 思 ひで 潔く 侍り」 ど 其 得意 想像すべし。 

文化 三年 三月 四 日、 芝 高輸牛 町よ り 出火して、 三 馬 が 日本 橋の 寓舍 も類燒 

し、 そ れ より 本 石 町 四 丁目 新 逍の襄 屋に轉 居し、 こ  >  に 住む こ ど 五 年、 浮世 

風呂の 初篇 は、 此 所に ありけ る 折の 作な り。 然るに 大阪の 町人 某 そが 江 
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S; 掛 店の 中絕 したる を 再興す VJ て. 之 を 三^に 委ねし かば、 文化 七 年 十二 

月、 本 町 二 丁目に 移 り、 仙 方延壽 丹の 賣藥店 を 開 き、 此 に 京傳の 讀 書 丸 4 琴 

の奇應 丸ビ好 三幅對 をな せ り、 然る に 年來の 大酒、 健^ を 害して、 此 年の 春 

三 ヶ月ば かり 腫氣 にて 大 病、 又 九月に は 痛風に て 行 步も叶 は や、 漸 く 龙ハ 翌 

八 年 正月に 全快 し、 爲 に 著述 も少 く 、貰 藥も埗 々しからす。 借財せ 2 みて 家 

計 不如意な りければ、 江 戶 の 水 ど い ふ 白粉 下 を 工夫して、 確 子 詰 箱 入 を、 小 

五 十 文、 中 百 文、 大 百 五十 文に 鬻 き、 其 功 能 を 浮世 風呂の 女揚 に吹聽 し、 小！： 次 

次の 著述に も 書きた て ヽ大に 婦女子の 愛顧 を 得て 多く 資れた b。 それ 

より 金 勢 丸、 玉樞丹 等の 家 製の 妙藥を 初め、 艷拭巾 齒磨粉 を 商 ひて、 著述の 

.  あき -f， ，"た 

片手 業ビ したり。 「浮世 床」 の 序に 曰 く 「本 町 延 壽 丹、 並 に 江 戶 の 水の 賈客兩 

扮式亭 三 馬」 ビ。 

三 馬が 一 生の 傑作 浮世 風呂 は、 全 く 十返舍 の 「逍 中 膝 栗 毛」 が 大 人 氣 を 得 た 

るに、 刺戟 せられて 出で たる ものな 初篇は 文化 六 年の 著に て 彼が 三 


十五 歲の 時な り。 然るに 其 板木 燒 失した るよ り、 文 化 八 年 夏 四 月、 增 0 し 

て 再 板 世に 行へ り。 此書膝 栗毛 ど 腸 行して 評判 高 く、 板 元は 次篇 を 三篇 

を ど 居催促し て、 其 四 篇 (文 化 十 年刊 行) ま で 出さし め、 尙 飽 足らす、 j 方に て 

同じ 檨 なる 「浮世 床」 を 出 ださし めたり。 「大道 K うして、 髮結 床必す 十字街 

にある が 中に も、 浮 世 風呂に 隣れ る 家 は、 浮 世 床 ど 名 を 呼 び て」 ど いふ もの 

卽ち 之れ なり。 その 初篇を 文化 八 年 五月に、 ニ篇を 文化 十 年 正月に 出し 

ぬ。 尙此 間に、 滑稽 四十 八 癖 (文 化 九 年) 早替 胸のから くり (同 上) 等 の 著述 あ 

り。 本 町 轉居以 來の作 こ そ、 殊 に 三^が 長 處を發 揮した る ものな -り けれ。 

文政の 初 頃より 病氣 勝に て 著述 を廢 した， 5。 文政 五 年刊 行の 浮世 床 三 

管に 0  く、 

(上 略) 文 榮 堂に 頼まれ て、 柳 髮 新 話 (浮 世 床) の 三 編 目 を 本 町 庵へ 言 入れし 

は、 三年 巳 前の こどな りし が、 近 來 先生 多病に して 風呂の 加減 も床髮 も 

暫く 筆 を 留置く のみ。 何なら 今年 は、 下 剃で 束ねて 貰うて S 給へ ビ 敎 
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の 儘に、 筆 採る は 瀧亭鯉 丈が 床預、 其證 人に 罷立、 序文の 一 札 如 件、 云々 

癸未の 春  南 仙 笑 二世 楚滿人 

文政 五 年 関 正月 六日、 年 四十 七に て 歿す。 深 川 雲 光院に 葬り、 法號 を歡譽 

喜 樂奏天 居士 ビ いふ。 一 子 虎之助、 文化 九 年の 生に て、 三 馬が 三十 七歲の 

子な り。 門人 益 亭三友 等 相 謀り、 幼子 を 助けて、 賣藥店 を相續 せし む。 文 

敢 十二 年、 十 八 歳に て、 「三國 妖狐 殺生 石」 の 初 作 あ り、 小 三 馬 號 し、 荖 書數十 

部 あれ V- も、 平 凡傳 ふるに 足らす。 嘉永六 年 正月 十一 日 歿す 年 四十 二。 

門人 益亭  一二 友、 古 今 亭 三 鳥、 德 亭 三 孝、 春 亭 三曉、 福 亭 三 笑、 樂 亭西馬 等 十餘人 

いづれ も草雙 紙の 作 ゃ師の 著述に 序 し、 揷 繪に 狂歌 を 題し て、 漸 く 其 名 を 

遺す の 類に 過ぎす。 爲永春 水三鷺 W 呼びて、 一 時 式亭が 門人 中に 名 を 列 

せ bo 

以上 諸 書 を參酌 考定し て、 ほ ^三 馬が 一 生の 經歷を 悉くした， D ビ信 やれ 

ば、 之 より！^ に 其 人物 性行の 上に 就い て、 少 し く 言 ふ 所 あらむ。 その 肖像 


を 見れば 服 光鋭く 一癖 ありて 苦味 走りた る而 構. 才 を 負うて 人 を 凌ぐ 瘀 

ありて 交友 甚だ 少く、 文化 八 年 書 翥會 を兩國 中村屋 に 開きた る に、 京傳兄 

弟ビ 門人の 他 に、 會 する もの 少かり きどい ふ。 其 人に 愛せられざる や 知 

る ベ きなり。 就中 馬 琴 ど は 氷炭 相容れ す、 互 に 相 忌む こど 警 敵の 如し。 

攀 

尊大 自重 繁文耨 鱧の 簑笠 翁、 いかで か 負けぬ 氣の 才子 w 、相容 る、 こ VJ を 

得ん。 其 友 VJ して 親し かりし は、 焉馬、 豐國、 眞顏、 三 鳥の 數 人に 過ぎす。 眞 

顏ビは 山 下町に ある 頃より 往來し て、 之 に 狂歌 を學 び、 眞 顏も某 己 を 愛敬 

する を欣び て、 常 に 人に 對し て、 三 馬 の 才子なる を 歎賞 せ り き。 篁 村 氏が 

いへ りし 如 く、 馬 琴 どの 仲 は 之が 爲に 一 曆 氣まづ くな りたり ビ思 はる。 

蓋し 馬 琴 は 眞顏の 敵た る六樹 園の 信仰者 なれば なり。 

馬 琴 が 「南 柯 夢」 に て 北 齋ビ銜 突せ し 如 く、 三 馬 は豐 國ど爭 ひたり。 當 時の 

草双紙に は、 揷 繪の 勢力 多大なる よ り、 翥 ェが 作者 を 掣肘 し、 我 意 を 通し や 

るけ をお こ し、 板 元ビ 作者 どを惱 ますこ ど往々 にして 珍しから す。 M0 
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が 一 徹、 三 がき か ぬ氣" 銜突は 其 所な り。 「阿 古義 物語」 の 稿 成って 一 陽齋 

の 許に 托した る に、 繡 繪 半ばに して、 ふつに 其 後 を 描 かざりけれ ば、 式 亭 大 

に 怒りて 日頃 交際 渥き に、 己 を 蔑視す る こそ 惡 けれ ビ 自ら 豐國の 許に 至 

り、 大に之 を 罵る。 豐國 陳謝 百方 なれ V- も、 式 亭の怒 解けす。 此方に て、 向 

後 我が 作りた る 草紙に は 彼 をして 盡 かしめ じビ 言 へ ば、 彼 方に て も、 彼 が 

作りた る艸 紙に は、 吾 決して 筆 を 執ら じど 詈り 合 ひし が、 後 書肆 文龜 堂が 

扱 ひに て 漸く 双方 和解し， 文化 七 年、 文龜 堂上 梓の 二 對男時 あ.. 歌 川」 に I〉  0 

其 初 篇六卷 を 書 き た り。 

性 「酒 を 嗜み人 V" 爭鬪 せし こ ど 屢聞 えた り、 絕 えて 文人の 氣 質に 似 す、 又 ^£ 

賈の 如くに も あら す、 世 の俠 客に 似た る こど 多 かりし に、 初 老に 及びて よ 

り、 醉 狂 を 慎み て、 渡 世 を 旨 どせ しビ いふ。 そが 中に 一事 赏 すべき は、 其 親 

茂 兵衞も 洒を嗜 むによ り、 月 毎 に酒錢 どし て、 南 镣三 片づ、 餽るこ ビ 、數 年 

來間斷 なかり しど ぞ。 (茂 兵 衞. は 始終 三 馬 ど 同居せ す、 別 宅に 在り て、 剞劂 


を 職に した り)」 又 藏書を 好み、 製本 をよ く 仕直 し、 表 紙 裏な ビレ に 其 故. H を 記 

し、 藏 書 印 を お す、 常 に 家人に 示 し て、 予 も 書 を 作る こ V」 を 業 vj すれ ば、 其 苦 

心 を 思 ひやり て、 人 の 作りし 書 も、 大 切に す V」 い へ りき ビ ぞ。 又 貨殖の 才 

ありて 自著の 書 は 弟 左 助の 入婿 どなれる 書肆 三浦屋 平 八より 出版して 

利益 を 分 ち、 晚 年に は 相 應に有 福な りし VJ いふ。 

金 龍 山人 が、 浮 世 風呂 四篇の 跋文に 曰く、 

(上 略) 性 素 拙 辯、 生 平の 茶 譚 殊に 鈍 し、 故 に 人 呼んで 面白くな き 人 どし、 且 

話の なき 人 ど す、 賈 客に して 骚 人、 野 暮 にして 在 行、 居 は 市中に あ， 9 て自 

ら 隱 れ、 身 は 俗間に ありて 自ら 雅な り、 一一 一 m 語 を 通め か さ す、 妄 に 陳奮翰 を 

吐 か す、 形容 を 粹 が らす、 假 にも 理屈 臭き を 論せ す、 ご せへ すの 結 交 敬し 

て 遠け、 來玉 へ の 招待 辭 して 到ら す、 云 々 

「居 ュ. !e 中に ありて 自ら 隱 れ、 身 は 俗 問に ありて 自ら 雅 なり」，、」 い ふ は、 例の 

文士が 油に て 過稱敢 て當ら ざる は 論な し。 され V- 圆轉 滑脫の 文章 家、 必 
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やし も 快 辯滔々 の 談話 家に あらや。 形容 を粹が り、 理 屈 臭き を 論す る は 

三 馬の 最も 厭 ふ 所な らん。 

三 馬 を 才子な り ど い ふ は、 其當 時に あ つ て、 旣 に 人々 の 許可せ し 所、 只 才子 

なる が 故に 讀書 勉强せ や、 聽 取 傍 問の 四寸學 を、 縱 撗 自在に 振り 廻 は し、 孫 

引 玄孫 引の 故事 來歷 を、 勿 體 らしく 手際よ く 取り ま は し、 知 つた かぶりに 

世上の 白痴 を嚇 しっけた bo 戯作 六 家 撰に 曰く、 

又 一 時、 お のれ 大人に 語りて い ふ、 頃 曰 吾 友なる 光房 W いふ が、 講 釋 にて 

源氏物語 末 摘 花の 卷 をき、 つるが、 これ は 聊か 戯作の 扶助に もな りな 

んゃ VJ 問 ひたれ ば、 大 人 答へ て、 も V」 物語 物の 隨 一 なれ ば、 諸 人 多く 和文 

辭を つらぬる に、 助 どせ ざる ものな し ビ 雖 も、 戯 作者の 素 意 は、 さ るむ つ 

かしき ものに あら すぶ 貝 君 今より 戯作 をな し て、 心 を 慰めん ビの 思 あ ら 

ば、 源 氏 一 部の 講釋を 漏らさす きくに 及ば や、 源 氏の 事 も、 水 滸傳 のこ VJ 

も、 小ノ しづ 、聞き はつ， 5 しこ ビ あら ば、 g つ こらしき 事 を 取 成し て、 知 つ 


こ c 

f 力 

て、 か 

聞 く 

^ 打 

力 力 

浮世 風 

の 色に 

の 人な 

つけた 

さ  >  る 

又 其 筆 

S に 忽 


ぶりに 書ん こ そ、 戯 作者の 專ら どす る 所な- れ. 餘 り 源氏に 凝りす ぎ 


やく ど 笑 ひ、 さ や く 

もうる さ し、 戯 作者の 腹 

つたる^ 茄子 も、 蓖 篛 の 

こ そ、 本 意 なれ ビ て、 手 を 

呂の 開卷第 一 に、 「春 は 曙 

なづ むは 鼠 どる 思案の 

れ たる は、 怪 しうな つか 

る， いづれ 此 手段より 狻 

• 流石に 才子の 手際 甘き 

を 下す の 敏捷な る、 平常 

ち 稿 を 成しし こ ビ、 驚嘆 


大人が 冊子の 稿 を 草す る 時、 


ど 繰 

ビ い 

田樂 

拍ち 

や う 

外の 

し き 

來- 

も の 

よ す 

す ベ 

三 日 


ひ ら 

ふ も 

ち、 曲 

て 笑 

猫 の 

た る 

な り 

る け 

しつ 


き な V- の 類. 生 ごな しの 源氏 風 は、 

の は 只屋臺 店の 裒 物に 等 く、 手 裡 

はせ も 何でも 四 文 ど、 取 雜せ てお 

はれた bo 

に」 ど 枕 艸紙を 引きいで たる、 「白 雲 

妻戀 ひ」 VJ いふ 狂歌の 詞書 に、 「唐 猫 

なん 侍 る、 云 々」ど 源氏 物 語 を 結 び 

ものな らん が、 絕 え て 破綻 を 露 は 

。 

にやる けて、 いざ どなれ ば、 咄 嗟 の 


三 夜に 凡そ 六 七 卷、 或 は 八 九 卷の物 を 
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旣成 する こど 屢ばぁ トノ。 故に 卷 尾に 三日三夜 急 案 ど こ V； はりた る^ 

子 も 多く あり、 文化の 初 合 卷讀本 共に 流行せ し 頃 は 、一一 一 馬 豊 國 等 は、 諸 方 

の 書肆に 種本 寫本 を乞需 めら る , に、 其 約束の 期に 後 れ 、貴 らる、 に 苦 

み て、 五 日 或は 七日ば かり づ、、 書肆の 許に 至り、 一 間 を か、 りて 草稿 をな 

し、 又 繪を かきぬ ビ なり。 たビ へば 今日まで は 某 甲が 二階に 在れ ば、 翌 

日 は 某が 離 舍にゅ き、 彼 方 此方に 廻， 5  { て、 尙 それにても 手の 屆 かで 

約束の 期に 後れた る 書房に は、 責 めら る 、を 苦しみ て、 其 行 先 を 知らせ 

す、 後 に 漸くに し て、 そ れが 方に 廻り ゆく 程な り し、 云 々 

「酤酊 き 質」 は 一 晝夜 にかき 散ら し、 浮 世 風呂 初篇は 文化 六 巳の 重陽 前後 五 

日の 急 案に な り、 其 三 篇上は 文化 八 年 四月 三十日 一 日に 作 上 げ、 其 餘は五 

月 八日の 夜を徹 し、 九 日の 明 六つまで に、 跋 文 を も 作り そへ たり VJ いふ。 

著述 百 四十 餘 部.. 大 作 はな けれ V- も、 十 八より 四十 二三までの 間にして は 

決して 僅少な り いふ を 得 や。 され V- 創 斛の才 に 乏し く、 常 に 人の 趣. M; 


を 摸 擬剽竊 せる こ VJ 多し。 ^舍 芝居 忠臣 藏は 萬象亭 の田舍 芝居 に、 日 本 

一 痴鑑は 全 交の 鼻下長 物語に、 無根 草 夢談は 同じく 親敎現 夢 也 に、 腹 鈹 狸 

忠信 打 譁譚は 同じく 引返 狸 忍 田 妻に、 腕雕 一 心 命 は 同じ，、 伖藤太 振出藥 

に、 浮世 夢 助 魂 膽枕は 京 傳の盧 生 夢 魂 其 前日に、 稗 史臆說 年代記 は 杜芳の 

草雙紙 年代記に 基 き、 讀 本は專 ら京傳 を摸擬 した， 9。 浮世 床の 始 にある 

閔子騫 の 笑話 も 聞 上手 二 篱 (安 永 二 年刊) に 出で たる ものな り、 其 他 この類 

甚だ 多し。 門人 益 亭三友 の 11 一十 間 堀の 新 室 成れる を 祝して 贈れる 狂歌 

は、 夫 子 自らい ふ もの どやい はん。 

• 近道 をし らば 戯作 も 京 傅の 

うら を 廻れよ 三十 間 堀 

書 は 惇信樣 にて 拙から や、 書 は學ば ざれ V- も 巧な， 9。 狂歌の 作 は 多 けれ 

V」 も、 俳 句 狂詩 は 作ら ざり き、 vj 見えて 存 する 者 少なし。 書 盡會の 席上に 

て、 當意卽 妙 にせ； 1 贊の 狂歌 をつ くる こ 、當時 三 馬 ど焉馬 vj に 及ぶ ものな 

± 七 
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きど ぞ。 され >/」 三 馬の 狂歌 は 理屈 多くし て， 流 暢輕 妙なる 者 更にな 


村 雲よ 邪魔が したくば かけぬけて 

月の 入る ベ き 山に ふさがれ 

人 ど は 3" 息 を もい ビ へ 白玉 か 

何ぞ W いは  >  きえた 

家 ど 子 を 守袋ぞ あらたなる 

氏神 よりも 內 のかみ 

鐵 中の 録々 W 思 はる 、ものにして 

され ざ 狂文の 手際に 至て は殆 

盛り 色付の 器用な る、 例 の 屋 臺 

達磨 赞、 

如何 龃師 西來 意、 九 年 面壁 は 何 ざん す、 苦 界十 年お 客 を 壁ビ睨 破る 身 は 


がる 露 

さ ま 

尙 かくの 如 し、 餘 は 推して 知るべし。 

V- 古今 獨步 にし て、 和 漢 雅俗 を 取り ま せ、 切 

店 主義 その 頂上に 達せり、 ヒ 謂 ふ べし。 


蘆の 葉の それなら ぬ、 浮 節しげ き 川 竹 の、 流 れに 立つ る 眞 實 は、 色 客への 

操に し て、 不 立 文字の 切 文 あれ ば ま 指 人心の 指 切 あり。 以心 傳 心の 格 

子 頭、 見 性 成佛の 床の 內、 は まる は 本 來無分 別、 き れるは 心外 無 別 法、 迷 へ 

ば 通 も 不通 ど な り、 悟 れば 不粹も 粹ビな る、 柳 巷 花街 翠帳紅 閨、 柳 は み ノレ 

り 花 はくれ なゐ の、 禪 味に 通 ひくる はの なら ひ、 た どひ 禿は綠 VJ 呼ぶ ビ 

も、 花 も くれない は、 客 の 心の 色々 か、 吁、 駒 下駄の 呵囉々 々暍。 

達磨さん 腰 か ら下は 乍麼生 

女 をたら す 1 物 もな し 

演劇 は 彼が 頗る 好む 所な りき VJ 思し く、 著 述 中、 芝 居 の 嘴、 役 者の 評 判、 到 る 

處に敬 見 し、 又 俳優 細見 記、 俳 優 節用 集、 戯 場 訓 蒙圖彙 等の 如 き、 斯 道專 門の 

著述 甚だ 多し。 役者 評判記に 擬 して 作れ る、 「客 者 評 判 記」 は 得意の 作に て 

自ら 其 當りを 期したり し に、 出 板 の 後、 評 判 さまでなら ざり しかば 大に不 

平な りき ど いふ o 

4" 1 九 


「浮世 風 呂」 ビ 「浮 世 床」 

1 二 馬が 著作 中、 最 も 有名に し て、 又 最 も 

は、 言 ふまで もな く 浮世 虱呂 浮世 宋 

にして、 從來の 黄表紙 仇 討 物より、 一 轉 

言 文 一致 を も て、 中等 以 下の 社會の 日 

寫 し、 京. 傳 馬 琴 以外に 一旗 幟を樹 つる 

1 九 ど 三 馬^ は 等しく 滑稽 作者 を以 

一九の 笑 ふ は、 恰 も 機嫌 上 UI- の譯 もな 

つき あ ひ 

く、 三 場 は 酒席の 事 なれ ば、 交 際に 笑 う 

底 もな く 只陽氣 にし て、 此 は if から は 

趣向 人物の 常に 同 一 徹に 出づる は、 兩 

馬 素より 數 等^ 越えた り。 

I 二 馬が 採 つ て以 つ て 材料 ど する 所 は • 


七 二 〇 

其 長所 S 特色 VJ を 現 はした る もの 

ビな り。 こ は 共に 中年 以後の 著^ 

して 此に 一新 紀 元 を 開 き、 純 然 た る 

常 生活 を 可 笑 的の 方面より 極力 描 

に 至りぬ。 

て稱 せらる、 も、 其 間 大に徑 庭 あり、 

く獨、 り悅に 入りて 啞然 たる 者の 如 

て， 置く  V」 いふ 氣味合 あ， o  0 彼 は 奥 

浮かぬ 色 あり。 創造の 才に 乏しく 

者 粗、、 相 同じ けれ V- 、學問 文才 は 三 

. 全 く 日常 平々 凡々 の 生活に ありて 


趣向 を 構 ふるこ VJ 極めて 少 く、 書 中に 現 はる、 人 物 (性格)、 極 めて 少 く， 其 云 

爲 する 境 界、 亦 隨 うて 狭隘 なれ V- も、 言 語 動作 を ありの ま、 に 寫し出 だし 

て、 躍 々其 人 を 目 賭する が 如くなら しむる は、 及 び 易から ざるの 技倆^ い 

ふべ し。 卷 舌の 勇 肌、 デ ゲスの 半 可， 山 出しの 下 女、 繞 舌の 婆 樣、 其 語 を聽ぃ 

て 其 人 を 思 ふ、 年 齢 衣服の 如何 を 問 はすし て、 其 容貌 動 作、 歷 々ビ して 目 睫 

の 間に 在り。 彼が 言 語に 據り 人物 を 表 はすの 秘訣に 於 て、 造 詣 する 所 深 

き は、 震 i 其 著述 中に 言 語 論 を 擔き出 し、 讀 者の 朗讀 法に 注意 を 促が し、 浮 

世 風呂に も、 浮世 床に も、 「四十 八 癖」 に も、 上方 語 W 江 E; 語 VJ の 比較 をな し、 又 

「小 野 ；愚 噓 字 盡」 に、 「か ま V- 詞 大槪」 ど 題して、 下等 社會の 訛語 を 集 め、 ー錢 せね、 迷 

子 まひ ご、 磁 石ぎ しゃ く、 園 爐裏 ゆる り、 芝 居し ば や 等) 浮 世 風呂 に、 豕 七 VJ い 

ふよい く 病人の 語 を寫し て、 番 頭ばん た ん、 南 無 妙法 蓮華 經な もほうね 

ぎ よ、 御 題目お でもく どい ふが 如 き、 其 注意の 精細なる を 見る ベ く、 浮 世 床 

に 「ね ェ お前 さ ん」 を、 何 度^なく 繰 返 t 金 鳴 星のお 袋」、 「浮世 風呂の 門 先に」 

七 二 一 
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子供 を 集め て、 盆 踊の 眞似 事す る、 「お て ん ば、 お ゃッ びい ビ 名うての 子 守」 が 

「意地 惡 根性の 八百屋のお 大 根」 V」 の爭 論の 如 き、 婉 轉 滑 脫、 其 場に 臨みて 其 

語 を聽 くが 如 く、 圓 朝の 落語 尙 遜色 ある を覺 ゆ。 

書中の 人物に 至って は、 大 抵七八 人の 種類に 過ぎ す、 女 に て は、 や かまし や 

の 婆々、 豊何 VJ か 何 文字 W か いふ 女、 山 出し 下 女、 金 棒 ひきの 上 檨、 男 子に て 

は、 面 白く 氣の好 き隱 居、 大 きな 聲で妙 ど い ふ 素人 封 £ 間. 膝 を どん ビ 打って 

なま け もの 

反り か へ つる 半可 通、 出 遊の みし て、 よ その 障子 を 張って やる 怠惰 者. 言 葉 

生温くて 吝な 上方 者 等、 此等 の 外に 出づる J 極めて 稀な り。 「四十 八 癖」 も 

「噓 計」 も 床 も 風呂 も、 名 こそ 變りた れ、 皆 此 等の 人々 の集會 場た るに 過 ぎす、 

例へば 浮世 床の 主 鬢五郞 w 、京都 江戸の 自慢 競 ベす る 上方 商人 作 兵衞は 

浮世 風呂の 向 ひに 住み て、 十で 三十 五 文の 茄子 を、 半値に 直 切りて ニッ K 

ふ 上方 者 吝兵衞 どな り. 浮 世 風呂の 上り 場 に、 若 者 を 捕へ て ^面 白 可笑しく 

敎訓 する 晚右衞 門 は、 其 名を變 じて、 四十 八 癖 に 「言 語に 興味 を 含み 敎訓す 


る 老 人」 ど な り、 流 行 の 「綿 頭巾に ありさう な、 黄 色な 聲 の」 馬 陰 どい ふ 「風 流 俊 

雅の才 子」 は、 「通人 になり たが る」 癖 どなり て、 再 び 現る、 が 如 き、 其 他 一 々 言 

はむ も 五月 蠅 し。 

而 して 此 等の 人物 を寫 すに 當 り、 細 を爬し 微を搜 り、 極 めて 其 短所 僻 所 を 

抉 出 すれ ノレ も、 之 を 以て 三 馬に 嘲世警 俗の 意 あり ど は 言 ふべ からす。 只 

所 謂 「穽 ち」 を 言 ひて 自ら 喜 び、 人 を悅 ばし めん ビ したる 者に 他なら す。 之 

を 諷刺な り ど 見る は 單に讀 者の 心 鏡を以 て、 迎 へ 見る の 妄想な り。 諷刺 

の本體 彼に あるに 非す。 三 馬 ど 時 を 同う し、 狂歌 を以 て 其 名高 き蜀 山人 

の 如 き も、 人 或は 目して， 諷刺 家 どなせ V- も、 余 は 悉く 然りビ 同す る 能 はす。 

天明の 飢饉 天災 も 太平に 慣れたる 大江戶 の 通人 才子に は、 遠方の 火事 位 

ヾ」 しか 感 せられす。 寬 政の 改革 も 親父の 小 言 程に 聞 流 し、 文 化 文政の 小 

康 に 太平 樂を歌 ひ、 地 口 滑稽 を鬪 はし、 咋 U は， 狂歌 食、 今 日 は 茶番狂言、 花 に 

浮かれ 月に 嘯 き、 色 洒の 樂悠々 たり。 塵界の 樂 園、 斯 の 如く それ 樂 し， 惡 口 
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も あら む、 皮 肉 も 交ら む、 さ れざ それ は醉 うての 上の 冗 口に て、 何 の 底 总 も 

な く、 藥 V」 も 毒ビも 本人 は 思 はぬな り。 三 馬敢て 富裕な り VJ いふに 有ら 

ざ れ Vj も、 世 渡る 業に かしこ く、 家 業 も 相應に 景氣ょ く、 書 肆には 先生 ビ立 

て ら れ、 當 ，9 祝に 酒色 を 振舞 は れ、 著 述の賣 行よ ければ 實入 もよ く、 酒 を 飮 

めば 世間 は 一 層 面白 く、 何 の 仔細 も 理屈 もな し。 もし 强 ひて 當世 流に 事 

々しく 三 馬の 理想 を 何 ぞど問 は  >、 兎 角 浮世 は 金 次 第. 金 を 儲け て. よ き 程 

に 暮らす がよ し、 ど いふに 過ぎざる ベ し。 

浮世 床の あるじ 鬢 五郎 が、 「何で も 商 買に 精出して 見ね へ、 親が にこく す 

れ ば、 か  >  ァも燒 餅 を燒か す、 物 前 も 苦勞は 薄く て、 壽 命が 伸る やう だ」 VJ  、の 

らくら の 情け 者 を 戒め、 浮世 風呂の 朝湯に、 樂天 家の 姑 婆が、 

「ハ -プ そんな 事に 苦勞 をす る は、 お めへの 損 だ よ、 氣 で氣が 休まらね へ の 

だ、 後 生 を 願 はす ビ、 此 世 を 極樂ビ しなせ へ、 おめ へ が 修羅 を 燃やす ど、 內 

中が 治らね へ か ら、 矢 張 地獄の 苦み だは な、 己 が やうに 氣を 持って も、 是 


でも 姑 は やかましい VJ いはれ 勝 だ、 お め へ も 五十 年 跡 は 、二十歳 だ のう、 

そんなら 五十 年 跡の 氣 になつ て、 お めへ が 嫁 で、 嫁 を 姑の やうに あしら 

ふ氣 になれ ば、 七 面倒な 事 はねへ  おめ へ 死たい くどい ふから 

. 死だ氣 になって 居れ ば、 何 も やかましい 箬 はねへ 

ど 厭世主義の 老婆 を さどした る、 男 湯の 上り 場 に、 飛 八、 鐵 砲 作 等の 若者が 

「なせ 私等には 金が もて やせんね」 VJ いふ 問に 對 して、 晚右衞 門が 

ーノテ おれへ 方 は、 麁 末にし なさる か ら、 金 が^げ て 行き ま す、 奉 公人 をお 

けば ビて其 通 り、 主 人が 憐 ますに 無慈悲 を やつ て、 麁 末な 取扱 を すれば 

ざの やうな 者で も、 辛 棒氣が 失せ て、 遂 に は 主 を 見限って でる ノ  -ズ萬 事 

がそれ に 順 じ る、  ： 金 銀 は 神佛ょ り 利 生が 目前 だ、 祌 佛の御 利 生 は 

よくく 信心したら 有らう が、 ま づ 目に 見えぬ が 多 い  金が 持た 

い -, ビ 口で いふば か り、 金 を 信心せ ね ば、 金 の 御利益 はな い  祌 

めの さ.^ 

佛の御 利 生 は 有て HI に 見えす、 金銀 の 御 利 生 は 忽ち 目下に 顯 はれ る：： 
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 何 ビ やら 寺 の、 何 ど 

も さ ら、 無 緣 法界 ひつく 

へ て 貰つ しゃ る、 愛 が 卽 

らば 凡夫に 於て は、 金 0 

w 金銀の 有難 眛ビ 浮世の 

「後生 は 願 ふが よ し、 後 生 

相 應に願 ふが い 、近 松 

淨 土 宗 の 願 ひ 人、 大 阪 中 

狂 ひどい ふ 一句 で、 信者 

生 願 ひに 馀， 5 は. *H る も 

世の中に 住みな が ち、， 濁 

は大 俗の 生 悟り ノ  -グ家 

たちさ へ 出 ^を 願 ふ も 


やら 堂 建立 だ の、 再 建 

るめ に 二 切 衆生に 救 

ち 金銀の 御 利 生 を，； i 

• を 信心し 奉る が、 第 一 

面白味 を說 き、 四 十 八 

も 女郞買 も， は まらば 

が 「宵 庚申」 の淨 瑠璃に _ 

の 寺 狂 ひど 書いた が- 

はまりに 深 入 をした 

色 狂 ひ 同 然、 家 も いら 

世 を遁れ たい どいつ 

も 身 も 人らぬ VJ いふ 

の を、 況ゃ 町人 百姓に 


七 二-六 

だ の、 VJ 氏子 ゃ檀方 はいふ 

は れ て、 漸 々居所 を こしら 

佛も 信心し 玉 ふ 所 だ、 し か 

の 近道 さ  

癖 中の 老人が、 

家業の 妨 げ、 深 く はまら や 

. 油 かけ 町 八百屋 伊 右衞門 

.是 は 名 言 だ。 大阪屮 の 寺 

所が 見えす く、 さ す れ ば、 後 

ぬ 身 も いらぬ ビ此 有難い 

て、 阿 彌陀樣 ど 心中 仕 兼ぬ 

は、 出家 沙門の 行 ひ、 站 坊 樣 

於て を や、 町 人 百姓 は 今日 


の 家業 を 勸め拔 を 背かす、 一 家 を 安泰に 養育す るが 行 ひだ。 其 間に は 

祌佛を 信心す るが い 、御 先祖 菩提、 我 身の 後生、 一 家 繁昌 祈 禱の爲 、一 遍 

も餘 計に 念佛. 5 'すが い 、  

ど說 くが 如 き、 一 二 馬 が 著述 中 最も 眞 面目なる 部分に て、 敎 訓の意 を 含め る 

者な り。 彼が 飽くまで も， 現 在に 満足し て、 面 白 可笑しく 浮世 を 暮ら し、 輕 

薄の 弒間 も、 齒 のうく 如き 半可通 も、 吾 材料 どして 穿ち はすれ V- 、其 間に 愛 

憎の 念 を 交 へ 、諷 戒の意 を 挾む こ ビ な し、 只 當 時の 和漢 學 者に 對 する 口吻 

は、 何 ビ なく 嘲笑の 氣味 あり。 これ 蓋し 彼が 性質 ビ して 學問 上の 嫉^ 心 

に 出づる もの か。 浮世 床の 序文 中に 曰く、 

この ごろ 

過日 も. 或 儒 先 生、 隣 の椹狄 の最貭 に、 大 淸 中華 ど譽 むる の餘 り、 いら ざ ろ 

隣の 貨を數 へ、 人の 國の 大きい 自慢. 廒詩 の白髮 三千 丈、 廣 いに 緣っ て、 個 

の 如く 髮の 毛まで が畏 いで あ る、 ビ 見て 來た棧 な る國 字解、 い かに 人 ま 

で 大きく いふ ど て、 大 體程も ある べき に、 顙 の亘が 一 尺 で、 眉 間 尺 ど 呼ぶ 
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な ら ば、 鬢 が 四 間で、 閱 子騫歟 VJ 訊ね たれば、 先生 これに は默 

其 傍に 國學 者の 在りけ るが、 彼 髮長姬 

勝、 お 市が 髮の 毛 、金 山 を七卷 ばか り、 ひ 

論 ふ 歟ビ 思 ひ の 外、 聽 耳 をつ ぶして ゐ 

皇國の 國風ビ は 知られた， 5。 され V- 


學 大人 示して い へら く、 「か み ひ ビレ ん」 ビ 

も 「ひ つ じ」 VJ 呼べる を、 羊 のかみ をす く 

から ぶみ 

る は 例の 漢籍に 泥め る 說歟。 今按す 

る 物ぞ。 つ は 月の 下略、 こ は 月 究に究 

其 時 先生 些も騷 が す、 チ ト 假名 は 違へ 

まで 立續け に、 結 うて わる 故、 傳 のない 

し ご£ 

ひつじ なるべし。 又 ー說に 業の しの 


から 引出し て、 我 大 御 

ん まいた る 童謠を さ 

たる は 流石に 雄々 し 

これに も、 考 へたがる 

よこな ま 

は髮結 殿の 訛れ る に 

ヾ」 いふより^;  < 來る 

る に、 ひ は 曰な り、 曰 髮 

置く 故な り。 偖 又 じ 

ざ、 日 髮月究 の 客 多く 

者も痔 持になる。 こ 

字ビ いへ り o 油 だら 


思 へ ば、 穢 れたる は是れ 濁るな， 5。 其 濁り をビ ョィど 打つ 


してやみ ぬ 0 

國の 古事 來 

へ 考訂し て 

き 日 本 魂、 吾 

癖 あり て、 國 

て、 こ れ をし 

ヾ」 おぼえた 

に ゆ ふに 據 

VJ は 是 如何、 

て、 朝 から 晚 

れに 依って 

けになる を 

て、 じ の 字な 


んぞは ノレ で ごんす ビ 意味深長なる お 考  

當時漢 學に太 田 錦 城、 龜 田 鵬 齋， 朝 川 善 庵 等 あ り。 國學に 本居宣 長、 墙保己 

1、 淸水 濱臣等 あり。 各 門 戶 をた て、 一 方に 雄視 し、 世 亦 畏敬し マ 先生 大 

人 を 以て 之 を 呼ぶ。 而も 同じく 文筆に 衣食す る 群小 說家 は、 殆 ん ノー レ 0 間 

落 語 家 VJ 伍 を 同う し、 彼 等の 著述 を鬻 て、 渡 世 ビ する 書肆 をして、 「汝 が 如 き 

戯作者 を 先生 VJ は 職 過ぎた り、 大 人 な V-  € の 空 拜 は、 早 く 書いて もら ひた 

さ 尻食觀 音 や ら、 吳 昔で 先生 ビ やら かす も. 金 が ほし さの 尊稱 也. 誠 は V- う 

だ の 冠辭を つ け て、 Vj う だ 先生 ど いふ 奴に て、 彼 の 川柳 點に. 先生 どいつて 

灰 吹 すてさせ る ノレ い へ りし 屬に ひビ し、 仍 て 蔭で は、 めの 字 を そ へ て、 一 一 一 馬 

め が、》」 人 皆い やし む  」ど 言 はしむ。 傲岸 高く 自ら 標示す る 馬 琴す 

ら、 尙 自ら 謙して、 婦 幼の 爲に書 を 作る ビ い ひ、 敢 て當 時の 學者 先生 VJ 肩 を 

並べん どせ す、 自 餘の 小說家 自ら 學者 先生の 類に 非る は、 百 も 承知 なれ V- 

も、 文 士 どい ふ點に 至って は 一 な り、 其 間 如何 ぞ些の 不平な きを 得ん。 況 
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んゃ才 に 誇り 能 を嫉む 喧嘩 好の 才子、 いかで か癢 にさへ ざる を 得ん。 浮 

世 床 に、 「歿 念 閔 子 騫」 ど いふ 口癖 ある 儒 先生 をして、 「おれ は 淸貧を 樂む氣 だ 

から 早く 起る 氣 もない が、 家 鹿 S の 異名) の 爲に 起され やし た」 VJ い は しめ. 

主人の 鬢 五郎 に 「嘉 六が 酒に でも 醉 つて 來 やした かね」 V」 一 言 の 下に 嘲り 

飛 ば し， 向 うの 壁に 張 付けた る 寄席の びら を 見て、 「 ハ 、 ァ竹 本祖太 夫. 鶴 澤 

から 

蟻 鳳ノテ おつな 事が ある の、 漢 には賈 太夫な V- 、 いふ も あれ V- 、日 本に は 

奇 しい、 尤も 秦の始 皇帝が 松に 太夫の 官 を ば與 へた が、 竹 に祖 太夫の 官を 

やった 古事 も覺ぇ す， ど 扨 又 鶴澤ど 置い て、 蟻 鳳 vj 對を ビ つた 心 は、 V" う い 

ふ 意 であらう な  」 ビ 疑 はし め、 そ れ より 一世一代 ビ いふ は、 重 言 の 誤に 

して、 一世 一度 ビ改 むべき を說 き 、页 に 咄家 V」 い ふの 湯桶訓 なる を辨 じ、 宜 

し 9- 力  J 力 

しく 笑話 家 V」 改む ベ し ど 論 じ、 さ らば 酒屋 は 酒家、 豆腐屋 は 豆腐 家. 馬 に よ 

く 騎る人 は 馬 家、 香 を かぐ 人 は 香 家 かど 冷 かされ、 ーィャ く 恐 人 ど 論 は 無 

益 な り」 V」 立歸る を、 其 跡に て 床に 集れる もの V- も、 互 に當世 儒者の 高慢に 


して 俗事に 通せす、 風流 八人藝 の 文字す らぇ讀 ます、 「風流 レ-グ 八 人 藝ス」 ビ 

いふが 如き、 「論語 讀 の 豐 後 知らす」 な り ノレ 洒落 散らし、 「あ いらはお め へ、 孔子 

の 道ば かり 知って も、 脇 道へ それる ビ 、ぬ かるみ へ 踏 込む の さ」 ビ い へ ば 「孔 

子の 道 はお い て、 王 子の 道 も、 ろ くそ ッ ぼうに ゃァ 知る め へ. jVJ い ひ、 唐 の 事 

ばっかり 採し て、 足 許の 事に 疎い の だ の、 惡 い 病 に どっかれ た、 あ の 人 は 物 

識 ぢゃァ なく ッ て、 只 の 人より 不足 だせ」、 「そして あの ざま を 見ね へ な、 底 

下へ 轉ぶビ 、直に 雜巾 だ」 V」 嘲 笑 す。 

又國學 者の 妄りに 古文 辭を綴 り、 古 言 を 穿鑿す る を 罵つ て、^ 吉ど いふ 若 

者に 遊里よ， o 來 りし 艷書を 浮世 床の 店頭に ひらかし めて、 

「 コ レ /、 ゆ ふべ の 玉章 を 見せて へ、 己に は Vj う も 分らね へ 事が あ る、 愛 

はま づ よしよ、 ソ レ此 よ. お ビ ゆ ふ は 御 約束の 黄金い つ ひら サ、 これ は そ 

れ讀 本の 文句に あるか ら、 大 抵覺 えて ゐる  「 ソ コ デ愛を 聞きね へ 

早速お いや を 申た く存候 へ 共、 昨 日 は 風の 心地に て、 役 所 を も 引き 居り 
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しま、 ッ サ、 愛 だて 五兩 無心 を 言 てよ こし 乍 ら、 早 速お いや yj は Vj うい 

ふ氣 だら う、 否 な ら 言 てよ こさね へ がい 、、それ ども 又 己が 御否ビ もい 

は す、 早 速 ゃッた V」 いふ 事 か、 「何 さ 少し は 本の 端 を も 讀むど 分る ビ い ふ 

事 さ、 其 中に 書 い た、 い や ビ いふ 事 は、 和文 にい ふ 鱧の 事 さ  早速 御 鱧 

どい ふ 心意 氣だ らう が、 可 愛さう に 其 婦人に 罪 はねへ、 文の 手本 を 書い 

た 奴が 惡ぃニ  、ァ それで 分ッ た 「全 體 文の 手本 を 書い. て やる 者が ある 

か の 「あ るビ も/ \ 狂歌 や 俳諧 を 四 文 計す る 人 や、 瀧 本流 を ごまかす 人 

な V- が、 手 本 を か いて 渡す の サ 「そ れで わかり コレ見 な、 お 定 りの 目 

出度 かしく も、 も う 古い ど いふ 氣 ださう で、 此中 の 文に は、 あ なかし こ ビ 

やら かした が、 此文 に は 又 それ も 端折た かし て、 何 もな しさ、 コ レ見 ねへ 

孰れ 近き に 御 見の ふし を、 ね ぎ まぐろに なむ どやら かした 「ハ テ ナ、 ね ぎ 

まぐろに なむ ビ 言 ッ て は 葱 まぐろ を拜む やう だ が 「わ かるめへ が 「わ か 

ら ねへの 「コ レサく そこ逹 は讀 まぬ 同 士、 書 かぬ 同士 だ せ、 そ れ だから 


& 勿 V  j 

あやま 

ァ、 う ぬ 

だ せ。 

1 人は荐 

き に、 大 昔 

は、 寧 ろ 論 

てばよ し 

章 を やり 

も 子 JVJ い 

に 出 だせ 

ひ 様の 誤 


ヾ J いふ 事 よ- 

る 「そ  れだッ 

1 人 承知で 

りに 萬 葉 家 

のい かで 萬 

語 不讀の 論 

どの 本 昔 を 

た が り、 几 帳 

ふ 二人の 女 

し 「庚 子 道の 

な き は、 校 合 


かも 子 「此 間、 餘 り 卑 


U 餘り 情けね へ、 もち ッど譯 を 知 

て、 何 處へ でも 通じる やう に、 書 い 

先へ 通らぬ へ、 此 位なら 白紙 をよ 

の 貴ぶ ベ き を 說 き、 他 は 十四 五 年 

葉 家に 知る、 を 得 ん、 論 語 讀の論 

語 不知たら むビ論 じ、 遂 に 字 は 知 

吐 き、 浮世 風呂 三篇 に、 「玉垂 の 奥深 

の ^ に、 檢 扇で も かざして 居さう 

に、 本 居 加 茂の 噂 を さ せ、 其 頃淸水 

記」 を 評して、 かの 頃 未だ 古 言 の 開 

者の 添削 も あらんな V- 、饒 舌り ち 

い 題で ござります が、 お かちん を 


ッ て吳れ ねへ ぢ や" 

たがい、 は さ、 之 お 

こす 方 が、 遙 に まし 

跡の 事 だに 知れ 難 

語 不知た らんより 

ら^7  yj も、 さへ 

く、 侍 る だらけの 文 

な、 氣 位 あ 「け ，9 子/か 

濱臣が 校正し て 世 

け ざり し に、 か く 使 

ら し て、 さ て、 

あべ 川に 致し て、 去 
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る 所で 戴きました か ら、 取 

，つ， 5 じ もの あ ベ 川 餅 

黄粉 *H ぶし 

けリ子 r  ，フ じ もの あべ 川 <yj 

し、 V- う もい へませ ん、 云 々 

何ぞ其 諷刺の 銳利 機敏なる。 

る、 のみに て、 二 書中 此に 抄出 

を 要するに、 三 馬が 長所 は、 言 語 

つの 微細なる- y」 に 在り。 唯 其 

ひ 物に なり さうな 人に 限られ 

の 「閔 子 翥」 V」 、浮 世 床の 生醉 武士 

後に 繰 返す が 如 き、 其 短所な り 


敢 えす 一 首 致し まし 

は 朝 もよ し 

て 晝食ふ もよ し 

か ゝ り、 あ さもよ しき 

され V- 此の 如 き 諷 刺 

せる 他 に、 多 く 見出さ 

を直寫 する の 巧妙な 

人物の 偏癖 ある 三 四 

た る ビ、 趣 向の ® ぷ 同 

ビ、 同 一 の 話頭 を反裰 


I-  く 


ビ 受 け て、 畫 食 ふ もよ 


只 折に 

ベく も 

ど、 一 種 

人、 所 謂 

鞭-に 出 

_ 上方 者 


觸 れ て、 現 は 

あらす。 之 

の 人物 を 穿 

本 町 庵の 食 

で 、、浮世 床 

の 鄙吝を 前 


さ れ Vj 、苦 心して 趣向 を 設 げ ざ る 所、 却 て 


際を寫 すに 便宜 ど餘裕 ビを與 へし や 疑な し o 


浮世 風呂 ど 浮世 床 VJ は、 三 馬が 双生 兒 にし て、 面貌 年齡 全く 相等し。 さ れ 

V. 其 間 自ら 多少の 軒輊 あり。 床 は此に 出入す る 人物 の、 大 抵町內 の惰け 

者、 用 のな き隱 居な V- いふ 一 局部に 限られた る に、 風 呂は 朝湯の 早き より 

仕舞 湯の 遲 きに 至る ま で、 老 弱 男女 貴賤 賢愚の 入 込、 引 きも 切ら す、 俳 諧 好 

の 老人、 薮醫 者の 詩 人、 不 案內 の西國 者、 下 女、 奧 樣、 山 の 神、 人 物雜 多に し て、 き！ 

化 自ら 生す。 髮結 店に 本 田髢の 順番 を 待つ 退屈凌ぎ に、 各 一 條の說 話 を 

語り 出づ るが 如く、 平板 單調 ならす。 彼が 著作 中 比較的に 人物 多く、 變化 

に 富みた る も の、 此 篇を 以て 第 一 どす。 

あしの 葉 わけ 

國學 者が 雅 言 もて 小說 やうの 文 を 綴りし は、 荷 田 在 滿の白 猿 物 語完 文 四 

年 作) 落 合 物語 (寬保 二 年 作) な V- ゃ始 なる ぺ き、 つ い で 眞 淵の 由 良 物語、 綾 足 

の 西 山 物語、 秋 成の 春雨 物語、 く せ ものがた り、 春 海の 竺志船 物語 な ざ あり 

七三 五 


七三 六 

や、 後れて 狂歌 もて 著れ たる 六樹園 は、 國 學の 素養 も 深く 殊に 戯文に 長 

せし か ば、 讀 本 欝の近 江縣物 語、 飛 驛匠 物語な ざ も、 かいなでの 作者に 免れ 

難き 「ふ つ 、かなる 圑 子の 橫ぐは へ」 て ふ 不調和の 譏 もな く、 今 樣を いにし 

へぶ りに 寫 したる 都の てぶ り、 北 里 十二時の たぐ ひ、 さ がな き 浮世の 隈々 

を あなぐ り 求 め、 あ まさかる 鄙の さ へ づり をみ やび 言 に 緩り ものし て、 聊 

か 滞れる ふしな き は 心憎き 業な りか し、 か くて 我 も /\ ビ事 好みなる 人 

人の 才を篛 ふ あまり に、 安 南 遠 可 志， 藐 姑射 秘 言、 は なの 幸な Vj いふ あらぬ 

書 さ へ、 つぎ に 出で 來に けるな めり。 

こ S に揭 ぐる 葭の葉 分の 卷は 源氏物語 評釋の 著者 どして、 はた 俠客傳 の 

irl 編 を 物せ し 作者 どして、 普く 世に 知られた る 萩原 廣 道 (備 前 岡 山の 人葭 

沼 ど 號 す) が 三十 三 歳の 時の 作に し て、 難 波の 風俗 人情 をい ど を かしく 書 

きな せり， これ や 束なる 都の て ぶりに 向 へ て、 蘆 がちる， 波の 手ぶ り ども 

いひつ ベ く、 文 章の 自在 はた 彼に 勝る ども 劣る ベ く は あら す、 彼 が 堇に雨 


あ 

し 

の 

葉 

わ 
け 

の 

ま 
さ 


難 波 江 一の しげき あしの 葉 かき わ け： て 

くま やくまん 底の こ ゝろを 

難 波 田舍ビ いはれ し は いひ 知らぬ 昔の事な りけ ん、 都 ひき みやこび にけ 

ごし つき  お ほい で の 

り^よ める 頃よ， 9 は、 又 千^せば かりの 年月 を經 て、 豐 臣の大 殿の 時め き 

お ほ き 

給へ る 御世の さかり に、 天 の 下の 力 をつ くして 營み 立て 給 ひつ る 大域の 

いみ じく 籙々 なりけ るに あはせ て、 ま おかき 國々 より 人 あまた 來集ひ 住 
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國 橋、 博 勞 町、 藥 師 堂、 夜 鷹の 四 章に 過ぎざる に、 是 の八卷 二十 四 章の 目次 を 

揭げ 出せ る、 ま づ 其 意 氣を壯 ^す ベ し、 只 惜 むらく ば今傳 はれる もの 一 卷 

三 章に 止り て、 全 豹 を 見る 能 はざる こど を、 此 書 もし 完備した らんに は、 大 

阪 風俗 志； j して 絕 類の 作た る べし。 

大正 元年 十二月 


み て、 か つ 賑 ひそめた， 5 し を、 そ れはた 

穩 かなる 大御代の 光 に、 よ もつ 海の 波騷ぐ 

忝 さに 乘り て、 千 船 百船絕 ゆる ひまな く 出 

津の 里のに ぎ は、 しさ こ そ、 一一 一一 n はんかた な 

お ほ ぞら か を  み か， 

は 大空に 薰り 満ち て、 高 津の 天皇の 大御心 

や、 こ 、に 生りいで たる 壯 人な V- は、 日 の 本 

げ にや 薩摩 潟み ちのお くの はてば て は 云 

おん めぐ み 

蝦夷が 千島の 隈々 まで、 御德 化に まつろ ひ 

に、 猶 い ど 遙 かなる 西の もろこしの 國々 よ 

もの ま づ集ひ 寄る 所 なれ ば、 か の 庭訓 往來 

々しく しるしつ けた ン なる 國產 のこ ビ VJ 

ど や 言 は ま し、 此 頃 片田舍 よ.^ のぼり 來し 

へ る 川 づらの 家に 入り ゐ て、 彼 是 見 驚 き た 
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見果てぬ 夢 ビ な 

こ VJ な く、 普 き 御 

入 し てお び 榮 え 

く 花やぎた れ、 二 

いたましめ 奉 


み くりや 

御 厨 な ン V- ぞ 

も 更にて、 琉球 

貢つ かう まつ 

も、 盡 きせす も 

猿樂 記な ン》」 い 

は、 兎 の 毛ば かりに 

がく さ フ なにがし 

せ學 生の 某の 掘り 

繁昌の 有樣 を、 筆 の 


り S 

う 0 

ま さ 

た よろ つ 

や 萬 

る ベ 

誇り 

ヾ 」 聞 

る 頃 

て 運 

ふ め 


て 


の 


ゆ 

ュ丄 

一 了 

\ィ 


ヽ今 や 

しみの 

たる 御 

竈の 煙 

も あら 

ふ め る、 

る蕃國 

ひなる 

たから もの 

0 货 ビレ 

ふみ  こら 

書 に „IH 

あらす 

■  -  J  、 

VJ 力.^ 

く/に 


まかせつ 

こに も寫 

つ ぎ /) 

き 事ぐ さ 

揭げ つ、 漏 

代 の、 廣ら 

りかし 

弘化 


一 の卷 

二の 卷 

三の 卷 


はし 

、 drt:  p づ 、しるしつ けで 

し 出すな り、 さ る はまぢ -ぃ 

に 聞き 集め 見 集めん まに 

に 至る まで、 漏 さすし るし 

れ たる は 思 ひいでん ま、 

けき 御蔭に たち 隱れ たる 


る事ビ て、 人 の 語 

く 打 見た る 川の 

く、 歌舞 妓觀せ 

け てん VJ て、 ま 

加へ て ん. 皆 . J 

くさ 

種の 御 民の ほ 


つ- 
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一年 ビ いふ どし の 夏み な 月 


物 あら ひの 女  船 を さ 

力し.^  家 かり  ビ 

旅人 や ざ かみ ゆ ひ 


ど を かの 日 

吉備 の葭沼 

たはぶ 

さろ せん 

み 人 

湯 あみや 


り 聞かせる ま、 に 、- ) 

ベ の 有檨を 始め にて 

物 な ン Vj い ふ、 は か な 

力 P す 

づ その 標目を こ 、 に 

のめで たく 辱き 大御 

か な. る 人 V- もの 上な 


れ にしる す 

ざ -9 る リ 
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ば > ^り  やさ  まう し 

くすり 師 歌よ み 膽徽， 

一一 一一 は  一一 7|ロ  ^Mu 

茶の湯い け 花 鳥 かひ： s 紅 木 

かるわざ 放下師  見せ もの 

うかれ 女 男 あそび  茶屋い けす 
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总 わ きて かき 

ふるう つ は 物 H 買 

.5 ふき 

すま ひ 


なし 


人情のお も ふき を 推し 究め ざれば 何の 學び もす ベ て 空談なる 


あげ づら 

き 論 ひニ條 


，ま づ 


、-の 段 はた はぶれ ながら 此書 のみた ま- V」 あるべき 事 なれ ば、. - 

言 ひお くべ けれ V- 聊か 思 ふ 旨. も ありて しリ へ LL は附 け. し 也 

八 まき 二十 餘り 四く だ り、 添 へ ごビ 九く だり、 つけぶみ 一 ま き" 合 せ 

き 三十 あまり 三く だり にして 終る -ベレ 


もの あら ひの 女 


さがな さの 罪 も 川瀬に 消えぬ べし 


は こ 

め た 

し て 

^、女 

ざ め 

せ ら 

しめ 

女 V- 

ひる げ 

晝 食 

今 ひ 


の 

る 


さ 


ん いふ、 

の 命な 

たより 

の 物 ビレ 

識， 5 た 

る に、 を 

ん多か 


Q 

ど 


ビ な 

波津 

，あ し 

て、 相 

き た 

事な 

る ベ 

の 魚 V- も の 

は旣に 聊か 


潮の 八 百 あ ひに 流れいで つ 、 

近 江の 海の 溢れ いづる を 源に、 加 茂 川 桂 川な ン ざの 末々 おち 集 ひたる 流 

のち せ  いく すぢ 

れを 淀川 どなん い ふ、 そ れが 後瀨を 分ち て幾條 どもな く 引き もて 來た る 

る F づらを 切りなら して 物^ K ふ 處に定 

ゆ ふ ベ まで 立替， 5  くる 人を眺 むれ ば、 色 々のさ ま 形 

で、 來な る、 若 き あ り、 老 いたる あ. り、 男 あ 

はして おのが じし 物語 V- もす る を、 耳 ど 

しく も 旁  一？. S ぐ も、 し 苦しく も V」 hy  A\ 成 


ふた り 

し、 二人 


けり ヾ J あ 

ふべ まで 

を 持ちい 

は 詞をか 

しく も悲 

け る、 何 が 

人並び う 

きち ひさ 

物 を 洗 ひ 


ひかくれ ば、 さ ながらに 手 を や 


しビ 名に 立て つば かりの 家に 仕 ふる 婢 

つぶき て、 洗 ひたる 衣 を 稀に 入る 、あり. 

き、 籠 に 入れ 來 りて 調 じつ 、そ /- ぐ あり、 

果て 、歸 らん ビ しける が、 又 立 屍り て 物 

めて 打 笑み つ 、軒端の 日影に 寄 合 ひた 
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1  七 四 二 

しりう ご ご 

り、 お の 家の 內の譏 言 ざ もす るなる ベ し、 衣 洗へ る は 裳の 裾， 高く か、 

やま D 7" 

げて久 米の 仙人の はふれ ぬ ベ きさまに 白き 脛 あら はに 搔 出した る が， 簪 

どうで 、亂れ か 、 h> たる 看： の あたり を搔 上げつ 、、小 梅 よ. ま だい ど ねむ 

たげ なる よ、 う ちかた も ^U^U0^, よべ は 客人のお はし て、 例 

の 茶の湯 ど いふ こ VJ の 始まり て、 子 二つまで も歸ら ざり き、 そ れ朵て 、器 

はもの 

物 洗 ひな ン ど しつれば 此 程の 夜の 短 き、 鳥 さ へ 鳴きぬ、 かくてね ぶる どし 

も 無 き に、 ば ん どうぬ しの tm^s^ws ぼ^^ ほ 仕 お ざろ くしう 鬵 り 

て 起したり、 おのれ こそ 宵の 程よ、 り いね 飽きた らん を、 人 の 上 をば えし も 

,k な し 

知らす 貧睡 ど て 咬く よ ビ 言 ひさし て、 あ くぴ長 やか に 打ちして 目 をし ば， 

た、 -け ば. 年 の 程 二十に は 足らざる ベ し、 河 內 にか あら ん、 播 磨に か あ らん、 

ひな  き C 

まだ 鄙びた る 衣き たる 女 の、 此 程 やう 里 馴れ て、 さ かひ VJ いふ 詞も舌 

短くな ，5、 か きくけ の獨れ る聲も 鼻に 浪 らしな ン V- する ま、 に、 元 よりの 

里人に も 劣ら じ マ」 思 ひあがりた りげ なる が 打 聞きて、 げに さ こそ、 い づ こ 


も 主人 は >5 長き も のぞかし、 こ  >  に は 歌の 會 どか いひ て、 同 じく 夜半す ぐ 

るまで 起したり き、 いかで か はねぶ たから ざら ん、 歌 會ど い へ ば 此頃を か 

しう 耳 馴らしつ る 淸元ビ か 江 S- 節の たぐ ひに こそ w  、夕 暮 より 下 待ちし 

たる 甲斐 もな く、 たいふ は ^ぽぉ |ほ ま i おわ あ 

ばそう しゃう どなん い ふ、 そ の 宗匠 法師 飽くまで に 

か あらん 打 傾きて は 紙に かく よ、 さ る 程に 飮 みさし 

さめ 果て 、たび / ヽ 煖 めに 立た せた る、 ぃビ 惜し か 

の 天皇よ むが ご V」 き聲 して、 いたう 感で 覆りな ン V- 

さ も 

わ こ は 腹 を 痛め 打^し 居 り， せ んか たなく 酌に さ 、 

の 詫し さ、 千 年を歷 ぬる 心地なん せ し、 さ る は 主人 は 

ぬな り、 二 七 ど か、 三 八 ど か、 人 の 名め きたる 日に こそ 

こ- フ  い へ * きみ 

し ど 契りた れ、 い ビ困 じに たる 事、 さ はいへ Vj 家君の 

き 者に 思 ひ 給 へれ ば、 け さも 自ら は 起きいで 給 ひて 


まりの 法師に て、 名 を 

酒う ち飮み つ 、、何に 

たる 盃 はい つ も ( 

し、 を り はてん ち 

し つ、 今 ひどりの 小 松 

れ ていで つ、 居る 程 

益な き 物 好みし 給 ひ 

は、 又 かの 法師 來 つべ 

心 なだらかに て、 勞た 

も、 我 をば さてなん 臥 
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せ 給へ hs き、 さ れば 只今の 程に 起きいで つるな 

さ れ て、 か の ど 言 ひながら 片頰に 笑みつ ヽビば 

來 かし ビぃ へ ノゝ」、 猶 こ、 に 仕へ つ、 ぁン なり VJ 

佛な， 9 けり、 こ 、の はこよ なく 腹黑き 人に て、 口 

お. ゥな 

>  J  VJ は、 難 波のう ちに ヌゃは ある ベ き、 猫 の p~ に 

きたる 事 あ り、 必す 人に な拽 ら 

あそびな りけ る を、 あ ろじの 若 か り ける 程 通 は 

君に はなり ぬ VJ ぞ， 其 折 も 親族 方の 人 はう けが 

ひて 物せられ ける ま 、に、 い づれも 皆 そば /\ 

來られ しこ VJ はなし、 さばかり の 人 なれば こそ- 

思 へ V- 、も ビ より 大き 星の 娘め かした るなん い 

力た ゐ  さ- フ や 

乞 兒 € 詈 り た り、 今 こそ あれ 國 がた にて は 庄屋 

たる 腹 立し さは いかばかり なりけ ん、 さ れば彼 


七 四 四 

り、 この 辱き 御 心 一 つに 絆 

か h- あり て、 人 の あたりへ 

い ふ に、 さ は そこの 家君 は 

のさが なくき たなげ なる 

これ は 衣^ 冼ふ ざて^ リ C くろ 艇 なろ 

か， 常に 猫^ 飼 ひつ  >  めづ ろ、、 W の铨リ 

し そ よ、 も ビ 家君 は 新 町の 

れしを 打 惑 はして、 遂に 家 

はれ ざり しか V/ 主 人の 强 

しくな り て、 誰 ひビ り訪ひ 

_M あしき もこ ど わり V- は 

V」 房 痛 き、 過 ぎし 曰 も 我 を 

わかれ すゑ 

の 支流 な る を、 し か 詈 ら れ 

あ. v び 

の  > にせ 遊女 ビ  一一 一一 口 はん どま 


では 思 ひし かざ、 これなん 辛抱 ど いふ ものなん めり ビ てこ そ さてす く  L 

た れ： け にい ど 奉公 ビ いふ もの は 苦し かりけ り ど、 打 歎きつ、 い へ ば、 今 こ 

VJ り 為 洗 ひ はてた る が、 籠 ながら 置き て、 あ な か ま、 何 がし 屋の 近かン なる 

さ、 P  みそ ぢ 

に VJ  、手搔 きつ 、寄り 來 りて 低語く、 こ れ は 今す こしねび まさり て、 三 十 に 

近 からん ど 見えた る、 着 たる もの ざ もの 流石に 垢つ きても あら や、 髮 さ へ 

X  -  -  t  あろ じ 

M ^風に よしめ きて、 打 亂れて も 見えざる は、 主 人に 入 知れす ® はれた る 

故なる ベ し、 いで その 茶. の 湯 こそ 今の 世の 流行 事な れ、 わ が 生 人 も 元は 知 

おん やかた  ？ び ご  /  .  t£  ✓  •  、  Iti  . 一 

られ ざり つる を、 何 がしの 御館の 官人 たちに まじら ひ 難し どて 此頃 俄厂 

始められた り、 そ の 師をも 亦 宗匠 どなん 云 ふめ る、 茶 の 湯なる も 同じ 法師 

な り、 何 事 をす るか ビ見 もて ゆく に、 先 づ その 器物 こそ 胸 潰る ばかりに 價 

あしなへ かた ゐ  tSi ね  >  ほ： S  - ) ク、 11 1 、 ？  J  さ： 

高 け れ、 蹇 の 乞兒が もたらん やうなる 陶 物の 碗 一 つ を 三十り らの黃 佥厂 

買 はせ で り、 諸 々それに 次ぎて 皆い ビ高 かりき ど ぞ、 か の 宗匠 坊は いどよ 

き 黄金 を こそ 貧る なれ、 彼が 妻になる はいかなる 幸福 人なる らん、 羡 しど 

七 四 五 


て 打 笑みな が ら、 そ は猶 さても よか 

智 らふ y  くも あらぬ 物 v> も を 取 集 

たる を、 一 つ /\ 賀 めながら たう ベ 

それ を も あろ じ は 云 ふが ま、 に 行 

つ ゝ嚴 におき てらる 、よ、 ぃビ 諮し 

ひ て、 臼 VJ いひ さし て、 舌 を そ vj 出 だ 

ま は 

お ほひ て、 そ れに 入れて 廻すな り^ 

^めら る、 から に、 蟻 の 這 ふ 如くな 

ま ぐ の 戯事 ざ もせら る 、 に案內 

きつ、 ぁンな り、 そ れに比 ぶれば 小 

VJ も 酌に たてば 折々 は 肴 を も くれ 

き 物 もな きに はた 有らぬ を、 茶 の 湯 

うにた うべ ぬるが 法な り V」 か いふ 
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ン め り、 食 物の怪き は いかなる 業ぞ や. 

め て、 小 き 器物に 出の く.； ふ ばかり 盛り 

ぬる こ VJ  、思 へ ば /\ を かし か り： ^り 

ひ て、 我 等 を も 男 V- も を も 責め はた り 

く はた あり、 それが 中に 茶 挽 く^か い 

したる が、 打 笑み か、 る 口 も V」 に釉 を 

にもの すれば いかなる 事に か、 い た う 

ん 引きめ ぐらす め る、 こ れを始 に て、 さ 

こぞ  さ 3  i- 

は 知ら す、 此 頃 は 家のう ち擧 りて 騷勸 

梅が かたの こそ 勝りた るら め、 詫 し く 

ぬ ベ し、 杯 盤のお りたる に は 食ら ふ ベ 

は 元より 少しく 調 じたる を 、餘 さぬ や 

め る、 い V」 味氣 なく 辛 き 事 を ビ， い ま だ 


1 言 ひも 終らざる に、 いち 早く さ 

ひに こ そ、 さ れ V- い ど 人 わろ き 

な ど その 法師 打 惑 はし て、 そ が 

頭 を 振りて、 いで あな かた は， 骨 

川の 案內習 はんより ほかの 事 

、 、 、 、 、 

ん、 さ る はい ビ よく さしおび た 

つ、 皆 は ビ打笑 ふ に、 小 梅ビ いへ 

を强 ひて 乙ら せ て、 さ はわぬ し 

なく あれば こ そ、 わ が ビ もがら 

嫁ぎぬ べし ビ、 さ かしだち て 言 

なうた て、 そ の 主人 も 主人 ぞか 

れ ば、 あ ながち 心 多く て、 新 町 に 

うへ  それ  おも； の 

る 上 に、 某 の 裏屋に 妾 を さ へ隱 


し 出で ゝ.， う ベ 然 り 

物 語 な り、 誠 やわぬ 

い へ でう じ 

家 刀自に はなら ざ 

7V  おいび ご 

々 しき 老人 まう け 

な し、 わ ぬした ちに 

、 、 

るよ (マ 、 )VJ て、 お の 

るが あたり /) 見 

は 主人の 君に 思 は 

の 貧しき は、 帶 一 筋 

ふに 腹 をき りて ど 

し、 お のが 如き 醜女 

に ひ 4J ころ 

も 新地に もこ 、 か 

しす ゑ て、 ？ぉ もな く 


い づ 

しょさ X 

ビ 云 ふ 

何に か 

せたら 

から 聲 

ぐらし 

て 何の 

惠 まれ 

み 笑 ふ 

こご 

だ に 言 

こ あく 

び 渡 ら 
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こも 違 はぬ 味 

か り羡 しく ば 

まゆ ね 

に、 眉 根 をよ せ 

さん づ 

は せ ん、 三途の 

ば何ビ か いは 

も 高くな， 5 つ 

つ 、、語れ る聲 

足ら は ぬ 事 も 

ゑ でり 

なば 屠兒 にも 

こ ど 限な し、 あ 

問 ふ 程の 人な 

がれ ありかる 

る、 な り、 そ は 
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さても ぁン 

お V- ろ 

ひ け り、 そ の 

-yj は ふ 今 

の 程 も 彼の 

いどいた う 

ビも 知られ 

たる 人ば かり 

はため かれた 

ひ w こ w  t 

一 一一 一一 n も 返し は 

の 腹立たし さ 

えぬ ベく なん 

も 乞兒が 妻に 


べかン めれ V- 、日 高 の 川 を も 

し 


さ は、 木 の 限 岩角 も 


に 立 渡りて 虛 言 を 

や 荒波に 打碎 かれ 

も ひ 人の 腹 ふくよ 

Vj し、 か ば、 金 を 十 

まこ £ 

も の を、 31揭 めかした 

お- C* 

愚なる 者 は あらぬ 

る こ- y」 想 ひやる ベ 

せで 友 だち の 方へ 

-っ つし _0* ろ 

現 心 もな く 皆お し 

思 ひたり し、 さ れ ば 

もな り-つ ベく あ 力 


し 

力 

る も 

ぞ ど 

し、 さ 

出 で 

い で 

心 だ 

思 ふ 


越え 

ベ く 

柁ビ 

み くづ 

水展 

り た 

られ 

か し 

、其 事 

Vj あ 

力 t 

數 へ 

安 き 

ど、 し 


L  ^ き /メ  て クー 

ベ き 家君の 角 

やまつ み  みこ ご 

ん、 山 祇の命 ど 

うき み « 

憂身の 帝 さは- 


な  りなん  心地 

ビ て、 媒 したる 


り き、 誰 が 夕 露 

りけ り.、 こ れを 

もな く 顯れて 

じ は、 流 石に 男 

, 譏 言 のつ いで 

てられた る 苦し 

つ り *<a 

あ ら ば、 濫 褸の衣 を 纒ふビ 

ぐ 言 へ ば 又 諸共に うち 


だ > 

う ベ 


力 

す る 

結 の 

した 

つみ 

紙の 

る か i 

れ ば、 日 頃 

さ、 身 も 消 


る ゝ 

も 云 

力 り 

や、 此 

來て、 

富 み 

0 り 

ら - - 


チト r ガ 3 ウテ カ子 モチデ  あづま た 

しめりて； けにく 樣々 の 世の中な り や、 か たち 人に て どみ 人に て V- 朿謠 

あろ 二 

にかたら ふやうな る ま 人に 仕 へ て、 さ こそ は樂 かるらめ ど埕 ひつ る を， 業 

平の 朝臣 は 色好み なりけ り、 さ れば よそに 思 ひ 測りし に は 大方 は 似ぬ も 

し れ もの  かげ .C ざ  さち  はれ  き d 

のになん、 こ  >  に 繋がる 、白 痴漢 は 賭博の 幸なければ ビ て、 晴 の 衣 二つな 

がら もて 行きて 二月に なれ ざ 返さぬな り、 一 昨 ni も 家君の 供に たつ べき 

事 ありし か ざ も、 せ ん すべな けれ ば、 俄 に 頭痛し ビて打 臥して 止みぬ 、いた 

づら者 はたう しろめた うこ そ、 さ て も 行く先 は 誰も (\ いかなる 瀨 にか 

寄りつ くべ き、 大 方 は此川 水の やうに 海に こそ 流れい づら めな ン V- 、流 石 

に 漂 はしき 身の よる ベ 定まらぬ 事 をい ひ歡 きつ 、、柱に 倚， 9 か 、りて 櫸 

を まさぐ， 5 塵 を 捻りな ン ざし て、 や うく あはれ に 語ら ふ 程 に、 打 績 き た 

る 五 ル 雨の^ なごりな く 晴れ渡り て、 照 り 輝きた る 大空に 消ぬ かに 舞 ひ 

昇りた る 大き やかなる 鳶 の、 い つし か 舞 ひさが り、 つ V」 身 を か はして ぉビ 

し 來 つ、 矢 よりも 早く 橫 切り 飛び て、 か の 洗 ひたる 籠に さはる ど ぞ見 えし、 
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たて ざま  ^  / 

大きなる 鱸 一 つかい 摑み て、 川 を 竪樣に 逃げて ゆ く、 羽 風のお しきに やど 

うへ  、の ほし  いラ らん 

おびえつ 、見やり たれ ば、 遠 からぬ 程の 屋の 上に 物干 ビぃ ふ-物の 勾骶に 

もて ゆき て、 腹 の あたり を 引裂きつ 、食 ひて 居 り， く はや 身の上の 大事な 

.C ら はべ 

ン めり ビ 慌て 惑 ひ て、 黄 ばみ たる 聲張 上げ て、 か たへ に 兌ゐた る 紫； 子 を 呼 

びい ぞ かして、 てふきち が ロ^よ f 玆蘇建 ゆら いかに せん、 E 十く 歸 りて 

はや もて 來、 衣 干す 竿 をな ン V- ぞぉ ほせ 付く める 

雲に 飛ぶ 藥 もがな や 天が けり 

あ.. こらす 3-  .15 を- y」 ， りて こまし を 

tc- ン ャ h.-  やまつ, *  た" り 

な ン Vj 蹉跎 をし つ、 せめて 云 ふ も、 彼 の 山 祇の祟 をのが れん どの み ま づ 

思 ふなるべし、 

ふな を さ 

か；^ 枕 そこ はか ビ なきう き 身 を や 


尊 び 

ひ- - 一 

ぬ 一 

む な 

う ま 

湊 々 

だ ち 

か， け 

く だ 

げ に 

^  - 一 

び、 あ 


し へ に 

あか ま 

くさ 

よね 

る 米の 

き物飽 

かくし づま 

に隱妻 

ぬ is 

たる 贜 

たるが 

ち て、 い 

，らふ 

は あら 

る は 淀 


ふな； * み 

舟君ヾ J 


へ た る 

へられ 

數に名 

くまで 

さ 

物の 光 

あはれ 

可憐な 

さ い ビ 

めり、 い 

で、 川尻 


なげの あはれ にか へん ビ 

い ひ、 漢 土に も 舟 子な ン 

名なる ベ し、 今 

のに も 

千^い 

ひ、 よ き 

の 梢よ 

れ V 一 一 

も 知ら 


たる も 

づ け て、 

にくら 

て、 帆柱 

なンめ 

れば、 主 

下の 品 

ビ やす 

にて 國 

り て、 都 


は 字 音 に 

，又樣 々の 

ひ 百 ビ い 

き C 

衣 溫 か げ 


なる は- 

か^  よ. 9 

き片綾 

お ほ 

々の大 

はさら 


り も遙か 

世 は ゆか 

す顏 つく 

ゐ むしろ 

商 fral をぎ 

の 玉の緒 

ぶね を ぶね 

船 小船 ざ 

なり 大和 


す ら ん 

V- た > 

船頭 VJ 

世界 あ 

ふに 品 

に て- 

に  思 ひ 

ラっ せみ. 

ぬ 現 身 

るなる 

に あ げ 

ヾ j 見  >  に 


へ し は、 波 風 の 

い ひ て、 物 の あ 

りて、 乘 物の 大 

わ き た b  、上 の 

り (. あそ び 

泊々 の 遊女に 

のぼりた りげ 

の 命 を、 は か な 

ベ し、 そ れ より 

な ン V- して、 硫 

た り、 茲 に 寄り 


もよ， 9 物み J 移し 取り 

河 內近江 丹 波の 國々 

七 五 一 


g-レ しさに 

はれ 知ら 

き さ を、 積 

なる は 

た は ぶれ、 

お ほやけ 

な る は、 公 

き 掉轮に 

つぎ — , 

次 々 に 品 

綱の 心細 

來るは そ 

て もて 運 

/ へ 六) り も 


て 亍 

づ \ィ 

尸 し 

や か 

で、 つ 

み た 

書 き 

- J よ 

、1*  •> 

な 力 

か へ 

の 名 

や う 


犢鼻 襌 


たぐ ひな， 9 け り、 水 夫 V- も 

珍しき 事 ビ も をぞ 嘴り 厶ロ 

る 舟 に、 苫 ひきく 募き かけ 

AN ど 磯邊に あ る、 そ れ に 

片っ 方に かご VJ ばかりの 

る 家の 柱 に、 骨 なく 繋ぎ ビ 

-ふ -yj 先 づ目 ビ  >  ま る、 >  J れ 

の 赤裸に て、 掛卷 くも 畏き 

た る に、 八 重の 潮風に 吹か 

あ P 

きたる 紋こそ 出で 來 にた 

る 髮 の、 元 結の 絕 えたる を 

立ち 顯れ たる が、 只 今 あ み 

に卷 きか へ、 手に は 柁繩の 


は國々 

ふめる- 

たるが 

並びて 

ひ ほひ 

曰 覆 を 

り こ b-  _ 

らに乘 

お ほ ひる め 

大日 女 

れ、 飛 蓬 

藁 の し 

て あが 

當る所 


の. U 命 者な 

■ 何 どか や 名 

何 を 待つ に 

聊か 劣り ざ 

し て、 舟 繋ぐ 

_菅 原の 祌に 

りたる 者 V- 

の 尊の 御影 

>フ よ 一、 よ 

の 如し ど 昔 

ベ にて 補 ひ 

た， 9 ヾ」 見 

に 物す ベ き 


昨 

ま 


白 

え 

藁 


七 五 二 

ければ、 

けたる 

曰 よ 

る 九 

ら や 

れ奉 

いづれ 

けだち 

か ら歌 

る 二十 

て、 濡れ 

の 編み 


V」 り A\ を 

いど 細く 長 

ご 6 づな 

h- 緣 を 解 力 


，物 高 く 積 

物々 しく 

たる をの 

く 生れ 

鲶ビか 魚 


ビ 


にい ひけん 

餘 りの 若人 

た る 手 巾 を 

さした る を 


持ち 

き た 


，ゆるら かに 锔 みなが ら、 さ すがに 聲 はい vj よくて 歌 ふ、 さ れ V- 古 め 


ひた も 

て ノ？ ま 

\レ も す- 

はら 

ヾ」 て 腹 

よ、 聽け 


サ 

す 

づ 

サ 

の 

あて 

力 


曲な りけ り 

ン サォセ (, シ 乇 

ざ や 漕げ こげ f/.^, 

セバ ミナトが チ カク 

がば 港ぞ ちかづき 

イト ィゥ タト テ ユカ 

VJ いへ V- 行かれん 

ド ハ 四十 五里ナ ミ ノ 

渡 は 八重 だつ よそ 

マノ ク ヤヨ カヨ t 力 

こが 來 るよ ひ はし 

ラノ  、ノ スィケ ノカ乇 

ちす の 池に 鴨 さ 


續 けて 歌 ふ 

にくら ひ を 

,9、 片 船に を 

ヾ J いふ 物 を 

し な、 こ は い 


程、 竈 

る 六 

ゝ ビ 


して 方な 

うち /\ 

ヾ」 內々 の 


セキマ デモ 

V- も 赤 間 ま 


で 


る 

乇 ゲ 

わ ぐ 

の 前 

十 X 

呼び 


ら し 

ョ カサドへ 

のか 荒波の 

あ- -9 けり 

シレ^ 

しも 背 戶 の VJ の 

タ ク 

な り 

あぐ  • つつ はちの  いひ 

に踞み ゐて賤 しげなる 器物に 钣 おし 入れ 

おきな  ふな を さ 

かりの 翁、 こ の 隣れ る 舟 長 ど 似氣 なき 物語 

か、 れ ば、 か の 日お ほひの したに 午睡 せん 

る 木 を 枕に したる が、 を  >  ど 答 ふ、 權 三 を ぢ 

物語 なれ V- 、一  昨 曰の 夕暮に 川尻に さし か 
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かる 程 に、 例 の 新 堀の かたき v> もな 

招く 程 に、.^ 嘯きての みあり しか ざ 

い ふ、 さ すが に惽く はた あら ざれば、 

今宵 はな V- いひ けれ V- 、過 ぎ し 頃 の 

られ て、 辛き 目 見たり し 程に、 い ビょ 

ひご つき 

きかな、 一 盃の 酒に 醉ひ たる 餘 b  、湯 

力た き  き あ 

彼の 敵 ゆく りなく 來會ひ て、 い ど 睦 

に、 つぶ VJ 肥え 脂 づ きたる も、 

火の 燃え あがり て、 忍 び 果たすべく 

ん は ビ、 战 になよ ビ 引き. もて 行 

ベく する^り、 镜 みたろ 物^ 海に すつ ろ^、 上荷う >Q 

つ V」 いふな リ、 それにい ひよ ゼた る詞 なる ベ. し d 


七 五 四 

I 遊女 か 敵 S いふ はか  >- ろ もの ％ー  きく, la つ ナ C 

Z  、おしなべ^る はや リ詞也 笾 写 ぐ VI- 

廢聲 たて 、知らす 顏 はいかに なン V- 

終に は 負けて なまめ きか はす に、^ す 

辦 S に 親方に f ま いたう 戒め 

う 念じ か へして 忍び 過ぐ し、 を、 悲 し 

あみ せん w て 陸の 方に 行きたり しに、 

じげ に 一勝の 招を搔 きな V- する を 見る 

の あた h- の 白 やかなる に、 忽 ち-胸 走り 

も あら ざれ ば、 よ しさら ばい か^はせ 

ひご かた  ラは に  り & 

かれて、 又 一方の 上荷う ちたり ^^m. 

なまが /) し、 彼 を敵ビ はう ベ こ そ 名 


づけた なれ ビて、 餘波 なく 打 笑 ふ に、 そ は 辛く 面白き 目 を 見た りけ りな こ 

さ t  一め つら 

こに も 同じ 樣の 事ぞど よ、 何 がし 屋の 荷積の いどまい る 程に 跳へ られた 


る 書簡つ てん て、 堀 江の 方へ いで 立ちた る 道 に、 新 町 をよ ぎり たれ ば、 畫 

問の 如く どもし 連ねた る 火の 光 に、 只 ならす 浮かれ ありき て. ゆ くりな く 

奥まりた る 方に 迷 ひ 入りに しか ば、 ビ ある 家より 女 V- もの 群立ちいで 、 

强 ちに 引き 入る ゝを、 こ はいかに する ビて抗 ，ひし か V- も. 手 に 一 袖に ひか 

れ脣 に^に おされな ン V- 、心 yj もな く 引きの ぼせられ つ、 か くて 猛き樣 す 

た V- むき = り ，-は 

れば 放つ 事 V」 聞きたり しか ば、 さ はかくして 我 をい かにす る V」 、腕 を扼り 

て 翳き さまに うめきし か ば、 家 刀自な ン V- 出で、 檨々 にす かしこしら へ、 

つ や  つ い そう 

艷 めきた ろ敵ざ も は立替 りつ 、追從 する に、 終 に は 臂のカ も拔け て、 命 を 

さ へ に 取られん ビし き、 碇 繰りても 櫂 取， 5 て も 人に は 劣らぬ 櫂 三の 大人 

•  >  けさ 

►a ろつ 力ら 少. o  ： よ わ そひ^ ひめさ レス も 又 、 で， フ.！ 2  く  丁  - -ナ ゎ/ さ る sffi こ <ff  HS ま 

も いふな リ 乙 め^-し as- の はや リー ー：ー3 なリ  レナ， フ くォ  V  ？ さズ h*rlz-.%-« 

したな く 明け はなれて 歸 りしから に、 彼 の 文 を だに え もて 行かで、 こ ゝ に 

在る よ ビそ、 又 か や 、/」 打 笑 ふ は、 今 少し 若 やか には见 ゆれ V- 、こ ゆるぎ 

の 五十ば かりなる ベ し、 五 つ 六つば かりに 見えた る 幼 き 兒 を ゐ て き た り 

七 五 五 


け る 

しゃ 

者 な 

ぷ 


澄み 

いひ 

ら飯 

ぐ さ 

草 く 

て お 

又 あ 

し き 

る < 

て、 聲 


が、 旁 の 家に 法師の！ i よ 

も あみだぶ ビ 繰返しつ 

る 男の 唄に 

オヤ ハ 女^ 買ヒ子 《後 

うかれ 女に 親 はう か 

今ノ 浮世  <-サ カサマ 一一 

子 はかし こ め り 世 も. 

わたる 水鏡に さし 合せ 

くひ 終り て^ 端より う 

ゆらして なほ ぞ 0 ら ふ- 

ご  そかに  戒めら  るれ  V- 

しろ 

ら じか し、 僅 ばかり 代 を 

杯盤 置き 並 ベ、 飽く まで 

き、 今 少しの 物を增 せば 

なつかしく 搔彈 きも ぞ 


七 五六 

みたる 蔡を 聞き 居 

>  口  i 吳以を ぞ す-な 


き おんに ふ む ゐ しんじつ は- 7 おん 

りて、 棄恩入 無 爲信赏 報恩 

へさ 

る、 それに 打合せて 彼の 舢 


生 子が t 

れて 後の世 を 

や 逆 ゆく 

かし & 

た れ ざ、 頭 の 霜の 影 

つ. v$ ものさし 出し 

わ aL 

さて は 和 主 も 奢り 

も、 つ ら /\ 考 ふれ 

いだせ ば、 ま づ い ビ 

に 酒 打飮み 肴^り 

天つ 乙女の くだり 


恥 かし ビ だに 思 は す、 や を 

て、 さ ながらに 滴ぎ 收 め I、 煙 

に け り、 親 方 の 常 に 奢り ビ 

ばかば か b 價賤 しき 物 は 

き ら ，/( \» しき 家に ，つる は 

く ら へ Vj も、 又 誰に か は 憚 

たらん やうなる 唄 女の 來 


す る、 そ れ 過ぎて 見 も 知らぬ 桑蠶 衣の 衾のう 


ち に 、支 孫 女 VJ 

か す、 埋 れ寢た 

行きた る沛島 

勝， 5 給 は ん、 和 

い 

こ ど は El^ に eg 

一 つの あるじ 

なま はしたな 

て も 忘れ 難し 

に や、 歸 b たる 

自 がまめ だち 

^池 氏の あろ 

しも 口堅め つ 


いふ ども 

らん 樂し 

の 子が 心 

主 はいか 

をのば へ 

さ ご を さ 

vj て、 里 正 

う て、 慎 み 

ど はいふ 

卽ちは 何 

て 待ち 欣 

じに も 生 

み A- か ごご 

る 秘事の 


ふさよ し 

さ は、 如何 

地 ぞ.^ 9 る 

に 田^ ふぞ 

て遙々 こ 

のぬ しに 

をる も昧 

ぞ され V- 

物 もき た 

ぶ もなか 

れ替 はり 

漸ぅそ > 


一 乂 曰 二  i  ^ は a  川 波に 響きて. -の 


くた かけ  からす 

き 乙女 をむ だき て、 腐鷄 に も病鵲 にも 驚 

ばかり^-か は 思 ふ、 昔 蓬萊 どかい ふ國へ 

や、 を のが 縣の 地頭ぎ み もい かで 是には 

をぢ  せら  ^ち 

VJ いへ ば、 げ に 叟か說 は そら 言 な ら じ、 ま 

> に は 通 ふな り、 村 に 歸れば さすがに 家 

聞えん も 所せ 、く、 子 共の 思 ふらん 事 さ へ 

氣 なし、 されば ぞ舟乘 の 味 ひ は、 幾 世を綏 

又 難 波 江の 濁れる 水の しみつき たるけ 

なげに 見 ゆる 中 に、 稻 舂き秣 草 刈る 家 刀 

/\ 曾く さ へ 思 はる 、 よ. 又 來ん 世に は 

て、 虱 流なる 家 刀自よ びす ゑ てん を ざ、 さ 

いち こち  ^ 

ろ ぎ ま さ ち て、 壹 越ビ かいふ はかりの 聲 

た り /) たの 耳 を も 貫きぬ ベ う ぞ、 聞 ゆ 

七 五 七 


七 五八 

.G かラで  ふな はた 

る、 若 人 は 舷を敲 きたて ヽ碎 けよ かし ど 張 上げた る は、 お のが 妻 こそ ミ い 

ふ 心に か 

すサ カヂョ ロカ ウテ ゥ チノ 力、 ミレパ 

に ひまち に 葦 火た く 星 を くらぶれば 

千 ffi 奥山 ノ フ^ダ ヌキ 

奥山に すむ 古狸 かも 

はげ おぬき 

禿 狸 かも vj 折返して 

さみせん  附 さうる り 

忍びね に 立て 、もなかん 今 琴の 

こまの あがきに おくれ ゆく 世 を 

中 昔に 催 馬 樂なン ざ 聞え し は、 唐 土の 樂の昔 を 移し て、 大 和 言 の 槳を歌 ひ 

しもの な り、 そ の 流の 末に 今様 VJ い ふ もの 、典り し は、 そ のかみ の 今め き 

P  -フ に  やう ろく 

たる 董謠 をい へ るなる ベ し、 永 祿 どい ひける 御世 の 頃、 琉 球のから 國 より 

三味線 ビ い へる 琴 を 渡しお こせけ る を、 和 泉の 國堺 のめし ひ 法師 仲 小路 


どい へる 人、 か の 今様歌に 合せ て彈 きそめ ける よ 

Vj いへ る 法師 V- も、 次 々に 委しく 彈き なしつ ヽゃ 

けるな か に、 寬 永の 頃 難 波の 津に柳 E- 八橋 ど い ふ 

き 上手に てなん あり けれ ば、 そ れが 流國々 に ひろ 

うになん なれり け る、 こ の 柳 川 八橋 を加賀 都城秀 

めし ひ 法師の 名に 何 都 城某ビ 付く る は、 そ れ が 筋 

さやく だくし き 講說は 止みて ん、 或 町に 住 ひて 

て 打 堅 め、 犬 垣 ど いふ もの 仕 廻らした る 門 に、 事 々 

檢校 どし るした る は、 ぃビ /) 貧しき 人の子な り 

so  おき ふ 

れ て、 今 は 錦の 帳に も 起臥し す ベ き 程 (に 脫カ) なり 

琴 vj 三味線 V」 を敎 ふる 師 なりけ り 、いどの ざ やか 

め  SU 

しき 女の 童 を もさる かたに 心畏 く敎 へ た て、 事 ど 

務を もな しけれ ば、^ 所に も 彼 所に も 又な き師ぞ 


め 


な 


始り て、 虎澤澤 住な ン 

やう を かしう さだめ 

しひの 出で  > ，い み じ 

り て、 只 下様の 樂のゃ 

ん V* いへ るに や、 今 も 

かた V- るなる ベ し、 い 

のお もて は 格子 を も 


家 

な 

ある 折 をす ぐ さす^の 

V- 褒め 騷 がれ て、 富 み た 

セ五九 


ふみな  それ -フ U- 

き 礼 をう ち て 某 氏 の 

る を、 痕瘡 の； 1 に 救 は 

る 某の 都 VJ いふ 筑紫 

ほん じ やつ 

る 本性に て、 し れ <^ 


七 六 〇 


る 人の 娘 

まろ 

明く ビ客 

なみ ( 

ば、 並 々 の 

ば 朝疾く 

廣ら かな 

たるが 匂 

るに か あ 

の 帷子 を 

る 三味線 

はべ を、 1 

歌 を もよ 

の ゝ子は 

さいしら 


あまた 敎の 

-「 #J  た ね ま 

人の 絕 間な 

師は 所勞な 

な ン V- 契 り 

る 家の 前栽 

ひやかに 晚 

ら ん、 何 € か 

著て 美 はし 

に 滋賀の 松 

人々々 呼び 

みけれ ば、 か 

たびく 彈 

に 節 を 定め 


子に も 

き 程な 

ン V- 一一 一一 a 

0 ヽま 

力 f 

きたる 

ゃ名づ 

う 押 直 

ビ銘っ 

いで、 

みやび 

く風& 

き 止み 

て か、 


ち たれ ば、 -冢 の內 もい ビ 

り、 此 頃は堪 へが たげ な 

ひ 立て 、事 やむ ベ けれ 

だ 未明の 程より さ 

さ- フ じ 

なる 障子 を 悉く 明 

力た へ 

を、 傍 に 置た る は 人 

からむしろ 

けたる 唐 藤 を 敷き 

り、 古 近 江 W か 昔 の 

けたる を斜に 取り 

敎 ふめ り、 墙 の 何が 

たる 名 を も 付けぬ 

て 物 を 問 へ ば、 相 場 

は ら す、 藥 店の い VJ 


ら へ 

け 放 

の 賞 

た る 

み. n ざ-つ 

名匠 

て、 所 

しが 

る な 

師 ビ 

き な 


に ぎ 

る 暑 

ノレ ^ 

ビ い 

ち て 

づ る 

上に 

の 作 

せ げ 

志 を 

る ベ 

o  、 

力 し 

き に 


はゝし く、 せお 

さの 頃 ほひ 

のさ かし. S 

ふ 事 をぞす 

• 朝顔の 瓶に 

を 聞きめ で 

. 越の國 のう 

よし 

り た る、. H め 

に 集 ひたる 

閡 き 慕 ひ て 

し、 問 星 どい 

ふ 人の 娘 は 

香し き聲ぁ 


る VJ 

な ^ 

な Z 

なる、 

植 ゑ 

に す 

き た 

わ ら 

，大和 

も 

わ れ 

れば、 


しろい もの うり  つや  いも じ 

白粉 賣の わら はべ は飽 めきた る 調べ あ り、 鑄 物師の 

は、 いつもく 笑 はれて 淚を おさ へ、 紺搔の 糸に つ 

れ して 袂を 絞る も ありぬ め り、 VJ りぐ 樣々 立替 

より 淸ら なる 女 の、 杏 の 赤く 照りた る を 籠に 盛り 

B み 

わたりの 名に 負 ふ 茶 を 煮 て、 師 の もど 近う おし 据 

みて 汗お しの ご ひながら、 1 つく 與 へさせたり- 

よそに 見る だ に、 も V> かしく 烦 はしげ なる 事を堪 

.2 たら 

も 物 思 なげに 思 ひあがりて 過活 ふら め， さ れ ざ う 

並々 の 事に しも あらざる ベ し、 富 み榮 えた る 人の 

おの 

め 立てられ て、 お のづ から 誇り かに 己が ま、 なる 

るが 何 わざに も 怠りが ちに て、 ビ にも かくに もせ 

か る を、 親 々の 心 は 表裏に て、 いかで 世の 人に 勝ら 

も 折す ぐさぬ 情 を かけ て、 珍 かに を かしき 物 を 贈 


響 われた らんが 如き 

ぬ は、 お のれ- V」 心 焦燥 

る 程 に、 奥 まりた る 方 

もて 出で つ、 千 早 振 る 

れ ば、 vj ばかり 彈き止 

くの 如く 心を碎 きて 

るに こ そ、 妻 子 も 奴婢 

C の心づ かひ は、 又 

は 出で 入る 諸人に 褒 

l す ぐして  >も V」 らる 

かたなく 愚し きが 多 

ば や- yj  ふ， ro り 、ば に 

な ン V- し つ ゝ、 只 善く 

七 六 一 


も惡 しく 

穩な らん 

にもして 

いかに ビ 

りて 物の 

こ ゝにも 

じて 出で 

ビ 思 ひ な 

、からに、 

め こそ あ 

さし 抬き 

ら塌^ 聞 

かた よ h- 

う 偏頗て 


も 打 憑み まゐら すなり な ン 

-yj する 人 も 3右 木に しも あら 

勝らせて しがな ど、 力 の 限り 

か せ ん、 是 にか はりて 貧しき 

いりめの 多かン なる に 困 じ 

同じ 程の 友達の 物す るを羡 

來る程 なれば、 親の 心痛 さ も 

が ら、 な ま に敎 へな ン ビレ 

0i, "た 

• 大方す く  -VJ 學び 取りて 

れ、 し か 心 入れて 年月 怠らぬ 

て、 いみ じき 許 手 習 はせ なン 

いたらん に は、 己 が 子の 癡た 

は 物 すら ん、 逸 早く 拔け 出で 


ざ 

敎 

て- 

す 


：穩 に 物 せら 


へ 諭 

は 習 

さ て 


り て 

く勞 

に め 

Vj す る 

る を き n 

ね ビ こ 


志 


せ V、」 も- 

はせ ま 

の み 、す 

て、 ねだ 

は ひ 苦 

おのれ 

々しき 

で 、、定 

を、 彼 の 

ふべ し 

そ 二な 


七 六 二 

る、 に 

心 苦 

_ 本性 


く  L 

hy 力 

し う 

も少 

り た 

w み び ご 

富 人 

や、 あ 

う  > ひ 


にし 力 

しうな 

の敏か 

思 へ v> 

つ 、さ 

ゝゎな 

て、 あ ら 

き 好み 

からす- 

る  儀式 

な ン V- 

な 怪し- 

を も つ 


ばか. 9 平 

り て、 い か 

らぬ をば 

も、 さ し 富 

し 置 く を • 

ン v> 、辛う 

す もがな 

て  > ひ 人る 

されば 初 

た 5- ン ザ S も 

おの づか 

レ 力で 力 

/\ ヽ タにン 


な れ、 よ しさら ば 今より 後 は 


瑠璃 

力 ば 

ま ん 

hv な 

す I 

。一 0 


く よ 

さ て 

ぢ の 

習 ひ 

づ ら 


の 語 を も 引出 づ ベ 

かりに か あら ん、 世 

に も、 ま す ,/)  み 

されつ ヽ 終に は 業 

離れぬ を、 あ したよ 

べに 浮かれ 乘 りた 

こ- yj を 彭 ふる も 同 

へて 書かせつ、、 赤 

も M 負 ふば か り あ 


ら 

甲斐な しど て、 師 に 咎 

あま た  をし へ 

へ ば、. こ の數多 ある 敎 


中 

ゆ ふべ 

夕 

ん 


御前に も、 歌 ひ 彈 き 


なン ざ 目 を 

め り、 さ る 事 

の 道理 を あ 

行 か れ て、 は 

なかだち 

ふ媒 -yj も .な 

まで 面白く 

は、 げ にもい 

な が ら、 そ れ 

して 賞め た 

ン める を、 こ 

Vj せらる ゝ 

ぞぉ ほせら 

を またい か 


傀 め て、 魚 心 あれば なン メ.」 い 

開きた らん 折の  >ぃ 苦し さは、 

りの ま、 に述 ベ て、 お こたり 

て は此所 彼所惡 しう の 

りぬ るぞか し、 か 、 る 配慮の 

を かしげなる 様に もてなし 

ビ^へ が たげ なる 業なる ベ 

は猶か 、 る しれ 人 を も 筆 柄 

る 詞なン V- お ほ く 書きた つ 

れは必 すまね び 取らせ て、 親 

ばかりに は 授け ざれ ば、 な か 

る ベ き、 さり ど て獨 りに のみ 

に せ ん、 返 すぐ 勞が はしく 

七 六 三 


ふ 淨 

. 又 い 

を 言 

み 取 

なた ご 含 

片時 

て、 琴 

し、 手 

i よび 

-  > 旨 

れば， 

お ほ 


か 、 

て、 い 


ビ いたう 

らなン V- 

すて/ -歸 

さ w 

く 俗び た 

し て は、 賞 

めの ^ 

の 乳母 や 

所 に て、 こ 

り 草く ゆ 

みたてな 

してお も 

づぃ yj 疎 

せ す、 路 の 

さぬ 人 も 


思 ひ 屈 じたら 

、- H て si て i 身 

る 雁な ン ざ 、あ 

る も、 お VT6 や う 

め はやしつ 、 

はし ため  ひ からかさ 

婢女 や、 曰 傘な 

れに はお 刀自 

らしめ な ン ノレ 

ン V- する これ 

むけ 悟した る 

々しうな b て 

ま V* に 行 <?a 


ん 折な 

さい は ひ 

の 幸な 

て やか 

もな た 

は 彼方 

返 か す 

ン V- 持 

いで、 

し て、 髮 

は i6 た 

人 も、 漸 

年に 一 

ひたら 


ありげ な， 5 や、 い VJ 賴 


ン V> は" 

なげ 

き 歎 自ぬ 

な る  一一 一一 口 

の 物 好 

る 程に- 

ちて 迎 

なつか 

の ゆ ひ 

大方な 

お" i な 

う 大人 

た び の 

乞に も 

み 少 き 


€ 力 く 

ぞな， 9 

葉 も、 鼠 

に 打 任 

影 もや 

に來集 

* け- i 吻 

ま を M 

ぬ 煩 は 

くな り 

づれ 

信 を だ 

見えぬ 

淺 さな 


七 六 四 

ま すら を 

大丈夫に は 

なまし か し- 

ぐ  わたく 

せ て、 四 た び 

、さかのぼ 

ひ た り、 そ な 

打 隱 ひ、 木 の 

め た て、 衣 の 

しさなる ベ 

行く ころ ほ 

ま ぢか 

，間 近 き 程 

を よき 事に 

ン め り、 人 に 


生れいで なが 

かくて 花 を 晃 

な ン ビレ つきな 

五た び 搔き返 

り て、 此所彼 所 

た ざまの 一 室 

め 啜ら せ、 け ぶ 

あやが らを算 

し 力く のおく 

ひより は、 よ ろ 

にありながら 

し て、 詞 を か は 

嫁ぎて 嫁 君な 


ン V- もて 離されん 者 の、 庚 申 まもり に 集 ひたらん に も、 人 並々 に聲 たて、 

た れ  いさを 

親里の 恥 を さ へ 彈き隱 すなる は、 そ も /、 誰が 功に か あるら ん.. 之 れ を 言 

ひいでん は 殊更め きた れば、 「軒 のしの ぶの 昔 もせで ？ 

な さ てす ぐす 程 に、 生 れ たる 女子 や、 十ば かりにも ならん 時 に、 又 ふ 

ヾ」 俄に 思 ひいでつ 、殊 觅 に 心 ビ り騷 動き て、 つ き ん、 しう 昔の 惠の よろ 

こ び 言 はる、 を、 嬉 し ビ や 聞 くら ん、 悲 し ビゃ聞 くら ん、 あ な 「玉 櫸 J，§l?wg 

はす W や はい ひ 果てぬな 「ミ I  t  )  ±  D  fal  h-  頭註 〇 伊勢 物語 武藏镫 さすがに かけて 賴 化 曰 s 

ぞ Sf の 中の 玉 だ? 一武 藏鏢 の诅の ゆな， 9 や むに は 問 は S もつ らし ミふも つるさし も £ わ 

ざる 人 あり て、 煩 はしく. y」 もお ふな /\ 訪ひ昔 づれ たらん を 思 ひ 比べ て 

味 ひな ば 「袂 ゆたかに 裁ち縫 はしめ て、 淚の玉 を 包み 餘 すべく なん -I 歸っ^ 

えま ズほゅ かやく ビ さやめ きて 暇 告げつ 、歸， 9 にし 後 は、 野 分 

あ までり 

の 風の 吹き 止みた らん 心地し て、 さ ながらう つぶし 臥した る を、 按 摩 ®  ？」 

めし ひ ほ- 7 し  •  r  -  / 

い ふ 同じた ぐ ひの 盲 法師 待ちつ け 居り て、 肩 の あたりに か、 くり 寄りの 

うち ひね 

ぼし か 、り て 打 捻る べし 

お 六 五 


七 六 六 


なでし 


〇 五 

け傳 

ノレ な 

て 孜 

勿 ま 口 

一 さ. ジ る 

淨瑠 

も を 

近 松 

初め あり 

せす 傳は 


德の 

へ け 

ん、 そ 

ひ あ 

を な 

璃 ど 

,5 け 

あ や 


力 


冠者 ビ 

る よ り 

な 

f カ^ S 

り き け 

ん 作り 

いふな 

o わん ろ く 

ん、 元祿 

才ぁり 

ける 物 

るな か 


の 

力 

、次 

ごり 

波 

る 


色 の 

も 6 

云 は 

々 に 

に說 

を、 薩 

で 

い ひ 

つ る 

る 上 

に も、 彼 


く さ 

の お 

れに 

も て 

經ビ 

ま 55 う 

孽淨 


A\ 集めて は 

かれ ざらめ や 

し 人の、 平家の 物 語 作 り 

はやし て、 足 利の 世の 末 

いふ もの 出で き て、 昔 の 

雲 VJ いふ 人、 聊 かおし 直 

る、 そ れ よりな r に 至る ま で、 か 

が 末々 に 一 中、 都、 和， け 水、 土 佐な 

ける 御代の 末に、 義太夫 ビ い 

に、 近 松ビ いふ 人、 言 の 葉 を 作 

ゆく へ 

に、 人 の 心の 行方 を もく はし 

り て、 世 の 中な ベても て 騒ぎ 

の 義太夫 は 竹 本 ど て 難 波に 


し を、 肓 法 

ふ さ 力，. 5 

事共 を ど 

y--? る り ひめ 

淨 瑠璃 姬 

たぐ ひ を 

えし はい 

い で ヽ上 

語 ら せた 

り 知りて 

- この 流 今 


師 の う 

なりき 

りなし 

VJ いふ 

ば總て 

かなる 

の聲ざ 

り、 こ の 

に絕ぇ 


住みし 者 なれば ビれ 


はた こ 、なる 聲を祖 VJ し て、 そ れに打 合 はぬ を ば、 總 てよ こな まれ h- ビな 

ん 云 ふ. 之 を 語りて 業ビ する 者 を 太夫 どなん いふめ る は、 上 にい. へる 都 和 

枭な V- いひけ る 者 ノー レ も、 い づ れも 皆し か 言 ひし 故により て、 お のづ から 何 

ご - I ゝ y、  m ら ぶ.， n  v ン 镜世髌 に 伊 K 太夫 六條 太夫な. w ふき 物 ひき 物す る 人^いへ る-さみ 〔 

ど^く 馎 へ^ぬ るん るへ し i かつ-ま-」 引 出られ たれ ど、 それ は赏 に花阛 の左大 E 家の 大夫 なれ は 

別な リ、 其 後^ 樂 な.、、. - はしかつ き^ろ も われ.、、」、 其 程は亂 世の中に て 潜に つけたる なれば、 ほの 五位に は あらす、 

都 太夫 和.：^ 太夫な.、、」 も、 只何ミ なく 猿樂 になら へる^、 今の は それや」 も义 別にて、 その 語る * なう ちま 力せ て 太夫 

w いふなん は、 かの 都^ 朵 さて.：！ 義太夫な. w に 習 ひて、 みづ から もし か 付ろ な、 他よ リも セ fc:  t> こ つ き C 

亦し かよぶ に ぞぁリ けろ- .0 云、 g:;- 後 tLi;! 後 太夫 ミ いふ 者の 始めけ ろ 故にし か いふ ミぞ リ ゴノ  t ン 1 

學 ぶ ビ も が ら. 直 人に も 多 かれ V- 、珍 しきふし もなければ 省きて 言 は や 、一 〕 

の 義太夫が ざうる りの 道行 どい ふく だり を 本に て、 享 保の 末つ方より 豐 

後 VJ いふ もの 起れ &、 初 め はこ、 にて 作りし を、 都 にもて 行き 江 戶 に 移し 

て もはやし ける を、 江 n- にて 常 盤津富 本な にがし くれが しな ン V- いふ 者 

其 次 々に を かしう 作り か へけ る 儘 に、 今 はほ^  く 江 戶の淨 瑠璃 どなり 

て、 こ ゝ に 起り ける 事 を ば、 を さ /\ 知らぬ 人 さへ ぁン め り、 さ る 程に 茲に 

は 久しう 絕ぇ枭 てた り 、一一 一一 口 はまく もい どかし こけれ V- 大江戶 のみい つ い 

七 六 七 


七 六 八 

で ほ じろ  て ぶり ごし <^ 

み じく 著明く まします 故に 因り て、 江 5- の 風俗 年々 に國々 へ 移り もて ゆ 

く を、 都 浪速の 人 ざ もい つも /\ うけが はすげ にて ありし かざ も、 い つし 

なら はし 

かど 移り ゆき て、 今 は 大方 かしこの 習俗なん 多 か る、 そ れが なかに 歌 ひ 物 

の 一 すぢは 近き 年 比 殊に さかりに 移り 來た bvj おぼし く、 か くい ふ學生 

さき  ちまた 

のい っビ せば かり 前に 上り こし 程まで は、 巷 に 歌 ふ聲々 のな ほ 彼の 義太 

夫の ざうる り、 扨 はこ 、 の 三味線に 物す る 長唄 端 唄な ざい ふ 物ば かりな 

こ でし  きね や 

り し を、 今 年 は それに は 引き か はり て、 彼 の 豊後を 初めに て、 杵 屋^ かいふ 

める 者の たて、 物す る 歌 舞妓の 舞 どい ふ ものの 歌、 さ て は新內 S いふ も 

の 、聲 なん 多 かりけ る、 今 樣の はやり 歌 ど いふの は猶こ 、 の聲 なれ Vj  、心 

.1> みやび 

利し 風流たり なン ざ、 み づ から 言 ひ 誇ら ふ はぶれ 者 共 は、 必 すかし この ふ 

りに 似す る を、 よ しビ思 へ る 有樣な り、 さ れ Vj それ は 皆 下つ 品の 界に のみ 

むね ど 玩 びて、 人が らビか はおお ぉぽル 唱 ふる 人の 家々 に は、 を さ 

を さみ づ から は猶歌 はぬ やうな り、 一一 一味 線に 物す る 歌 も、 此 人 がらの w 盲 


法師の ばかり 

づま の聲を 交 へ 

の國々 の 港々 な 

敎 ふる は、 い か な 

しこに あ， 9 它ぶ 

な 娘 に、 常 盤津の 

か いふ あだ 名 さ 

の 息子なる 人. ゆ 

す 兔っ ヽ うつし 

なれり け る、 之 を 

やつ や 聞 入る ベ 

に與 へ て、 夜の 程 

なりけ り、 初 め の 


は、 ま が はぬ 此の 物なる を、 歌 女 あ 

て い ど 異樣 なり、 こ  >  のみに も 限 

ひ S やラ 

ン VJ おしなべて 一 檨な るふ， 9 な 

る 人に か ど て、 昔 する あたり を 菜 

さす らへ び ご 

る竽浪 八なる が、 世 のなら はしに 

ざう ろり を 6 入れつ 、習 はせ け 

へ 許され て、 ま た 人に 敎へ つ 、渡 

くりな く 想 ひ i けて 通 ふ 程 に、 1 

心 もな く 立 渡る に、 や がて その わ 

聞きて 親 はらから いたう 淺 まし 

う も あら ざり けれ ば、 人 知れす い 

に 追 ひ 遠 そけ たるに よりて、 この 

程 こそ は 彼の いく そばく の 金 あ 


ぞ びめ 

ら. す、 之 

ン め り、 

にて 訪 

らう 

る に、 勞 

ら ひけ 

に 事遂 

たりの 

がりて 

くそ ひ 

浪速 潟 

れば、 か 


よ hv 

を 移 

扱 こ 

ひ 聞 

て、 只 

つも 

積 hy 

る を 

グ て 

謠は 

戒め 

ら の 

一 ^  is 

く て 


下 は 大方 あ 

して 玩ぶ西 

の あづま 歌 

け ば、 元 は か 

一 人 子の ま 

て 文字 某 ど 

■ 富みた る 家 

間近う 隱し 

れ草 VJ なん 

つ れ ざ も、 つ 

黄 金 を 其 親 

なづ みこし 

も 喜 びつ Z- 


七 六 九 


七 七 〇 


ありけ る を、 VJ り 立てて 習 ひ 得た る は 

かそれ も 皆に な， 9 て せんすべ の 無き 

る 家 を 借りて すま ひ 居 り、 間 近き わた 

の 絲を彈 きいだ し て、 世 を あやざ^- つ 

女の 流なる を、 此 頃の 世に 業 を 失 ひて 

やかに は 知られ 難し ビ ぞ、 あ したの 程 

は .5 

て學 びけ る をば、 こ 、かしこ へ 走 かし 

ベ たる 後 は 飽く迄に 畫寢 して、 夕 影に 

た そ がれ 

みな V、J しつ Z- ある 程 に、.^ 昏 すぐる 比 

じの 太夫 は T 一十に 一 つ 二つ 足らざる 

脂 を 洗 ひ 落した る髮 を、 こ 、にても 猶 

あい ぎ やつ  ま み 

て、 愛 敬 づきた る 眉目の あたり に、 や う 

插 みした る、 尙 そぼれ つ 、夕風に 戰ぐ 


力 /\ し 

ま  >  に、 膝 

わか r-fl 

りの 若人 

、ぁン な 

はぶれ た 

はわる び 

て、 よ ろ づ 

なりたる 

よ り、 彼 の 

ベ し、 玉 川 

改め ざれ 

め り 、白 金 


き 生業 も 

を容 るば 

V- も を棠 

り ど ぞ云 

るな ン ノレ 

れ たる 人 

調 じて 過 

比. や を ら 

若 人 ノレ も 

の 筧の水 

ば に や、 晝 

りたる を 

にか あら 


あらね ば、 い つ し 

かりの 怪しげな 

へ て、 又 か の 三 筋 

ふ な る、 或は 又 歌 

も 1K ふに や、 き は 

の 子 三人 四人來 

ぃ> 

ぐるな り、 飯 た う 

起きいで /- 湯 あ 

來^ ひた り、 あ ろ 

にあつ ご えたる 

寢の 枕に 打亂れ 

煩 はしが， 5 て、 耳 

ん、 何 にか あらん 


小き 簪ー つ 

る を、 消 え ぬ 

お ほ あや  ゆかた びら 

大紋の 浴衣 

て 買 ひたる 

み キーり  / 

出 だ し、 右 の 

大 指に 釉を 

の、 夕 風に 唉 

ど、 あ たらし 

-VS- り て、 可 ど 

轟かす すき 

事 を VJ り も 

る 人 V- も、.^ 

まづ 買り 置 


を ぞさ 

は 力 hN 

をない 

なる ベ 

.» むき 

^ は  一 E 

加 へ て 

きこ ほ 

う 見 泛 

者 も あ 

ち て、 娘 

き 紙の 

きたる 


した る. 颜の 色. 雪の 如く 

に 剃り 細 め、 白 粉な ン ノレ 

がしろ に 著な したる は- 

くれな ゐ かう けち 

し、 釭 の颍纈 のちい みぎ 

の あたし まで 捲き あげ 

- 三味線 b たる さ ま-泥 

れ たらん 夕 映の 心地し 

た り、 よ ろづし V- けなう 

し 六 くれな .« 

下の 衣 の、 紅 ほ の 


る ベ し. 母 の 親 ひ 

をば なかく 主 

札 をいだ して さ 


n 

さ 


し 


つ や 

は聊 

-上 り 

ぬ を 

きさ 

て、 象 

の 中 

て、 澄 

も て 

び 出 

した 

に ぞ 

M  く 


め き て， 綠 


力 


も 施 


く る 

帶 に 

の 撥 

よ り 

め ら 

なし 

で た 

る が 

かしつ 

0 き 


逍 

力 

，ま 

た 


は、 幾 片 に 


を、 そ れ もて 來れば 三度 五 度 ひき か へ 


の 眉の 太 

す、 有 松 染 

程 に て、 物 

むな ぢ 

て、 胸 乳 あ 

めに 取 持 

いでたる 

に寫 して 

に、 氷 欺く 

今少しな 

くしげ 

め る、 寄 り 

價 幾干ヾ J 

し 歌ひ授 


やかな 

ヾ」 いふ 

めでし 

らま： 

ち、 左 は 

はちす 

蓬の 花 

見ば や 

膝に そ 

ン ざ 朐 

に 厨の 

集 ひた 

定めて 

くるな 


七 七 


b いかで 

な れ V- 、さ 

の 如く 酒 

き て、 忍 び 

肴の いり 

る を、 いつ 

まで 買 ひ 

の 走 奴が 

如何に 

き #  M 、あ 

いたう 物 

な れ Vj も 

いで あな 


聲 よく 歌 はん 

のみ は どて 例 

をぞ 飲むな る 

/) 這 ひ 渡る 


め を 

も そ 

-  一 一 T 

I  ,ィ 

持て 

i ふ 

る i 

め で 

人 々 

を さ 


ヾ J 

おろな 

ゾヅ 

-此 

こ 

ほんじ やう 

する 本&な 

の 笑 はんか 

なの 物 もち 


なん 課せ 

ここ ゝ走 

く な り、 母 

來て隱 し 

を 見れば 

星 形 人が 


七 七 二 

て、 汗 もし V」  >  に うなり をる 人の 有樣 くさぐさ 

漏らしつ、 一 めぐりし 果てた る ころ ほひより 例 

き あたりの 富 人 の (子 の H) 此頃 怪しう 世 心 づ 

そ、 のかし 來 て、 大 人ビ た、 へ 君 ど 仰ぎ て、 此 洒 

く め る、 酒 屋の走 奴の しれた る をの • この 出で く 

す る に、 お のれが 方 へ は 立ち も歸ら で、 遙 な る 家 

はた ま めだちて 肴 調 じきて 歸 るべ し、 其 程 に 彼 

きたる 物 を、 ひ VJ りの 若人 探しいだ して. これ は 

程 鉢に 水 を湛へ て 山な V- つく り、 そ れに 立つ ベ 

の 小き 陶物 にて 作れるな り、 これ は 太夫が い ビ 

る を 量， 5 知り て、 心 VJ  ,5 が てら 買 ひもて きた ン 

ど て隱し 置きた るな、 りけ り、 今 ひどり 傳 へ 見て、 

け り、 阿 にかす らん ど て 打 傾け ば、 い た う 賢し が 


り さ 

こ は 

あし 

の 錢 

ベ く 

nr> 合 

し VJ 

く、 昔 

た な 

て、 辛 

憐び 

そ 云 

き 松 

か ね 


し 過ぎ 

せん じ や 3 

先生 の 

にかへ 

打 笑 ふ 

ふこ VJ 

打 見た 

なにが 

し、 さ れ 

，フ じて 

て、 心 ゆ 

ひ 傅 ふ 

の 木末 

て 此君 


て 楠 

て、 あ 


し 

1 夜 

な れ- 

に も 

に V ひ 


木 ど^ 名お 

ビ りに- y」 て， 

はれに も 虎 

しれ もの 

がの 痴漢 歸 

がまし、 太夫 

もろ び ご 

木 は 諸人 を 

みやつ ぎ 

名妓 に 懸想 

心 一 つに 思 

逢 ひぬ ばか 

かり 語ら ひ 

• いかで か 人 

這 ひ 上 り、 花 

を かけて か 


ふ せ 

しれ もの 

痴漢 

の 鬚 

は こ 

や う 

し け 

ひ 止 

り の 

て歸 

を 思 

さ く 

き く 


られ 

が 奉 

ひ 力 

hy あ 

を 取 

ぃ£3 

る 鐵 

み ぬ 

しろ W 、の 

し > 

ふ VJ 

ノレ 


たる 男の 

る 家苞な 

んヾ J しけ 

はや vj 慌 

り て、 伊 の 

に 鎮めて、 

ェぁり け 

ベく も ふの 

へ て 行き 

を ば、 後 の 

て 貴 き 賤 

.1 のる もの 

ノ j レ も、 n の 


を こが ましう 進み いで、、 

らん どい ふ に、 さ は 十四 五 

り ビ て、 皆 聲 たて 、轉 びつ 

て 惑 ひつ 、走りの ぼり て 

物め で なれ ば、 流 石に を か 

いどの ざ やかに 語りて 曰 

れ ざ 、貧 しき 身に て せんか 

ら ざり けれ ぼ、 年 ばかり 經 

た る をば、 か の 名妓 いたく 

世まで 有難き ためしに こ 

しき 位に はよ らん、 いや 山 € 

を ど 、物 々 しく 說き成 す は、 

さかなく ねぢ けが ましき 

七 七三 


り ノレ おしあて 


の 


七 七 四 

そら 

を 憎み 厭 ひ て、 言 ひ 殺しつ 、辱し むる 程 に、 さ は 我が 貧しき を 疎むな ン め 

ひ^  U  、ろ ね  よそ 

に 僻心 得して、 かく 餘 所な 

たる 所 なれ ば、 げ に VJ ばか 

笑 ふ も あ り、 そ の 中に ひど 

はん „•、 わん 

な .5、 楠 木の ぁ官ど は 

. さ れば謀 を 口 まきの 

て す-し やかう 

歌 舞妓の 舞子 

ほに }SI も あた ゝ 

〈 も、 流 石に 心 恥 


道理 

H せ 

ザ - 一， 


よ ん 

かき 

頭 を 

る >  J 

見 て 


君 

,/ レ 


さ し 

さく 

釋ビ 

S 物 


あ 

タ 


力 

ど 


を 

し、 


ふ 

ん- 

ち 


る 

な 

や 

直 り て、 か の 富 人 の 子 

り 事 始め 給へ、 御 あろ 


せ 

あ 


さ 


り, 

人 


ケ み くら 

を 太夫に 並べ 上座 

じに こそな ン  >ゝ」 讓 


らさビ し 顏す るに ぞ ある ベ き- 

りい  らふる も あれ  ば、 例 の 楠 木が 

さる がう 

り猿樂 がまし き 男の 膝 をう ちて、 

もろ こし 

う ベ こそ 申した れ、 唐 土の 子房 も 

うちに 運ら し て、 □ つ こ yj を ど 言 

ベ はた- V」 打 懲らせ ば、 そ がま、 に 

が 振な V* する に、 い づれも 典に 入 

ま り て、 肴 所狹く 置き 並べた る を 

こち 

しう や あるら ん-阪 に 骨 なげに 罟 

におし 据 ゑつ 、、ま づ 大人の 君よ 

か、 れ ば、 大 人 どまう し 先生 ご 


いひ、 い VJ よき 一 双の 雛に ますな ン ざ 心に も あらぬ 追從を さへ いふ、 盃の 


/ 


* さ 

めぐり も 重なれ ば、 そ れ も 

又 あら じ ど、 お の も /) 

を飮 ませな ン V- 、聲 も い 

淨 瑠璃 を、 さ ながらみ だ 

搔 合せして、 やよ 暫し靜 

ろ な 

し 御 肴に せんどい へば 

打 守れ ば、 左 のかた に顏 

いでたる いみ じ さ、 夏 な 

どい ふ もの は、 豊 後 節の 

の 心 を vj らん vj て、 な ま 

た  せら 

爛れての み も あら す、 切 

や さ 

の に て、 儒 者な V- のいた う 忌 む 


つし か 打亂れ て. お のれば 

おも  くら 

思 ひな h- ぬ、 指 の數 をよ み篛べ て 

た う 一尚 うなり て、 紙 ひ V」 ひら 


力 b 


ヾ」 

ま 

专> 

力 

流 

な 


よ 

SAT 

ふ 乞 

3« じ 

頸 

こ 

>ぃ 


しう 打ち 

へ、 なら ひ 

力なり ビ 

け て、 秋 さ 

の あたり 

に鶴賀 ど 

る 限の 事 

にある ベ 

なる 鄭聲 


を 

もろ 

そ 


め く 

あ へ 

ご ゑ 

雙 に 


> ろ 

Lei 

を 緩り 

き さ ま 

ビカ L 


れ 

，ひ 


お まや. 7 

じき 世の- s の あやまち もこ そ ど て、 官 よりもた び 


旁 寄け 

す さび 

ら へて 

う 覺 ゆ 

者の い 

る に、 言 

ラれ 

寧 を^ J 

もの、 極 

く 禁め給 

七 七 五 


いみ じき 者 は 

は、 ま け わざに 酉 

だに 習 ひ あへ ぬ 

、太夫 は 再び 

V- も 新內少 

こご や 

ど  一一 一一 口 止めで 

み て y」 、歌 ひ 

すべ て新內 

て、 今 一 際 人 

ひた むき  く 

た 一向に 腐 

げこ 歌 ふ も 

な れ ば、 い み 

へ れ ざ、 VJ に 


ベ 

葉 


れ 

し、 

し 

み 


力く に 

太夫 は 

る が、 年 

V- は. 廣 

故事 も 

き 6 肝 

して 聽 


ひ き や 

つきた 

,5 に更 

さそ は 


打 

力 

み 

る 


心に 染著 き 

けて を かし 

勞を 積み て、 

さ- フ じ 

ぬ 家の 障子 

らゃ VJ 見え 

つらぬ 

貫く が 如く 

もな く あだ 

鬼 ひき 

る 頃し *_yj ろ 


て， 今 は 

VJ 見 ゆ 

の 紙に 

閡 えた 

に て、 咳 

なる 糸 

しろ ふ 

に聲を 

力 /) 


うなる に， な 

り ぬ 7 へ し、 富 人の子 


た 單 ら 

るた を 


や 


れ て、 彼是 伴 ひ いづるな 


力 に 

合 ひ 

• さ れ 

つ す 

音 に 

ぞ あ 

て ヽ 

ひ も 

り ま 

に、 き 


ぬ 

て 

る 

力 

づ 


さ 

も 

ゝ 

賣 


の 

の 

-打 


七 七 六 

て 騒ぐ 程の ものなる に、 

花の 如 


て 


き 


ふ 

き 


め 0 

に な 

逃ぐ 

の て 


よ 

て 


醉 ひす さびた 

は ん しき 

盤涉に 移る ほ 

もろ こし 

ん 唐土の 


も アン， す 

額 を 鳩 


きが まし 

め、 涎 を 流 


、、始め 

，夜 も 子 

如く 歸 


て 人心地 

二つば か 

り 行く に 


か は リて もの つ- w むろ 者 

^手代 ざい ふ 事足 利 Q、、 


ろに も 、 \ 

なじり 淸げ 

顔に 物 を も 

暫 しど 呼 び 

を、 此 頃 は 珍 

いど 長 やか 

じち やう 

人の み實樣 


る 人、 年 の 程 は 二十に 一 つば 

に、 な. よ く  VJ 細やかに のび 

い は す、 人 の 物語 をのみ 大方 

ビ  >  め て、 や よ や 祭の 近かン 

しき はやり 物 は 寺. らす ゃビ 

あげつら 

に 論 ひて 跳へ つくめ り、 さ る 


の 情 あり て、 誇 りかなる 所 は 露 

の內の 足らぬ 物な ン ざ 人知れ や 心 をつ け 

ビ うじより 先づ めで そめ て、 に なき 者に 思 

さ ひ 付き て、 い かで 旅寢の 心細 さを此 人に 

ちか まさ 

よ， 9 にし を 初めに てお び 三た び ビ近 勝り 

ら ゆる 事 も 業 も はかなき 事 だ に. 皆 がら 身に 

みぬ、 いかにもして 動かさん ど 思 ふ に、 忍 草 さ 


かたち 

なる 貌し 


り餘 りて や 

力 

聞きて をる 

る に、 帷子 も 

かれはよ し 

いど 多く 入 

かりだに 

つ き <^ 

い へ ば、 お 

かせて 見 

つ 、見 れ 

しめてめ 

へ 枯れ 果 


あ 

こ 

人 


そ れ 


あ 

で 

て 


ら 

、初 

あ 

，ータ 

力 

,/」 


ん、 色 白く ま 


の 

. 尾花 


より 我 は 

を、 太 夫 は 

ん VJ  る 

しな ン V- 

の 中 に、 此 

りく 家 

行 ふ に， 母 

娘 もな づ 

た び 思 ひ 

あ， 5 ど あ 

み 思 ひ 進 

が稳 にも 


七 七 七 


b 七ヌ 


いでつべき 氣色 なれ 

ぐす ベ き， さ てなん 餘 

ひか はした る を、 た れ 

ん ビ て 立ち 代りつ 、 

れ V- も、 事 果っ ベう も 

ち 早く 謀 をめ ぐらし 

洗 ふ 水 を 走ら かし い 

やうく 跳へ 事も枭 

の， フへ ゆ VJ> つじ 

盜 人の 多き 所に て、 道 

んも人 わろ く  >じ 苦し 

っビ めて 疾く 歸らせ 


ば * さ すがに 若き 程 

所ながら も 打 語ら 

も „ ( ) あなぐ り^ 口 

しふ ね 

執 <5^,J  くも つ き 纏 ふ 

あら ざれ ば、 さ の み 

て、 人 々 に 囁き 示し- 

だす 物の 穴に つき 

て けれ ば、 暇 を吿げ 

の聲 たて 、、夜 も い 

の 程も覺 束な う 降 

>フ こそ、 い ぶせ く ぐ」 

袷へ、 老人 はいぎ た 


の 心す さびに、 いかで かは堪 へす 

5 しろ み 

ひ て、 力 の 限 後見ば や VJ したに 思 


川に 渡 舟え たる 心地し て、 女 は吣 しげに 


り て. 银き こ ど 

な り、 誘 はん ど 

は V,- て 歸りゅ 

只 ひ ど りひ そ 

て、^: きもせ で 

て歸 らん ビす 

たう 更け 靜ま 

るに 今 どな b. 

も 今宵 はこ ゝ 

なから ざ れ ば 

袂を さへ ひか 


限な けれ ば、 妨 げ せ 

て 二人 三人 待ち 居 

く 中 に、 例 の 楠 木い 

や か に 歸り來 て、 物 

垣間見 を り、 か く て 

る を、 奥 *V6 り たる 樓 

りて 侍る を、 難 波 は 

て は、 主 の 門た、 か 

に 明 さ せ 給 ひつ、 -. 

な ン V- いふに、 天 の 

へ た り、 番 頭の 腹黒 


きも かねて 恐し けれ V- 、この 際にな りて 歸る ベ しゃ は、 し かの たまへば 實 

に - J そ、 此 程 何 町の それの 屋に盜 人の 入り 來 てな ン ざ 語ら ひなが ら、 表. の 

i め 力り さ- フ じ 

入口 を VJ ざし て、 引 かれつ 、入りた る 明 障子の 紙 に、 お もて を さし 合 はし 

てまが ふ ベく も あらぬ 姿 の、 ほ のか なる 燈火 にう つろ ひて 見 ゆれば、 梳木 

は 松 浦 佐用姬 にあら ね V- 、石 に はたやす うなりぬ ベ き 心地 し て、 妬 き こ V- 

言 ふば かり な く、 そ .5- ろに 憤れる 身の おもり かにな， 9 て、 淸 の 上に はっか 

お ほひ  -  . 

にかけ 渡いた る 覆の 板 を、 あ やなく も 踏みく つが へして、 一 一尺ば か， o 掘り 

ひ IT- りこ  きたな 

深めた る 泥水の 穢げ なる 中に 墮ち 入り ぬ、 あ なや ビ いふべき 聲を だに 立 

て え や、 舌 忍 昔に 打 鳴らしつ 、辛 うじて 這 ひの ぼれ ば、 履 はぬ がれて ど > 

ま り ぬ、 內 にもい ざ どく 聞きつ けた， o け ん、 く は盜人 よ. あ な 恐 し ，yj  、女 の 聲 

してし め やかに 言 ふ 

つ 乙に この 引く手あまたの 三つの 緒 も 

た. 《• 1 すぢの 誠に ぞ よる 

七 七 九 


七 八 〇 

_ 西 村定雅 

西 村 定雅は 月 居 百 池 等^ 共に 京都の 俳人 V」 して 可也 世間に 知られて 居 

る が、 戯 作者 どしての 粹川子 は 其 わりに 知らぬ 人が 多い、 樗 良の 門人で 蕪 

村 派の 人々 V」 交際 し、 晚 年下 河原に 俳 仙 堂 を 建て、 幻 住 庵 址の椎 の 木で 造 

つた 芭蕉の 像 を 安置 し、 又 译 駒に 芭蕉 涅槃 圖をか 、せて 年々 その 忌日 を 

修 した。 されば 表 向 は ざ こまで も 俳人で ある が、 俳 人の 性質が 大分 變っ. 

て來 た。 蕪 村の 始めた 高雅な 天明 調 は 早く も衰 へて、 遊里 劇場 を 詠す る 

酒 落 俳諧が 文化 頃に 流行し た、 そ の 係 をな した 一 人は糙 に定雅 である。 

月 居が 芝居の 評判 記 を 書 き、 大 江 九 が 「七 夕の 今宵 大星 カ彌 かな」 ど か、 「吉 田 

屋の 蚊に く はれけ り 伊左衞 門」 な ビ 詠む 時勢 だから、 一 般の 風潮で は ある 

が、 定 雅 はま づ その 先聲を なした ものの や. う に 思 はれる。 定雅 はみ す や 

針の 一 族で 相應な 資産家であった が、 遊 蕩の ため 產を破 り、 中 年 知 恩院門 


前 に 返 隱 し て、 俳 諧ビ 戯作 V- で 口 を 糊す るに 至った。 その 最初の 戯作 は 

徒然 辟ケ 川で 天明 三年の 出版で ある。 これ は 兼 好の 徒然 草の 文に 擬し 

て粹道 を說 いた 隨筆體 の戯著 で、 序 跋には 存在 ビ か飽好 法師 ビ かいふ 假 

號 を用ゐ た。 然るに この 書 思 ひの 外 好評で あつたので 夫子 大に 得意に 

な り、 天 明 五 年に その後 編眞々 の 川 を 著 し 、そ れ から 大 びら に 粹川子 V」 名 

乘を揚 げ、 翠 川 子、 g 川舍猴 猿な ざ W も稱 した。 今 左に その 著述 を揭 げ、 猶 

その 漏れた る を 大方の 示敎に 待たん どす る ものな り 。ま；！ 難 錢ぉ随 

徒然 陈ケ川  五 冊  天明 三年 

仕方 俳諧  一 冊  同 

遊廓 VJ 芝居 ビを 題材 どした 俳句 集。 

眞々 の 川  四 冊  天明 五 年 

S ケ 川の 後編な り。 

椿 花 文集  二 冊  天明 七 年 

七<  一 


を ごこめ かけ 

養 漢裸百 貫 


上卷は 俳文 下卷は 俳句 を 收む。 

五 冊 

力 を 張 り、 男 子 の 

五 W 

樓、 館、 中 宿、 妾 宅 の 


し て 


呂屋 • 


ん 


女子 同盟 

當世噓 の 川 

他 所 行、 風 

外 國通唱  一 冊 

花街 語 を 題材 ビ したる 

古今 馬鹿 集  ニ册 

古今 和歌 集 を もぢ りた 

その- y」 な 一冊 

知恩院 町に 

遊女 文章 大成 

遊女 大學 


俳句。 

る 狂歌 < 


七 八 二 

寬政八 年 

妾ゃ藝 者が 出來る V」 いふ 話。 

享和四 年 

光 景。 

文化 元年 

文化 二 年 


1 冊  文化 三年 

住みし 時、 そ の 近隣の 人々 の有檨 を描寫 せし 俳文。 

I 冊  同 

一冊  文化 四 年 


女大 學に擬 せし もの。 

足毛纖  二 冊  同 

膝 栗毛 を 摸して 江 S- 者の 朿山 見物 を 記す、 此書 後に 脚 栗毛 ど 改題し 

て、 小 鹽 山人の 績 編大阪 見物 ど 合せて 六 冊 V」 せ， 9。 

反 古瓢  二 冊  文化 七 年 

古今 名家の 句 を 集む。 

文集 反 古瓢  一冊.  文政 五 年 

長唄 馬鹿 集  一 冊  文政 七 年 

甲 は 自己の 俳文 集、 乙 は狂體 長歌 集な り。 

洒落 文臺  一冊 

市井の人 物 を 題 どした る 俳句 を 客 仲居 辩間 藝妓 等の 打 寄りて 評す 

る體 にせし 洒落 本、 外 國通唱 以後の 作た る證跡 あり。 

百 人 袷  一 册  . 

七 八 三 


士 八 四 

これ も 市井の人 物 を 題詠せ しものに て、 著 者 名な けれ V- も、 定 雅の句 

V」 認 む ベ き 證 あ り。 

當時 京都に て 出版され た 戯作に は 大抵 粹川 子の 序文 をつ けて あるの を 

見 る もま づ 京都で は 此方 面で 一 番 有名であった もの ど 思 はれる。 終に 

外 國通唱 から 此 類の 句の 標本 を少々 出して S  く。 

雜喉寢 

. 夜もすがら あ ぶな き 物 やぬ くめ 鳥 

再 勤 

引 鶴 や 又 舞 ひも ざ り { 

のき  しろ 

退 代 

あちら 向く 時に 見えけ り 雑 子の^ 

1 見 

春の 雨 芝居 話 をよ るべ かな 


. 蛙 子 やや はり 蛙になる つもり 

重 箱 

月 は 一 つ 影 は田每 のい くつで も 

漢學 先生 の 通人 

コ ップに は 潜、 册 府に は瓢公 VJ い ふ 瓢輕な 先生が ゐて、 毎度 鼻唄 まじりで 

面白 を かしい 氣焰 や、 さ て は 俳文 も V- きの 引 礼、 長 唄 まが ひの 御 祝儀 ど 追 

つかけ 引っかけ おつりき な もの を 聞かせて くれる 嬉し さ に、 拙 者 も 一つ 

ど 咽まで 出か 、 つたが、 いやく 年寄の 冷 水、 風 でも ひいてはお 陀 佛陀佛 

ふ ッ っビ思 ひ，.」 まって、 相 も 變らぬ 古本 搜 し、 四 角な 文 宇の 窮屈に 行 詰つ 

た瀵學 先生 が、 ® へ 煙管の やにさがり、 一 段 位 をお どし て、 洒落れ た 所 をち 

よつ びり 一 寸 並べ立て 、ふるい 頭の 老人が 例の 昔び い き、 昔 の. 人 はかく 

七 八 玉 


逸 早き み 

蒈顏 力 

今 は 思 

ん V" 矿 

日 を 待 

わが 黑 

b か 置 

たぞゃ 

が 目 も 


七 八 六 

やび をなん しけ る- y, "申す に こそ 0 

朝顏  賴山 

放され て、 う つぶき や 


たよる 竹に も 振り 

春の 釉 

ひの ま、 にもな， 9 

ひし 箸 紙に、 お 客の 

ちお ほせた は、 嬉 し 

白髮 三千 丈 

髮も 白糸 の、 千 尋 々 

く 霜。 

打 起 黃鶯兒 

あの 花 踏み 散らす 

へ 口 は す、 戀 しき 人 を 


て、 昔 に 匂 ふ 花の 釉， 誰 

名 をば 書初 の、 春 の な 

いら？ ジぢゃ ある i.6 い 

々に 又ち ひ ろ、 憂 さ や 


淚の 露が ちる。 

中島 综隱 

ゆき たけ 

ヾ」 かさ ねんれ 丈 も、 ち や 

さけの 結び ^ 布、 緣 ど 月 

y  o 

力 

忍 海和尙 

つら さ の增鏡 、い づ くよ 


鶯を、 いなせて 

夢に だに せ 


秋 山 玉 山 

たもれ 鳴かすな よ、 鳴 けば ぞ賤 

ぬわい な。 


老 人 曰 だ 夕 にだに どくる ビ、 周 公 を ど いひた くなる ね。 


陌頭 楊柳 枝 

里の 柳の 枝た わ み、 あ れ 春風 

> ひ は 知らす へ。 

老 人 曰、 此 歌の 作者に つい 

一 話 一 言 に 依った ので あ 

ど し、 初 句 を 「ま ちの ほど， 9 

あ り、 山 崎 美 成の 海铋 M に 

. た 、風 に 吹かれて ねる わい 

は せ ん Jv」 あ る o 

棹の 露 

よ る ベ 定めぬ 舟 なれ や、 い づ 

に、 つけ て戀 しき 古里 の、 風 の 


岡 多 仲 

が 吹く わい な、 わ しが 心の やるせな き、 君 が 

て は 異說が 多 い、 岡 多 仲 どす るは蜀 山人の 

るが、^; 坂柬 陽の 夜航餘 話に は 柳 里 恭の作 

の 枝 さへ 」 、末 句 を 「思 ふ 殿御に 知らせた い」 ど 

は 服 部 南郭ど し、 歌 詞 は 「道 の ベ の靑 柳す が 

の、 わ しが 心 はやるせ な し、 ぬ しが 心 は 知， o 

柳 m 恭 

く ど *H り- yj 白波 の、 う つ 、に^ FJ ぐる 身の程 

つて だに 思ひ寢 の、 枕 の 花に か をれ ビレ も、 夢 
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はは か 

橘の か 

に も、 玉 

か は、 よ 

や o 


りの 夜 

4。 

空 さ だ 

れ く 

枕ば か 


なき 春の 夜の 

を ど め て、 昔 g0 

の緖 かけて 賴 

しゃ 吉野 の、 よ 

長 相 

らぬ もの VJ て 

の 雨、 山 ほ V」 > 


、あけて 垣 穂の 卯 

ぶの 摺 衣、 袖 の み 

み つ る、 契 りし 人 

しゃ 吉 野の花 も 

思 

い？」. ^諮し き は- 

ぎ  すの  一  聲、 夢 ば 
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の 花 も， あ やめ も わかぬ 五；：；： 闇、 花 

ぬれて ほしかぬ る、 掉 の 露に も淚 

はふみ にの み、 宿 世い かなる 報い 

雪 も、 雲 も 波 も、 あ はれ 世 に、 あ は > 

同 

-ひ VI りなが むる 閨の 月， 草 のい ほ 

なる 手枕 の、 し たぎに 殘る移 


力 


月の 枕 

めな き 秋の 夜 の、 月 が 隱れて 入 

て 逢 ふ 今 宵、 な せに お前 は その 

-5 力 力 わし /^力 


る 

や 


同 

か、 雲が 月 をば 隱 すの か、 こ が 

に、 背 いて ひ ど 寢 さんす へ、 


玉櫛笥 ふた、 びみた び 思 ふこ 

のか づきし て、 刈 るて ふ 底の み 

さへ だに 恥 かし の、 軒 のしの ぶ 

なら まく 星の.^ す ら、 絕 えて あ 

し，. 雲 ゐを ながめす ベ をな み、 釉 

酒德頌 

劉 伯 偷ゃ李 太 白、 洒 を 飮 まねば 

ばた. 5- の 里。 

朿  山. 

蒲囤 きて 寢たる 姿 はふる めか 

に、 す いたお 方に 逢 ひもせ で、 す 

る 鐘 の 聲、 諸 行 無常 はま、 のか 


ヾ」、 思 ふが ま、 に 

るめ にも 觸れぬ 

に 消  >ん やす き、 露 

やなくなる 36 で 

の 1| 下にせ き 入る 

た  >  の 人、 更科越 


し、 起 きて 春めく 

かぬ 客 衆に 喚び 

む しやう 

は、 わ し は 無上に 


書 き つ け て、 見 す れ V、J  0 

を い た み、 賴 みに し 筆に 

の-身に しもなら， 5  - ま-し 

や よ こ • のよ 

も、 八 夜 九 夜 ^思 ひ あか 

、硯の 海に 玉 や 沈めん。 

龜 田鵬齋 

路の月 雪 も、 酒が なけれ 

賴 山陽 

知 恩 院、 そ の 楼門の 夕暮 

, J ま れ、 山 寺の 入相 吿ぐ 

のぼりつ め、 花 の 頂 V、J ら 
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いて i よ う、 花 はう つろ ふ ものな 

綠の芽 だち 色 ふかみ 草。 

置火撻 

此世は あだの 假 枕、 む す ぼ. れ 易き 

た ビ い へ ば、 ベ つたり あつ い 厚 化 

水 淺 黄、 し たで も..^ しせんで もな 

あお いて 、これ-一 、に 蕪が ある 飯 

た V- し.^ 合 う て、 膝 .、」 膝 V」 を か う 

VJ 寄り か ゝ り、 ち よ V」 話して さつ 

老人 曰、 こ は 恐らく 祇園の 妓ひ 

竹 田が 京都より 歸國 せんごす 

けて せわしき お 曰 柄の 由に わ 

し よみ あかし 候、 淺 ましの 


七 九 〇 

れ ざ 、葉 こそ 惜しけ れ、 を しけれ 葉 こそ. 

田 能 村 竹 田 

櫛の 齒 に， ほ つれて 兑 する 洗 ひ 髮、 惚 れ 

粧、 い ゃぢゃ VJ いへ ば、，，、」 うやら 小裰の 

き、 ゆ ふべ 結んだ  一 i 帶， 長 ぃ詮義 はま 

ざこ  さ * 

あ が れ、 雜 魚 が あ る 0 ひ V」 つ、 氣 の 合 う 

摺 合 せ、 火 鉢の 不祥 ぢゃ、 こらへ て くれ 

ビ 笑うて、 あ VJ はなん にも 置 火 燼。 

さに 與へ たもので あらう。 文政 七 年 

る 際、 忮 女に 與 へた 手 紙に、 「き の ふ はわ 

ざ VJ 御 文、 ゆ ふ ベ は 殘燈の 影 にて 繰 返 

田 舍人を かく あはれ VJ 見 給 ふ は、 嬉 し 


きょ ，フ にて な 

o  o 〇 o  o  o 

V- う し 膝 ど 膝 

そ 侍 ふ を、 か > 

此度急 に國に 

て、 花 を 見 月 を 

此 頃の 文句の 

ぬ は 常の 習 ひ 

なり 候 はんか 

. 夢に 見る 人 

お 

今 一 皮す ひがら 

VJ せう 舌鼓 

今まで かけて あ 


か 悲しく 覺 え て、 そ  >  ろ 

〇〇〇〇〇〇 

ど をす り 合せ 語ら ふ は、 を の 

る 打 どけた る 御詞を 承らん 

參り候 も、 又 々上り. s '候 心 組 

眺め 歌よ み 酒の み 御 あそび 

はし に 5- 上暌 やう に、 此 世 は 

に 候へ ば、 只 御 心安ら かに 御 

ビ 、そ れ のみ 御 案じ 申 上 候 (中 

は あやなし 春の 夜の 

ぼろ DT よ なほ 脆に て 

の 火で ぉ顏 見た し、 御 しらべ 


に淚 こぼれ 


〇 o  o 

候、 氣のぁ 


こ だ 

ヾ」 は 

故、 せ 

.5- さ 

〇 o 

あ だ 

渡 • 


>  W トこ 

夢に 

ひ こ 

ん ど- 

o 〇 

の 假 

候 へ 


♦，  W 

ビ 

枕. 

力 


ひ 

一 J 

，思 

し、 


き 事 

う ち 

樂み 

ま > 

病の 


o  o 

う た 

に こ 

かし、 

上 り 

申 候- 

な  ら 

^ さ 


の聲 もき、 たい ナ ァ、 な ん 


る 三味線の 絲 を、 ち よ V」 はづ して 御 貰 ひ. &上 度、 新 し き 
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よ 


ヾ」 L 

•>  、ノ 

力 -o 

陽 も 

曲 を 

い て. 

の 多 

章 は 

VJ 手 


ふ 

只 


た の 

花鳥 

を つ 


お や 

の 才 

0 の 

き つ 

ひ て 

に感 

さ に 

の 中 

ま れ 

を、 よ 

め ら 


も あ 

色 を 

相手 

ナ Z 

作者 

艮 し 

ほ し 

與 へ 

に あ 

ぬ 物 

そ に 

れ て 


り 手 

な い 

愛し 

ビ の 

紙片 

を 問 

た ど 

た も 

る の 

VJ は 

も せ 


なれた 

手 紙 力 

て 挑ん 

みして 

を 見つ 

ひつめ 

いふ 事 

のなる 

で叨か 

ろ も 

い へ ざ 


が ほし、 

殘 つて 居る C 又 こん 

だ 所 が、 彼 女 は 更にう 

呼んで 居た が、 或 日 そ 

け て、 そ の詞の 巧なる 

る ビ、 竹 田 だ VJ の白狀 

である。 此 話の 眞僞 

事 は、 「此 頃の 文句の は 

である。 


我 心、 げ に 浮 雲の あ 力 

じ 身に もせ じ、 た  >  きそ は 

りの 色 は 見えな が ら、 肌 に は 
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な 傳說も あ 

けつけ ぬ、 そ 

の 三味線 箱 

ヾ 」 その 書の 

に、 さ すがの 

は 知らぬ が. 

しに 申 上 候 

中島 棕 

し 世 に、 さ そ 

ぬ を 鴨 川の • 

づ かし 老の 


る、 或 時 山 E1 

れ から は 山 

の 中 か ら、 新 

妙なる に 驚 

山陽 も 竹 田 

_ 置 炬躂の 一 

ように 一 云 々 


はれ 馴れて 

水く さい 氣 

波。 


「四書 をよ み /\ 吉原通 ひ 曰 は 格子のう ち に あ る」 ど いふ 都々 逸 も、 棕 隱 の 

作 だ VJ 傳 へられて 居る。 「白い 花暌く 櫻の 幹に 赤い 心 を 墨で 書 く」 は 河 野 

鐵 兜の 作 だ ビ いふ。 寳曆 前後から 漢學者 もし かつめ らしい 治國平 天下 

修身 齊家 一 點 張から やう /、 離脫 して、 文士 氣賀の 風流 才子が 續出 する 

やうに なつ て、 わ が 俗曲 を 漢詩 に 翻した り、 漢詩 を 俗曲 にや はらげ る やう 

な 事 も 可な り 流行した。 孤立 道 人 (释 大我明 和 四 年 蓍の 「春 遊 興」 や 烏 有. 子 

(安永 五 年 刊) の 「豔 歌 選」 や、 四 時 堂 無 跡 子 (安 永 四 年 刊) の 「や まどた ちば な」 な ざ 

が 其 標本で あ る。 

r 大 隈 言 道』 を讀む 

我. 國 の 歌人に は 一 家の 特色 を發 揮した ものが 極めて 少ぃ、 時代の 特色 は 

あっても 侗 人の 特色 は殆ざ 現れて 居らぬ. 此點に 於て は徘 句の 方が 比較 

的に 勝って 居 る、 叙 情 を 旨 どした 和歌が 叙景 を 主.、. 一す る徘 句に も 劣る ど 
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いふ こ- yj は 不思^な 現象の やうで ある が、 歌 人に は 先例 舊慣を 墨守す る 

傾向が 俳人より 甚 しい 爲 であらう。 然るに 慕 末に 至って 極めて 個人的 

特色の 著しい 歌人が 二人 出 た、 そ れ は曙覽 W 言 道 ビ である。 

此 二人 は その 歌風に 於て 、一は 雄 健 粗朴、 一 は溫和 繊巧、 趣味 好尙の 相反せ 

るに 關ら や、 寫 生 の 忠 實、 題 材の攛 張.. 用 語句 格の 自由に 於て 共通せ る 者 あ 

り、 又 境遇 に 於て も、 い づれも 富裕なる 商家の 出に し て、 幼時 父 又は 母に 別 

れ、 一 は 廣瀬淡 窓に 一 は 兒玉士 敬に 就いて 瀵學 を修 め、 家 業 を 捨て 、詠歌 

に專心 し、 郊 外に 寒 素なる 生活 を營 み、 そ の 歌 は異體 異風 どして 當 時に 容 

れられ す、 僅 に 鄕閭の 間に 多少の 知己 門人 を 得た るの みなりし が、 明 治 に 

至つ て 俄に 其 聲價を 高めた るが 如 き 、興味 あ る 類似 ビ いふべき である。 

曙覽が 歌人の 狹量 姑息 を 罵つ て 「諺 にい は ゆる 正月 詞ビ いふ 物の やうに、 

い つも 定 りて 早春に は 朝日の VJ かに 霞た なび く、 歲慕 に は 寄す る 年波 、春 

ぞ待 たる ヽ花 に は 雨の 惠、 家 苞に折 る、 月 に隈 なき 影、 雪 に 跡つ け わぶ るな 


ざ やうの 詞の 外に は 世に 歌詞 はなき もの 、如くに な り、 百 人が .rH 人 二 昨 

年 も 去年 も 今年 も 同じ 事の み 言 ひ 並ぶ る こどの 淺ま しさ よ、 近 き 頃廣瀨 

旭莊 V」 いふ 人が、 享保元 祿の頃 ほひの 詩人の 琴柱に 膠す ど い ふやうな る 

風體を 嘲りて、 白雲 明月 句、 多 一一 於 魚 卵繁ー V」 い ひた りし も、 蘆 庵 翁の いき ど ぼ 

り に (蘆 0 の 歌、 古 へ は 大根 薑菲 茄子 瓜の たぐ ひも 歌に よみけ り を 指 す) 等 

しき 心ば へ V」 i えたり  かく 寢 言 の やうなる 事の み 詠み 耽る 歌人 

の 多 き； よ り、 少 しも 巧 子才 ある 人な V- は 歌 は 只 はかな き 物に 思 ひ 球ん じ、 た 

け き 事 VJ. は 詩に の み 赴く め り  歌人 ど あらん 者 い ぎた な くす る 目 

を 能く さま し、 此 に愤を 發し思 を 凝らし て、 よ み 口の 鋒 を 鋭に し、 其 事に 隨 

ひ^ 物に 因り 彼方此方の 嫌 ひなく、 幽玄 洒落 麗妍澹 泊 殷富 凄凉與 壯溫柔 

錢化 自在の 臂を 張り て、 毛 廣 人の 糟粕 なむる 詩人の 陣を 突崩 し、 戎 語 囀 り 

ちらす 舌引拔 きく れん V」 、1| 風の 旗 さしたて、 古 言 の鈹打 響か せて、 後 向か 

じ 背 見せ じ ど、 進 ま ざらめ や 勇 まざらめ や」 VJ 大聲 疾呼せ る は、 言 0 か 「す ベ 
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て 先哲が た、 歌 をよ む 詠み 方 をの みビ ありかく あ ，0、 或 は 花 山 一 條-又 は 萬 

葉が よ し、 古 今 が よ し、 何 の 時代 はわる し、 某 の 代 は 手本に ならすな V- ヽそ 

の 詠み 方 をのみ 云 ふ は、 家 を 作る に 家 は いはで 材木の みの 詮義な り」 ど い 

ひ 「(歌 は) 物 に觸れ 事に 因ち て卽 座に 成發 する 啄 嘆な り、 詞 の 近古な ざ 撰 む 

暇 あらん や」 VJ い ひ、 「古人 に 似ざる を 以て 古人に 近し VJ す、 古 人に 能く 似た 

る を 以て 古人に 遠し ど す」 ビ いへ る ビ、 同 檨 の 思 想 に て、 倶 に廣瀨 兄弟の 詩 

論より 成 得し 來 りし 所 あるら しき も、 奇 し き 因緣 であ る。 只 古 言 の 鼓 打 

響せ て 後 向か じビ傲 語した 曙覽は 漢語 俗語 を 用ゐ なが ら、 目 標 を ^ 葉 に 

採 り、 言 道 は 我 は 天 保の 民な り、 天 保の 歌を咏 むべ し V」 いひて、 一 切の 準據 

を 排斥し たれ V- 、猶 古今 を 離 れ ざ る 氣分 あ り o 川 語 の 新 古 を 撰ばざる は 

共 通 な れ V> も、 雄 健 を 好 む 曙 覽 は 漢 語 を ^ り、 搵 雅 を 喜 ぶ 言 道 は 之 を 用 ゐ 

す、 漢 詩の 趣眛も 彼に 多くして 此に少 し、 題 材は 共に 廣き も、 曙 覽 は ®^ 近 の 

事物 を 詠す るに も、 萬 葉 の 高 古 を 失 は ざらん ど 力 め、 言 道 は 安 .h. かに 思 ふ 


ま 、である。 曙 覽は雄 壯、 淸 雅、 高 古、 妍 魔、 諸 體 兼ね 備 ふるに 似 や、 言 道は輕 

妙 瀟洒の 一 點張 である。 彼 は 多少の 覉氣 街氣を 免れす、 此は 和平 樂 易な 

り、 一 を 漢詩 人氣質 ビ すれば、 一 は 俳句 趣味 徘 人氣賀 ビ も いふ ベ きか。 何 

れも 自信 深 く、 新 體の 歌風が 世に 容れ られ なか つた 不平 は 同じ 事で も、 そ 

の 洩らし ざまに 兩 家の 氣象 風格が 歷々 ビ して 窺 はれる。 

たい 人の 耳に は 入ら じ 天地の 心 を 妙に 洩らす 我 歌  曙 覽 

燈 火の 下に 夜々 來れ鬼 我 ひめ 歌の 限き かせん 

人 臭き 人に 聞かす る 歌なら や 鬼の 夜 ふけて 來 ば吿げ もせん 

舌た ゆく 物 言 ひ 習 ふた わら はや 言 ひも 叶へ ぬ 今の 歌人  一一 一一 n 道 

百 鳥に 聲打 ちませ や 鳴く 雲雀 心 一 つに 思 ひあがりて 

世の中に 靡きげ もな きし つ 松 譏らる ベ きも 本より ぞ かし 

隱簑隱 笠 こそ もたらね V- 人知れぬ 身 を 高し ど ぞ 思 ふ 

友 V. 一思 ふ 友 は此 世に たえて なく われた る硯 一 つなり けり 
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ロハ 一 人我 をよ く 知る 

春嶽 侯の 知遇 を 辱う し 

^間 を 勤めた 言 道より 

見 ゆる も 鈴 菜園 田 伏せ 

し、 言 道 は 鴻池鹿 島屋の 

身の 嬉し さ に 鳴く 雲雀 

足 を 詠み、 曙 覽が鑛 山の 

ふ た 俵 三 俵 を さへ 肩 

赤裸の 男子 群 れゐて 

貧乏で 酒 やきな 二人の 

親 泣けば 子 さへ 泣く 


人し あらば 千々 の 

た曙覽 は， 黑 田家の 

は遙 かに 幸福で あ 

の 庵に^ けばな り 

御機嫌 を VJ つて、 「ま 

か な」 VJ いはねば な 

工夫 を 歌うた の も- 

に あげて 藏を 出で 

鑛 のまろ がり 碎く 

境 遇 は、 ど り A\ に 

なり 世の中の せん 


は 土塊 

屋敷の 

たリ 曙 

り」 VJ 詠 

雀び-君 

なかつ 

新 歌人 

る 若 男 

打 振り 

白 い。 

ベな さ 


七 九 八 

か し 

待 役 —— 體の よい 

は 「花 めきて しばし 

て國 君の 召 辟を辭 

たる.^ に 交りても 

U 言 道が 荷 揚の人 

よき 對照 である。 

も  言 道 


やがて 又 底 あら はれて あじきなし 鼠 も はめる 米の 


何も 知ら やて 

^一  S 道 

白 0 


合せて は 又 解き放つ 古 衣 かくて ぞ春も 秋も經 にけ り 

今日は 今， 曰 あらん 限は飮 みくらし 明日の 憂 は 明日 ぞ憂 ひん 

わが 酒の 限 見えた るフラ ス コ に 人の 命 も 悲し かりけ り 

わが 如く 洒に醉 ふらし 音た て、 打てば 打つ手 をまぬ る 山彦 

樂 みは あき 米櫃に 米いで き 今一 月 はよ し VJ いふ 時  曙 覽 

著る 物の 縫目 / ヽ に 子 を ひりて 虱の 神代 始り にけ り 

-yj  く  V」 垂， 5  くる 酒の なり 諷 嬉しき  一 f! 曰 を さする 物 かな 

吹きお ろす 風の 松の 葉髯 につけ 手 ふり 顔 ふり 歸る醉 人 

蕭散 閑寂の 境に 處 して は 

目の前に 一 つ 落ちく る 松のお の 更に も 落ちす 暮る、 今： n 哉  一一 一一 E 道 

蜘 のい にか 、れる 木の葉 數 ふれば 軒の 松の 葉 梅 櫻の 葉 

山里 はまし こ つ 、鳥 庭た 、 き 居ながら 樂し 目の前に 見て 

むつ かしき 世の中 知らで 山里の 冬の 搰 火の あたり. ざち かな 
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雨づ つみ m を 經て編 S- あけ 見れば 標 ちて 梅 あ 


そ 


山 

寫生 

そ 


今 

ゆ- く 

秋風 

水鳥 


斜 に 

雀 ヾ」 

き 

0  ，ぷ 

る 老 

い ふ 

ク TV 

に あ 

に お 

た ち 


吹 き 

二 つ 

し つ 

る も 

の-親 

笹の 

に 字 

り し 

の が 


て 散り 

今 一 つ 

、帚^- 

の は 

猫 仰ぎ 

さ に 

び て そ 

梢 を 玉 

た づ き 

のい な ご 吹 

て^? なき W 


ぞ 入る 

何 鳥な 

ば 淋し 

寢 てお 

H> き 入 

ば  >ん て 

博 S ぎ 

のな け 

かれ 來 

の 面に 


打つ tn-  ロ牛吼 

か け く  > り 居 


ゆ る 

て 火桶の す 


が 乳房 を 子に まか 

て な き か ら 顔に な 

又瀨を 上る 春の 若 

顔に 散れる 一 花 

ば や. S に 抱 き て 纏 

折々 あたる 窓の 昔 

がても 落ち す 舞 ふ 
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の實 三つ 四つ 

曙 覽 

わり 居る 哉 

すなり  ー-ー 一一 n 道 

る蚂牛 


ふ 葛 花 

か な 

一羽 かな 


生き 殘る淺 茅が 中の いなご まろ 身も枯 草の 色に なりつ > 

雞 のかた みに 雛の 盜 みばみ 見ながら 親 はよ そ 目の みして 

影垂 る、 星に 迫りて 薄黑き 色た、 な はる 朧夜の 山  曙 

窓に 入る 雨 夜の 整し め た ヽ VJ 照りて 簾 を おりのぼり する 

莖 折れて 水に うつ 伏す 枯 蓮の 葉 裏 叩きて 秋の 雨 ふる 

霜の 上に 冬 木の 影 を薄黑 くう つして^  くる 庭 中の n; 

稻子 丸うる さく 出で \ 飛ぶ 秋の 日和 喜び 人 豆 を 打つ 

すく  く  W 生 ひ 立つ 麥に 腹す て燕ビ びくる 春の 山 畑 

羽 鳴らす 蜂 あた 、かに 见 なさる 、窓 を 埋めて 唉く 薔薇 かな 

蟻ビ螺 うな づき あ ひて 何 か 事 ありげ に 走る 西へ 束へ 

句法の 斬新 奇拔 なる もの は 

引きつれて 大路 いづなり 馬^ また 馬車 牛車 牛  言 

港べ は あした 脤ふ競 ひ あ ひて 帆 あぐる さぐる 入る 出 づる船 
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道 


走， 9 

衰 へ 

き ， J 

こ ぼ 

典 率 ビ 

一 一 日 

雨 に 

人 の 

死 ぬ 

死 ぬ 

く ひ 

輿 に 乘 

急 が う- 


て は？ J ま. 9 

て^く 朝顔の 

b. 歌 鳥の 囀り 

れ糸欐 につく 

自由 VJ を尙ぶ 

三 日 降れば 降 

あ ひて 又 風に 

身に またく か 

る病藥 のま じ 

る 命 どり か へ 

飽きて あ，. 5 つ 

つて 覺 えす 二 

) 彼の 特色 は 


りて は 行く 

くれ 花 さく 

の 昔 ぬれた 

て 魚" y」 る VJ 

り、 時に 只 言 

V」 て 嘆きけ 

ふ 櫻 花 さて 

れる事 もな 

田 3 へ る をう 

る ゝ /、  -^3 り 

物の 味 ひも 

の 比較に 饒 


著想觀 察の 斬 


千鳥 ゆ く 

日 さかぬ 

る 小 草 雲 

一一. CBC  .?<:  ABS 

に 陷る弊 

b 雨 待 遠 

は 散らで 

く 夕げ に 

る さく 八 

煮やう に 

舌 を 弄し 

新 微細な 


八 〇 二 

時に こそ 人に 

日 今 日 は^^く 

か、 る 松 

三郞 川に 日く 

ある も 亦同樣 

にい ふか ど 思 

はならぬ なり 

いづる 軒の 群 

の藥 のめ VJ い 

廣 けれ ざ あ る 

よ-. 5 てぎ しく 

過ぎた。 いざ 

る點 にあ る、 從 


見え けれ 

か も 

曙 覽 

ら ^3 

である 0 

へ ば  一 一一 一 n 道 

け り 

ふ曙覽 

/  /N も ま ら す 

貪 ふ 

言 道の 本颃に 

來の 歌人が 等 


閑に 看過 し. 或 は 心 づきても 詠まん ど 企てなかった 情 景 を、 巧 みに 取 入れ 

て 新 方面 を 開拓した。 俳人が 自然 を觀 察せし 如き 態度 を 以て、 草木 禽虫 

の 特質 を 注目し 精細に 之を寫 した。 されば 俳句 ど 比較 すれ ば、 さ ま で 珍 

しき 著 眼 どはい ひ 難き も、 和 歌ビ して は 誠に 新しき 試で ある。 .辭 句 も 通 

俗 易 解 を 主 ど して 俗語 を 厭 は す、 場 合に よりて は 新造 語 を も 試みた。 俗 

語の 使用 は その 選擇に 留意 し て、 曙 覽 ほ ざ大膽 ならね V- 、景 樹ゃ文 雄に 比 

ベて は 數步を 進めた。 罄調は 內容の 充實を 力めた る 結 采、 稍 暢達 を 損し 

た 傾が あ る、 當 時 その 體の 野卑なる を 謗られた の も、 一 はこの 爲で あらう。 

彼が 俳句の 感化 を 受けし や 否や は、 十 分 知る 由な き も、 そ の 伯父 言 苗が 俳 

諧を 好み 遺詠 若干 卷を 家に 傳 へ たり ど い ひ、 又 彼 自 ら 「ひ ど り ご ち」 の 中に. 

去 來の句 を 評して 肯綮に 中れ るな ど， 全 くの 門外漢 ど は 思 はれぬ。 有意 

にもせ よ、 偶 然 にもせ よ、 そ の 結果より 觀れ ば、 徘 人的の 觀察 を以 て， 自 然 人 

事の 些細なる 局面に 注目して 之に 感興 を もち 客觀 的に 詠嘆した 人で あ 
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る。 俳諧より い へ ば、 稍 月並 的た る 

歌ビ して は從來 例の なき 目新しき 

悠 揚 典 雅 ！ た けた かき 歌 —- を 理 想 

風 を 起した。 集中の 多數 がいかに 

歸 りて 來て ねたる 童の 袂 より 頭 

駒曳 きて ゆく  (. 人 もね ぶるな 

長き 日 を 向 ひ あ ひたる 犯 犬の い 

春の 日の 長々 しきに 佛達打 向へ 

ちる 花に 目 を も 送らす 滞 達 並び 

はしたなき 片山里の はね 釣瓶 は 

見る もの は沛 一 つに ぞ なりに け 

山寺の 秋 さびしら に 佛達立 並び 


八 〇 四 

を 免れざる もの も あれ  >、」、 そ れ すら 和 

もの どし て、 其 功 を 認 めざる を 得な い 

どした 和歌 界に輕 快 平易な 一 味の 新 

其 俳味に 富める か を 見よ。 

いだせ るつ くくし かな 

,9 春の 繩 手の 長々 し 日 は 

つまで どなき 神の 廣前 

れ V- 言 問 もな し 

おはす る 峰の 古寺 

ねたる 空に 三：；： 月の 影 

る 梢 空しき 秋の くれ 方 

て もお はすなる かな 


ふりきぬ ど 沈み 枭て たる^ 鳥の 又 浮び 出て あ ふ 時雨 かな 

浮び 出て 見て はか づけ V- 水鳥の 沈める まに も變る 世の中 

冬 立ちて 風 寒から し奈 多の 磯の 足 高げ なる 濱の 松原 

雨 やみし 軒の 廂に すがり ゐて い つまで 待た ば 落つ る I 卞ぞ 

これの みや 今日は ありつる 事な らん 松の 實ー つ 落ちし 夕 慕 

飛びに ぐる 翼 頼みの 山 烏 人 あなづりの わざの みぞす る 

雨 ふらぬ 木の葉が くれの 蝸牛い つ 引出 づる 車なる らん 

はちす 葉の 上に けさ ゐる顿 牛 こ はいか さまの 佛な るらん 

儺の 川の 寥の穗 つみて 酒の まん を かしき 友 を 一 人 見出でば 

つくぐ ど 鬼れば 面白し 我 園の ひビ もじの 實の 一 つ 一 つに 

永に だに 浮く かろ 石の 輕 ければ 沈む 時な き 身の 安 さかな 

人心 いらの いらだち ある は 又 海鼠の なめら 骨な しにして 

いづく にか 我身來 ぬる ど 思 ふらん 市に まろ ベ る 灘の蛤 
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旅人の 道 ゆく 笠の 上に さ 

落 入る ど兑れ ば 浮み て徑 

少女 等が 箕を ひる 風に ち 

掃 溜の 塵の 下なる 芋 すら 

散り 浮ぶ 松の 一 葉に 驚き 

おのが 子の 巢立 さそ ひて 

釣り も 得で 歸る筐 の^し 

猫の 子の 首の 鈴が 昔 かす 

わりて 見る たびに 面白し 

夏 川の くづる 、岸の 危き 

ゆきか ひに 憩 ひなれ たる 

先 だち て 山路 過ぎ ゆく 牛 

槪 して 句 調の 引きし まりた 


へ 

力 


あ 

赏 

づ 

ど 


な づ 

の 數 

の 寒 

は 親 

雲雀 

か ろ 

も 昔 

ひ て 

邊 の 


ら は 

3  口 

も ^ 

け く 

に こ 

る 

手 も 

め 顏 

の み 

も 並 

唉 き 

石 や 


に 子牛よ 

名 詞 Vj め 


し 

し 

や 


く罟 る靖 

れす 寄る 

ゆる 秋の 

つきて あ 

沈む 水底 

ぶ ベ き 空 

も 吹く 嵐 

たる 夏草 

る さまの 

る 撫子の 

し VJ 待ち 

くる 村 時 

名詞 に 「か 
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0 力 


力 

ひ 一 

花 


な 一 を 


な 

1 、ふ 

力 

れ 

ぞ 鳴く 

莢 豆 

ら ん 

添へ たど まり 


多 き が、 俳 句 調 を 思 ひ 起さし める のみなら や、 中 に は 直に 古ム. の 俳句 を聨 

想せ しめ る 者が ある。 

我 門の いさ 、小川 も 流れき ぬ 春は樂 しき 物に ぞ ありけ る 

元日 やされば 野 川の 水の 音 

哚く 梅の 花す 、ろ ひも 憎からで 身 を 逆にす がる 鶯 

-鶯の 身 を 逆に 初 昔 かな 

川岸に 浮べす てた る 舟に だに 綱手 繋ぎに きぬる 葛 花 

朝顔に 釣瓶 ビられ て 貰 ひ 水 

里 直き^に^; き いで 、只 ひ VJ り 親 も なげなる： p 子の 花 

撫子 や 夏野の 原のお どし 種 

花の 枝 手 折れば 騷ぐ 胡蝶 かな 己 を さ へ にい か  >  な るか W 

我事 ビ泥 鮒の にげる 根 芹 かな 

初秋の 梢 を 渡る 風の 上に 散る か ど 見 ゆる 三日月の 影 
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木枯 

所せ く 草 

白露 

夕 墓の 野 

はても な 

今日 見れ 

羽 子 

春の 野に 

馬 ほ 

踏まる ゝ 

雀 の 

雀の 子 親 


に 二日 

の 上 葉 

や 無 分 

をす-ぎ 

き 山 の 

く ど 

ば 大人 

っズゃ 

橋 打 渡 

— 

も 今 か 

子 そこ 

にか は 


の 月の 

に 端 居 

別なる 

ー了ナ ！ H 

,ィ n  I 

裾野の 

日 はつ 

になり 

世 心 知 

る 我 身 

我を繪 

ビ 田^ ふ 

のけ/ 

ら 1 な 


吹き 散る か 

して まろ び 

置き所 

斜 なる 日影 

薄 原 遠く ゆ 

れ なく も 秋 

ぬ 去年まで 

らぬ大 また 

をば 霞に そ 

に 見る 夏野 

春 駒の 蹄が 

、 御馬が 通 

り ぬれ V- ま 


も 落ちぬ 露の 白玉 


じ 

る 


りに 秋の 

は 夕日の 

足しても 

人 や 見る 

の 土筆 か 

き 姿猶殘 


山風 

みして 

飛びし ならす や 

ら .ST" 

な 

h,. け 4y 


雀 子 や 並び 居つ 、も 黄なる 嘴 

暮れぬ ベ きみ.^ になり て いや 繁に今 又 あがる 夕 雲雀 かな 

二 つ 三つ 夜に 入り さうな 雲雀 かな 

すべ もな く 長き 春 日の 暮れ かねて い つまで 今日は 今日に か あるらん 

遲き日 や 暮れなん ど して 今日 も あり 

松 杉の 影 こ ど AN にう つりた る 庭め づ らしき 宿の 月 かな 

名月 ゃ疊の 上に 松の 影 

たが 里 も 聞え 合せて 打つ ばかり 打てば いづく も 打つ 砧 かな 

よその 昔 聞いて こちに も贴 かな 

淸 ければ 尙淸^ れビ 秋風に 麈を もす ゑぬ 白菊の 花 

白菊の 目に たて 、見る 塵 もな し 

山鳩の 只 一 つが ひ 枝に ゐて 淋し 颜 なる 秋の 夕暮 

枯 枝に 烏の どまり けり 秋の 暮 
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立つ 波の たちの 騒ぎに 友 千鳥 雲居に 高く あがる 一 むら 

浦風 やお のれ どくづす 群 千鳥 

磯の 上 を 走り /) て 群 千鳥 VJ  ^まる 所 なげに も あるかな 

荒磯 や 走り 馴れた る 友 千鳥 

見渡せば さも 長々 し 平 より 對 馬の 沖に 渡す 白雲 

荒海 や 佐 渡に 橫たふ 天の川 

さし 柳 さして 幾日も 經ぬ もの を 根ざし 引き 見る 犮童 かな 

つ いたか ど 兒の拔 き 見る さし 木  力 な 

草木 禽虫 小兒 等に 深く 同情 をよ せた 點ビ同 一 著 想 を 種々 の 形式に 試み 

た點ど は、 俳 人 一茶に 類似 を 求む ベ く、 人 の 言 語 を その ま、 に 詠み 入れた 

る 技倆の 巧なる は、 そ  >  ろに 太 祇の 長所 を 思 はせ る。 

こ、 にも VJ 人に いふ まに 早 蕨の ありか 失 ふ 春の 野邊 かな 

さらば VJ て 一 枝た をれば 櫻 花 又 今 一 人我 もら ふなり 


ま づ /\ どゅづ らふ 程に 杯のう ちに も 散れる 花 櫻 かな 

されば こそ 霜 ふ， 9 ぬらし 人 起きて 雪の 如し VJ いふ 聲の する 

古市に 今 幾程 か ある どい へ ば その 古市 ぞこ 、ビ いふなる 

聞え すば 猶聲 高に 道 問 はんこな たに 行く や 志 賀の山 越 

老い ぬれ ど 又此春 も暌く 花の 散る 花の ども 言 ひくら しけり 

み 山邊の 花の^き ぬ ど吿 げくな， 9 さも あるらん か 今： ：！ の 日影に 

これ 太祇の 慣用 手段た る 「な 折り そ ど 折りて くれけ り 園 の 梅/あ なかま ビ 

鳥の 巢 見せぬ 庵主 か な」 の 類 ど 並べ 見 て、 そ の 手腕 を 窺 ふ ベ きで ある。 「疫し 

ぬく めの 麻 衾 /疲 れ 眠りの 埋 火の も VJ」 「畑 菜 の 冬 の 引 乾し」 「乘 合 の 舟 疲れ」， 畑 

も 田も賣 りぐ ひ 虫」 「ま が (馬 把) ひ く 特牛」 「板 負 ひ の 牛」 「道 のぬ かりのう はビろ 

け」 の 如き 新造 語 も、 俳 諧に はさして 珍しから ね V： 、和 歌に は 思 ひ 切った る 

勇 氣を多 どせ ねばならぬ。 

擬人法 を 多く 用ゐ たの も 言 道の 特色 で、 何 人 も 一 見心づ くべき 所で ある 

八 二： 


人 ニー 

* か、 非 情無 心の 物に 魂 を 入る、 爲に、 「けしきして」 「さまし て」 「げ にて」 「何々 

顏」 等 の 語 を 盛に 使用した。 而も その 用法が 極めて 適切に 氣 のきいた も 

ので ある。 今 その 顏の 種類の いかに 多き を か 左に 示さう。 

散.， 9 逃げ 顏、 數 あ 、り —、時 ー、 知 ら ぬ —、笑 み —、物 ー、 あり ー、 知 り ！、 仰 ぎ 見 ー、 

心 得 ー、 催 し ー、 よ そ ー、 疑 ひ ー、 ね ぶり ー、 さびし ー、 疲 れ ー、 見 い で —、し ぞ き 

—、晴 れ にな き 殼 I、 人 ー、 行 き ー、 異 物 に 殘 り —、も たる— 

此の 如く 擬人法 を 好んで 用 ゐた結 朵. 中 に は あまり こしら へ 過ぎ 考へ過 

ぎ て、 ィ ャ 、、、になり 俗 惡に陷 つた もの も 無いで はない。 例へば 

行く春 を 遠く も 追 はで 木の下に 散れる 櫻の 疲れ 顔なる 

さ^ひ 行く 力 疲れて 散ろ 花 を 流る 、水に ゆづる 山風 

あまりに も 走り 漂 ひ 疲れて や 高 根の 松に どまる 白雲 

泣く ばかり 雨に 萎れて ある 花な 慰め顔の 鶯の聲 

人の 如 手 を 出す vj はな けれ V- も 身 を 引 立 つ ろ 梅が 香ぞ する 


不紘 を さした る 人 も 

手 向 ひもせ ぬ顏に 

是等 はさながら^ 德 

慽に堪 へ ぬ。 

最後に 言 道の 或 情の 

てお く 0 

落ち やみて 竿に 並 

數 知らぬ 魚の 命 は 

繩の ごビた わめる 

沖邊 よりあ ビ おひ 

こ ま 

まふ 猸樂 のよ ろぼ 

まふ こ のめぐ り 

言 道 ど 曙 覽 ビ は 吾輩 


なきもの を 空 醉 

して 中々 に 折る 

派の 句 や 天 保 調 


したる 花 

釉は ぬる 

の 俗 俳 を 


の 色 かな 

花の 枝 か な 

見る やう で、 


極め て 尖 钿銳敏 で ある こ ビ を 示す ベ 


ベ る举 見れば 何 

板の 上の 刀の 跡 

山路 見る ま、 に 

くて 來る 波の 

はしく もなる を 

くて 末 遂に 疲 

の 最も 愛好す る 


ヾ」 もな し 

にしる し 

そのお く 

碎 くる 兑 

兄て 我 も 

れ 見えく 

近世の 二 


に 物ぞさ び 

ぬる かな 

ゆ く 我 心 か 

れば 何故？」 

やがて？」 思 

る老ぞ 悲し 

歌人で ある 

八 ニー 一 


_ 長所卽 短 所 の 

き數 jp を あげ 

し き 

な し 

ふ 悲し さ 

U 曙覽 は子规 


子の 推獎に 因つ 

佐 木 博士の 續歌 

の 遺稿に 梅 野 氏 

が 新たに 出來た 

を 見る ベ く 其 書 

ば 曙 覽も亦 博士 


八 一 四 

て 頗る 有名^な り、 そ の 後曙覽 全集 も出來 た。 言 道 は 佐 

學 全書に その 草 徑集を 紹介され たの を始ビ し、 この度 そ 

の傳記 佐々 木 氏の 評論 を 添へ て、 大 隈 言 道 ，ヒ題 する 冊子 

の は 誠に 喜ばしい 事で ある。 子規 子に 志 濃 夫廼舍 歌集 

を貸與 したの は、 佐 々木 博士であった ビ 記憶す る。 さら 

に 負 ふ 所 あ も、 博 士が 顦揚の 功大な， o ど いふべ きで ある。 
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